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刊行のことば

　需語体系研究部第二研究室は，現代語藁の成立と変化をさぐるために，雑誌紳央公謝の

経年調査をつづけてきましたが，このたび，集計作業と主な点についての分析を終えたので，

これらをまとめて刊行することにしました。集計そのものはカードを使った手作業ですが，結

果を電子計算機に入力して分析に使うとともに，語彙表・表記表の印脳には高速漢字プリンタ

ーを利用しました。

　戦前の雑誌の一部は，申央公論社資料室所蔵のものを利用させていただきました。ここに，

厚くお礼申し上げます。

　この調査を担当し，報告書の執筆に当たったのは，言語体系研究部第二概究室長宮島1業夫で，

同研究室研究員高木翠が調査の全過程を通じてこれを助けました。また，村木新次郎（昭和59

年1月から同研究部第一研究室長）が資料採集の段階で，石井久雄く昭和61年4月から同研究

部第二研究室主任研究窟）が語彙表の訂正と注記に，それぞれ協力しました。

　なお，この研究については，「雑誌綱語の変遷に関する研究」（代表　宮島達夫）の題で，昭

和52年度・53卑度の文部省科学研究費補助金を受けたことを申しそえます。

日召禾lj　62イ奮三3月

國立国語研究所長野元菊雄
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第1章　まえがき

1．調査の員的

　この調査の目的は，近代B本語の単語や表記法がどのようにかわってきたかを，しることであ

るQ

　国語研究所は，これまでに何度かかなりの親模の語い調査をおこなってきた。しかし，それら

は，みな…時期の言語資料についての共時酌な講査で，日本語がどのように変化してきたかをし

るためのものではない。また，これらの調査結果をくらべることで，そのような変化をたどるこ

ともむずかしい。というのは，一つには新聞・雑誌・教科書などと，調査短象がまちまちで，等

質とはいえないからである。明治期の新聞と昭和期の雑誌とで調査結果がちがっていたとして，

その差は蒔代の違いかジャンルによるものなのか，かんたんにはいえない。これにおとらず大き

いのは，調査方法のちがいからくる差である。

　　　垂膠イ更1幸侵矢lll碧育蝟　　（1877－78，　｝灘ξ台！0－l！）

　　　　（国立團語研究所報告15謬明1台初期の新聞の胴語毒　参照）

　　　朝霞・毎醸・読売3紙（1966，昭秘1）

　　　　（闘立圏語研究所報告48罫電子計算機による新聞の語彙調査（1V）』参照）

の2つの調査は，対象の面からいえば，ほぼ岡じといってよく，これらの結果を比較することに

よって，明治と現代との新聞同語のちがいがわかるだろうと期待しても，ムリのないところであ

る。しかし，語い表をつきあわせても，期待されるような結論は，すぐにはえられない。つぎに，

上位20語をならべてあげてみよう。
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6第玉章　まえがき
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　新聞3紙の結果のうち，語い表にのっているのは（A）だけである。この調査では，句読点などの

記号も対象にして，「語数jをかぞえたため，上位にはこれらの記号がズラリとならんでいる。（◎

醒ま，漢字テレタイプに収容されていない記号類を一一志したものである。）

　（B）は，このなかから記号と等時数字とをのぞいたものである。ここには，たしかに器語だけが

のこったが，この調査では，郵便報知の調査で無視した助詞・助動詞（の連続〉も，それぞれ1

語としているので，上位をしめているのは，やはりそれらである。

　（C）は，さらに助詞・助動詞をはぶいたものである。これで，やっと郵便報知のばあいとちかい形’

での語い表がえられたことになる。「歩」「可」「年1「歴」「給」などは，土地・家屋や求人の広告

によくでてくる略称で，これらが上位にあることは現代の新聞の特微をしめしている。

　それでは，この⑥の段階まで手をくわえれば，新聞3紙の調査結果が郵便報知のばあいと完全

に等質のものになるか，というと，まだ，ふじゅうぶんなのである。というのは，この調査は電

子計算機をつかっておこなわれ，人置の判断をはぶいたために，岡語別語の見分けがされておら

ず，表記された形のままの集計だからである。たとえば，（C）の第2位「ある」には動詞の「ある」

と連体詞のヂある」が，第4位「ない」には形容詞のfない」と助動詞の「ない」とが合算され

ているはずだ。一方，第1位fいる」にかぞえられているのは終止形・連体形だけで，未然形・

連用形は，これと別語あつかいされて，第7位「い」にはいっている。仮定形の「いれ（ば）」

や漢字表記の「居る」も，もちろん別語である。（A）から（C＞までは，語い表上の操作でつくりかえ

られるが，（C）について，さらに1司語別語の判定をしなおすのは，もう1度最初から，原文にかえ

って調査しなおさないかぎり，不可能である。

　国語研究所の語い調査で，まったくおなじ方法によるものはないといってよい。これは，それ

ぞれの調査時点でよりよい方法を工夫するため，やむをえないことであり，これからも，すぐに

安定することはないだろう。とすれば，歴史的な変化をみるには，そのための調査を計画しなけ

ればならない。

2．　調査の鰐象

　歴史的な変化を見るとなれば，対象は，とうぜん，かきことば，それも印刷物である。ただし，

単行本は，どれをえらぶかがむずかしい。また，新聞については，ほぼ同様な臼的・規模の調査

が，毎日新聞について，言語変化研究都第2概究室の手ですすめられている。（梶原滉太郎「新聞

の漢字含有率の変遷3掴立國語研究所報昏71陶跣報告集3灘を参照。）　それで，対象は雑誌のなか



3．漂本のとりかた　7

からえらぶことにした。

　さきに実施した，現代雑誌90種の語い調査で舛象としたもの

のうち，創刊年の古いものをあげると，つぎのようになる。

　　　　　　　　　　　　　創刊年

中央公論

週刊東洋経済

実業の日本

婦人吟友

新　　　潮

婦人爾報

み　つ　ゑ

週刊ダイヤモンド

婦人公論

主婦の友

婦人倶楽部

商　店　界

週刊朝H

サンデー毎日

文芸春秋

エコノミスト

旅

　これらのなかから，内容，対象の面で一般性があり，創刊

年のふるいものをひろうとすれば，「中央公論」が適当である。

これは，かたい総合雑誌だから，一般性からいえば「文芸春

中
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論
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　蓬一1

秋」あたりの方がいいかもしれないが，1923年（大亜12年）創刊というのは，新しすぎる。「中央

公論」との差は36年であるが，この36年のあいだに，雑誌の文章は文語文から口語文へ，ほぼ全

面的にいれかわった。このことは，雑誌用語にとっても大きな意味をもつはずである。言文一致

以後の資料だけをみたのでは，口語化にともなって表現がどうかわったか，というおもしろいテ

ーマがあO・かえないことになる。以上のような理磁で「中央公謝をえらぶことにした。

　図1－1は，「中央公論」1975年11月号の〈創業90年特刷十一〉「総合雑誌太平記」から転載

したものである。

　（参考文献）　沖央公論社の八十年毒（1965年，中央公論社〉

　　　　　　　『中央公論総目次壽（1970年，中央公論社）

　3．標本のとりかた

　3．　1標本の璽

標本は1年分！万語とし，10年聞隔で，
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　　　！906　　　（明？台39）

　　　！916　（大正5）

　　　1926　　　（　　　　！5，　H召矛日1）

　　　1936　　　（ll召JI111　11）

　　　1946　（　21）

　　　1956　（　31）

　　　1966　（　41）

　　　1976　（　51）

の8年から，合計8万語をとることにした。資料は多い方がいいので，5年おきとか，1年おき

とか，1年あたり2万語とかにすることができればよかったのだが，調査するがわの能力からみ

て，この線におさえた。

　1年置たりの総べージ数や言語量は，年によって，まちまちである。各年度から1万語ずつ標

本をとったということは，つまり，年によって，標本抽出比がちがうということである。

　標本全体の量は8万語にするにしても，年ごとの抽出比を一定にして，ある年は，5，000語，

ある年は13，000語といったぐあいに，その年の言語野（のべ語数〉に比例させる，という方法も

考えられる。このような方法でとりだされた標本は，何十年もにわたる「申央公論」全体の，ほ

ぼ正確な縮図であり，このような全体を1つの言語作品としてながめるには役にたつ。たとえば，

全体としての「中央公論」を通じて，漢語は要するに何％くらいつかわれていたか，といった例

について，標本からえられた値はそのまま全体についての推定値になる。

　しかし，ここでは，このような共時的たちばにではなく，用語の歴史的な変化をしろうとする

立場にたって対象をながめている。そのばあい，各年度の抽出比よりも標本の量を一定にしてお

くほうがのぞましい面がある。漢語の比率にしても，のべ語数についていうのならいいが，こと

なり語数についていおうとすると，標本の量がちがっていては不都合なのである。というのは，

漢語は和語にくらべて基本的でないものがおおいから，標本の量をふやしていくと，ことなり語

数における漢語の増加は，和語のそれを上まわり，のべにおける比率が一定であるにもかかわら

ず，のべ語数がおおいほど，ことなり語数における漢語の比率がたかくなるという可能性がある

からである。

　具体的に例をあげよう。下の表は，現代雑誌90種の調査における四層（生活・婦人）と五層趣

味・螺楽〉との比較である。　語種の数字は％。

　　　　　層　　標本のべ語数　　和語　　漢語　　外来語　　混種語

　の　べ四　　81165　56．3　35．5　5，7　2．5
　　　　　五　　　　　　　　150514　　　　60．7　　　34．7　　　　　　2．7　　　　　　1．9

　ことなり　四　　　　　　　　　44．7　39．1　　　9．9　　　6．2

　　　　　五　　　　　　　　　　　　　　41．3　　　45．7　　　　　8．3　　　　 4。7

　漢語についていうと，のべで四層の比率がたかいのに，ことなりでは逆転している。（和語は，

ちょうどその逆である。）　外来語では，のべで2倍以上ちがっていた比率が，ことなりでは，あ

まり差がなくなっている。このような事実を説明するものとして，標本のべ語数のちがいが考え
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られる。かりに幽層と五層とがまったく等質の欝語からなっていたとしても，五層の標本のべ語

数がおおいという事実だけによって，ことなりにおける漢語・外来語の比率がたかくなることは

予想されるのである。

　したがって，ことなり語数における漢；語の比率をくらべるためには，標本のべ語数を一定にし

ておくことが，のぞましい。漢語の比率は，もちろん1例にすぎず，岡じようなことは，ほかの

点についてもいえるはずである。

　　3．　2．無の決定

　「中央公論」の創刊が1887（明治20）年なのに，それよりずっとあとの1906年からはじめたこ

とについて，説明しておかなければならないだろう。じつは，1887年に翻刊されたのは，「中央

公謝という雑誌ではなくて，その前身の「反省会雑誌」という誌名のものである。これは，真

宗本願寺派の経営する普通開校の学生による修養団体「反省会」の機関誌で，この隅体が禁酒運

動を主としていたことから，雑誌の内容も，当然仏教的・禁酒運動的色彩のこいものだった、、そ

の後，これは，「反省雑誌」とあらためられ（1892年〉，しだいに仏教色をうすくしていったが，

現在の総合雑誌にちかい性格のものになりきるのは，やはり「申央公論」という誌名をとった

1899年ごろからである。このような意昧で，初期の「反省（会）雑誌」当時のものは，対象にくわ

えないことにしたのである。

　つぎに，では，なぜ「中央公論」と誌名をかえた1899年からでなく，1906年からスタートした

のかという雪崩だが，これは，10年醐隔ですすんだばあいに，1946（昭和21）年がはいるように

したがったからである。この年は，第2次大戦の敗戦直後で，内容的には，すでに軍国主義的な

ものはない。しかし，現代かなつかいと当用漢字の公布は，この年の！1月だから，1946年の雑誌

には，まだ使われていない。つまり，この年の言語資料は，戦後のB本語の変化にとって，社会

自体の変化と国語改革と，どちらの影響が大きかったかをしるための，1つの手がかりとなるだ

ろう。このようなわけで，とくに1946年度をえらび，そこから興野に10年おきでのばした結果，

1906年からはじめることになったのである。（戦後の国語改革の影響をほんとうに調べるためには，い

うまでもなく，10年おきではだめで，毎年の，またはすくなくとも1型おき程度のデータをとらなければな

らないだろう。だから，結果的には，とくに1946年をえらんだことが，それほど意味のないものになったか

もしれない。しかし，最初の計画では，10年よりもっとみじかい問隔も考えていた。〉

　3．3．　対象の範囲

対象としては，本文だけでなく，百次・広告などもふくむ。やや具体的に説明しよう。

　（A）1956，1966，1976の各年度では，ページ数が印刷してあるのは，捲頭書」「今月の中葉」

など1ページもののあるところ，またはそのつぎのページからで，それより前のグラビア・隠次

・広告などには，ページ数がかいてない。しかし，これらもページ数の計算にははいっている。

たとえば，1976年1月号の，ページ数があらわれる最初の箇所は，37ページだが，ここから逆算

すると，際次の裏側の，広告ののっているところを第！ページと数えていることがわかる。この
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1－36ページは対象にいれる。

　（B）この第1ページの前には，表紙とその裏がわの広欝ページ傳門的にいうと，表紙の1・表紙

の2＞があるだけである。これらは，対象にふくめない。

　（C洞様に，裏表紙の内側と外側（専門的にいうと表紙の3・表紙の4）も，対象にふくめない。

　（D）1946年では，第1ページと表紙とのあいだに騒次・広告があり，これには，ページがふって

いないことになるが，これは対象にふくめる。

　（E＞戦前のものは，本文が「公論」「説苑」r創作」などにわかれて，それぞれに，別だてのペー

ジがふってある年がある。そのばあい，これらのあいだ，およびこれらと表紙とのあいだにある

広告などには，ページがふってないが，これらも対象とする。

　（F＞本文のページがつづいているのに，あいだにはさまれた広告（おもに自社の広告）はページ数

の計算外ということがある。たとえば，1976年1月号は，本文の408ページと409ページのあいだ

に，中央公論社の出版物の広憲が，26ページ分ある。このようなものは，合計ページ数計算の都

合上，対象外とした。

　要するに，表紙・裏表紙（B，C）と，つづいているページにはさまれた広告（F＞とをのぞいて，

全部を対象とする，ということである。

　なお，欄外の柱とページ数とは，対象外としたが，あとは，表題・グラフ・マンガの吹き出し

なども，すべて対象にふくめた。

　　3．4．　標本のぬきだし

　標本ぬきだしの単位は，1／10ページである。以下これを「ブnック」とよぶ。ブロックの決

定は行数によったが，グラビアの説明のように，数行しかないところは，語数によった。

　1ページの言語量，したがって1ブロックの雷語量は，年によってまちまちだから，のべ1万

語の標本をとるために必要なブロックの数も，年ごとにちがう。ユ年を通じての合計ページ数は，

さらにバラつきが大きいから，抽出比も一定していない。

1906

1916

1926

1936

1946

1956

1966

1976

　計

総ページ

1890

4170

6344

7016

1460

4360

5268

5090

35598

抽出ブロック数

　　466

　　462

　　452

　　421

　　310

　　337

　　359

　　379

　3186

抽畠比

1／41

1／90

1／14e

1／167

1／47

1／129

1／147

1／134

Yl12

なお，雑誌90種の調査における抽出比は，1／227である。

4．調査の手順

実際的な調査の手順は，つぎのとおりである。

　1。必要なページ数の見当をつける。（これは，1万語よりも，やや，すくなめになるようにして
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　　　おく。）

　　2．　ランダムに最初のページを決定し，以下，等間隔にページをぬいていく。

　　3．最初のページの10ブuックについて，ランダムに抽出箇所を決定する。

　　4．これをN番めとすると，以下の抽出ページから，N＋1番め，　N＋2番めのブロックを，

　　　つぎつぎにぬいていく。

　　5．劉に，予備の抽出ブロックを全体からランダムにぬいて，順番をつけておく。

　　6．車馬箇所を単語にわけ，集計して，のべ語数をかぞえ，たりない分を予備のブWックか

　　　ら1万語になるまで，採集していく。

　　7．抽出箇所を複写したカードを何枚もつくって，採集すべき単語に，1枚ずつ印をつける。

　　8．カードを50音順にならべて集計し，単語ごとの集計カードに枚数を記入する。

　　9，結果をコンピューターに入力する。

　つまり，今日の調査では，分析の段階ではコンピューターをつかったが，入力してあるのは，

集計ずみの語い表であって，原文ではないのである。そのため，もし原文がはいっていればでき

たはずの，いろいろな事実の記述・分析を，みおくることになった。これは，経費の問題や，明

治時代の文字つかいが複雑で，調査をはじめた1976年当時のコンピューターではあつかいにくか

ったせいもあるが，おもな理由は，握当者のコンピューターについての勉強がたりなかったこと

である。こののち，にた調査をするのならば，当然，原文の入力を考えるべきであろう。

5．調査単位

　　5．匪．単位語の認定一調査単位のながさの問題

　日本語の語い調査でいちばんこまることは，「単語」という単位が確立していないことである。

語い調査といえば，単語を対象にするのが当然と考えられるのに，その「単語」の範囲は，人に

よってくいちがう。国語研究所の語い調査でも，いろいろな単位がつかわれてきた。大きくわけ

ると，α単位などのくながい単位〉と，β単位などのくみじかい単位〉とがある。「国語研究所」

は前者によれば1単位だが，後者によれば，「国語」r研究」「所」と3単位になる。しかし，＜

ながい単位〉〈みじかい単位〉おのおのの系列のなかでも，こまかくはちがう規定がたてられる

ことがあり，厳密には，ほとんど調査のたびにちがう単位をつかって（つくって）きた，といっ

てもいいほどである。

　この調査では，〈ながい単位〉を採用するのだが，その具体的な説明にはいるまえに，調査単

位についての一般論をのべておきたい。

　国語概究所の調査単位の規定は，これまで一貫して操作主義的なたちばにたっていた。操作主

義とよぶのは，これこれこういうものを「～単位」とする，という規定をするだけで，その「～

単位」が国語学的にどのようなものなのか，単語なのか，単語でないとすれば，どこが単語とち

がうのか，といった問題には，まったくふれないからである。たとえば，α単位の規定にあたっ

ては，いわゆる「語」も「文節」も認定の客観i生に問題があることを説明したあと，

　そこで，われわれは，作業の便宜上，次の説明するように規定を設け，この規定にのっとって，

　調査対象である文を分捌し，こうして分割された一つ一つを，「α単位」と呼ぶことにした。個
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　立国語研究所報告4　ぎ婦人雑誌の用語』1953，P．20）

とのべている。それでも，まだ，α単位については

　これは，ある点では橋本博士の「文節」と相おおうものではあるが，（同報告P316）

　その出発においては，音韻結合の形に還元した時に「文節」の原定義に合致するような範閉で

　規定されたが，飼報告P．316）

などとあって，言語学上の概念である「文節」が目指されていたのだが，β単位では，操作主義

的な態度がさらに徹底しているQ

　われわれは，以上の前提のもとに，次に説明するような規定を設けて調査単位を決定し，これ

　をβ単位と呼ぶことにした。埋立麟語研究厨報告13総合雑誌の用語後編1958，P．鶏

とあるだけで，これが言語学上どのような意想をもつ単位なのかは，あきらかでない。

　このように，操作上の規定だけで，定義がないのだから，なぜ，このようなものを1単位とみ

とめるのか，という理由を説明することができない。β単位の規定にあたっては，「語源単位j（雑

誌90種の調査以後は「最小単位」）とよばれるものが，重：歪な役割をはたしている。つまり，β単位

とは，基本的に，語源単位が単独で，または1回だけ結合してもちいられたものである。そして，

この

　語源単位の語形とは，語構成上，常識的に意味の分析に対応させることのできる，そして，そ

　れ以上の小さい部分語形に分割できない語形をさす。（『総合雑誌の用語後編懸P．10）

　つまり，語源単位（最小単位）とは，讐語学でいうところの「形態素」にほかならない。この

ように定義が与えられていれば，われわれは「なぜ」を追求することができる。なぜ，「つき」

と「ロンドン」とは，それぞれユ語源単位であって，「つきよjは2語源単位なのか。その理由は，

上の定義にてらしてみれば，あきらかである。しかし，β単位には，概念規定がかけているから，

「なぜ」そうなのかは追求することができない。なぜ，「つき」と「つきよ」は1β単位で，「ほ

しづきよ」は2β単位なのか，なぜ，語源単位の1回結合は！βで，2翔結念は2β単位なのか。

こたえは，そうきめたから，というしかない。講査にとって直接必要なのはβ単位であって，語

源単位というのは，それをひきだすためのものにすぎないのに，そのβ単位に概念規定がなく，

言語学的な意味づけがはっきりしないのは，やはり欠点といわなければならないだろう。

　操作主義約なたちばがとられたのは，必要以上に学術的な議論に深入りして，実際上の作業が

すすまないことを，おそれたためだろう。学者の数ほどもある「単語」の定義について，まず，

意見を一致させてから，というのでは，見とおしがたたない。それに，原則的にただしい定義に

達したとしても，それが現実の単位きり作業に役立たないならば，無意味である。語い調査とい

うのは，現象の処理なのだから。そこで，単語の本質，その定義はひとまずたなあげしておいて，

需語現象がキチンと，客観露勺に処理できる規定をつくろう，というわけである。

　このことは，調査単位が認定にまよわないほどあきらかなばあい，または，疑問をおこしたと

ころで，実際上しかたがないばあいには，それほど問題ではないかもしれない。たとえば，ヨー

Uッパ語について調査するときには，わかちがきによってあたえられた単位を単語とする以外に

しかたがないだろう。のこされたllil題は，わかちがきで，ゆれのあるもの（can　il。t　一一　cann・t～

can’狽ﾈど）をどう処理するか，ということぐらいで，これは，どうきめようと大勢に影響はない。
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　もし，わかちがきの慣用をはなれて，ひとつひとつの例について，単語であるかどうかを理論

的に吟味しはじめたら，ヨーロッパ語のばあいでも，議論がわかれて収拾がつかなくなるとおも

われる。このようなばあい，本質論はいちおうたなあげにして，だれもが一致できる，あたえら

れた慣矯にしたがっておくのは，わるいことではない。「文」という轡語単位については，1蒸本

語でも岡様だといえる。文の本質についてのかんがえかたが，どれほどくいちがっていても，B

本語のかきことばにおける文の認定には，それほどのちがいは，でてこないだろう。それは句読

点によってあたえられており，その慣用はかなり燭定しているからである。

　このように，現象について一一一一致できるときには，われわれは本質論をさけて操作的な規定だけ

でまにあわせることができる。しかし，「文」とちがって，睡本語の「単語」には，現象面でた

よるべき基準・慣用がないのである。めいめいがかってに認定すれば，「文」とちがって，くい

ちがいは大きいはずだ。不…数が大きいからこそ，操作的な規定が必要なのだ，という意見は当

然ありうるし，その意見はもっともである。ただし，それには条件がある。それがあくまで「単

語」の規定だという爾標がはっきりしていることである。この歯どめがなくなって，操作的な焼

定がひとりあるきしはじめると，結果がどうなるか，わからない。β単位では，「飛行一機」「委

員一会jf近代一化」などが2単位とされる。しかし，これらが2単語である，ということを主

張するのは，むずかしいだろう。もちろん，β単位はどのような需語学ゴi勺単位かわからないのだ

から，これが2単語だという主張が，されてきたわけではない。と局時に，この単位が他の任意

の有意味酌単位（「飛一行一機jという3単位も，ヂ飛騨幾」という1単位も，考’えることができる〉にく

らべて，すぐれているかどうかを論じることも無意味である。ig標に「単1謝というものがあた

えられており，どの単位が「単語」とよぶのにもつともふさわしいか，という形になって，はじ

めて単龍の優劣を論じることができる。

　それでは，ヂ単ll絹とはなにか。ここでくわしく論じることはできないが，要するに，それは

文をつくる町営である。ということは，できあがった文の構造の問題としては，単語がおたがい

に文法酌な関係でむすびついて文をつくっている，ということである。また，文の生成の問題と

しては，轡語活動0）なかで，話し手が単語と単語とをむすびつけて文をつくる，ということを意

味する。単語は，文をつくるのにさきだって，話し手にあたえられている単位である。これらど

ちらの藤からみても，「飛行機」は単語だが，これを構成している「飛行」や「機」は単議では

ない。それらは，文中で他の要累と直接むすびつくことはないし，いちいちの誉語活動のなかで

話し手があたらしくつくりだす形式でもない。β単位はあきらかに（そして，おそらくα単位の…

部も）「単語」よりもみじかい単位である。

　「単語」が調査単位になるべきだということは，それが需語の基本的単位だから，という理由

だけでなく，調査舛象が雑誌の文章という轡語作男であることからも，いうことができる。r文」

「形態索」とくらべながら，この点について，もうすこし具体的にのべよう。

　「単語」が文の直接的構成要素であるように，「文」は文章の茅野的構成婆素である。（単語と

文のあいだに「連語」，文と文章のあいだにゼ段落」といった刺lll的な単位をおくこともできるが，これら

を無視しても，さしあたって影響はないだろう。）とすれば，なぜ文章の統計的調査にあたって「文」

が単位にならないのか。もちろん，いわゆる1語文をのぞいて，ほとんどすべての文が度数！に
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なって，かぞえるのが無意味だからだ。岡じ種類のものがくりかえしあらわれることが，数をか

ぞえることの前提条件である。

　ほとんどのド文」がまちまちで，度数1になるということは，「文」が言語活動（伝達）の単

位だということと関係している。まぎらわしい表現になるが，「単語」は言語活動をなりたたせ

るための単位であり，F文」は書語活動がなりたった姿における単位である。現実の一断片の名

づけである「単語」は抽象的であって，特定の欄別的な現象と直接の関係をもっていない。まさ

にそのために，それは言語活動のなかにくりかえしあらわれて，計量の舛象になることができる。

これにたいして，ド文」はそれ自体として伝達活動がなりたつような形式である。ということは，

言語内的には陳述があるということであり，外的条件としては，特定の話し手が特定の聞き手に

むかって，特定の場面で特定の現象にかかわる内容をつたえている，ということである。したが

って，それは原則としてくりかえされない。

　ただし，このことは，「文」がどのような意味でも計量の対象とならない，ということではない。

「文」の文法的な側灘だけをとりだせば，それは形式的・無内容で特定の現実とかかわりないか

ら，くりかえしあらわれうる。たとえば，文のながさや文型の計量的調査は，このように抽象化

した「文」を単位とするものである。

　しかし，それならば，逆に「文」の語い的側面をとりだしたものも，計量の対象になるかとい

うと，それはムリである。（そこ，かね，だす）という1組の単語は，

　　　そこへ　　かねを　だした。

　　　そこから　かねを　だせ。

　　　そこの　　かねを　だそう。

などの文としてあらわれることができ，これらの文のように特定の現象・場面とむすびついては

いない。文にくらべれば抽象的である。それでも，ひとつひとつの単語とちがって，これら3つ

の単語からなるグループは，あらわしうる現象の範囲をきつく制限していて，そのような現象が

くりかえし伝達の対象になる可能性は，ごくすくないだろう。つまり，（そこ，かね，だす〉と

いう1組の単語r・文の語い的側面を計量の単位とすることはできない。

　言語作晶を対象とする調査で，「形態素」が「単語」にくらべて2次酌な位置をしめることは，

その定義からして，あきらかである。

　いま，新聞の調査結果によって，比較的頻度のたかい接尾語要素の度数をしらべてみると，つ

ぎのような例がある。（国立国語研究藤報告42「電子計算機による薪聞の語彙調査（鋤3）

院
課
官
庁
要
論

（のべ度数）

　59
　145

　113

　132

　325

　56

（ことなり結合数＞

　33
　54
　65
　37
　65
　51

　　（おもな結合例）

ノ、亀葺一／8　　　　プ（ギニー／7

入事一／41　総務一／22

季灸三一／12　　警察一／7

警視一／28　気象r／1！

交通一／182　通勤一／41

感情一／2　君主一／2
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　このような結果から，どんなことがかんがえられるだろうか。のべ度数というのも，たしかに

だいじな情報ではある。しかし，直接的に意味のあるのは，むしろ，ことなり結合数ではないだ

ろうか。「費」が全体として「官」よりもずっとおおい，ということよりも，このふたつが，と

もに65の，ちがった結合のなかにでてくる，その点では，おなじ生塵にある，ということのほう

が，直接的な情報としては，たいせつなのである。そして，たとえば「交通費」がひじょうによ

くっかわれることの間接的な結果として，「費」ののべ語数も意味をもってくるのである。

　調査の対象が言語作品でなくて，語い調査の結果や辞書の見出し語のように，単語の一覧表で

あるばあい，形態素を単位とした調査が当然役に立つし，必要なものになる。

　β単位は，単語と形態素との中問にあるような単位であり，操作的に規定することはできても，

これを言語学的な内容をもった定義で規定することはできない。それでは，これがまったく根拠

のない単位なのかというと，かならずしもそうはいえない。これが国語辞典の見出し語に一致す

る場合が多いことからみても，そこにある程度の妥当性のあることは，当然考えられることであ

る。妥当性の根拠としては，つぎのようなことをあげることができる。

　（1）β単位を採用した調査では，助詞・助動詞を自立語と剛に集計することがおおかったが，自

立語だけで考えれば，β単位と単語とのくいちがいは，それほど，大きいものではない。

　（2＞語構成の研究には，単語が要素にきってあった方が便利である。

　（3＞単語の本質と現象とがむじゅんし，現象的に単語以下であるものが，むしろ本質的な三昧で

の単語に近い，という場合がある，睡中一氏一ら」「解体一し一はじめる」などは，形式上は，

構成要素だが，ほとんど無制限の造語力をもっていて，1回1餓の言語活動のなかで自由に結合

する，という点では，むしろ独立の単語と共通の面をそなえている。この点を強講すれば，これ

らをきりはなすβ単位や国語辞典のあつかいが，むしろ単位論として，ただしいことになる。

　β単位が中間的な単位であるために，単語でも形態素でもないという欠点をもつとともに，あ

る程度まで両方の性質をあわせもっていて，調査単位をただ1つにしぼるならば，これだけで，

等方の役騒をさせることができる。しかし，これはあくまでも肩がわりであって，雷語作品をf単

語」にわけ，こうして得られた見出し語をその要素撮：終的には「形態素」〉にわける，という二

重の手続きをとれば，β単位の長所とみえるものは，そのなかに吸収できるはずだ。

　意識酌に操作主義のたちばできめられた単位について，それは単語ではない，といった原則論

をいってみても，議論がかみあわなくなるのは当然である。一定の言語資料（CORPUS）の統計

的調査からえられる情報はいろいろある。そのどこに重点をおくかによって，語い調査の9的も

多様でありうる。それらのH的に応じて，どの単位が適しているか，という結果の彌からの検討

がなされなければ，調査単位論としては不完全である。

　ここでも，そのような議論をする用意はない。ここでα単位やβ単位をとらないのは，検討の

結果ではなく，本格酌な調査単位論がない現状からみて，ひとまず原点にかえるためである。そ

れは内容的には，とにかく単語と考えられるものを単位とする，ということである。と嗣時に，

それは手つづき的にも原：点にかえることを意味する。国語研究所の語彙調査研究会単位小委員会

が1966年にきめた〈長い単位〉にもどることだからである。

　語彙調査研究会は，現代雑誌90種の調査がおわったあとで，方法論上の問題を検討するために
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設けられたものである。そこで学問的な討議がつくされた，とはいえないし，2つの単位を答申

したのも，1つにしぼりかねたから，という消極的な理由による，ともみられる。しかし，方向

としては，この2つは，〈単語〉〈形態素〉という，言語学的に根拠づけられた単位をめざした

もの，という積極的な意味をみとめたい。この小委員会の笛申がでてから，長短2つの単位をお

く，という考え方は，新聞や教科書の調査にも，うけつがれている。ただし，その具体的な規定，

単位のよびかた，どちらに重点をおくか，などについては，かならずしも一致していない。

　答申は，内部資料としてガリ版でくばられ，目にふれることがすくなかったので，この機会に

全文をのせた。今園の調査の単位は，基本的にこの〈長い単位〉にしたがっているが，こまかい

点については，修正・追加した部分があるので，うしろに注をくわえた。

　（なお，答申には，〈長い単位〉に対する説明「言語単位としての単語」［執筆　鈴木重幸］と，＜短い

　単位〉に対する説明「調査単位としての形態素」［執筆　宮島達夫］とがついていた。）

〈資料〉

調査単位案

　以下に示すのは，語彙調査研究会の単位小委員会で考えた調査単位の案である。小委員会の委

員は，進藤咲子・鈴木重幸・田中章夫・林大・営島達夫の5入である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1966年3月

前書き

　語彙調査の単位としては「単語」と「形態素」の二つをとるのが望ましい。

　以下の「長い単位」と「短い単位」とは，それぞれこの二つを具体的に規定しようとしたもの

である。

　ただし，どちらについても，現在の段階では目標とするところに達しておらず，理想的な調査

単位の認定は今後の研究にまたなければならない。

短い単位

原則　　短い単位としては，原則として形態素（意味をもっている最小の単位）を採絹する。

　　例）　母i親　　人1々　　青：1白い　　本i箱

　　　　　読み1おわり1ました　　　ホームーラン

　　　　　ネクタイ1ピン　　　バス1ガイド　　　パンi屋

細則1　前後にある語と融合した助詞は，現代語として還元できるかぎり還元する。

　　例）　わたしゃ→わたし1は　　　悪か（ない）→悪く1は

　　　　　行きゃ（しない）→行き1は

　　　　　行きゃ（いいのに）→行け1ば

　　　　　行つちまう→行。’1てiしまう

　　　　　行ってる→行っ1て1いる
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細則2　以下の各項にあげる語昆・接S￥　・助詞・助動詞の類は，独立の形態素とせず，前の部分

　　　に含めて考える。

　a）　つぎの語尾・接辞

　　　　　形容詞語尾の「い」「〈」「しい」など。（「さむい」「ひろく」「おとなしい」）（ただし

　　　　　　　　　　「さむ1さ」「たのし1げ」「赤iみ」）

　　　　　形容動詞語尾の「か」「やか」「らか」（「たしか」「おだやか」「ほがらか」）

　　　　　動詞語尾のfまる」「める」「なう」など（「ふかまる」「まるめる」「ともなう」〉（た

　　　　　　　　　　だし「ぐら1つくjrこわ1がる」）

　　　　　代名詞語末の「かれ」「そこ」「こちら」「どっち」「あいつ」など。

　　　　　助数詞的な「ひとり」rふつか」「みっつ」の類

　　　　　いわゆる延言の「く」「らく」（「いわく」「老いらく」）

　b）　前に立つ要素がその助詞・助動詞にかぎって結びついたり，その結びつき全体の意昧が

　　　いちじるしくずれたりしたばあいの，その助詞・助動詞

　　例）　あるいは　　　または　　　こんにちは〔あいさつ］

　　　　　さらに　　　　ことは　　　ならびに　　　　総じて

　　　　　大して　　　大した　　しめた！　　　どうか［依頼］

　　　　　それとも

、細則3　以下にあげるものは，自立語の一部とせずに，助詞・助動詞と問様に単位を認定する。

　a）　接続詞・接続助詞とされるもののうち，助詞・助動詞起源のもの。

　　例）　だ1が　　　です1が　　　でiは　　　でiも

　　　　　ところ1が　　ところiで　　もの1の

　b）　形容動詞および形容動詞型の助動詞の変化部分

　　例）　しずかiだ　　　しずか1な　　　しずかiに

　　　　　よう1だ　　　そう｝だ　　 ふう1だ　　みたいiだ

細則4　擬声擬態語のくり返しや，これに準ずるものは，おのおのを切りはなす。

　　例）　びか｝びか　　　ごちゃ1こちゃ　　　もじ1もじ

　　　　　どぎ1まぎ　　　ちら1ほら

細則5　ローマ字を並べた略称は，1字ずつを切りはなす。

　　例）　PITIA　　NIHiK
例外1　漢語は漢字！字で表わされるもの2つの結合を1単位とする。

　　例）　学校i教育　　　自動1車i運転1手

　　　　　ただしつぎのばあいは，漢字1字で表わされるものを1単位とする。

　a）　3つ以上が壷列されたばあい

　　例）　花1鳥隊昭月　　　衣1食ほ主　　者樹道緋釧県

　b）　数をあらわすもの（不定数をあらわす「数」もふくむ）

　　例）　七1時　　一1万i五1千i八i百i二1十1五

　　　　　数i人　　四に五1回　　一1見　　一｝定
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　　　　一一1端　　一一i命　　三1角　　三｝振

　　　　四1季　　四i球　　五1輪　　六i蹄

　　　　七1転　　　十｛字｝架　　　千1載　　　万｝物

　　　　万ト
　　　　ただし，一く応　　　百く姓

　　　　また，つぎにあげるものは，漢字3字以上で表わされるものを1単位とする。

　　　　有頂点　　　浄瑠璃　　　不思議（以下略）

例外2　入名・地名は，下記の規定による。

　　　　（人名）姓を1単位，名を1単位とする。また通称・雅号・しこ名なども1単位とする。

　　例）　志賀1直哉　　　孫i文　　　ジャンiコクトー

　　　　　明智1左馬介1光晴　　　古今亭1志ん生

　　　　　若く乃く花

　　　　ただし，姓名を共に略して結合した呼び名は，全体を1単位とする。

　　例）　徳く球　　エノ〈ケン

　　　　（地名）行政匿画を表わす「県」「市」「村」や地域地形を表わす紬jD明「道」など

　　　　　　　　を取り去った部分を1単位とする。

　　例）　東京1都i中央i区i日本橋i一丁目i－1五1番地

　　　　　一の宮【市　　　東海1遵　　　カリフォルニア1州

　　　　　富士i山　　　マウント1エベレスト　　　太平1洋

　　　　　並木i通り　　　祐天寺1駅

　　　　ただし，1字の漢；語の地名（略語も含む）および，これに栢当する「ソ」（ソビエト）

　　　　などは，一般の漢語に準じて扱う。

　　例）　米く国　　　英八語　　　中くソ　　　訪く韓

　　　　　ソ〈連

長い単位

原購　　長い単位としては原則として文飾を採用する。

　　　　文節の認定上問題になる形式については細則に従う。

　　携）　けさiあさがおが1さきました。

（例外）　動植物名は，2文節以上からなるものでも，全体で1つの長い単位とみとめる。

　　例）　リュウグウノ〈オトヒメノ〈モトユイノ〈キリハズシ　　　　　　　　　　　駐1｝

細則！　付属語（助詞・助重15詞）の範囲は国立国語研究所報告3野現代語の助詞・助動詞悉のE

　　　次にあがっているものとする。

　　　（注意〉　したがって，文末のfものか，ようだ，みたいだ，ふうだ，ばかりだ」などは，

　　　　独立させず，「わけだ」「はずだ」「ものだ」「ことだ」「ところだ」などは独立させる。

　　　　　また，句末の「もので」ギものなら」「ものの」は独立させない。　　　　　［注21

細則2　自立しうる体言的な形式（単独で，あるいは付属語をつけて文節として用いられうる体
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　言的なもの）が蕩接的な関係をもちながら2つ以上ならんでいるばあいには，原則として

　つづける。

｛列）　　菊テ聞く雑誌　　　　　用姦吾く用字

　　　しゅうとくしゅうとめ　　　学生く生徒

　　　警視庁く防犯凹く家事相談係長

　　　政府は1教科書く無償配付を1決定

　　　高校く卒業のiのち　　　大学く進学の1直前

　　ただし，次のばあいは切る。

a）　まえの形式だけに関係する形式があるばあい。

例）　学部の1学生1生徒

　　　地方の1高校1卒業の1のち，ト

　　　義務教育のi教科書1無償配布をi～

　　　英国1あるいは1米国1留学のi～

　　　東京とlVサンゼルスi以外

b）　対等の関係にあるばあいのうち，次のばあい。

　i）　あいだに区切り符号（読点・中黒・コンマ）・スペースがあれば切る。

　例）　新聞・1雑誌　　　用語・1用字

ii）　入名・地名なら切る

　例）　東京1大阪　　　佐藤i吉田　　　四国1九州

iii＞　例示的に並べられたばあいなら切る。

　例）　以上の1類のiうち，i新聞1雑誌……のi類は，　i

　　（注意）例示的であるかどうかあいまいなものは，つづける。

iv）　どちらかが5音節以上なら切る。

　例）　県会議員1市会議員を1とわず1～

v）　形式が3つ以上並ぶばあいは，原則として切る。

　例）　音韻i語彙躇門下　　　薪聞1雑誌1単行本

　　　ただし，それぞれ一字の漢語からなる場合はつづける。

　例）　真く善A美　　　仁く義く礼く知く信

　　　b）によって切るばあいも，直前直後に，その形式全体に関係する接辞や体書的な形式

　　があればつづける。

例）　婦人1こども服　　　全く教師↑父兄

　　　東京く大阪く問　　　新聞く雑誌く単行本く販売業

。）　対等な関係にないばあいのうち，つぎのばあい。

　i）　肩書きと人名・社名などの連続のばあいは，切る。

　例）　警視庁く防犯部く家事相談係長i荒井勝茂

　　　　　ドクター■比賀　　　映画女優i木暮実千代

　　　　株式会社1臼立製作所
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ii）　あとの形式が数詞であって，

例） 玉子i3つ

半径i150km

先着i20名様

手どりi2万円

徒歩110分

　　　高さi30メートル

　　（注意）数詞が順序数・番号を示し，

　　　　　　もの）を示すばあいはつづける。

　例）　台風く17号　　　　憲法く第9条

　　　三越く5階　　　　武蔵野く3局

　　　　明治く38年　　　　5月く7H

　　　　l966年く4月く1日　小学校く4年

　　　　高校く3年生

i三i）　あとの形式が動作性名詞で体欝どめの文（終止句・中止句・「～と」の引用句）の述

　　語であり，しかも，まえの形式がその述語に直接関係する形式であるなら切る。

　例）　アメリカ1北爆i再開

　　　　私鉄iストi突入

　　（注意）次のようなばあいはつづける。

　　　　　　アメリカ〈北爆く再開の1ニュース

　　　　　私鉄くスト〈突入のi朝の1混乱　　　　　　　　　　　　　　　　　［注31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その前あるいは

　　　まえの形式の数量を規定しているばあいは切る。

給料i5万8千円

建坪口4坪

東北1六県

　経験i2年

定価け00円

巾琶i5メー｝・ル

　　　　　　まえの形式が，その基準（あるいはそれの属する

細則3　2文節以上からなる形式全体に関係する接辞あるいは体言的な形式は，

　　　あとを切る。

　　例）　続1キューポラのiある｝町

　　　　　若いi人iこのみ

　　　　　わがはいはi猫でiある1式の｝小説

　　　　　主婦の1友i社

（注意）　fよめに行き手がない」「子を貸し家」のように，動詞的な成分を第一成分と

　　　　する複合名詞のまえに，それに関係する「～に」「～を」の形式がくることが

　　　　あるが，このばあいは，「～に」「～を」のあとで切る。

　　　　　子をi貸し家　　よめにi行き手がiない

　　　　　小づかい銭をiほしさにi手つだいをiする

細則4　擬声語・擬態言喬・かけ声はいくつかの部分にわけられるものでも1つづきとする。

　　例）　えっちらくおっちら　　　ガタ〈ガタ〈ガタと

　　　　　エイサ〈エイサ〈エイサと

細則5　次の形式は，指示のあるように扱う。（List未完）　　　　　　　　　　　　　　1注4］

　　5ユ　（（～　の一　）
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rJ．2

5．3

5．4

たけくのくこ（未定）

（連体形式＋名詞）

またたく｝問（未定）

（（連用形式＋用貿））

問にあう

しょうが　ない（来定）

（（体書的な形式＋用欝的な形式》

～ない

～ある

～ありません

人里はなれた

奥深い

天下はれて

足音かるく　（未定）

　　5．5コソアドを含む形式

　　　　　このくあいだ（未定）

　　5．6次の形式は独立させない。

　　　　　言亥一一　　同一　　糸勺一　　古女一　　旧乍一　　各一　　≡某一　　蟻一

　　　　　現一　旧一　一一　新一　右一　元一　諸一　まる一

　　　　　満一　一兼一　一対一

　　　　ただし，次のものは独立させる。

　　　　　　もう｝すぐ　　もう1一つ　　　もうi1度

細則6　かっこの中の補足・説明のあるばあい，かっこのぞととなかとを別個に扱う。

　　例）　文法（論）上の→文法上の，論

　　　　　語い約（あるいは文法的）な→語い的な，あるいは1文法的

　　　　　文法（広義の）には，→文法には，広義の

　　　　　文法（ラテン文法以来の伝統に従ってこれに音声学を含める）指導は～→文灘旨導は，

　　　　　　　　　　　　ラテン文法以来のi伝統にi従ってにれにi音声学をi含める

［注記一この注記は，調査単位案にあったものではなく，今圓の調査でかえたりしたことを，

　　　　のべたものである］

　［注1］　今回の調査では，動植物名のほかに，紐織団体名も，1つづきとした。

　　　　　主婦のく友く社

　　　　　薪しいく日本をく考えるく会

　　　　　公立く青年のく家

　ただし，書名・題名は闘有名詞としなかった。

　　　　　或る1女（書名）
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　　　　　続iキューポラのiある1町（映画の題名〉

　　これは，主として，題名の範囲がはっきりしないためである。単行本の書名はいいとして，

　雑誌論文の題名はどうなのか。これも濁有名詞とすると，つぎには各章・各節の題名も問題

　になり，線がひけない。もう1つの理由は，鎚体名までは体欝的なものの連続が原則で，「新

　しい臼本を考える会」のような用言をふくむ句形式のものは例外だが，書名・題名には句ま

　たは文形式のものがめずらしくない，ということである。

　　　［注朗　　この規定はそのままだが，今圏の調査でつけくわえたものとして，接辞の「お

　（ん）一」fご一」を助詞あつかいにしたことがある。つまり，「お手紙」「御意見」の「お一」

　「御一」を無視して，それぞれ「手紙」「意見」に合併したのである。この接辞のついたもの

　を，いちいち別語とするのは，わずらわしいからである。これは，解釈としては，助詞あっ

　かいしたともいえるし，同語別語の判別の段階であわせた，ともいえる。

　ただし，つぎのように，かたい結合をつくっているものは，例外とした。

　　　　　お母さん1おかげ1おじいさんiおじぎiお前iお負け（に）

　　　　　御酒1御前1御座候1ごらん

　また，「（お÷A）＋Bjの形のものも，全体を1単位とする。

　　　　　お客さん／お銀さん／お座敷派／御墨付／お傍去らず／お互い同士／お話中／御二

　　　　　人さん／お部屋様

　　　［注3］　今回，つぎの規定をつけくわえた。

　　iv）　代名詞と，これと同格の名詞との連続は，切る。

　　　　　われわれ1日本人　　　われわれ1各人

　　　　　私たちiすべて　　　　彼ら1特派員

　　　　　これら1言細

　　　　　　　（ただし，かれく自身　　かれく個人　　かれく以外）

　　　［注4］　細則5にあげたのは，一般には切れるはずの形式が二二的に例外としてつづく

　　ものである。これらは，どうきめても，だれもがなっとくするというわけにはいかない。そ

　　して，1語1語についてきめる手間をはぶき，外部の人にも基準がわかるようにするために

　　は，すでにある辞典等を利用することがのぞましい。それで，『新潮国語辞典渥にしたがう

　　ことにした。噺1輔をとったのは，語種（和語と漢語との区別）が明記してあるからである。

　　この単位切りの規定は，語種と無関係ではあるが，語彙調査にあたっては語種をしらべるこ

　　とがおおく，その点で，基準を同じにしておいた方がよい。1辞典のなかでの統一性という

　点からいうと，三三ヨは最上といえないかもしれないカ㍉ほかの辞典をとっても，結果は

　それほどちがわなかっただろう。規定にはヂList未完」とあるが，以下，今翻の調査にあら

　われた実｛列をあげておく。

　　5．1　（一の～）

　　　　　いつのくまに　　　女のく子　　　木のく実　　　年のく瀬

　　　　　身のく程　　　もってのくほか　　　桃のく節句　　　山のく手　　　世のく中
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　　　まもくなく　　　ややもくすれば

　　　やむをくえず　　まにくあう

　　　そうくして　　　どうくして

　　　なくくなる　　　まっとうくする

　　　よって1きたるiところ

5．4　（（体言的な形式＋用書的な形式）

　　　はしくなく　（も）

　　　もうしわけくない

　　　色1こく　　　規則i正しく

　　　訓もって

5．5　コソアドを含む形式

　　　このくあいだ　　　そのくうえ

　　　その八実　　　このくまま

（その他）　日にく日に

　　　食うや1食わず

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．

5．2　《連体形式＋名詞）

　　　いいくかげん　　　若いく衆　　（ただし，終い｝人　　　若い｝子）

　　　またたくくまに　（ただし，見る1まに）

　　　いたるくところ　　　つまるくところ

　　　わがく国　　　わがく党　　　わがく即く財界　　（ただし，わがi夫

　　《連用形式牽用需）

言醐査単．位　　23

わが鮫）

ややともくすれば　　　ともくあれ

名にくおう　（ただし，気にiいる）

主とくして　　　　　　もしかくして

よりはい

ちがいくない とめど1なく

類｝まれな

限りくない

底iしれない

　　　　　　そのくうち（時）

　　　　そのくまま

知らずく知らず

幸かi不幸か　　　大なりi少なり

このく ﾛ

今1なお

　　5．2見出し語の認定一調査単位のはばの問題

　単位語の認定がすんだとして，つまり，文章を単語にきることがおわったとして，つぎにおこ

る問題は，これらの単位語をどのように見出し語にまとめるか，という，調査単位のはばの問題

である。たとえば，

　　　むずかしい／むつかしい

　　　金をかえす／たまごをかえす

などを，それぞれ，おなじ単語とみとめるかどうか，といったことである。

　この問題は，たしかに重要ではあるが，単位語の認定一ながさの問題にくらべれば，比重は

ちいさい。というのは，ながさが結果的に単位語と見掲し語と，両方に影響するのにたいし，は

ばは見出し語の数に影響するだけだからである。また，ながさの認定がちがうと，極端なばあい

には結果に倍くらいの差がでる（文節を単位としたときと，助詞・助動詞をそれぞれ1語としたとき〉

のにたいし，はばの認定のちがいは，そんなにおおきな差を生じないからである。

　もっとも，〈生じない〉と一般的にいうよりも，現状では生じていない，というべきかもしれ

ない。もし，無く」と「書いた」という語形のちがい，あるいはr書く」と「かく」という表

記形のちがいを別語とみとめる，という理論があれば，それは結果にかなりの影響をおよぼす。
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このような処理は，電子計算機をつかう調査で，自動的に見畠し語を認定するのがむずかしいた

め，やむをえずとられることがある。しかし，そのような処置が実用上は意味をもつとしても，

〈語い調査〉という観点からは便宜上のものと認識されている，といっていいだろう。積極的に

言語理論上もそうあるべきだ，という考えはだされていない。また，多義語の存在を否定し，

　　　とおい山

　　　とおい昔

　　　とおい親戚

などをそれぞれ別語とみる男方は，欝病学的にもありうる。もし，この立ち場を主張すれば，当

然語い調査も意味ごとにかぞえるべきであり，はばの認定が結果にかなりの影響をもつ。しかし，

語い調査の世界では，いままでのところ，そういう立ち場はあらわれていない。

　ながさの問題については，学問的な対立が深刻だが，はばの方は，研究らしいものもほとんど

ないし，常識にたよってきたこれまでの結果も，それほどまちがっていないとおもわれる。つま

り，だれが認定しても，それほどズレはないだろう。しかし，研究がないのは，重要な問題では

ない，とみとめたからではなくて，問題の所在にあまり注意がむけられなかったからである。注

意をうながす意味で，「一らしい」の例をあげる。

　　　A．　優勝したのは，あとからはしっていった男らしい。

　　　B．　かれは，いかにも男らしい。

　この2つの「男らしい」は，性質がちがう。学校文法の用語をつかえば，Aはく名詞＋助動

詞〉であり，Bはく名詞÷接尾語〉（全体で形容詞）である。

　Aは「……であるらしい」といいかえることができ，「おそらく……」という文脈にあらわれ

うる。たとえば，

　○時々お京らしい女から知らない名前で掛って来る電話には（1916－7　創作　12）

　○この客を彼のみる書斎へ案内して了つたものらしい。（！926－5　創作　121）

　これに対して，Bは「……（という）にふさわしい」という意味で，「いかにも……」という

　　文脈でつかうことができる。実例をあげると，

　　　　　　　うち
　○髪は前夜の問に，臆髪に結かへて有りましたので，持って行った衣類を着た姿は，芸妓らし

　　い様子とは少し異って見えました。（1916－5　説苑37）

　○これには地のもの・露然として霜の朝

　　なる句が書いてある。社の先回がこれを書いた。こ・で始めて麟懸楽らしい俳味が現れたと

　　思ふと，（1926－4　説苑　170＞

　このように，典型的な例では，たしかにはっきりちがうのだが，実際には，どちらにしたらい

いか，まようものもすくなくない。今回の調査標本のなかには，〈名詞÷らしい〉のかたちが全

部で26例あった。これらの例文について，耳語体系研究部の7名がめいめい独立に判定したとこ

ろ，

　　　全員が助動詞としたもの　10例

　　　金員が接尾語としたもの　3例

　　　票がわれたもの　　　　　13例
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で，全員一致の結論になったのは，半分にすぎない。あたまのなかで典型的な例だけをかんがえ

ていたのでは，想像できない結果である。票がわれたものの内訳は，1：6／4例，2：5／7

例，3：4／2例で，かたよった判断をする個人がまじっていたため，というわけでもなさそう

である。

　文法書の解説などでは，まぎらわしいものはさけることがおおいので，ここでは，そのような，

われわれのあいだで判定がゆれたものの例をいくつかあげておくことにする。

（けっきょくは助動詞としたもの）

　○訴へられたことがあるか，鼓吹され主張されたことがあるか，殆んど無い，金く無い，有っ

　　た幾百千回のその長々しい演説の中に，それらしい抱負，見識，規模，精神の籠って居たも

　　のは一つも無かった，（1916－5　公論42）

　○地昧に自分の商売と生活とを守って，不必要な交際は避けようといふ主義のやうだった。ま

　　た，徹底した無神仏論考らしく，どこの神社や寺にも一切詣らず，もちろん寄附もせず，た

　　だ簡取引と蓄財だけに熱中してみた。（1956－12345）

　○それ以外，感想らしい喬葉も眺かず，その表情には，いましがた，“一蟹の前総理”を逮捕

　　した緊張感の片鱗もなかった。（1976一　9　106）

　○その本殿建築はきわめて小さなものである。なかに多少のまじきりらしいものもないではな

　　いが，そんなに明確なしきりといえるほどのものではなく，だいたい一室平居とみてさしつ

　　かえない。（1976－10　69）

（けっきょくは接尾語としたもの）

　○するとやがて現はれたのは白い仕事・服をひっかけた年輩の人柄の日本の婦人で，良家の妻艦

　　といふ恰好で，素人らしく挨拶するのだ。（1926－IO聾心　116）

　○専次がもの識りらしく教へた。（1936一・4　創作109）

　○吉住がうなつくと，脩造が，

　　「藤子さんの気持ちも，今夜だけではよく分らないのちやあないのかな。」

　　さう書ひ，彼は第三春らしく，吉住にも親しい友人であり，増川や脩造にとっては師弟の間

　　柄にも当る姉崎宗一郎に暫く預けたら如何だらう，と雷つた。（1936－5　創作　125）

　○宮房長時代苦労してまとめ上げた自動車重量税を国鉄再建に使おうというのも高木らしいチ

　　ャッカりした発想だ。（1976一　6　53）

　　　　あざ
　○まだ字の名に負ふ老松が道端に見られた蒔分武家屋敷らしい門講への，邸内には大きな樹木

　　が枝を交はし，（1956－5　37＞

　今回の調査では，この問題は，第1の基準として，現代雑誌90種の調査の際の判定を採用した。

（国立国語研究所報告25を参照。）　ただし，文法的な語形関係で，つぎのような規定をつくった。

1．　可能動詞は本動詞に合併Q

2．　つぎの類は「よむ」に合併。

　　　よみなさい，一なさる，一三，一たまふ，一たまえ，一たてまつる

　　　およみなさい，一なさる，一ください，一くださる，一する，一ねがう，一あそばす，
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　　　一申しあげる，一いたす，一いただく

　　ただし，「よみやがる」「よみくさる」は鋼立。

　　つぎの類は「研究する」に合併。

　　　研究できる／研究される，一させる，／一さす，／研究いたす，一なさる，一あそばす，

　　　「ご研究一」もおなじ。

　　動詞連用形か名詞か

　　　「病人のみまいにいく」のように，あきらかに名詞であるもの以外は動詞とする。

　「読み読み」の類

　　　「よむ」に合併。「よみよみ」で「よむ」の度数2とせず1とする。

3．　「さむい」「さむさ」ジさむげ」の類は，それぞれ別語とする。

　　　「なんとはなしに」「……することなしに」は，名詞にする。

6．　漢字のよみと語形の決定

　結果におおきくひびく，というほどの問題ではないが，ある表記，とくに漢字でかかれた単語

をどうよんだらいいかがわからず，したがって語形を正確にしることができない，というばあい

が，たびたびおこる。

　このようなことは，表音文字についても，ないことはない。戦前の歴史的かなつかいの文章の

なかでは，「かつて」「フイルム」という表記に対して，それぞれ「かつて～かって」「フイルム

～フィルム」という2とおりのよみかたが可能である。また，コンサートのプUグラムに「P」

とあったとき，それがピアノを意味するとわかっていても，よみかたとして「ピー」「ピアノ」

のどちらがいいかは，やはり問題としてのこる。「H」は「エッチ」か「エイチ」か，といった

こともある。

　しかし，大部分は当然漢字（および，表意文字であるアラビア数字〉のよみについてのものである。

ある漢字が2つ以上のよみをもつばあいは，つぎの3つにわけることができる。

　　A）　別語で意昧がちがうもの

　　　例：　一行（いっこう，いちぎょう）／行った（いった，おこなった）

　　B）　評語の語形のゆれ

　　　例：　日本（にっぽん，にほん）／難しい（むずかしい，むつかしい）

　　C）　別語で意味がおなじ，またはちかいもの

　　　例：　草原（くさはら，そうげん）／四十（よんじゅう，しじゅう）／その後（そのこ，

　　　　　　そののち）

　Aに属するものは，原則として文脈からよみわけることができる。ただし，人名の「上村」（う

えむら，かみむら）のように，どうにもしかたのないものもある。固有名詞は，有名なものはあ

る程度までしらべられるが，それも限界があるし，また，おおくの時問をかけてしらべるほどの

意味があるか，という問題もある。Bグループのものは，どっちみち合併するのだから，よみの

ちがいは，語い表をつくるときの配列に影響するだけである。ただし，どのような単語が複数の

よみかたをもちうるか，ということをしっていないと，たとえば「難しい」をある文脈ではfむ
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ずかしい」，Sljの文脈では「むつかしい」とよんで，平語あつかいにし，合併しそこなう，とい

った危険がある。

　いちばんやっかいなのは，Cグループに属するものである。これらは，語形がはっきりちがう

から，同語とするわけにはいかないし，かといって意味の面からのよみわけもきかない。ただし，

文体的な価値にちがいのみとめられるばあいもあるので，そのような手がかりからよみわけのき

くものは1例ごとによみわけ，それ以外は〈この表記は，複数のよみが可能なばあい……という

よみを優先させる〉という規鋼をつくって処理した。後者の例として数詞のばあいをあげると，

原則として，

　　四／よん／：四十＝：よんじゅう，十四竺じゅうよん……

　　七／しち／：七番＝：しちばん，七人…しちにん……

　　九／きゅう／：十九rじゅうきゅう，九人＝きゅうにん……

とよむことにした。ただし，ルビつきのものや，「四百余州」「七不思議」のように，よみが固定

しているものは，例外とする。このような規定をきめても，実際には，「しちばん～ななばん」

のように，よみが戸田にえらべるものと，圏志しているものとのあいだに，さまざまな段階があ

り，どうすべきか，まようことがすくなくない。なお，「8．25」のような数字も，ばあいによ

っては，「はちがつにじゅうごにち」のようによんだ。

　以下，実例をあげる。配列は漢字の代表音訓の順。

　まず，語形のゆれ，または完全な岡義語に属するもの。ヂ」でしめした表記形のあとのよみは，

ここで採用したもの，（）のなかのは，ほかに考えられる候補である。

「悪名」　あくめい（あくみょう）

○王王年ごろ悪名をはせた「神風タクシー」は少なくなったが，（1966一・866）

「囲綾する」　いにょうする（いじょうする）

　○用紙，印欄その他のあらゆる悪条件に囲縷されつつ一九四：六年の新年号を発行してから

　　（1946－12　112）

「奥義」　おくぎ（おうぎ）

○理屈がわかって世態入情の奥義に逓じた鼻毛だ。（1926－3　説苑65）

「過言」　かごん（かげん）

○我らは氏によりて退屈生活に新しき一つの面を賦与せられたと言ふも過書でない。（ig36－8

　　A－3）

「気色」　けしき（きしょく）

○双葉は，いささかも動ずる気色なく，（1936－7　351）

ヂ客員」　きゃくいん（かくいん）

　○平野新旧遇に客員として入社したのも，（1966－10404）

「卿」　きょう（けい）

　○其処で独逸門門は卿の此言を引用して　（1916一　6　公論97）

「経典」　けいてん（きょうてん）
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○乃木大将が帝王学の経典として，自尽前皇太子殿下に献上したと言はる・山鹿素行の中朝事

　実ウこ，　（1916－12　　説ジ匡　　フ3）

ヂ三味」　しゃみ（さみ）

○そこで不可思議千万な，奇怪至極な工夫が講ぜられたものが，即ち三味の組歌といふもので

　ある。（igO6－1243）

下味線」　しゃみせん（さみせん）

　　　　　　　　ね○遠くで三味線の音がするやうであった。（1916－1創作242）

「思惟する」　しいする（しゆいする）

○大体に於て其所論は吾入を満足せしむるものなりと思惟す，（1906－335）

r寂しい」　さびしい（さみしい）

○そんなことを真向から畳みかけて来たものはなかっただけ，なほと激しくこたえ暗澹と寂し

　かった。（1936－！1創作　13）

○ヂ彼奴は，ほんとうに俺を嫌ってみるのちやないかしら？」と，寂し気に訴へたことがある

　と云ふ話を，（1926－1　創作　215）

ヂ主客」　しゅきゃく　（しゅかく）

○宴は既に半。主客皆酔ふ。（1926－10倉1作69）

「手枕」　てまくら（たまくら）

0手枕に麦酒の酔やたかむしろ　　（1go6一　7　101）

「執着」　しゅうじゃく（しゅうちゃく）

0二三の事は兎に角，上顧は貨幣に対して何等執着の風を見せず，（1926一ユ。公論58）

「消耗する」　しょうもうする（しょうこうする）

○精根の消耗したやうな疲労を感じた。（1926一　9　創作　40）

「情緒」　じょうしょ（じょうちょ）

○ここでは，人情・情緒が決定的である。（1946－6　32）

「遂行」　すいこう（ついこう）

○方針の遂行と称せんより，一時的充奮性を有するに非ざるやの疑なからず。（1916－4　説苑

　63）

「酔」　よい（えい）

○手枕に麦酒の酔やたかむしろ　（1906－7　101）

「灘ぎ尽くす」　すすぎつくす（そそぎつくす）

○唯だ濃ぎ尽くせぬわれらが罪障の涙のみ，（1906－10付録　117＞

r端緒的」　たんしょてき（たんちょてき）

○系統的に適応することになるのは，比較的最近のことで，端緒的にも二十世紀の初めであり

　　ますし，（1976一　6　104）

「良家」　りょうけ（りょうか）

○良家の二三といふ恰好で，素人らしく挨拶するのだ。（1926－10説苑　l16）

「淋しい」　さびしい（さみしい）
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0地方のささやかな祭りが，年と共に次第に消えていくのは淋しいことである。（1976－4　276＞

　つぎに，：文脈によって，よみわけたもの。

「悪口」

〈わるくち〉　○町の婦人達の悪口や愚にもっかない戯言を云って　（1916－9創作174）

　○従って悪瓜や皮肉を並べたのも実は自己批判であり，反省と自戒でもあった。（1976－5272）

〈あっこう〉　○悪口や雑言は撫来僕に取って何んでもない，（1906一・6　116）

「衣」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそぶ
くころも＞　0丹摺の衣が風をはらんではたはたとふくれ嚇き，（1966－7　388）

〈きぬ〉　○よき人の山に宿かるわび住ひうちきを知りぬ朝寒の衣　　（1906－1288）

「違う」

〈ちがう〉　○外国の語は我が国のと違ひて比較的子声に終るもの多かると岡時に，（1906－1

　　100）

〈たがう〉　○先祖の出入りたる大名に出入し，先祖の家業を謬ステロ選にとりたるやうに敢て

　　違はず，其二四精致し居れば　（1916－12公論56）

r－」

〈いち〉　○一，演説会及討論会を開く事。

　　　　　一小冊子を発行すること。

　　　　　一，党報を発行する事。

　　　　　一，地方遊説員を餓す事。（1926－12公論39）

〈いつ〉　○それは一に封建flilj度のお蔭に外ならぬ。（1926－8　公論　131）

　○そこで実在の根本的方式は一なると共に多，多なると共に一，平等の中に差別を輿し，差甥

　　の中に平等を具するのである。（ユ946－4　88）

〈ひとつ〉　○その一は各原子がスペクトラムの上に現はす独特の吸収線で，他の一は各原子の

　　放射する固有のレントゲン線である。（1916－2公論30＞

ヂー耀羊」

〈いちぐん〉　○避難民の一群，雨を避けて走り逓る。（1926－12創作87）

「一言」　原則としてくひとこと〉

〈ひとこと〉　○強てのお尋ねてあるから一言申上げれば，（1906一　2　62）

　OR本入は最初の一言でころっとやられるんですね。（1976一　3　208）

〈いちごん〉　○さう仰附せられると一言も御座いません。（1926一・6　創作　3＞

　○一欝にして云へば，江戸つ子気質で而も物に動ぜぬ肝つ玉の持主だ。（1936－5143）

「一時」

〈いちじ〉　○よしや不平はあるにもせよ，其は一時の事で永久に恩恵に浴する時分には，政府

　　の難有味を感ずるであらう。（1916一　8　公論49）

〈いっとき〉　○ほんの一時たりとも厭やな心持ちをすることがあるので，（1916－3　創作72）

r一一人」
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くひとり〉　○支那を統一し得べきは衰一人にして，外に其入なしとは列國の公評なり，（1916

　　－2　説苑62＞

　○素と斯くするは或一人の利益を増進せんが為めに非ず　（1916一・2　公論　3）

「一本」

〈いっぼん〉　○松一本の好みもよかった。（1926一・6説苑100）

「嬰児」

〈えいじ〉　○まずスーパーが嬰児を失った悲しさを訴える母i親と説明し，（1976一・585）

「音」

〈ね＞　0やがて興聖寺の鐘の音が川の周辺に惨泌み，（1916－7　説苑　13）

「何故」　〈なぜ〉〈なにゆえ〉爾方によめるものは，〈なぜ〉

〈なぜ〉　○凡ての感じが何故かこの女に注がれたのである。（1976－2396＞

　○前以て西園寺公等の元老が知ってみたのは何故か。（1946－996＞

「家」

〈うち〉　○あなたは矢つ張りお家へお帰りなすって下さいまし。（1916－4　翻作33）

「暇」

〈ひま〉　○ゆっくり頭脳をやすめる暇もなくて，お前達の事さへ忘れるともなく忘れて居た。

　　（1916－9　　説菱琶　　42＞

＜いとま＞　O官僚的駆け引きの中で，天下国家を論ずる暇もないうちに，次官，政界入りとな

　　つた。（1966－12　186＞

　○しかし私は弦でそれに触れてみる暇を持たない。（1926－11公論58＞

　○潜める事象の発見は愈よ出て・愈よ新に著者をして筆を欄くに蝦あらざらしめぬ，（1906一　7

　　A－1）

「蛙」

〈かわず〉　○有志の青年と云ふ井底の蛙より世界の岡情に呼吸する文明の紳士たらしめたる

　　（1916－11公論　50）

〈かえる〉　〇四辺の若葉が池全面に映って居る。蛙の声さへ聞へない実に寂静の境地だ。（1936

　　－7　141）

「各」　〈おのおの〉〈かく〉両方によめるものは，〈かく〉を優先

倦」

〈まき〉　〇六十九歳にて没したりと吾妻鏡脱漏の巻に晃へたるを　（igO6－10付録　136）

「間」　〈あいだ〉〈かん〉両方によめるものは，〈あいだ〉を優先

くあいだ＞　O将来少くも半世紀の間再起する能はざるまでに屈伏せしめ得ば知らず，（1916一・6

　　公論　106＞

　○彼はその間そのためのあらゆる手段を講じることに専念したものだ。（1946一・9　1e8）

〈かん〉　〇三百年の封建制度は所謂君臣の間に一種云ふ可らざる情誼を作った。（1926－8　公

　　論　131）

　○戦争へ戦争へと駆りたてられ，ひたすら汚辱の途を辿ってみたが，この間，かつてのりアリ
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　　ストたちはなにをしてみたか。（1946－5　82）

「眼」

〈まなこ〉　○漸くにして彼女は彼が美しき双の眼を静に圧して，やがて今一度最後の彼を見し

　　めんとて小児等を呼ばしめ，（1906一　8　35）

「曲即

くきょくじ〉　○其間少しの麟事もなしと信じたりとせば　（1916－11公論　5＞

「居る」　〈いる〉〈おる〉両方によめるものは，〈いる〉を優先

くいる〉　○多少でも斯の方面の消息を知って居る者の書葉と　（1926一　7　公論27）

　○然るに現在は政党それ胤身が平凡政治に追随して居る。（1936－9　115＞

「近々」

〈きんきん〉　○彼は近々米国へ往くならん　（1906－1056）

「区々」

＜くく〉　○我が歴代の内閣は必ずしも其の方針を一にして居らず，民論も亦区々，（1916一　3

　　公論90）

「群」

〈ぐん〉　○支配，搾取，反対，成麟，社会化，職業化などの諸社会過程が群を形成する経路を

　　示してみるが，（1926一　8　公論　79）

「係る」

〈かかわる〉　○我々の犯罪の成否が，理論の進め方や論理の過程に係ることになれば，（1946

　　－2　72）

「故郷」

〈こきょう〉　○彼の故郷の京都とは凡そ反対な自由な土地，（1926一　9　創作　183）

「後」　どちらにもよめるものは，〈ご〉→〈のち〉→〈あと〉の順

くのち〉　○少しく後に入社した近藤廉平とともに　（ユ946－1152）

　○疑ひをかけたことを謝まった後，花村に見送られて小屋の外に撮た。（1946－II　120）

「交際」

〈まじわる〉　○永年外国で暮してみる入でも交際って見ると厭になる程すべてが支那入だ。

　　（1926－3　　露党3竃　　39）

「荒野」

＜こうや＞　O金はないが自分のからだ一つを資本にして，荒野をゆく辺境の開拓者精神と1司じ

　　ものが，彼の撫潮にたぎっている。G956－11165）

「今年」

〈ことし〉　○彼の女は今年七十幾歳になる老入で，安政の地震をよく知って居た。（1916－11

　　倉13f今一　　13）

　○去年の六月浜松なる彼の旧居を訪ひ，今年六月熱田なる岡部家をとひ，史料を探り得し結果，

　　（1916－9　　宇多｝匡　　87）

「最中」
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くさなか〉　○すぐる太平洋戦争の簸中，ある入々は先生の馳人講（明治二十七年）に，ギ濠

　　は地理学上亜の属たるは争ふべきにあらず」とあるを引いて先生を予讐者扱ひしました。

　　（1946－7　　88）

「罪人」

＜ざいにん＞　0微小妄想には罪業妄想と称して過去の罪や現在の罪より自ら罪人なりと考へ懊

　　悩苦悶するものがある。（1916－5　説苑73）

「山路」

〈やまみち〉　○さらば丁字形になった出路では，やたらに猪が土を掘って居さうなもの，（1926

　　－11　説苑　63）

「枝葉」

〈しよう〉　○枝葉の繁密がやがて幹の伸びたる証左ならば，煩悶の増加は人の世の進歩を計る

　　バロメートルの高度を示すとも思はるべく，（1906－9　105）

「止る」

〈とどまる〉　○勇武なる国民（日本）は其力の有らん限りの事を為さ“る間は決して半途に止

　　る事なかる可し　　（1906－5　37）

「私」　ルビがないものは，〈わたくし〉とよむ

騒々」

〈しゅじゅ〉　○種々のもの，これあるべく候へども，肩の張らで面白く，且，いくらか実益の

　　あるものは，矢張，国文の書たるべく候。（1906－6付録　5）

「十」

〈とお〉　○昔の面影は名残もなく消失せ，年さへ十以上ちがってみるやうな気がした。（1946

　　－3　102）

「獣」

〈けだもの〉　○獣でも遂ふやうにどんどんと下駄で土を蹴ってみた。（1916－1　鰍乍　197）

「宿す」

〈しゅくす〉　○既にして濱暮れ，三合穏の石室に宿す，（1906－9　34）

「出入り」

〈でいり〉　○先祖の仕来りに従ひ，先祖の出入りたる大名に出入し，先祖の家業を蓬ステロ』

　　にとりたるやうに敢て違はず，（1916－12公論56）

「処々」

〈しょしょ〉　○氏の従来の作物に比して写実的ならざる描写の処々に散児し，（1906－12108）

「劇

〈たなごころ〉　○彼から見ればその生活上の弱味は掌にのせて見るが如く，（1936一・8　234）

「心」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みこしのまつ
くしん〉　○心の字にかたどる池と築山・見越松に石灯籠という，それまでの日本庭園の定型が

　　問い直された。（1976一　3　357）

　○其物質欲，経済欲を満足せしめんとして心を労し体を労す，（1916－4　公論84）
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「身上」

くしんしよう〉　〇十万円の身上より言へば万円の身上は貧乏人なり。（1916一ユ2公論65）

r数」　〈かず〉を〈すう〉に優先

〈かず〉　○即ち細胞は身体を構成しつ・常に自分自身分裂繁殖し，其数を増舳するものであっ

　　て，（1936－6　148）

「精霊」

〈せいれい〉　○「鍾燈」の精霊，来って携帯を斬り平げ，（1916－4　説苑72）

「前」　〈まえ〉〈ぜん〉両方によめるものは，〈ぜん〉を優先

「曾孫」

〈そうそん〉　○親筆の曾孫覚如は，（1976－4　395）

「退く」

〈しりぞく〉○政治家たちが自分の誤りを深く反省して，自発的に地位を退いていたら，G956

　　－12　210）

「大」

〈だい〉　○司法行政のみならず一般行政上にも大なる欠陥を孕んで今日に及んでみたものと私

　　eよ思ふ。　（！946－6　　88）

潮」

〈あした〉　○而して秋気清爽の朝，之を地上に送り来る。（1916－11説苑32）

「泥水」

〈どうみず〉　○それは清澄な水のしぶきではなく，泥水となって飛散する。（1936－11191）

「等」　不自然でなければ，〈とう〉とよむ

願」

〈あたま〉　○お松は微に頭を振りながら，両手で，垂れ下る髪を後に払った。（1916－4創作

　　60）

「B本」　慣用でくにほん〉とよむもの以外，〈にっぽん〉を優先，団体名は確認

「入る」　〈はいる〉を優先

くはいる〉　○強いて平野に入らずとも活動の舞台は他に随処に存するに至らん。（1906－9　20）

　〇四月に入りて，一鶏いみじう暖き日草履をはき杖をつきて，前廃におりたつ。（／936一　3　268）

〈いる＞　0寂蓼は我を包みてわれを引きて道なき森に深く入らしむ（lgo6－9　125）

　○硬派の鹿児島と軟派の鹿児島の爾面を描写して，殆ど真に入ってみる。（1926－4　説苑　l18）

「薄氷」

〈はくひょう〉　○薄氷を踏む思いの日がつ・“きはじめた。（1966－8　365）

「片時」

〈かたとき〉　○信仰無くしては片時たりとも安んずる能はざるほどに此宇宙人生の秘義に悩ま

　　されんことが僕の願であります，（1906一　5　97）

f忙しい」

〈いそがしい〉　○葦原の向こうに，鶴の群れが忙しくきらめいている所があった。（1966－9
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　　351）

f埋める」　〈うめる〉を〈うずめる〉に優先

〈うめる〉　○親を失い，子を失い，夫や妻が死んでも涙も出ず，埋めることさえせずに遣いで

　　走ったのです。（1976－12307）

「毎年」「毎月」　〈まいねん〉〈まいげつ〉

「未だ」　文体によって，〈まだ〉とくいまだ〉をよみわける

〈いまだ〉　○我国に於ては官尊斑卑の風未だ全く跡を絶たざるがため，大に国運の渋滞を来し

　　たことは，（1916－4　公論　39）

「夜」　むずかしいが，〈よ〉とくよる〉をよみわける

くよ〉　○その夜は半時位の宵闇があった。（1916－12説苑19）

「爺」

〈じじい〉　○彼と此の爺とは脚が利かないので，随分長くか・つて杖をつきながら，風呂場へ

　　出掛けるのである。（1926一　3　創作51）

「来る」

〈きたる〉　○似たような現象のよって来るところを知ることができるからである。（1976－10

　　52）

　○他者は私に向って姿を現わし，かつ近づいてきたけれども，なお，遠くより来るもの，異形

　　のものであった。（1976－8　92）

瑠まる」

〈とどまる〉　○自然主義の下に久しく留まるを欲せずして，（1906一・8　31）

「涼風」

〈りょうふう〉　○やっと凌ぎよくなる夜の涼風を吸ひ乍ら，（！926－1説苑　45）

「類」

〈るい〉　○一休狂歌問答と称する類も，多くは斯・る諦めの様を言ひしもの・み，（1906－5

　　27－28）
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　明治時代の口語化のうごきとしては，文学の運動が有名であるが，ここでは，それ以外のジャ

ンルに重点をおいて，調査結果をのべる。今回の調査は，語いを中心にしたため，サンプリング

によって資料をあつめたが，文体の調査の単位として，単語は，かならずしも適当ではない。の

べ何語のうち，何回が口語のなかに，何語が文語のなかにでてきた，といった数字も，全体とし

てのうごきをみるうえで，無意昧ではないが，文体は，単語を単位としてではなく，文章を単．位

としてかわるものだから，調査単位も，文章のほうがいいだろう。何年何月の号には，口語の文

章・作品がいくつ，文語のがいくつあった，とかぞえるのである。これは，調査のやさしさから

いっても，単語を単位とするのにくらべて，はるかに楽である。それで，ここでも，そうするこ

とにした。

　調査の基準について，のべておく。

［村象とする文章の範囲］

　広告はのぞく。また，つぎにあげるものも，対象としない。これらは，みな，1ないし数行の，

みじかいものである。

　　　口絵

　　　新刊批評／前月の出版界

　　　戦時回報

　　　公論日誌／編輯だより

［1つの文章とみとめる基準］

　（1＞基本的に，9次で1つにたてているものは，1つの文章とする。ただし，IS次でまとめてい

ても，独立の文章のあつまり，とみられるものがあり，そのばあいには，べつべつにかぞえる。

たとえば，ff次では，「読者の文壇」として，〈短文数十篇〉が1つにまとめられていることが

あるが，これらは，それぞれ，べつの文章とする。（なかには，目次におちていることもあり，これは，

当然ひろう。）　［数件」というかたちで，目次でまとめているものについては，じっさいに本文

にあたったうえで二三をきめる。

　たとえば，1899年9月号の目次には，

　　　社会　義掲金の害用○品川子の家庭○松蔭を讃す○晶行と上流者の資格○悪事を三白がる

　　　　　国民○秋風雑記（数件）

　　　宗教　修養の時代○黙して行ふ（外数件）○敗荷録（数件）○古人今人（数件）○日く録（数

　　　　　件）

とある。これら，いくつかのく数件〉のうち，本文をしらべて，「黙して行ふ」のところのく数

件〉だけを4件とかぞえ，ほかは，あわせて1つとした。結局，〈社会〉で6文章，〈宗教〉で

9文章（みな文語：文）ということになる。
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（2＞何人かの文章でも，おなじテーマについて，おおぜいが数行ずつ書いているようなばあいは，

一括して！つとする。たとえば，！917年8月号には，「浴衣姿の美人に対して」と題して，計39

人が短文をかいている。これは，一一一esした。

　（3）短歌・俳句は，それぞれ，その欄を一一一1舌して，1つとかぞえる。（ただし，数人の選者がえらん

でいるばあいは，ひとりの選民の分を一括する。〉

　（4膜詩・新体詩は，作家がちがうごとに1つとかぞえる。

　以上のようなものであるが，じっさいには，一括するかどうか，まようばあいも，すくなくな

かった。

［文語と口語との区別］

　これについては，あまり問題はないが，あるばあいには，三者がまじりあったものとみて，

〈混在〉というワクをつくった。これには，2種類ある。第1に，ひとつひとつは文語・口語の

どちらかに属する，おおくの短文や州柳をまとめて1つの文章としたばあいである。第2に，ふ

るい時期のものに，ときどきみられるのだが，ひとりがかいた文章のなかに，文語と口語とがま

じっているものである。例として，1901年娃月号の，桜所居士「芸窓偶筆（うんそうぐうひつ）」

という文章をひいておく。

　　是が今代の尋常儒人の口より出たる二三に成る者とすれは，左まで怪むに足らぬ，それても

　　宋酢の漸く衰頽に傾く士風如此であるといはねばならぬ，然るに当世第一の文豪たる東披先

　　生にして，尚且如此僅言を達に近しと賛成し，之を砺吾となして天下に吹聴するに至りては，

　　沙汰の限りと謂ふべし，そうして見ると，平生の欝行人に語るべからざるものなしと言はれ

　　た，司馬温公は宋代の聖人である，当時識ると識らさるとに論なく，温公が麗ぜられたとき

　　悲まさるはなかりしといふ，左もあるへき二となり，文章巧みなりと難ども才識絶倫なりと

　　難ども，徳行に嘗て閥る所あらば，決して一世に推尊せらるべきに非ず，宋代の昔しのみな

　　らず，宇内万邦共に二十世紀の今日と難も，此軌遵を脱すること能はざるものと知るべし，

　結果は，表とグラフをみていただきたい。この雑誌がスタートした19世紀のすえには，ほとん

ど文語だったものが，わずか20年間で，ほぼff語になった，といっていい。おそらく，ほかの雑

誌や単行本などをふくめても，この結果は，それほどかわりないだろう。日本語の歴史のうえで，

その変化のおおきさ・はやさ，社会的な規模，どの面からみても，おどろくべき事件というべき

である。
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L　各年度の度数分布

　のべ語数は，各年度とも10，000語で，おなじである。ことなり語数のあいだにみられる差も，

それほどおおきいものではない。

　年度　　　　　ユ906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　i976　　計

　ことなり語数　4483　4413　45364750　4439　4341　4649　4936　23161
　平土匂｛吏用度数　　2．23　　2．27　　2．20　　2．11　　2．25　　2．30　　2．15　　2．03　　　3．45

　！語平均2圃しかでてこない，べつの癒からみれば，ことなり語数の約半分が度数！である，

というのは，のべ語数にくらべて，ことなり語数がかなりおおい，という感じをうける。1つの

作品，たとえば徒然草をとると，のべ語数が17114で，ことなり語数が4242，平均使用度数は，

4．03である。申央公論のあつかっている題材は，1つの古典文学の題材よりも，ずっとひろいは

ずだから，それがことなり語数の差になってあらわれているのである。古典の統計が作晶の全語

いを対象にしているのにたいし，中央公論のばあいはサンプリング調査であることも，ことなり

語数をふやす原子になっているだろう。（なお，調査単位のながさは，のべ語数とことなり語数の関係

に影響する，おおきな要茜であり，単位がながければ，一般に，ことなり語数がふえる。しかし，中央公論

と古典の調査とのあいだには，基準とした単位の面では，それほどおおきなへだたりは，ないはずであ6）

　さて，ことなり語数は，年によって，わずかながら，ちがいがある。このようなちがいは，な

にによってもたらされたものだろうか。いま，各年度のことなり語数と，その年の語種，品詞の

のべ語数との順位をくらべてみると，つぎの表のようになる。

年度　　　　　1906

ことなり語数　　　5

和語

漢語

外来語

混種語

体

相

その他

4
5
7
0
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5
1
1

1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976
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戸
0　この表からあきらかなように，語種では外来語・混種語のおおい年，品詞では体（名詞）のお

おい年に，ことなり語数がおおくなっている。ことなり語数と，語種や品詞との相関係数（順位

相関ではない〉をとってみると，つぎのとおりである。

　　　和語と／一G．346　　漢語と／一Q．038　　外来語と／O．607　　混種1語と／Q．560

　　　体と／0．669用と／一〇．585相と／一〇．527その他と／一〇．305
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　このことは，つぎのように解釈することができる。ことなり語数がおおい，ということは，話

題が，せまい分野にかぎられず，いろんな領域にわたっていることを意味する。あるいは，領域

としてはおなじでも，ちがった角度からとりあげられていることをしめす。いずれにしても，こ

のようなばあいには，あたらしい単語が必要になり，外来語をとりいれる，あるいは薪語をつく

って混種語をふやす，といった結果になりやすいであろう。

　ただし，つぎの2つの点に注意しておきたい。

　（1）以上の結，果は，たしかに，ことなり語数と外来語や混種語との関係のふかさをしめすものだ

が，これは，まだ，一方的な困果関係をしめすものではない。うえには，語数の増力；】が療因で，

外来語などをふやす結果になるようなかきかたをしたが，ぎゃくに，たとえば，話題も，とりあ

げかたも，なにもあたらしい点はないのに，外来語が流行して，ことなり語数をふやす結果にな

るのだ，という解釈もありうる。

　（2）いま，便宜上，外来語・混種語が原因で，ことなり語数が結果，という解釈にそった表現を

とることにして，関係のふかさは，かならずしも，それが，おもな原質であることの証拠にはな

らない。外来語も混種語も絶対数がすくない。だから，関係がふかいといっても，絶対的なく貢

献度〉は，ひくいとみるべきだろう。語種にくらべて，品詞のほうでは，名詞との関係がふかい

だけでなく，名詞の絶対数もおおいから，どちらが原因かはべつにして，一方の増撫にたいする

もう一方のく貢献度〉はたかい，といえるだろう。

　8年の資料のうち，何年分にでてきた語数がどのくらいあるか，という観点からまとめると，

つぎの表のようになる。

　　年数　12345678　　：tff．　tw　17724　2483　1092　567　410　287　243　355

　すなわち，ことなり語数23！61語の77％までは，ある特定の1年の資料にしかでていないので

ある。これは，基本的には，年ごとに10000語しかとらなかった，という，調査資料のすくなさ

にもとつくが，また，調査単位としてくながい単位（文節）〉をとったためでもある。ながい単

位をつかうと，どうしても，のべ語数にくらべて，ことなり語数がおおくなる。

　ここで，各年度の累積度数表と，上位100語の表とをのせておこう。累積度数のグラフは，お

なじようなものになるので，ことなり語数最大の1976年と最小の1956年だけをのせた。
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度数別集計，（）のなかは累計とことなり語数と累計のべ語数
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1．各年度の度数分布　43
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　文部省著作の『尋常小学読本』（イエスシ読本）については，国立国語旧邸販から掴定読本用

語総覧』という索引がでている。この読本のつかわれた時期は，1904年（明治37年）一1909年（明

治42年）で，ちょうど「中央公論」の最初の調査年度（1906）とかさなる。それで，この両者の

用語のうち上位100語について，くらべてみることにする。

　国定読本の調査結果は，〈昭和59・60年度文部省科学硬究費報告書『国定読本第1期「尋常小

学読本」の用言灘〉断究代表者飛田良文）による。ただし，「中央公論」の調査にあわせて，

つぎの2点を修正した。

　　L　助詞・助動詞をのぞく。

　　2．　「国定読本」の調査では，口語形と文語形（「ある」と「あり」，fよい」と「よし」など）や，

　　　「もの（物）」と「もの（者）」がそれぞれ別語として集計されているが，これらを合併する。

　上位100語は，つぎのとおりである。
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以上をくらべると，つぎのようなことが指摘できる。

1．　どちらも，いちばん上位にあるのは，「ある」「こと」などの形式的につかわれるものであ

　　る。

2．園定読本では，「学校」「花」ヂ鳥」などの具体名詞がめだつ。とくに，「太郎」「小太郎」

　　などの人名は，中央公論には，まったくでてこないものである。動詞でも，「こしらえる」「咲

　　く」「帰る」などの，具体的な動作をあらわすものがあり，これらは中央公論には，みられ

　　ない。

3．中央公論の方では，「および」「あるいは」「しかして」「むしろ」fもし」などの陳述的成分

　　「ゆえ」「ため」などの形式名詞が特徴的である。「いかにjfかく（斯）」「しかる（然）」「吾

　　人」晴する」など，文語的，または，かたい文体にぞくするものは，国定読本の上位には

　　当然でてこない。

　これらの特徴は，まとめていえば，物語性対評論性，こどもむけ対おとなむけ，ということに

なるだろう。

2．　各年度の類似度

　全体としてみたばあい，それぞれの年の用語は，ほかの年とどの程度にているか，それを数字

であらわそうというのが，ここでのE的である。

　類似度のあらわしかたは，ふたつの年の使用率をくらべて，おおきくない方（つまり，よりちい

さい方か，または，おなじばあいには，その使用率）を倉計する，という方法である。（宮島達夫「語い

の類似度」鐡劃語判82，1970年］を参照）　例として，1906年と1916年のばあいをあげる。MINは，

採用する方の使用率である。

　　　　　　　　1906　1916　MIN
　　愛　　　　　　　　　3　　　1　　　0．OOOl

　　あいさつ　　　　　2　　　2　　0．0002

　　あいさつする　　　0　　　2　　0．0000

　　　　　　　　　　　　　　　言壕噛　0．4868
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このようにして，年ごとの類似度を計算したのが，つぎの表である。

　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

O．4868

0．4492

0．4357

0．4192

0．3910

0．3857

0．3770

（平均＞

O．4207

O．4868　e．4492

　　　0．sogJr

O．5095

0．4864　O．5002

0．4614　O．4670

0．4483　O．4718

0．4379　O．4595

0．4311　O．4589

O．4357

0．4864

0．5002

O．4723

0．4742

0．4612

0．4543

O．4192

0．4614

0．4670

0．4723

O．4695

0．4616

0．4439

O．39！0　e．3857　O．3770　1906

0．4483　O．4379　O．4・3！1　1916

0．4718　O．4595　O．4589　！926

0．4742　O．4612　O．4543　1936

0．4695　O．4616　O．44．39　］94・6

　　　0．5043　0．4845　1956

0．5043　O．4843　1966
0．4845　0．4843　1976

O．4659　O．4737　O．4692　O．4564　O．4634　O．4564　O．4477

したのグラフは，1906年，1976年，および全体の平均値をしめす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　e．so
　類似度は，ちかくの年とのあいだが

たかく，はなれた年のあいだでは，ひ

くくなる，と予想される。1906年につ

いては，まさにそうなっている。つま
　　　　　　　　　　　　　　　　　O．45
り，19！6年がいちばんたかく、！976年

がいちばんひくくて，完全に右さがり

である。ところが，1976年については，

ちがっているところがある。だいたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　O．40
左さがりなのだが，！936・46年のとこ

ろは，1926年よりもちかいのに、これ

よりも類似度がひくい。四体の平均値

でみても，！946年は特異である。本来
　　　　　　　　　　　　　　　　　O　．35
なら，両はしがひくくて，まん中が高

い，山がたになるべきところ，1946年

　　　　　／　N一．
　　　　　／
　　　　／
　　　　ノ
　　　　／
　　　／
　　　／
　　1
　　t
　　／
　　t
　1
　1
　／
　ノ

／
ノ

ノ
t

x N　　／NX w／

　　　　1976年
　／P騨一pm｝　一’一一

　1　／
ノ

／

／

平均
N一．

1906年

×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　　　　16　　　　26　　　　36　　　　46　　　　56　　　　66　　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟3－2語彙の類似慶

のところだけ，おちこんでいる。これは，戦争直後の1946年目用語が，前後のうごきからみて，

特徴酌だったことをしめすものであろう。ただし，まだ，当時の日本語が特異だった，といいき

るのは，はやすぎる。中央公論という雑誌のありかたの特異性をしめすにすぎないかもしれない

のである。戦争直後は，この雑誌も，ごくうすかった。かぎられたスペースのなかで編集するに

は，いろいろ工夫が必要だっただろうし，のせたいものも，じゅうぶんには，のせられなかった

だろう。それが，文章の性質を制約し，単語の種類にまで影響をおよぼした，という可能性もな

いことはない。

3．　語彙の安定度

　このア0年闘には，語いの変動の，はげしかった時期もあるし，比較的安定していた時期もある

はずである。うえにのべた，類似度からも，戦争直後の変動がおおきかったのではないか，とお
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もわれるが，このことを，べつの観点から，ながめてみよう。そのために，あたらしい指標とし

て，語いのく共通度〉というものを，かんがえることにする。

　語いの類似度は，2つの語いのあいだでの比較だったが，共通度は，3つ以上の語いについて

そのあいだに，どのくらいの共通性があるかを，数値でしめそうとするものである。その手つづ

きは，まったく単純に，類似度の計算法を3つ以上のばあいに拡張したにすぎない。すなわち，

類似度のばあい，それぞれの語いにふくまれる項Eの使用率のちいさい（おおきくない〉方をた

していったのだが，こんどは，やはり，各項欝の最小の使用率を合計するのである。たとえば，

1906年と1916年の類似度が

　　　　　　　　1906　1916　）Lv（IN

　　愛3iO．0001　　あいさつ　　　　　2　　　2　　0．0002

　　あいさつする　　　0　　　2　　0．0000

　　　　　　　　　　　　　　言」i‘　　　0．4868

のように計算される0）にたいし，1906／1916／1926の3年間の共通度は，

　　　　　　　　　1906　　　　1916　　　　1926　　　　　　　　氏駐聾

　　愛　　3110．0001　　あいさつ　　　　　2　　　2　　　0　　0．0000

　　あいさつする　　　0　　　2　　　1　　0・0000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．3814

となる。．数式であらわせば，

　　　Kwmin　（a，　b，　c．．．．．．n）

　　　　　　ただし，a，b，c＿＿nは，ある項露の，各語いにおける使屠率。

　さきに，類似度の方法を共通度に拡張した，といったが，じつは，この共通度のかんがえかた

が，一s］ft的な方式であって，類似度は，比較の対象が2つにかぎられた，共遜度の特殊例だ，と

みるべきだろう。したがって，指標のよびなとしても，おなじなまえをつかってもいいのだが，

3つ以上のばあいについては，類似度というよりも，共通度のほうが自然におもわれるので，こ

うよぶことにした。

　経年調査のばあい，類似度は，任意の2つの年度について計算してもいいが，共逓度は，任意

の3つ以上の年をとってしらべてみても，しかたないだろう。しかし，連続した3つの年度の共

通度には，意味があるとかんがえる。というのは，その値がたかいことは，この3つの年度のあ

いだ，つまり20年間に，あまりおおきな変化がなかったことをしめす，とみられるからである。

そこで，連続した3および4年渡：について，共通度を計算してみることにした。結果は，つぎの

表のとおりである。

1906／1916／1926

1916／！926f1936

1926／1936／1946

1936／19ti　6／1956

1946／1956／！966

1956／1666／1976

0．38ユ4

0．4三36

0．3853

0．372ro

O．3810

0．4eso

1906／！9！6／1926／1936

1916／1926／1936／／946

1926／1936／1946／1956

1936／1946／1956／1966

1946／1956／1966／1976

O．334・2

0．3481

0．3338

0．3326

0．3379
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e．40

O．35
　　G6　　　　　16　　　　　26　　　　　36　　　　　46　　　　　56　　　　　66　　　　76壬事三

　　　　　　　　図3－3　3年度關の共懸漫

　以上2つの表をみくらべて，まず気がつくことは，4二つづきのほうが3山つづきにくらべて

共三度がひくくなっていることである。これは，うえにのべたような計算法をとるかぎり，居然

のことである。（そして，両方とも，2年ごとの頚七度にくらべれば，値がちいさい。これも，また．墨然

である。〉

　この表から，なにをよみとるかは，そう単純ではない。まず，3二つづき0）共通度をみると，

もっともだかいのは，戦前の1916－36年のあいだで，つぎに最近の！956－76年がつづく。ぎゃく

に，共通度のひくい1｛寺期，つまり，語いの変化がはげしくて，安定していなかった時期は，戦争

をふくむ，1936－56年のあいだである。これは，ごく自然な結果だといえるだろう。ところが，

4年つづきのほうをみると，もっとも安定していた時期は，戦争をはさんだ！916－46年目あいだ

である。純粋に戦前のli寺期である！906－36年も，純粋に戦後である1946－76年も，共逓度（安定

度）は，この期聞におよばない。これは，どうかんがえたらいいのだろうか。つぎに，ひとつの

解釈をのべる。

　注意すべき点は，胡対的に安定していた，という結果になる4二つづきの時期（すなわち，30

年間）が，戦争後まもない！946年を終点とする期日だということである。おなじく戦争をはさん

だ30年閲であっても，戦前の最後の調査年である！936年から1966年にいたるi！寺期は，5つの30年

間のうちで，もっとも三二度がひくい，つまり，不安定な時期なのである。もう1度，1％6年と，

ほかの年との類似度をみよう。ここでも，ちかい年との類似度はたかく，はなれた年との類似度

はひくい。しかし，この年を基準にして，IO！9，20年，30年といったへだたりをもつ年を，戦前

と戦後とで比較してみると，

　　（へだたり）　10年　　　　　　20年　　　　　　30年　　　　　　40年
　　　　　　1936｛Fと　．4723　　1926釜ドと　14670　　1916年。と　．4614　　1906年Pと　．4192

　　　　　　1956年と．4695　　1966年と．4616　　1976年と．4439

となり，どのばあいにも，戦前の調査年との類似度のほうがたかいのである。つまり，戦後とい

っても，1946年は，むしろ語い的に戦前との共通性のほうがおおきかった。語い変化のおおきな

切れめは，戦争（すなわち1946年の直薦）よりも，1946年のあとにある，とみられるのである。こ

のことは，現代かなつかいや当用漢字の制定が1946年のすえであり，国語改革のうごきが具体化

し，普及するのが，1946年以後である，といった事情とも一致する。このようにかんがえるなら

ば，戦争をふくんだ【1寺期の安定度がたかい，という，…見われわれの常識とむじゅんする結果も，

意味があるとおもわれる。3つの年の（つまe）　，20年間の〉共逓度を，もう1度みてみると，
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　19　26　一　46　fi＃　．3853

　1946－66勾三　　　　　　．38kO

であって，やはり1946年は戦前との関係がふかいことをしめす。

4．　語種分布の変化

　語種は，一般にわけられているように，和語・漢語・外来語・混種語の4つにわけた。その半璋

定は，噺潮圏語辞典諺による。もちろん，こまかいところでは，語種をこの4つにわけることは，

ひじょうにむずかしく，「二二」のわけかたについても，いろいろ異論があるだろう。しかし，

そのような異論は，だれが分類しても，おこりうるものである。語種の分類が語いの研究にとっ

て有効であり，また，おおきくは，だれがわけても，それほどのちがいはないのだから，すでに

本のかたちをとって，客観的になっている基準をつかうことは，いちいちの単語について注記を

つける手間をはぶくという点だけでも，意味がある。また，おそらく，ほかの調査でも，この辞

典を基準にして，語種：の判定をすることが，すくなくないだろうから，比較のためにも役にたつ

だろう。

結果は，つぎのとおりである。

　　　年度

のべ

　　和語
　　漢語
　　外来語

　　混種語
ことなり

　　外来語

　　混種語

　　　計

1906　1916　1926　！936　1946　1956　／966　1976

5799

3260

　87

854

1595

2189

　72
6？“7

4483

6049

3012

　87
sro2

16eo

2090

　69

654

4413

6069

2906

112

913

1709

2047

　86

694

4536

　のべ語数の変化を図にしたのが，つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　o／」
ぎのグラフである。　　　　　　　　60

　この結果からいえることは，外来語

　　　　　　　　　　　　　　　　　50
が一一貫してふえつづけていること，混

種語も，すこしはふえる傾向がみられ40

ること，である。和語と漢語について

　　　　　　　　　　　　　　　　　30
は，年による変動はあるものの，一定

の傾向はみられない。年による変動と20

は，具体的になにを意味するか，たと
　　　　　　　　　　　　　　　　　10
えば，1946年におおかった漢語が56年

にはへって，またふえているのは，ど

のような事情によるものか，この表だ

5773

3135

148

944

1623

2242

108

777

4750

5353

3448

154

1045

1319

2246

113

761

4439

5751

3090

243

916

1424

2040

ユ61

716

4341

5390

3409

238

963

1335

2341

190

783

4649

5482

3087

371

1060

1522

224！

28！

892

4936

＼4＼一／へ＼灘

＿＿＿＿，＿＿＿＿＿一一一一～～＿＿＿一一一一 ｬ種語

　　　　　　　　　　　＿一＿＿＿＿＿一一一一．一一．一．一・一’外来語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　　　　16　　　　　26　　　　36　　　　46　　　　　56　　　　66　　　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3－4　語種の変化（のべ）

けからでは，もちろんわからない。いちいちの単語をしらべてみれば，あるいは，その手がかり
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がつかめるかもしれないが，まだ，そこまでの分析はしていない。

　今度の調査で，語種の半掟上，とくに｝剛題なのは，人名・地名など，國有名詞について《，，分

類をしたことである。外国のおおくの人名・地名，たとえば「ゲーテ」「アメリカ」を外来語に

することについては，あまり問題はないだろう。中国の人名・地名，「毛沢東jr四周」を漢語に

←・部の地名「上海」などを外来語に）することについても，異論はないとおもう。やっかいなのは

li本の人名・地名を和語と漢語とにふりわけることである。「小林」「正夫」が和語であり，「佐鯛

「…郎」が漢ll吾である，というように，語種の区燐が訓と音とに対応していれば，はなしは，か

んたんになる。しかし，あて字の存在をかんがえると，訓と音とのちがいは，和語・漢語のちが

いと一致しない。「奈良」「群馬」’（＜くるま）」下知（くあゆち）」などの地名や，万葉がなをつか

ったf比昂志」ド波留美」などの入名は，帝の漢宇でかかれていても，利語である。このような

ものまで，語源にさかのぼって語種にわけることに，どのような意味があるか，といわれれば，

たしかに，ほとんど無意味だといわざるをえない。にのことは，じつは，闘有名詞にかぎらない。「ば

か」干せる」「じゃんけん」などのことばを語種にふりわけるのも，むずかしいだけでなく，現代語として

は，無意味にちかいだろう。）　1ヨ本語の語い体系の中心的な部分では，語種というワクは，あきら

かに有効である。しかし，周辺的な部分では，効力をなくす。

　国立国語研究所のこれまでの語い調査で語種の統舞をとるばあいに，闘有名詞はその対象外と

されてきた。これは，臼本の人名・地名をかんがえるかぎり，もっともな三七である。しかし，

つぎのような問題点もある。第1は，外来語樵があきらかな「ジョンソン」「シカゴ」なども，

外来語としてあっかわれない，ということである。第2は，〈語種〉という概念を規定するにあ

たって，闘有名詞を排除しなければならない必然性がとぼしい，ということである。

　現代の語いを調査するのに，語種というカテゴリーをつかうのは，それが共時的に，現代語い

の体系のなかでの層として，三三なら和語，漢語なら漢語というグループに，ある程度共逓の性

質をもっているからである。しかし，統計酌な調査では，典型的な例だけを稲手にしてグループ

をつくるわけにはいかない。まぎらわしい例についても，1語1語，その所属をきめることが必

要である。〈共時約な意昧での語種〉という概念も，たしかに，なりたたないことはないが，そ

の観点からすれば，「きせる」「じゃんけん」の類の語種をきめるのはむずかしい。けっきょく，

語種とは程度の問題だ，ということになって，ある語は何％和語で何％漢語，といった規定をす

るほかないだろう。これは，すくなくとも統計的な調査にとっては，実際的ではない。いちいち

の単語の所属を決定するには，歴史的に，その単語がどこから由来したものか，という観点から

かんがえなければならない。（もちろん，歴史的な出来が不明なものもあるが，それは純粋に共時的に語

種をきめようとするときの照難にくらべれば，問題にならない。）そして，語種を歴史的に親等すると

すれば，その分類から闘有名詞を排除する根拠をさがすのはむずかしい。

　これまでの調査で，下野名詞を語種の範囲外において，あまり問題がなかった1つの理由は，

〈みじかい単位〉をとっていたことにある。β単位，M単位などとよばれる〈みじかい単位〉で

は，たとえば

　　日本／銀行　　岩波／書膨　　文部／省　　田中／着撰　　申央／公論
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のように，単位がきられる。こうすれば，「日本」「岩波」「田中」が固有名詞（入名・地名〉であ

って，ほかは普通名詞であるこζには，疑問の余地はない。つまり，固有名詞の範囲をせまい意

味での人名・地名に限定することができる。組織・醐体名や，書名・雑誌名などは，ほとんど分

解してしまうから，固有名詞かどうか，という問題はおこらない。ところが，今回の調査のよう

にくながい単位〉を採用すると，組織名その他がたくさんでてきて，それらを固有名詞とするか

どうかが，おおきな問題になる。たとえば，随本銀行」は固有名詞だが，「文部省」はほかの国

にもありうるから普通名詞だ，といった議論を，いろんな単語についてしなければならなくなる。

　せまい意味での固有名詞（人名・地名〉にかぎれば，たしかに，それらは，一般の単語とかな

りはっきり区別することができる。固有名詞が独特であるのは，個物をあらわす，という意味上

の特徴があるとともに，あるきまった1群の語根をもっているからである。ところが，ながい単

位をとって，組織名にまで範囲をひろげると，後者の観点からも，固有名詞の特微はうすれる。

旧本銀行」と「第一銀行」とは，全体としてはおなじ性質の単語であるにもかかわらず，一一方

には地名がふくまれ，もう一方はまったく普逓名詞からなっている。

　以上みてきたように，〈ながい単位〉のばあいには，固有名詞を一般名詞から区溺して語種分

類の対象外とするのは，〈みじかい単位〉のばあいにくらべて，すっきりしない点がのこる。そ

れで，ここでは，ひとまず全部の単語を語種の観点から機械的に分類する，というこころみをし

たのである。これは，最初のこころみだから，その妥当性については，これから研究しなければ

ならない。その検討のために，以下，固有名詞をのぞいた語種の分類結果をのべる。

　語種と固有名詞との関係については，さまざまなあつかいが可能である。（固有名詞の範囲をど

うするかによって、さらに細分できるが，いちおう，ここでは，せまい意味での人名・地名にかぎることに

する。）

1
6
乙
3
4
『
D

固有名詞も語種にわける。

人名・地名の部分は対象外。

全体としての人名・地名は対象外。

人名・地名をふくむものは対象外。

固有名詞も1種の語種とする。

田中

和語

人名

田串さん　　田中氏側近

和語　　　　　混種語

丁目言吾　　　　　　　言莫言吾

川匪言R　　　　　　　　　　～毘希重言吾

混種語　　　混種語

　ここでの，おもなあつかいは1である。3は中途はんぱな感じがし，4はすてるものがおおく，

5は単語の曲来というく語種〉の規定にむじゅんする。それで，以下，2による集計の結果をし

めす。

のべ

年度

和語

漢語

外来語

混種語

　欝

1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

5770

3236

　41

713

9760

5927

2934

　34

727

9622

5938

2874

　59

803

9674

5633

3167

　80
761

9641

5254

3453

　63

888

9658

5622

3123

136

716

9597

5303

3441

159

752

9655

5400

3115

22王

802

9538
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ことなり

　　　iFll　F“，L　1567　1528　1614　1516　1248　1328　1264　1455

　　　ilva”C－li＃　2202　2063　2047　2298　2293　2106　2439　2324
　　　夕＄一心雲喬　　　　　　　33　　　　　3G　　　　　5（｝　　　　　64　　　　　52　　　　　99　　　　129　　　　182

　　　混種語　　　504　　548　　588　　609　　626　　548　　595　　664

　　　　’tt－t　4306　4169　4299　4487　4219　4081　4427　4625

ところで，今度はのべの合計が1万語にならないから，のべについても比率をだす必要がある。

　　年度
のべ

　　和語
　　漢語
　　外来語

　　混種語
ことなり

　　和語

　　外来語

　　混種語

1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

59．1

33．2

0．4

7．3

36．4

51．I

O．8

11．7

o／o

61．6　61．4　58．4　54．8

30．5　29．7　32．9　36．O

O．4　O．6　O．8　O．7
7．6　8．3　7．9　9．3

36．7　37．5　33．8　29．6

49．5　47．6　51，2　54．3

0．7　1．2　1．4　1．2
13．1　13．7　13．6　14．8

58．6　54．9

32．5　35．6

1．4　1．7

7．5　7．8

32．5　28．6

51．6　55．1

2．4　2．9

13．4　13．4

56．6

32．7

2．3

8．4

31，　．5

50．2

3．9

14．4

　結果は上のとおりである。まえの表とくらべればわかるように，人名・地名をいれても，いれ

なくても，語種の統計には，ほとんど影響しない。1906年をとると，

（人名・地名を）ふくむ

　のべ
　　　　和語

　　　　漢語

　　　　外来語

　　　　混種語

　ことなり

　　　　漢語

　　　　外来語

　　　　混種語

である。

58．0

32．6

0．9

8．5

35．6

48．8

1．6

14．0

ふくまない

59．1

33．2

0．4

7．3

36．4

51．1

0．8

11．7

5．　晶詞分布の変化

　ここで晶詞とよんでいるのは，厳密には，紛乱語彙表馨のとっている，意味分類の4種類で

ある。これらは，ふつうの品詞分類にあわせていうと，ほぼ，つぎのように対応する。

　　体　　　：　名詞

　　用　　　：　動詞

　　相　　　：　形容詞・形容動詞・副詞

　　その他　：　陳述測詞・接続詞・感動詞

　語い調査の結果に，意昧分類をあてはめるときの問題点は，それが，単位語，すなわち，文章

のなかにでてきた，いちいちの単語にではなくて，晃出し語，すなわち，語い表のかたちにまと

められた，見出しにつけられている，ということである。たとえば，「健康」という単語には，

名詞のばあいと形容動詞のばあいとがある。文章のなかでは，そのどちらかは，すぐにわかる。

しかし，語い調査のときには，その意昧・機能の颪のちがいは無視して，おなじひとつの単語と
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して集計される。にれは，語い調査だけのあつかいかたではない。辞典の見禺し語をたてるときも，…

般に，このような品詞の差は無視して詞諮異語の認定がおこなわれる。）　しかも，たとえ紛類語彙刻

で複数の分類をみとめているばあいでも，この調査では，便宜上，どちらかひとつにした。「健康」

の例についていうと，門門語彙刻では体と相と，2箇所に分類されているものを，ここでは，

体だけにいれた。どれを代表的な意味とみとめるかについては，まず，国立国語研究所報告21『現

代雑誌九十種の用語用字　第一分｛囎を基準にした。じつは，調査資料にでてきたかぎりでは，

すべて相（形容動詞）とみるべきものである可能性もあるのだが，いちいちしらべるのは，たい

へんなので，そういう可能性には，目をつぶることにした。紛類語彙刻にでてこない，おお

くの見出し語は，ここで，あらたに分類した。にれは，こまかい分類になると，たいへんむずかしい。

しかし，4つの大分類の範囲では，ほとんど問題ない。〉　結果は，つぎのとおりである。

　　年度
のべ

　　体
　　用
　　相
　　その他
ことなり

　　体
　　用
　　相
　　その他

％
6
0

1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

5102

2913

1606

379

2885

932

579

　87

5185

3046

1481

288

2849

947

544

　73

5232

3065

1420

283

2982

936

536

　82

5271

3000

1433

296

3185

967

526

　72

5348

2982

1422

2婆8

2952

948

484

　55

5315

3078

1360

247

2968

837

475

　61

5483

2904

1389

224

3304

813

479

　53

562e

2908

1252

220

3512

914

45i

　59

se

40

30

20

10
、、 G目

一一．．．～．．．＿＿＿．．．．＿＿＿一＿＿＿一一矛の他

06　16　26　36　46　56　66　76tl！

　　　　pa　3－5　品詞の変化（のべ）

　これでみると，体（名詞）はふえつづけ，用（動詞）は横ばい，相（形容詞・副詞）とその他は

へりぎみ，ということになる。これは，近代における名詞の比重の増加，名詞的文体への傾向を

あらわすもの，という解釈もできるが，かんたんにいうわけにはいかない。「中央公論」で名詞

がふえた，ということを，「中央公論」の文章で名詞がふえた，といいかえるのは危険である。

調査対象には広告や表の部分もいれてあるから，ふえたのは，そのような，一般の文章とは関係

なく，名詞がならんでいるにすぎない部分かもしれないのである。

　具体的に，どのような名詞がふえ，どのような形容詞・副詞がへったのかは，しらべてみても，
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あまりはっきりした結果がでてこなかった。

　この調査では，おもな単語に紛類語彙表函によって分類番号をつけた。これにしたがって，

おなじ晶詞のなかの意味的な下位区分ごとに，度数がどうなるかをみてみよう。ただし，これは，

あくまでくおもな〉単語にかぎってつけた番号だから，全体の分布を正確につたえている，とい

う保証はない。全体としては，たかだか6麟をカバーしているにすぎない。また，本来，おなじ

単語でも意味によってちがった分類番号がつくはずだが，ここでは，1つの単語は実際につかわ

れた意味がなんであれ，1つの項穏におさめた。そういう点でも不完全である。単なる参考とし

てみていただきたい。

体の類

　1．1

　1．2

　1．3

　1．4・

　1．5

用の類

　2．1

　2．3

　2．5

相の類

　3．1

　3．3

　3．5

その他

　4．1

　4．3

年度 1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

手由象的関｛系　　　1098　　　1158

活動の主体　　　479　　6！8

人間活動　　　　518　　488

．生産物　　　　　59　　93

爵然物　　　　193　　189

抽象的闘係　　ユ066　　1202

牌1室蘭　・ぞi為　　　　　896　　　　9G9

窪目襲ミ珍色象　　　　　　　28　　　　　2i

抽象的関係　　　1058

精神・行為　　　98

自然現象　　　25

続
動

接
感

149

86

991

88

32

135

43

1214　1182　1390　1201

555　546　574　636
527　474　542　567

　9ユ　　　　　69　　　　　57　　　　　62

161　153　107　109

1221　1236　1284　1316

905　844　78Z　947
　25　29　19　25
945

77

36

128

53

986　IOe7

86　68
32　25

154

50

145

29

904

89

29

123

36

12e7　l180

529　539
550　499
　磁　　　60

109　126

124！　1218

852　829
　26　35

9！2

93

35

148

21

828

74

42

12rJ

25

　以上，語種・品詞にわけて，集計結果をのべてきたが，つぎに，その両方を総合した表をあげ

る。ただし，略称はつぎのとおりである。

　　W：和語　K：漢語　G：外来語　 H：混種語

　　　　（混種語も，頭文字をとるとKになってしまうので，HybridのHをとった。）

　　1：体の類　　2：用の類　　3：相の類　　4：その他

　したがって，たとえば＜W3＞は和語の形容詞・副詞（さむい，ゆっくり……），＜H2＞は

混種語の動詞（移動する，スカウトする……）を意味する。漢語・外来語は「一（す）る」がっ

かないと動詞にならないから，＜K2＞〈G2＞の項は，当然かけている。

のべ

Wl
W2
W3
W4
Kl
I〈　3

1906

1878

2391

1156

374

2840

415

1916

2083

2559

1122

285

2685

324

1926

214・7

2587

1059

276

2586

314

1936

1909

2542

1027

295

2755

379

1946

1763

2341

1007

242

3058

385

1956

ユ837

2660

1014

240

2767

317

1966

1652

2502

1016

220

3057

348

1976

1816

2498

953

215

2819

263

　計
15085

20080

8354

2147

22567

2745
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1〈　4

Gl
G3
G4
Hl
H2
H3
H4
計

　　5

84

　　3

300

522

32

10000

彙

3
7

　
8

　　330

　　487

　　　35

10000

　　　　6

　　111

　　　　1

　　388

　　478

　　　46

　　　　1

10000

　　　　1

　　144

　　　　4

　　463

　　458

　　　23

10000

　　　　5

　　153

　　　　1

　　374

　　641

　　　29

　　　　1

10000

　　　　6

　　236

　　　　6

　　　　1

　　475

　　418

　　　23

10000

　　　　4

　　235

　　　　3

　　539

　　402

　　　22

10000

　　　　5

　　364

　　　　7

　　621

　　410

　　　29

10000

　　　35

1414

　　　25

　　　　1

3490

3816

　　239

　　　　2

10000

ことなり

1
2
3
4
1
3
4
1
3
4
1
2
3
4
計

W
W
W
W
K
K
K
G
G
G
頁
H
H
H

6
2
5
5
3
2
3
4
0
2

（
∪
戸
D
O
O
7
0
Q
O
Q
Q

Q
》
6
5
2
　

◎
》
9
Ω

1
　
　
　
　
　
　
1

7

1
7
Q
ゾ

R
）
4
1

2
つ
Q

3844

1916

647

596

286

　　71

1855

233

　　　2

　　69

278

351

　　25

4413

6
8
5
8
8
2
2
3
5
1

2
3
（
）
只
）
7
9
回
2

G
》
7
ハ
0
2
　0
◎
2

1
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

8

7
1
5
1
6

9
σ
り
Q
2
　3

9
0
つ
0
　
　
　
5

　
　
　
　
4

6
3
0
9
1
4
7
1
嘆
嘆

3
6
2
6
7
0
3
　
0

Q
ゾ
ρ
◎
ρ
Q
9
臼
　

0
2
　1

1
　
　
　
　
　
　2

4
7
6

1
荏
1

4
3

057婆

6
0
7
i
1
8
5
3
2
1

4
1
2
3
5
0
3
　
1

Q
）
霞
」
「
D
9
臼
　

0
2
　1

1
函
　
　
　
　
　
2

鼎

2
1
7
－
－
Q
ゾ

2
9
翻
1
　
3

り
0
丞
も
　
　
4

　
　
　
　
4

6
0
8
1
5
1
4
5
5
5
1
2
9
5

5
0
0
り
○
『
D
「
D
n
j
O

Q
り
5
5
2
　8
2

1
　
　
　
　
　
　
　
1

「
D
　
　
　
O
9
1

1
　
　
　
4
1
2

1434

6
1
6
9
9
5
2
4
7
3

6
1
2
4
4
2
1
　
8

∩
コ
「
D
5
2
　
1
2
　1

1
　
　
　
　
　
2

”

1
7
5

8
8
1

4
り
乙

【
9

　
4
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6
7
6
2
7
0
9
2
4
7

7
2
0
3
5
5
8
　
7

（
ぴ
6
ρ
0
2
　
0
1
　2

1
　
　
　
　
　
　2

1
8
つ
Q

ρ
0
0
2

〔
」
つ
Q

639填

　　　計

2858

1980

　　769

　　135

10964

　　998

　　　　7

　　872

　　　22

　　　　1

2841

1608

　　104

　　　　2

23161

ことなり比率

　　　　　　　　　1906

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

ー
2
3
4
1
3
4
1
3
填
1
2
3
4
疑

W
W
W
W
K
K
K
G
G
G
R
H
狂
H

ユ4．5

13．0

　　6．ユ

　’1　．9

42．4

　　6．3

　　0．1

　　1．6

　　0．0

　　5．8

　　7．7

　　0．4

100．O

1916

14．7

13．5

6．5

1．6

42．0

5．3

0．0

1．6

　　6．3

　　8．O

　　O．6

100．0

1926

16．3

13．3

　　6．3

　　1．7

40．2

　　4．9

　　0．1

　　1．9

　　0．0

　　7．4

　　7．3

　　0．6

　　0．o

leo．o

1936

1婆．0

13．1

　　5．7

　　1．5

嘆2．2

　　5．O

　　o．0

　　2．2

　　0．1

　　8．7

　　7．3

　　0．3

100．0

1946

11．5

11．9’

　　5．2

　　1．1

45．2

　　5．3

　　0．1

　　2．5

　　0．0

　　7．3

　　9．5

　　0，4

　　0．0

100．0

1956

13．4

12．4

　　5．8

　　1．3

42．2

　　4．7

　　0．1

　　3．6

　　0．1

　　0．0

　　9．3

　　6．9

　　0．3

100．0

1966

11．O

ll．3

　　5．4

　　Lユ

45．7

　　4．6

　　0．1

　　4．O

　　O．1

10．3

　　6．2

　　0．3

100．O

1976

12．7

12．3

　　4．7

　　1．2

41．5

　　3．8

　　0．0

　　5．6

　　0．1

11．4

　　6．2

　　0．5

100．0

　　　計

12．3

　　8．5

　　3．3

　　0．6

47．3

　　4．3

　　0．0

　　3．8

　　0．1

　　0．0

12．3

　　6．9

　　0．4

　　0．o

IOO．O

年の数

Wl
W2
W3
W4

　　　1

2092

1111

390

　　41

　　2

326

303

106

20

　　3

143

164

67

　　9

　　4

79

102

41

12

5
3
り
O
つ
O
Q
）

　
戻
）
7
つ
ρ

6
0
ρ
0
ρ
0
丞
占

　
4
だ
U
9
ρ
－

7
ハ
0
り
0
「
0
0

　
つ
Q
ρ
）
9
0
1

n
δ
9
8
1
0

　
7
Q
ゾ
4
）
2
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1
3
4
1
3
4
1
2
3
4
計

K
K
K
G
G
G
H
H
H
H

8772　1141　461　213
　654　150　80　41

　1　1　2　2
　759　78　16　12
　21　1　　　　一　　　　一

　1　一．　一　．．
2702　98　26　4
1094　251　120　58
　84　8　　　　4　　　　3

　2　一　一　一
17724　2483　1092　567

7
3
一
2
㎜

頁
」
9
山

1

一
7
1
9
御
一
〇

　
4
　
　
1

　
　
　
4

8
0
憎
一
一
「
1
1
1
　
7

8
2
　
　
　
2
　8

　
　
　
　
　
　
2

1
8
1
ご
」
一

6
1

働
1
2
1
P
g
Q

　
1
　
　
　
4

　
　
　
　
2

1
2
7
1

2
1
1

　
1

553

混種語うちわけ

のべ

和÷漢

和÷外

漢＋外

和＋漢一ド外

1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

798　807　858　840

　3　　4　　4　　6

53　40　45　93
　－　　1　　6　　5

934

　9

101

　1

766　774　831　6608

23　23　26　98
115　150　188　785

12　16　15　56

ことなり

和＋漢

和＋外

漢＋外

和一続莫十外

1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976　U．i’t

583　615　642　680

　3　　3　　4　　6

41　35　42　86
　－　　1　　6　　5

666

　9

85

　1

588　607　687　3752

16　20　25　80
ユ0ユ　　　140　　　166　　　669

11　16　14　54

年の数

和＋漢

和＋外

漢＋外

心＋淡＋外

　1　　2
3亙03　338

　7嘆　　6

651　　ユ3

　54　　　一

　3　　4　　5

147　65　48

　3　　－　　2

6　　7　　8

23　14　14

6．　漢語の語構成

　語構成の歴史的な変化についても，いろいろ，しらべるべきことはあるが，ここでは，比較的

とらえやすいものとして，漢語をとりあげる。

　まず，もっとも単純に，構成要素の数によって分類した結果をしめす。漢語のばあい，構成要

素の数は，原則として，漢字の数に一致する。「自動箪」「有害食嗣「理科教科書」の構成要素数は

それぞれ3・4・5である。ただし，これは，いわば〈ありうべき〉表記にもとづいたもので，

現実にいくつの漢字でかかれているかとは別である。たとえば，「だいたい」「10万円」「廿五以上l

r一一九五六」の要素数は，文字数がみな4字であるにもかかわらず，それぞれ，〈ダイ／タイ〉

〈ジュウ／マン／エン〉〈二／ジュウ／ゴ／イ／ジョウ〉〈セン／キュウ／ヒャク／ゴ／ジュウ

／ロク〉で，2・3・5・6である。

　〈ありうべき〉表記にせよ，漢字にもとづいて要素の数をきめるのは，理論的にはおおいに問
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題である。すでに中国語で「葡萄」のように1形態素が2字に対応する例がある。H本語のなか

では，とくに1字1字の意味はうすくなっており，「宇宙」「料理」などを2単位だというのは，

語源的説明以上には，ほとんど無意味である。しかし，それが語構成の単位として要素数を基準

にする根拠を，かえってつよめる。というのは，1字に対応する要素が意味をうしなうにつれ，

2字の漢語の〈！まとまり性〉がつよくなるからである。意味をもった単位に分解できょうとど

うだろうと，漢語の中心は2字漢語である。それは単語として独立でき，和語や外来語と対等で

ある。1字漢語は大部分独立性をうしない，接頭辞・接尾辞となる。内部構造の透明度からいえ

ば，「宇宙」と「天地」とは，まったくちがうが，「宇宙内」「天地内」という語構成をとりあげ

るかぎり，その差は問題にならない。こうして，基本的に，

　　1字漢語→接辞

　　2字漢語→単語として独立しうるもの

　　3字漢語→派生語（二単語十接辞）

　　4字漢語→複合語（＝単語＋単語）

という対癒関係がなりたち，要素数（文字数〉の分類が語構成の分類を代表するのである。似下

の数字は，もちろん，ことなり語数である。）

　結果は，次のとおりである。

（要素数）

　　1

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　＞6
　　計

1906

147

1385

276

260

　73

　22

　26

2189

1soe

1916

140

1296

328

228

　63

　24

　11

2090

1926

128

1246

258

267

　86

　35

　27

2047

1936

　99

1269

321

326

101

　69

　57

2242

1946

　79

1168

356

334

162

　85

　62

2246

1956

　78

1076

350

316

114

　57

　49

2040

1966

　85

1165

396

408

151

　73

　63

2341

1976

　97

1152

397

352

H2
　77

　54

2241

1ooe

seo

2

，”へ、、　　　　U　　　　　・へ．　　　　　　，～
’　　　　　　　、　　ノ　　　　　．！　　　　＼　　　　／　　　”

　　　　　　　　／　一一v
　　　　　一／
くごこここ7メ”㌦一～一一＿＿一＿一＿＿＿＿一＿＿一一＿一＿＿＿＿一1

．一一　3

　　4

　5以上

　　　　　　　　　　　06　　　　16　　　　26　　　　36　　　　46　　　　　56　　　　　66　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　図3－6　漢語の概二一記数
　なお，サ変動詞のばあいは，つぎのようになる。ただし，ここにふくめたのは，「一する」の

形のものだけであり，「一しはじめる」など，ほかの漢語語幹動詞ははいっていない。
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（要素数）

　　1

　　2

　　3

　　4

　＞4
　　計

30e

2eo

100

19e6　！916　1926　1936

　69　62　51　45
248　259　247　270

　1　1　3　2
　6　　　2　　　3　　　9
　一　　　　一　　　　1　　　　－

324　324　305　326

1946　！956　1966　1976

　55　27　27　23
337　251　234　251
　7　　　3　　　3　　　5

　5　　　1　　　2　　　3

404　282　266　282

　　　　　　06　　　　　　　16　　　　　　　26　　　　　　　36　　　　　　　46　　　　　　　56　　　　　　　66　　　　　　　76i年

　　　　　　　　　　　　　　図3一一7　漢語サ変の構成要i粟i数

　どちらでも，要素数1のものはへってきた。漢語のばあい，2要素のものがへり，サ変では，

相対的には・むしろふえている・それぞれ，要素数2のばあいの比率を計算すると，つぎのよう

になる。

　i2，　tt　一i，1，i　63．3　62．0　60．9　56，6　52．0　52．7　49．8　51．4

　サ変　　　　76．5　　79。9　　81．0　　82，8　　83．4　　89．0　　88．0　　89．0

　つぎに，要素数3以上のものについて，型をわける。

（3要・素＞

　2÷1
　1÷2
　その他

（4一要素）

　2十2
　3十1
　1十3
　その他

（5要素）

　3十2
　2NF　3

　4十1
　1十4
　その他

（6要素＞

　4÷2
　2十4
　5十1
　1十5
　その他

1906

202

　68

　6

1906

219

　32

　3
　6

1906

　28

　14

　26

　5

1906

　12

　4

　3

　3

19！6

246

　78

　4

1916

201

　21

　4
　2

1916

　32

　19

　12

1916

　17

　3

　1

　3

1926

195

　59

　4

1926

229

　27

　4
　8

1926

　42

　18

　20

　6

ユ．926

　22

　2
　Jr

　6

1936

264

　52

　5

1936

279

　41

　1
　5

1936

　52

　17

　30

　1

　1

1936

　35

　14

　13

　7

1946

287

　66

　3

1946

294

　33

　6
　1

1946

　83

　27

　49

　3

1946

　42

　16

　11

　2
　14

1956

280

　63

　7

1956

274

　36

　4
　2

1956

　52

　22

　35

　5

1956

　37

　5

　6
　1
　8

1966

314

　65

　15

1966

357

　37

　7
　7

1966

　61

　19

　50

　2
　i9

1966

　40

　10

　12

　11

各グループのなかで，いちばん優勢な型の比率は，つぎのとおり。

1976

326

　66

　5

1976

306

　36

　4
　6

1976

　52

　27

　28

　2
　3

1976

　39

　13

　8

　17
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3　（2＋1）

4　（2＋2）

5　（3＋2）

6（4十2）

　彙

1906　1916
0．732　O．750

0．842　O．882

0．384　O．508

0．545　O．708

1926

0．756

0．856

0．488

0．629

1936　1946　1956　1966
0．822　O．806　O．800　O．797

0．856　O．880　O．867　O．875

0．515　O．512　O．456　O．404

0．507　O．494　O．649　O．548

1976

0．821

0．869

0．464

0．506

300

2eo

lee

2十1

一一一一一一へ _一一．～．．．一，一…一一一一一一一一一一一一一一一一1÷2

その他

　　　　　　　06　　　　　　　16　　　　　　　26　　　　　　　36　　　　　　　46　　　　　　　56　　　　　　　66　　　　　　　76　　　　年

　　　　　　　　　　　　　　　　図3－8　3要棄漢駆の型

　4以上の型では傾向がはっきりしないが，3のばあいには，（2＋1）型の力がつよくなって

きたことがいえそうである。つまり，1字漢語は独立の単語としてつかわれるよりも，接尾辞的

につかわれるようになった，ということである。下に，いくつかの要素が2字漢語の前後につい

て接辞的になっている数をあげる。（ただし，これは，文字からの統計で，たとえば，「人」のなかには

「一にん」と「一品目」とがふくまれるQ）

（接頭辞）

　　無

　　不

　　未

　　非

　　反

　　大

（接尾辞）

　　的

　　性

　　化

　　人

　　員

　　者

　　会

　　所

　　車

　　式

　　力

　　率

　　中

　　上

　　後

参照：

1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

婆
4
3
丞
＾
9
臼
ワ
臼
1

1
1
　
　
　
　
3
2

02

7

2
2

1

5

5
4

　
1

3
7
り
σ
6
5
Q
》
7

1
1
　
　
　
　2

6
2
1
6
1
4
5
1
4
1
5
一
3
9
1

2
　
　
　
2
　
　
1

4
一
　

ワ
臼
7
9
8

i
2
　
　
　
　
2

6
㎜
3
3
1
護
6
2
1
1
3
3
4
3
1

2
　
　
　
i
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0
7
玉
1
3
9
］
9
臼

－
1
　
　
　
　

2
1

3
6
5
2
3
亙
7
3
1
滞
1
一
4
6
3

填
　
　

1
　1

0
7
2
2
5
n
乙
n
◎

1
1
　
　
　
　2

0
3
4
5
1
8
2
層
嘆
一

5
1
　
　
1
　
　
1

1
5
喘
6
8
ρ
Q

Q
ゾ
ρ
0
4
3
7
8
4

　
1
　
　
　
　
　

1
1

4
0
5
0
7
6
8
1
2
一

＝
」
－
　
　
1
　
　
1

－
り
乙
2
7
1

Q
）
1
0
0
2
5
！
霞
」

　
1
　
　
　
　2

9
0
9
3
3
5
7
一
2
1
0
3
3
4
2

護
1
　

1
　

1
　
　
　
　
　
1

野村雅昭「近代H本語と字齎接辞の造語力」（『文学過49－10，1981年）

6
ハ
Q
9
臼
り
σ
7
0
9

　
1
　
　
　
　
9
ρ

4
8
7
2
2
2
1
4
2
2
9
3
2
4
2

バ
T
　
　
　
1
　
　
2
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　7．　外来語の原語

　外来語をその原語によってわけた結果はつぎのとおりである。にこでは，主旨・地名をのぞいて

ある。〉

（のべ〉

ドイツi議

フランス語

ロシア語

ポルトガル語

オランダ語

サンスクリット

その他

にとなり）

英語

ドイツ語

フランス語

vaシア語

ポルトガル語

オランダ語

サンスクリット

その他

1906　1916　1926　1936
　2ユ　　　　　18　　　　　39　　　　　56

　4　1　5　5
　3　1　3　6
　一　1　2　一
　2　　　　3　　　　5　　　　4

　4　6　3　1
　1　　　2　　　　1　　　3

　6　2　1　5
1906　1916　1926　1936

　18　17　35　48
　4　　　　ユ　　　　4　　　　5

　3　　　　1　　　3　　　　媛

　一　　　　1　　　　1　　　　－

　1　2　2　2　．？．　5　　　　3　　　　1

　ユ　　　　ユ　　　　エ　　　　ユ

　4　2　1　3

1946　1956　1966　1976

　46　119　136　180

　2　3　7　3　4　　　　2　　　　7　　　　9

　1　　　　1　　　　喚　　　　一

　2　2　一　2
　3　一・　1　3
　3　一　一一　1
　2　　　　7　　　　3　22

1946　1956　1966　1976
　37　　　　　　83　　　　　ユエ2　　　　　エ5正

　2　　　3　　　5　　　2
　4　　　　2　　　　5　　　　9

　1　1　2　一
　1　　　2　　　　－　　　2

　3　一・　1　3
　2　　　　一　　　　一　　　　ユ

　2　　　6　　　3　13
英語の比璽が年々たかまっていることは，あきらかである。

0
0
0
0
0
0
0
0
0

8
6
4
2
0
8
6
4
2

1
1
1
1
1 tiμ炉’一幽、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ノ

　　　　　　　　　　1

英語

　ノ！英舞喬以タト

　／一
一

　　　　　　　　06　　　　　　16　　　　　　26　　　　　　36　　　　　46　　　　　　56　　　　　　66　　　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　図3－9　外来語の漂語（のべ）

　8．　特徴的な単語

　以下にあげる表は，いろいろな観点から，単語の〈番付け〉をつくって，上位にくるもの160

語をしめしたものである。ただし，合計度数5以上のものだけをとりあげた。まず，それぞれの

欄の説明をする。

　〔計］　8年分の度数の合計。

　［年］　あらわれた年の数。
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　［新しさ1

　彙

度数1につき

1906　：　一7

　16　：　一5

　26　：　一3

　36　：　一1

つぎの点をあたえる。

　　　　1946　：　1

　　　　　56　：　3

　　　　　66　：　5

　　　　　76　：　7

　　　　この得点を合計し，総度数でわる。

［傾向］　増加の傾向。

　　　O6　16　26　36・・・…

　　このような対を比較して，薪〉古　なら　÷1点

　　　　　　　　　　　　　黒く古なら　一1点

　　をあたえ，合計する。一28≦傾向≦28

　［変朝　　変異係数・：標準偏差／平均値

　［藥中墨　　ローレンツ曲線によって計算した集中度（計算法は，国立国語研究所報箸25槻代雑

　　誌九十種の用語用字　第三分総　分搬P．236を参照）

つぎに，それぞれの観点からみて，特徴的なものについてのべる。

a。　全体として度数のたかいもの

すべての年を通じてたかいものは，みな形式的な用法をもつものである。たとえば，

　　　ある／……である

　　　いう／・…・・という

　　　する／……として

　　　いる／……ている

　各年度の合計度数で上位：をしめるもののうち，形式的な用法のまったくない，具体的な意味の

単語で最初にあらわれるのが，糠本」であるのは，興味ぶかい。噛々の単語の絹法別度数は，第

4章参照。）

b．　あたらしいものと，ふるいもの

　燗々の単語の説明はp．88以下にゆずるが，下に，戦前の4年度すべてにあって戦後は1度も

　　　でていないもの，逆に戦後だけにでているものの表をしめす。

あたう（能）

あやまる（誤）

あるじ

いわんや

うしろ

かくれる

傷つける

きたす

句

ことがら

1906

9
4
3
6
2
1
1
1
1
玉

1916

　5
　2
　1

　2

　2
　3
　1

　1
　1
　1

！926

　2

　2
　1
　1

　2
　1
　三

　i
　ユ

　1

1936

　1
　亙

　1
　／

　1
　1
　ユ

　1
　1
　1

！946　1956　1966　1976
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終始

支那

しのぶ

事務

進化

薪聞紙

すこぶる

大分

当人

なかんずく

葉

宿

よし（＝もし）

ありかた

インドネシア

英語

急速

こえる（越）

魔

主体性

代豪

「｛咽

つこう

適応する

徹底する

動1角

特徴

ぴったり

米軍

魅力

幼稚幽

予’定

詰

ユ
5
1
2
1
2
1
2
！
1
1
1
1

亙
3
1
4
1
5
1
1
1
2
0
夏
1
5
1
2
1
1
1
1
3
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1
2
2
3
2
3
1
1
1
2
4
1
1
2
2
1
3
1
1
1
ー
ユ

。。　バラつきと集中度

　ここでく変動〉とよんだものとく集中度〉とよんだものでは，計算のしかたはちがうが，ほと

んど平行する結果となっている。すなわち，変動がおおきければ集中度もおおきく，変動がちい

さいものは集申度もちいさい。だから，一般的にいって，この2つの指標を岡時につかう必要は

なく，どちらか一方でじゅうぶんだろう。

　しかし，これらがつねに完全に一致する，というわけでもない。たとえば，（あたらしいもの）

50位の「京都」，（ふるいもの）150位の「われ俄）」，37位の「しかして」，136位の「詩」をく

らべてみよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変　動　集中度

　　A）京都　　　　　　一　一　4　一一　2　14　　1　2　　1．521　　0．547

　　　渚つれ　　　　　　　　　15　　　！　　　1　　　2　　　2　　　2　　　／　　　1　　　　1．444　　　　0．535
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　　B）しかして　　　18　14　9　1　2　一　一　一　　1．226　　0．636

　　　言寺　　　5271一一ユー　1．225　0。625
　これらを比較して気がつくこ之は，Aグループの「京都」「われ」のばあいは，それぞれ第1

位の度数が14，15とずばぬけており，第2位以下がずっとひくいのに婦し，Bグループのfしか

して」では18，14，「謝では7，5と1位，2位の差が接近していることである。比ゆ的にい

えば，前者では大金持ちがひとりいて，あとはそろって貧乏入なのに，後者では，金持ちがふた

りいる，というかつこうである。常識的には，Aのほうがく集申度がたかい〉といえそうだが，

ここでの計算法によれば，AはBにくらべて変動がおおきく集中度がひくい。つまり，ここで規

定した〈変動〉〈集申度〉は，常識と逆になるばあいがある，ということである。

　なお，ある特定の1年にしかあらわれなかった語は，度数に関係なく，変動！7＝2．646，集

中度7／8＝0．875である。

d．　ある年に特徴的な単語

　ある特定のa年だけに特徴的な単語をつぎにあげる。これは，度数の順に年をならべ，第1位

の年と第2位の年とのあいだに有意差があるかどうかを，X2検定や2項分布でしらべたもので

ある。ただし，一般の検定のように水準を95％や99％にとると，ほとんど，ひっかかってこない

ので，あまくして，90％にした。

（1906年）

　いずこ／いたる／おもしろい／価値／書（げん）／語／交際／吾人／東風にち）／これ／作

　物／散文／死刑／主観／趣昧／人生／新体詩／少しく／成功／たかむしろ／団体／知／つね／

　同／ところ／なす（成〉／汝／花／品性／まず／また／もの／余（代名詞）／要する／露国／

　われ

（1916年）

　浅野（入名）／綾葉（人名）／江島（人名）／震（人名）／大隈内閣／掲載／現出する／恋／乞

　う／広告／小藤（入名）／謝絶する／信胴／先祖／段（人名〉／中央公論／店舗／南方／売品

　／春之助／彦左衛門／卑狸／付記／米国／松（入名〉／旨／申込

（1926年）

　字津木（入日〉／終い／すこし／先生／田／平八郎／光子（入名〉／大和魂

（1936年）

　極度／五・一五事件／探偵小説／永井（人名）／二・：二六事件／広田／広田内閣

（1946年〉

　鹿地さん／希望／堺さん／さだ子／資本家／審判／水位／天皇／二／日本軍／藤木（人名）／

　マルキシズム／三井（人名）／民主化／民童主義

（1956年）

　合オーバー／粟／一次郎／太田被告／思う／おれたち／カーディガン／替ズボン／守（かみ）

　／国鉄一三臓謀議／佐藤一／佐藤…被告／湿田／ジャンパー／背広上下／戦後／戦申派／大衆

　／中小企業／どっち／永田／鳩由首相／変化しはじめる／道雄／やる／ゆく／リアリズム／論

　拠
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（1966年）

圧力／NHK／基盤／時期／軸／一一一一五／条件／団地／地方紙／中国／テレビ／馬場（人名〉／

　IOO．0／横ばい／わけ

（1976年）

掛かる／京都／三位／シヌへ（人名）／周恩来／小農複合経営／親鶯／電子ミシン／ニクソン

大統領／バイオリン／ハワイ／発想／ピアノ／文革／門徒／蓮獺

　これをみると，1946年のように，いかにもその年らしい，とおもわせるものもあり，また，あ

まり必然姓がないようなものもある。
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（度数の　たかい

　1ある（有）
　2　する（為）

　3　いう

　4　いる（駆D
　5　こと（／r．拝）

　6　ない
　7　その（」：t＞

　8もの
　．9　なる（成）

10この
11　それ

12　これ
13　於く（おいて，おける）

14おもう
15みる
16　くる（芽ξ＞

17わたくし
’18　よる（依）

19　とき（時）

20　1う〉く　（Lkく）

2等　fL’め（為）

22　また

23彼
24なに
25　ところ

26人
27　よし㌧（tNLN）

28　なカ、（［｛］）

29　そう（剖）
3e　f／　＊’

31　しかし

32iできる
33　対する

34いま
35　もつ（持）

二6　とる

37　椙擢｛1『

38　でる　（rいでる」も）

39　かんがえる

40どう
4壕　つく＜就，ついて）

42ひとつ
43　そこ　（葺｛．ra＞

44　臼ク．：L

45　しる（知）

46一．ヒ

47　もって（以）

48そして
49他
50やる
51　こう（斯＞
52　ここ　（丘ヒ所）

53　きくG期）

54軍事

55聞
56しまう
57ただ
58　いか（に，なる）

59得る
60方
61　おなじ

62　わけ（訳）

63かれら
64われわれ
65および
66僕
67おこなう

68目
69　ばあい

ア0気
71大きい，な
72おく（麗）
73　かく（書）

74さらに
75事実
76　しれる（知）

77ひとり
78ほか
79わかる
80おる（居）

彙

　
0
葉
4
4
5
3
3
4
5
7
ア
3
窪
5
3
5
2
　
2
2
2
2
5
2
2
5
2
2
1
　
2
　
窪
噛
2
　
1
　
2
肇

）
　

3
2
1
　
1
1
1
肇
　
　
　
1

のも

6
2
5
6
6
4
7
雀
6
2
窪
3
4
7
4
1
7
3
5
7
8
9
8
ア
6
6
9
1
3
6
5
6
7
7
5
5
6
8
『
0
5
0
9
7
5
5
0
2
0
5
2
6
3
8
5
9
8
8
9
1
5
7
2
2
e
3
9
0
3
4
9
4
ア
5
4
3
4
7
9
6
3

）印
）

窪
　
　
　
1
1
3
　
1
　
　
筆
　
2
　
　
1
噛
2
　
　
　
1
　
↑
　
噛
『
　
　
　
　

↑
　
噛
　
　
　
母

　16
353
24t
170
159
166
134
G35
G2］

5
3
1
1
4
4
8
6
7
9
9
7
5
窪
9
7
9
1
9
6
0
1
2
0
8
5
5
8
7
4
2
0
5
2
4
6
6
9
8
6
5
9
6
0
7
3
7
3
7
7
7
3
4
0
9
3
4
4
7
3
5
8
4
5
6
0
7
8
6
0
6
2

9
7
6
7
6
4
4
4
3
2
2
3
3
4
4
3
3
4
2
2
2
壕
2
2
1
2
で
一
　
a
肇
「
　
2
1
1
1
1
3
　
嘩
　
　
1
1
1
像
1
『
i
1
2
1
1
　
　
鷹
　
　
1
　
　
　
1
　
窪
　
　
1
1
　
歪

　26　36　46　56．　66　76
303　374　372　317　289　27ア
213　210　206　167　177　174
17－2　179　132　3GO　249　207
201　a88　207　244　241　249
G76　181　2gl　193　183　15e
G23　138　129　G　50　G］7　109

125　126　144　9a　92　93
125　124　lg7　93　9e　8S
103　lg3　118　G39　125　113

4
4
1
8
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0
1
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82第3章語 彙

（バラつき　小）

　1炎然
　2　ない

3ある（有）
　4　こと（事）

　5この
　6　する（為）

　7　しる（矢ID

　8とる
9くる（来）

30　なるG戎）
11　その（jt，）

12みる
13　ため（為）

14もの
15人
16いま
17声
18できる
19　いつ（｛可1珪葭

20多く
21　うち（1±j＞

22なに
23　よい（いい）

24それ
25別
26これら
27いだ’〈

28　感ずる

29　かんがえる

30　とき（時）

31　あるいは
32　よる（｛女＞

33彼
34および
］5

36　さらに

37　おこる（起）
38　ここ（藍．ヒ所）

39　そこ（」．二品）

40いう
41　なか（r｝，i）

42充分
43点
44　ついに
45　つく（f寸）

46　ある（或）

47承す
48　しれ．る（知＞

49　まったく

50たつ（ずr）

53　すくなくとも

52わたる
53すべて
54はたらく

55かれら
56　でる（「いでる」も）

S7　mt

58たてる
59　いる（落｝）

60おこなう
6G窪由
62　もっとも（最）

63　かける（掛）

64おもう
65蟄分
6幽いずれ

67他
68話
69ただ’

7eおなじ
71おる（贋）

72これ
73家
74おく（置）

75意味
76ほか
77近い
ア8もし

79宗教
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81　対する

82　まえ

83一般
84年
85聡喫
86あの
87現在
88　ゆく　（いく）

89あげる
90　きわめて

91盤活
92だれ
93　関する

94むかう
95　しまう

96　いわゆる
97圭．Ltpa

98ないし
99　はじめて

100　もう（既）

101みえる
102あう
103うける
104自然
105遠い
106　あらわれる

旬7しかし
188菓京
109ところが，で
鱒9於く（おいて，おける）
｛11　きく（隣．D

a12同時
113次第
114顔
115　ころ
1　1　6　1］　tS　｛・k

117　やしまり

118さて
119近づく
120むける（向）
12嘩　孝）く（ぎ辱）

122忌れる
123
124蕪本
125　∋：当勲ζ

126女
127姿
128　ほとんど
129　15｛｝｛系

130　1．昌！

131死ぬ
132　いくら
133　・S、カ》LN（ikT）

134　わたくし
135　すで’に

136　また

137　ところ

G38おくる
G39ひとり
輩4〔〕　茎豊：き11fi

14角　ノ＼義歯

肇42　わかる

＃43文字
144　ll佳一

145辿ずる
146　以｝li∫

14ア　たしか

148．いろいろ

149　はじめ

150与える
151　IF
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153皆
154　こうG析）

155　こども

156ともに
157着い
158胸
159企体
160どうして
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86第3牽語 彙

（集中度小）

1突然
2ない
3ある（有）

4こと（箏）

5この
6する（為）

7しる（知）

8とる
9くる（来）

GOなる（蕨）
斜　その（其）

12声
13人
14みる
15ため（為）

16もの
17いだく
18できる
19　いつ（イ可晴）

20いま
21多く
22うち（内）

23近づく

24別
25 わく（湧）

26それ
27なに
28　よい（いい）

29感ずる
30　とき（u．彗）

33および
32彼
33　かんがえる

34これら
35羅
36　よる（依）

37　あるいは

38すべて
39いう
40かれら
4窪さらに
42　そこ（31一処）

43ついに
44　ここ（辻ヒ漸）

45勲由
46すくなくとも

47点
48わたる
49　いる（曙）

50おこる（起）

5f示す
52　なカs（中）

53いずれ
54上
55充分
56　たつ（立）

57　つくG寸）

58言舌

59おもう
60　カ》けるG卦）

61ある（或）

62いくら
63　しれる（知）

64はたらく
65　でる（「いでる」も）

66まったく
67おこなう
68対する
69臼分
70宗教
71　おる（贋）

72これ
73他
74　もっとも（最』）

75家
76たてる
77はじめて
78ほか
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第4章　語誌 意味分野ごとの記述

　ここでは，おなじ意味分野に属する単語のうち，どのようなものがふえ，またへったか，おな

じ単語のいくつかの意昧ごとの度数はどうであるか，などについてのべる。また，意昧・用法の

ちがいに応じて表記がどうかわるか，という説明をする。

　意味分野の順は，紛類語彙表雌のならべかたによる。ただし，紛類語彙刻は，1つの単語

を数箇所にだしているが，ここでは，そのうちの1箇所でしか，あっかわない。その提出箇所の

えらびかたは，主観的なものであって，実例からすれば，ほかの分類番号のところにおくべきだ

った，というようなばあいも，すくなくないはずである。

　！年1万語，という範囲で個々の単語の増減を論じるのは，もともと無理である。この標本に

あらわれたかぎりでは，増減はあきらかだが，われわれが本当にしりたいのは，標本の裏にある

母集団，つまり，その年の雑誌全体をとおしての使用度数がふえたかへったか，ということであ

る。しかし，各回に数例しかないものについて，統計的に検定をすることはできない。潔癖な態

度をとれば，この程度の数字では，なにもいえないのである。しかし，歴史的な変化についての

調査結果が提供されていない現在，そういってしまうのは，おしい。将来の大規模な調査のため

に，このデータがヒントになることも期待できる。それで，すこしでも変化の可能性があるとこ

ろには，積極的に注意することにし，かならずしも「……かもしれない」「……ようにみえる」

といった表現をとらなかった。

　「薪しさ」の計算法はp．66を参照。「戦前」は1906－36，「戦後」は1946－76の度数の合訂で

ある。

　1．体の類（名詞）

／地名　臼本／

　　日本

　北海道

　東京
　江戸
　浅草
　横浜
　京都

　京
　大駁
　広島
　　九弼

　長崎

／地名　外国／

アジア

東洋

臥しさ

　1．21

－O．60

　0．31

－2．71

　1．50

　3．50

　4．38

－5．67

　0．06

　4．50

　1．OO

　1，40

戦前戦後

　65　131

4
4
6
1
0
3
3
0
0
1
1

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　1

1
2
1
3
4
3
0
7
4
2
4

　
1
　
　
　
　
　
　
1

6
2
1
4
一
1
一
〇
　
3
1
髄

7
3
　
　
　
　
　
　1

6
6
　
5
1
一
1
1
一
2
1
一
ー

ハ
◎
36

7
一
2
「
1
3
1
一
2
2
2
1

5
2

ρ
0
ρ
〇
一

4
3
1
　
　
1
　
　1

2

ρ
0
7
9
山
4
謄

3
1

滞
－
鴨
2
一

6
2
ユ
4
4
滞

ワ
臼
－

幅
－
僧
4
　
1
1

6
王
1
3
1
1
　
1
2
3
一

1
1

6
「
D
一
9
σ
1
1
一

〇
2

1
1

新しさ　　載前戦後　　06　ユ6　26　36　46　56　66　76

　4．56　O　9　一一　一一一一432
－1．OO　2　2　1　　－　　1　一・　1　　－　　1　　一
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1．体の類89
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　　モスクワ　　　　　　　　　　　1．00　　　2　　2　　一　一　1　1　－　1　1　一

　　ニューヨーク　　　　　　　　　3．50　　　1　　3　　一　一　1　一　一　1　－　2

　　ワシントン　　　　　　　　　5．40　　　0　　5　　一　一　一　一　1　－　1　3

　最初に地名をとりあげる。とくに，外国の地名は三昧ぶかい。「支那」と「中国」が戦前・戦

後で完全にいれかわっていること，アジアの国名は戦後におおいこと，「露国　→　ロシア　→

ソビエト」「英国　→　イギリス」「西洋→　ヨーロッパ」といった傾向がみえること，などが

指摘できる。

　　1．lGO　こそあど

これ

これら

そ（其）

それ

それら

あれ

どれ

なに

なんら

どちら

なにごと

なにもの

あれこれ

おのおの

前平

後者

他方

もの

新しさ

一1．22

　0．81

－5．33

　0．67

一一 Z．88

－O．67

　3．00

－O．19

－2．46

　4．20

－2．40

－O．71

　3．50

－2．00

－2．33

－O．43

　2．60

－O．86

戦前戦後

306　218

　27　36

　6　　0

254　314

　11　6
　13　ll

　2　　7

132　112
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4
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5
4
2
8
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8
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3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
1

6
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1
3
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7
4
一
2
3
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1
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0
ρ
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4
8
3
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2
4
㎜
6
8
「
ユ
ー
一

〇
1
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2

　
1

1
1

26　36　46

61　60　76

6　8　6
2　一　一

94　66　79

4　4　2
4　2　1
－　2　－

41　28　21

3
「
4
「
一
1
1
2
1

り
〇
一
2
一
㎜
一
1

ρ
0
2
1
　2
1
9
9
　

丞
▲

7
4
1
　
0
0
　
　
　
　
り
Q

1
2
1
　1
2
つ
0

6
4
9
　
6
1
1
4
1
3
3

6
丞
ん
　
　

7
　
　
　
　
9
自

1

4

6
6
0
　
7
2
7
3
6
2
2

に
」
5
1
　
7
　
　
　
　9
0

1
9
御

6
6
6
　
9
2
1
　
1
3

1

！
慶
∪

375　156　123　125　124　107　93　90　85

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66
ヂこれ」

　これ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　112340725637
　逸れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　15　9　3　一　一　3

　此れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　1　2　一　一　一　一

　之れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6544　27　17　4　－　4

／3．100／の「この」と「これ」とで，かな表記率に大差ないことに注意。

76

42

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26’　36　46　56　66　76
　「それ」

　　それ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18　50　92　66　79　77　76　82

　夫れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　3　1　一　一　一　一　一

　　其れ，　　　　　　　　　　　881一一一一＿
　「それjのかな表記のふえかたが，「その」にくらべて，いちじるしいことに注意。「この」「こ

れ」参照。

　一般に，〈こそあど〉の使用はへっているが，これがどのような意味をもっているかは，あき

らかでない。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．体の類91

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　「もの」

　　もの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12410399113101858578

　　者　　　　　　　　　　　26！21884746
　　物　　　　　　　　　　　 68832111
　漢字の表記がへってきたのは，あきらかだが，全体としての度数も，年々へっている。その理

由は，はっきりしない。文体的な特徴に関係のある，ある種の用法がへっているのは，たしかだ

ろう。たとえば，つぎの例などは，すこしふるいようにみえる。

　○彼等の勇敢善戦のみを見て斯く称するものにはあらず。（1906－6　27）

　○之に反して久保田氏の文部大臣の位置を去りたるは吾輩特に氏の為に遺憾なき能はざるもの

　　である。（1906－4　50）

　O人問の依て活くる所以のものは理ではない，情である。（lgo6－1　51）

　しかし，どのような用法がふるい文体に特微的かをいうのはむずかしいし，「もの」が，ほと

んど半分ちかくにへった理顧を，それだけで説明できるともおもえない。

　　1．101　事構

こと（事）

事柄

事件

事故

大事

万事

対象

薪しさ

　O．19

－4．00

　2．13

　4．50

－2．60

－2．50

　3．55

戦前戦後

657　727

　4　　0

　8　15
　0　　4

　4　　1

　3　　1

　3　　8

　「事件」「事故」が薪しいところにおおいのは，文体のせいか，

雑誌でとりあげることがふえたせいか，不明である。

　　1．103　真・実

実
象
実
際
　
　
実
理
密

現
論
纂
実
実
真
真
真
秘

薪しさ

　2．57

－1．00

　0．85

－O．38

－2．11

－1．64

　0．14

－3．29

－1．40

戦前戦後

5
0
4
1
1
4
1
6
6

　
1
つ
Q
1
5
1

2
5
5
5
3
8
6
ユ
4

つ
Q
　

4
　
2

06　16　26　36　46　56　66　76

134　166　176　181　201　193　183　150

　1　　1　　1　　1　　一　一一　一　　一

　11334128　一　一　一　一　一　1　3　一

　一　2　2　一　一　1　一　一

　1　1　一　1　一　1　一　一

　一一121－34
　　　　　　それとも，このようなことを

6
6
2
9
3
0
3
膳

7
　
　
　
　
　
　1

1

6
8
1
1
2
2
1
欄
1
一

£
U
　
　
　i

6
5
2
2
鰭
2
2
1
開
2

霞
J
　
　
　
l

6
3
鼎
3
「
9
2
5
一

4
1
　
　
1

1

ρ
Q
2
3
4
3
0
0
2

9
0
　
　
　
1

2

6
2
2
0
篠
7
3
「

2
　
　
　1

2

6
　

2
7
3
5
2

1
　
　
　
　
　
　
　
1

1
3

6
1
3
3
1
1
7
1
3
1

0
　
　
　
　
　
2

「実」「真」は名詞の部類にはいっているが，実例は副詞的なものがおおい。

06　16　26　36　46　56　66　76

臨」

実は

実に

「真」

真の

354331－814　　　9　　　3　　　4　　　6　　　1　　　1　　　2

6　1　2　1 ユ　1　1
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　真に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　1　1　！　－　2

　「真理」ということばがへって，「現実」ということばがふえたのは，あるいは雑誌のあり方

を示しているのかもしれない。

　　1．董e4　本体

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　Cgrb＞　一〇．58　42　34　9　10　14　9　10　8　！3　3
　fti　一〇．96　59　44　15　15　12　17　17　14　8　　　5
　　カ、蓑つり　　　　　 0．20　7　8　114141－3　贋こ表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．86　　　　　Q　　　　7　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　2　　　2　　　1　　　2

　代表者　　　　　　　　　　　一2．71　　6　1　　－　3　1　2　1　一　一　一

　「他」は，単独の名詞としてよりも，ド他の」という連体詞，また「その他」という形でつか

われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　他の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　10　5　5　6　5　6　5

　　その他（に，の）　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　3　7　11　10　8　2　一

　「代表者」が古いところに，「代表」が弔しいところにあるのは，文体的なちがいかもしれない。

　　1．MO1　等級・系列

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　　黍票ま彰　　　　 一4．50　40　2－11一一一一
　　基準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3．33　　　　0　　　6　　　　一　　一　　一　　一　　3　　－　　2　　1

　　水準　　　　　　　　　　　　　6，00　　　0　　2　　一　一　一　一　一　一　1　1

　　生活水準　　　　　　　　　　2．60　　0　5　　一　一　一　一　2　2　1　一

　「標準」と「基準」が入れかわるかっこうになっている。汽生活）水準」は，戦後におおいこ

とばである。

　　1．1110　関係

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

関係

1．董1

礎
底
本

基
根
根

11　本

一一Z．63　25　18　4　6　9　6　6　3　7　2

新しさ　　戦前1戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

一〇．73　7　8　一

一3．25　6　2　3
2．14　1　6　一

3

2

！

2　2　6　2　一　一
一　　1　　1　一・　1　　一

一　一　2　2　　1　1

ヂ根底」と「根本」のあいだに，時代的な差があるかもしれない。

　1犀1112　置果

響
果
果
果
困
困
二
二

影
結
効
成
原
要
条
五

一しさ

　O．86

一一 Z．05

　2．25

　4．50

－O．81

　4．50

　3．27

　1．50

戦前戦後

5
9
3
Q
1
0
2
3

　
1
　
　
　
　1

9
5
5
4
0
4
3
5

　
2
　
　
　
1
　
　
1

ρ
0
／
1
2

3

3

1

ρ
0
ユ
8

2

ー
エ
　

2
1

61

6

1

1

ρ
0
3
娃
1

0

6

ρ
0
！
4
2
1
一

7

1
1

6
4
4
2
1
5
3
8
2

6

6
3
8
1
2
3
1
2
亙

5
貧
）
－
Q
4

4

伊
　
　
2
一
2
1

「結果」のうち，「……した結果」「……の結果」という接続助詞的な用例は，つぎのとおり。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．体の類93

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　322－34　一一　2

　これらは，ごく一般的な単語だから，年による変動はあるがほぼまんべんなくあらわれる。「条

件」がやや新しい方にかたよっているようにおもわれる。

1＃1董13

証拠

理由

根拠

ゆえ

ゆえん（所以）

ため偽）

欝的

fi標

理由・墜的・証鍵

　　　　　新しさ

　　　　　　2．00

　　　　　　－O．05

　　　　　　1．44

　　　　　　一一3．47

　　　　　　一一3．84

　　　　　　0．oo

　　　　　　1．39

　　　　　　1．44

戦前戦後

　！　　3

　22　18

　3　　6

　49　11

　15　4
126　137

　13　18

　3　　6

06　16　26　36　46　56　66　76

一　　一　　1　　一　一・　2　　1　　－

5584－765一　1　1　1　2　2　一　2

20　14　696221
310　2－4一一一
29　35　34　28　46　32　23　36

31454248
一　一　2　1　1　3　2　一

　これらも，ごく一般的な単語だが，「ゆえ」と「ゆえん」は文体的に古いことがはっきりして

いる。

　「ゆえ」のうち，接続詞的な「ゆえに」および接続助詞的な「（……した，……が［の］）ゆえ

（に）」の数はつぎのとおり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　〈接続詞的＞　　　　　　　　　　　　　　　　　6　3　3　3　一　一　1　一

　　く垂妾寿涜劉，言司轟勺＞　　　　　　　　

7934511ユ　fため」の意味による内わけはつぎのとおり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　〈vaR9＞　10　716　ll　27　17　15　21
　　〈原i天1＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　14　　13　　10　　　8　　　8　　　6　　10

　　1．1120　異同

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　．戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　ちがい　　　　　　　　　　　　2．74　　　6　25　　3　－　1　2　3　7　9　6

　相違　　　　　　　　　　　　一〇．55　　11　11　　3　2　2　4　6　1　4　一

　「ちがい」は「相違」にくらべてやや新しい。

　　1．l130　相対

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後

　逆　　　　　　　　　　　　　4．00　　1　9

　反対　　　　　　　　　　　　　L22　　4　14

　矛盾　　　　　　　　　　　　　1．00　　　2　　4

副詞的にもちいられたかずは，つぎのとおり。

逆に

反対に

1．　1240　存在

存在

独立．

対立

写しさ　　戦前戦後

　1．57　8　13
－O．11　4　5
　3．00　O　5

06　16　26　36　46　56　66　76

一　一　一　1　2　一　5　2

一ユ217511一・@2一　一一　1－3　一一

06　16　26　36　46　56　66　76

一　一　一　1　2　一　5　2

一　一　一　一　2　1　一　一

06　16　26　36　46　56　66　76

－3142362－　　2　　1　　1　　2　　2　　1　　一

一　一　一　一　3　一　1　1
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　f対立」は戦後だけにあらわれる。

　1．1300　様相

　　　　　　　　　　　　　新しさ

　ありかた　　　　　　　　　4．2G

　ありさま　　　　　　　　一3．22

　ようす　　　　　　　　　一1．00

　状況　　　　　　　　　　　　3．91

　状態　　　　　　　　　　　　1．67

　現状　　　　　　　　　　　　1．71

戦前戦後

e　　s

7　　2

4　　2

2　　9

3　　9層

4　10

06　16

2　3
一一@2
1　－

1　－

l　l

26　36

1　1

1　1

1
1

一
1
2

46　56

－
1
　
　
一
3
1

玉
－
1
1
り
0
つ
D

66　76

2　　1

－　1

5
9
自
り
Q

D
O
1
3

このグループには，話しいところでふえたものがおおいが，「ありさま」だけは，逆にへって

いるようである。

　「状態」の表記はつぎのとおり。

　状態
　情態

　　董．　1301　情勢

情
態
説
諭
議
論
議

事
事
情
形
大
恥
時

L 1302　趣き

おもむき

気配

1．　131　風・観・姿

嘉しさ

一〇．47

　3．33

　0．oo

－4．ee

－O．60

－O．54

－3．25

戦前戦後

8
（
ぴ
7
1
3
ρ
0
2

1
3
5
つ
Q
2
7
4
）

1

06　16　26　36　46　56　66　76
一一

@一一133121　　－　　1　　一　　一　　一　　一　　一

e6　16　26　36　46　56

1　3　3　4　4　一
一　一　一　3　－　4

2　一　一　3　4　2

1　2　一　一　1　一

一　2　一　一　1　2

4　1　1　1　一　2
4　　ユ　一　1　　　　1

£
U
－
り
0
1
階

7

2

4
）
つ
0
2

6

ワ
Ω
－

新しさ　戦前戦後　　0616263646566676
－1．86　6　1　1　　1　　2　　2　　一　　一　　一　　1

　1．00　2　1　一　一一　1　　1　　一　　一　　一　　1

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　0616263646566676
　風（ふう）　　　　　　　　　一5．40　　5　0　　2　2　1　一　一　一　一　一

この「風」は，つぎのような用法のものである。

O六六支考の様な虚名の競争となり，或は淡々のやうな驕奢な風ともなって，（1go6－350）

○自己に対する事は自己の判断力に訴へて自から之を解決するの風を養ひ（1906－4　付録18）

「……風だ」「こういう風に」などは，三代語の助詞・助動詞』にしたがって，助動詞とした。

　1．132　内容・組織

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　5666　76
内容

組織

璽．133◎

質
獣

性
性

性質

一一Z．14　10　11　2　1　4　3　6　1　3　1

－O．40　6　4　一2222　一・　11

新しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

－1．86　11　3　l　　　l　　　6　　　3　　　2　　　－　　　1　一一

　1．50　3　9　2－1－2322



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L体の類95

　可霧旨萱生　　　　　　　　　　　　　　　　　 3．91　　　　0　　11　　　　一　　一　　一　　一　　5　　1　　－　　5

　生産性　　　　　　　　　　　　　　　　　 3．00　　　　0　　　3　　　　一　　一　　一　　一　　1　　1　　1　　一

　柔棄た繧生　　　　 1．50　04　一一一一31一一
　「性劉と「性格」とでは，後者の方が新しい。「一性」ということばは，薪しい造語のタイ

プに属する。（P．64参照。）

　　1．133董　特徴

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　0616263646566676
　特色　　　　　　　　　　　　　0．00　　　2　　2　　－　1　1　一　一　1　1　一
　特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．00　　　　0　　　8　　　 一　　一　　一　　一　　2　　1　　4　　1

　この数字でみると，「特徴」ということばも新しいところにかたよっている。

　　1．1344　美醜・難易など

　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後
困鄭髭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．45　　　　11　　　18

者1≦合　　　　　3．80　05
咽難」には，名詞と形容動詞とがある。

　〈名詞〉

　〈形容動詞〉

「都合」は新しいところにみられる。

　1．1400　力
　　　　　　　　　　　　　新しさ

　カ　　　　　　　　　　　　一0．03
　実ブコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3．33

勢カ　　　　　　　　　　　一一1．13

　影響力　　　　　　　　　　　　5，80

　生巌力　　　　　　　　　　　1．60

　労｛動ブ，　　　　　　　　　　　　　　　　　3．40

　1．董503　変換

　　　　　　　　　　　　　薪しさ

　一定　　　　　　　　　　　　一3．00

転換　　　　　　　　　　　　3．50

意味的に対立するこの2つは，

　董．　1510　動き
　　　　　　も
　　　　　　　　　　　　　新しさ

　運動　　　　　　　　　　　　　2．00

　i嚢i動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．50

戦前戦後

7
4
8
（
り
2
∩
）

1

R
）
2
7
F
D
8
5

1

06　16　26　36　46　56　66　76

22259522
一　一　一　一　1　2　1　1

06　16　26　36　46　56　66　76

一一 撃P422－
221453－2

4
U
1

7

2
2
9
自

疏
）
∩
」

6

1
つ
Q
　
　
3

6
1
1
i

5

1

ρ
◎
5
1
3

4

5
2

ハ
◎
【
」

3

1

だ
0
4
鼎
9
ω

2

2

農
）
復
）
2

1

ρ
0
2
2
［
」

0

　　　戦前戦後　　06　16　26　36

　　　　7　　2　2　1　4　－
　　　　1　　7　一　一　一　1

おぎないあうように分布している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　戦前　単S乙手麦…　　　06　　16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　10　一　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　5　3　3

ド活動」から「運動jへという変化がみられそうである。

　1．　1　520　　過零呈・経路

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16

過程　　　　　　　　　　　　3．80　　1　9　　一　一
動「霞」　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．60　　　　0　　　5　　　 一　　一

これらはともに新しい。

46　56　66　76

1　1　一　一

2　1　2　2

26　36　46　56　66　76

一　一　4　　1　4　　1

1　4　2　－　2　　1

26　36　46　56　66　76

－　1　2　2　2　3
一　一　1　1　1　2
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　　3．1526　進退

　　　　　　　　　　　　　　楽斤しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　進退　　　　　　　　　　　　　0．33　　　2　　1　　一　一　1　1　一　一　1　．

　　1．　1528　往復

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　1戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　ヲξ1｝国　　　　　　3．67　0　9　一一一一4113
　これは，まったく戦後の事情によってふえたことばであろう。

　　1．1562　圧迫・抵抗

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　0616263646566676
　贋三迫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・3．67　　　　　3　　　0　　　　－　　　1　　　2　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

　拝μ贋三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．00　　　　ユ　　　1　　　　一　　一　　一　　1　　一　　一　　一　　1

　抵抗　　　　　　　　　　　　3．40　　0　5　　一　一　一　一　1　3　－　1

度数がすくなすぎるが，「圧迫」と「抑圧」がいれかわっている。「抵抗」は戦後だけにみられ

る。

　　1．1584　発達・消長

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　進イヒ　　　　 一4．00　40　1111一一一一
　進展　　　　　　　　　　　　O．33　　1　5　　一　一　1　－　5　一　一　一

　進歩　　　　　　一3．00　7　2　322一一一2一
　発達　　　　　　　　　　　　一3．25　　13　3　　3　2　8　－　3　一　一　一
　発展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．71　　　　　5　　　9　　　　1　　　一　　　一　　　4　　　6　　　1　　　1　　　1

　「進化」「進歩」「発達」は古いところにあり，「発展」は薪しいところにある。

　　1．160　位置・地点・場合

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　戦前戦後1　06　16　26　36　46　56　66　76

　位置　　　　　　　　　　　　一4．00　　9　　1　　3　2　4　一　一　1　一　一
　地位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．64　　　　3　　　8　　　－　　2　　1　　－　　3　　4　　1　　一

　立場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．45　　　　　4　　　25　　　　　一　　　一　　　2　　　2　　10　　　6　　　6　　　3

　ばあい　　　　　　　　　　　　　1．82　　28　57　　4　5　8　11　12　11　20　14

　段階　　　　　　　　　　　　3．25　　1　7　　一　一　一　1　2　1　3　1

　「ばあい」「立場」は新しいところにおおく，「位置」は古いところにおおい。

1．　1610　9寺問

とき（時）

時世

1．　1611

時期

機会

危機

いつ　（何聴＞

1．　1612

ろ
分

こ
時

時機

時刻

新しさ　戦前戦後　0616263646566676
　0．45　121　144　27　29　30　35　44　31　21　48

　2．07　4　II　3一一1－443

新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

2．71　2　12　1
－1．27　13　9　5
4．60　O　5　一
一〇．26　34　28　8

1　一　一　2　2　7　1

4　2　2　3　－　5　1
一　一　一　一一　2　2　1

7　11　87597

薪しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

－O．19　27　20　4　6　6　11　6　5　3　6

－O．25　3　5　一12－32一一



1，体　の　類　97

1．1613　毎臼・平生

　　　　　　　　　　　　　新しさ

毎爾　　　　　　　　　　　　1．00

毎月　　　　　　　　　　　　3．50

毎年　　　　　　　　　　　　0．50

ひとたび　　　　　　　　　一5．00

一盤＿　　　　　　　　　　　　　　　一3．50

「ひとたびjは古いことばであろう。

璽．1621　永久・一生

　　　　　　　　　　　　　新しさ

永久　　　　　　　　　　　　一2．33

永遼　　　　　　　　　　　一3。50

一生　　　　　　　　　　　　　一3．67

生涯　　　　　　　　　　　　0．50

戦前戦後　　06　16　26　36　46

　5　　6　一　2　2　1　－
　1　　3　一　一　1　一　一

　2　　2　一　1　1　一　一

　7　　！　4　2　1　－　1
　4　　0　1　1　－　2　一

56　66　76

3　1　2
1　－　2

－　2　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戦前戦後　　06　16　263646　56　6676

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　1　一　　1　　1　　－　　1　　一　　一　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　0　1　　1　　－　　2　　一　　一　　一　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　1　323一一一一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　5　2一　一・　121－2

　泳久」「永遠」をかたることは，最近，すくなくなったのかもしれない。「一生」がへったの

はなぜだろうか。

　　璽．1623　時代

H寺代

世

世代

中世

近世

近代

現代

二十世紀

回しさ

　o．org

－2．50

　3．5e

　4．00

－1．00

－1．00

一・ P．14

－4．14

戦前．戦後

20　24
19　　5

0　　4

0　　2

3　　2

4　　2

8　　6

6　　1

16　26　36

4　7　4
3　1　6

2　1　一

一　1　2

5　1　1
一　一　1

ρ
n
）
4

4

1
1
　つ

0

56　66　76

8　3　9
2　　－　3

3　1　一
一　　一　　1

一　一　1

2　一　一

一　2　1

一　一　1

　「世」はことばとしてやや古いであろう。「世代」はつねに問題になってきたが，ことばとし

ては新しいのだろうか。

　　1．1624　季節

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76
　　季節　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一4、60　　　　　　5　　　　0　　　　　1　　　3　　　－　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一

　　春　　　　　一1．20　64　23－11－21
　　夏1．5057131一一一34　　＄lt　一1．83　9　　　　3　3　　　1　　　2　　　3　　　－　　　2　　　－　　　1
　　冬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0，19　　　　　5　　　5　　　　2　　　1　　　1　　　1　　　1　　　－　　　2　　　2

　「挙節」ということば自身は戦後あらわれていないが，それぞれの季節をあらわすことばの使

用度数は大差ない。

　　1．164肇　現在

いま

現在

きょう（今印

三豊

ことし

今夜

新しさ

一〇．17

　1．00

－O．05

－1．72

　3．14

－O．56

戦前戦後

　95　90

　30　35

　12　9
　59　38

　3　ll
　6　　3

ρ
0
5
7
2
り
σ
1
9
自

－
り
4
　
　
　
1

6
5
つ
σ
3
ご
0

0
2
　
　ワ

α

26　36

30　15

8　12

5　2
13　8
2　一一

2　2

46　56

18　23

7　7
－　3

15　11

－　3

1　一

66　76

28　21

9　12

2　4

6　6

5　3

1　1
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　「今日」（こんにち）」は，へりつつあるらしい。

　　1．　1642　過四

域（いにしえ〉

過去

きのう（臼擁）

昨年

もと（元）

昔

このあいだ

最近

従来

本来

新しさ

一4．33

　1．35

－4．20

　5．50

－2．25

　0．54

－3．00

　1．59

－1．89

－2．00

戦蔚戦後　　　06

3　　0

6　11

4　　1

0　　4

12　4
12　14
6　　1

12　15

13　5
7　　3

2
「
1
1
曽
1
1
1

16　26

2　1

3　3
1　　1

5　5

5　2

3　2
3　－

7　5

2　3

36

1
4
1
0
0
一
－

46　56　66

3　－　6
1　一　　一

一　工　　1

2　1　－

2　6　3
1　　一　一

2　2　6
1　1　　1

1　2　　一

67

2
　

2
1
3
　5
2

「いにしえ」や「従来」「本来」は，へっているのかもしれないが，はっきりしない。

　1．　1643　未来

　　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

未来

将来

今後

1曽

　
第

先
番

1

終始

董650　順序

1651　終始

はじめ

最初

最後

1．　166

同時

1．　1670

あと（後）

後

戦後

当時

つぎ（次）

以前

以後

以来

新旧・遅速

前後

2．20

0．19

0．22

1　　4

17　15

7　11

1一一　一一　一211

－746524441113413
新しさ　戦前戦後　　061626
　1．90　7　24　2　　　－　　　4

－O．68　15　！0　5　3　4

新しさ　戦前戦後　　061626
一一 P．67　．2　1　1　1　一・

一〇．06　15　19　4　7　3

　2．26　8　19　2　1　2
－O，20　14　l！　4　1　6

36　46　56　66　76

1　7　8　4　5
3　1　3　2　4

36　46　56　66　76

一　一　　一　一　　1

ユ　5　5　6　3

3　1　8　3　7
3　2　3　2　4

新しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　0．27　14　19　3　　　6　　4　　　1　　6　　　4　　　4　　　5

新しさ

　3．38

－1．18

　3．56

　0．33

　0．44

－O．26

　0．eo

　l．22

戦前戦後

8
5
1
6
7
0
1
娃

　
9
自
　

り
乙
1
1

9
9
7
5
5
9
ユ
5

9
自
1
1
2
1

£
）
1
9
臼
3
7
0
0
2

7
1

2

ρ
n
）
Q
リ
バ
T
q
δ
4
2
1

6

2

6
4
4
9
ρ
Q
8
つ
σ

5

1

6
5
9
2
8
2
3
1

4

6
5
7
1
0
9
痩
1
1

3
　
　
　
　1

£
）
つ
0
門
D

2

7
3
2
　

1

61

り
0
　

0
0
「
D
－
1

ρ
0
　
0

0
　
1

－
　

つ
σ
　

－

　「あと」はあきらかに薪しい方にかたよっている。「戦後」もそうだが，これは意味的にいっ

て当然のことだろう。



1．体　の　類99

3聾

懸
船

今
当

董

1671　翌・後日・当面など

　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　　　　　1．06　14　19

　　　　　　　　　　1．75　2　6

170　空閾・場所

ところ

場所

ここ（此所）

そこ（其処）

どこ

いずこ

新しさ

一1．53

　0．91

－O．13

　0．64

－O．13

一一 U．14

戦前戦後

146　87

H　12
50　49

51　66

32　23
　7　　0

06　16　26　36　46　56　66　76

31821765
－1　一・　1132一

06　16　26　36　46　56　66　76

56　39　25　26　22　25　23　17

32421227
13　！0　IO　17　16　！5　6　12

7　14　15　15　21　ll　19　15

4　5　13　IO　5　4　10　4
6　一　一　1　一　一　一　一

　「ところ」はへってきているようである。本来の具体的・空間的な意味でつかわれた例は，む

しろ，すくない。おおくは，「かれの信ずるところでは」など，抽象的な用法である。

　この2つをわけて，表記との関係をしめすと，つぎのようになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　〈具体〉

　ところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2　3　1　－　6　2　3

　所　　　　　　　　　　　 22－31－1一
　〈抽象〉

　ところ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　11　10　15　16　19　！9　14
　湾斤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37　　22　　10　　　5　　　3　　　－　　　1　　　一

　1906－26年の傾向をみると，一般のばあいとは逆に，具体的な意味の方が，かなになりやすか

った，ともいえそうであるが，断定するには，データがすくない。

06　16　26　36　46　56　66　76

「そこ」

そこ

其処

其所

「いずこ」が1906年におおいのは文体的なもの。

　1．1730　方向・たてよこ

　　　　　　　　　　　　新し’さ　戦前戦後

方向　　　　　　　　　　　　2．38　　4　12

　1．1731　方面・方角

　　　　　　　　　　　　新ししさ　　戦前戦垂麦

方則　　　　　　　　　　　　一3．18　　10　　1

4　12　13　13　21　ll　19　15

2　　2　　1　　2　　一　　一　　一　　一

1　　一　　ユ　　一　　一　　一　　一　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

1　一一　123243

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2

画面」にくらべて「方向」は新しいところにおおい。

璽．1741　上下

　　　　　　　　　　　　割目しさ　　戦前戦後　　06　16

上一〇．3863471019T　一1．19　21　ll　38

26　36　46　56　66　76

5　1　一　一　1　一一

26　36　46　56　66　76

12　22　13　13　9　12

5　5　－　8　1　2
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　　筆．1742　申・かみ・しも・頂・すみ

　　　　　　　　　　　　　遍しさ　戦前戦後
　なか（中）　　　　　　　　　　0．94　　81　131

　　1．　176　前後●問・端

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後：

　まえ　　　　　　　　　　　　 一〇．ll　　36　29

　うしろ　　　　　　　　　　　　一・4．43　　　7　　0

　fl｝3　一〇．24　45　50

06　16　26　36　46　56　66　76

13　26　23　19　34　33　36　28

06　16　26　36　46　56　66　76

5　　11　13　7　　　6　　　5　　　9　　　9

2　　2　　2　　1　　一　　一　　一　　一

9　17　IO　9　22　10　7　ll

「まえ」

空間

時間

「あいだ」

織空

事

177◎　内外

うち（内）

外

1．　178

あたり（辺）

まわり

周協

付近

1．　180

　　　　　　暫しさ　戦前戦後

　　　　　　一〇．48　38　35

　　　　　　　0．07　7　8

ふち・そば・まわり・沿い

　　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　　！．00　4　10

　　　　　　　4．25　2　6
　　　　　　－2．64　8　3
　　　　　　－O．60　3　2

形・型・姿・構え

かたち

型

撃

力、つこう　（季各女子〉

姿勢

薪しさ

　1．00

　0．33

　0．74

　2．25

　6．00

戦前戦後

　ll　11

　3　　3

　！6　22

　2　　6

　0　　6

06　16　26　36　46　56　66　76

1741122233965376
1211一一一一
794310　455

06　16　26　36　46　56　66　76

912　9 813　7 8 7

12313131
06　16　26　36　46　56　66　76

！3　一・　一2431
一一

@一11　一一　1－5

33－2111－2　一　一　1　一　一　1　1

06　16　26　36　46　56　66　76

12441244
一一一 R21一一16455854
1－1－1122
憎一一一一一 R3

「姿勢」は，つぎのように，抽象的な意味でつかわれたものだけである。

○空転していた新左翼党派がそうした大衆に学んで体質を改善しようという姿勢を次第にとつ

　てくる過程でもあり，（1976－8　126）

　1．　1950　一ニニ三三

四

五

十

いくつ

いくら

諭しさ

　O．13

　0．68

　0．93

－O．52

　1．25

　1．00

　3．00

－o．4e

戦前戦後

6
1
1
2
4
2
2
1

2
1
1
1
　
　
　
　
　
1

0
0
6
9
4
2
8
9

2
2
1

ρ
0
4
！
1
1
1
一

〇

2

ρ
O
r
D
り
0
丞
▲
2
り
Q

7

2
9
臼

6
ρ
○
り
δ
4
へ
δ
柵

6

2
3
9
甜

6
4
2
2
1
1
1

5

－
り
乙

ρ
0
5
9
臼
ρ
0
3

4
　
　
1

2
つ
Q

6
1
丞
轟
2
1
1

3
1

1
2

6
9
4
7
6
2
2
1
5

2
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　いくばく　　　　　　　　　　　　一1．00　　　2　　2　　　－　1　－　1　2　一　一　一

　これらはほぼ，数に逆比例している。ヂいくつ」はi新しいところに，「いくばく」は逆に古いと

ころにおおい。

　　1．195葉　多小

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　戦鳶戦後　　06　！6　26　36　46　56　66　76

　多数　　　　　　　　　　　　一1．75　　14　10　　5　6　2　1　5　1　3　1

　　1．1972　過不足

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　あまり（に）　　　　　　　一1．04　　38　19　！0　9　6　13　5　1　6　7

　薪あまり（に）」は，名詞の類に分類してあるが，実は副詞的な例がおおい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　　〈名詞酌＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　1　－　1　2　一　一　1

　　〈欝彗霧司ゴi9＞　　　　　　　　　 686123i66
　　1．1980　一般・全体・部分

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　0616263646566676

般
体
部
分

一
全
金
部

集IH’i

1981　群・組・交寸

グループ

者
方

両
爾

一〇．04

－O．38

0．64

1．50

款しさ

　6．33

　5．50

－O．47

　1．40

13　12
8　　8

4　　7

6　10

3　4　2　4　2　3　5
1　3　3　1　3　2　2
1　1　2　－　1　4　i
2　1　2　1　－　5　一

単蛇肖i∫　彗華≧そ麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

e　　3　　－

0　　8　　－

7　　8　　1

2　　3　　一

「集団」「グループ」はともにあたらしい。

肇．20G　われ・なれ・かれ・だれ

わたし

わたくし

僕

わし

我躍

余

吾人

小生

おれ

私自身

われ

僕ら

わたくしたち

わたくしども

われら

われわれ

わしら

余等

新しさ

　2．00

　0．94

　0．70

　0．07

－6．14

－5．72

－6．65

－4．25

－1．54

　1．50

－3．80

　3．00

　2．18

－1．40

－4．81

　2．03

　0．oo

－1．00

戦前戦後

6
4
1
7
0
2
0
1
1
3
6
3
8
2
1
3
1
1

1
ρ
0
4
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　1
　
　

ρ
0

　
10

7
6
8
4
3
7
7
6
1
9
1
4
3
0
6
1
1

1
2
4
　
1
2
1
　
2
　
ユ
　
　
　
2
2

　
1

一

一

3

1

一

一

3

榊

一・@一　一　1　2
一　一　一　6　2

－　4　　－　4　　－

1　1　－　l　l

£
U
Q
ゾ
（
）
3
2
冊

7
　
【
σ
－

4
　

1
2
ワ
9
4亙

ρ
0
4
0
0
r
O
舶

ρ
）
　

2
1

1
　

l
り
0
9
自
1
　
2

51

ρ
O
1
6
9
臼
4

5
　

4
1

1

2
1
0
「
榊
8
1
「

　
　
1
　
　
　
1

だ
9
2
0
1
1

4
　
4

1

一
3
1
2
”
婆
2
1
6
禰
1

　
　
　
　
　
　
　
王

ハ
◎
－
健
）
（
）

3
　
　
3
9
自

1
1
　
　
2

2
1
2
1

　
　
　
1

ρ
0
7
1
3
7

2
　
　
5
1

1

1
3

　
1

1

一
2
1
9
0
2
1
1

　
　
　
1

6
鼎
7
4
1
6
4
3
常
9
1
1
1
一
1
7
3
一

1
　
36

2
3
9
　
8
8
4
5
3
一
5

0
　
　
　
　
　
　

1
1
　
　
　
　
1

一
8
一
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　あなた

　君
　おまえ

　そなた

　鷺たち

　みなさん

　彼
　彼女
　あいつ

　そいつ

　かれら

　相手
　言雛1’

　子（し）

　隅氏

　某
　だれ

侮人（なにびと）

鳶
ひ

雪
降

5
0
3
0
0
！
5
痩
0
0
6
0
7
0
3
0
1
5

1
7
8
0
0
7
5
5
5
0
2
0
6
0
3
0
6
2

0
2
0
1
3
2
0
0
1
0
0
2
2
6
4
2
0
喚

「
　
憎
　
㎜
　
柵
　
　
　
一
　
一
　
　
　
湘
　
　
贈
　
　
　
　
一
　
　
弾

30　22　2　9
18　2　5　2
14　9　2　6
　2　　1　一　2

　1　　3　一　一

　2　　5　一　一

143　108　27　49

38　19　2　9
　2　　2　一　一

　1　　1　一　一

44　45　12　9
　9　17　2　3
　5　　1　1　－

　2　　0　l　l
　O　　3　一　一

　2　　0　一　一

19　22　2　5
　6　　2　3　3

4
6
2
　
ユ
2
7
5
2
1
2
2
3

1
　
　
　
　
　
　
　

3
1
　
　
　
1

1
0
0

　　3　7

　　－　7

　　－　1

　　－　2

　22　35

　　3　5

一　一　1

11　19　8

2　1　3
1　1　一

一　一　1

1　一　一

4　4　6
－　2　一

7
2
2
1
1
2
7
6
1
辱
0
7
一

　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　1

5

5

㎜
1
1
4
5
1
【
8
6
一

　
　
2

2
　
　
7
一

　1入門の代名詞について，ことわっておかなければならないのは，この表から「わたし」とギわ

たくし（たち）」とのほんとうの度数をしることはできない，ということである。ギ私」という漢

字を，この2つの形によみわけることは，まったく不可能であり，ここでは，これまでの国立国

語半影所の調査と同様，便宜上，この漢字を原則として「わたくし」とよむことにした。だから，

この表の「わたし」には，かながきのものと，漢字にふりがながあって，あきらかに「わたし」

とよめるものの度数が，「わたくし」には，あきらかにそうよめる例と，どちらによむか不明の

ものの合計が記入されている。2語にわけてはあるが，数字のうえでは，合併して／語とかんが

えてもらったほうがいいのである。

　1．！906年目，全体として1人称の代名詞をつかうことがすくない。これが，なんらかの文体

　　史的な意味をもつものかどうかは，不明である。

　2．　「われら」とザわれわれ」とは，ほぼ，おぎないあう分布をしめしている。これは，「わ

　　れら」がすたれて「われわれ」になってきたことを意味する。

　3．　「わが輩」は1906，1916年にしかあらわれず，以後は廃語になったといっていい。

　4．　「ぼく」「おれ」は，年による変動がおおきい。これらは，はなしことば専用にちかい代

　　名詞だから，主として創作にでているはずである。創作の登場人物が，たまたま，これらを

　　よくつかうかどうかで，度数が影響される。

　2・3人称については，とくに目だった変化はない。2人称代名詞は，おもに創作にでている

はずで，この雑誌全体としての使用はすくない。

　　1．2◎肇　虜他

　　　　　　　　　　　　　　請しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　自分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．47　　　　53　　61　　　　5　　16　　21　　1】、　15　　】、7　　】、3　　16

　　自分たち　　　　　　　　　　　O．17　　　5　　7　　－　4　－　1　1　5　－　1

　　おのれ　　　　　　　　　　　一5．33　　5　　1　　4　1　一　一　1　一　・H　一

　　本人　　　　　　　　　　　　2，00　　2　2　　一　一　一　2　一　一　2　一

　　当人　　　　　　　　　　　　一4．00　　4　0　　1　1　1　1　一　一　一　一



他人

1．202　人問

人

入間

人々

氏（し）

やつ

連中

一〇．27 7　　4
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1　　1　　1　　荏　　！　　1　　1　　i

薪しさ　　戦前戦後　　06　16　26

－O．20　116　109　29　41　21

　0．37　31　36　7　6　！4

　i．51　17　34　5　2　3
一・S．48　25　2　9　12　2
－4．00　18　2　7　5　4

　0．40　5　5　一一3

36　46　56　66　76

25　24　29　26　30

4　7　8　14　7

7　9　6　11　8
2　一　／　一　1

2　！　一　一　1

2　2　1　2　一

ここの「氏」は接尾辞的なものではなく，単独で代名詞的につかわれたものである。

　1．　2　0　3　　神｛ム。精釜謹

　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

神（神様は鴉）

神様

董．204　男女

男女

おとこ

鍔子

男性

おんな

女子

女性

婦人

1
．

一2．08　13　ll　7　　　5　　　1　　　－　　　7　　　－　　　4　　　－

4．33　1　2　一　　一　　一　　1　　一　　一　一一　2

新しさ

一2．60

－1．64

－4．78

　0．oo

－1．53

－4．60

　2．6rJ

－2．20

戦前戦後

3　　2

38　18
9　　0

2　　2

42　22

！0　0

6　11
3　　2

06　16

3　－

13　9
5　／

1　－

10　IO

6　－

1　－

1　！

6
一
9
3
儒
ユ
4
1
轍

つ
0
　
　
1

6
鼎
7
囲
ー
ユ
噌
4
1

9
御
　
　
王

46

2

8

1

66　76

1　－

4　4

一．　1

　　全体として，男性をあらわすことばも，女性をあらわすことばも，戦前のほうが戦後より

　もおおくつかわれている。

2．単語別では，「おとこ」「男子」，「おんな」「女子」がへっている。

3．例外的にふえているのは，「女性」である。

　1．205　老少

こども

子供たち

少年

青年

老入

翁（おう）

回しさ　 1戦前戦そ麦　　06　16　26

－O．66　22　13　3　6　7

－O．20　3　2　一11
　！，67　2　4　一　　　一　　　2

－2．52　19　6　5　4　8
　1．17　4　8　一　　2　一一

一ユ．80　9　玉　一32

36　46　56　66　76

6　3　4　1　5
1　一一　1　1　一

一　一　3　一一　1

2　3　1　1　1
2　3　2　2　1
4　一　一　一　ユ

新しいところで「青年」の度数がひくくなっているのはなぜだろうか。「おきなjは代名詞的

にもちいられたもので，現在では古くさくなった用法である。

　　肇．21◎　家族

　　　　　　　　　　　　　　新’しさ　　戦前｝浅後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　家方多ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．64　　　　　1　　　10　　　　　－　　　1　　　一　　　一　　　4　　　2　　　2　　　2

　　1．211　夫婦

　　　　　　　　　　　　　　i新しさ　　戦前i戴後　　06　16　26　36　46　56　66　76
　夫典膏｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4．33　　　　　3　　　　0　　　　　－　　　2　　　1　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一



104　　長島4章　　言吾

　夫
　亭主

　妻
　女房

　奥さん

　夫人

　未亡人

誌

3．00

－2．33

0．11

－O．33

2．00

－2．25

3．80

2　l1
2　　1

14　13

1　　2

3　　5

7　　1

0　　5

1
2
1
m
－

一一@2　3　4

3　4　2　6
．．@一　1　－
1　2　－　3
1　3　一　一

一　一　2　1

3
一
5
「
ユ
”
2

　「夫」ということばは新しい方におおい。なお，／1．222／の「あるじ」を参照。「夫入！と「未

亡人」がほぼあいおぎなう形で出ているのはおもしろい。

　　董．212　親・先祖

　　　　　　　　　　　　　新しさ

親　　　　　　　　　　　　　一1．20

男親　　　　　　　　　　　　一6．33

父　　　　　　　　　　　　　一〇．89

父親　　　　　　　　　　　　3．29

おとうさん　　　　　　　　一〇．50

おやじ　　　　　　　　　　　一4．33

ノ〈ノf　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．00

母　　　　　　　　　　　　　一1．27

母親　　　　　　　　　　　　0．27

祖父　　　　　　　　　　　　一〇．78

1．2董3　子・子孫

子

息子

長男

むすめ

葦．214　兄弟

戦前戦後

7
3
3
1
3
5
0
6
6
5

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1

06　16　26　36

－　4　1　2

2　1　一　一

1　2　5　5
－　1　一　一

一　一　一　3

3　1　1　－

3　3　5　5
1　3　2　一

一　3　1　ユ

R
）
2

5

り
乙
3
　

1
1
　1
4

64

り
4
　
1

2

β
U
1

7

1
2

「
り
0
4

66

1
1

1
1

新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

一1．80　14　6　5
－O．33　2　1　一
3．00　3　4　一
〇．oro　7　g　1

　　　　　　　　　　　　　新しさ

兄弟　　　　　　　　　　　一〇．60

兄　　　　　　　　　　　　　一〇，60

姉　　　　　　　　　　　　一2．33

ねえさん　　　　　　　　　一2．33

弟　　　　　　　　　　　　一〇．78

妹　　　　　　　　　　　　一L44

1．22肇友・なじみ

　
達
入
友
人

一
斗
友
朋
知

1． 222　主客

薪しさ

一1．50

　1．50

－O．87

－6．00

－3．00

戦前戦後

り
0
り
Q
∩
）
－
喋
3

戦葡戦後

　2　　2

　1　　3

　9　　6

　2　　0

　2　　0

4

一

曽

1

4　1　1　一一　2　3

1　1　一　1　一　一

一　3　一　一　2　2

4　1　1　4　4　一

06　16　26　36

－　l　l　一

一　2　1　4

一　一　2　1

1　2　1　1
－　2　2　1

－　3　2　1

盈
）
2
1

4

2
1

56　66

1　一

一　2

1　ユ

l　l

76

1

6
1

7

3

66

9
自
9
御

65

1

6
1

4

1

63

一
　
静
　
－
　
’
　
－

62

2

61

2
1
1

ハ
0
9
臼
1
4
1
一

〇

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　i戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

主入　　　　　　　　　　　　　一〇．85　10　3　一　　　2　　　5　　　3　　　－　　　1　一一　2

あるじ　　　　　　　　　　　一5．00　　6　　0　　3　1　1　1

「主人」のうち，1956年・1976年の各1例は，〈夫〉の意味である。「あるじ」の方には，こ
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の三昧でつかわれた例はない。

　　董．2300　人種・民族

　　　　　　　　　　　　　　　新しさ

　　日本人　　　　　　　　　　　L36

　　日本國跳　　　　　　　　　　一〇．33

　　N本人民　　　　　　　　　　　2．00

　　朝鮮入　　　　　　　　　　　　一2．50

　　支那人　　　　　　　　　　　　一4．71

　　中国人　　　　　　　　　　　5．00

　　中国人畏　　　　　　　　　　　　3．00

　　インド人　　　　　　　　　 3．00

　　アメリカ人　　　　　　　　1．00

　　英人　　　　　　　　　　　　一3．00

　　ドイツ人　　　　　　　　　　一3．00

　　ポルトガル人　　　　　　　　2．00

　　白人　　　　　　　　　　　　4．00

　　黒人　　　　　　　　　　　　　1．00

　国名のばあいと岡様，

　　1．　23◎1　国民・｛曳民

　　　　　　　　　　　　　　　薪しさ

　　翻民　　　　　　　　　　　　　0．79

　　住民　　　　　　　　　　　　2ユ4

　　世人　　　　　　　　　　　　一5．40

　　外国人　　　　　　　　　　　一1．00

　「世人」はあきらかにふるい。

　　1．23董　人鍵

　　　　　　　　　　　　　　　新しさ
　　ノ、民　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・2．26

　　酔興　　　　　　　　　　　　　　　　2．22

　　民衆　　　　　　　　　　　　0。87

　　人民大衆　　　　　　　　　　　2．00

　　國民大衆　　　　　　　　　　　2．00

戦前戦後

ll　22

1　　2

0　　2

3　　1

7　　0

0　　4

0　　3

1　　2

1　　2

6　　0

2　　0

1　　1

e　　2

1　　1

ρ
U
2
1

1

2
2

ρ
0
9
0

0

2

26　36

2　4

一　1

3　一

1
一
ー
ユ
一
m
一

曹
糊
4
｝
－
　
憎

一
　
－
玉
一
「
－

㎜
1
一
一
一
一
榊

46

O
O
1
1
1
一
1
1

56　66

3　4
1　－

1

76

7

2
”
王
－

－
奪
上

1
1
1
1　1

ここでも「支那」と「中国」が完全にいれかわっている。

遡乞鳶｛∫　彗幾手麦　　　　06　　16　　26　　36　　46

　17　31　4　2　5　6　12
　1　　6　1　一　一　一　2

　5　　0　2　2　1　一　一
　1　　2　一　1　一　一一　2

戦前戦後

IO　　9

4　19

5　10
0　　4

1　　3

06　16　26

6　3　1
一　一　4

　　　　1

「人昆」も「大衆」も1936年にはあまり使われなかったらしい。

1．232　君ts

皇帝

天皇

天撫，陛下

大統領

新しさ

一2．00

　0．82

　3．00

　4．78

戦前戦後　　06　16　26

　3　　3　1　1　1
　ユ　10　　　－　1　－

　1　　1　一　一
　〇　　9

36

4
騰
1

56　66　76

10　4　5
－　4　　一

46　56　66　76

6　2　1　－

2　14　1　2

7　2

2　2
2　　一

36　46　56　66　76

　　3　－

　　8　2
1

「天皇」は戦後の時期に「大統領」は最近になっておおく登場する。

1．233　社会階層

貴族

政治家

資本家

知識階級

新しさ

　3．40

　2．00

　0．17

一一 P．67

戦前戦後

　1　　4

　4　10
　2　　ユ0

　2　　1

06

£
）
1
1
1

1 26

1
2

36　46

－　1

3　3
一　IO

　　1

　　一　1

2　6　！

56　66

3　2

ρ
0
3
2

7
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　知識人　　　　　　　　　　　　3．33　　0　　6　　一

　　サラリーマン　　　　　　　　1．67　　1　2　　－

　　7党費者」　　　　 5．57　07　一
　　失業者　　　　　　　　　　　一1．67　　1　2　　1
　　百姓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2．60　　　　　3　　　2　　　　1

　労働者階級　　　　　　　　　　1．80　　　1　4　　一・
　労f動者窪建混　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．33　　　　　0　　　　3　　　　　一

　労働者　　　　　　　　　　　一1．43　　7　7　　2

　　農昆　　　　　　　　　　　　　　2．60　　　2　　3　　一

　地主　　　　　　　　　　　　0．14　　2　5　　一

　階級関係のことばは戦後の時期におおいようである。

　　1．234　人物

　　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦箭戦後　　　06

　　善人

　　董．24璽◎

　　医者

　　看護婦

　　学者

　　研究者

　　先生

　　教師

　　学生

　　教授

　　記者

　　文学者

　　作家

　　小説家

　　批評家

　　詩人

　　文士

　　文人

　　芸術家

　　俳優

　　役者

　　芸人

　　画家

外である。

　　董、241茎

　　役人

　　宮吏

　　澄徹

　　蜜僚

　　首石

　　大臣

　　外交窟

　　　　　　一5．80

専門的・技術的職業

　
5
3
5
3
0
0
0
3
3
0
1
3
7
0
0
0
0
7
0
7
0

さ

　
7
3
4
3
4
6
7
3
3
4
1
3
6
0
6
0
0
6
0
6
0

し
乞
4
。
q
乞
L
痴
L
3
3
。
紘
1
。
2
。
よ
L
砿
5
，
L
翫
乞
3
4

薪
”
　
一
一
一
一
　
　
　
　
　
一
「
一
一
一
一
一
　
一
一

　5　　0

戦前戦後

8　　0

3　　0

6　　5

2　　1

22　8
5　　0

4　19
1　　5

1　　5

4　　1

6　12
3　　0

8　　1

4　　2

3　　2

2　　0

4　　1

6　　0

1　　3

3　　0

2　　0

2

6
一
1
4
2
2
1
4
㎜
一
1
2
一
5
1
一
1
常
2

0

一
4
一

【
－
λ
り
乙
P

－
　
　
り
乙

5
2
一
一
1
3
2
1
楠

㎜
1
2
1
1
1
5
1
5

1

－
　
　
一
2
1

一
2
　
－

一
2
一
　
「
9
Q
㎜

16　26　36　46　56　66　76

3　一　一　一　一　一　一

16　26　36　46　56　66．　76

3　1　4　一　一　一　一

一　2　一　一　一　一　一

一　一　2　一　一　5　一

一　＋．　一　　一　　一　　一　　1

1　14　5　　4　　　1　　2　　　1

3　一　1　一　一　一　一

一　一　一　6　3　9　1
1　一　一　1　一・　2　2
一・@1　一　一　2　2　1
1　2　一・　1　一　一　一

2　1　1　2　4　4　2
－　2　　ユ　一　一　一　一

一　1　2　一　一　一　1

一　3　一　一　一　2　一

1　2　一　一一　1　1　一
一一@1　一．　一　　一　一　一

一　4　一　一　一　一　1

－　2　2　一　一　一　一

一　1　一　1　1　一　1
1　2　一　一　一　一　一

1　1　一　一　一　一　一

「学生」が戦後におおいのはわかるが，「医者」や「教師」が戦後に一度も出てこないのは意

支配的・管理的・轡記的職業

　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　一〇．71　5　2

　　　　　　－2．33　2　1

　　　　　　－2．33　2　1

　　　　　　－O．33　3　3

　　　　　　3．29　1　6
　　　　　　－2．33　2　1

　　　　　　4．00　O　4

06　16　26　36　46　56　66　76

－131　一一　1－1
一　2　一　一　一　1　一　一

一　　1　　1　　－　　1　　一　　一　　一

一　1　一　2　2　1　一　一

一　1　一　一　一　3　1　2
－　　1　　1　　－　　1　　一　　一　一一

一　一　一　一　一　2　2　一
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裁三輯官

1．　2417

墜
下

欝
巡

　　　　　　1．50

保安サービス

　　　　　薪しさ

　　　　　　6．33

　　　　　　－4．60

これは完全にいれかわっている。

　肇．24董8　サービス

　　　　　　　　　　　　　新しさ

書生

芸者

茎．2419

乞食：

強盗

泥坊

1．

　　　　　　一4．33

　　　　　　一一5．40

反社会的職業

　　　　　新しさ

　　　　　　一一3．50

　　　　　　1．OO

　　　　　　－3．67

1　　3 1　l　2

戦前戦後　　06　16　26　36

　0　　3　一　一　一　一

　5　　0　1　2　2　一

戦前戦後　　06　16　26　36

　3　　0　1　1　－　1
　5　　0　3　一一　2　一

戦前戦後　　06　16　26　36

　4　　0　一　1　3　－
　2　　1　一　一　一　2
　3　　0　一　1　2　一一

　　242　軍人

　　　　　　　　　　　　　回しさ　戦前戦後　　06　16　26　36

軍入　　　　　　　　　　　　一2．00　　6　　2　　3　一　一　3

将軍　　　　　　　　　　　　0，64　　6　5　　－　2　3　1

1．244　相対的地位

　　　　　　　　　　　　　新しさ　 戦前戦後　　06　16　26　36

親分　　　　　　　　　　　　一2．50　　4　0　　1　一　一　3
章令音1～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6。67　　　　　　0　　　　6　　　　　一　　　一　　　一　　　一

才旨導者　　　　　　　　　　　　　　　　 4．20　　　　0　　　5　　　 一　　一　　一　　一

1．2451　臨時的地位（作者・仕手・主役・観客など）

　　　　　　　　　　　　　楽斤しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36
イ乍≡者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．25　　　　　　4　　　　4　　　　　2　　　－　　　1　　　1

著者　　　　　　　　　　　　一2．80　　15　5　　6　4　2　3

筆者　　　　　0．56　45　－1－3
言克者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．69　　　　　6　　　　7　　　　4　　　1　　　－　　　1

1．2452　臨時的地位（被告・仲人・審鶉・使奢・持主など）

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36

監督　　　　　　　　　　　　　3．00　　　0　　5　　一　一　一　一

助手　　　　　　　　　　　　4．33　　1　5　　一　一　一　1

被告　　　　　　　　　　　　　2．60　　　1　4　　一　一　1　－

1．251　家
　　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後　　06　16　26　36
家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．30　　　　29　　　31　　　　2　　10　　　9　　　8

うち（家）　　　　　　　　一1．57　　3　4　　1　2　一　一
家庭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．43　　　　　4　　　　3　　　　，1　　　2　　　－　　　1

璽．253　国

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36

［X　O．95　16　25　3　　　7　　　3　　　3
國家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1。10　　　　23　　　17　　　　5　　　8　　　6　　　4

46　56　66　76

一　一　1　2

46　56　66　76

46　56　66　76

一　一　1　一

46　56　66　76

－　1　1　－

1　－　1　3

46　56　66　76

一　一　1　5

一　3　1　1

46　56　66　76

1　1　1　1
2　1　2　－
2　2　　1　－

2　2　2　1

46　56　66　76

1　3　1　一
一　一　4　1

－　2　2　　一

46　56　66　76

10　7　6　8
3　1　一　一

一　1　1　1

46　56　66　76

6　4　8　7
9　2　2　4



108第4章語　　 誌

　わがくに　　　　　　　　　　一2．14

　外国　　　　　　　　　　　　0．26

　「わが国」はあきらかにへっている。

　　1．　254　奢β電・集落

　　　　　　　　　　　　　　　回しさ

　都市　　　　　　　　　　　　2．33

　都会　　　　　　　　　　　　　0．33
　i農＄彗’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．71

　いなか　　　　　　　　　　　　0。33

　　1．255　政治的区画

　　　　　　　　　　　　　　　早しさ

町

村

董．26◎

祉会

世間

世の中

天下

鮭会

40　18　14　10　889243
10　9　22241251

戦前戦後

　2　　4

　2　　1

　2　　5

　6　　6

　　　戦前戦後

O．56　10　8
5．00　O　5

薪しさ

　O．38

－2．47

－2．14

一一 R．00

戦前戦後

　11　21

　13　6
　5　　2

　6　　1

「社会」以外はへる傾向にあるようだ。

1．261　社会分野

琶界

政界

財界

ジャーナリズム

天国

地獄

1．　263

薪しさ

　1．14

－4．20

　2．20

　2．oe

　3．00

　1．OO

戦前戦後

　22　36

　4　　1

　1　　4

　2　　4

　1　　1

　2　　4

06　16　26　36　46　56　66

一　一　2　一　1　一　1

一　一　一　2　一　1　一

一　一　一　2　1　1　2

1　－　5　－　2　－　2

06　16　26　36　46　56　66

－　3　5　2　1　－　4
一　一　一　一・　l　l　一

06　16　26　36　46　56　66

4　3　3　1　9　4　6
3　8　2　－　2　2　1
1　2　　1　1　－　2　　－

1　3　一一　2　－　1　一

ρ
0
2

7

1
9
自

£
U
つ
Q
9
0

7

武
》
2
1

7

16　26　36　46　56　66　76

5869812・72　一　一　一　1　一　一
一・

@一@1　2　－　2　　一

一　一　2　一　3　1　一

一　一・　1　一　一一　一　1

一　1　1　1　3　一　一

　　　　　　　社寺・学校

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦蔚戦後　　06　16　26

学校　　　　　　　　　　　　一〇．86　　8　6　　3　2　1

大学　　　　　　　　　　　　　3．12　　　5　12　　－　1　一

「大学」の度数がふえているのは「学生」と対応している。

1．264　事務所・欝場・駅など

会社

銀行

工場

薪聞社

L　265

ホテル

宿屡

旅館

宿

　　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　　1．40　3　7
　　　　　　　0．OO　2　2
　　　　　　　2．50　1　3
　　　　　　　5．40　O　5

店・旅館・病院・劇場など

　　　　　　起しさ　戦前戦後

　　　　　　　3．00　1　2
　　　　　　　0．33　1　2
　　　　　　　！．5e　1　3
　　　　　　　－4．43　7　O

36　46　56　66　76

2　一　4　1　1

4　1　－　8　3

06　16　26　36　46　56　66

2　一　一　1　1　2　3
1　一　一　1　1　一　一

一　一　一　1　1　ユ　一

一　一　一　一　一　1　2

ρ
◎
1
1
1
2

7

06　16　26　36　46　56　66　76

一　1　一　一　一　一　一　2

一　1　一　一　一　2　一

一　一　1　一　1　1　1
1　4　　1　　1　一＝　一　一．



L体の類109
　これらのなかで，「宿」は戦後に出ていないが，「宿屋」「旅館」は別段すくなくなっていると

もいえない。

1．27壌　政府機閣

政府

内閣

中央政府

雨脚政府

外務省

1．273　議会

議会

園会

国蔑議会

帝国議会

貴族院

回しさ

　O．44

－2．00

　0．43

　1．57

　4．50

新しさ

　1．86

　1．67

　2．00

－6．00

－6．00

戦前戦後

15　24

12　4
4　　3

2　　5

0　　4

戦前戦後

9　12

3　12
1　　3

2　　0

4　　0

06　16　26　36　46　56　66　76

174311　5442　　荏　　一　　6　　2　　2　　一　　一

一　1　2　1　一　1　1　1

　　1　一　1　2　1　1　1
　　一　　　　一　一　2　ユ　1

06　16

1　　－

1　2

1　1

2　2

26　36

7
曽
1

－
一
謄

46　56　66　76

4　　1　－　7

4　3　3　2
一　3　一　一

「国会」は最近の年に，「帝国議会」や薪貴族院」は当然古いところに出てくる。

肇．274　軍

軍

軍隊

陸軍

海軍

自衛隊

騒本軍

米軍

軍部

新しさ

　1．57

－O．50

　2．00

－1．OO

　4．33

　1．55

　3．67

　0．oo

戦前戦後　　　06

5
7
3
3
3
1
6
3

　
　
　
　
　
1

2
9
3
3
0
0
0
5

2

16　26　36

一　一　2

6　－　3

一　一　3

　　　　1

ρ
Q
1
2

5

1
1
　つ
0
1

6
り
0
9
自

4

1

0
1
9
會

1

腐
）
－
1

7

扇状隊」「米軍」が戦後におおく，「日本軍」が1946年にめだつのは当然である。

1．280　同盟・団体

期体

政党

党

野党

無産政党

政友会

盗民鯉

口会党

共産党

中共

組合

労働組合

新しさ

一6．00

　0．25

　2．57

　4．33

－1．67

－O．67

　5．00

　2．69

　3．63

　3．00

　1．89

　1．50

戦薗戦後

7
1
2
0
3
埃
0
1
1
0
3
0

　
1 1
3
2
3
0
2
2
2
5
6
6
4

　
1
1
　
　
　
　
　
　
　

1
1

65

1
3
1
　
玉
1
4
5
4
1
1

ρ
O
1
7
3
湘

4

！
　

4
4
1
2
3

63

3

2
9
D

1
　

9
自

62

4
「

1

1

61

2
2
－
　
　
1

ご
り
7
2

0

政党関係のことばは一一般に戦後の部分におおくあらわれる。

1．　3000　心

　　　　　　　　　　　　　新しさ

心　　　　　　　　　　　　　　　　　一2。05

｝戴百行　彗災系麦　　　　06　　16　　26　　36　　46

　44　19　15　14　ll　4　6

66 67

5
2

－
り
乙
〔
」
「
－

56　66　76

2　3　8
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　精神

　気

　　1．　3eO1

30◎3

じ
動
象
・

感
感
印
1

馬鹿

1．　30e4

きもち

こころもち

心地

感情

気分

1．　3e12

満足

不満

不安

遺憾

茎．3020

愛

恋

恋愛

人情

L　3041

名誉

藤麩

自イ言

主体性

自主性

1．　3e42

のぞみ

希望

期待

1．　3e44

度
省

態
反

誌

　　　　　　一〇．24

　　　　　　一一〇．18

感覚

　　　　　　新しさ

　　　　　　　O．14

　　　　　　－O．20

　　　　　　　3．22

性惜

　　　　　　新しさ

　　　　　　一2．33

感情・気分

　　　　　　新しさ

　　　　　　　O．70

　　　　　　－5．25

　　　　　　－3．00

　　　　　　－2．55

　　　　　　　0．20

安心・焦燥・満足

　　　　　　新しさ

　　　　　　一2．33

　　　　　　　0．33

　　　　　　　1．00

　　　　　　－2．38

9　12

50　33

戦前戦後

　7　　7

　3　　2

　2　　7

33216－519　8　13　20　2　15　6　IO

06　16　26　36　46　56　66　76

1　一　5　1　1　4　1　1

一一一 R2一一一
一　　一　　一　　2　　1　　2　　2　　2

戦前　戦手麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　72　12132一一一
戦前戦後

　16　11

　8　　0

　4　　1

　16　6
　3　　2

戦前戦後

　6　　3

　5　　4

　7　　6

　10　3

鮒人感情（好悪など1

　　　　　薪しさ　戦前戦後

　　　　　　一1．60　7　3
　　　　　　一一2．67　9　3

　　　　　　－3．29　5　2

　　　　　　－2．00　3　1

自信・名轡・勇気など

　　　　　新しさ

　　　　　　一5．50

　　　　　　－3．40

　　　　　　3．89

　　　　　　4．00

　　　　　　2．33

欲望・期待など

　　　　　新しさ

　　　　　　一5．00

　　　　　　－O．11

　　　　　　3．00

態度・反省など

　　　　　親しさ

　　　　　　O．39

　　　　　　3．00

戦前戦後

　4　　0

　4　　1

　1　　8

　0　　4

　0　　3

戦前戦後

　5　　0

　7　ll
　3　ll

戦前戦後

　13　20

　0　　6

06　16　26　36　46　56　66

一　一一　8　8　1　3　4

2　5　1　一　一　一　一

ユ　2　　－　1　　－　1　－

4　5　5　2　4　　－　2

一　1　2　一　一　一　1

4
U
3

7

1

06　16　26　36　46　56　66　76

231一一21一一　1　3　1　一　2　1　1

－223－213
3－522－1一

06　16　26　36　46　56　66　76

3　　1　　1　　2　　1　　一　　一　　2

27一一一1－2
4一一1－2一一
1一一21一　一一　一

ρ
0
欄

7

¶
2
1
一

6
一

6

一
9
自
1
1

ρ
0
㎜

5

「
4
1
一

武
）
一
－
一
1
9
9

4

ρ
D
「
－
1
一

3

か
D
一
1
一

2
ρ
0
う
Q
一

1

武
）
1
2
一

G

06　16　26　36　46　56　66　76

1　3　1　一　一　一　一　一

一2329－2一一　1　1　1　3　1　2　5

06　16　26　36　46　56　66　76

32357841
一　一　一　一　2　3　一　1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．体の類111

　　趣味　　　　 一6．56　90　8－1一一一一一
　　1．3045　癒志

　　　　　　　　　　　　　　　新」しさ　　戦前戦後：　06　16　26　36　46　56　66　76
　　意：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．50　　　　　　6　　　　6　　　　　3　　　2　　　1　　　－　　　1　　　5　　　一　　　一

　　つもり　　　　　　　　　　　　 一1．21　　　14　　5　　　1　4　 5　4　 －　3　 －　2

　　意志　　　　　　　　　　　　一1。47　　11　6　　4　2　1　4　2　1　3　一

　　自lji　　　　　　－0．03　1518　43537443
　「つもり」は，19！6年の1例をのぞき，すべて「……つもりだ（つもりらしい）」のように，述

語的につかわれている。

　「自臨」が形容動詞としてつかわれた例は，つぎのとおり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　　　〈ヲ杉容重trj言li］＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　3　　　1　　　2　　　3　　　4　　　2　　　1

　　1．3◎46誠・徳・義・信・恩など

　　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

罪

貴任

L　3047

宗教

信仰

書．3060

意兇

興味

1．　3e61

思い

かんがえ

かんがえかた

思想

1．　3062

関心

認識

L　3066

理想

想像

決：意

1．　3e67

決定

予定

　　　　　　一・2．17　8　4

　　　　　　0．29　5　12

儒書・宗教

　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　一〇．17　6　6

　　　　　　－2．27　6　5

知・知識・憲見など

　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　O．60　14　21

　　　　　　0．13　9　7

思考・感想。疑い

　　　　　薪しさ　戦前戦後

　　　　　　一〇．54　6　7

　　　　　　0．36　10　12

　　　　　　4．25　1　15
　　　　　　0．43　　　　　ユ0　　　11

注恵・認識・了解

　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　5．00　1　13

　　　　　　4．00　O　6

想像・推測・判断・決心など

　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　一〇．80　5　5

　　　　　　－5．00　7　0

　　　　　　4．33　1　5

解決・決定・きまり

　　　　　薪しさ　　戦前戦後

　　　　　　1．60　3　7
　　　　　　3．00　O　6

322121－131－1543－
06　16　26　36　46　56　66　76

12122211
3　1　1　1　5　一　一　一

〇6　16　26　36　46　56　66　76

3　4　5　2　4　7　8　2

2322－133
06　16　26　36　46　56　66　76

32－1222135　一一　2－381
一一

@一一1325532　一一　53－71

06　16　26　36　46　56　66　76

一　一一　一11237
一一@一一　一一　114－

06　16　26　36　46　56　66　76

1　1　3　一　3　一　2　一

232一一一一一
一一一 P－122

06　16　26　36　46　56　66　76

1－112i31一一一一 R1！！
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　1．3070　意味・問題・趣旨・大綱など

意味

意義

問題

大問題

わけ（訳）

新しさ　戦前戦後

　O．71　23　32

－1．86　9　5
　2．01　39　109

－5．80　5　0
　1．73　29　61

06　16　26　36

3　7　6　7
2　2　4　1
8　7　ll　13

3　1　1　一

2　10　9　8

46　56　66　76

11　5　9　7
3　1　1　一
21　34　33　21

1Q　15　26　10

　「わけ」は，最近，「……わけだ（わけか）」のように，述語として文末につかわれることがお

おい。これと，その他のばあいとを区別すると，つぎのようになる。（後＃には，ひろい意味では述

語的であるが，「……わけはない」「……わけにはいかない」などもふくめた。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
〈述語〉

〈その他＞

1．　3072

理

論理

あやまり（誤）

まちがい

誤謬

遷．3074

科学

学問

哲学

社会科学

1．　3075

説

世論

輿論

1．　3e80

論理・うそ・誤り・訂正など

新しさ　戦前戦後

一4．43　6　1
　3．80　O　5
－1．13　IO　5

　2．33　1　5
－3．00　6　1

学問・学科

　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　一〇．88　9　7

　　　　　　－2．43　5　2

　　　　　　0．88　7　9
　　　　　　4．00　1　3

．説・論

　　　　　薪しさ　戦前戦後

　　　　　　一一3．09　18　4

　　　　　　5．40　O　5
　　　　　　－4．20　4　1

原理・規劉・主義など

原理

原則

法

法律

主義

主張

民主主義

民本主義

資本主義

社会主義

マルクス主義

マルクス・レーニン主義

プラグマティズム

軍国主義

薪しさ

　1．80

　1．73

－4．50

－1．57

－3．67

－O．40

　2．00

一一 Z．33

　0．80

　0．71

　5．40

　5．00

一一 Q．33

－2．00

戦前戦後

1
5
7
3
8
5
0
1
4
3
0
0
2
2

　
　
　
1

1　2　3　6　7　ll　21　10

1862345一
06　16　26　36

3　1　2　一．

2　1　5　2
－　　1　　一　一一

2　1　2　　1

06　16　26　36
一・@4　　1　4
1　3　1　一

3　－　2　2
一　　一　　一　　1

06　16　26　36

6　5　5　2

1　3　一　一

46　56　66　76

1　一　一　一

2　　－　2　1

－　3　2　　－

1　2　1　1
一　　一　　1　一・

46　56　66　76

6　一　一　1

一　！　1　一

1　1　5　2
一　一　2　1

46　56　66　76

－　2　2　　一

一　2　－　3

1　一一　一　一

霞
）
1
2

7

2

2
　
　
1
1
3
1

66

り
Q
　
2

2
1

65

曽
3
1
6
乙
り
0
　
2
q
δ

1

6
3
1
1
1
　
3
3
2
3
5
1

4
　
　
　
　
　
　
　1

1
9
臼

ρ
O
1
2
一

3

1
2
2

6
一
3
1
4
1
2
一
1
2
【

2

1



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．体の類113

　　ファンスム　　　　　　　　　　O、60　　　3　　2　　一　一　一　3　－　2　一　一

　ラ憲法　　　　 一1．00　53　1112－3一一
　新憲浸ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．50　　　　　　0　　　　4　　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　3　　　一　　　一　　　1

　「主義」の単独用法がへっていること，下主主義」の用例が1946年に圧倒酌におおいこと，

などが注目される。

　　1．308肇　方法

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
　プヲ法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0，50　　　　　11　　　17　　　　　1　　　3　　　4　　　3　　　7　　　6　　　1　　　3

　f士プi　　　　　　O．86　410　12－15212
　　やりかた　　　　　　　　　　　一・3．00　　　3　　1　　1　1　1　一　一　1　一　一

　　1．3082　舗度・慣例

　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　戦前戦後　　06　16

制度　　　　　　　　　　　　一3．77　　／1　2　　4　4

天皇制　　　　　　　　　　　　3．22　　0　　9　　一　一
壷す建｝繕」度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2．33　　　　　　3　　　　0　　　　　一　　　一

資本主義制度　　　　　　　　一LOO　　l　1　　一　一
家族＃i－lj度　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3．00　　　　　2　　　2　　　　2　　　－

1．3083　見当・準備

　　　　　　　　　　　　　薪しさ

仕度　　　　　　　　　　　　L67

ねらい　　　　　　　　　　　　　5．00

みとおし　　　　　　　　　3．00

準備　　　　　　　　　　　　2．45
月1｝震三：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．44

1唇　3◎84　叢ナ画・案

計画

政策

平門政策

対支政策

経済政策

外交政策

1．31◎肇　誉語

　
　
　
ん

ぎ
　
　
　
甘
丁
　
　
　
　
五
“

ほ
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
を
ら
ロ

と
語
一
　
脚
本
語

￥
｝
営
q
早
口
瓢
韻
四
田
門
口
英

新しさ

　O．86

　2．47

－3．00

－3．00

　6．00

　4．33

薪しさ

　2．48

－O．33

－4．64

－5．15

　1．33

－1．33

　4．60

26　36　46　56　66　76

2　1　1　一　1　一

一　一　5　1　－　3

2　　1　一　一　一　一

1　－　1　一　一　一・

一　一　2　一　一　一

戦前戦後　　06　16　26　3646

　1　　2　一・　一　1　－　1

　0　　5　一　一　一　一　一

　〇　　4　一　一　一　一　1

　2　　9　一　1　－　1　3
　6　　3　2　2　－　2　一

戦前戦後

0
6
A
U
（
）
荏
り
Q

1
1

4
り
0
2
2
0
（
U

戦箭戦後

5
り
O
Q
U
1
2
2
0

1
　
　
　
　
1

7
3
ワ
編
2
4
丞
五
5

4

56　66　76

一　一　1

1　3　　1

2　1　一

2　2　2
2　一　1

06　16　26　36　46　56　66　76

2一一25221一一 R－6343－　1　－　1

－　1　－　1

　　　　　　　　　1　一　3

　　　　　　　　　1　2　一

ハ
◎
り
D
2

5
1

1
1

ハ
◎
Q
》
朧
1
1

4

3
1

ρ
◎
4
1
憎

3
4
U
ρ
0

2

1
1

6
4
一

1

1

6
i
2
7
0
2
2
一

〇
　
　
　
　
－

「言」や「語」はふるく，「ことば」はあたらしい。「英語」は戦後にふえた。

璽．31◎2　名

　　　　　　　　　　　　　薪しさ

名　　　　　　　　　　　　　一〇。67

なまえ　　　　　　　　　　　　2．71

戦箭戦後　　06　16　26　3646　5666

　23　13　6458152
　59　一221　一・　12

6
5
1
一
朧
1
一
2

7
1

ρ
0
5
£
U

7
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　1犀3肇11

句

1．　3“3

字（じ）

文字

1．3茎22

手紙

電話

L　31　23

広告

宣伝

ニュース

放送

1．　3130

話

1．3茎33

議論

1．　3134

批判

自己批判

批評

非難

1．　3135

演説

琶論

L　31　40

声明

1．　3141

報告

1．　3142

　
判

嘩
評

誌

文法

　　　　　　新しさ

　　　　　　一4．00

文字

　　　　　　薪しさ

　　　　　　O．20

　　　　　　－O．60

通信

　　　　　　薪しさ

　　　　　　o．oo

　　　　　　O．84

伝達・報知

　　　　　　新しさ

　　　　　　一5．13

　　　　　　3．50

　　　　　　5．50

　　　　　　3．50

言舌

　　　　　　新しさ

　　　　　　O．86

会議・論議

　　　　　　薪しさ

　　　　　　一1．18

批評・弁解

　　　　　　薪しさ

　　　　　　O．89

　　　　　　3．40

　　　　　　－O．25

　　　　　　　1．25

言論

　　　　　　新しさ

　　　　　　．？．．56

　　　　　　2．50

宣言・発表

　　　　　　新しさ

　　　　　　　1．OO

報告・申告

　　　　　　新しさ

　　　　　　一2．50

うわさ・評判

　　　　　　薪しさ

　　　　　　一一2．00

　　　　　　　1．00

戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　40　llll一一一一

戦前戦後：　06　16　26

　3　2　1　1　一一

　8　　7　3　1　3

戦前戦後　　06　16　26

　7　　5　一　3　2

　11　14　2　6　3

i奨蛇前　li…埴？麦　　　 06　　16　　26

　15　O　2　12　1
　1　　3　一　一　1
　0　　4　一　一　一

　〇　　4　一　一　一

36　46　56　66　76

1　一　一　一　2

1　2　2　1　2

36　46　56　66　76

2　－　3　－　2

－　1　－　9　4

36　46　56　66　76

一　一　1　－　2

一　一　1　1　2

一　1　1　2　一

戦前　辱幾｛麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　27　31　3　　　7　　　8　　　9　　　4　　　9　　　9　　　9

戦鳶誓　戦後　　　 06　　王6　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　6　5　31113一一2

戦前戦後

　6　12
　1　　4

　4　　4

　2　　6

06　16　26

2　2　一

一　一　1

1　1　1
1　1　一

戦前戦後　　06　！6　26

　2　　7　l　l　－
　1　　3　一　一　一

36　46　56　66　76

2　4　4　1　3
一　一　2　－　2

1　一　3　1　一

一　一　5　－　1

36　46　56　66　76

一　一　2　3　2

1　一　2　1　一

戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　33　一一一3111一

戦前戦後　　06　16　263646　5666　76

　6　　2　3　－　2　1　1　一　一　1

戦前戦後　　06　16　26

　5　　1　1　1　2
　4　　4　一　一　3

36　46　56　66　76

1　一　一　一　1

1　－　2　1　1



1．体の類l15

L　31　54

06望3

　
　
　
顧

　
緊
一文

文
－

本（book）

書物

書籍

L　31　61

マスコミ

薪聞

雑誌

週刊誌

中央公論

文章

　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　一3．33　4　2
　　　　　－1．67　6　3

文献・図説

　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　O．37　9　10

　　　　　－2．43　5　2
　　　　　－2．14　4　3

教科轡・古典・集・新聞雑誌

　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　6．50　O　4
　　　　　　2．91　4　18
　　　　　　3．33　2　10

　　　　　　6．00　O　2
　　　　　一・1．74　12　7

06　16　26　36　46　56　66　76

3　1　一　一　一　2　一　一

3！－2－2－1

06　16　26　36　46　56　66　76

2133－64－3　一　1　1　1　一　一　1

21－1　2．　1一一

06　16　26　36　46　56　66　76

一一一一一一 ?３
1　一・　211692
1一一！－433
一　一・　一 @　一　　一　　一　　1　　1

2　9　1　一　1　3　1　2

マスコミ関係のこと自体が話題にのぼるのは，ちかごろの傾向である。

　1．　320　禽ti｛GE。著述

　　　　　　　　　　　　凝しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46
作

作品

1．　321

術
学
芸
　
　
歌
句
説
語
録

芸
文
文
詩
歌
和
甲
羅
物
記

芸術・文芸

一・
@Jr　．67

2．24

薪しさ

一2．06

　0．64

－6．33

－3．88

一一 Q．83

－6．00

　3．00

－O．08

－e．14

　2．67

　　　　　　　　　　　　56

6　0　323一　一一　一

8　13　一12512

戦前戦後

13　4
11　17
6　　0

15　1
10　2
4　　0

2　　2

14　12
4　　3

2　　4

66　76

7　3

06　16　26　36　46　56　66

2　2　6　3　1　3　－
4　－　4　3　3　8　4
5　一　1　一

5　2　7　1　一　一　1

3　1　3　3　！　1　一・

3　－　1　一・

一　一　一　2

5　1　4　4　－　6　3
1　2　一　／　一　一　2

－　1　－　1　－　1　1

瓜
U
「
2

7

9
山
3
玉
2文学関係のことばは，へっているようだが，1906年をのぞくと，それほどでもない。

1．322　美術

　　　　　　　　　　　　薪しさ

絵　　　　　　　　　　　　　0．20
2…｝：婁導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2。33

1算　3231　音楽（演目蕃）

　　　　　　　　　　　　新しさ

音楽　　　　　　　　　　　1．40

1．324　演麟・映画

　　　　　　　　　　　　新しさ
演劇　　　　　　　　　　　　　　3．50

芝｝晋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一〇．09

）轡と前　戦ぞ麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　64　1－32－2　一一　2
　2　4　一一一2－3－1

戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　23　1一一1－lll
彗災前　蛙幾手麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　1　　3　一　　一　　一　　l　　l　　一　　一　　2

　5　6　一32－31　一一　2
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　映画

　活動写真

　　董．330

歴史

伝統

文化

文明

1．　331

人生

運命

幸福

さいわい

しあわせ

不幸

難儀

苦難

　誌

　　　　　　　　1．60

　　　　　　　　5．00

文化・歴史；風俗

　　　　　　　新しさ

　　　　　　　　］．41

　　　　　　　　3．50

　　　　　　　　2．06

　　　　　　　－O．82

0　人生・禍裾

　　　　　　　新しさ

　　　　　　　一2．88

　　　　　　　　0．25

　　　　　　　　0．17

　　　　　　　－1．55

　　　　　　　一一2．00

　　　　　　　　0．33

　　　　　　　－4．33

　　　　　　　　1．67

5　　5

0　　2

戦前戦後

　］1　23

　1　　7

　3　14
　5　　6

戦前戦後

25　9
5　　3

6　　6

8　　3

3　　1

3　　3

3　　0

0　　3

一　一　一　5　一　3　1　1

一　一　一　一　一　1　一　1

06　16　26　36　46

2　3　3　3　4
一　一　一　1　1

一　一　1　2　6

3　1　1　一　一

06　16　26　36

15　2　6　2
－　1　2　2
1　4　一・　1

3　1　1　3
1　1　1　一
一　一　3　一

一　2　1　一

ρ
0
4
1
1
幽

7

£
）
貞
U
g
Q
3
1

6

ρ
Q
9
2
丞
ゐ
5

5

6
4
1
3
1
㎜
1
　
1

5

6
㎜
一
　
一
一
亙
一
2

4

ヂさいわい」は，おおく副詞的である。（「さいわいに（も）」をふくむ。＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46
〈謝詞的＞

1．　332 勤務・労働

労1動

ひま

いとま

1、　3330　生活

生酒

1．

晶
系
　
割

義
任
役
役

340◎　義務

薪しさ

　o．oe

－1．00

－3．．？．5

戦前戦後

　3　　5

　3　　3

　6　　2

ユ　ユ　2

06　16　26　36　46

3　一　一　一　1

1　1　1　一　2
4　　－　1　ユ　1

ρ
0
一
－
り
0
1
1
1

7

56　66　76

1　1　1

56　66　76

2　－　2

一　一　1

－　1　一

覇ししさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

－1．18　29　16　7　　8　　6　　8　　5　　4　　2　　5

新しさ

一1．22

　0．75

－1．80

　3．53

戦前戦後

　7　　2

　2　　6

　6　　4

　1　i4

儀務」がへって，「役翻がふえたようである。

1．　3401　権利

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後

権利

権力

政権

1．

資格

34肇　身上

1．46

－O．14

－O．40

8
3
「
D

5
導
5

06　16　26　36　46

1　1　1　娃　　1

1　一　1　一　4

3　ユ　1　1　2
一　一　1　一　4

06　16　26　36　46

1　一　3　1　2
－　2　　1　1　一・

一一@3　2　－　2

56　66　76

一　一　1

－　1　1

1　－　1

3　3　4

56　66　76

－　4　　2

1　2　一

l　l　l

款しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

－3．29　6　1　2　　　1　　　1　　　2　　　1　　　一　　　一　　　一



1．体の類117

屡．3420

人格

茎．3421

技術

教養

才能

手腕

董．3422

権威

人気

魅力

1顧

人柄

　　　　　回しさ　　戦前戦後

　　　　　　一1．67　5　7

才能

　　　　　疑しさ　　戦前戦後

　　　　　　i．OO　1　4
　　　　　　1．00　3　2
　　　　　　0．33　2　4
　　　　　　－6．00　4　O

威厳・行儀・人望など

　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　一一〇．ll　5　4

　　　　　　1．00　4　3
　　　　　　4．00　O　4

343　行為

行動

行為

L　344

犯罪

1．　347

実行・犯罪

成：功・失数

りわ交0053

功
敗
・

成
失
1

外交

1．　3531

交渉

相談

L　3550

平和

肇．3551

競争

たたかい

闘争・

戦争

満洲芽凶変

交渉・依頼

平和

競争・戦争

楽弄しさ　　｝縫製∫尊幾毒麦

　O．22　8　10
　1．83　3　9

06　16　26　36　46　56　66　76

3ユー17一一一

06　16　26　36　46　56　66　76

1　　一　　一　一一　2　一一　2　　一

一　一　一　3　一　1　1　一

2　一　一　一　1　一　3　一

2　2　一　一　一　一　一　一

e6　16　26　36　46　56　66　76

1　　ユ　　2　　1　　1　　－　　2　　！

一　一・　一41－2一
一　一一　一 @　一　　l　　l　　l　　！

06　16　26　36　46　56　66　76

－332343－1　1　1　一　1　4　2　2

新しさ　　戦前長船後　　06　16　26　36　46　56　66　76

－2．75　5　3　4－1－2一一1

碧テしさ　　i船型∫lj｛k’fft

－3．83　9　3
－3．67　3　O

06　16　26　36　46　56　66　76

8　　一　一一　1　　1　　！　一一　1

1　一　1　1　一　一　一　一

新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

－2．60　7　3　4　　　2　　　－　　　1　　　－　　　1　　　2　一一

薪しさ　　1戦前戦後

一一Z．43　4　3
　0．OO　3　3

06　16　26　36　46　56　66　76

11ユ1－2－11　　－　　1　　1　　1　　1　　－　　1

晒しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　0．OO　6　6　一4－2123一

新しさ

一〇．78

　3．67

　1．40

　1．61

　1．40

i戦前辱幾手麦

　5　　4

　1　14
　3　　7

　9　37
　1　　4

ρ
U
－
一
一
2

0 61

2

6
3

2

Q
J
1

36　46

1　2
！　3

－　2

4　16

1　2

ρ
0
1
〔
」
9
0
1
2

5
　
　
　
　
1

「たたかい」は，あたらしい。「戦争」は1946年をピークに，へってきた。

66

1
2
1
7

67

4
1
3
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1．35フ　勝敗

利
子

券
女

甘
阿
飛

1．358　軍事

軍備

再軍備

侵略

国防

1．　36e

政治

政党政治

議会政治

世界政治

行致

新しさ

一1．60

　2．14

　　　　　　回しさ

　　　　　　　一1．OO

　　　　　　　3．50

　　　　　　　4．33

　　　　　　　－2．eo

支配・政治・革命

　　　　　　新しさ

　　　　　　　2．16

　　　　　　　一一3．00

　　　　　　　1．00

　　　　　　　4．33

　　　　　　　3．00

戦前戦後　　06　16　26　36

　6　　4　3　2　1　－
　0　　7　一一　一

戦前戦後　　06

　1　　1　　　－

　0　　4

　0　　3

　5　　1

戦前戦後

9　41

4　　1

1　　1

0　　3

1　　4

16　26

1　一

3

06　16　26

1　3　2
－　2　2

1

46　56　66　76

1　1　一　2
3　4　一　一．

36　46

2

56　66　76

1　一　一

3　1

1　2
－　1

36　46　56

3　14　IO

－　1　－

1　－　1

一　一　1

　　　　1

66　76

12　5

2　－

2　1

1．3640　教育

教育

1．　365　救護。世言養

話
介

世
厄

1．366　講求

求
二
二

要
二
二

新しさ　戦前戦後　　0616263646566676
一・

P．31　7　6　142－231　一・

薪しさ

　O．64

－O．33

新しさ

一2．14

　3．50

　3．50

戦角lf　戦そ麦　　　　06　　16　　26

　6　　5　1　1　3
　3　　3　l　l　一

彗…尼前　繭と至麦　　　 06　　16

　8　　6　6　1
　0　　4　一　一

　1　　3

36　46　56　66　76

1　一　一　3　2

1　1　1　－　1

26　36

1　－

　　1

46　56　66　76

1　3　2　－

1　2　一　1

一　1　1　1

1．3710　経済・収支

経済

B本経済

1、3721　資本・金銭

　
銭
　
金
本

金
金
銭
資
資

1．　373

植
格
段

価
価
値

薪しさ

　2．88

　3．50

新しさ

　O．57

－3．67

－3．67

　0．33

　0．09

個値・価格・費用

　　　　　　解しさ

　　　　　　　一4．25

　　　　　　　1．50

　　　　　　　一一1．OO

戦前戦後　　06　16　26

　1　16　一　一　一
　〇　　4

戦前戦後

2
つ
σ
り
0
3
5

1

1
0
0
3
6

1

戦前戦後

　13　3
　1　　3

　1　　1

36　46　56　66　76

1　6　3　7　一
一　2　一　1　1

腐
U
1
1

3

3

ρ
◎
8
1
2
1
1

2

段
U
2
一
－
り
乙
一

1

ρ
U
1
1
　

0

1

06　16

10　1

1　一

26　36

2　－

1

46

1
4

£
U
門
D

5

1

66

1
魔
）
5

7

9
自
－

46　56　66　76

1　－　l　l

l　－　l　i
l　一　　一　一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L体の類119

定イ涌　　　　　　一4．47　15　0　47－4一一一一
　1．　375　妻員辛辱

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
不目竃彗ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2．67　　　　　10　　　　2　　　　3　　　3　　　3　　　1　　　一　　　一　　　一　　　2

損失　　　　　　　　　　　　　1．80　　　1　4　　一　一　1　－　2　－　2　－

　1．378　黛借

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

借款　　　　　　　　　　　　一3．00　　5　0　　－　1　3　1　一　一　一　一

賠償　　　　　　　　　　　　　　2．00　　　0　　2　　一　一　一　一　1　1　一　一

　肇．379　貧富

　　　　　　　　　　　　　寂しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

繁栄　　　　　1．00　13　1一一一1－2一
不況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．57　　　　0　　　7　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　5　　2

恐慌　　　　 0．00　13　－！一一21一一
「不況」が戦前にないのは，やや意外である。

　1．380◎　仕事：

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　6676

事鑑業　　　　 一4．56　81　5－3一一1一一
　1．3801　業
　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦薗戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

工業　　　　　　　　　　　　一3，00　　3　　1　　2　一　一　／　－　1　一　一
農業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．50　　　　　　2　　　　6　　　　　一　　　一　　　2　　　－　　　2　　　2　　　2　　　－

　1．3802　産業・生産

　　　　　　　　　　　　　菊雷しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
生薙…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．64　　　　　5　　　　6　　　　1　　　－　　　3　　　1　　　2　　　1　　　1　　　2

産業　　　　　　　　　　　　　一〇．20　　　5　　5　　一　一　5　－　2　2　1　一
盃≧業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5。29　　　　　　0　　　　7　　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　－　　　3　　　3

大企業’　　　　　　　　　　　5．00　　　0　　3　　一　一　一　一　一　l　i　i

「企業」は，ことばとして薪しいのか，とりあげられるようになったのか。

　1．　3822　ニヒ木

　　　　　　　　　　　　　面しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　．56　66　76
群］多巻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．80　　　　　0　　　　5　　　　一　　　一　　　一　　　一・　　一　　　l　　　l　　　3

建設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3．67　　　　1　　　5　　　　一　　一　　1　　－　　1　　－　　2　　2

これらは，ともに，薪しいところにおおい。

　τ．411　紙

　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　戦’前戦後　　　06　16　26　36　46　56　66　76

新聞紙　　　　　　　　　　一3．33　　6　0　　1　1　2　2　一　一　一　一

　1、　421　衣羅展

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

着物　　　　　　　　　　　　一2．25　　6　　2　　－　4　－　2　1　1　一　一
？羊月浸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．40　　　　　3　　　　2　　　　1　　　一　　　一　　　2　　　2　　　一　　　一　　　一
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　　1．431　飯・そば・パン・汁など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　0616263646566676
　飯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3．00　　　　　3　　　1　　　　1　　　1　　　1　　　一　　　一　　　1　　　一　　　一

　　1．4320　米・糠・小麦粉など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　1．4321　乾物・演物・煮物など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　漬物　　　　　　　　　　　　　一6．33　　　3　　0　　2　1　一　一　一　一　一　一

　　肇．4323　さかな・鰹節・肉

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　0616263646566676

　　肉3．8014－1一一一1－3　このくらいの数字では，どうせ，はっきりはいえないが，「漬物」と「肉」が逆転しているのは，

おもしろい。

　　1．435　飲料・たばこ

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
　2酉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．88　　　　　8　　　　8　　　　　一　　　一　　　1　　　7　　　1　　　2　　　1　　　4

　　ビール　　　　　　　　　　　　一3。00　　　4　　2　　3　1　一　一　1　一　一　1

　　タノx“コ　　　　　　　　　　　　　一L50　　　5　　3　　　－　　1　4　　－　2　　1　　一　　一

　茶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．33　　　　　4　　　　2　　　　　1　　　－　　　2　　　1　　　－　　　2　　　一　　　一

　　1．443　へや・廊下・床など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　へや　　　　　　　　　　　　1．36　　4　7　　一　一　4　－　3　－　2　2

　廊下　　　　　　一1。75　7　1　－1241一一一
　　1．444　麗根・柱・壁・天井など

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　壁1。4023－2一一一一21　　窓　　　　　一1，00　32　1－ll－2一一
　　茎．445　棚・戸棚・台・壇など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　舞台　　　　　　　　　　　　1．14　　6　8　　1　1　3　1　－　4　1　3

　　董．447　家異

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　載前戦後　　06　16　263646　56　6676
　椅子　　　　　　　　　　　　一3．00　　8　1　　－　5　1　2　－　1　一　一
　机　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一〇．60　　　　　3　　　　2　　　　　一　　　一　　　2　　　1　　　1　　　1　　　一　　　一

　食車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．67　　　　　1　　　5　　　　　一　　　一　　　1　　　－　　　2　　　1　　　－　　　2

　　1．453　文具

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　筆　　　　　一2．27　92　2241一一11
　　ペン　　　　　　　　　　一4．33　　3　0　　1　1　－　1　一　一　一　一

　この辺のいくつかの語は，実際には，比ゆ的抽象的な意味でつかわれることがおおい。具体的

なものをあらわす用法の数をあげる。



台
子
　
　
ン

舞
椅
筆
ぺ

器
器
爆

雷
兵
原

L

窟板

勲章

1．

械

機
1
車

4551　武罷

458　標識

463　機械

465　乗り物（陸上）

自動華

道
車

鉄
鎌

新しさ

　1．50

　3．50

　4．00

新しさ

　O．60

－O．67

戦前戦後

　3　　5

　0　　4

　0　　2

戦前戦後

　1　　4

　3　　3

06　16　26　36　46　56

一　一　3　一　一　4
・・@4　　1　2　一　ユ

ー　一　ユ　一　一　一

一　1　一　一　一　一

　1．体の類121

66　76

一一@2

06　16　26　36　46　56　66　76

1－11　一・　14　一一
一　　一　　一　　一　　ユ　　2　　－　　1

一　　一　一・　一一　一　　1　　1　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

1　一・　一　　一　　3　　一　　一　　1

1　一　1　1　1　2　一　一

新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

－3．67　5　1　2　　　1　　2　　　一　　　一　　　1　　　一　　　一

新しさ

　3．36

　0．60

－3．80

－2．33

戦前戦後

　1　10
　5　　5

　5　　0

　2　　1

r車」は，大部分〈自動車〉の意味である。

自動車

1．　466

舟

1．　470

庭

公園

1．　471

道

乗り物（海上）

　　　　　　癒しさ

　　　　　　　O．89

地類（土地利用）

　　　　　　新しさ

　　　　　　一3．00

　　　　　　　1．50

道路・橋

　　　　　　新しさ

　　　　　　一〇．05

06　16　26　36　46　56　66　76
一・@一　　一　　1　　1　　6　　1　　2

一　1　1　3　一　4　1　一

2　一　1　2　一　一　一　一
一　　ユ　　1　　－　　1　　一　　一　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

一　一・　一一 P512
難幾鳶倉　露訳土嚢　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　8　IO　2312－343

戦前戦後

　6　　1

　1　　3

06　16　26　36　46　56　66　76

3　一　2　1　一　一　一　1
－　　1　一・　一　　1　　1　　－　　1

彗幾勇奪　戦？麦　　　 06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　18　20　81368174
「道」は，抽象的な意味がおおく，具体的な，実際の道をあらわすことは，すくない。

　〈具体〉

董．502　色

色

白

黒

新しさ

一〇．33

　6．00

　1．00

戦前戦後

　IO　8
　0　　4

　1　　1

06　16　26　36　46　56　66　76

311　一一　2－22

06　16　26　36　46　56　66　76

24312114
一　一　一　一　一　1　一　3
一　　一　　一　　1　　－　　1　　一　　一
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　みどり　　　　　　　　　　3．00　　2　6　　1　－　1　－　1　－　1　4

　　璽．503　音

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　音（おと）　　　　　一1．30　13　7　4432－322
　音（2Q）　　　　　一5．00　5　0　隻3ユー一一一一
　　1．504　におい

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後：　06　16　26　36　46　56　66　76

　におい　　　　　　　　　　　O．14　　　4　　3　　1　－　2　1　1　一　一　2
　カ｝おり　　　　　　　　　　　　　 0．00　　　1　　1　　　1　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 1

　　1．5◎5　味

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　味　　　　　一1．00　31　1一一2一一1一
　　董．51◎　自然・物体・物質

　　　　　　　　　　　　　　i新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
　自然　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．00　　　　28　　　18　　　　10　　　6　　　7　　　5　　　4　　　4　　　3　　　7

　「自然」は，natureをあらわすよりも，「自然（に）」の形で，副詞的につかわれる方がおおい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　＜嘉目言司白勺＞　　　　　　　　　 85243323
　　凄、51凄0　化学成分

　　　　　　　　　　　　　　固しさ　　i戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3．89　　　　　16　　　　2　　　　3　　　8　　　3　　　2　　　2　　　一　　　一　　　一

　「金（きん）」は，goldの意味で1906・1946年に各1園でてくるほかは，すべて金額の意味で

ある。

　　1．5111　鉱物

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　i戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
　石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3。00　　　　　5　　　2　　　　1　　　3　　　1　　　－　　　1　　　1　　　一　　　一

　二圭ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2．14　　　　　5　　　2　　　　1　　　2　　　2　　　－　　　1　　　一　　　一　　　1

　煙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3．00　　　　　5　　　　1　　　　1　　　2　　　1　　　1　　　－　　　1　　　一　　　一

　　1．512　空気

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76
　空気　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．25　　　　　4　　　　4　　　　　1　　　3　　　一　　　一　　　1　　　2　　　1　　　－

　　1．5王3　水

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　．戦前戦後　　G6　16　26　3646　5666　76

　湯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一4．14　　　　　6　　　1　　　　1　　　5　　　一　　　一　　　一　　　1　　　一　　　一

　　1．5151　風

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　風（かぜ）　　　　　　　　　一2．00　　8　4　　3　4　－　1　1　－　2　1

　　1．5152　雲

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　0616263646566676

　霧2．20141一一一一13一　雲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一2．00　　　　　6　　　2　　　　2　　　2　　　－　　　2　　　一　　　一　　　2　　　一



1　5153　雨・雪

　　　　　　　　　　　　　新しさ

雨　　　　　　　　　　　　一4．60

　　　　　　　　　　　　　　－3．50

1　5161　火
　　　　　　　　　　　　　新しさ

火　　　　　　　　　　　　一・1．53

1　520　宇宙●空

　　　　　　　　　　　　　新しさ

宇宙　　　　　　　　　　　　一5．67

空　　　　　　　　　　　一1．62

天　　　　　　　　　　　　一2．50

1．521　天体

　　　　　　　　　　　　　新しさ

太陽　　　　　　　　　　　　一〇。60

星　　　　　　　　　　　　一〇．78

1．524　地形・山野

　　　　　　　　　　　　　新しさ

土地　　　　　　　　　　　L60
地（ち〉　　　　　　　　　　　一3。60

山　　　　　　　　　　　　　一1．ll

野　　　　　　　　　　　　一5．50

1． 525　」鷲・湖

　　　　　　　　　　　　　新しさ
ノ［［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2．14

1　526　海・。島

　　　　　　　　　　　　　新しさ

海　　　　　　　　　　　　O．64

島　　　　　　　　　　　一1．57

1　529　景
　　　　　　　　　　　　　　固しさ

景色　　　　　　　　　　　一3．00

光景　　　　　　　　　　一〇．80
∫亜し圭翼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．50

1．　551　植窪窪

　　　　　　　　　　　　　　新しさ

木　　　　　　　　　　　　1．00

草　　　　　　　　　　　一1．57

1　553　枝・葉・花など

　　　　　　　　　　　　　薪しさ

花　　　　　　　　　　　一4．60

葉　　　　　　　　　　　一4．00

L体の類123

i戴前　｝戴率麦　　　 06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　5　　0　　　玉　2　2　　一　一　一

　8　0　2－42一一

弩幾揖愈　葦幾後　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　13　6　4　　 2　　5　　2　　1　　2　　1　　2

彗幾前　：fbl？麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

6　　0　2　4
9　　4　3　2
2　　2　l　l

Ht

l

一

鼎　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　一

3　1　一　3　一

一　2　一

戦前戦後　　06　16　26　3646　56

　41　一一31一一
　54　41一一一一

｝哉前　lj　・de　｛！麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56

7　ユ3　　－

8　　2　　3

11　7　3
4　　0　　3

4

2

3

一

3　－　2　2

2　1　2　－

2　3　－　5
一　1　一　一

だ
U
1
3

766

i

66　76

5　4

2　一

｝浅掩毒　｝itとf（麦　　　 06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　5　2　131　一一　一一　1－1

1tllk前　聾幾手麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56

　4　7　31一一12
　52　12－2－1
戦前戦後　　06　16　26　36　46　56

3　　0　一

7　　3　　2

1　　3　　一

1

1

一

1　1　一　一

1　3　一　一

一　1　1　亙

耳幾箭　奪幾そ麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56

　4・　5　1　－　2　　1　1　1

　5　2　2－12！一

66　76

！　3

1　一

6
備
－
1

7

ρ
り
一
2
滞

6

ρ
0
9
9
1

7

霞
U
1

6

き戴前　戦f麦　　　 06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　14　1　9　一一　23－1

　40　1二111一一
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　　蒙．560

入類

L　561

犬

ねこ

馬

1．　564

魚．

屡．570

からだ

身体

肉体

身

死体

死骸

1、57遷

頭
首
顔
口
露
鼻
葺

誌

動物

　　　　　　新しさ

　　　　　　　一2．00

獣（ほにゅう類〉

　　　　　　新しさ

　　　　　　　一5．00

　　　　　　　－1．00

　　　　　　　－3．77

魚（魚類・円日類）

　　　　　　新しさ

　　　　　　　O．33

からだ

　　　　　　薪しさ

　　　　　　　O．75

　　　　　　　0．oo

　　　　　　　－1．44

　　　　　　　－1．63

　　　　　　　3．00

　　　　　　　－4．50

頭・自轟・顔

　　　　　　回しさ

　　　　　　　一〇．75

　　　　　　　2．40

　　　　　　　0．28

　　　　　　　－2．30

　　　　　　　－O．21

　　　　　　　－2．25

　　　　　　　－1．29

戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　6　6　312－51一一

戦前戦後

　2　　0

　3　　2

　9　　4

06　16　26　36　46　56　66　76

1　一　1　一　一　一　一　一

1　　1　　1　一一　一　　1　一・　1

7　1　1　一　3　一　1　一

…銑前　尊意華麦　　　 06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　42　1－12一一一2

戦前戦後

13　11

2　　2

7　　2

12　7
0　　3

4　　0

戦前戦後

ユ4　10

2　　8

34　30

16　7
46　40
5　　3

13　8

06　16　26　36　46　56　66　76
一一@3372324
1　　一　　一　　1　　－　　I　　l　　－

1　1　1　4　一　2　一　一

4　6　2　－　1　1　3　2
一一

@一@一　一　1　1　1　一
一　3　1　一　一　一　一　一

06　16　26　36　46　56　66　76

－635442一一一 Q一一53－
2　912　ll　8　5　9　8
5　6　5　－　　　　2　ユ　2

13　　ユ3　　10　　10　　　　　i3　　7　　1く茎

3　1　一　1　2　一　一　1

3　5　2　3　3　2　1　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　旧j

　　S　5　7　6　3　1　5　4　7　　目艮　　　　　　　　　　　 86475837
　標本にあらわれたところでは，この2つの表記のあいだに，意味のちがいはないようである。

どちらも，からだの部分としての，また，その機能としてのくめ〉にの両考をわけるのは，むず

かしい）をあらわす。それ以外は，つぎの1例があるだけである。

　○「へえ，もうあてえらい目に会うてな，九州まで往て来ましたんや」（1956－8　298＞

　　1．572腸・胸・背・腹

．
肩
胸
腹
一
腰

新しさ

一〇．40

－O．69

－O．23

　1．25

　0．18

戦前戦後

　6　　4

　7　　6

　8　　5

　3　　5

　7　10

£
り
1
1

7

2
1

6
1
1

6

－
1

だ
0
ワ
臼
2
4

5

4

64

一
2
1
2
4

だ
U
2
1
6
1
2

3

ρ
U
り
4
2
1

2

3

6i

り
0
　
　
り
論

ρ
◎
9
臼
1
1
1

0

2



2．贋の類125

1．

暫

手
足

1

脳
経
・

頭
神
凄

肌

髪

L

●

血
一
唱
酬
†

－

・
τ
亀
￥

業

573　手足・垂黄

　　　　　　　　　　薪しさ

　　　　　　　　　　一1．26

　　　　　　　　　　0．50

574　膜・筋・神経・内臓

　　　　　　　　　　新しさ

　　　　　　　　　　1．OO

　　　　　　　　　　O．50

575　皮・毛髪・羽毛

　　　　　　　　　　新しさ

　　　　　　　　　　一3．00

　　　　　　　　　　－3．50

日前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　31　16　5　　　8　　10　8　　　7　　　3　　　2　　　4

　12　12　6－331146

単蛇心　戦t麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　2　2　一1　一・　1　一一　1－1

　53　一122一一21
｝垂幾角if　戦そ麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　31　2－1一一一1－
　6　2　231　一一　11一一

5フ7　血・乳・涙・汗・尿など

580　生命

いのち

生命

1墨

　
長
　
・

生
成
璽

擬

茗
－

〃

病気

薪しさ

　1．89

－3．27

　1．OO

　　　　　　　　　　新しさ

　　　　　　　　　　一2．20

　　　　　　　　　　1．00

581　生死・生・生育

　　　　　　　　　　新しさ

　　　　　　　　　　1．80

　　　　　　　　　　3．00

582　死
　　　　　　　　　　薪しさ

　　　　　　　　　　一〇，IO

585　病気

　　　　　　　　　　姦しさ

　　　　　　　　　　一一〇．50

戦前戦後

　4　　5

　13　2
　3　　2

06　16　26　36　46　56　66　76

一　2　一　2　一　1　1　3

3　6　1　3　1　一　一　1
一　一　1　2　一一　1　－　1

彗幾前　義幾そ麦　　　 06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　7　3　223　一一　11－1
　4　9　22一一一531

i観前　｝i娩孝麦　　　 06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　2　3　11一一　一一　一一　一3

　17　一一1－3－22

戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　！1　9　34－42124

IEilk前　鳶箏≧蓄麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　75　13211112
2．用の’類（動詞）

2．111　関係

かかわる

関する

属する

対する

もとつく

よる（依）

於く（おいて，おける）

薪しさ

　O．29

－O．05

－1．57

　0．61

－O．44

　0．67

一一 P．43

戦前戦後

　7　10
　18　20

　13　8
　72　116

　9　　9

125　162

237　136
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臼
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Dこのグループのかなりの部分は，後置詞的につかわれる。その度数を次にしめす。



126第4章語誌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16
　「かかわる」

　一一にもかかわらず　　　　　　　　　　　　　　　1　1

　欄する」

　一に関する～　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　～に関して（は）　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　「属する」

　一に属する～　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　f対する3

　一に対する～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

　一一に対し（て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　IO

　「もとつく」

　一にもとつく一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　～にもとづいて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　ただし，つぎのような例は，後置詞にふくめていない。

26　36　46　56　66　76

2　2　3　4　1　1

1
1

唾
1

7
／

り
σ
2

9
自
2

9
臼
4

1
2 2 ！ 1

g　12　10　18　！g　14　12

9　6　9　23　ll　13　7

1　1　一　1　1　1　3
3　！　一　一　1　一　一

○こうなるのは当然だ」という林達夫氏（腿問朝Hj＞の批評もこの部類に属する。（1956－ll　118）

○副知事の妹は進歩陣営に属し，（1956－6　108）

○此のことは，実は独り政治家諸氏に対するのみではなく，一般国民に出しても切に注意を促

　したい。（1916－2　公論　84＞

○何となればトラストの多分は其資本の呼高を大きくして居るから，其に対するだけの利益を

　得ることは六ケ敷いからである。（1906－4　21）

「よる」

よる

依る

由る

剰る

拠る

Vbる

　2．　1 12　異醐

似る

ことなる

ちがう

反する

…致する

適応する

2．113　包摂

ふくむ

2．　120

ある（有）

いる（居〉

おる（居）

禅在

新ししさ　　戦前戦後

一〇．14　8　6
一一 P．78　10　8
　0．49　！5　24

－O．13　7　9
　e．50　6　6
　3．80　O　5

06　16　26　36　46　56　66　76

12　8　！5　37　46　26　41　43

8　　19　9　　5　　4　　 ／　　一　　一

3－1一　一・　一一一

21－！一一一一
一　　1　　2　　1　　一　　一　　一　　一

一．

@一 @　一　　一　　1　　”　　一　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

21411113
63－141127！5267741　1　4　1　5　1　3　一

一222－33一一一@一　　一　　一　　1　　2　　1　　1

新しさ　戦前戦後　　06　！6　26　36　46　56　66　76

　1．21　8　ll　15－21235

薪しさ　戦前戦後

一〇．20　1342　1255

　！．24　604　941

－O．92　45　30

06　！6　26　36　46　56　66　76

312　353　303　374　372　317　289　277

56　／59　201　188　207　244　241　249

13　12　IO　10　4　ll　IO　5



ござる

候

存する

存在．する

一・ P．96

－4．65

一一 R．74

2．e7

22　3
15　2
15　4
5　10

6　11　5　一

一　6　－　2

4　4　1　4
2　2　1　2

’

備

曽

1

2．用の類127

1　2

3　4

　fあるj　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o6　16　26　36　46　56　66　76

　自立的用法

　　ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　133107　80　97　79104　74　90

　　冶ぎる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　2　1　2　一　一　2　一

　　在る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10　5　2　6　1　一　一　一

　補助的用法

　　である，にあらず　　　　　　　　　　　　　131223210251285208208185
　　で有る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一　一　1　一　一　一　一

　　に転ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15　8　－　2　一　一　一　一

　　てある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　5　8　9　1　1　1　1
　　て有る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一　一　一　一　一　一

　　つつある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　2　2　6　6　4　4　1

　1946年の「在」，1966年の「有」は，どちらも引用である。つまり，戦後の資料には，「ある」

を漢字でかいたものはない。

　「いる」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　自立的用法

　　いる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　8　7　8　8　10　13　13

　　贋る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　4　6　3　－　5　3　1

　補助的用法

　　ている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16　75！52159196222224234

　　て腸る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　70　33　18　2　2　－　1

　　ないでいる　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2　2　－　1　5　1　一

　　ないで溜る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　1　一　一　一　一　一

　「ないでいる」には，「……ずにいる」もふくむ。まず目をひくのは，自立的用法にくらべて，

補助的用法が圧倒的におおいことである。fいる」の大部分は動詞のアスペクトをあらわす形式

としてつかわれる，といってよい。つぎに，補助的用法では「居るjが年々へって，基本的には

戦後の国字改革以前の段階でかながきのヂいる」になってしまっていることに注臼すべきである。

　「おる」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　幽立的規法

　　おる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　2　一　一　一　1　一

　　腸る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　1　1　一　一　一　一

　補助的用法

　　おる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2　2　護　4　i1　9　5
　　屠る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12　10　5　5　一　一　一　一

　自立心用法にくらべて補助的用法がおおいこと，補助的如法の表記としての「居る」が，はや

くから，おとろえていること，という2点は，「いる」のばあいと，まったくおなじである。た

だし，「居る」と漢字でかいてあると，「いる」だか「おるjだか，わからないので，ルビがない

かぎりドいる」とよむことにしたことを，ことわっておく。
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　「ござる」

　　自立的用法

　　ござる

　　御座る

　補助的用法

　　ござる

　　御座る

補助的用法には，「（おめでとう）ございます」「（

どをふくむ。単独の「ござる」は，ほとんどない。

　　2．肇21　出現

あらわれる

あらわす

出現する

登場する

はっきりする

かくれる

かくす

新しさ

　O．59

－1．90

－O．60

　5．33

　3．67

－4．33

－O．78

戦前戦後

15　19

19　IO
3　　2

0　　6

1　　5

6　　0

5　　4

　06　16　26　36　46　56　66　76

　　一　1　一　1　一　一　一　1

　　一　一　2　一　一　一　一　一

　　一　4　7　3　一　一　1　1

　　－121一一一一
…… ﾅ）ござります」「（……に）ござんす」な

06　16　26　36

3　3　7　2
9　3　3　4
－　1　1　1

一　一　一　1

1　3　1　1
2　1　1　1

6
【
」
2

4

1

56　66　76

4　4　6
5　1　2
2　一　一

一　2　3

2　2　ユ

2　2　一一

06　16　26　36　46　56　66　76

「あらわれる」

表われる

現われる

2　一　一　一　3　1　一　一

一　1　一　一　一　一　一　一

12722346
「あらわす」

あらわす

表わす

現わす

顕わす

著わす

3－21－21－2　1　1　2　一　一　一　1

32一一13－11　　一　　一　　一　　一　nv．　一．　一

一　一　一　一　1　一　一　一

　この2つをくらべると，他動詞の「あらわす」には「表」「現」ともにでてくるが，自動詞の「あ

らわれる」では「表」がほとんどつかわれない，というちがいがある。

　　2．122　成立・発生

おこる（起）

生ずる

成立する

形成する

発生する

実現する

確立する

なる（成）

新しさ

一〇．56

－O．26

　0．08

　2．00

　2．40

　3．00

　3．00

　0．65

戦前戦後
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fなる」は，つぎのような例をのぞき，大部分は「……になる」である。

○句は成ず硯にやたら仮名を書き（1906－8　91）

○「エスペラント」語の字母は二十八字より成り母音六子音二十二を有す，（1906一・8　45）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．用の類129

このようなものを〈成立〉，「……に（と，〈）なる」の類をく変化〉とよび，ほかにド……な

ければならない」ヂお……になる」をわけると，

　変化
　　なる

06　16　26　36　46　56　66　76

52　63　83　79　79　108　105　87

　成る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　1

　為る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110
成立

　なる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一

　成る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　1
　　「なければならない」　　　　　　　　　　　　　10　19

　　ギお……になる」　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1

さらに，「なければならない」のなかを細分してみよう。

動詞

　…ねばならぬ

　…ねばならない

　…なければならぬ

　…なければならない

　…ねばならず

　…なければならず

形容詞

　なければならぬ

　なければならない

動詞

　…て（は）ならぬ

　…て（は）ならない

一　1　一　一　一p　1

2　2

18　20

－　1

一一@1
2　一

36　30
1

1　－

18　20

1　5

一
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9
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一
〇
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－
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ρ
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1

6
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1
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2
9
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r
D
1
4
9
臼
り
0
一

7
1
3
2
一
2

1
　
一
　
3
　
柵
　
一
　
玉

5　一　一　一　一　一　一　一
一．@一　　一　　一　　一　　一　　2　　一

一　4　1　一　一　一　一　2

一一 Q！543一
　ただし，「……ならず」のグループには，「……なりません」「……ならなかった」「……なるま

い」など「……ぬ」「……ない」どちらにもいれにくいものを，合併した。また，「（名詞）でな

ければならない」の類は，本来形容詞にいれるべきだろうが，r（名詞）であらねばならない」に

対立するので，便宜上，動詞にした。当為の表現において，「一ない」系が「一ぬj系をおさえ

てきている。

　　2．125　保存・除去

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　0616263646566676
　　要する　　　　　　　　　　　一2．36　　18　10　11　3　3　1　2　4　3　1

　「要する」のなかには，「要するに」をふくむ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　要するに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　1　1　一　．　2　．　1

　　2．凄31　でき・利き

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前．戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　できる　　　　　　　　　　0．59　　84　108　1720232425283421
　　あたう　（能）　　　　　　　　一5．59　　17　　0　　9　5　2　1　一　一　一　一

　「できる」の表記と意味との関係は，つぎのとおり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　できる

　　　く成∫五〉　　　　　　　　　　一一一一1345



130　　第4雲糞　　言藷　　　　　　誌

　　〈一til　fit＞　一　　　1　　　－　　　7　l　l　19　29　14
　出来る

　　く成立＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　－　3　3　1　一　一　一
　　〈可育旨＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10　　16　　20　　14　　12　　　6　　　1　　　2・

　可能る（可能）　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一　一　一　一　一　一

　能る　（可能）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2　一　一　一　一　一　一

　「あたう」は，つぎの1例をのぞき，すべて「……ず（ざる）」など，否定の形ででている。

○尚ほ夫の西比利亜鉄道の複線の知きも，能ふだけ速に敷設せらるべく，（1906一　731＞

　　2．1500　変化

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　263646　5666　76
かわる

一変する

2．1502

はじまる

はじめる

おわる

はたす

やむ

やめる

しまう

開始・終了

1．51　14　25

－5．00　6　O

新しさ

　1．63

　2．56

－1．44

　2．00

－1．00

－O．44

　0．18

戦前戦後

5　14
2　　7

17　10
3　　7

12　10

8　10

49　46

131969552　　2　　　2　　　一　　一　　　一　　一　　　一
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1
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6
簡
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8
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魂
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4 66　76

2　2
－　2

1　3

ヂしまう」

趨立的用法

　しまう

率甫助的用2去

　しまう

　了う

　仕舞う

　終う

　2．　1503　 連続

つつく

っつける

2．15匪1

振る

ふるえる

まわす

まわる

めぐる

2．　1515

かかる　（掛）

かける　（掛）

おく（置〉

揺れ・振れ

新しさ　戦前戦後

　3．13　7　25
－O．14　4　3

新しさ

一4．14

－1．00

　3．33

　3．40

　3．50

戦前戦後

　6　　1

　5　　1

　1　　5

　1　　4

　1　ll

据え・置き・つり・掛けなど

　　　　　新しさ　　戦前戦後

　　　　　　3．47　7　23
　　　　　　0．06　23　26
　　　　　　－O．22　42　38

06　16　26　36　46　56　66　76

2　　1

一　7　11

5　5　5
3　一　1

－　1　一

1

6　IO　17　10

一　一　一　1

－　1　一　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

－1243697一一 Q212一一
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1114245　1276738387
7　15　6　14　13　9　7　9



ゼおく」

自立的用法

　おく

　置く

　措く

　欄く

補助的驚法

　おく

　概く

　　　　　　　　　　　2．用の類131

06　16　26　36　46　56　66　76

1　一　1　1

3　10　2　4

－　1　－　2

1　一　一　／

4

一・ P132454
2323－！一一

　補助的用法としたのは「……ておく」だが，やはり戦後は大体かながきである。「措く」は，

つぎのような例につかわれる。

　○我国に於ては官尊民卑の風未だ全く跡を絶たざるがため，大に国運の渋滞を来したことは，

　　識者の耀豊して措かざる所であるが，（1916－4　公論39＞

　○ムッソリニやヒットラーが何を措いても議会を廃止するために努力を傾けた理脂も肯かれ

　　る。（1936－7　421）

　これらは，あたらしいところでは，「おく」になった。

　○友誌改造のことは暫くおく。（1946－4　112）

　○“白紙還元論争”の真意はおくとして，（1976－4　140）

　　「幽く」は，「筆（ペン〉を欄く」のかたちで，執筆をやめるという抽象的な意味をあらわす。

　　おなじ表現でも，具体的な動作には，「置く」がっかわれる。

　○かの女はデスクの上の原稿紙ヘペンを置き，かけてた椅子を離れた。（1916－8　翻作34）

　○筆者はそのNのより近からんことを希ふてペンを裂くことにしやう。（1936一　5　339）

「かかる」のうち，いくつかの用法の度数をしめす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06
金・時が～

電話が一

病気に～

お冒に～

「かける」についても，

こしを～

声を～

電話を～

…から…にかけて

めがね・蔚だれを～

お匿に～

諮立つ用法をあげる。

16　26　36　46　56　66　76

－　1　一　一　1　1　4

1　一　一　一　一　2　1

一　一　一一　一　2　1　一

一　一　一　一　一　一　1
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1
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1
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1
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あたらしいところでは，つぎのような機能動詞的な用法が目につく。

○ヒフに負担をかけません。（1976一・8　5）

○しかし，それだけ期待がかけられているわりに，マスコミは大丈夫なのか。（1976－7　：147＞

○新聞報道では教授の不在をかきたて，体育局の学生がヘルメットに捧をもってなぐりこみを

　かけたとかいた。（1966－5　43＞
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　　2．董521　移動・発着など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　発する　　　　　　　　　　　一2．75　　U　　5　　4　4　1　2　4　－　1　一

　　でかける　　　　　　　　　　0．00　　7　7　　2　－　4　1　－　5　1　1

　　わたる　　　　　　　　　　　一〇．20　　13　12　　4　3　2　4　4　2　2　4

　　たどる　　　　　　　　　　3．00　　1　7　　一　一　一　1　2　2　2　1
　　こえる（越）　　　　　　　　　3．40　　　0　10　　一　一　一　一　5　1　1　3

　越す　　　　　　　　　　　　一〇．50　　2　2　　－　1　1　－　1　－　1　一

　　いたる　　　　　　　　　　　一・2．89　　55　18　　26　8　9　12　9　5　1　3

　　およぶ　　　　　　　　　　一2．00　　23　13　10　8　4　1　4　2　4　3
　達する　　　　　　　　　　　一2．25　　12　　4　　－　7　3　2　2　1　1　一

　転ずる　　　　　　　　　　　一3．33　　10　2　　4　2　1　3　1　1　一　一

　「いたる」のうち，具体的な移動動作をしめすものは，つぎのとおり。大部分は，「……する

にいたる」など，抽象的な意味である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　］6　26　36　46　56　66　76

　　〈具一体＞　　　　　　　　　 3－1－2一一一
　「およぶ」のうち，自だった用法をしめす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　　匹敵する　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　3　3　一　一　1　－　1　1

　　一に及ばず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2　一　一　一　1　一　一

　「達する」もほとんど抽象的な意味で，やや具体的に空間に関係があるのは，つぎの！例にす

ぎない。

○サボイ公がピXモントの谷に居住する薪教徒ヴォードア人を迫害した報告がイギリスに達し

　　ましたとき，（1946－5　74）

　　2．　1524　通過

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦蘭戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　」垂る　　　　　　　　　　　　　　O．40　　　5　　5　　－　1　1　3　2　2　－　1

　　とおす　　　　　　　　　　　2．67　　2　10　　一　一　1　1　3　3　2　2

　徹底する　　　　　　　　　　　3．00　　0　　9　　一　一　一　一　5　1　1　2

　　2．　1525　　追い。逃げなど

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦1前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　すぎる　　　　　　　　　　一1．05　　26　18　　9　311　3　6　2　7　3
　避ずる　　　　　　　　　　　0．19　　11　16　　3　2　4　2　6　5　3　2

　「すぎる」でも，空問的な移動は，下でく具体〉とした1例だけである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　具体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一　一　一　一　　一　一　一

　抽象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2　1　1　2　－　1　1

　　一にすぎない　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　1　10　2　4　2　6　2

　　2．　1526　進退

　　　　　　　　　　　　　　些しさ　 戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　すすむ（進）　　　　　　　　一〇．03　　18　15　　8　1　3　6　2　2　5　6

　　すすめる（進）　　　　　　　　2．16　　5　14　　1　1　－　3　3　5　2　4

　発展する　　　　　　．　　　O．82　　2　9　　2　一　一　一　4　3　2　一

　　発達する　　　　　　　　　　一1．62　　　8　　5　　2　1　5　－　3　－　2　一



2．用の類i33

2．1527　往復

ゆく（いく）

くる（来）

きたる

まいる

去る

もどる

かえる　（帰）

薪しさ　戦前戦後　　06　16　26

　0．43　116　149　28　37　30

　0．61　152　190　27　46　4・O

－O．60　8　7　233
－2．45　9　2　1　　　3　　　5

－1．27　9　6　241
　4．7i　O　7　一　　　一　　　一

一〇，67　34　20　4　12　12

36　46　56　66　76

21　21　59　37　32

39　41　50　49　50

一　3　一　1　3

一　一　1　－　1

2　3　1　－　2
一　一　3　2　2

6　3　5　4　8

「ゆく」

自立的用法

　ゆく

　いく

　いったetc．

　行く

　往く

　去く

補助的胴法

　ゆく

　いく

　いったetc．

　行く

　往く

06　16　26　36　46　56　66　76

2　一　一　一　1　3

一　一　一　一　一　5

－　1　－　l　l　l

15　13　13　ll　6　14

6　／　一　一　一　2

－　1　一　一　一　一

－
　
一
1

　
1

一21一媛991一　　三　　一　　ユ　　一　　7　　ユ3　　7

－3一一2玉445　16　16　8　6　17　2　8
－　　1　　一　　一　　1　　一　　一　　一

　「いく」と「ゆく」とを合併したので，ここでは，そのちがいも，しめすことにした。「いく」

はすべての語形がそろっているが，「ゆく」は「いった」「いって」などにあたる音便形がない。

うえの表で「いったetcJとしたのは，「いった，いって，いったら」など，「いく」の系列にあ

って「ゆく」におきかえられない形式すべてである。また，「いく」の項には，これ以外の「い

かない，いけば」など，「ゆく」にも対応する語形（「ゆかない，ゆけば」など）があるものだけを

いれた。最近のデータでは「いく」がいくぶん優勢にみえるが，はっきりしない。なお，かなが

きは，やはり補助的用法におおい。

　「くる」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　自立的用法

　　くる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　一　一　3　3

　　来る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　14　7　7　10　8　3　6

　補助的絹法

　　くる　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ユ　7　3　7　8233529
　　来る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13　25　30　25　23　19　8　12

　ここでも，「来る」から「くる」への傾向がみえる。

　「去る」には，移動の意味の自動詞のほかに，〈とりさる〉意味の他動詞と，連体詞的な用法

とをふくむ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　　〈他動詞＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　－　1　一　一　一　一　一

　　〈自重力壽萌＞　　　　　　　　　14一三1一一一
　　く連体詞的〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　1　2　1　－　2
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　「もどる」「かえる」には，具体的な移動のばあいが，かなりおおい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　もどる（移動）　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　一　一　3　一　一

　　かえる（移動）　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　9　12　5　2　4　4　7

　　2．1530　出入り

　　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　0616263646566676
　　はいる　　　　　　　　　　　　O．16　　30　27　　5　4　6　15　10　5　6　6

　　いる（入）　　　　　　　　　一1．75　　6　　2　　1　1　2　2　－　2　一　一

　　いれる　　　　　　　　　　　　　0．50　　　11　13　　3　4　3　1　1　3　5　4

　　でる（「いでる」も〉　　　　　一〇．20　　78　67　2124　18　15　7　17　26　17

　　だす　　　　　　　　　　　　　0．29　　21　21　　7　6　4　4　－　6　8　7

　出入の動詞を，具体的な移動のばあい，「耳にはいる」「手にいれる」など，比ゆ的なばあい，

「学校にはいる」「気にいる」など抽象的なばあい，それに〈出版〉の意味のばあいにわけてしめ

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　「はいる」

　　　〈具体＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　2　3　4　3　1　3
　　　＜上ヒゆ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　－　　　2　　　1　　　2　　　一　　　一　　　一

　　　く手由象＞　　　　　　　　　 132114253
　「いる」

　　　〈具体＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一　一　一　一　．　．　一
　　　〈上ヒゆ〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿t　　　＿

　　　〈抽象〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　1　2　　一　　一　　2　　一　　一

　「いれる」

　　　＜具体＞　　　　　　　　　 213－1－1一　　　〈．ま＝ヒゆ〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　1　　　1

　　　＜抽象＞　　　　　　　　　 13－1－333　「でる」

　　　＜移重力＞　　　　　　　　　　81011737610
　　　〈出版＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　1　1　一　一　2　一
　「だす」

　〈移動〉

　〈出版＞

　2．1540

あがる

あげる

のぼる

落ちる

くだる

さがる

「あげる」

自立的用法

　あげる

　上げる

　挙げる

上がり下がり

　　　　　薪しさ

　　　　　　一〇．33

　　　　　　－O．46

　　　　　　－2．69

　　　　　　－1．OO

　　　　　　－1．OO

　　　　　　6．33

戦前戦後

　7　　8

　29　19

　10　3
　6　　3

　4　　2

　0　　3

1　　　2　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

3　一　1　一　一　1　一　1
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　　揚げる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一　一　一　一　一　一　一

　補助的用法

　　あげる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　2　一　一　一　一　一

　　上げる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一　一　一　1　－　1

　補助的用法にいれたのは，「……てあげる」だが，例がすくないので，表記との関係ははっき

りしない。自立的用法では，「挙げる」がへって「あげる」がふえ，ちょうど，おぎなうように

なっている。これは，具体的なつかいかたを検討してもそのとおりで，

　　例を挙げる（1906，1926，1936，1956）→　例をあげる（1966，1976＞

　　声を挙げる（1926＞→　声をあげる（1936，1976）

　　全力を挙げる（1936）→　全力をあげる（1956，1966）

のように，かわっている。「上げる」は，

　　芸者を，品（ひん）を，顔／頭／腰を，生産牲／操業率を

などとむすびついていて，「あげる／挙げる」とは刷のグループをつくる傾向がある。

　　2．1541　乗り降り・浮き沈み

のる

おりる

2．遷552

分ける

わかつ（分）

2．　1553

あく（開〉

ひらく

ひらける（自動詞＞

2．肇555

　　　　　新しさ

　　　　　　O．04

　　　　　　0．71

散り・分かれなど

　　　　　新しさ

　　　　　　1．00

　　　　　一一5．00

開閉

　　　　　新しさ

　　　　　一3．80

　　　　　　1．30

　　　　　　0．20

集合

　　　　　新しさ

　　　　　　3．00

　　　　　　0．14

　　　　　　5．00

戦前戦後

　14　ll

　3　　4

戦箭戦後

　2　　3

　5　　0

戦前戦後

　4　　1

　10　17

　2　　3

　　　　　　　　　　　　　　　戦前戦後

あつまる　　　　　　　　　　　　　　3　11

あつめる　　　　　　　　　　　　　　7　7

集中する　　　　　　　　　　　　　0　3

2．肇556・出会い・伴ないなど

　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後：

ともなう　　　　　　　　　一2。38　　10　3

2．1560　接触・接近

　　　　　　　　　　　　細しさ
っく（就，ついて）　　　　　　L48

2．1563　打ち・当たりなど

　　　　　　　　　　　　新しさ

うつ　　　　　　　　　　一3．00

06　16　26　36　46　56　66　76

－4552522－　　1　2　　一　　一　　2　　2　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

一・@1　　1　　－　　1　　－　　1　　1

2　　！　　2　一一　一一　一　　一　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

2　　1　　1　　一　一・　1　　一　　一

532－1439一　1　一　1　1　2　一　一

06　16　26　36　46　56　66　76

－1－2－542
－232142一一　一　一　一　一　1　1　1

06　16　26　36　46　56　66　76

3322－12一
彗華≧鳶毒　｝likf麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　42　90　le　5　12　15　24　28　16　22

軽幾倉宵　彗幾そ麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　！7　3　63531　一一　一2
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　　2．1564　押し・突き・引き・すれなど

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後

　おしつける　　　　　　　　4．60　　0　5
　ひく　　　　　　　　　　　一2．09　　24　9

　　2．1582　広げ・深め・早め・薄めなど

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後

　展開する　　　　　　　　　　3．00　　0　5

　　2．300　感覚・疲労・睡眠など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後

　ねる（寝）　　　　　　　　　一3．92　　12　1

　　2．3◎1　気分・情緒

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後
　驚く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一3．40　　　　　16　　　　4

　びっくりする　　　　　　　　5．67　　0　3

　よろこぶ　　　　　　　　　一1．93　　12　3

　満足する　　　　　　　　　　一2．43　　9　5

　2．3G3　表情

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後

　なく　　　　　　　　　　一2．88　　11　5

　わらう　　　　　　　　　　一1．40　　11　9

　　2．3040　努力・忍醗

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後

　しのぶ　　　　　　　　　　　一3．80　　5　0

　たえる（酎＞　　　　　　　　1．00　　3　　8

　2．3041　志望・反省

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後
　ねがう　　　　　　　　　　　　一〇．64　　　7　　4

　のぞむ　（望）　　　　　　　　　　　0．86　　　7　　7

　もとめる　　　　　　　　　一1。33　　16　14

　欲する　　　　　　　　　　一5．50　　8　0

　期する　　　　　　　　　　　一5．00　　7　　0

　希望する　　　　　　　　　　一L86　　3　4
　期待する　　　　　　　　　　　2．67　　　0　　6

　2．305　まね・学習・測れ

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後

　おぼえる　　　　　　　　　　一・3．00　　11　3

　忘れる　　　　　　　　　　　O．OO　　15　13

　学ぶ　　　　　　　　　　　　一〇．38　　10　　6

　勉強する　　　　　　　　　　1．50　　2　　2

　2．3060　思考・認識・知解

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後
　疑う　　　　　　　　　　　　　　　一4．00　　　10　　2

　おもう　　　　　　　　　　0．37　169　176

　かんがえる　　　　　　　　　　0．84　　61　78

　存ずる　　　　　　　　　　　一2．78　　7　2
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さとる悟）

しる（知）

しれる（知）

儒ずる

みとめる

認識する

わかる

理解する

1．00

0．Ol

－O．05

－3．07

－O．21

4．71

0．42

2．86

1　　2

58　55

39　39

21　6
18　20
0　　7

37　39

3　ll
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り
0
0
丞
▲
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1
1
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4
7
4
7
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柵
6
0
0
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σ
ρ
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1
1
1
6　6　ll　14

　　1　－　2

1　1
11　13　13　18

6　14　8　l1

3　1　1　1
8　3　7　2
2　－　2　3

6　15　13　5

3　2　2　4

06　16　26　36　46　56　66　76

「しる」

しる

知る

識る

「しれる」

自立的用法

　知れる

補助的用法

　しれる

　知れる

　　　　　　1　一　1

15　16　13　12　11　12　13　18

　　　　1　一　一　一　一

5　3　1 1　2

　　　　I　l　4　6　6　9

95591622
補助的用法は，「……かもしれない」「……やもしれぬ」などである。

06　16　26　36　46　56　66　76

「わかる」

わかる

分る

解る

半弓る

1　1　2　5　311　ll　4
4　4　7　7　－　2　2　1
1　1　1　1　1　1　－
　　　　1　1　2　1

2．3061　比較・選択

くらべる

とりあげる

比する

比較する

君比する

新しさ

　2．80

　3．00

－4．71

　0．4・3

　5．00

軽銭≧前　｝i幾毫麦　　　　06｝　16　　26

0
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3
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▲

　
1
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7
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2．3062　試験・誰騒・探求・発見

しらべる

みつける

調査する

研究する

検討する

新しさ

　1．17

　3．86

－1．57

－4．00

　2．71

戦前戦後

8
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2．　3G63　推？RIJ。判断

きまる

決定する

察する

決する

さだまる

晒しさ

　1．22
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－1．OO
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戦前戦後
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　きめる

　定める

　2．　3e7

あやまる（誤）

間違う

誌

　　　　　　　一〇．43　4　3

　　　　　　　一一1．46　6　7

誤り・訂正・証明など

　　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　　一5．00　9　O

　　　　　　　－1．57　5　2

一　1　1　2　1　2　一　一一

32－16一一1
06　16　26　36　46　56　66　76

4　　2　　2　　1　一一　一　一一　一

22－1一一一2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　fあやまる」

　’誤る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2　2　1　一　一　一　一

　’謬る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　一　一　一　一　一　一　一

用例がすくないが，ふるくは「謬る」もかなりつかわれており，それが「誤る」に統一された

ものであろう。かな表記はなかった。

　　2．3090　見る

　　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　263646　56　66　76

　みる　　　　　　　　　　　一〇．41　191　153　5148　514131　33　52　37
　みえる　　　　　　　　　　一〇．58　　29　19　　8　4　10　7　3　5　5　6

　眺める　　　　　　　　　　　　0．69　　　7　　6　　－　2　3　2　－　2　2　2

　注目する　　　　　　　　　　3．44　　1　8　　一　一　一　1　3　－　3　2

「みる」

自立的用法

　みる

　見る

　視る

　看る

　観る

　診る

補助的用法

　みる

　見る

06　16　26　36　46　56　66　76

一　一　一　4　ll　6　21　12

37　34　35　29　IO　16　18　17

1　一　一　一　一　一　一　一

1　一p　一　　一　一一　一　　一　　1

235　一一　1一一一
一　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一

一1133813　610　9　10　5　16　3　一　1

かながき増加の傾向は，自立的用法よりも補助的用法（「……てみる」）でいちじるしい。

2．3091　見せる

　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後

示す　　　　　　　　　　　　0．43　　23　30

みせる　　　　　　　　　　　一〇．84　　18　7

意味する　　　　　　　　　　一〇．65　　10　7

指摘する　　　　　　　　　　　3．40　　　2　13

2．　3092　聞く

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後
きく（聞）

きこえる

2．　310

よぶ

称する

呼び・名づけ

一一Z．75　60　37

－1．53　9　6

新ししさ　　戦衝戦後

一〇．ll　9　9

－4．56　16　2

06　16　26　36　46　56　66　76

737610　5871377212211534111
－1－13244

06　16　26　36　46　56　66　76

8　17　18　17　12　6　12　7

43112112
06　16　26　36　46　56　66　76

32223－4286　一・　21－1一
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標榜する

2．　312

いう

おっしゃる

もうす

しらせる

つたえる

報道する

報告する

発表する

　　　　　　一5．33

言語・表環・報知

　　　　　　新しさ

　　　　　　　O．76

　　　　　　－2．00

　　　　　　一一3．00

　　　　　　　0．71

　　　　　　　2．52

　　　　　　　5．00

　　　　　　　2．67

　　　　　　　2．50

6　　0　2　3　1

遡≧前　戦子麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

667　898　146　170　172　179　132　310　249　207

6　　2

11　2
4　　3

6　15
0　　3

1　　5

3　13

1
1
1
上

1

1
4
「
2
需

　
憎
1
7
1
薗
4

－
榊
9
御
2
1
3
1

　「V、う」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　葭立的用法

　　Vlっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41　　27　　39　　45　　45　　91　　81　　73

　　琶っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27　　21　　11　　17　　10　　19　　25　　27

　　usっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23　　59　　48　　39　　　5　　22　　　1　　　2

　　言口う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　5　　2　　1　　1　　一　　一　　1

　　日う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　 一　 一　 一　 一　 一　 一　
一

　補助的用法

　　　という　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　25　55　69　62176140104

　　　と欝う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　1　　1　3　　1　　1　一　　一

　　　と云う　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　3211　5　6　1　一　一
　　いえども　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　一　　一　　一　　1　　－　　1　　一

　　　墨焦も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　－　5　　－　　1　　－　　1　　一

　いまでは，ほとんどつかわれない「云う」が，ふるいところでは，自立・補助両用法ともおお

く，年によっては「欝う」をはるかに上まわるのは，意外だった。「需う」の絶対値はわからな

いが，「云う」がへった分だけ「いう」がふえたので，相対的な位置はさがっている。

　補助的用法の「という」にいれたのは，「Xという友だち」のような例，および「こういう」「そ

ういう」など連体詞的なものの部分としてのばあいであって，「どうしても帰るという友だちを」

「そのまま帰ったという。」などは，ふくんでいない。

　　2．313　談話・問答

はなす（話）

かたる（語）

述べる

とく（説）

説明する

強調する

論ずる

たずねる

問う

答える

2．　3150　難き

かく（書）

しるす（記）

新しさ

一1．87

　1．43

　0．71

一一 P．67

　0．67

　4．00

－4．eo

－2．26
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　0．93

戦前戦後
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回しさ　戦離戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　1．02　37　43　5　6　17　9　3　12　14　14
－2．00　3　3　3一　一一　一一　2一　一・　1
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　　2．3151　読み

よむ

2．32　創作

えがく

2．　342

おこなう

する（為）

なす（成）

なしえる

行為

新しさ　戦前戦後　0616263646566676
－／．46　39　22　20　1　！5　3　3　5　6　8

新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　0．22　8　10　24111432

減しさ

　O．37

－O．59

一一 R．12

－4．40

戦前戦後

　38　48

909　724

　54　13

　9　　1

06　16　26　36　46　56　66　76

10　7　11　IO　15　8　17　8
245　241　213　210　206　167　177　174

22　12　8　！2　7　1　2　3

　5　1　3　一　一　一　1　一

fなす」

　なす

成す

為す

評す

済す

漢字がきの種類も合計度数もへってきている。

　2．351　応接

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後

　あう　　　　　　　　　　　0．04　　24　22

　出席する　　　　　　　　　　3，00　　　1　8

　まねく　　　　　　　　　　4．33　　1　5
　わかれる　　　　　　　　　　1．OO　　5　　7

06　16　26　36　46　56　66　76

74376－232　一　1　1　一　1　一　一

12　7341一　一・　一
1　　－　　1　　一　　一　一一　一　　一

一．@1　　＋　　一　　一　一．　一　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

38766628
一　一・　一11511
一一一 P－122
－122－52一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　「あう」

　会う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　3　3　3　3　6　－　4
　逢う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　5　　3　　1　　一　　一　　一　　2

　この2つは，季目補的である。つまり，「逢う」がへって，そのかわりに「会う」がふえてきて

いる。1976年の2例の「逢う」は「恋ひ恋ひて逢へる時だに」という万葉集からの引用，および

その訳文にでてくる形だから，これをのぞくと，ますます「逢う」のへり方がはっきりする。

　両者のあいだに意味のちがいはなさそうである。どちらも，

　○皆にも会ひたいと思ってやって来たんだが，〈！926－5　創作95）

　○明Bまたお前だちに逢はう！（1926－12創作22）

のような意図的なばあいにも，

　○僕はよく銀座に出かけて行く。……喫茶店で，誰にか会はないかと，（1926－11説苑89）

　○僕だつて敏子さんのやうな入に蓮はなければ，勇ましく成仏出来たかも知れません。（1926

　　－7　　創作　　203）

のような非意図的なばあいにも，つかわれている。
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06　！6　26　36　46　56　66　76
ヂわかれる」

わかれる

分れる

畷れる

鼓れる

　2．　352

こう（乞）

2．　353

争う

たたかう

攻める

攻撃する

まもる

まぬがれる

反対する

対立する

2．　363

したがう

約東・交渉

　　　　　　親しさ

　　　　　　　一一3．80

競争・攻防・勝敗

　　　　　　新しさ

　　　　　　　一1．50

　　　　　　　－1．OO

　　　　　　　一一〇．33

　　　　　　－1．57

　　　　　　　2．05

　　　　　　－4．14

　　　　　　－2．00

　　　　　　　2．43

人事

　　　　　　新しさ

　　　　　　一1．55

一　2　2

1　一　一

1
2
2

ii幾莉盲　｝灘とぞ麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　14　　　　1　　　　ユ　　10　　　1　　2　　　一　　　一　　　ユ　　　一

戦前戦後

5　　3

8　　9

1　　2

3　　4

5　14

12　2
7　　5

e　　7

£
）
り
4
1
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D
3

26　36

2　一
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1　1
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4　！

5　一

ρ
）
1

7

5

66

1
　

1
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戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　12　IO　6213613一

したがう

従う

順う

2．364　教育

教える

導く

指導する

2．365　救護

すくう（救）

2s　367 命令・制約

うながす

すすめる（勧）

しいる（強）

課する

2．370　所衡・取得

得る

博する

占る

新しさ

一〇．68

－1．40

　3．40

06　16　26　36　46　56　66　76

一　一　一　一　一　一　1　一

6　2　1　3　5　1　2
一　一　一　一　1　一　一

耳幾前　蟻蛇後　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

12　7　4
4　　工　　1

0　　5　　一

4

一

1

2

一

3　一　一　4　3

1　一　一　一　1

－　1　3　　　　玉

新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

－3．00　8　2　143－1－1一

新しさ

一2．71

－1．36

－4．78

　2．ll

新しさ

一1．84

－5．33

－O．62

戦前戦後

　5　　2

　8　　3

　8　　1

　2　　7

06　16　26　36　46　56　66　76

2　2　1　一　1　一　一　1

2　1　2　3　1　一　1　1
4　2　2　－　1　一　一　一

一　1　一　1　3　一　3　1

戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

60　33　21　17

6　　0　2　3
10　11　5　3

9　13　16　5　7　5
1　一　一・　一　一　一

1　1　4　2　2　3



142第4章語　　 誌

　もつ　（持）　　　　　　　　　　　　1．52　　　65　113　　　5　15　21

　有する　　　　　　　　　　　一3，97　　23　6　12　6　3

　とる　　　　　　　　　　　　0．45　　69　80　　16　18　17

　　2．　376　取写1・売買

　　　　　　　　　　　　　　晒しさ　戦前戦後　　061626
　うる（売）　　　　　　　　　1．57　　3　11　　一　一　2
　ゆ　　へ　貝っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．83　　　　　10　　　14　　　　　1　　　3　　　5

　　2．377　授受

　　　　　　　　　　　　　　薪しさ　戦前戦後　　061626
　与える　　　　　　　　　　　　O．19　　18　24　　5　2　6

　いただく　　　　　　　　　　1．43　　6　8　　－　3　2

　やる　　　　　　　　　　　　　1．39　　40　63　　2　9　16

　くれ．る　（呉）　　　　　　　　　　O．67　　　31　30　　　1　5　17

　もらう　　　　　　　　　　　0．02　　22　19　　2　9　7

　うける　　　　　　　　　　　　　0．07　　19　24　　4　7　5

　ヂいただくj　　　　　　　　　　　　　　　　　　O6　1626

　自立的用法

　　いただく　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　1

　　載く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　エ　．

　補助的用法

　　いただく　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一　一

　　頂く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　1

　　撞く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　．，

補助的用法にいれたのは，「……ていただく」の類である。

　fくださる3　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26
　自立的用法（なし）

　補助的用法

　　くださる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　1

　　下さる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2　3

　「くれる」

　自立的用法

　　くれる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　1

　　呉れる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・　1　一

　補助的用法（「……てくれる」）

　　くれる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　3　12

　　呉れる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　4

　　2．383　蓬輸・医療・興行など

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　1626

　おくる　　　　　　　　　一〇．57　　14　14　　5　2　3

　　2．3852　扱い・使用

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26

　つカ、う　　　　　　　　　　　　　　　1．69　　　13　　19　　　－　　2　　9

　用いる　　　　　　　　　　　　一・1．89　　15　　3　　3　－　7

　使用する　　　　　　　　　　2．50　　1　3　　一　一　一
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3．枳の類143

2．386　製造

つくる

酬える

2．581　生・生育

いきる

うまれる

2．582　死

ぬ
す

死
殺

竹しさ　 戦前戦後

　O．49　33　37

－3．00　3　1

新しさ　　戦前戦後

　2．48　5　18
　2．41　9　18

回しさ　戦前戦後

　O．29　16　15

－1．53　13　6

06　16　26　36　46

4　8　16　5　4
1　－　2　－　1

06　16　26　36　46

1　1　2　1　4
一　1　1　7　5

06　16　26　36　46

3　2　6　5　2
3　4　4　2　1

56　66　76

16　8　9

56　66　76

5　3　6
3　2　8

56　66　76

6　3　4
2　1　2

3．相の類（形容詞・副詞）

3、1◎0　こそあど

この

その（其〉

あの

かの（彼）

どの

こんな

そんな

あんな

どんな

かかる　（斯）

ああ（指）

こう（斯）

そう（副）

どう

かく（斯）

さ（然）

斯様（かよう）

左様

いか（に，なる）

いかが

いかん（如何）

ある（或）

いわゆる

さる（然〉

しかる（然）

それぞれ

別

わが

そのまま

fいか」

一に（も）

襯
響
懲
懲
麗
無
形
鵬
螺
穏
旙
聯
欝
鷹
謂
画
譜

戦前戦後

276　330

527　4・20
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一なる

一ばかり

「この」

この

此の

斯の

「その」

その

其の

誌

3．101　真・正

正しい

本当

当然

まさに

無論

根本的

基本的

本質的

実質的

3．llO　関係

なぜ

何故（なにゆえ）

どうして

3．111　関係の仕方

いっしょ

ともに

3、112　相互・異同

おなじ

粟糠

ひとしい

3．114　さながら

あたかも

まるで

3．120　在不在

ない

けっして

全然

ちっとも

到底

とても

薪しさ

　2．00

　1．07

　1．07

－O．20

　1．20

　0．87

　4．60

　1．80

　1．80

戦前戦後

3　21

14　16

11　18

9　l1
3　　7

5　IO
O　　5

2　　3

1　　4

新しさ　戦前戦後

　2．81　5　26
－O．67　2　4
　0．13　8　8

新しさ　戦蔚戦後

　O．80　10　10

　0．19　27　35

薪しさ　戦前戦後

　O．18　45　45

－1．47　IO　7

－2．17　8　4

新しさ　　戦前戦後

一一S．00　8　2
　1．20　3　7

薪しさ

一〇．10

－1．31

－1．93

－2．00

－3．46

－O．07

7　8　6　2　10
1　一　一　一　一

1　2

8　19　30　57　97　71　81　75

62　54　32　11　2　2　2　一

1　－　1　一　一　一・　一・

19　37　96　100　138　90　91　92

122　98　29　26　6　1　1　1
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06　16　26　36　46　56　66　76

－13177571－1－31一一12233131
06　16　26　36　46　56　66　76

－25314237　3　IO　7　14　IO　4　7

06　16　26　36　46　56　66　76

7　14　13　11　7　18　8　12

31246－1－2　3　3　－　2　－　2

06　16　26　36　46　56　66　76

413－2一一一一　2　1　一　3　1　1　2

阜幾暮倉　戦蓄麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．相の類145

　rない」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76

　臼立的用法

　　ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90　62　55　62　58　71　70　54

　　4Y，IV＞　20　17　8　　　4　　　2　　　－　　　2　　　2

　　莫レ1　　　　　　　　　　 －2一一一一一一
　　遍い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　1　一　一　一　一　一　一

　補助的絹法

　　ない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25　44　58　68　69　79　65　53

　　無い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　8　2　4　一　一　一　一

　補助的用法としたのは，「……で（は）ない」「……〈（は〉ない」など，助動詞的になったも

のである。「ある」では，補助的用法の方がずっとおおかったが，「ない」では，ほぼ同数である。

かながきの比率はここでも補助的用法の方がたかい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e6　16　26　36　46　56　66　76
　「とても」

　『肯定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　1　一　一　2　一　一

　否定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　2　一　一　一　4　3　－

　　3．121　必然性

要
然
然

も
　

ヨ
む
　

へ

必
舞
必

薪しさ

　1．19

　0．33

－1．29

戦前戦後

　20　42

　3　　6

　4　　3

06　16　26　36　46　56　66　76

5　3　3　9　14　11　12　5

1　一　一　2　3　3　一　一

1－123一一一
06　16　26　36　46　56　66　76

r偶然」

　〈謝詞〉

　〈述語〉
「必然」

～に

～の

～である

翼然に」は，つぎのような例である。

一　一　一　1　3　一　一　一

1一一1－3一　一一

一　＋一　一．　2　　＋　　一　　一　　一

1　　－　　1　　－　　2　　一　　一　　一・

一　一　一　一　1　一　一　一

○国際情勢尖鋭化の客観的現実は，必然に軍縮会議を欄坐させるのだ。（ig36一　3　310）

　3．123　罵能性

　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

むずかしい

容易

3．　13e

いろいろ

さまざま

種々

簡単

単純

複雑

繁簡

3．80

－O．06

薪しさ

　1．41

　2．5e

－3．57

　3．75

－1．00

　1．18

28　1一一1－134
98　22323－23

戦前戦後
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　　3．　132

ことに

特（に）

刺身

特殊

3．　133

可

不可

よい（いい）

よろしい

わるい

だめ

誌

特別・異様

　　　　　　潔しさ

　　　　　　一2．54

　　　　　　　1．36

　　　　　　－1．91

　　　　　　　0．33

良不良・趨不適

　　　　　　新しさ

　　　　　　一4．78

　　　　　　－5．00

　　　　　　　0．17

　　　　　　－1．67

　　　　　　　0．59

　　　　　　　3．67

戦官弩　彗簗手妻二　　　〇6　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

24　ll　IO

10　23　5
6　　5　　3

7　　5　　　2

戦前戦後

　9　　0

　3　　0

113　108

　12　6
　17　17

　2　ユ0

ハ
0
3
9
ロ
ー
5
2

0
　
　
　
2

8

鴨

2

一

4

’2

軸

3

2　4　3　3　1
3　8　3　6　6
1　3　1　1　－
2　一　一　3　2

16　26　36　46　56　66　76

4　－　2　一　一　一　一一

一　一　1　一　一　一　一

29　36　27　15　35　31　27

2　2　3　1　2　2　1
3　8　4　2　4　7　4
－　2　一　一　3　4　3

「よい」

自立的用法

　いい

　よい
　よくetc．

　良い

　善い

　好い

　能い

　可い

　美い
補助的用法

　いい

　よい
　よくetc．

　好い

　宜い

　可い

06　16　26　36　46　56　66．　76
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8　5　5
5　1　1
6　9　12

1　1　1

1　一　一

1　一　一

1　10　7

2　3　8

　補助的用法としたのは，「……すると（するが，すれば，しても，したら〉よい」の類である。ま

た，ここで「よくetc．」としたのは，「よく，よかった，よかろう，よければ」など，「よい3の

系列にあって「いいjにおきかえられない形式すべてである。したがって，rよい」にふくまれ

るび）は，この「よい」という形だけで，「いい」と直接比較することができる。自立的用法でも

補助的爾法でも，大周釣には「いい」がすこしおおい，という程度で，はっきりした差はない。

補助的馬法で「よくetc．」がすくないのは，これが合成述語の構成要素として，おもに文末での

かぎられた用法にあらわれることをしめす。漢字が補助的用法にすくないのは，ほかのばあいと

織様である。

　　3．董34　調子・出来

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　　神秘　　　　　　　　　　　　一・4．33　　3　0　　1　1　－　1　一　一　一　一
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3．14　カ

つよい

弱い

はげしい

ひどい

3．葉5

おのずから

なんとなく

3．　16e

つね

しばしば

時々

始終

彼々

変化・動き

時

新しさ　　戦前戦後　　06

　0．90　16　24　2
　1．33　1　5　一一

　1．48　9　12　l
　O．53　7　IO　2

段
）
〔
」

1

3

新しさ　　戦前戦後　　06　16

－2．47　13　6　3　8
一一@1．89　8　1　1　2

新しさ

一2．45

－O．54

一・ Q．00

－4．00

－4．33

戦前戦後

22　l1

7　　6

6　　2

4　　0

5　　1

06　16

12　5

3　2
－　1

1　1
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26　36　46　56

4　5　7　3
1　－　3　1

3　5　3　1
1　1　1　5

26　36　46　56

2　－　3　－

1　4　一

66　76

11　3
1　－

5　3

1　3

66　76

2　1
－　1

26　36　46　56　66　76

1　4　4　3　3　1
－　2　2　－　2　2

4　1　2
1　1　一・

1

fつね」は「つねに」が大部分である。

～に

3．肇61

すぐ

ただちに

だんだん

3．　164

　
う
り

れ
ご
よ

ず
の
と

い
こ
も

5613

はじめて

まず

まだ

いまだ

もう（既）

すでに

依然

かつて

さらに

いよいよ

結局

ついに

すぐ・次第になど

　　　　　　　薪しさ　　戦前戦1後

　　　　　　　　O．38　17　22

　　　　　　　－2．79　15　4

　　　　　　　　1．46　6　7

過現未

　　　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　　一〇．57　30　21

　　　　　　　－5．57　7　O

　　　　　　　－3．22　13　5

まだ・もう・もっと・また

薪しさ

　O．55

－1．30

　1．23

－3．31

　0．67

　0．39

－1．47

－1．27

－O．57

－O．75

　2．27

－O．43

戦前戦後

4
2
2
9
6
2
2
5
5
9
7
5

1
3
2
1
3
2
1
1
4
　
　
1

7
2
0
7
7
7
5
5
喚
7
5
3

1
2
3
　
3
3
　
1
3
　
1
1

06　16　26　36　46　56　66　76

83144231
06　16

2　10

6　2
－　1

06　16

8　8
3　3

6　6

6
4
7
5
0
5
8
3
5
4
2

0
　

1
　

i
　
　
　
　
　
－

4

6
4
7
1
5
9
7
3
7
0
4
1
3

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

26　36　46　56

2　3　3　9
4　3　2　一

一　5　－　3

26　36　46　56

6　8　6　2
1　一　一　一

1　　　2　ユ

6
4
丞
轟
9
2
7
r
D

2

6
2
4
7
2
5
2
填
1
2
2
5
5

つ
σ
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　1

46

3
5
頃
4
5
3
2
8
7
3
3
5

　
　
　
　
　
1

ρ
0
4
ワ
ω
Q
ゾ
ー
O
Q
ゾ

5
、
　
　
　
　
　
ユ

4
7
　
4
3

66　76

6　4
1　1
4　一

66　76

5　8

！　1

6
3
8
6
2
2
7
1
1
3
2
4
2

段
）
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

6
7
7
1
胤
0
8
2
2
7
2
4
3

7
　
　
1
　1
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　　3．166e

ひさしい

若い

3．1663

あたらしい

あらた

ふるい（古）

3．192e

たかい

ひくい

ひろい（広）

せまい

ふかい（深）

浅い

ながい

みじかい

遠い

近い

久しい・若い・早い

　　　　　　新しさ　　戦前1・＃k後

　　　　　　一4．25　7　1
　　　　　　　0．52　14　19

新しい・古い

　　　　　　回しさ　　戦前戦後

　　　　　　　1．24　19　32

　　　　　　一一〇．14　ll　IO

　　　　　　－O．38　IO　6

長い・広い

新しさ

　O．29

　1．80

－O．86

－O．05

－1．46

－2．20

－1．26

－O．45

－O．57

一一 Z．03

戦前奪幾後

14　17

5　15

17　l1

10　9
34　18
4　　！

27　12
6　　5

13　IO

I6　17

06　16　26　36　46　56　66　76

5一一2－1一一34433772
06　16　26　36　46　56　66　76

17－11　12　749

31345－23－　　1　　4　　5　　3　　2　一一　1

6
2
3
2
魂
6
1
6
2
5
2

1

ρ
0
5
　
8
2
2

0
　
　
　
　
　
！

需
ρ
0
2
つ
σ
5

6
6
1
2
1
9
3
7
！
2
3

2 36　46

ユ
ー
5
3
7
一
8
1
3
6

6
2
2
2
3
5
！
3
3
2
4

5 66　76

4　6

3　4

2　5
6　－

5　4

5
2
2
9
Q

－
　

喚
繧

06　16　26　36　46　56　66　76
ヂたかい」

空間

ねだん

2　　2　　2　　－　　2　　－　　！　　l

一　　一　　1　　1　　1　一・　一　　2

　「ながい」

　　長い（空間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　一　一　1　2　－　1

　　・長レ、（時問）　　　　　　　　　 41552113　　永い（時間）　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　4　2　3　一　一　一　1

　空聞・時間とも，「ながい」にかながきはなかった。疇問の形容として，「永い」は勢力をうし

ない，「長い」に統一されつつあるようだ。

　　3．　1921　厚い。太い・大きい

　　　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　大きい，な　　　　　　　　L96　　29　52　　4　4　12　9　3151717
　　ちいさい　　　　　　　　　　　0．83　　12　12　　3　三　3　5　2　2　2　6

　　大　　　　　　 一4．45　20　2　1043311一一
　　ノ」、　　　　　一4．60　41　31一一一1一一
　　3．　193　震藝：し、・軽し、

　　　　　　　　　　　　　　　　新≧しさ　　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　is［，’．　V＞　一一2．68　！5　4　4　　　5　　　1　　　5　　　2　　　1　　　1　一・

　　肇釜レ》　　　　　　一2．17　10　2　2413一一一2
　　3．　194　逮も、。遅し、

　　　　　　　　　　　　　　　　秦斥しさ　　戦前｝戴後：　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　急、　　　　　　 0．05　11ユG　23241522



3．相の類鈍9

急速

はやい

おそい

すみやか

にわか

4．33

一一 Z．43

－1．33

－3．6ア

ー2．00

6
1
3
0
2

　
10

7
3
3
《
U

　
1 つ

Q
ユ
ー
り
轟

圭

2

2
3

！
9
」
つ
σ
榊

脚
8
／
1

り
乙
達
■
1
2

1　2

2　3

2

3．195　多い・少ない

多い

多く

たくさん

幾多

すくない

すこし

ちょっと

わずか

いささか

多少

ただ

少しく

新しさ

一1．32

－O．43

　1．22

－tf．67

－1．67

－1．10

－O．52

－1．44

－O．27

－2．7！

一1．21

－r潤DoO

戦前戦後

41　28

3e　26

3　　6

6　　e

21　　9

37　22

13　8
沁　　8

7　　4

18　3
56　39
8　　ユ

6
7
0
1
3
6
8
、
4
1
4
8
6

（
）
■
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

6
8
7

王

1
4
7
り
乙
3
1
〔
」

17

6
7
7
ユ
一
8
9
6
3
3
4
3
1

2
　
　
　
　
　
　
　

τ
l
　
　
　
　
　
　
i

36　46
9

6

1

2

3

3

5

2

5　－

8　12

1　1

6
5
4
り
δ

5

り
乙
σ
0
9
Q
9
0
1
2
9

ハ
Q
り
轟
8
1

£
U
－

〔
」
ρ
0
2
3
211
三
1
7

06　16　26　36　46　E6　66　76

「すくないj

少ない

紗ない

「ただ」

だ
　
　
　
通

だ
　
ロ
ハ
　
唯
　
一
欝
　
並
凹

338312ro　l
3ユー一一一一一
06　16

5　2

3　7

9　7
／　一

一　1

26　36

7
1幅

8
4
1

tl　6　56　66　76

12　9　ll　7

3．198　ひとり・みんな

あらゆる

…切

ことごとく

すっかり

すべて

皆

ひとり

単（に，なる）

新しさ

　1．00

一・ P．17

－1．75

　1．86

　0．04

－1．19

－O．77

－O．44

戦前戦後

8
5
5
3
3
2
4
2

　
ユ
　
　
　
2
り
D
4
1

8
8
3
4
9
2
4
3

1
　
　
　
　

9
畠
2
り
O
i

6
2
2
2
　
8
3
7
6

0
　
　
　
　
　
　
エ

6
3
4
2
　
7
7
6
1

董
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

26　36　46

－　3

3　6
－　1

一一@3
6　2

8　4
8　13　15

1　4　7

6
8
2
ー
ユ
9
8
7
1

5

6
2
1
！
1
7
6
5
4

7
設
）
9
σ
1

6

／
6
4
7
1

06　16　26　36　46　56　66　76
「すべて」

すべて

総て

凡

下て

1
5
2

－
り
0
9
Q

2
2
り
鳥

1　6　9　6

1　一

一　1

ハ
0
鼎
－
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3．　1990　限り・全く

完全

充分

まったく

新しさ　　戦蒲戦後

　O．94　10　22
－O．03　18　19

　0．15　29　39

06　16　26　36　46　56　66　76

41－5964345635473
7　10　7　5　12　a2　9　6

06　16　26　36　46　56　66　76

「じゅうぶん」

じゅうぶん

十分

充分

3．董992　およそ・かつがつ・最も・もっと

もっと

ますます

いっそう

より（副）

一番

もっとも（最）

概して

凡そ

大体

ほぼ

ほとんど

すくなくとも

新しさ

　1．29

　1．10

－O．74

　2．82

　0．36

－O．42

－6．00

－3．86

－1．14

　3．00

－O．67

　0．44

戦前戦後

8　13

8　12
17　！4

2　　9

12　10

32　30
4　　0

5　　2

9　　5

2　　5

25　／7

10　／5

3．董993　かなり・はなはだ・あまり

大い（に，なる）

きわめて

随分

すこぶる

大変

はなはだ

はなはだしい

非常

いと（副）

よほど

かなり

やや

大分

新しさ

一1．85

　0．51

一・ P．94

－5．57

－O．06

－3．00

－3．31

　1．23

－5．67

－3．22

　1．6e

－2．33

－4．00

戦前戦後

16　IO

17　24

13　4
14　0
9　　8

16　2
10　3
11　24
3　　0

8　　1

8　／2

7　　2

6　　0

一　一　一　一　一　一　1

25531261
2－1－42－2

ρ
0
〔
」

5

1
1
6
3
　
2
3
　
4
4

ρ
0
1
3
ρ
0
3
1
1

丞
▲
　
　
　
　
　
　
－

1
1
2
ご
0

6
つ
0
2
だ
0
1
F
O
7

3

9
Q
2
R
）
2

6
1
1
2
1
5
6
1

2

2
　
4
り
0

6
2
ユ
4

1

9
臼
Q
ゾ
　

一
2
　

9
2

ρ
0
9
臼
4
ρ
0

0

（
）
り
δ
4
2

1

ρ
O
q
δ

06　16

7　5

6　4

4　2
7　5
4　－

2　5

5　2

3　2
2　一一

1　4

1　3

3　1

2　1

66　76

4　3
3　6

4　3

3　2

1　2

9　7

i
1
4
3

3
7
つ
0

ハ
◎
1
0
0
ウ
自

7

2
　

1
1

6
1

ρ
0
3
5

6

つ
Q
1
11

1
0
0
1

ρ
0
2
4
9
臼

5

3

5

1

ρ
Q
4
7

4

1
2
72

6
3
2
3
1
2
3
1
4

3

1
2
1
9
翻

6
1
5
4
1
3
6
2
2
1
2
2
2
1

2

06　16　26　36　46　56　66　76
「二二」

～に

～な

～の

3．30璽0

おもしろい

驚き・楽しい。快い

　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　一2．63　21　6

ウ
自
1

一　2　1　6　4　8　1
1　－　2　1　1　3　一一

1　－　1　一　一・　一

06　16　26　36　46　56　66　76

11　　4　　2　　4　　－　　l　　l　　4
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のんき

画譜

3．　301

おそろしい

3．　3e2

気の毒

いや（嫌）

好き

3．　306

たしか

不思議

はたして

3．　346

あえて

みずから

いたずら

3．　37

　　　　　　一5．80　5　O　3
　　　　　　－4．00　6　O　一

　苦しい・悲しい・こわい

　　　　　　薪しさ　　戦前戦後：　　06

　　　　　　－1．00　11　4　1

好き・きらい・かわいい・にくらしい

　　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　一4．00　6　O
　　　　　　－1．67　12　3
　　　　　　　1．47　7　10

くわしい・たしか・あやしい

　　　　　　薪しさ　戦前戦後

　　　　　　　O．51　21　20

　　　　　　－3．20　8　2
　　　　　　－2．69　23　9

みずから・あえて・ぬけぬけ

　　　　　　新しさ　戦前戦後

　　　　　　一2。60　　　11　　篠

　　　　　　一2．24　27　15

　　　　　　－2．33　6　3

経済

大切

重要

3．50肇　光

あきらか

いちじるしい

はっきり

明白

3．502　色

うつくしい

きれい

あかい

ρ
0
1
1
2

0

農
U
復
）
9
Q
l

（
）
1

ρ
0
4
9
臼
9
9

0
　
1

新しさ　戦前戦後　　06

　0．25　4　4　2
　2．88　6　26　1

籍しさ　　戦前戦後　　06

　2．82　6　27　1
－1．46　10　3　一

　2．14　6　8　一
一2．78　6　3　1

新しさ　戦前．戦後　　06

一一 P．00　14　11　4
－2．43　5　2　2
0．43　7　7　3

1　1　一　一　一・　一・　一

3　3　一　一　一　一　一

16　26　36　46　56　66　76

4　1　5　1　－　1　2

16　26　36　46　56　66　76

1　4　一　一　一　一　一

3　5　3　一　一　3　一

一　1　4　－　5　2　3

16　26　36　46　56　66　76

3　4　8　1　6　6　7
1　3　1　1　1　一　一

9　－　3　1　4　1　3

16　26　36　46　56　66　76

2　2　3　2　2　一　一

7　4　4　8　3　2　2
2　1　1　2　一　1　一

16　26　36　46　56　66　76

一　1　1　一　1　2　1

1－45610　5

16　26　36　46　56　66　76

－3256　12　4
2　6　2　1　－　2　一

一　2　4　1　1　3　3
4　－　！　3　一　一　一

16　26　36　46　56　66　76

6　2　2　3　4　ユ　3
1　一　2　1　1　一　一

1　2　1　1　－　2　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　「あかい」

　赤レtS　　　　　　　　　　　一一211－24
　紅い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　1　一　一　一　一　一　一

　例はすくないが，この2つも，完全におぎないあっており，「紅い」から「赤い」にかわって

いる。なお，それぞれの形容しているものは，つぎのとおり。

　　紅い（1906）顔，辱，恋の華

　　　　（1916）　考禁裏
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　　赤い（1926）顔，火

　　　　（1936）裾

　　　　（1946）布

　　　　（1966）眼，学生

　　　　（1976）ダイヤ，畳，矢

　　3．505　味

　　　　　　　　　　　　　　新しさ

うまい 3．！0

戦鳶歪∫　1戦後　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

　4　17　1　　　－　　　3　一一　1　　7　　　2　　　7

4．その他（接続詞・陳述副詞など）

4．　113　累力昼

かつ（接）

そうして

そして

もって（以）

そのうえ

ならびに

しかも

しかして

および

加之（しかのみならず）

4．112　展開

だから

したがって

それゆえ

いわんや

薪しさ

一2．04

－O．40

　2．42

－3．74

　0．33

－1．36

　0．60

－5．05

－O．91

－5．00

薪しさ

　1．78

　0．43

－o．se

－5．60

戦前戦後

17　6
13　7
24　80

88　20
2　　4

6　　5

22　23

42　2
52　35
4　　e

e6　16

6　3
－　3

－　6

32　38

1　－

2　1

6　4
18　14

13　14

1　2

26　36

7　1

3　7
7　11

10　8
1　一

3　－

3　9

9　1
13　12

1　一

6
1
3
2
2
2
2
4
2
2

4
　
　
　
9
9
1
　
　
　
　
　
／

貧
）
つ
e
1
／
り
5
締

7
　
　
2

一
6
一
8

6
2
2
7
2
2
1
1
「
0

《
り
　
　
1
　
　
　
1
　1

1i＃k前　｝戴ぞ麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

13　33　4
20　26　4
5　　3　　1

10　O　6

1

4

簡

2

3

4

2

1

5　8　9　9　7
8　11　3　8　4
2　1　1　一　玉

1　一　一　一　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　「したがって」

　したがって　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　一　2　2　2　7　1

　従って　　　　　　　　　　　．　　　　　　　3　3　3　6　9　1　1　3
　随って　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1　1　一　一　一　一　一

／2．363／の動詞のfしたがう1と接続詞の「したがって」とをくらべると，古くはどちら

も漢字だが，あたらしいところでは，形式化した後者の方がかながきがすすんでいる。

　　4、　　1　1　3　　　反交寸

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　　戦萬戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　だが　　　　　　　　　　　　　2、77　　U　　24　　一　一　3　8　4　3　9　8

　　しかし　　　　　　　　　　　　　LO3　　　81　113　　　6　22　17　36　27　33　29　24

　けれども　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1．80　　　　10　　　5　　　　1　　4　　3　　2　　3　　1　　！　　一

　ところが，で　　　　 一〇。40　1614　52365423



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4。その他153

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　06　16　26　36　46　56　66　76
　「しかし」

　　しかし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　6　　9　30　25　33　29　24

　然、し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　14　3　2　2　一　一　一

　併し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　2　5　4　一　一　一　一

　fところが（ところで）」

　　ところが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　2　3　5　4　4　2　3

　所が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　一　一　一　1　一　一　一

　処が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ．　一　一　1　一　一　一　一

　1916年の段階で漢字がきがなくなっていることは，名詞の「ところ」にくらべて，おおきなち

がいで，ここにも意味の形式とかながきとの関係がうかがえる。

　　4．114　選択

　　　　　　　　　　　　　　新しさ　戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　　また　　　　　　　　　　　一！。75　170　90　584136353326　15　16
　　または　　　　　　　　　　　一2．27　　20　10　　9　6　3　2　5　－　2　3

　　あるいは　　　　　　　　　　一〇．51　　38　31　　11　9　12　6　8　5　10　8

　　もしくは　　　　　　　　　　一・3．36　　　9　　2　　2　3　4　－　1　1　一　一

06　16　26　36　46　56　66　76

「また」

また

四

輪

復

4．115　岡帰

すなわち

つまり

たとえば

新しさ　　戦欝戦後

一・R．39　60　12

　2．38　5　27
　1．84　14　3！

9　9　9　19　31　24　14　16

12　5　　8　　2　一・　一　　1　　－

37　16　19　14　2　2　一　一
一　　1　　一　　一　　一　　一　　一　　一

06　16　26　36　46　56　66　76

23　14　14　9　　　5　　　3　　　2　　　2

32一一6611　4
3344410　98

06　！6　26　36　46　56　66　76

fすなわち」

すなわち

即ち

乃ち

期ち

4．116　補充

なお

もっとも（尤）

ただし

薪しさ　　戦前戦後

一2．30　44　19

－2．00　16　6
一ユ．00　　　5　　3

（
）
一
つ
Q

2
1　1　4　2　2　2
11　7　1　！　一　一

1　1　一　一　一　一一

1　一　一．　一　一　一

06　16　26　36　46　56　66　76

17　12　5　le　9　2　6　2

6235　一一　42－
2　　一　　ユ　　2　　1　　1　　－　　1

06　16　26　3．6　46　56　66　76

「なお」

なお

尚

猶

22－582629735一　一一　一一
6　3　2　一　！　一　一　一
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　　4．117　転換

さて

そもそも

4、董18

何となれば

4．31蓄

かならず

きっと

もちろん

多分

おそらく

けだし

4．　312

とにかく

ともかく

かえって

どうも

むしろ（副＞

4．3箋3

なるほど

やはり

4．　315

たとい（仮令）

もし

よし（轟もし）

4．　321

いな

理由

判断

判定

予期

仮定

応答

新しさ

一一 Z．62

一・ P．20

戦前戦後　　06　16　26　3646　56　66　76

　12　9　3　　2　　3　　4　　2　　4　　2　　1

　73　3121一一一3

新しさ　戦前戦後　　0616263646566676

－5．00　9　O　43－2一一一一

新しさ

一1．26

－1．40

－O．32

　0．50

　0．94

－3．62

新しさ

“．87

一一 Z．82

－2．28

－2．78

一一 P．05

序しさ

一2．63

　0．28

新しさ

一2．26

－O．42

－4．43

戦前戦後　　06　16　26　36

　26　20　11　8　3　4
　3　　2　1　－　1　1

　18　20　8541
　1　　3　1　一　一　一

　11　21　4241
　11　2　6　2　一・　3

戦前戦後

　17　6
　6　　5

　21　　4

　14　4
　23　19

46　56　66　76

5　7　5　3
1　1　一　一

8　2　1　9
1　1　1　－

5　8　2　6
1　一’　一m　1

67

2
1
1
1

ハ
0
2
9
臼

6

6

貧
）
4
1

5

3
7

6淫

り
0
　
5

ρ
0
謄
D

3

Q
ゾ
9
」
貞
）

探
U
4
1
「
0
り
0
2

2

ρ
Q
4
1
り
Q
－
「
D

l

ρ
0
4
4
4
7
0

0
　
　
　
　
　
1

戦前戦後　　06　16　26　36　46　56　66　76

　12　4　5223121－　19　20　5　　　6　　　5　　　3　　　1　　　7　　　6　　　6

彗幾前　戦手麦　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76

14　5　5　3
34　32　10　13

7　　0　2　2

3

6

2

3　1　2　1　1
5　6　9　11　6
1　一・　一・　一　一

i旧しさ　　戦前戦後　　G6　16　26　36　46　56　66　76

一・

R．50　18　6　861351一一
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壌．　文語的表現から口語的表現へ

　言文一致が，比較的みじかい期間で成功して，文語文から口語文へと雑誌の文体がかわったこ

とは，文体の分析の項でみたとおりである。しかし，これは，文章を単位としたときのはなしで

あって，こまかくその文章のなかにはいって，いちいちの表現をしらべると，かならずしも，文

語から完全な口語的表現へ，一気にかわったわけではない。いちおうは口語文といえる文章のな

かに，文語的な表現がまじっていて，それが，しだいに口語化されてきたのである。ここでは，

このようすを，標本にあらわれたかぎりで，統計的にしらべることにする。

　じつは，口語文のなかの文語的要素がしだいにへっていったように，文語文の時代にも，すこ

しずつ，そのなかに口語的な要素はふえていっただろう。文体の分析の項であげたように，文語

と口語がいりまじった文章も，たしかにある。しかし，このような例は，その逆の，口語中の文

語的表現にくらべれば，はるかにすくない。標本にあらわれたところでは，以下にあげるのが，

ほとんど金用例である。
　　おくがふ　　めいまう　　　　　　じさう　　　　ニんじきぐも　　で　　　　　　ひ

　O億劫の迷妄やぶる慈相して金色雲を出るあさ日かな　（1go6一・3　go）

　○然れども青年者の精神は紳士のそれの如く疾病に罹り居らず。仮令幾分か罹り屠るとする

　　も；未だ紳士に於けるが如き慢性のものとなり居らず。（1906－426）

　○こ・に於て賢明なる入々は人生問題や宇宙問題に従事することを以て閑人の閑事業と見倣し

　　玉へり。（1906－6　92）

　○河内から木綿売来る土用かな　　（1906一　8　90）

　○蓮の葉の嚢から三面を出し　（1906－8　91）

　○随分御安くない恋中と申すべし。（1906－10付録　147＞

　○此篇を読めば氏は一般に余り甘いものを好かぬ時勢に向ひつ・あることを看過したるやうに

　　思はる。（1906－12　108）

　0先生にも私をどうあっても後任に被レ遊度とて御呼寄被。下候　　（1926－4　説苑66）

　○きのふ軒下にひきつけておいたリヤカーの草をひろげてみると情報の間にラヂオ正午に天婁

　　の放送あるをいふ。未曾有のことなり。（1946一・2・80＞

／「より」　と「から」／

　格助詞の「より」は「から」にくらべて文体的にかたく，文語的または文章語的である。これ

が口謡文中でどうなったかをのべる。ただし，比較の「より」など，意味的にCから」におきか

えられないものは，もちろん舛象外である。文体的には，会話のなかでfより」をつかうのは不

自然だし，rさるも木からおちる」のような慣用句もあるが，それには9をつぶって，おなじ意

味とみとめられるかぎり，集計した。
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1906年
！916年

1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
ig76年

法

「より」

　3
10

　7

　3
16

　2

　1

　2

「から」　　fから」の比率

　26　O．897
　52　O．837
　66　O．904
　75　O．962
　77　O．828
　81　O．976
　90　O．989
　98　O．980

　このように，大局的には「より」から「から」への移行はあきらかだが，それほどきれいな線

をえがいてかわったわけでもない。これは，とくに1946年度に「より」がおおいためである。

／「のみ」と「だけj／

　この2つの形式について，意三三におなじばあいだけを比較する。だから，

　　……しただけのことはある／それだけ……だ

など，分量をあらわす「だけ」の用法は集計しない。「のみ」の方には，「だけ」に対応しない用

法はなさそうである。「……のみならず」も，「……だけでなく」にあたるものとみて，集計した。

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

「のみ」

地の文　会話

3
9
8
7
5
2
2
5

　
　
　
　
1

「だけ」

地の文　会話

　2　　2
　6　　！

　13　　2

　13　　6

　17　一
　17　　5

　22　　4

　21　　3

地の文における

「だけ」の比率

　　O．400

　　0．400

　　0．619

　　0．650

　　0．531

　　0．895

　　0．917

　　0．808

　このように，1926年，1956年と2度にわたって段階釣にドだけ」がふえており，とくに後者に

おけるふえかたは，いちじるしい。

1　．0

O　．9

O　．8

O　．7

O．6

O．5

O　．4 e一一一一一．of

　　　　ノA　　　　　　’
　　パ’　＼＼　！

　　／　xx／
　／　Xbt　’
　ノ
　ノ

t

1
’

　　「から」の比率

　　ノ’一へ
　ド　　　　　　　
　’　　　　　　＼
　’　　　　　＼
　’　　　　　　　　＼
　’　　　　　　　　、
／「だけ」の比率

’

’

1

！

06　16　26　36　46　56　66　76　fa“：
　　　図5一雀　助詞の臼語化
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／形容詞の連体形／

　ここであつかうのは，せま．い意味での形容詞（イ形容詞）だけではなく，形容動詞（ナ形容詞）

および形容詞・形容動詞型の活用をする，いくつかの助動詞（一たい，一らしい，一ようだ，一そう

だ〉もふくむ。これらは，文章全体が（つまり，終止形が）口語化されたあとでも，文中で文語の

かたちのまま，つかわれることがある。いちばんあたらしい，1976年の例をあげておこう。

　○しかし，どうやら，戦後の日本では，田儀角栄的なものの考え方が支配的だという気はする

　　のである。そう雷っては黒い過ぎになるので，田中角栄的なものの考え方が優勢だと旧い直

　　そう。いや，それでも駄目だ。これでもピッタリとこない。才あって徳なき田中角栄的なる

　　少数の人物に支配されて，それを前にして，われわれH本人（むろん，私を含めて）はあま

　　りにも無力に過ぎるのが一般だということにしておこう。（1976－10171EIJ　［　1瞳畑中角栄

　　の下駄と背広」）

　口語的な形式が圧倒的な現代においては，このような文語的形式は，一種の文体的効果をうみ

だす。おおくのばあい，それは意識的な使用であろう。しかし，口語文がまだあまり普及してい

なかった段階では，それは，文語のなごりとして，あまり意識せずに，つい口語文中にはいりこ

んだ，といったようなかたちで，つかわれていた。

　○隣とも，気の毒とも，雷ひやうの無き次第であった。（1916－9説苑96）

　0彼れは利子の禁止に対して最も明快なる反対の態度を取った。（1926－10公論32）

　特殊なばあいには，いまでも，はなしことばのなかに文語約な表現がでてくることがある。

　○あいつの，聖なる一なんていう名前はおかしいでしょう，それはもう神さまに申しわけない

　　ような。だけど結局，神さまに一番愛された死に方ですよね。（ユ976－3　293今Ei出海｛談）

　　「鴎想の舟橋聖一一」）

　しかし，現在このような連体形がまれであるように，明治陣代にも，はなしことばで文語的な

連体形がつかわれることは，ほとんどなかったはずである。だから，文語的表現と口語的表現と

の比較にあたっては，地の文と会話とを区別する必要がある。でないと，雑誌のなかに談話（小

説の会話部分や，座談会σ）記録など〉がふえたために口語形がふえたのかもしれない，という疑問

がのこるからである。なお，ここで闘題にしているのは，あくまで口語文中でのことであって，

文章全体が文語体のばあいを無視することは，ほかの文法項目の調査とおなじである。

　この講査は，形容詞＋名詞をとりあげるのだが，それぞれの範囲について，のべておく必要

がある。

　形容詞のがわでは，イ形容詞（いわゆる形容震司）とナ形容詞（いわゆる形容動詞〉のほかに，イ型

活用の助動詞（一たい，一らしい）と，ナ型活用の助動詞（一ような，一そうな）とをふくむ。ただ

し，文語形の「いかなる」「一ごとき」とロ語形の「一みたいな」は，それぞれ対応する欝語

形，文語形を（ほとんど）もたないので，とりあげない。これ以外にも，硝語・文語のなかにし

かつかわれない，といってもいいような単語があるが，度数がひくく，結果にたいしてひびかな

いので，便宜上調査婦象にふくめておくことにした。なお，

　　大なる　：　おおきな

　　小なる　：　ちいさな
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は，形式的には対応せず，連体詞とされることもあるが，意味的にはおきかえられるので，ナ形

容詞にふくめる。

　名調のがわには，一部の助詞，たとえば

　　おそろしいまでに，かなしいほど，くるしいばかり

　　ちいさいのは，おおきなのを（および，これに女す応ずる「ちひさきは，大なるを」）

の類もふくめた。ただし，

　　さびしいのだ，さむいの？

などは，すでに終助詞化しており，したがって形容詞は終止用法とみて，集計しない。

　1906年　　　　　　　　文語形　　　　　　　口語形

　　　　　　　　　　　地の文　会話　　　　地の文　会話

　イ形容詞　　　　　　　　　IO　　2　　　　　36　　9

　　イ型助動詞　　　　　　　一　　一　　　　　　4　　一

　ナ形容詞　　　　　　　　　21　　－　　　　　31　　3

　　ナ型助動詞　　　　　　　一　　一　　　　　　．　　一

1916年

イ形容詞

　イ型助動詞

ナ形容詞

　ナ型助動詞

　　計

1926年

イ形容詞

　イ型助動詞

ナ形容詞

　ナ型助動詞

　　計

1936年

イ形容詞

　イ型助動詞

ナ形容詞

　ナ型助動詞

　　計

1946年

イ形容詞

　イ型助動詞

ナ形容詞

　ナ型助動詞

　　計

　　文語形

地の文　会話

　　12　　　－

　　29　　　－

　　41　一

　　文語形

地の文　会話

　　12　1
　　1　　－

　　22　　　－

　　35　　　1

　　文語形

地の文　会話

　　10　　　－

　　10　　　－

　　20　　　一

　　文語形

地の文　会話

　　9　　　－

　　IO　　　l

　　19　1

　　口語形

地の文　会話

　　84　14
　　6　　　－

　　50　　　3

　　32　　4

　172　21

　　口語形

地の文　会話

　　69　　4

　　5　　2
　　57　　　8

　　30　　　2

　161　16

　　口語形

地の文　会話

　　77　　　5

　　6　　　－

　　91　　　7

　　34　　　－

　208　12

　　目語形

地の文　会話

　　95　　　1

　　2　　　1

　123　2
　　15　一

　235　4
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1956年

イ・形容詞

　イ型助動詞

ナ形容詞

　ナ型助動詞

　計

1966年

イ形容詞

　イ型助動詞

ナ形容詞

　ナ型助動詞

　計

1976年

イ形容詞

　イ型助動詞

ナ形容詞

　ナ型助動詞

　計

形語文

話会文の地

｝

1

形語文

話会文の地

1

玉

2

　　文語形

地の文　会話

　　4　　　－

　　1　　　－

　　3　　1

　　8　　1

蘭語口

話会文の地

2882

15

23

5

57

11

S6

S4

1
　
　
　
　
　
9
自

彰ヲ五口き
ほ口

話会文の地

390

2

11581

532

19822

　　日語形

地の文　会話

　62　　8
　　2　　　－

　118　ll
　　35　IO

　217　29

　さて，以上の表から，会話の部分と助動詞とをはぶき，口語の比率を計算するとつぎのように

なる。

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
！976年

　　　イ形容詞
文語形　口語形　目語の比率

0
2
2
0
9
1
1
4

1
1
1
1

6
4
9
7
5
2
0
2

3
8
6
7
9
8
9
6

O．782

0．875

0．852

0．885

0．913

0．988

0．989

0．939

文語形

1
9
2
0
0
0
1
3

り
乙
2
9
自
1
1

ナ形容詞

口語形　口語の比率

　31

　50

　57

　91
123

111

158

118

O．596

0．633

0．722

0．901

0．925

1．000

0．994

0．975

　このように，言文一致以後でも，まだ，文語的な形容詞形は，かなりの比率でつかわれてい

た。とくに，ナ形容詞の口語化はイ形容詞にくらべてすこしおくれてスタートしたが，まもなく

おいっき，1956年以後は，文語形がでてくることは，ほとんどない。また，助動詞は形容詞より

も先に口語化したのではないか，とおもわれる。

／2段活用／

　文語の上2段活用・下2段活用の動詞およびこれとおなじ型の活用をする助動詞は，口語で1

段活用になったが，やはり，しばらくのあいだは，2段活用の形がのこった。2段と1段の形が

ちがうのは，終止・連体・已然（仮定）のばあいである。口語文中につかわれた文語形の例をあ

げよう。
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　○然し弦に今更之を仰々しく論ずるのは政論として余りに月並みに過ぐる。（1916－8説苑

　　81）

　○入開の依て活くる所以のものは理ではない，情である。（1906－151二葉亭四迷ヂ予の愛読

　0唯妻を愛つる心と三夏を惜しむ心とが，どこにか幽かな類似がある，（lgo6一　6　67）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　マ　○此物語の齎白味は回を叢ぬるに従て益々わかって来るので，此次あたりはその頂点となって

　　居るさうである。（1906－4　196）

　O描写の点に至ては今一息と思はるs所もないではないが，其取材は何れも清新で，確かに人

　　生の一部に触れて居る様に思はるs。（1906－4246）

　ここでは，このような動詞の活用の口語化をとりあげる。はじめに，基準をのべておく。

①「およげる」などの可能動詞，および「できる」膿尾的な用法もふくめて）1ま，とりあげな

　い。文語の形であらわれることは，まずないからである。

②文語形（2段）・口語形（1段）のどちらにも，よめるばあいがある。

　○愛読書を得るのは友人を得ると岡じで，私に取っては一の機会ですよ。（1906－3　40）

　○例令ば鼻水が出れば鼻に，頭痛が為ると額に顔一函にべたりと膏薬を貼って，澄ましてみる。

　　（1906－7　　56）

　これらは，「うる／える」「いつれば／でれば」のどちらかでなければならない，という決定的

な証拠はない。もっとも，文体からみて，どちらが適当かということは問題にできるのであり，

とくに，時代があたらしくなると，「解決し得る」のような，あと要素の「得る」は「うる」だが，

咄る」は「でる」とよむのが自然である。しかし，明治のものについては，一方的にきめかね

るものがおおい。それで，以下の調査でも，「得る」「出る」「寝る」などの表記は，すべて〈不

明〉ということにした。

③地の文と会話とを区別したことは，形容詞のばあいとおなじである。

つぎの表でr下2系」としたのは，トれる」「一せる」などの形である。

lgo6年

上2

下2

下2系
　誹

1916年

上2

下2

下2系
　計

1926年

上2

　文語形
地の文　会話

　　1　　　－

　　9　　　－

　12　　－

　22　　一

　文語形
地の文　会話

　　2　　－

　21　一
　ll　1
　34　　1

　文語形
地の文　会話

　　一　　　1

　　口語形

地の文　会話

　　一　　　1

　19　　　5

　12　一
　31　　6

形語口

話会文の地

2

3

3

26

Q1

S9

形語目

話会文の地

15

　不明
地の文　会話

　　7　　　－

　　7　　　一

　不明
地の文　会話

　！6

　16

　不明
地の文　会話
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下2

下2系
　計

10　　1

10　　－

20　　2

36　10
38　　2

79　13

0
◎
幽
8

1936年

上2

下2

下2系
　計

　　文語形

地の文　会話

　　8　　一一

　　2　　－

　　10　一一

　　口語形

地の文　会話

　　6　　1

　48　　6
　　51　　3

　105　10

　不明
地の文　会話

　　13

　　13

1946年

上2

下2

下2系
　計

　　文語形

地の文　会話

　　1　　－

　　15　一

　　6　　－

　　22　　一

形語口

話会文の地

1

468

W1

4501

　　不明

地の文　会話

　　2

　　2

1956年

上2

下2

下2系
　計

　　文語形

地の文　会話

　　1　　－

　　1　　一

斑ヲ五口き
は口

話会文の地

3

12

8

50

T7

20101

　不明
地の文　会話

　　7

　　7

1966年

上2

下2

下2系

　置

形語文

話会文の地

8

8

形語口

話会文の地

14

13

3

62

U4

17301

　不明
地の文　会話

　　2

　　2

ユ976年

上2

下2

下2系
　計

　　文語形

地の文　会話

　　3　　－

　　3　　一

　　：語形

地の文　会話

　　4　　　1

　　60　12
　　46　　5

　110　18

　不明
地の文　会話

　　3　　．2

　　3　　2

　ここでも，会話の部分と文語・口語不明のものと例のすくない上2とをはぶき，口語の比率を

計算する。

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

率ヒ

上
9
3
3
7
9
0
6
2

の
6
7
5
5
7
8
8
5
8
1
9
8
8
8
9
5

覧
口
　

．
　
。
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．
　
．

　
　
　
　
（
）
0
0
（
）
（
）

の　

@　

香
@
　
　　
　

　

目
　
形

2
瓢
聞
1
9
2
6
3
6
4
8
6
8
5
0
6
2
6
0

下
口形

語
9

文

21

P0

W
1
51
　
0
Q
　
3

　　　下2系
文語形　［lE9形

2
1
0
2
6
0
0
0

1
1
1

2
1
8
1
1
7
4
6

1
2
3
5
8
5
6
畦

口語の比率

e．soo

O．656

0．792

0．962

0．931

1．OOO

1．000

玉．．000
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　こうして，形容詞のばあいとたいへんよくにた経過をたどって，動詞の口語化もすすんできた

のである。

1　．0

O．9

O　．8

O　．7

0　．6

　　　　　　　　　　　　　　！！！！，へ．　　　、噛

　　　　　　　　　　　　！冠／／　＼、　／

彬容詞 @贋’／　〉’
　　　　　　　　ノ八＼4

　　　　　　〃

　　　　　∠ノナ形舗

　　　　　ぞノ
＼一イ
砂

　　〉下2

　　　　　　　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76年

　　　　　　　　　　　　　　図5－2　活用語罷の口語化

／「つつ」と「ながら」／

　ここでも意味的におなじばあいをとりあげ，「……つつある」や「せまいながら，残念なが

ら」などは対象外とする。

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
／956年

1966年
1976年

　「つつ」

地の文　会話

1
り
Q
嬢
5
　1
3

　「ながら」

地の文　会話

5
2
6
2
8
2
7
6

　
9
自
－
l
　
　
1
　
　
／

1

地の文における

「ながら」の比率

　　1．000

　　0．957

　　0．842

　　0．750

　　0．615

　　1．eoo

　　e．875

　　0．842

　かなり変動はあるが，「つつ」がへるという傾向はみられない。口語化というながれのなか

で，「つつ」は，文章語的な文体の表現手段として，その地位をまもっているようである。

　なお，「一つつある」の度数は，つぎのとおり。すべて地の文，このほかに，会話文申の例と

して，1966年に1つある。

　19061tl三4　 1946年，6
　1916癖三　　2　　　　1956｛手三　　4

　1926年　　2　　　1966年　　3
　1936年　　5　　　1976年　　！

　この数字では，もちろん，増減をいうことはできない。また，意味的にこれにほぼ対癒する

f一ている」の度数は，「いる」のうちわけとして，　p．127にあげてあるが，　このうち，ほんと

うに「一つつある」にあたるのはどれか，をきめるのがむずかしいので，これ以上の分析はやめ

る。
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／r一ざる」「一ぬ」「一ない」／

　動詞の否定形の文語・ロ語対応は，複雑である。終止法では，文語「一ず」，口語r一ない

（ぬ）」で，はっきりわかれる。中止法では，口語にも「一ず」の形がのこって，「一ないで」な

どとはりあっている。ここでは，連体法をとりあげる。文語の連体法のうち，「一ぬ」はのこっ

たが，「一ざる」はしだいにきえた。以下の統計では，名詞を修飾するもの以外，連体助詞の

「の」「ほど」「ばかり」などにつづくものも集計する。一方，「一ざるをえない」「一ざるにおい

て」などは，直接対応する形がないので，はぶく。形容詞のばあいや，トベからざる」もはぶ

いた。rあらざる」は動詞だが，対応するのが形容調の「ない」なので，これもはずした。

1906年
1916年
1926年
i936年
1946年
1956年
1966年
1976年

1906年
1916年
1926年
1936年
1946．年

1956年
1966年
1976年

「一ざる」

地の文　会話

　．6　　1

　12　一
　3　　一一

　3　　－
　　1　　1

　　！　　－

　　3　　一

「一ぬ」

．地の文　会話

　18　一・

　10　　　－

　10　　1
　12　　　5

　14　一一

　8　　　！

　8　　1
　6　　1

地の文における「一ぬ」

「一ない」の比率

　　　O．806

　　　0，739

　　　0．909

　　　0．929

　　　0．980

　　　1．OOO

　　　O．978

　　　0．919

1　．0

　「一ない」

地の文　会話

7　　　2

24　　6
2e　　　4

27　　7

34　　2

33　10
36　　4

28　　5

「一ぬ二一ない」中の

「一ない」の比率

　　O．280

　　0．706

　　0．667

　　0．692

　　0．708

　　0．805

　　0．818

　　0．824

O．9

O．8

O　．7

O．6

O　．5

O　．4

O　．3 ，
ノ
。

「ぬIFない」の比率

　卜＼　　　，か一一一一一一’Of

　st　Xw．tt．
　f

tl

／
ll

l

　　　　　　一一騨噛〇　　　一一一’翻趣｝

　IS
！／「ない」の比率

／

1

fft　16　26　36　46　56　66　76i，ll

　　　図5－3　否定表現の口語化
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　このように，ザーざる」は，初期にすこしつかわれただけである。ただし，ここで集計からは

ずした「一ざるをえない」といった慣用的な表現では，いまでものこっている。また，トぬ」

は「一ない」にくらべて口語申での比率がおちてきている。

／推量形，「一う」と「一だろう」／

　口語の推量形には，一般的にはけるだろう］の形がもちいられる。しかし，文章語としては，

意志形とおなじ「しよう」という形がつかわれることも，ないわけではない。天気予報で，「あ

すは爾がふりましょう」というのが，自然な口語かどうか，問題になることがある。動詞につい

て，語形変化の表をつくると，つぎのようになる。＊は，そこにあたる語形がないとおもわれる

もの，？は，あるかどうか，疑問なものである。

肯定ふつう体

ていねい鉢：

否定　ふつう体

ていねい体

　一う系

ふろう

ふったろう

ふりましょう

ふりましたろう

ふるまい

　（？ふらなかろう）

ふらなかったろう

ふりますまい

＊

　一だろう系

ふるだろう

　（ふるであろう〉

ふっただろう

　（ふったであろう〉

ふるでしょう

　（ふりますでしょう）

　（ふるでありましょう）

ふったでしょう

　（ふりましたでしょう）

　（ふったでありましょう）

ふらないだろう

　（ふらないであろう）

ふらなかっただろう

　（ふらなかったであろう）

ふらないでしょう

　（ふりませんでしょう）

　（ふらないでありましょう）

ふらなかったでしょう

　（？ふりませんでしたでしょう）

　（ふらなかったでありましょう）

　わずらわしいので省略するが，形容詞やコピュラの「一である」（名詞および形容動詞の述語形）

についても，おなじような変化表をつくることができる。（ただし，形容詞のていねい体・現在には，

「一ふるでしょう」に対応する「一だろう」系の「さむいでしょう」があるだけで，「ふりましょう」にあた

る「一う」系の形式がかけている。）

　大規模な調査によって，このような語形の1つ1つの使用度数を確認することは，意味のある

ことである。しかし，今園の程度の規模では，大部分の形式が度数0ということになる。また，

口語文体の確立，という，当面の研究課題からして，大筋をつかめるようにすることが必要であ

る。それで，うえの表でカッコにいれた語形の変種は，それぞれの，おもな語形に合併した。

（実際には，「一だろう」系のなかで「一であろうGのしめる率は，かなりたかい。）　また，ていねい体

はほとんどないので，ふつう体・ていねい体の区別には譲をつぶり，みとめかたとテンスだけを

とりだすことにした。具体的には，つぎの形式である。
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　　　　　　　　　　　　一う系　　　　　　　一だろう系

　肯定　　　　　　　　ふろう　　　　　　　ふるだろう

　　　　　　　　　　　ふったろう　　　　　ふっただろう

　否定　　　　　　　　ふるまい　　　　　　　ふらないだろう

　　　　　　　　　　　ふらなかったろう　　ふらなかっただろう

　ただし，つぎのような形は，対立していないので，集計の婦象外とする。

　　「雨がふるのだろう」（「雨だろう」と同様に「一う」の形がない。）

　　「あろうことか，あるまいことか」「おそくなろうとも」

　○この人が北京草野店の食卓についていようとは意外だった。（1976一　6　357）

　f一だろう」のなかには，少数ではあるが，つぎのような連体法がまじっており，これも「一

う」ではいいにくいが，「一う」でいえるものと，いえないものとの限界がはっきりしないの

で，いちおう，対立があるものにふくめて，「一だろう」のがわに集計した。

　○昭和四一年から出発するであろう設備循環の1生格，（1966－2　209）

　○それは圏経済法則」が瞳久に社会生活関係の上に岩貸しつ・・“けて行くであらうことの代りに，

　　それが人立の意識的統制の下に置かれるであらう日を赤鼠する。（1926一　5　公論　104）

玉906年

1916年

1926年

1、936年

ユ946年

1956年

1966年

1976年

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

ふろう

ふったろう

ふるまい

ふらなかったろう

地の文

2
隔
3
需
2
一
2
一
4
1
2
一
7
一
3
榊
9
一
1
一
4
一
2
一
2
一
2
需
8
｝
ユ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

－
「
－
一
一
「
一
ド
i
「
三
岬
「
甲
ぱ
一
1

　　　　　　　　　地の文

ふるだろう　　　　　　3

ふっただろう　　　　　｝

ふらないだろう　　　　一

ふらなかっただろう　　一

ふるだろう　　　　　　5

ふっただろう　　　　　1

ふらないだろう　　　　3

ふらなかっただろう　　一

ふるだろう　　　　　ユ3

ふっただろう　　　　　1

ふらないだろう　　　　2

ふらなかっただろう　　2

ふるだろう　　　　　　18

ふっただろう　　　　　3

ふらないだろう　　　　3

ふらなかっただろう　　一

ふるだろう　　　　　　13

ふっただろう　　　　　1

ふらないだろう　　　　3

ふらなかっただろう　　一

ふるだろう　　　　　13

ふっただろう　　　　　2

ふらないだろう　　　　1

ふらなかっただろう　　一

ふるだろう　　　　　6
ふっただろう　　　　　一

ふらないだろう　　　　3

ふらなかっただろう　　一

ふるだろう　　　　　　5

ふっただろう　　　　　1

ふらないだろう　　　　一

ふらなかっただろう　　一

1
一
一
｝
　
「
一
一
1
静
一
　
悼
｝
1
一
皿
憎
滞
榊
3
【
一
柵
3
榊
1
一
2
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　うえの表にみるように，過去形の表現は例がすくないので，ほとんど，なにも，いうことがで

きない。否定の現在形「ふるまい　一　ふらないだろう」も，数はすくないが，どちらも，大体，

毎年すこしずつあって，勢力関係はかわっていないようである。肯定の現在形「ふろう　一　ふ

るだろう」は，もっとも注意をひくところだが，年による変動がかなりおおきい。地の文だけを

まとめてみよう。

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

ふろう

2（　O）

2（　O）

4（　2）

7（　O）

9（　4）

4（　3）

12（　7）

8（　2）

ふるだろう

　3（　3）

　5（　2）

　13　（12）

　18（13）

　13（13）

　13　（11）

　6（　6）

　5（　4）

fふるだろう」の比率

　O．600

　0．714

　0．765

　0．720

　0．591

　0．765

　0．333

　0．385

　戦前の部分については，ほかの口語化とおなじような変化をしめしている。ところが，戦後は

逆に「ふるだろう」の比率がさがって，最近の1966・1976両年は，最低の線におちこむ。これは，

ほかの口語化と，まったくちがった推移である。もし，これが標本の抽出にともなう誤差や，か

ぞえまちがいでないとすれば，「ふろう」という形は，現代の口語文，すくなくとも総合雑誌の

ような文体のなかで，安定した位置をしめている，ということになる。なお，注意すべきことは，

この形式がつぎの例にみるような，ある慣用的ないいまわし，もっと具体的にいえば，動作・変

化動詞や意志的な状態動詞でなく，形式化したものについて，おおくみられる，ということであ

る。

　○第二期の指導者として将来の軍を握る有力候補といえよう。（1976－11154）

　うえの表のカッコのなかの数字は，「あろう」「いえよう」「できよう」などについたものを除

外して，動作・変化動詞などのばあいだけを集計したものである。

／「一しめる」とヂーせる」／

　ここでは，おきかえられる例だけをとりあげる。「失望させる」は「失望せしめる」と対立す

るから対象にするが，ヂ誓いをさせる」f相手にさせるjなどは，トせしめる」の形がないの

で，問題にしない。

　○団結権なくしては，労働者を資本家と対等ならしめることが出来ないからである。〈1946－

　　104）

　○実は，この党の現実の在り方そのものが，現段階においてはこの覚の立場を國家的・購民的

　　のものたらしめてみるものがあるからである。（1946－7　68）

などは，いいかえると，「対等にする」「国民的のものにして」あたりが自然で，このままでは

「一せる」にしにくいが，f対等にならせる」「国民的のものであらせて」といえないこともない

ので，ここにふくめた。

　　　　　　　　「一しめる」　　　　f一せる」　　　　地の文における

　　　　　　　　地の文　会話　　　地の文　会話　　　「一せる」の比率

　！906年　　　　6　　　　　　　1　　　　　　　0．143
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　1916年　　　　 17　　－　　　　　9　　1　　　　　　0，346

　1926年　　　　13　　－　　　　7　　2　　　　　0．350
　1936年　　　　　 8　　－　　　　　6　　－　　　　　　0．429

　1946年　　　　 15　　－　　　　 14　　－　　　　　　9，483

　1956年　 3－　 261　　0．897
　1966｛罫　　　　　3　　－　　　　 11　　－　　　　　　0．785

　1976勾三　　　　　3　　－　　　　 21　　3　　　　　　0．875

　「一しめる」は，戦前からどんどんへりつづけ，戦後の1956年以後は，とくに大はばに「一せ

る」にかわった。

／「一ごとき（〈）」と「一ような（に）」／

　ここでは，r一ようだ（である）」に対応する形式，つまりr一ごとし」や

　○全体としての基督教国，世界的教会，又たは統…せられたる人類の概念を有せざりしが如く

　　である。（1926－10公論19）

など，述語の形は，とりあげない。

　「一ごとく」には

　○少くともラヂオ，キネマと並んで，文学の流行は疫病のごとくに全国の青年子女に感染して

　　みる。（1926－3　公論　55＞

のような「一ごとくに」の形もふくめる。

　「一ように」でも，

　　みき　　はだ　　　　　ねんかんふうう　　たほか　　 をとろ　　　しめ　　　　　たい　　むしば　　　　　　　　　　　　 ゐ

　○幹の肌は二十年問風雨と戦った衰へを示して一体に蝕んだやうになって居るが，（1906一丑

　　72＞

のような比ゆや例示のばあいは，「一ごとく」に対立するからとりあげるが，

　○然るに近来，ウヰルヒヨー氏の細胞病理説が鐵てから，今日総ての学者は，皆この説を取る

　　やうになった，（1906－5　122）

　○琵琶法師がその弓の代りに琵琶の擬で弾くやうにしたものが｝1”ち三味線である（1906－12

　　48）

　○彼女に最後の言葉を放たせないやうに努めた。（1926－5　創作69＞

　○すぐに大使館にくるようにいわれた。（1976－1　190）

など，内容や携的をあらわすもので，「一ごとく」に訳せないものは，とりあげない。

　　　　　　　　r一ごとき」　　　　ジーような」　　　地の文における

　　　　　　　　地の文　会話　　　地の文　会話　　　「ような刊の比率

　19064君　　　　　6　　－　　　　　5　　－　　　　　　0．455

　1916ゴτ三　　　　　7　　－　　　　31　　1　　　　　 0．816

　1926．年　　　　 10　　－　　　　 26　　1　　　　　　0．722

　1936年　　　　　 8　　－　　　　 31　　1　　　　　　0．795

　1946脅三　　　　　9　　－　　　　 i1　　－　　　　　　0．550

　1956有三　　　　　1　　－　　　　 24　　1　　　　　　0．960

　19664三　　　　　一　　一　　　　 ll　　3　　　　　　1．000

　1976撫三　　　　　2　　－　　　　 30　　8　　　　　　0。938
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1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

法

f一ごとく」

地の文　会話

r
O
Q
）
9
4
∩
◎
－
1

「一ように」

地の文　会話

12　　　－

20　　　－

24　一一

13　　　－

9　　　－

15　一
24　　　－

13　　　一

地の文における

「ように一」の比率

　　　O．706

　　　0．690

　　　0．727

　　　0．765

　　　0．529

　　　0．938

　　　1．OOO

　　　O．929

トような（に）」は，予想されるとおり，ほぼく順調に〉ふえている。

1　．O

O．8

O　．6

O　．4

O．2

　　　　　　　　　　　　　　　　虐プ〆トへ＼ヤ

　　「謹な」の輝　　乃

J／

「一せる」の比率

　　　　　　　　06　　　　16　　　　　26　　　　36　　　　46　　　　　56　　　　66　　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　　ee　5－4　助鋤詞の霞語化

／「だ」と「である」／

　この問題は，文語と口語のちがいには関係ないのだが，にている点もあるので，ついでにここ

でのべる。

　「だ」と「である」との用法については，さきに現代雑誌90種の資料によってしらべたことが

ある。（宮島達夫ヂいくつかの文法的類義表現について」，国立国語研究所論集2『ことばの硬効第2集，

1965）　そのときとおなじような方法で，歴史的に，「だ」と「である」のつかいかたのちがい

がかわったかどうか，しらべてみることにする。

　前回の調査と同様，

　　語形に　だ／だった／だろう／だったろう

　　　　　　（および，これに短応ずるfである」の形）

　　用法に　終止法／連体法／接続法

を区別する。前回は，さらに「だったら」の形や，中止法（で／であり）などもとりあげたが，

今一は，うえにあげたものにとどめる。それぞれの用法に，どのようなものをふくめたか，いく

つかの例をあげて，しめそう。

　　終止法：　一だ。／一だとおもう／一だそうで／一だよ／どこの子だか

　　連体法：　一だった人／一だったのではない／一だったにせよ／一だったようで

　　接続法：　一だから／一だったし／一だろうけれど
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前圓のおもな結論は，「である」体の文でも文中では（つまり，接続法では〉「だ」がでやすい，

ということだった。

　ところで，おなじ「だ」体の文といっても，座談会の記録や小説の会話など，談話体のところ

と，まったくの地の文にでてくるものとは，区別してあつかった方がいいだろう。それで，今臓

は，これらを一々に集計した。「だ」の表のなかで，／のまえにあるのが地の文の数，あとにあ

るのが談話体の数である。

　はじめに，集計表をあげる。

　　　　　　　　　　　「だ」　　　　　　　　　　　　　　　「である」

　1906年　　終．止　　連体　　接続　　　　　　　　　　　終止　　連体

　だ10／21－／－6／5である58314　だった　　　　一／一　一／一　一／一　であった　　　　　8　　　－　　　1

　だろう　　　　2／4　　一／一　1／一　であろう　　　　　9　　　－　　　2

　だったろう　　一・／一　一／一　一／一　であったろう　　　一　　　一　　　一

年
　
　
　
う

6
　
　
　
ろ

一
　

た
う
た

9
　
ρ
ろ
っ
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だ
だ
だ
だ

年
　
　
　
う

6
　
　
　
ろ

2
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つ
ろ
つ

一
だ
だ
だ
だ

終止　　連体　　接続

14／18　一／　一　6／　6

2／　1　一／　一　一／　－

2／2　一／一　一／一

一／一　一／一　一／一

気．Elr．　　連体　　　接続

54／31　一／　一　19／　6

3／　一　1／　一　2／　一

5／　1　Y　一　一／　一

一／一　　一／一　　ヅー
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だ
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励

5
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た

9
　
　
つ
ろ
つ

一
だ
だ
だ
だ

昨
　
励

6
　
た
う
た

9
　
　
つ
ろ
つ

一
だ
だ
だ
だ

である

であった

であろう

であったろう

である

であった

であろう

であったろう

糸冬．tL　　　　連羊本　　　　韮妾継ξ

108　7　16
　19　6　2
　iO　1　一・

糸冬ai二　　　　連イ本　　　　垂蜜糸売

　86　11　14
　23　7　6
　10　3　4
　1　　　　一　　　　一

接続　　　　　　　　　　　　　終．比

12／5　　である　　　　　125

－／一　　であった　　　　　26

一／一　　であろう　　　　　17

一／一　　であったろう　　　一

奉冬．【1二　　　」童イ本　　　　垂下糸売

28／　8　一／　一　8／　3

3／　一　一／　1　1／　一

2／一　一／一　一／一

一／一　一／一　一／一

終止　　連体　　接続

34／36　一／　一　17／12

11／　2　2／　一　3／　2

19／　2　一／　一　1／　一

一／　一　一／　一　一／　一一

終1ヒ

50／20

7／　l

19／　2

2／　一

連七
一／

5／　一

一／　一一

一一
^　一

18／　4

7／　一

一／　一

一／　一

である

であった

であろう

であったろう

である

であった

であろう

であったろう

である

であった

であろう

であったろう

遮体　　接続

　ll　13
　3　　　　3

　2　　　　2

　－　　　　1

終止　　連体　　接続

116　　　三5　　　13

　29　7　8
　23　1　5
　1　　　　－　　　　1

終止　　　連体　　 接続

　97　ll　18
　26　1　4
　15　1　6

終止

126

　12

　7

連体

　10

　2
　1

Q
り
ー



170第5章文　法

！976年　終止．　連体

だ52／19一／一
だった　　　11／1　9／1

だろう　　　11／3　　一／一

だったろう　　一／一　一／一

接続　　　　　　　　　終止

19／2　　である　　　　　　90

1／一　であった　　　　　23

1／一　　であろう　　　　　7

一／一　であったろう　　　一

連体　　接続

　16　　　3

　4　　　2

以下，連体法および談話体の資料は考察からはぶき，地の文の終止法および接続法の集計結果

についてのべる。

（表1）「だ」系と「である」系の比較

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

「だ」系

19

24

83

73

42

85

103

95

0．5

「である」　　「だ」系の比率

　92　O．17
　155　e．13
　144　O．37
　187　O．28
　196　O．18
　166　O．34
　155　O．40
　125　O．43

O　．4

O　．3

O　．2

O．1

　　　　　　　　　　　06　　　　！6　　　　26　　　　36　　　　46　　　　56　　　　66　　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　　図5－5　「だ」系の比率

　表1からは，「だ」系のつかわれかたが，大局的にいえば，しだいにふえてきたことがわか

る。1936－46年にかけて，「だ」が大はばにへっていることは，戦争という当時の情勢を反映し

て，かたい「である」がこのまれたことを，しめすものではないだろうか。

　　（表2）「だ」　（「である」）とそのほかの語形（だった…；であった…）の比較

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

「だ」

16

20

73

64

36

51

68

71

ほか

3

4

10

9

6

34

35

24

fだ」の比率

　O．84

　0．83

　0．88

　0．88

　0．86

　0．60

　0．66

　0．74

「であるj

　72
　124

　100

　138

　129

　115

　135

　93

ほか

20

31

44

49

67

51

20

32

fである」の比率

　　O．78

　　0．80

　　0．69

　　0．74

　　0．66

　　0．69

　　0．87

　　0．74

　表2からは，「だ」と「である」のちがいも，それらの歴史的変遷も，あまり大きくはなさそ

うだ，という程度のことしかいえない。しかし，ここでくそのほか〉としてくくった語形をカテ

ゴリーごとに整理して，
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だ，だろう；である，であろう

だった，だったろう；であった，であったろう

だ，だった；である，であった

だろう，だったろう；であろう，であったろう

のように，まとめなおして表をつくると，ややちがった姿がみえてくる。

　　（表3）現在形と過去形の比較

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

現在

19

24

78

70

38

71

87

83

「だ」系

過去

o

o

5

3

4

14

16

12

過去の比率

　o．oo

　o．oo

　O．06

　0．04

　0．10

　0．16

　0．16

　0ユ3

現在

83

134

114

157

157

136

142

100

「である」系

過去

9

21

30

30

39

30

13

25

過去の比率

　o．le

　O．ltt

　O．21

　0．16

　0．20

　0．18

　0．08

　0．20

（表4）断定形ど推量形の比較

　　　　　　　　　　「だ」系

1906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

断定

16

22

78

67

40

65

82

83

推量

3

2

5

6

2

20

21

12

推量の比率

　O．16

　0．08

　0．06

　0．08

　0．05

　0．24

　e．20

　0．13

　　　「である」系

断定　　　推量

81　ll
145　10
129　15
167　20
166　30
145　21
148　7
118　7

三口の比率

　0．玉2

　0．06

　0ユ0

　0ユ1

　0．15

　0ユ3

　0．05

　0．06

　表3と表4によれば，もともと現在および断定，つまり無標の語形にかたよっていた「だ」の

用法が，あたらしい資料では，有標の過去および推量にもひろがってきたのではないか，と考え

られる。「である」については，ほとんど一定の傾向をみとめがたいが，1966一一76年に推量の比

率がさがっていることは，つぎ¢）表5の結果とくらべると，気になるところである。

（表5）終止法と接続法の比較

　　　　　　　　　　「だ」系

1906・年

1916年
1926年
1936年
1946年
1956年
1966年
1976年

終止

12

18

62

61

33

64

78

74

接続

7

6

21

12

9

21

25

21

接続の比率

　O．37

　0．25

　0．25

　0．16

　0．21

　0．25

0．24

0．22

終止

75

137

120

168

169

138

145

王20

「である」系

接続

17

18

24

19

27

28

10

5

接続の比率

　O．18

　0．i2

　0．17

　0．　．Le

　O．14

0．！7

0．06

0．04
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　表5からは，「だ」についてよりも，Fであるjについて，変化のきざしらしいものがうかがえ

る。すなわち，「である」はドだ」にくらべて，一貫して接続法の比率がひくかったのだが，と

くに最近（1966－76）の2年分では，それがひくい。ここでは，「である」について，有標の分野

がせまくなっているのである。

　わずか8年のうちの2－3年分の変化では，厳密な意味で傾向をうんぬんするわけにはいかな

い。しかし，ここでは，以上の数字にもとづいて，やや大胆な推定をのべておくことにする。そ

れは，地の文で「だ」が量的にふえるとともに，質的にも，無標の語形・用法へのかたよりがき

えて有標の方に範囲をひろげ，ぎゃくに「である」は無標の方にかたよりつつあるのではない

か，ということである。語形・用法に制限があることは，特殊な文体であることを意味する。

「だ」体は，その三三がとけて，「である」体とならぶ標準的な文体にむかおうとしているのでは

ないか。記聞では，昭和の半世紀のあいだにヂである」がへって「だ」がふえているという。

（野元菊雄「話しことばに近づく新聞文章」誓ことばの昭和難】）　ながい騒でみれば，雑誌でも岡じ

ことがおこるかもしれない。

2．　文のながさ

　文のながさの研究としては，文学作晶についてのものが，かなりある。また，新聞について

も，ながさの変遷をしらべたものがある。しかし，雑誌を対象として，文のながさがどうかわっ

たかをしらべたものは，ないようである。ここでは，単語（文節）のかずで文のながさをはかる

こととし，つぎのような基準をもうけた。

〈対象〉　かきことばの散文にかぎることとし，つぎのようなものは，範囲外とした。

1．表・E次・著者名・標題など，ふつうの意味での文になっていないもの。

2．座談会・対談の記録，戯曲など，もっぱら，はなしことばをうつした形のもの。

　ただし，小説のなかにでてくる会話文は舛象とする。

3．　韻文（詩・俳句など）。

　ただし，ある1文のなかに引絹されたものは，その文のなかにふくめて，かぞえる。したが

　　って

0本誌前号

　　煤掃いて楼に上れば川ひろき

　　を取消す（1906－1　94）

　　は8語からなる1文である。

　なお，これは，ほかの項懲についてもいえることだが，時代燐の比較をするとき，気をつけな

ければいけないこととして，ふるい文章の再録の問題がある。現代語の文章のなかに，一回分だ

け，ふるい二三が引用されるだけではなく，まるまる一つの文章が再録されていることもある。

たとえば，1976年2月号には，〈「中央公論」誌上にみる明治短編傑作選〉という特集があっ

て，漱石・鴎外をはじめ，IO人の作家の作品がならんでいる。これにたいして，おなじ号で現代

の作品は4つである。その結果，この号だけについていえば，創作のうち，サンプリングにあた
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つた場所は，明治のものが5箇所，現代のものが5箇所である。また，丁年9月号にも，〈大正

短編傑作選〉という特集があり，この号では，大正のもの5箇所，現代のもの2箇所ということ

になる。1976年全体では，ほかにふるいものの再録がないから，匿1年の窮蝋三全体のなかでの，ふ

るいものの比率は，10／17から10／47にさがる。また，全文の再録でなくても，引用の部分がサ

ンプリングにあたれば，そこだけ，ふるい文章（ときには，吉代のもの〉がまじるわけである、，

　〈標本とする文の範囲〉　今回，語い講査の標本としてとったもののなかに，文頭があるもの

を，対象とする。したがって，語い調査の範囲とは，かならずしも…致しない。たとえば，ある

ページの5－10行めが語い調査の標本としてとられていたとして，もし，第1の文が4行めから

はじまって10行めのおわりちかくまでつづき，第2の文はユ0行めのおわりちかくから16行めまで

だったとすれば，ここでは，第2の文だけをしらべて，第1の文は対象外，ということになる。

つまり，このばあい，結果的に，語い調査の範闘の大都分が文の調査からはずれ，逆に，大部分

が語い調査の舛象になっていない文のながさをしらべることになるわけである。また，おなじ例

で，もし1つのながい文が4行めから11行めまでつづいていたとすれば，この範囲からは，文の

ながさの調査のための標本は，まったくとられないことになる。

　＜1つの文とする基準＞

　1．とくに，ふるいところでは，句読点がぜんぜんついていなかったり，ついていても，全部

テンだったり，マルとテンのつかいわけに規期性がなかったりすることがおおいので，すべて基

準にせず，ことば縢体から糊析して，文のきれめを認定した。以下に，例をあげる。

　○社会帥な姿態をつくる上に容貌や人枳の重要なことは前にのべたが，それについで，いやと

　　きにはそれ以上に重要なのは，麟人の名前である，姓名である。（1936－4　125）

　この例では，「名前である」のあとが，テンでくぎられているが，文法的には，むしろここで

きれるものとみて，2つの文とした。

　○この歌を朗吟すると，私はいつも上田野冊の訳した1期炊の名詩。

　　　山の彼方の空遠く

　　　宰ひ住むと人の需ふ。

　　　われ人と比め行きて

　　　涙さしぐみ帰り来ぬ。

　　を聯想する。G936－5　241）

　この例では，「名詩」のあとにマルがあるにもかかわらず，当然，ヂ聯想する」までを1文とす

べきである。この詩は，／つの文のなかにふくまれているために，ギこの歌を朗吟すると……を

聯想する」という文の一部として，ながさをかぞえる対象にしたが，もし，「名詩」できれて，

独立の韻文であるならば，調査の対象外になる。（なお，文章の筆者は，雪月朔太郎である。）

　2．会話の文も，「と」でくくられているかぎり，その文の一部にした。

　○「何処へでも，好きな所へ行っておしまひ！　明日になっても，未だこの家に罎ちや，いけ

　　ないよ！　チェルトコフを放り出したやうに，あの女も放り出してやるんだ」と，夫入は，
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　　私に怒鳴りました。（1936－6414）

　これは，全体で1つの文である。もし，「と」がなければ，会話が3文，地の文が1文，とい

うことになるQ

　3。　「曰く」で引用したものの処置には，こまった。原則としては，やはり1文中での引用だ

とおもうが，ときには，半ページほども，その引用がつづくばあいがある。ここでは，まったく

便宜的に，「曰く（Hへらく）……と」でかこんであるときには，全体で1文とし，「と」がない

ときには「曰く佃へらく）」のあとできれるものとした。言語上の根拠があるわけではなく，た

またま，今圓の資料のなかで，ひじょうにながいものが，後者のようなかたちのものだけだった

からである。

　4．文法的にみて，文のきれめの認定には，それほどこまらないのだが，文語文の「あり」

「ず」のように，連用形と終止形とがおなじものについては，まようことがある。

　○何処に行くとしても労働あり，百物は労働の旋渦の中に捉へられつ・あり，あらゆる人は人

　　間と自然とに対敵せる，一の神秘的魔力の意志に服従しつ・あり，機械　　冷酷にして見る

　　可らず，測る可らざる機械の中に，人間は唯だ一一の意味なき螺旋として働きつ・あるに過ぎ

　　ざるなり　（1906－1041＞

　この文では，3つの「あり」を終止形，「見る可らず」を連用形とかんがえた。

　5．文中にカッコなどではさみこまれた文句は，その文の語数にかぞえるが，文のおわりにつ

けたされたものは，別の文とする。

　○ときに「作品の説明を聞く必要は全くない。五項匿を受け入れるか，入れないかの返事を聞

　　きたい」（木村光一氏の文章より）という態度にまでなる。（1976－5　391）

という文のカッコのなかは，ここでは文の途中にあるから，その文の語数のなかにかぞえる。も

し，この注記が文末にあって，〈……という態度にまでなる（木村光一氏の文章より）。〉という

かたちだったら，まえの文にあわせてかぞえることはしない。そして，そのばあい，この注記

は，文のかたちをとっていないものとみて，ここでの対象から，はずすことになる。

　以下に，きわめてながい文の例をあげておく。

　○交戦団体の承誌を行ふに依りて承認国たる第三国の負ふに至る中立義務中には自から何れの

　　交戦者を援助することをも避くるの避止の義務の外に……仲略〉……容忍の義務を存する

　　のである。（1936－IO　32立作太郎「スペイン内乱を続る國際法問題」111語〉

　○経営者側についていえば，さきの「赤い学生の就職おことわり」声明もそうであるが，五二

　　年十月，日本経営者団体連盟（日経連〉は……（中略）……とのべて，今日おこっている「大

　　学設量基準」改定，大学管理鋼度改革の基本路線を示した。（1966－3　398伊ケ崎暁生徽

　　後大学事件史」　114語）

　これらは，途中にながい法律：や声明の引用をはさみ，そのためにながくなったものである。引

用をふくまず，自分の文章だけでもっともながかったのは，つぎの例である。

　○しかるに，その後，明治二十七年日本帝国主義の中国侵略に当り香港にペスト発生，日本政

　　府は狼狽して東大より青由胤通，罠問より北里を同地に派遣したが，青由はその病毒に感染
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し容体軽からずとさえ云ったとき，北里はペスト菌を発見し，国際科学に貢献，ついで北黒

の指導下より志賀潔が赤痢菌を発回するなど，官僚に対立する人民の伝染病研究がはなばな

しい成果を挙ぐるや，明治三十二年宮僚政府はにわかにこの北里福沢等の苦心の結果たる伝

染病概究所を強奪してこれを内務省所管とし，入昆政府にあらざる官僚政府が伝染病研究の

国家管理を欝称し，ついで大正三年これを文部省に移管し，官僚主義帝国大学の附属機関と

したので，北里所長は人民の涙をのんでここを去るや，伝研所員は各部長より使丁走童にい

たるまで袖を払って辞職，白金台町を下って，北里Ejl究所を三光町に再建したのであった。

（1946－1　78羽仁五郎「櫃1尺諭吉　人と思想の研究」　90語）

結果は，つぎのとおりである。
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最

／1936窮三／
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寄
差
大
小

　
　
輪

文
平
標
最
最

／1946／一P／

文　　数

平　　均

標準偏差

最　　大

　（一般）　　　　　（創作）

口語　　文語　　　口語　　文語

223　400　136　6
14．61　13．40　7．60　7．17

10．52　11．66　5．86　2．85

71　85　30　12
　1　　　　1　1　　　4

　←一般）　　　　　（創作〉

口語　　文語　　　〔1語　　文語

362　116　215　2
14．14　14．77　ll．65　4．50

　9．53　ll．31　8．93　3．50

66　67　55　8
　1　　　　2　l　　　　l

　（一般）　　　　　　（創作）

口語　　文語　　　目語　　文語

407　29　161　0
15．26　13．24　9．25

10．26　15．86　7．17

76　88　51
　1　　　　3　1

　（一．一般）　　　（創イ乍）

口語　　文語　　　口語　　文語

520　21　141　1
14．09　ll．95　IO．44　12

10．92　12．33　6．94

111　59　34
　玉　　　3　　　　　1

　（一般）

口語　　文語

523　19
15．46　10．95

　9．86　7．98

90　31

一般：　　倉財乍　　　　　全イ本

623　142　765
13。83　　　7．58　　　　ユ三≧．67

11．28　5．76　10．76

一般　　翻作　　　金創

478　217　695
14．29　ll．59　13．45

　9．99　8．92　9．75

一般　　嗣作　　　全体

436　161　597
15．13　9．25　！3．54

10．74　7．17　10．24

…般　　創作　　　全体

541　142　683
14．01　10．06　13．19

10．98　6．92　10．40

　（創作）

篇語　　文語　　　一一日目　創作

133　9　542　142
12．76　6．78　15．30　12．38

11．77　5．59　9．83　1！．57

72　18

全体

684

14．69

10．28
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最　　小　　　1　　　2
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／1966年／

文　　数

平　　均

標準編差

最　　大

最　　小

／1976舞三／

文　　数

平　　均

標準偏差

最　　大

最　　小

　←一般〉

口語　　文語

461　2
13．64　9．50

　8．71　3．50

82　13
　1　　　　6

　（…般）

口語　　文語

516　O
14．52

10．63

114

　1

　（一般）

　　　文語

555　1
13．50　8

　8．94

61

　1

1 2

　（創作）

口語　　文語

137　O
11．36

　8．67

51

　ユ

　（創イ乍）

目語　　文語

119　9
　8．93　8．22

　5．66　3．85

33　17
　1　　　　4

　（倉11イ含三〉

目語　　文語

144　11
　9．54　4．18

　7．30　2．44

so　le
　l　　　　l

…般　　創作　　　全：体

463　137　600
13．62　11．36　13．11

　8．70　8．67　8．74

一般：　　倉1打乍　　　　　全イ本

516　128　644
14．52　8．88　13．40

10．63　5．56　IO．08

一般：　　創作　　　　　全1イ本

556　155　711
13．49　9．16　12．55

　8．94　7．20　8．77

　文数×平均　が10000にならないのは，上にのべたように，正常な文のかたちをしているもの

だけを対象としたこと，文頭を基準にしたため語い調査の範囲とはくいちがいがあること，とい

う2つの理由によるものとおもわれる。

　わかりやすくするため，上の表から，語数の平均値だけをぬいてみよう。うちわけは，口語に

かぎってしめす。

i906年
1916年
1926年
1936年
1946年
1956．年

1966年
1976年

一．・ﾊ口語
14．61

14．14

15．26

14．09

15．46

13．64

14．52

13．50

倉il作口語

　7．60

11．65

　9．25

10．04

12．76

11．36

　8．93

　9．54

金　　体

12．67

13．45

13．54

13．19

14．69

i3．l1

13．40

12．55
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14

！3

　　　　　　　12
　　　　　　　　　06　　16　　26　　36　　46　　56　　66　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　図5－6　文のながさ（全体）

　まず，1946年中文がもっともながいことが目につく。この面からみても，1946年は特異な年で

ある。

　全体としての傾向といったものは，うかがえない。新聞の文のながさについては，しだいにみ

じかくなったことが指摘されているが，おそらく，それは，よみやすいスタイルをつくろうとい

う意識的な努力の結果なのだろう。雑誌のばあいは，原則として，どんな文体をえらぶかは，編

集部の権限というよりも，ひとりひとりの書き手の自曲にまかされているはずだから，日本語全

体のおおきな流れがないかぎり，一定の傾向はあらわれにくい。そして，このデータからは，そ

のような流れはよみとれない。

　一般の文章よりも，創作の方が変動がはげしい。これは，おなじ作品が毎月連載されることが

おおく，その結果作為の数が一般の文章よりもずっとすくなくなるため，とおもわれる。（な

お，この点については，かなづかいの項を参照。）
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第6章表 記

1。　かなづかいの変化

　現代かなつかいは，1946年（昭和21）1！月16日に公布された。それで，紳央公論』も，1946年

は，ほとんど歴史的かなつかいで，1947年（昭和22＞1月号から，現代かなつかいにうつる。し

かし，そのきりかえは一一度に完金におこったわけではなく，また，文章のジャンルによって，ち

がいがある。ここでは，その変化についての調査結果をのべる。以下，覇方のかなづかいを，そ

れぞれ，「新かな」「旧かな」と略称する。

　かなづかいの量をはかる単位としては，単語数などの言語量によることもできる。ページ数

は，ほぼその近似的な値をしめすだろう。しかし，ここでは，作晶（文章）を単位として，かぞ

えることにした。その理由は，つぎのとおりである。

　（1）かなづかいは，文章ごとにかわる。

　②　文章単位でも，書語量による集計と，結果的にそれほどかわりないだろう。

　（3）ページ単位などよりも集計が楽である。

　（対象の範囲）

　1－12月号だけで，臨時増刊はふくめない。また，「巻頭語」はふくむが，「編集後記」およ

び，グラビア・解説・カット・マンガ・広告は対象外とする。

　（〈1つの文章〉の基準）

　連載ものは，各月号の分を，それぞれ，独立の1作品とみなして集計する。1年間を通じての

連載なら，12欄の作品としてかぞえるわけである。「人物交差点」のような無署名記事は，数項

Eあるばあいでも，全体で1つの文章とみなしたが，「小説新入賞選評」のように，何人かの筆

者が署名をしているものは，それぞれ，みじかくても，1つの文章とした。

　（〈一般〉とく文学〉との区別）

　〈文学〉には，小説・戯曲・詩歌をふくめ，それ以外のすべてを〈一般〉とよぶことにする。

〈文学〉は大部分が小説で，戯曲・詩歌は，

1946年

19婆7年

1948年

1949年

1950年

1951年

1952年

1953年

1954年

小説

17

14

10

16

32

30

26

37

36

戯曲

　l

　I

　2

　4

　1

　3

歌
5
1
1
一

詩

9
　
　
1
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のように，戦後しばらくは，かなりのっているが，

以後ほとんど姿をけす。（例外は，1971－72隼にかけ　％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IOO
て毎月1篇の詩がのったことである。）　評伝・随筆の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90
類は，〈一般〉にいれたが，これと小説の剛結はっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
Cナるこくレ》。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70
　具体的に例をあげると，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60｝一
　　長谷川申「日本敵討ち三野（1961）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oro　1一　　申山義秀「芭焦庵桃青」（1965）

　　司馬遼太郎「豊臣家の三々」（1966）　　　　　40

は〈文学〉に，　　　　　　　　　　　　　　　　30

　　田村泰次郎「女拓」（1964）　　　　　　　　　20

　　瀬戸内晴美「美女伝」（1965）　　　　　　　　10

　　小島政二郎「書けない人々」（1966）　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46
は〈一般〉にいれた。このへんの判断には，もち

ろん異論がありうるだろう。なお，文芸評論は，

〈一般〉にいれた。
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　図6－1　新かなの比率
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　　1973年

　　1974年

　　1975年

　　1976年

　　1977年

　　1978年

異趣

　4

　3

　6

13

　3

　4

466

443

437

497

468

445

99．7

99．3

98．6

97．5

99．4

99．1

0
0
0
9
（
）
0

　
　
　
1

7
ら
δ
2
0
7
q
δ

4
4
「
D
4
3
6

1eo．0

100．0

100．0

67．8

100．0

100．0

　結果は，表および図にしめしたとおりである。〈一般〉では，公布直後の1947・48年置新かな

が急にふえて，その閉すこしへり，また比率がたかくなって，1960年以後は，ほとんど100％に

ちかくなっている。〈文学〉では，新かなが，1947年だけたかくて，あと激減し，また，すこし

ずつもりかえして，1970年ごろからは，ほぼ100％になった。

　r文学」で変動がはげしいのは，つぎの2つの理由による。

　（i）文章（作品）の数がすくないこと。

　小説に連載ものがおおいことを考えると，ここにあらわれたよりも，実質的にちがう文章の数

は，さらにすくなくなる。たとえば，1968年は

　［日かな　！1　覇frかな　12　新かなの％　52．2

となっているが，旧かな11というのは，すべて中山義秀ギ芭門下桃青」であり，もし，連載もの

を1年間合言下して考えるならば，この年は，

　旧かな　1　　新かな　5　　i新かなの％　83．3

となる。連載の筆者がどちらのかなづかいをとったかで，その年の結果が大きく左右されるわけ

である。〈一般〉の方では，文章の数がおおいために，ある個人の力は，それほど大きくはひび

かない。1976年目旧かな13編申，l！は，丸谷才一「文章読本」だが，かりにこれを！とかぞえて

屑かな合計3としても，薪かなの比率は，97．5％→99．4％とかわるだけである。

　（2＞戦前の引回の再録があり，しかも，それが特定の号に特集としてあつめられていること。

　たとえば，グラフにみるように，！976年における薪かなの比率は，いちじるしくひくい。これ

は，この年に旧かなの作品が19回目ためだが，じつは，その大半はこの年にかかれたものではな

い。2月号に「明治短編傑作選」（10編〉，9月号にf大正短編傑作選」（8編）という特集があ

り，これ以外のIHかな文学作品は，1月号の安岡章太郎ドピクニックの憂簿」という1編がある

だけである。再録ものをのぞくと，新かなの比率は67．8％から97．6％へと上昇し，前後のIOO％

という年にはさまれていても，とくに目だつものではなくなる。

　以下，初期における新かなの使用と，最近の旧かな使用とについてのべる。

　薪かなの公布が，1946年11月だから，1946年の各号にのっているものは，厳密には薪かなでは

ない。薪かなにちかい，表音的なかなづかいである。これを，もちいている予輩は，つぎのとお

りである。

　　刃コ｛二五疾落　　「福沢諭吉」　　（　1　，　　2　月）

　　羽仁五郎「科学と資本主義」（6月）

　　高倉テル「天皇制ならびに皇室の問題」（8月〉

　誤植もあって，厳密にはいえないが，一応これらは臨時国語調査会「仮名遣改定案」α924年発



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．かなづかいの変化　ユ81

表，1931年修正〉によっているとみとめられる。

　1947年は，〈・一一一一一般〉〈文学〉を通じて，ほとんどが新かなになったが，以下のものは旧かなで

かかれている。

　　門川定良fメモラビア」（1，2月）

　　谷崎潤一一郎「溺渓亭のことその他」（1」’1）

　　幸眠露伴「春秋左門f云の椿の葬」（4月，文語文〉

　　永井荷風「木羅の花」（10Jj）

　　幸田文「葬送の記」（IVI）

　　尋と見　 FJ享「三炭し」　（11月，ノ封説）

　　正宗白鳥「天使捕獲」（12ノ」，戯曲）

　1948年には，〈文学〉はみな瞬かなにもどったが，〈一般〉はほとんど薪かなで，ただつぎの

ものだけが旧かなだった。

　　llE宗白鳥「石川達三i制（1川

　　正宗白鳥「田村泰次郎論」（3メD

　　片由敏彦「Li里の友に」（4月）

　　井伏鱒二「牡丹の花」（5月）

　　つださうきち「現下の世相とニホン人の態度」（7月）

　　輝峻康隆「西鶴の戯作精神」（8　」’i　）

　あたらしいところの，旧かなによる文章は，つぎのとおり。

　1975年

　　丸谷’tA一一．．「中央公論新人賞選評」（10／1）

　　　（ほかに，11月号に戦萌のものの再録5）

　1976年

　　丸谷才…「文章読本」（1～9月，ll～12川

　　丸谷才一・・ギ中央公論薪入賞選評経過」（玉0月）

　　カlll媛季秋屯ES　「俳句延長線」（2月）

　　安岡：章太郎「ピクニックの憂欝」（1月，小説）

　　　（ほかに，2月号・9月号に戦萌のものの揮録ユ8）

　1977年

　　丸谷才一「文章読本」（1～3ノめ

　　丸谷才…「中央公論新人賞選評1（10月）

　1978年

　　徳川義宣「漆と首畷1蓋骨・清正兜・刀槍」（8用

　　福旺1液存「嫌煙権的思考を排す」（9月）

　　丸谷才…「中央公論新人賞選評」（10メD

　　木俣　修「短歌の風土」（12月）

　なお，戦箭のものにも，表音的なものが全然なかったわけではない。今囲の語彙調査は，ごく



182第6章衰　　記

一部の標本をとったにすぎないが，それでも，たまたま抽出箇所にあったつぎの文章は歴史的か

なつかいとズレているところがある。

　○川に水が出るのは畢覚土地に水をしみ込ます余裕がないためであろうが，人心の激発するの

　　も或は心の底にシンミリとした潤いのないためではあるまいか。等して単に人心の激発を防

　　ぐと云う様な意昧だけでなく，朝鮮其ものの幸福のために，朝鮮人心がモットモツト「美

　　化」され「七化」され「音楽化」されねばならぬと思う。「詩を作るより田を作れ」と云う

　　諺がある。成程田を作ることは大切に栢露ないが，併し田を作っただけでは入生が完成せ

　　ぬ。これは朝鮮だけの話ではないが，法律と政治と経済だけでは人選は救はれない。（19S

　　－1　説苑　／49　穂蔽重遠「朝鮮を逓って」）

　これは，部分的に発音式の表記がまじった例である。単なる偶然の誤植というよりも，おそら

く，筆者は意識的に現代かなつかいにちかい，発音的な表記をして，それが印欄のさいに徹底せ

ず，歴史的かなつかいとの共存，という形になったのではないだろうか。

　○単調なILi村では，何ぞ不思議の説話を以て，此の単調を装飾したき情ありと見へる。

　　（／926－11説苑　63　小杉放庵r由獣水禽録」）

　　　　　　　　　　　　　　かやは
　○用ふると用ひない，それは拘らない。（1926－7　創作307y鰍清果「大塩平八郎」）

　これらは，発音式ではないが，厳密な歴史的かなつかいともちがう。戦前は，意識として，規

範としては歴史的かなつかいの時代だったが，実際にはこのようなユレがかなりみられる。

2．　　ラ調膳字含有率

　字種ごとの度数と，その全体のなかでの比率の変化は，表のとおりである。ただし，この数字

は，厳密に検査したわけではないので，概算とおもっていただきたい。

王906年

1916年

1926年

工936年

1946年

1956年

1966年

1976年

漢字（％）

14774　（46．8）

14218　（44．7）

13898　（41．9）

14369（42．2）

14449　（41．2）

13022（36．2）

13481　（37．8）

13760　（38．e）

ひらがな

　16242

　17341

　18528

　i85sro

　！9609

　20972

　20486

　！9932

カタカナ　ローマ字
rj　12

271

710

1101

913

1908

1649

244rJ

　7

　7

26

24

71

116

63

102

　ひらがな・カタカナ・漢字のそれぞれの字種と，和語・漢語・外来語の語種との比較をしてみ

よう。和語の使絹がさがりぎみなのに，ひらがなは，むしろ，ふえる傾向にあり，どちらかとい

えば，逆の相膜1にある。カタカナの変化が，外来語の増加とあしなみをそろえていることは，あ

きらかである。しかし，漢字の含有率の変化については，そうかんだんに説明できない。はじめ

のほうのデータは，漢語のふえ・へりと，ある程度平行しているようだが，戦後のぶんについて

は，関係がうすい。相関係数をとってみると，

　　ひらがなの度数と和語のべ語数　　　一〇．586

　　カタカナの度数と外来語のべ語数　　　0．978

　　漢字の度数と漢語のべ語数　　　　　O．147
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であって，全体としては，漢字と漢語のあいだに，あまり関係がない，ということになる。これ

は，一方で，和語（部分的には漢語）のかながきがすすんだためではないか，とおもわれる。な

お，おおきなうごきとしては，漢字の含有率はへっているが，1956年をさかいに，！966年，！976

年には，また漢字がふえている。

O　．45

O　．40

O　．35

06　16 26　　　　36　　　　46　　　　56　　　　66　　　　76｛可三

図6－2　漢字含孝ぎ率

3．　かながきと漢字がき

　ここでは，ある単語が，かなでかかれるばあいと，漢字でかかれるばあいとを比較する。

　まず，〈複数表記の表〉をつかって，かながきと漢字がきとのくゆれ〉，つまり，おなじ単語

が年によって，あるいは，おなじ年のなかでも，かなでかかれたり，漢字でかかれたりしている

現象についてしらべる。

　かなと漢字のあいだで，ゆれのあるものだけを，ひろいだして，集甜すると，

　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

　　かな　　　　1335　1604　2215　2482　3050　3276　3339　3050

　1莫字　　　　　　　　3782　　3623　　3049　　2509　　1794　　！887　　1512　　1704

　　かなの比率　．261　．307　．421　．497　．630　。635　．688　．642

となる。注旨すべきことは，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賦
　1。各時期を通じ，ほぼ一貫して漢字

　　の比重がへっている。

　2．へりかたは，むしろ戦前の方がい3，000

　　ちじるしい。

　3．　この傾向は，1976年にいたって逆

　　転している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　，OOO
などである。これらは，全体としての漢

字含有率の変化とも：lz行している。

　　参照：土屋儒一「雑誌「太陽」の粥字

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　，OOO
の変遷」　（階語生活歯　193，1967年）
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／

　
》

＼
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漢

レ
、

06　16 26　　　36　　　46　　　56　　　66　　　76年

図6－3　かながきと漢字がき
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　1976年に漢字がきがふえた理由は，社会全体の傾向を反映しているのかもしれないが，この調

査に直接影響するものとして，ふるい文芸作晶の再録がある。すなわち，この年，2月号に「明

治短編傑作選」，9月号に「大正短編傑作選」という特集があり，サンプリングの結果，これら

かち合計364語が抽出されているのである。このなかには，ふるい時代の文字つかいをつたえて

いるのもある。（p．188にあげた，「倫敦」を参照。）　これだけではすべてを説明することはできな

いだろうが，考慮すべき条件ではある。

　このようなくゆれ〉が，ある1つの年のなかでおこったばあいの数をしめしたのが，つぎの表

である。このくゆれ〉には，ひらがなとカタカナのちがいや，「けれども～けれど一一けど」のよ

うな語形のくゆれ〉もふくまれるが，大部分は漢字とかなの〈ゆれ〉，漢字のあてかたのちが

い，おくりがなの差など，漢字に関係するものである。（かなづかいの差は，ここでは問題にしてい

ない。）

ゆれの数

2
3
4
5
6
7
8
9

1906

213

　59

　21

　5
　4
　1

　2

1916

177

　55

　18

　7

　4
　2

1926

226

　58

　9
　6
　1

　4

　1

1936

202

　50

　14

　2
　2

1946

211

　28

　7
　2

1956

207

　36

　5
　1

1966

206

　19

　3

1976

222

　26

　5

　ゆれ数が2のばあいは，ほとんど変化がないが，3以上のばあいは，どんどんへっている。こ

れは，1つの単語でも意昧によってかきわける，という表記法から，単語ごとにきまった漢字

（かな）の表記へ，という傾向をしめすもので，大げさに鴨えば，表意文字から表語文字への変

化であり，日本語表記法の安定を意味する。

20e

100

＼／ヘゾー一！2
　　v

Pt一一一＿へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　辱一…”唯㌔、　　　　　　　　　4以上
　　　　　　　　　　　　“‘e一・輯隔一鞠

　　　　　　　　06　　　　16　　　　26　　　36　　　　46　　　　56　　　　66　　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　　図6－4　ゆれの数

1年のなかでのくゆれ〉が，とくにおおきな例をあげておく。

「いう」（1926年）：いう，言う，言ウ，云う，云，講う，謂ウ，難も，難モ，
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　「よい」（1906年）：よい，いい，良い，善い，能い，宜い，可い，美

　「これ」（1906年）：これ，こりや，是，是れ，此，此れ，之，之れ

　どんなばあいに，かながきへ変化しやすいかということ，つまり漢字がきからかながきへの条

件は，いくつも考えられる。つぎに，その1つとして，用言の自立的用法と補助的用法とをくら

べる。こまかいデータについては，意味分野別語順表の注記（p．88以下）をみていただきたい。

そこで，宙立的用法と補助的用法とを区別したもののうち，両用法がともに合計10以上のものだ

けを，とりあげる。見出し語のうしろにつけた数字は，意昧分類の番号である。

　　　　　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

　「ある」（21200＞

　　自立的用法

　　　かな　　　　　　　　133　107　　80　　97　　79　104　　74　　90

　　　渉と掌　　
　　補助的粥法

　　　かな　　　　　　　　147　230　220　266　292　213　213　187

　　　漢宇　　　　　　　　16　　9　　－　　3　　一　　一　　一　　一

　「いる」（21200）

　　自立的用法

　　　かな　　　　　　　　　一　　8　　7　　8　　8　　1e　　l3　　13

　　　1二字　　
　　補助的用法

　　　かな　　　　　　　　16　　77　154　159　197　227　225　234

　　　漢字　　　　　　　　40　70　34　　18　　2　　2　　－　　1

　ギおく」（21515）
　　趨二二用法

　　　かな　　　　　　　　　1　　－　　1　　1　　6　　－　　1　　3

　　　1葵巧r：　　
　　補助的用法

　　　かな　　　　　　　　　一　　1　　1　　3　　2　　4　　5　　4

　　　｝二字　　
　「ゆく」（21527）
　　自立的用法

　　　かな　　　　　　　　　2　　1　　－　　1　　2　　9　　5　　1

　　　i．X，f一；一i　21　15　13　11　6　16　4　ll
　　補助的用法

　　　かな　　　　　　　　　一　　4　　1　　1　　6　　17　　26　　12
　　　i黄1讐三：　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　17　　　　16　　　　8　　　　7　　　　17　　　　2　　　　7

　「くる」（21527）

　　自立的朋法

　　　かな　　　　　　　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　3　　3

　　　1莫字　　　　　　　　　　　　　 13　　　14　　　　7　　　　7　　　10　　　　8　　　　3　　　　6

　　補助的絹法

　　　かな　　　　　　　　　1　　7　　3　　7　　8　　23　　35　　29
　　　1葵字　　　　　　　　　　　　　　　13　　　　25　　　　30　　　　25　　　　23　　　　19　　　　　8　　　　12

　「知れる」（23060）

　　富立的用法

　　　かな　　　　　　　　　一　　一　　一　　『　　一　　一　　一　　一

　　　漢字　　
　　補助的用法

　　　かな　　　　　　　　　一　　一　　1　　1　　4　　6　　6　　9
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　　漢字　　　　　　　9
　「みる」（23090）

　　自立的用法

　　かな　　　　　　　　一

　　漢字　　　　　　　41

　補助的規法

　　かな　　　　　　　　一

　　漢字　　　　　　　10
　「V、う」　（23120＞

　　自立玉絹法

　　かな　　　　　　　　41

　　漢字　　　　　　　54

　補助的用法

　　かな　　　　　　　　26

　　漢字　　　　　　　25
　「ない」（312GO）

　　自立的用法

　　かな　　　　　　　　90

　　漢字　　　　　　　20
　　補助的用法

　　かな　　　　　　　　25

　　漢字　　　　　　　2
　「よい」（31300）
　　自立的用法

　　　かな　　　　　　　　8

　　　漢字　　　　　　　9

　　補助的用法

　　　かな　　　　　　　　1

　　　漢字　　　　　　　3

5 5 9 1 6 2 2

一　一　4　11　6　21　12
38　40　29　11　16　18　18

1　　　l

9　10
3　　3

5　16
8　13
3　　一

£
U
1

27　39　45　45　91　81　73
85　61　57　16　41　26　30

25　55　69　63　176　141　！e4
33　17　8　　　　　8　　　　　2　　　　　1　　　　　一

62　55　62　58　71　7e　54

44　58　68　69　79　65　53
8　　　2　　　4　　　一　　　一　　　一　　　一

10　23　14

10　3　4

6　10
3　　一

9

6　19　15　18
6　　　3　　　1　　　！

3　13　15 0
0
2

　以上の数字から，かながきの増加，または漢字がきの減少が，

おいて先行していることは，あきらかである。

自立的用法よりも補助的用法に

4．　外来語の表記

　外来語は，もちろん，一般にはカタカナでかかれる。しかし，とくに古いところでは，漢字を

あてた例もみられる。以下に，混種語の一部としてつかわれたものをふくめて，それらの度数を

しめす。ただし，つぎのようなものはのぞく。

　サンスクリットからはいったもの。例：隔含

　現代中国音のもの。例：北京

　ルビによって外来語であることがわかるもの。例：天幕（テント）

　1字の漢字を外来の地名にあてたもののうち，「英」「蘭」などは漢語としたが，「露」「填」な

どは，外来語とした。このため，「臼露～」という形がおおくなった。

　まれには，「じゃがいも」のように，ひらがながきのものもある。これも，あわせてあげた。

　はじめに，複数年度にわたるものをしめす。
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　1976年にある「倫敦」は，つぎのような例だが，じつは，この年にかかれた文章ではなく，

1915年（大正4年8E）の小由内薫「デヰスン嬢の死」という小説がく大正短編傑作選〉という

形で再・録されたものである。

　○その晩，私は倫敦の或寄席で，畢くもその日のその出来事を活動写真で目のあたり見ましf．b

　　（1976－9　392）



5．助詞・助動詞の表記　189

　つぎに，ある1年だけに出てきたもの。［　1のなかに度数をしめしたが，度数1のばあいは

　　省略した。

　1906年
　　璽細亜舘／鳥蘇黒線（ウスリー～）／浦塩期徳（ウラジオストック〉／基督教義／虎列刺（コレラ）／

　　鷺，○○○，○○○傍（ポンド）／桑港市／飛比利亜鉄道（シベリア～〉［2］／小亜細亜／奈翁II寺代

　　／1ヨ露両圓聞／ハルビン浦塊斯徳悶／三四墾（ペテルブルク）／葡萄牙閾／路易十六．lll（ルイ～）露團

　　委員／露圃外交／欝罵最良

　1916年
　　伊太利移民／英領鋤奈陀／填（オーストリア）／黒羅紗／公友倶楽部／五百余頁［2］／護談（ゴム）

　　／さぼてん（表記はrしゃぼてん」）／儒絆［2］／対訳軍需品／中央倶楽部／糟利（チリ）／土（ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　ルコ）／独逸語／狙1逸新聞／独逸帯圏刑法／授福｝絆／薪団団（ニュージーランド〉［3｝／巴爾幹（バ

　　ルカン）［2｝／半合羽／芥置土（フィンランド）／伯刺醤爾（ブラジル）／波蘭土撤退（ポーランド→

　　／四億七千万膀／露軍

　i926年
　　災吉利入／一頁／温突／樺太利権問題／基督教圃／基督教徒／鶯頁五十余頁／五七鷺頁／七・○粁秒／

　　i期伯利撮征（シベリア～）／二八四〇蒔米（～キロメートル）／臼露交渉／機露戦争鶉時／普｝麺醸丞】／

　　約三三百頁／郷欝余頁／六七八頁

　1936年
　　浦腋（ウラジオストック）／浦瓶秘書日曜ナ賠ll／樺太［3］／黛七〇頁／黒万鶯千噸／H露戦争／口合爾

　　恰願事件（ハルハ～）／一〇〇褒／約四聖四十万弗／沃度含有量／四四一”1

　なお，この年には，「かすてら」「嘉寿亭羅」ヂ春庭鰭！という表記がそれぞれ1例みえるが，

今剛の調査では，これがくカステラ〉の全胴例で，カタカナ表記はなかった。

　○かすてらは無論古い三子図式にも，さうまで古くない菓子話にもあったが，宝暦版の本には

　　「蒜三門」と書かれてある。後世の宛字嘉寿三三などからみるとまさること万々だ。（1936－

　　4　237）

　1946年
　　鵜縄（ウエノナイr地名）／雁根（ガンネ，地名）／煙管／旧盤領植民地／九ノk頁／五眼／三百ll＝1…レ五

　　哩／対俳休戦条約／大束三lE戦争／E｛清日露／配里留学／比島軍事援助法案／逆比関係／波撮1土（ポーラ

　　ンド〉／約五｛意弗

　案956年
　　各翌il齎頁／こ一りん／三一一困頁／牽二期／対夢蓼強硬外交／南樺太／膨○鷺頁

　1966年
　　大東亜戦争肯定論［2］

　1976年
　　じゃがいも［2］／E］比混三fl！／一三八頁／普野土学園

　以上のように，外来ll吾全体が年年ふえているのと逆比例して，漢字がきはへってきた。いま，

「アメリカ～阿米利加」のように，カナがきと漢字がきと，両方でてくるものについて，合計す

ると，

　　　　　　　　　　　　1906　　1916　　1926　　1936　　ユ946　　1956　　1966　　1．976

　カタカナ　　　　　　　　 2　　3　　10　　25　　24　　38　　24　　37
　綜ξ∠論旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　14　　　20　　　　7　　　　7　　　　4　　　　！　　　　－　　　　1

となり，1926年に逆転している。

5．助詞・助鋤詞の表記

助詞・助動詞は，もちろん，一般にかながきされる。しかし，ふるいところでは，…部のもの
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が漢字でかかれた例もある。あたらしいところにある漢字がきは，大体引用である。今回，文法

形式の調査はおこなっていない。つまり，ひとつひとつの助詞・助動詞の使用度数がわからない

ので，かながきがふえた，という証明はできない。「一べし」「一ごとし」などは，漢字がきだけ

でなく，総数もへっているはずである。しかし，大部分の助詞・助動詞については，漢字がきの

減少が，そのまま，かながきの増加を意味する，とみていいだろう。

　なお，助詞・助動詞の範囲は，国立国語研究所『現代語の助詞・助動詞』にあるもの，および

p．22の規定によって今回これと同様にあつかったものである。表の最後にある「　」は，日本

語としては，よまないものだが，意味的に終助詞にあたるので，ここにのせた。

　　　　　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976
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　　　漢字の統計

　この調査の標本にでてきた漢字の合計と，そのなかでの常用漢字の捌合は，つぎのとおりであ

る。

　　　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976　’一fi’t

　のべ

　全イ本　　　　　　　　　　14761　　　14212　　　13887　　　14361　　　14446　　　13008　　　13437　　　13746　　111858

　常用漢字　　　13413　12912　12948　13622　13994　12668　13217　13397　106171
　上ヒ率　　　　　　　　　　　。909　　　　。909　　　　．932　　　　．949　　　　．969　　　　．974　　　　。984　　　　．975　　　　．949

　ことなり

　二二奉　　　　　　　　　　　1993　　　　1896　　　　1850　　　　1864　　　　1677　　　　1552　　　　1527　　　　1664　　　　3143

　常5用｝莫字　　　　　　　1485　　　　1447　　　　1454　　　　1511　　　　1413　　　　1360　　　　1368　　　　1425　　　　1901

　　上ヒ率　　　　　　　　　　　　．745　　　　，763　　　　．786　　　　．811　　　　．843　　　　．876　　　　．896　　　　。856　　　　．605

　　　　　　　　度数

ls，　ooe

14，000

13，　OOO

06　　　　16　　　26　　　36　　　46　　　56　　　66　　　76年

　　　　図6－5　漢字の度数（のべ）
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度数

2　，OOO

1，900

1　，800

1，700

　　　　　　　　　1　，600

　　　　　　　　　i　，500
　　　　　　　　　　　　　06　　　16　　　26　　　36　　　46　　　56　　　66　　　76年

　　　　　　　　　　　　　　　　　図6－6　漢字の度数（ことなり）

　のべ・ことなりとも，漢；字の字数はへり，そのなかでの常用漢字の比率はたかまる傾向にあ

る。ただし，ここでも，ig76年は例外である。
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お　わ り ケ
、

也

最後に，この調査でえられた結果をまとめておく。

1．　文　　　体

　文語文から口語文への変化は，1900年代のはじめの，比較的みじかい期聞にすすんだ。

2．　語　　　彙

　1、　語種の爾では，外来語の増煽以外，とくに目だつことはない。

　2．　形容詞・副詞の使用は，へってきたようである。

　3．　漢語のなかでは，3字漢語がふえている。

　4．　1946年はやや特異であり，むしろ戦前にちかい。

3．　文　　　法

　1．　口語文が成立したあとでも，文語的な表現がへるまでには，特闘がかかった。

　2．　文のながさには，おおきな変化はみられない。

4．　表　　　記

　1．　現代かなつかいは，制定直後の急激な採絹とそれへの反動の【i寺期をへて定着した。

　2。　漢字がきがへって，かなになる傾向は戦前からつづいてきたが，最近はむしろ足ぶみ

　　　状態である。

今圓の調査の反省にもとづいて，つぎの調査の際に注意すべきことを，いくつかのべておく。

（1）　10年間隔というのは，大局をみるにはいいが，こまかい点，たとえば，終戦前後のは

　　げしい変動をおうには，あらすぎる。とくにしりたい時期については，毎年とか，1年お

　　きとかで，しらべるべきである。

（2）　！万語という量も，すくなすぎる。なにをE標にするかによるが，ひとつひとつの単

　　語をしらべようとするならば，すくなくともIO万，欲をいえば100万語がほしい。

（3）　1／10ページを単位としてとったことは，精度をおとしているだろう。これは，雑誌

　　90種の調査のように分量がおおければ，それほど問題にならないかもしれないが，今回の

　　調査のように小誌模だと，結果にひびく。

（4＞　今回は集計した結果を電子計算機にいれたのだが，今後は，当然原文自体を入力すべ

　　きである。

　かりに今麟の調査結果がただしかったとしても，それは，あくまで，「中央公論」という，1

っの雑誌についての結論にすぎない。われわれが，ほんとうにしりたいのは，あれこれの特定の

雑誌のことばではなく，総体としての近代日本語（これが大きすぎるなら，自刷讃1版された書きこ

とば，または，最小限，雑誌用語の全体像）である。ほかの資料をとったばあい，今鰯とどの点が一

致し，どの点がくいちがうかは，ある程度推測できるが，それは推測でしかない。今後おこなわ

れる，さまざまな調査も，やはり全体像をあきらかにする，という臼標をもっており，それらの



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに195

つみかさねによって，「中央公論」が全体のなかでしめる位置も，しだいに明確になっていくは

ずである。
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舌五
口口

彙 表

　以下にあげるのは，この調査でえたすべての単語を50音順にならべた度数表である。ただし，

スペースの関係上，〈複年度語彙表〉〈単年度語彙表〉の2つにわけた。前者は，調査した8年の

うち，2年以上にわたってあらわれたもの，後者は，どこかある1年にしか出てこなかったもの

の表である。

　代表形のたてかたは，一般の國語辞典と岡様であるが，いくつか，独自の基準もある。たとえ

ば，「いく一ゆく」は「ゆく」に，「いい一よい」は「よい」に統一した。なお，P・25の同語別

語の認定の説明を参照。

／見出し／　字体・かなづかいを現行のものに統一したほかは，できるだけ原文の表記をのこす

　ことにした。ただし，原文の表記にゆれがある（ばあいによって表ll己がまちまちである〉ものは，

　原表記にこだわらなかった。

／注記／　よみ，意味，文脈などについて，必要であるとおもわれたばあい，簡単な注記を，見

　出しにつづけて，（　）内にしるした。

　マ・　　　　原文の表記のままであることについて，とくに注意したいもの。

　　　　内　　だいたいの意味。この符号を省略したところもある。

　「」内　　原文の文脈。

　原文の文脈をながくしめしたほうがよいとかんがえられるような注記は，語彙表のあとにまと

めた。

／語種・分類／　見出しのつぎの　W！　H2A　などは，語種・混種語のくみあわせと分類と

　をあらわす。混種語のくみあわせば，順序を問題にしない。分類は響分類語彙表墨による。

語種

分類

和　語

‘’ll“ @　曇五．
隈　　ロロ

外来語

混種語

体の類

用の類

相の類

その他

混種語の

くみあわせ A
B
C
D

和語＋漢語

和語＋外来語

1莫言喬＋夕事ヌミ言吾

和語＋漢語＋外来語

　なお，語種および混種語のくみあわせの記号については，各ページ下にもしるしてある。

／表記／　原文の表記の種類の数である。それが2以上であるもの，いいかえれば，原文の表記

　にゆれがあるものについては，〈複数表記の表〉で一覧してある。

／頻度／　複年度語彙表では8年度分の頻度が，単年度語彙表ではその年度の頻度だけが，しる

　してある。
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玉舗6 ISIS 1926 1936

アート派

アームストロング氏等
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崇め尊ぶ

あくび

悪魔

悪用する

揚引（あげびき）

赤縄

浅黄褒

浅草見付

臼後日

浅野内匠頭畏矩

麻布（地名）

葦東

預かり得る

小豆

アストン（人名）

あそこ

遊ばす

遊び事

遊びまわる

熱海

悪漢

あっさりする

当てなし

跡部（人名）

後廻し

兄上

兄方（～がた）

兄爽婦

姉娘

灸ぶる

安部（人名）

簑部先生

あみ出す
飴や、

綾織

あやかる

駐貝櫨隈
あら（感動言司）

新井さん

嵐

改め難い

アラン。ボー

歩き来る

アレキサンドラ嬢

併せ論ずる

安逸曹修

あんこ

安息

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
1
1
1
玉
三
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
玉
玉
玉
1
一

躍
際
諺
罷
緩
謬
購
畢
緩
急
畷
撒
機
購
墨
器
蹴
貯
將
繊
麗
聡
蹴
臨
町
緩
㍑
緩
墨
蹟
購
聡
総
総
継
闘

1
三
1
1
1
1
韮
1
f
王
茎
1
1
王
玉
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
玉
茎
茎
2
玉
1
玉
玉
王
1
1
1
2
2
玉
1
1
1
1
1
！
1
2
茎
1
三
茎
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1

相争う

愛畿する（あいがん～）

愛騙運動

相紙触する

総手方

穣果てる

村落（アイラ，

モンゴル語）

赤坂表町

証（あかし）

赤字公蟹

赤根谷（人名）

赤松（普題名詞）

紅らめる

章子

あく（灰汁）

悪妻

握手

芥廻竜之介

悪風

あけすけ

麻

足踏み

麻生氏

遊び人

遊び場

あたい（代名詞）

宛字

あと始末

あながち

アナキスト

阿南准幾（・あなみ

これちか，人名）

姐御

雛毒宗一郎

あばき出す

阿倍殿

爾滴

爾志等

危い（あやうい）

綾子

荒木

荒木大臣

荒らす

顕わ

ありがち

有賀博士

有田（人名〉

アルル

粟田口
螢…嗣

暗澹

轡2　1

誌2A蒙

繊　1

92A　1

響王　1

轡2　1

Gl　1

纏A1
響1　1

織A1
響1　玉

盟　玉

響2　王

－
1
1
1

職
胃
響
K
K

1
1
1
1

蹴《1

Kl　1

聡　三

響1　1

響1　1

駐1Al

HIA　1

町　1

Wl　1

HIA　1

HIA　1

W3　1

G王　1

1
1
王
王
1
1
韮
－
玉
至
－
王
1
1
1
1
1
1
1
1

　
A
ム
隅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　A

器
礎
殿
聡
聡
霜
融
眠
鍵
鷺

1
1
1
1
1
王1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
玉
王
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
i
1
玉
3
1
1
茎
玉

語種二　W＝梅語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝麹繕＋灘語　B＝和語÷タ｛来語　C＝漢語÷外来語　1）＝釦語＋漢語＋外来語）



愛閣

椙沢某

合槌

櫓並ぶ

赤座武

赤沢蕉助

暁

アガヅツ錨

商家（あきないや）

悪疫

悪感醗

悪条件

味わい深い

アゼルバイジャン

あちら向き

暑さ

あっし（代名詞）

アツツ島

圧倒的多数

あて得る

発く（あばく）

アハズ王

爾戸

天野（人名）

アメリカ海軍作戦部長

アメリカ軍

アメリカ太平洋艦隊

Kl　1

匪1A　1

轡1　1

轡2　1

t・llA　1

践1A玉

Wi　1
綴。玉

畷　1

縦　1

K1　韮

K王　1

響3　1

自治共穐国HIC　1

アメリカ兵

アメリカ爾隣

危ぶむ

歩み寄り

歩み寄る

洗い

荒木父権支配下

あらわれ出す

麓れはてる

安逸

暗号改正

暗黒

暗黒政治

安政五年

安金保障理事会

Wl　1

Wl　1

Wl　1
1ilC　1

Kl　l

W2　l

W2　1

縄C1
鴨　l

SVI　1

HIC　1

HIC　1

司禽長官HICl
HIC　1

H正Cl

W2　・1

脚1　1

W2　玉

Wl　1

日玉A！

響2　玉

W2　l

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1946

2
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
互
玉
玉
　
1
王
玉
王
玉
1
重
1
1
1
2
1
3
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
2

合オーバー　　　　　　磯B1
愛し合う　　　　　　　　1．｛2A　1

愛知学芸大学哲学会　　　lilA　1

相遡ずる　　　　　　　H2A　1

合の手　　　　　　　　Wl王
相場正三久　　　　　　1．llA韮

曖昧横糊　　　　　　　K3　i

アウシュヴィツ強劇

　　　　　　　　珂又容所HIC　玉

青木一男

青木氏

アカ八タ

アカハタ詑者

赤間（人名）

赤み

悪性

芥ll償

H円くる（連体詞）

あごひげ

字（あざ）

朝ヨ新闘社外報部員
麻布一本松（地名）

アジア民衆

二二均

芦顕均委閑長

足取（あしどり）

あせる（焦）

麻生久

アダ名

アドリア海

あなた方

購南陸相

町舞瞬喚

アフガニスタン

アプレ

アメリカあたり

アメリカ映颪

アメリカ側

アメリカ欝庫

アメリカ帝囲走義

荒垣（人名）

荒木又右衛門

改まる

アラビア人

あられもない

あらわし始める

粟

淡編きん

アングル

安斎（人名）

安斎部畏

庵主はん

暗礁

安全保障条約

圭
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
1
1
1
1
王
三
王
1
1
1
1
玉
2
1
1
1
玉
一
！
－

　
直
　
A
　
　
　
A
　
　
　
A
A
C
　
A
　
　
　
　
C
　
A
C
　
　
B
C
B
C
C
　
A
　
C
　
　
　
　
　
　

A

1
玉
1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
i
l
l
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
王
1
2
三
3
2
韮
1
1
1
1
玉
1
玉

W
H
W
H
冑
膵
K
H
脚
脚
輿
H
H
H
轡
H
轡
三
二
W
二
二
二
三
6
G
屍
二
二
鮭
罐
二
二
響
H
二
二
響
響
G
K
口
縄
K
K

1956

尋
1
！
1
1
1
1
　
1
1
1
1
ま
三
王
1
2
1
1
圭
1
二
二
二
重
二
三
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1

愛飲する

アイゼンハワー

愛知

愛鰹大

愛知大学山鐵部

アイドル
青木＝書店

青地炭（人名）

量if森県三沢市

あかあか

赤ひげ

赤ひげ先生

明らさま

赤煉混

秋以降

アキレス腱

悪名

暁烏敏（入名）

朝日ジャーナル

朝日騒動

鍛ξ布ヨ可台

アジア支配

アジア・太平洋外交

葦原（普這三名詞）

il可島炭鉱

悪化

扱い方

圧制猟盾

集まり

芝E丁

丁かた

アナ場情報

あまさ

天忍穂救命（あめの

アメリカ軍入

あやす

アユブ（人名）

あらくれ男

荒さん

有馬頼義

アルメニア共融綱

アノレメニア言吾

按語

安全確実

安泰

　おしほみみのみこと）

アメリカ新聞編集者協会滑C1

1
－
i
豆
1
1
1
1
1
1
玉
玉
玉
互
豆
1
1
1
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
　
1
1
1
1
1
1
1
二
王
玉
1
1
1

A
　
　
＾
A
　
A
A
A
　
　
A
　
＾
＾
C
　
　
A
B
A
C
C
　
A
　
　
　
　
　
　
A

2
！
1
童
互
1
1
1
1
3
1
正
3
1
玉
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1

H
6
W
H
H
G
巨
鍵
鋒
W
W
H
響
H
H
H
K
響
暮
鍵
舞
疑
琵
轡
巨
K
W
k
賓
二
二
疑
響

　
凸
し
C
　
　
　
　
　
　

C
C

1
1
1
2
1
1
二
王
1
1
1
3
3

響
二
目
W
G
W
二
二
二
二
X
X
裟

ああええげえ一あんたん　237

1966

1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
二
藍
1
1
玉
玉
三
4
1
1
正

互
1
1
1
1
豆
豆
－
！
二
二
二
二

AeE．G
　（アー・エー・ゲ・一）

アーPン（人名）

至RA
逢い得る

愛しつづける

愛嬢

アイデア

アイヌ人たち

あえない

青息吐息

青柳光子

赤

赤寧国債

赤寧総額

赤トンボ

悪臭

悪魔童義

翌るB
アジア情勢

アジア全捧

味つけ

足早

味わい

飛鳥田委員畏、

飛鳥田一雄

飛鳥田さん

安曇野

アダージオ

あっけ

あつらえ

1
1
1
1
1
圭
－
玉
－
烹
－
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互

　
　
　
A
　
　
h
り
　
A
　
　
ム
A
　
　
　C
C

－
1
1
2
2
ま
ま
玉
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1

G
G
6
W
鐸
裟
G
洞
脚
H
脚
脚
H
H
W
K
K
…
W
H
H
脚
脚
脚

　　　　岩井欝言己艮構想HIA　l

　　　　　　　　　　　w1　王

　　　　　　　　　　　Wl　i

　　　　　　　　　　　Wl　l

　　　　　　　　　　　Cl　1
新しい沼本を考える会　HIA　1

　（f～にとられる」）　蹴　1

　　　　　　　　　　　盟　1
心意多羅三貌三菩提

　　　（あのくたら～＞G1　1

アフリカ閣題　　　　　HIC　1

アベ：ユー・ジヤボン　G1　1

アベ＝ユー◎〉“・オペラGl　1

編みあげる　　　　　　W2　1

アメリカ議会　　　　　lilC　1

アメリカ騨籔　　　　 頃C1
アメリカ発　　　　　 削Cl
アメリカ歴史学　　　　HIC　1

アヤ（「ことばの～．1）　畷　1

文（人名）　　　　　　Wl　1
洗い表る　　　　　　　　　　W2　1

アラブ　　　　　　　　　GI　i

ありったけ　　　　　　W3　i

アルウイン〈人名）　　Gl　1
アルカリ石英粗面岩　　　HIC　1

アルゲマイネ・

　　　エレクツイア・一トGl　1

アルミ仕上げ　　　　　 縫B王

荒地　　　　　　　　HIA王
アングラ　　　　　　　　Gl　l

アンゴラ　　　　　　　　GI　l

暗示する　　　　　　　B2A　1

安心　　　　　　　　Kl　1
安全運航　　　　　　　Kl　1

1976

1
2
玉
玉
藍
玉
夏
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
2
1
1
1
　
1
1
2
1
1
豆

－
　
三

王
王
1
王
韮
王
1
1
1
1
3
1
2
1
夏
l
　
l
互
1
1
3
1
2
豆
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アンタント

（entente）
安帯する

安曇N
暗夜

安立

判官ける（いいつける）

率入る（いいる）

家する

いかで

如イ同様（いかよう）

斑鳩寿（いかるがでら）

生瀬（いきがい〉

意気軒易

意気込み

活人出

軍（いくさ）

異型

異日

石室

維新

維新改革

目端界

憲想

磯山（普通名詞）

いたずら

畏揮する（いたん～）

一アミーバ

ー意向土

一円（‘少しも’）

壱円五拾九銭

一角八月餓

一一ｭ円
一概する

一月発行

一国民

一目する

一市浦

一時四牽五分

一一蝠乱｣
一段落

一読する

一人

位置名爵

遮著

一一一唐

壱割増

一一?万金的（いっかく

　　　　　まんきん～）

一一 P月内外
一貫十蒔銭

一休狂歌問答

一一ｻ
一己（いっこ）

～戸

一考する

一切客観界

一切事業

一作

逸出する

一新する

一隻眼

一節

一朝

五月（いつつき）

一点張り

61　1

H2A　1

Kl　1

K至　玉

K1　ま

轡2　1

響2　1

響2　1

W3　1

－
l
1
1
王
1
1
1
ま
ユ
ー
1
1
韮
圭
玉
藍
玉
1
1
1
1
φ
－
藍
1
1
1
韮
あ
肇
6
1
1
1
1
1
1
1
韮
凸
－

謙
1
1
3
加
納
1
1
1
圭
1
1
1
互
一
王
熟
和
一
3
1
1
1
％
正
1
撚
玉
植
1
1
撚
1
1
1
1
1
納

H
W
周
K
H
H
脚
K
裟
四
民
《
K
K
騨
脚
月
H
K
裟
K
K
K
H
K
K
厳
K
H
K
《
蹉
民
K
K
K
K
H

K3　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

K王　茎

Ki　i

B2A　1

綴　1

Kl　1

維　1

1t2M
fi2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

HIA　1

1ee6

1
1
1
夏
玉
王
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
玉
1
圭
2
1
1
1
書
聖
三
1
玉
1
1
1
1
玉
葦
1
1
1
1
2
至
圭
2
1
1
1
1
1

言合い

好い気

言い闘かせる

飯田町

藪い触らす

言いよう

地織之介

位階勲章

医学士

威嚇射撃

いかさま

医学校
錨

異教民族

井口孝親

幾百千國

偉勲

鷹坐り寄る（いざり～〉

石井外相

石黒漉一郎氏方

意思決定

維持し来たる

蹉轡

弄りはじめる

偉人

維新級

維新鷹後

異＃

飯綱高

致方

徒する（いたずら～）

撰太利移民

壱円毒拾銭

壱円廿銭

一億万

一害

一家族

一月七日

一字々々

一時聞

一時問あまり

一時的充奮牲

一進歩

一大関頭（～かんとう）

一大弱点

～大中心カ

ー一蜩S槌
一大難

一読

一年半修了

一部人偏

一日分

一利

一理由

一領袖

di翌

一期

一曲

一一一・

一軒一軒

一”≠

一心

一戦する

一致点

一定遂行する

一点一一酬

一転する

～途

一晦

一発

王
1
1
－
1
1
1
1
1
1
i
1
1
玉
茎
圭
1
1
1
1
1
玉
茎
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
茎
1
1
1
1
1
玉
－
i
玉
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
韮
－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1

　
A
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
A
A
　
点
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
A
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
A
　
A
　
A

漠
漠
鷺
沼
匿
講
誤
謬
欝
欝
剛
瓢
胃
陰
雲
欝
欝
欝
欝
諾
蹴
溌
殿
匿
匿
潟
匿
鷺
匿
匿
鷺
譲
濃
紺
鐙
許
貯
鴇

lg16

玉
1
1
韮
1
1
1
1
1
重
1
1
1
互
1
1
…
ま
I
1
1
1
玉
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
2
1
1
蟹
玉
I
1
1
1
1
1
玉
玉
韮
葦
茎
韮
1
1
2
1
2

1926

安藤閣老　　　　　　　Kl　l　I

アンドmニカス　　　　Gl　l　l
アンナ・スビと轟ウイツチ。トウイストルジフヌド．

：：ヒンスカや夫人HIC　1

アンペラ

いい人

家猫

家光公

拶｝織（人名）

意気

意気投合する

曲る

英告利人

遜憲法審査権

意識的

意識的統替

衣裳

出石（地名）

遥翻

為政家

遭葎

痛めつける

一異彩

一議会

一一撃

一一・ﾐ会
一重多々棄

一煽景

一挿譜

一大圏難

一大長篇

～大盛要件

一縮流

一一ﾚ挫
一任する

市原（人名）

一頁

一辺境

一一≠

一葉（人名）

一騰（いちれん，

‘切り身’）

一家

五日三H
一項

一刻

一首

一轡

逸する

一銭

一千何百頁

壱千部

一挺

一丁曲

面版

一般金融政策

Gl　1

Wl　1

Wl　1

1
1
1
玉
玉
茎
1
1
1
1
1
1
1
1
王
－
王
！
1
1
1
1
玉
－
王
－
1
1
1
王
道
1
1

み
n
　
　
A
6
　
《
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
C

樹
罷
業
隠
匿
陽
解
欝
欝
匿
鴇
陰
雲
欝
欝
羅
匿

Kl　1

K！　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

H2A　1

Kl　王

斑Al
K茎　1

K玉　玉

｝11A三

K蓋　三

Kl　王

1
1
1
1
1
1
一
玉
2
玉
璽
2
圭
圭
1
1
1
1
1
1
茎
圭
1
三
1
1
1
1
韮
玉
1
1
i
1
玉
1
茎

叢
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉

安堵する　　　　　　　H2A　1

アンナ●カレニナ完成後HIC　l

暗躍する　　　　　　　H2A　1
アンリ・薄ネ・ア身《工盈・ギィ・

　　　　　　　F・｝オバツ蓼ンG韮　　1

言い過ぎる

飯山（地名〉

言渡す

家路

伊賀（地名〉

いがぐり頭

生き磁きる

生き返る

生き働く

意気地なし

異彩

潔よさ

適作

諜め

意地

石蕨三審郎著

石橋浪争

移往地

萎縮

異常者

泉氏

泉式井戸

依荏する

擶手

一円五十銭

一億三子万円

一億三百万円

一階級

市JII（人名）

一臼延し

～日二lB

市人（いちびと）

一名（‘ひとり，）

一躍

一ロックフェラー財団

1
1
1
1
1
歪
玉
重
王
韮
－
1
1
王
玉
茎
藍
1
1
1
三
－
玉
－
王
－
1
、
1
1
玉
一
蓋
圭
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　

A
n
　
　
　
　
A
A
汽
　
　
　
　
　
　
＾
A

躍
署
器
謬
罵
野
田
欝
欝
匿
町
田
毘
遷
欝
欝
謙
露
訳

国瞭文化事業費Hlc　1

一角

一ケ月間

一象じゅう

伊津子

一国一党論

一週悶囲

一張羅

一定する

一定亜

　　よ一◎ノ、O

一刀両断的

Kl　1

k1　重

K1　王

躍　1

Kl　1

疑1Al

Kl　1

鮭2AI

KI　1

Kl　1

K3　1

19ss

i
1
1玉
王
至
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
王
1
1
1
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
3
圭
1
1
2
！
1
！
1
夏

韮
韮
1
1
1
1
1
1
三
2
i
l

語種：　W鳳和語　1〈　＝漢語　G＝外来語　H＝混種謡（A＝和語＋漢語　B二和語÷外来語　C＝漢繕十外来語　D＝和語＋漢語＋外来語）



1946

アンペール（人名〉

云いきる

云いなり次第

言いふくめる

言い忘れる

家綱（人名）

象正さん

家光（人名）

家羅（人名〉

医学的心理学的教育

生き方

イギリス｝｛・F式織機

イギリス近代社会

幾國

池田さん

以降

勇ましい

遺児

石jll－t財（人名）

維持的干渉童義

イスラエル鶏族

門真大将

依葎

板

鰍大さ

井穣森蔵（人名）

イタリー。ミラン

　　　（地各　ミラノ）

一員

一高

13i
一指単

一将校

一小部分

一性格

一大家族圏家
一一蜷i歩
一、二代表

一人並菌後

～木（いちのき，人名）

一抹

一要人

一領域

一金

一鷺

一ケ小隊

いつごろ

一周忌

～食

一身上

逸脱する

一反

一昼夜

一眺

一通

一敗

一般行政上

Gl　1

W2　1

HIA　1

W2　1

W2　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

K1　玉

Wl　1
H至。豆

HiC　l

H圭A韮

Wl　i

殿　1

1V3　1

Kl　1

田Al
Kl　1

HIC　1

HIA　1

K1　三

脚1　1

HlA玉

HIA　1

G王　l

K玉　l

K王　玉

｝llC茎

ま
韮
至
i
1
1
1

K
K
K
《
《
民
K

HIA　1

HIA　1

1
1
1
正
互
韮
玉
玉
玉
－

K
K
K
K
K
K
脚
K
K
K

H2A　1

－

1
　
1
1
　
1
ー

レ
へ
《
K
K
K
K

1
1
1
1
1
！

王
玉
1
1
玉
玉
1
1
1
1
2
1
1
1
王
｝
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
玉
正
玉
1
1
韮
韮
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
蓋
玉
1
1
1

安定政権

アンドレ。ジーード作

アン｝ワネツト婦き

安保条約案

いい合う

欝いかける

いいくるめる

イエス（yes）
硫黄島

五十嵐（人名）

愈気筋

いきまく

イギリス訪問

幾百万

池松文雄

意見交換

伊沢さん

伊沢僧輝

石坂洋次郎

石紹三成

石づくり

石原（人名）

痛み

異端

一院鯛忍会

一右衛門

一一ｭ八千万ドル
ー月

一月以降

一一?ｉ二十六日

市川正一

一時間以内

一一椁竄ｿかく
nv”‘

撃汲??

一一

一二年

一二秒

一年あまり

一戸氏

一部麟限

一部落

一一ｬ
一問一答

～簡所

一貫連続する

一級酒

一国あて

一昨年

一般概念

一一ﾎん化する
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1956 19S6 1976

澄　1

蹉1C　1

罐1Bl

Kl　1

轡2　1

W2　1

W2　1

G4　1

Vil　1

Wl　1

HIA　1

W2　重

H玉。玉

li王八玉

盟　i

Kl　i

Wl　1

Wl　1

HIA　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

K韮　玉

Kl　1

Kl　1

B圭。韮

Kl　王

Kl　l

Kl　1

HIA　l

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Ki　1

H玉Al

H茎A茎

澄　王

Kl　i

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

HIA茎

K玉　l

Kl　i
ff2A　1

1
王
韮
王
王
1
韮
叢
1
1
1
1
1
1
1
2
韮
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
！
1
玉
韮
茎
1
5
1
1
1
1
1
1
1
田
田
1
1
1
1
2
3
蓋

案内人

安憩

安保条約下

安保体鰯

安保・防衛論争

言い争う

いいだ。もも（人名）

言い逃れ

いえいえ

威海衛（地名）

鷹学

いかずち

怒り暦る

息切れ

壱岐細

生きつづける

湾災制度

溝域

池田（人名）

医師会

石垣　（普通名詞）

石川忠雄

いじましい

威信

遣族

板壇（人名）

委託する

回瀾さん

一月号

一月号ヨ駿i

帽子（人名）

一窪隊

一試合

一時代

一一ｰ
一一 A二ヵ月
一年醐

一ノ台（人名）

一部始終
一，｝i似来

一べつする

一変種

一万i■1以上

一五、六〇〇
一Jiサイクノレ

ー万人

一意紙

雪調琵障害

一曲

一一・・ｬ校
一流大学
一i・lii年

一貫メーカー

一行

一盛譲社会主義

一社

一致しえる
一翼；する

蓋
玉
I
I
三
星
三
玉
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
一
1
1
1
1
－
－
I
j
正
－
｝
－
I
1
1
1
1
1
三
王
三
三
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
正
－
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A
　
　
A
　
　
　
C
　
＾
　
　
　
　
　
C
　
　
　
A
A

玉
3
1
1
1
2
1
1
4
三
i
！
2
1
1
2
1
1
王
王
1
1
B
1
藍
1
2
1
1
玉
i
…
1
1
1
垂
垂
1
三
蓋
2
韮
1
1
1
1
1
1
3
玉
王
1
1
1
1
1
2
2

K
K
K
K
K
脚
W
輿
輿
K
K
輿
騨
W
W
噺
K
K
W
K
W
W
W
K
K
W
H
脚
K
K
響
K
“
毅
K
K
K
H
K
K
日
K
民
X
縫
民
匪
K
K
K
K
巽
縫
K
K
K
H
H

1
蓋
互
1
i
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
韮
1
三
1
i
l
i
玉
藍
I
I
正
1
－
2
1
1
1
！
I
I
董
1
玉
王
1
1
1
三
正
1
2
2
1
ニ
ー

安藤直次公

アンドレ

アントワネツト

安如宝（人名）

安楽

言いぐさ

言い過ぎ

謬い濃す

飯沼二郎

言いまわし

イ中皿ナ大掌

イエ型原則

イエ型組織原貝lj

イエ的結合

家・道社会

生かし続ける

イカス

（‘カッコイイ’）

生き抜く

異形（いぎょう）

依拠する

イギリス経済

幾騨さん

幾夜

いけ好かない

移行

遡稿

石灯鷲

石鍋料理

意思表示

移製する

異種文化

イジワル

維新前夜

出雲大社

イスラム教
｛ヌ勢色汗

イチ（人名，アイヌ人）

一位
一t意五＝F万｝ごノレ

ー一椁繻ﾜ十分
一一

翌
♀

一定する

　　　（いちじょう～）

一憲年

位置づけ

1201－
　　　　4151201
一年足らず

一一 ?ｅ近く

一年余

一分派

一一･徳政
一律徳政k
一一・

kpt

一ヵ月後

一室住籍

一等卒

一等地

一般管理部門

｝llA　l　1

Gl　l　l
GI　玉　1

Kl　l　l
K3　玉　1

躍　王　1

躍　玉　！

W2　玉　三

H玉A王　l

w玉　1　1

H茎C1　！

lllA　1　韮

繊Al　韮
｝｛1A　1　茎

UIAI　l
IV2　1　1

W2　1　1
w2　互　l

Kl　l　l
H2A韮　2
HIC　1　玉

Wl　l　l
Wl　l　l

W3　1　1
K玉　圭　1

Kl　1　玉

目IA　1　1

阻Al　l
K1　玉　1

日2A玉　l

Kl　l　l
H3A王　l
K玉　玉　1

HIA茎　1
i・llC　1　i

HIAI　l
Gl　l　l
K！　1　1

HIC玉　l
K1　玉　l

Kl　1　1

H2A茎　玉

K1　王　1

H玉A玉　1

HIA　l

HIA　l

HIA　1

茎
王
1
…
1
1
1
韮
蓋
－

王
王
1
韮
－
歪
玉
1
毒
口

K
K
K
K
K
K
K
K
k
K
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逸品

偽り

いでゆ

伊藤氏

いとう政女

鰹（いなご〉

井上自席

イブ（人名）

患吹きゆく

衣服

冒嚢（いぶくろ）

忌々しい

戒

在す（いま～）

未だ贈て

今村佐吉

毒味

異様

容器（いれもの）

色気

岩倉異視

野

饗

淫刑

顕職的偶嫌

隠宅

淫売窟

韻文

初子（ういご）

ウイツテ伯

上M万年、白鳥庫告

KI　蓋

Wl　1

盟　1

縦　1

H韮A圭

Wl　l

IllA　1

Gl　1

響2　1

Kま　1

HlA韮

W3　l

Wl　1

W2　1

轡3　1

HIA　1

翼1　1

K3　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

Kl　1

K1　玉

K玉　韮

Kl　l

Kl　1

K1　玉

Kl　1
脚蓋　1

Hlc圭

両文学薄士HlA王
迂廻

浮田氏

浮世

浮世草子作者

鶯

動かし難い

羽左衛門

後影

後姿

埋もれる

薄屠i

うすら明ける

鳥蘇里線（ウスリー～）

歌い縮める

歌い｛串す

歌麿

宇太郎

打切り

宇欝人生

宇1重澗題

算し翻せる

放鑓らかす

（うっちゃらかす）

ウッチャリ拾い先生

放撚る

宇都密左衛門朝綱

うどん

臼惚れ強い

うまいする（味寝）

重1「汁（うましる〉

旨味

生れ

烏有

海坊1三

浦

浦塩断徳

K茎　茎

HIA　l

w韮　圭

議A韮

Wl　1

聡　l

Kl　1

W置　1

騨1　1

W2　1

Wl　1

W2　l

Hlc玉

W2　l

W2　1

Wl　1

Kl　1

Wl　l

K玉　玉

K韮　1

W2　玉

1
1
1
韮
一
1
1
1
ま
玉
2
1
1
1
互
1
1
1
叉
1
1
1
1
1
2
1
1
3
1
2

1
1
1
1
1
玉
蒙
2
1
1
！
1
1
1
1
韮
1
1
1
2
1
1

W2　韮　l
l］茎A韮　l

W2　玉　1

HIA　I　1

Kl　2　3
貿3　1　1

W2　1　蓋

Wl　1　1

閉　l　l
Wl　l　韮

K1　1　韮

｝頚A蓋　至

剛　韮　玉

一般圏民

一百日

一本（‘本一冊’）

糸

糸（人名〉

委任する

位牌

帷幕

威播

忌み嫌う

移渓関係

衣類

色めく

岩波麟店

陰轡

飲酒

魍襲

印象的

隠然

因縁

一i：田さん

ウエルタ（人名）

浮か

浮かす

うかと

受け継ぐ

受付ける

干謙等（人名〉

鵜崎鷺城（人名）

宇治（地名）

氏家信（人名〉

薄金色

渦まく

家中（うちじゅう）

打集う

嫌

うに

梅

梅野（人名）

梅初音（屋号）

梅山（人名）

うら寂しい

Kl　韮

K韮　韮

Kl　l

Wl　玉

Wl　1

玉
－
叢
一
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
箋
塞
葦
蟹
蓋
韮
圭
韮
肇
蓋
玉
玉
韮
韮
玉
韮
蓋
1
1
1
1
1
ー
ユ
響
雪

＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
け
　
　
＾
A
　^

2
1
童
1
2
1
1
2
1
3
1
1
3
3
1
蓋
韮
3
2
3
2
2
玉
－
玉
蓋
玉
2
1
2
1
1
1
1
1
…
3

H
K
K
K
脚
K
K
W
雛
民
K
《
X
K
X
W
G
脚
脚
脚
W
牌
K
1
1
W
H
H
膵
H
脚
日
脚
隔
月
轡
響
響

一般諸教父

一般農業巻

一般畏衆
鐙舎訂ヒ

田奢家

稲田（普通名詞〉

稲（人名）

井上勇訳

猪

いのち毛

財放つ

茨城

違反する

イプセン代表作

いやがる

駿しめる

依頼者

いらだたしさ

入江（人名）

入り来る

色あい

色男

色づける

岩井麗

陰

植木鉢

上様

ヲータ．クロゼット
（‘水洗便所’）

うがつ

浮腰

浮き出る

承る

牛込五〇八九番

うす汚い

薄っぺら

薄眼

薄らぐ

うちかつ

打込み

討死

打潰す

打鳴らす

打ち笑う
慧垂々

宇宙木（人名）

宇津木兄

蟹掘

うつすり

腕ずく

采女

馬の野

梅（人名）

梅川忠兵衛

KI　韮

K1　玉

Kl　l

Wl　i

Wl　1

Wl　l

Wl　1

瑚A1
響1　1

閉　1

轡2　1

w王　叢

lg2A　l

HIC　l

W2　韮

W2　三

K玉　1

Wl　韮

Wl　韮

W2　玉

Wl　至

w玉　玉

W2　玉

畷　1

Kl　i

｝1玉A韮

w韮　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
蓋
韮
2
韮
至
韮
3
蓋
1
1
1
1
1
1
蓋
玉
1

G韮　蓋　玉

翼2　1　互

Wl　匪　i

W2　韮　1

轡2　1　1

レllA　l　l

W3　1　1

W3　1　1
Wl　l　茎

W2　1　1
轡2　1　韮

躍　茎　玉

概　韮　l

W2　1　1
W2　玉　1

W2　1　1

K3　1　1

Wl　1　6
11韮A圭　夏

K韮　茎　1

脚3　1　1

W3　1　1

Wl　1　2
Wl　l　l
盟　韮　1

H韮A茎　1

一般的危機

イデオロギー戦線

いでたち
｛3臼勇疑イヒ学石Jf究所

伽藤公

稲生（人名）

稲荷橋

いね（人名〉

亥之さん

命からく／

猪俣津南雄著

伊吹（人名）

いもり

顯気

入蹴れる

遺漏

色っぽい

いうどる

異論

祝う

岩尾（人名）

岩手日報

岩根（人名）

インタナシ三卍ナル。

Kl　1

HIC　I

WI　1

－
夏
1
1
叢
韮
3

民
K
野
W
響
田
晋
響洞蓋A韮

糧　茎

w玉　l

HIA　l

W2　蓋

Kl　l

W3　玉

W2　l

K互　1

W2　1

Wl　三

田Al
Wl　1

　　　シルク。ギルドGl　1
インフレ景気　　　　　　lllC　1

ウィルヘルム・VビターGl　i
ウィン会議

うs（感動講）

餓える

ウェルズ（人名〉

ウエレイ氏

浮き＼／

浮田秘襲博：1＝

鷹峯（うしないつくす）

蹴る（うずくまる）

うすずく

薄膜

嘘つき

右大P，公

うち込む

rXj　IR（人名）

打薮る

うち水

疎過ぎる

うめれ（おのれの意）

畝傍艦

宇野浩二

宇野さん

ウラ（人名）

獲表

浦壌（地名）

浦壌秘宝処満州部

－
I
1
1
1
1
i
三
1
1
1
1
董
－
圭
｛
－
一
1
1
1
蓋
－
至
韮
…

C
　
　
　
　
C
　
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
　
　
C

1
4
2
1
1
3
i
2
2
2
－
1
1
2
1
2
三
2
1
1
1
置
1
韮
蓋
蓋

匪
搬
器
G
謎
触
目
響
日
野
縫
触
目
皆
W
皆
響
W
W
燵
酵
轡
轡
轡
G
経

王
茎
至
茎
韮
韮
玉
2
裏
－
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
－
－
一

1
…
蓋
玉
2
1
2
韮
｝
圭
…
韮
至
韮
玉
｛
玉
玉
…
一
斗
；
韮
1
！
玉
1
1
1

（ウラジオストック）　G韮　韮　玉

語種：W＝和語1〈＝漢語G漏外来語H＝混種語（A＝和語＋漢語　B罵和誘＋外来語C＝灘吾＋外来語D羅和認＋漢誘＋外来語）



一般巻

一般総会

一般的命令

遡伝学的

移動径路

章郷公磐鍬（人名）

窪目縦する（いにょう～〉

犬養着相

稲

稲刈等

井上さん

井上秀子女史

緩残る

遣物

今井局畏

いまごろ

イマジ塞一ション

意味ありげ

愈慾

イラン
岩E王：i氏

岩山

印刷

姻戚関係
咽頭呂｛；

1946

Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l
k3　1　董

Kl　l　l
IVI　1　l
i12A　1　韮

田Al　韮

Wl　l　l

糧A1　圭
畷　i・　玉

1ほA1　玉

響2　茎　2

沿　王　玉

経IA　1　玉

閉　1　1
Gl　l　韮

U3Al　i
Kl　l　韮

Cl　1　2
田Ai　蓬
田　1　2

Kl　1　2
Kl　l　l

Kl　1　1
インドネシア共和1叢

　　　　　　　　大統領1｛IC　1

インフレーション　　　Gl　1
隠蔽する　　　　　　　I12A　1

植内

　（ウエノナイ，翔三名）　GI　l

うけがい従う

鳥合

右述各種産業

うずめつくす

打明ける

内気

督烈む

打ちたてる

宇宙線

移し継える
映し1．ltす

うつしとる

鰻

うなだれる

生方庄吉（人名）

埋め合せ

裏切る

尉2　1

Kl　1

Kl　1

W2　1

W2　1
雛3A　1

響2　1

響2　1

維　1

W2　i

轡2　1

W2　1

閉　1

W2　1

tllA　1

Wl　1

W2　1

一　
圭
　
　
1

　
　
　
　
韮

　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
蓋

　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韮

いっぱんこくみん一うらじおひしょしょまんしゅうぶ　241

一票

一服する

～兵卒

一歩一歩

一方的

一一煢U進
伊東（地名〉

伊藤（人名〉

伊藤整

以内

イユシアティーヴ

犬獲毅

獅

今村（人名）

いやがらせ

入れ代える

色白

者井章（人名）

岩繭（人名）

引退勧告決議案

隠退する

インチ

インテリ層

インドネシア麟民：党

インドネシア、

1956

玉
茎
韮
－
蓋
－
1
－
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
玉
韮

－
1
一
晶
韮
韮
蓋
韮
叢
韮
一
蓋
玉
蓋
韮
蓋
韮
蓋
響
蓋
萎
鳳
蓋
馨
蓋
歪
蓋
ま
韮
匪

　
A
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
n
　
C
ハ
し

韮
2
Σ
韮
3
韮
韮
茎
玉
韮
叢
玉
玉
茎
韮
2
3
蓋
韮
韮
2
韮
1
隻

X
擁
民
翼
翼
裟
K
K
K
K
G
碑
轡
W
轡
轡
K
轡
栂
X
網
G
縫
経

口ヴェトナム賠償頃D1
ウィーン新聞

上村専務

伺い

浮彫する

B井（人名）

うずき

唾いつわり

うたいまくる

ウチ以外

打ちはじめる

腕

乳母車

生れながら

ウヤムヤ

右翼偏向

裏作

謹1CI
鮭IA　1

蹴　1

脚2　1

凱　1

蹴　I

WI　1

響2　1

｝撚二

二2　二

巴　玉

門　圭

W3　韮

K3　i

Kl　1
｝｛1A茎

韮
二
二
韮
韮
3
二
二
1
1
1
1
1
1
1
王
玉

一俵ら（人名）

・本避

偽る

遣伝的

移動1謬1能

移動式
1、1｝所

いどむ

犬死
jl：．gi）ts’i

いぶかしい

イミナイシ…置ン

イライラ

医療行政

次療行政［菖題

いれすぎる
岩波薯ヲ親ll；

岩沼ili

i慰居

因r・

印象深い

インタビ：L　一

＾
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＾
＾
　
　
＾

一
｝
2
3
里
1
1
2
…
韮
3
歪
3
－
1
2
－
i
星
藍
3
一

日
H
脚
K
K
民
W
響
宥
響
W
G
脚
K
K
W
H
巨
K
K
H
G

インド＝ヨーltツパ語系田。監

印パ紛争　　　　　　　［IIC　1

不均衡状態

　　　（インバランス）　Gl　l

ウィズダム　　　　　　Gl　i

ウ：lzイト　　　　　　　　　Gl　i

ウtルター・リップマンGl　i
氏

打ち、Uげ予定

打ちllげる
うちi‘r．て得る

うちとける

内幕

宇宙1非擁

訴え

移り｛しむ

うつろ

うまII

旨さ

埋、kて

梅田末治（人名）

梅標末治氏
栴｝｝；｛説

下土天＝1モ堂

Wl　1

HIA　1

W2　1

SW2　1

W2　1
［llA　1

Kl　1

Wl　1
Vヤ2　1

聯：3　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

唄AI
HIA　1

HIA　1

田A1

19｛；f｝

1
1
1
1
1
1
韮
…
2
歪
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1

1

　
1
　
　
1

　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

一一 vt的条件

伊藤宏氏

伊藤博文

糸口

稲荷町界韻

井土直行

井土ひさし作
祈り

違反

違法性

いましがた

意味合い

移昆法

イメージ

芋づる式

苛立ち

イラン系

医療

色変りする

イ”ハ

色昌

岩羅一委擬

岩麟涜

岩崎口

供下清周氏

岩下氏

岩島（地名）

岩見隆夫

滑鷹

陰気

印象づける

引退表明

インディアン

インドシナ

隠蔽社会

引用論

上田秋成

ウt一一ターゲート導韮・件

ウオールシ

ウt一ルシ◎”；　一一ル

迂同ずる

迂閣

浮き昌

ウク（ハワイ言藷）

ウクレレ

雨月物語

うけ流す

動き方

動きだす

うさ

臼謝・吉見氏

うす色

ウスバカゲロウ

薄れる

歌いはやす

内凶正雄さん

財ちつづける

宇宙技術

団扇

傭向く

うなぎ上り

うなる

乳母

膚派学生たち

生みの親

梅津勇司

埋める

右翼陣営

裏鰍

｛
蓋
韮
至
韮
1
1
1
1
1
1
1
…
韮
藍
匪
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
韮
韮
1
1
韮
－
韮
1
1
1
1
1
1
1
1
1
垂
I
I
I
I
豆
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
山
茎
響
孟
三
－
董
ゑ
一
－
裏
重
正
1

　
＾
A
　
A
　
A
　
　
　
＾
　
　
A
　
C
　
　
　
A
　
　
＾
A
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
C
　
　
＾
　
　
　
A
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
　
A

玉
1
！
三
1
1
1
1
1
韮
韮
玉
蓋
至
韮
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
玉
圭
韮
一
3
2
韮
豆
1
韮
藍
l
l
董
韮
1
2
3
葦
1
正
韮
2
1
2
1
1
匪
1
2
2
韮
2
韮
韮
2
董
2
藍
三
三
1
2
三
1

K
H
H
脚
H
W
琵
W
K
K
響
H
K
G
吊
目
鮭
K
響
田
野
陛
響
轡
H
1
1
脚
碍
響
K
H
K
G
G
疑
G
試
響
鍵
G
G
H
K
樹
G
G
弱
川
州
響
響
仰
詞
轡
野
W
響
轡
K
響
轡
W
轡
捌
口
響
一
1
轡
k
轡

1976

1
1
2
1
1
1
－
1
…
…
韮
玉
茎
韮
韮
韮
1
1
裏
1
匪
匪
I
1
1
1
1
韮
玉
玉
韮
1
蒙
塵
圭
電
蓄
圭
2
…
2
韮
玉
芝
1
韮
韮
歪
蓋
韮
2
1
1
童
1
至
圭
Σ
韮
茎
玉
玉
！
玉
歪
…
茎
2
韮
韮



242　単年慶語彙表

1906 1916 19ms 1936

売り崩す

発高

有漏（うろ）

上贋

雲消霧散

浩らん哉主義

　　　（うらんかな～〉　綴Al

　　　　　　　　　　　W2　1

雲1報二丁高等学堂教習

運命論薔

得（副講）

餌饗（えあさり）
珍｝激

栄吉

永久的

英國純二種

叡山

英詩

永続する

野望関係

颪工（えかき）

駅路くえきろ）

エスペラント

エスペラント語

謁する

閲歴

閲歴事藁等

涯芦趣味

絵講書

葎原郡

蛭子（えびす）

高蔵名弾正氏

譜部淳夫氏

（えべあつお～）

笑（えみ）

選択（えりごのみ）

繊雲する

演芸刷新

艶書

円恕（人名〉

羅世

遠大

お金銭（おあし）

追い廻す

桜冠

欧二人

欧洲漫遊中

往復

欧米人
置籍鵡

櫻鳴社

応問

横流する

（おうりゅう～）

大井憲太郎等

大岩（普通名詞）

大浦氏

大明

大緩伯

大竃事件

大鼓（おおつつみ）

大野（普通名言司）

大番役

大まか

大村流外（人懇〉

冑1　王

Kl　1

購　王

K1　1

Kl　1

K重　1

騨3　2

Vil　至

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K2A王

K玉　玉

HIA玉

Kl　1

Gl　1

H玉cl

H2A　1

K韮　1

K玉　圭

HIA玉

HIA　i

H韮A韮

Wl　1

HIA　1

H五Al

w重　互

Wl　1
巨2A　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

K3　1

Wl　1

Vi2　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　l

K韮　1

Kl　l

Kl　I

K1　重

H2A　1

巨1A　1

轡1　1

擁1A　1

胃1　1

織A1
｝廷A1

二二　韮

1》互　重

H豆Al

W3　二

二A1

1
1
2
1
1
互
1
1
2
1
1
1
王
1
1
1
夏
三
二
1
2
2
重
重
1
正
1
1
重
重

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
1
1
互
1
2

1
1
1
2
1
2
重
1
1
1
1
1

裏庭

うるか

嬉れしさ（マ、）

浮わ言

雲煙摸糊

鋭

鋭気

英国思想界

映ずる

永続姓

英雄漿傑

英領加奈陀

江島（人名）

江舗様

S銀行
越子（人名）

江芦川（地名）

F町
襟裏

エリス夫人

襟脚

震（人名）

縁側

縁喜（マ、，縁起）

延期勧告

淵源
嚢氏一一・x

演じ尽くす

遠心力

震政府

沿遵人残

豊満

追い使う

俺ら

奥羽否議会

王家嚢（人名）

横使

翁自身

黄魚紙風

（おうしょくしふう）

王族騎馬図

控復副文

青梅（地名）

鷹揚

填

（オーストラリア，地名）

大奥

大口

大隈侯

大隈氏等

大隈蒼相

大隈内醐

大隈内閣時代

大島劇壇

O一品
大路

大錨

大扉

大波

大柱

聯骨折
大法螺｛奨

響1　1

響1　1

粗　1

w1　王

K3　1

K玉　1

Kl　1

Kl　互

1｛2A　1

Kl　1

頃　1

組C1
響1　1

個口1
｝｛王C至

｝．崩1

蹴　1

H正C1

賊　亙

HIC二

二　1

Kl　1
擁1A　1

組　1

Kl　1

Kl　1

Ki　1
t12A　1

Kl　玉

Kl　1

KI　豆

Kl　1

vg2　1

Vi1　互

Kl　l

Kl　1

K1　呈

Kl　1

玉
王
韮
1
互
互
互
1
1
1
3
1
峯
玉
玉
2
互
重
重
1
1
7
1
1
1
王
1
王
正
正
豆
1
至
i
1
1
1
2

Kl　l　l
Kl　1　玉

K1　玉　1

脚1　1　1

K3　1　1

G正　1

臓　1

Wl　l

H互A王

lilA　1

｝llA　1

綴A王
＃IA　1

1ilA　l

HIC　1

！
1
1
1
1
1

牌
回
目
響
…
胃
轡
｝鷺A韮

1
1
1
1
1
韮
5
1
1
2
1
1
1
1
玉
1
1

褻白

馬附ける

売捌

売尽す

売り飛ばす

上衣

浮つく

上面（うわべ）

うんざりする

運舞

逓動競技

運動方向

雲南

雲母片岩

還輸

運用

永久平和

英購入

絵紙

英米

営養筆記

営利主義

Aさん

ABC
役（ヂ関ケ原の～」）

易者

疫病

江戸鱗課渉

会得する

江戸刑法

江戸っ子

絵興

端本（人名）

罷業

絵巻物

エミグランt・

　　　　　（‘移民’）

エリザ（人名〉

エルフルト綱領案批評

遼境

淵源する

縁故

円札

演出する

厭漫的態度

灘莞会

演能

援兵

延宝（年号〉

桜陰地動（醤名）

溺

王さま

横柄すぎる

青海（人名）

叢話

お＼

大井（入名）

大井正一郎

お、＼／

大女

大阪陣

大阪鴨脚橋筋

大新驕

仰せ聞ける

大田南画

大瓶

豆
－
重
1
1
1
韮
！
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1

1
2
重
2
2
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
重
夏
1

日
脚
脚
W
W
轡
聯
胃
署
駁
K
K
K
K
民
K
K
K
K
K
K
K

HIC　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

月熟1
｝｛2A　1

111A　1

響1　1

前腕1

響1　1

111A　l

H王A王

Gl　1

Gl　1

HIC　1

Kl　l

H2A　1

Kl　1

Kl　1
fi2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K玉　玉

脚1　玉

HIA　1

H2A　1

Wl　1

Kl　1

購　1

轡1　1

雛《1

駄　1
轡三　1

掃王A王

響1　1

HIA　1

周2　1

HIA　1

区1A1

1
1
1
1
2
玉
1
1
1
2
王
1
1
1
1
2
玉
！
互
2
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1

売渡す

狼狽春（うろたえもの）

上手
．と手投

ウンゲル等

ウンシュリフト（人名）

運命的

映画化

映癒界

映蚕女優

英国労働組合会議藤盟

英作文

影鎌

英仏共同戦線

英米解式

営利的資本憲義精神

エール（人名）

駅夫

エチオピア

エチオピア軍

エチオピア土民軍

越中愚

江戸っ子気質

江闘道助著

漏壷（えらがた）

エmティシズム
円価

藩論

沿海彊ソ領

橡先

援助する

遠征

円朝もの

円満辞職する

老ぼれる

王子製紙

欧洲各曖

欧洲大戦後

欧洲大睦

応諾する

二二銘

i王兆銘一派

涯面面系

跡藤する

大分（地名〉

大男

狼

大規（地名〉

大きさ

大倉（人名）

大蔵大臣

大阪市忌門町

太鑓蜀山

大谷竹次郎

大谷法主

大友義統

囎　1

脚1　1

畷　1

Wl　互

HIC　1

劔　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

町A1

一
茎
1
1
1
豆
互
豆

《
回
目
K
K
G
K
G

HIC写

録1Cl

HIA　l

HIA　1

田A1
脚l　l

Gl　l

Kl　1

Kl　1

HIC　1

階Al
X2A　1

Kl　1

1ilA　l

i・12A　1

響2　1

織　韮

Kl　l

Kl　l

Kl　1

1i2A　l

Kl　1

Kl　1

K玉　1

H2A　1

王
1
1
1
1
1

騨
田
胃
響
㎝
胃
田
胃
轡

H玉Al

H王Al

HIA玉

H玉Al

H韮Al

w玉　1

1
1
1
1
1
1
1
1
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
1
1
韮
1
1
1
裏
2
韮
2
1
下
下
1
1
重
三
重
三
i
亙
1
1
1
重
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1

認種：　W篇和藷　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝秘語十漢語　B＝和語＋外来語　C；漢議十外来藷　D需麹藷牽漢語÷外来語〉
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トう

売りあせる

運用する

鋭意

永久不変

英軍

永住する

英ソ軍

A党
S君
似而非

役する（えだち～）

江戸時代以来

エホバ

円（yen）
嚥氏

遠征軍

老い

憾酬する

王世恭外交部畏

王鱗復古

王党軍

近江（地名）

大川周明

大久保（人名）

大久保利通

大隈（人名）

大阪藩東区道修町

伽せ出す

仰出でる

大塚盤次編

大霊異

大翼颪霞

大麻昆

大元方（おおもとかた，

　　　　　　‘問麗’）

W2　i
響2　玉

臼2Al

K玉　1

K3　玉

Kl　1

H2A　1

HIC　1

E｛IC　1

巨ICl

Wl　1

W2　1

町A1

－
1

1
11

1
11
1
1

e
《
駁
K
W
H2A　1

1

l

l

l

K
K
K
W

1
1
1
1

HIA　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

HIA　1

W2　1

W2　1

HIA　1

凱Al
W3　l

Wl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
王
2
1
玉
王
2
韮
1
1
1
重
1
圭
1
王
茎
玉
1
1
2
1
1
1
｝
玉
1

日置　1　1

藻ましい

売り急ぐ

売手

売手市場

憂い

嫡野（人名）

一ヒ目づかい

運転手物語

英・イ最高費任者

エイエイオウ

映画会社

英軍側

栄転する

鋭鋒

A’

益

江口さん

えさ

エジプト、

S字型
Sプレイ
江戸市中

N｛K関係者
NHK経鴬委員
FO
MDAP
エロス

エンゲルス（人名）

遼罷

演壇

尾

潔いやる

欧州安全保障

欧州安全保障問題

往生する

欺陽（人名）

大甘

大鵬（人名）

大蔵大輔

大芝居

太田自白

太田被告

太田被告陳述

大石

大蕾

W3　2

W2　1

Wl　1

HIA　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

HIA　1

HIC　1

W4　1

K王　玉

H玉A玉

猛2A　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1

Wl　1

Wl　1

イスラエル間HIC　1
月玉C王

儀　1
トほA王

畦1C　1

駐1CI

濫
綴
譲
段
段

H2A　1

Ki　1

輝3　1

碍1　…

H三A王

轡三　l

HIA三

HiA三

HIA　1

胃正　王

彫　正

2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
正
2
1
1
1
蓋
三
2
三
1
三
1
1
1
1
玉
1
2
正
1
1
1
1
5
1
1
1

ウラル＝アルタイ語系

浦和市原由

夷りつける

運動工ネノレギー

運動家

運動神経

ウントン中佐

営業行為

栄光

永続的平調共葎関係

英明高才

英震

AiKT　C

ANC計錘
ANC構想
A君
A、G、　1、L鋼式
X一ス投手
エジプトプロパー

越薗あたり

X内薩
江藤さん

NHK
エネルギー
1？

エフゲニー◎ミハぞロビッチ・

HIC玉
｝｛IA　l

W2　1

111C　l

Kl　1

Kl　1
｝llC　l

K玉　玉

Kl　玉

Kl　1

K互　1

K互　l

K1　互

Gl　1

HIc百

日1c玉

｝錘C王

｝｛IC　1

1iIC　i

Gl　1

頃Al
l－IIC　1

唖Al
Gl　l

Gl　1

Gl　1

スクリiロブ大犀寸H1C　l

M女子遠駈

エリートコース

エリー磯職

円（circle）
遠隔地

エンゲル係数

演習

演出

工合

追い打ち処分

及川密嘉志

お虚者さん

追いつく

遜い抜く

慈待

黄体ホルモン剤

黄疸

欧陽梅（人名）

大石氏

大石正雛（入名〉

大型積極予算

大株主

大柄

大蔵官僚

大ゲサすぎる

大阪大学教授

耕す翻る

オーストリア

大店（おおだな）

大手企業

大遡リ

オー｝バイ
it　一一プン

大閣謡い

大歳玉

至
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
正
正
i
l
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

C
C
　
A
　
　
A
　
＾
　
　
C
　
A
　
＾
　
A
A
A
　
　
A

器
殿
欝
欝
貯
器
燧
畿
欝
欝
田
晶
路
雛
欝
欝
欝
欝

！
1
玉
1
至
正
2
1
三
1
1
1
2
1
1
豆
互
1
正
王
1
玉
1
4
3
1

ウラジミール刑務所

売り込む

熟れる

上のせする

植わる

遮航

運転手

運輸相通逮

エアバス問題

エア・バッグ
英（‘イギリス，）

映1鍛窪

営業

営奏上
営iコ（地名）

英知穣ll

嬰児

平縫

英文法

栄養

A5判
ABM網
工一一ノレ。　リキッ　ド

笑顔

描きあげる

描き出す

江［コ週（人名）

S・グルズマン（人名）

Xセル（人名〉

エソテーリック

　（esoteric）
X博士
Pi　NIT　C　1

エネルギー源

エバリー（人名＞

FNrLA
絵筆

FBI

M乳業
MPLA
Xメラルド・グリーン
エリート

エリコ（人名）

エンリケ王子

追い返す

追いまくる

追い求める

王（人名）

王権

応玄（人名）

王四文（人名）

往診代

応戦する

圧東興（人名）

欧米各一

幕ーヴァ。ウォーク

大型ジェッ ト機就航

大木勇魚（人名）

大蔵省酉等出仕

大声

大阪兵学寮

大阪弁漫才

阻Cl
轡2　1

響2　1

轡2　1

脚2　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

謎1CI
G玉

Kl

Kl

Kl

組

Kl

F｛IA　1

Kl　1

K1　正

K1　玉

K1　圭

H王C1
｝躾C王

Gl　1

盟　1

H2A　1

巨2Al

HIA　1

Gl　1

Gl　三

G3　玉

｝．猛Cl

G1　王

｝．1王cl

G1　王

Gl　1

琵1Al

Gl　1

G互　1

HIC　1

Gl　l

G正　正

G正　1

Wl　1

BIC　1

響2　1

W2　1

V12　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K1　藍

K玉　1

日2Al

K王　1

Kl　1

Gl　1
｝ilD　1

Wl　豆

HIA　1

騒　1

HIA　1

H！A重

オーーストラリア国立大挙搬Cl
dV　一一ストラリア政治

大谷八勝
大伴坂上郎女

大野（人名）

rk　一一プニング。

BIC　1

1ilA　1

Wl　1

盟　1

1
1
玉
玉
2
1
1
1
1
！
互
1
1
玉
1
王
1
2
1
2
正
－
正
3
1
1
1
1
1

1
1
1
1
五
2
重
1
1
3
2
1
1
互
1
1
1
1
玉
1
1
2
1
正
1
2
1
1
重
正
1
1
1
1
1
1
1
i

セレモXイGl　1　1
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大欝殿（おおんべどの〉

丘辺

小川轟滴（人名〉

隻（おきな）

お銀さん

億却（おくこう）

おくつき

奥床しい

押返す

潜しさ

押し適す

汚辱する

鑑す

牡象（おすぞう）

オストリンスキー一

（人名）

オセロ（人名〉

襲い来る

恐るおそる

挑てる（おだてる）

乙巳文壇

（おっしぶんだん）

膏沙汰

少女（おとめ）

劣る

衰え

小野（普通名詞）

小原文学士

薗（おも）

思兼

　（おもいかね，神名）

おもわれ人

小山鐙別当有重

オルガン

折れる

在す（おわす）

終り得る

愚

音楽上

温潤

愚知らず

愚人

女形

女義太夫

おんなつれ

轡1　1

野i　1

響1　1

晋1　1

舞1A　1

組　1

蹴　1

轡3　1

轡2　1

鐸1　1

騨2　1

H2A　l

W2　i

HIA　1

Gl　2　2
Gl　l　l
W2　1　1

W3　1　1

W2　1　1

Kl　l　l

HIAI　1
Wl　l　l
W2　1　2
Wl　l　l
Wl　i　l
HIA　I　1

騨1　1　1

Wl　1

Wl　1

HIA　1

Gl　1

W2　l

W2　2

W2　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

g3A　1

Kl　1

盟　1

縫Al
腿　1

1
i
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
王
1
1

お母さん

ノ1、形青村（おがた

せいそん，人名）

岡部家

女将（おかみ）

岡本一平氏

岡本米蔵看著

岡由（地名）

麗物

臆病者

奥まる

送り来る

行われ響る

行われ難い

収め得る

お邪魔さん

押しやる

盗粉

おす（rそんな

ことおへんけど」）

御墨付

恐れ出す

小田原

お千代さん

贈号覚霞

お天遵様

男気

落し卑む

驚き怖れる

お化け

御二人さん

お流麗様

三輪坤

お前様

思い忍ぶ

思い閃めく

表

表向き

整序（オルドヌング）

音響

恩憲

温泉濾

過主人

女遠

隠密

壁91　2　2

H1汽1

H豆A互

轡12
HIA　1

巨IAl

凱　1

響1　1

織A1

1
1
1
王
1
1
1
1

　
　
　
　
　
A

2
2
2
3
2
1
2
王

響
皆
響
響
響
耗
響
響

－

王
－
王
事

ハ
乙
1
2
王
王

響
m
胃
田
胃
轡
田
W
撮A1
縫A1
磁Al
　　1
寄2　1

轡1　1

響1　1

響1　1

組A1
響1　1

1V2　三

日2　1

鴨　1

轡1　1

Gl　1

Kl　l

Kl　1

縫1Al

liiA　1

躍　1

K3　1

1
1
2
1
1
1
1
1
玉
1
1
玉
1
1
1
1

1
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
2
王
王
i
1
1
1
1
1
2
2
1
玉
王

岡鼠（人名）

岡由（人名〉

丘博士

瞬場遊廓考

小辮未畷

沖貞助

オキシヘーラー（薬名）

荻野（人名）

お窪美さん

大給松平（おぎゅう

　　まつだいら，地名）

奥義

奥様

臆断

臆病

遅れ勝

おける

（「気のおけない」）

擁え過ぎる

押川春浪

押川大元老

お辞織する

オシメ包み

おせい違

おそく（遅）

恐れ入る

落合藏文

落醤き方

乙

おっかぶせる

男達

遭失手（おとして）

～昨臼（おとつい）

踊子

お鞭

オボコ

思霧す

溺れる

お前さん

思い逓う

御申越次第

オモチや函

表芦

面やつれ

惟る

尾張家

羅張町

音楽会

膏楽化する
温突　（オン’ドノレ）

女太夫等

穏和

Wl　王

機　歪

HIA　1

HIA　1

HIA　1

響1　1

G1　三

Wl　玉

Wl　1

Wl　1

HIA　1

玉
1
1
1

1
1
り
0
3

W
騨
K
騨
W2　1

W2　1

HIA　1

￥IA　1

彗2A　1

玉
壌
1
1
玉
1
1
1
1
《
1
1
1
1
歪
耳
玉
1
1
王
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汽

三
1
玉
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
1
2

潮
田
韻
脚
W
脚
K
脚
響
響
轡
轡
理
騨
脚
周
脚
結
H
轡
寅
歯
舞
HIA　1

HIA　1

Kl　l

H2A　l

Gl　i

HIA王

K3　1

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
三
王
工
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
2
1

大山師

岡村憲歌

小jli商相

小河原四躯

悪感

置きよう

臆測

憶測する

押しあう

小父さん

雄亀

落ち

大人

音無（地名）

おの（己）

おます（動詞）

オムツ（人名）

御9出度う

思い入れ

思遺る

璽み

おや　（感動護司）

親父譲り

親船

泳ぐ

折枝（人名）

おりたつ

オリムピック

オリムピック委員
おれ自身

オロシや船
女…三百代言

怨霊

磁A1
盟　葦

厳Ai
HIA　l

Kl　1

町Al
Kl　1

H2A　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
豆
1
1
1
王
玉
－
王
1
1

2
1
1
1
1
1
1
2
1
唾
1
2
玉
4
1
茎
2
1
2
1

W
轡
轡
轡
脚
脚
脚
騨
騨
脚
脚
響
響
響
響
響
唐
轡
響
＆
HIC　1

HIA　1

HIB　1

HlA玉

Kl　1

1
歪
1
蓋
玉
1
1
玉
1
1
1
圭
王
王
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
！
1
玉
玉
1
1
1

語種：　W＝和語　K＝漢語　G瓢外来語　H＝混種繕（A2穐藷＋漢誘　B＝称誘＋外来語　C＝髄語÷外来藷　D＝和繕＋漢藷＋外来藷）
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大山（人名）

オーノレバック

おかみさん

趨き臥しする

趨らす

忍坂濃大麻呂（おさか

　　のあたいおおまろ）

おし金いへし合い

汚響

押し分ける

落合太平

オツクスフt一ド
お墓まいり

怯え切る

霧しい

オプティミズム

オペラ

覚え

覚しい

思し二立つ（おぼし～）

思い当る

重たさ

親方

オリーザ。ジャポニカ

　　　　　　（植物名）

折田（人名）

織元

折る

尾張（地名）

音楽家教育

慰給

賜　1　1
G玉　玉　l

Wl　l　l

W2　1　1
W2　1　1

Wl　l　玉

瓢　1　1
Kl　l　l
W2　ま　！

HIAI　1
Gi　l　1

鴨　1　1
W2　1　1
W3　1　重

Gl　l　l
Gl　1　1
購　玉　l

W3　玉　1

轡2　1　1

W2　1　1

Wl　l　l
ll11　1　王

1
1
玉
2
1
1
1

G
田
胃
響
響
脚
K
K

1
9
自
－
1
1
1
1

大竃さんあたり

大宅壮一

岡さん

傍百

蘭匿八目

隅本氏

麗きすぎる

お客搬

贈物

怠る

おしのける

おじatうさま

激わる

お互い問士
おつ、き（人名）

男の子

おとしこむ

オネスト。ペン部縁

おののく

お前等

思いがける

思い知らぜる

思い巡らす

愚うさま

母麗

親らしい

お役人さん

親不翠もの

オランダ人たち

おれたち

音（おん）

温厚篤実

オン。ザ・ロック

温泉

温泉薬

御大

女たらし

lg56

1
1
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2
三
玉
1
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1
玉
圭
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
王
玉
1
韮
l
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H
鮭
鮭
響
K
X
G
X
K
H
騨

1
1
薯
孟
2
1
1
G
五
－
奮
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
・
三
1
1
1
1
1
1
1
王
王
2
5
1
1
2
1
1
1
王

腿本彰佑

麗きかえる

沖縄

奥様番組

奥さん方

奥堀

送り出す

送り続け得る

趨こり

お座敷派

押し上げる

おしつぶす

汚染する

遍すぎる

落ちこむ

お話し中

おぼめき出し始める

おみやげつき

お宮ノ方（人名）

想い起こす

患い違い

思い出

思いとどまる

おもちゃ

薗持ち

オヤジ夫婦

お懲い外人教師

オランダ

折舗

卸売り簸格

穏健

女の子

おおものたち一おんわ　245
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I
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
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1
韮
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A

蹴
障
鴨
滑
阻
町
囎
囎
剛
頃
囎
盟
麗
盟
囎
田
糀
畷
購
寵
盟
鴨
盟
阻
躍
畷
綴
儀
鴇
綴
聡
田

1
王
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
2
2
1
1
1
玉
韮
玉
1
1
1
2
1
1
1
1
玉
1

大物たち

大喜び

オールナイト

大和田昭吉

緒方（人名）

腿田又三郎氏

隅野加穂留

聞山県

送り込む

尾崎紅葉この方

幼なじみ

小佐野（人名〉

御師（おし）

オスカル（人名）

塾璽いかかる

お傍表らず

恐山

オッペンハイマー博士

オデュッセイア

オデュツセウス

踊り

衰える

御成り

盤上菊五郎

オピエオン。リーダー

オプション

オペラ前

覚書交換

オメガ

思、いあぐねる

思い切り

思いつく

量さ

おもしろさ

思わせぶり

親バカ

尾山（人名〉

折口（人名〉

織りなす

佳続物極

愚賜蹴

温存する

おんぼろ教竈

玉
歪
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
豆
豆
玉
1
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互
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王
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G
H
W
疑
W
誌
轡
H
膵
脚
H
G
W
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H
H
G
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W
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W
駐
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G
1
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H
G
脚
日
脚
膵
脚
W
H
脚
脚
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H
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蚊

カーヂャ（人名）

カーライル（人名）

カール嬢

回

快

外囲

凱歌

講諮百出

外形

外形的

悔矯

建国

畷顧する

開示する

爆心

　（かいしv）う，人名）

睡幽する

会する

海内思潮

快諾する

快男児

海中

開腿演義

　（かいびゃくえんぎ）

快味

買求める

改良

界隈

帰り来る

返りごと

顔一面

顔魚

罹り居る（かかりいる〉

夏期

掻き集める

轡遣し

書き振り

掻分ける

蝦理（かきん）

格言

学者的見識

学園

確証する

各人生活

革政

学田排斥

革命党

学悶緋斥

駈け入る

掛け語（かけことば）

駈廻り始める

leo6

轡l　l　3

G工　1　1

劔　1　1

HICI　1
組　1　1

組　1　1

Kl　l　l

Kl　l　l
轍　1　王

K王　1　王

K3　1　1

Kl　l　l

Kl　1　1
鋒2A　1　1

暮2A　1　1

Kl　1　1
＃2Al　1
×2A　1　2

Kl　1　1
1i2Al　1

綴　1　1

Ki　1　1

K1　至

Kl　1

響2　1

Kl　l

Kl　1

寵　韮

w圭　1

HIA　1

野1　1

轡2　1

織　1

轡2　1

脚l　l

緊　王

轡2　1

Kl　1

Kl　1

縦　1

Kl　王

H2汽1

K玉　1

1
1
1
1
王
王
－

唖
三
王
－
王
2
1
9
倫

K
K
K
X
天
田
U
野

1
1
1
3
1
1
玉
1
1
2
3
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
夏
1
3
1
1
Σ
圭

カアペンタア（人名）

甲斐（普通名詞）

概

懐旧的。逓避的傾向

懐郷

魁艦

怪傑

解決し難い

会見顛末

会合

外光

開口巽時（～しょうじ）

外國語

外国武富

階程

解答

会周協定

開腿以来

快弁

開明

外面的

管麹

肯ずる

雅会

科学者自身

書き始める

かき廻す

家業

駕御する（かぎょ～）

各原子（～げんし〉

暑熱

各種各様

蛍醒する

学生風
響然

各専門

各兵舎

革命軍

革命内鼠

革命派

学問らしい

無業

かけ居る

1916

Gl　l　1　ガウゼ（ガーゼ）

Vil　1　ユ　買い土げ

K1　1　1　醗下
Kl　1　1快闘
K1　1　1　階級的特魯

K王l　l　階級團争
Ki王　玉　【亟顧

H3A王　正　聡墾する

Kl　1　1　外史
K1　1　重　該借款
K玉　！　重　開場嶺初

Kl玉　1　街談録
K1　五　i　開遜する

Kll　l　改動
KIl　l　海按
K1　1　1　堰問見る

Kl　1　1　買廻る
Kl　1　1　買物かたがた

Kl　1　1　海洋
K1　1　1　帰りがける

K31　1　火熔
K3　　1　　　1　　イヒ学者

W2　　1　　　1　　科学ノ」、言党

Kl　1　1　科学知識
Kl　1　1　価格変化

W2　1　1　垣
W21　i　下蓋己
KI　l　l　がきどされ（方言）

K2A　1　1　学才

K1　1　1　学衛上

Kll　王　学殖
Kli　l　各地薬店
1｛2A　1　　　3　　各発逮階級

Kl　1　三　駈けあるく
K3　王　ま　過激化する

Kl　玉　王

K王　1　玉

Kl　l　王

Kl　1　蓋

K王　1　1

縫3Al　l

Kl　l　2
W2　1　王

G玉　玉

w歪　歪

Kl　1

K3　1

織　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

B2A　l

K王　l

K1　玉

W2　玉

W2　玉

W3　1

Kl　1

W2　1

Kl　1

1
1
1
1
王
玉

裟
K
K
K
響
K

HIA

Kl

Kl

試1

Kl

K王

氏2

H2A歪

1926

1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
1
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
玉
i
l
1
1
1
1
1
王
1
1
1

カード階級

絵爵

海外茶話

海外市嚇

皆既目蝕

購級的政党

階級的立脚地

解決し得る

解決し行く

戒厳司令部

鰹航する

外国紀者団

瞬国説

外国品

麗札m（マ、）

街道筋

怪文轡

快方

外務当局

外鍵（‘外モンゴル，）

禍因

顔一ぱい

家塵

顔付

顔負け

科学化

価格公定

科学性

掃き続ける

下翼略年表

格

閥員

各駅耳

翼坐する

挙国的

各州

各種議案

恪守する

各少将

革新イデオロギー

学生さん

各大国

拡彊

学的趣味

学童

学府

群僚

学齢

架け変え

蔭口

掛け蒲団

縫1Ci

K王　釜

K玉　王

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

経2Al
ff2A　1

織　l

li2A王

Kl　l

Kl　l

Kl　l

H玉A1

HIA玉

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
HIA　1

Kl　1

Wl　1

Wl　1

Kl　l

Kl　1

綴　圭

W2　玉

Kl　l

Kl　l

Kl　1

月目　1

H2A王

K3　重

K王　l

Kl　玉

N2A　l

Kl　l

H王cl

HIA　1

Kl　1

K1　互

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

脚1　1

HIA　1
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1
1
1
1
1
茎
王
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
玉
豆
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
1
1
1
1
1
1
1

語種：　W＝和語　1く＝漢語　Gユ外来語　H＝混種語（A窯翻語÷漢謳　B篇和語÷外来藷　C躍漢謳＋外来語　D　＝in語＋灘醗外来語）



ガード（9irder）
改革案

懐疑

会議出窟

懐疑する

階級的稲違

購級的立場

会計方

外見上

会合する

外国軍隊

介在する

解散

怪死

会し得る

解し難い

改宗

外出先

解除する

介する

改正案

カイゼル時代：

開戦後

改綴

海藻

懐中する

海底蹴偲噺

飼秣（かいば）

醐写する

外来文化

飼う

繋り佐む

科学的教訓

科学的合理的

科学的患考

科掌的立場

科学的文化人絹互

科学的方法

科学的冷静

科学文化人

輝かしい

掻き切る

掻き込む

轡きしるす

角帯

各詫人

確証し得る

各人各家薩

翻する

各腫代表

獲得

獲得する

獲得補充

学年

革命運動

撹萎t戦術

可決する

阿賭物（かけもの）

1
1
1
玉
玉
豆
1
1
1
韮
一
1
1
1
1
1
1
二
二
1
韮
！
二
王
1
1
1
1
1
1
歪
二
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1
二
二
1
1
1
1
1
2
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1
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1
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玉
玉
重
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罷
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畠
縄
甫
嶺
盟
艶
誰
賜
港
門
艶
麗
賜
阻
蒔
肥
堅
雪
罷
匿
頓
貼
蹴
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1
王
玉
1
1
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1
2
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1
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王
韮
1
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亙
1
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1
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1
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々
　
百
　
　
　
　
　
　
　
澱
五
二
委
委
主
組
ぬ

　
…
い
外
議
級
級
級
軍
交
交
交
交
交
交
噺
人
造
緬
段
黒
黒
難
放
イ
路
し
ズ
見
学
挙
　
き
き
辛
き
（
奮
家
落
五
識
し
凝
撹
定
悪
党
党
七
～
命
翌
翌
驚
け

価
力
買
海
会
階
階
階
海
外
外
外
外
外
外
開
快
三
雲
階
海
皆
野
解
堅
雪
返
替
顔
繋
科
万
富
書
下
か
郭
隔
各
覚
各
学
隠
革
各
確
各
各
各
各
黒
革
黒
革
各
か

ンガ

イ
る
理
々

　
　
　
払
り
㌻
り

　
　
　
張
か

　
覚
　
点
ず

策
自
語
一
み

　
　
　
　
　

　
　
　
　
名

　
　
助
ん
地

山
二
三
ぜ
（

映
救
船
い
ロ

　
　
　
　

　
　
　
書

　
　
　
（
）

　
す
農
い
単

味
蔵
中
よ
人

　
来

ば
本

と
党
到
る

こ
政
興
す

　
　
　
員

　
　
　
全

円
円
会
会
春

O
O
鍛
員
義

Kl　1

Gl　1

轡2　1

Kl　1

澄　王

K1　韮

Kl　1

Kl　1

Kl　1

巨1Al

glA　1

Kl　1

Kl　玉

1
五
一
1
1
i
1
1
王
1
1
1
1
1
1
王
王
歪
1
1
1
1
1
1
二
二
！
1
1
1
1
i
1
1
1
王
1
1
1
韮
正
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
　

C
　
　
　
　
a
（

王
一
1
1
互
1
1
1
王
－
1
1
1
1
1
1
王
－
韮
1
2
1
3
1
玉
－
二
重
三
二
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
2

翼
K
K
K
K
k
K
試
k
κ
《
5
K
樹
二
二
K
K
騨
輝
騨
K
響
K
K
H
K
H
K
轡
K
K
H
K
民
κ
民
K
K
K
K
K
騨

IS56

2
曝
1
夏
1
1
1
1
1
1
！
1
互
1
2
1
2
1
1
！
1
1
1
二
王
1
1
4
1
1
1
2
1
1
1
1
！
i
王
1
1
1
1
1
王
1
1
1
玉
！
1
2
1
1
1
1

翼

会員

海外経験

かいがいしい

海外派兵

関町十五周年特番

外交k
外交不在

タ魍思想

回顧録

開億する

改札

解徴する

闘始

魁飾（かいすい）

改善

該博

闘票

雪笹力

野物

解放理工

壊滅する

外遊問題

海洋貿易国家

概略形成期

科学皿技術

科学教冑

科学醗究

科単研究工作

科学的・動造的精神

溶き（かがやき〉

かかわりあう

核

核拡散

核拡激防止

核軍儲

学資金

各社

学習する

隠しよう

革薪系

革新支擶函

革紙墨榴

革締敗目測

学生さんたち

拡大再生産されえる

拡大掴止力

格調

学長

各年齢麗

挙部畏

核兵器

核兵器開発

核保有国

華命大路

革命外交

革命軍兵士たち

革命戦略

革命膿後

角本説平氏

学力テスF
学歴構造
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1
1
1
韮
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
網
引
－
重
1
1
1
1
韮
圭
1
1
1
藍
豆
1
1
1
1
韮
至
豆
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
韮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
《
　
　
　
　
　
　

汽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
＾
《
A
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A
C

1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
玉
1
3
至
1
1
1
2
蓋
玉
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
重
正
1
1
2
1
1
1
1
玉
1
2
1
1
！
！
1
1
1
1
玉
重
1
1
1
1
王
王

騨
k
《
響
裟
門
口
K
K
K
民
試
羅
鋭
K
K
K
K
K
K
K
難
κ
K
K
K
K
K
K
K
響
響
K
K
K
K
K
民
穫
琵
《
X
K
H
H
H
K
K
K
K
K
X
《
裟
K
κ
陸
K
試
擢
縞
K

IS66

1
1
1
玉
2
、
王
韮
1
1
1
1
1
二
二
二
二
1
1
1
1
1
王
董
韮
豆
！
1
1
1
1
二
三
1
豆
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
互
至
1
隻
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
王
玉
1

紙凋アイ
デ
　
材
制
　
会
二

一
　
黒
姫
　
翌
翌

　
　
　
　
ム

　
　
　
　
一

　
ち
　
　
　
ブ

　
た
出
立
踊
る

術
人
間
既
設
す

　
　
る
　
　
）

隊
　
え
　
名

籍
　
う
る
人
る

自
賠
そ
す
（
す
　
区
後

打
学

的
文
語
隈

　
　
る
　
　
氏

ス
度
ぶ
　
む
彦
成
人

ロ
賀
し
番
田
国
形
夫

　
）
　
　
　
　
　
い

　
号
す
る
　
る
た

し
隼
く
け
　
わ
が

～

織組放解

出
（
つ
つ
手
廻
し
專
業
イ

僚富工
党

商
政
派
聞

　
　
　
ル

　
）
　
　
ク

と
名
　
イ
送

ご
人
後
サ
輸

踏
（
口
強
料

　
権

　
政

　
義
分

　
主
名

　
会
義
劇

　
社
大
．
範

陸
的
的
模
上
的

るけつ

　
ガ
会
外
貨
基
級
野
業
交
国
國
結
社
収
助
上
水
い
拓
塚
入
避
多
淫
明
滅
洋
来
難
路
イ
り
り
響
え
賀
格
家
驚
き
吉
き
ぎ
き
ぎ
橋
業
企
ゲ
差
新
薪
新
新
鋼
段
如
如
燃
燃
派
間
命
命
命
問
問
塁
け

蛾
『
開
海
外
　
開
階
階
開
外
外
外
二
会
測
外
海
海
乱
闘
貫
介
回
雪
解
…
警
世
海
外
結
二
丁
帰
帰
加
工
加
極
㎜
麟
牡
欝
欝
書
曝
書
晦
ハ
無
罪
各
各
格
革
革
革
各
隔
各
覚
覚
核
核
学
角
革
革
色
学
学
各
か

正
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
一
陪
1
1
－
－
二
二
童
1
1
1
1
圭
1
1
1
1
1
1
1
二
二
二
重
1
1
玉
－
1
豆
1
互
1
1
1
1
1
玉
－
1
1
1
韮
1
1
正
1
1
王
－
互
1
1
王
！
互
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
C
A
　
　
　
　
《
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
汽
　
　
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
挿
　
　

n
し

　
C三
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
玉
2
互
1
豆
2
2
1
2
王
1
三
1
1
1
1
二
王
1
i
2
1
2
玉
1
二
二
三
一
2
2
1
2
3
玉
1
1
1
二
王
玉
1
1
3
1
1
互
1
1
1
王
1
1
1
3
1
2

日
目
試
K
K
K
民
裟
K
K
巨
鋭
《
1
1
H
K
K
K
二
二
二
二
κ
K
K
K
K
裟
K
K
X
G
H
判
裟
褥
H
K
K
騨
W
K
約
轡
響
響
1
1
K
K
燵
裟
K
K
K
K
K
評
註
K
H
K
K
轡
K
K
K
疑
K
K
脚

1976

1
1
1
1
1
1
1
1
玉
三
1
1
1
1
二
二
1
三
i
1
1
韮
二
重
1
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
1
1
三
1
至
1
1
1
1
1
玉
玉
！
1
1
1
2
1
1
玉
1
夏
1
蓋
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
三
正



248　　単年度言喬彙表

19e6 1916 1926 1936

蜻蛉（かげろう）

我見

黛財

梶田半古

姦しい

藥子舗（かしみせ）

佳弱一（かじゅう）

個条

牙城

臥薪欝胆

春日（「～の窟」）

霞

掠める

駕する

家製

俄然

微けい（かそけい）

難い

片時

片路

勝

闘下

がっかり

客気

確圃

学校教膏

学校出身者

勝手臼

囑附する

穿掘

桂伯（人名）

仮定する
垂郵斗（カ》と）

歌道

加藤氏

仮名

予て

歌舞伎座雪弔摯摺己

画幡

歌舞する

花片

下方

過褒

鎌倉征伐

鎌愈室町

鎌田栄吉

上アムダリや河

神々

噛潰す（かみつぶす）

神の圏

かよ子

唐紙

空世辞

臥龍館
季早堀

嘉禄元年
lll崎仔馬

鍛入り

宮海

侃謬（かんがく）

－
王
1
1
1
1
1
1
1
1
王
圭
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
玉
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
重
二
二
－
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互

置
臨
臨
臨
匿
㍑
縁
誌
罵
器
里
道
隠
避
晶
撒
謝
匿
艶
難
照
殿
町
凱
鵬
罷
器
撫
嶺
臨
臨
躍

1
1
…
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
ま
1
1
1
藍
1
1
3
1
1
三
2
2
2
1
1
1
1
1
2
2
2
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
王
1
1
1
1
1
互
1
1

雅号

hiik時代

笠

樫

下士

果然

華族様

讐

交互（かたみ）

片目

語り草

語りつづけ『る

語り手

渇する

澗大

葛藤

桂（人名）

葛城（人名）

桂弁三（人名〉

加藤咄堂先生著

家督

神奈川票用崎

河南省

金つかい

兼ねる

狩野（人名）

画筆

花品

家法

蒲鉾
鴨ll【

からすみ

ガリシヤ［醒復

仮初め言

家老

軽んずる

可愛らしい
」！1繭五〇番

掲尻東馬（人名）

蛭（かわず）

K三　1

Ki　1

盟　1

盟　1

Kl　l

K3　1

1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
…
1
1
1
1
1

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
n
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　A

瓢
鴨
昭
町
瓢
囎
町
雌
昭
雄
晦
彫
磁
懸
雄
滋
唐
楓
窪
田
組

Kl　圭

K玉　王

臓　1

厳　i

畷　1

綴Cl
Wl　1

Kl　1

W2　1

脚3　1

HIA　1

HIA　1

擬　1

ガワ○ストリー｝八十番HICl
劉　　　　　　　　　Wl　1
かわり果てる　　　　　W2　1

眠界　　　　　　　　Kl1

1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
夏
1
1
1
1
玉
1
王
1
2
1
1
2
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

鹿児島

重なる

笠森（地名）

飾る

藥子麗

頭

歌人

化政以後

片足

片隅

肩身

歌壇

価億低下

学究

合致

カッ払い

竸歩する

且つ又

過渡的混乱

過渡的転換期

かね（人名）

銀旧する

（かねもうけ～）

華美

歌風

荷風氏

貨幣

上座

鈴羊（かもしか）

カモフラージ

カラ＼f

麿鳥晃琶物

樺太利権問題

からます

借出す

カルバリョ（人名）

彼自ら

河合某氏

乾かす

jll上音二郎

川上清氏

河村（人名）

交る交る

Wl　1

W2　王

躍　1

騨2　1

H王A三

彫　1

Kl　1

織　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Wl　1

H2A　1

習4　三

Kl　1

試1　1

脚1　1

1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
玉
三
茎
韮
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
C
　
　
　
　
汽
ハ
　
A
A

陥
製
罐
濫
滑
蹉
賢
鞭
欝
欝

　　　（かわるがわる）w3　1

完　　　　　　　　　　Kll
寛延　　　　　　　　Kl　1
寛延以前　　　　　　　K11
官界　　　　　　　　K玉1
考え込む　　　　　　　W21
漢学塾　　　　　　　　K王1
感イヒする　　　　　　　　H2A圭

カンカン

　　　（「鶏が～と」）　W3　1

観客　　　　　　　　KII

2
1
玉
1
1
三
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
王
三
1
1

1
1
3
1
1
1
匪
1
1
1
1
1
1
1
2
1
歪
王
1
2

1
1
1
1
2
1
1
1

1
1

過言

飾り得る

下士官兵

菓子図式（轡名〉

貸付資本
貸主（轡名）

葉子話

噛り付き主義

河水

数々

かすてら

片寄る

活気

かつぎや

活劇

褐色

がっしりする

割服する（マ・）

渇望

カテゴlj　一

嘉納氏

カフエ

ガブガブ

蒲田調

紙代

紙人形

蚊やり

遇い出す

加代子

柄

麿沢警保局長以下

樺太

駆り出す

カi］フtルエア大学

枯れかかる

河石

藁囲

川崎氏

翔麟市大宮町

川島（人名）

川門（かわと）

革袋

感化

感慨

Kl　1

W2　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
玉
3
王
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
圭
1
1
匪
1
1
1

《
　
　

A
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
R
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
A
川
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
　
∩
し
　
　
　
　
　
A
A

縦
畷
斑
班
雄
騒
儀
盟
澄
盟
綴
組
盟
瞼
M
凱
殿
α
凹
凹
磁
綴
題
駝
田
町
阻
劔
盟
田
盟
機
聴
撮
綴
財
田
凱
M
組

1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
2
圭
1
3
1
1
1
1
1
三
1
玉
王
3
茎
1
1
1
1
2
1
1
1
王
1
1

語種：　W瓢杓語　K＝漢語　G＝外来語　H二混種語（A＝趣語＋漢語　B＝面語＋外来語　C＝漢語＋外来語　D二和語＋漢語＋外来語）
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家憲

鵬う

撫工する

苛酷

飾附

謙しえる

鹿地さん

櫻ケ森青年囲艮

華族

華族議員

家族的人憎

過大評緬する

片愈（人名）

片言まじり

固唾

片づく

渦中

家長

諜畏

鰹節

確乎
合イ乍

合作社

活動状態

察鷹教師
門違い

可能論

過半数票決方式

笠雲

カフカズ諸地区

株券

蚊彊（マ、，蚊帳）

からみあう

野饗の池（カtSりさか～）

借りもの

下略

雅量

刈分小作糖度

かれら以外

家老就任

かわいがる

河上（人名）

JI［田（人名）

変り翔

二

二厨

組　1

響2　1

H2A　1

K3　圭

騒　1
膵2　玉

畷　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
H2A　．1

Wl　1

Wl　1
sw1　正

W2　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

Kl　三

Kl　1

瓢A三

日1C　1

磁A藍

八尋　1

轡2　1

1
1
重
－

王
玉
1
1

田
田
K
KHIA　l

nlA　1

Kl　1

W2　玉

－
重
i
1
1

－
！
1
1
1

脚
W
脚
K
K

1
1
1
1
1
1
4
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
韮
1
1
1
2
1
1
玉
1
五
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

過去三十隼

畏き辺り（かしこき～）

貸越し

黛付金

樫村蛍太郎

果樹栽培

梶原三郎

霞ケ閣（地名）

かぞえ年

家族勇働カ

ガソリン自動車

片手落

掌諏

がっかりする

画期的大箏件

加津子（人名〉

合切（がっきい）

活用する

覆（かつら）

糧

金まわり

璽夫

下部気激

過不足

慕（ガマ）

削

髪の毛
紙・一一tS

加盟春

帯昆

癒島（人名）

空手

がらん淑

彼等なり

辛うじて

河合女史

川騒武窟氏

変り移る

変り方

考えつめる

管楽器群

Kl　1

Wl　1

Wl　1

XIA　1

｝羅Al

K韮　王

H玉A玉

Wl　1

Wl　1

Kl　1

HIC　1

Wl　1

Kl　1

W2　1

Kl　1

盟　1

Kl　2

B2A　1

轡1　1

響1　1

響1　王

K1　韮

Kl　i

K圭　1

擬　2

躍　1

Wl　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1

田I　I

WI　1

響3　i

響3　1

響3　1

経1A　1

撮A1
響2　1

響1　1

W2　1

K玉　二

王
王
圭
玉
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
3
4
1
2
1
1
1
王
玉
1
1
1
！
1
1
1
1

駈けよる

加古一等兵

花港観魚

かしげる

貸間

嫁する

河翔管理

家族全部

雪空さん一家

片倉さん夫婦

蝸年（かたつむり）

語りかける

挙界

羅期

かつぐ

各戸

学校山上

がっちり

活発

合併

活用

家薩人

家灘二化製品

家麩内

過当競争問題
稼徳…蓋

家内

神奈州

金沢市番林坊

狩野派

彼女ら

かばう

徽臭い

過敏

カフカ（人名）

下放

下放運動

神風タクシー

紙切れ

遊

車ミナリ族

上山（人名）

神不興媛

（かむなつそひめ）

カムラン湾

鵬

カモる

歌謡誇人

カラーテレビ普及

から子（人名）

体中

からまりあう

からまる

狩場

ガルブレイス（人名）

柚木

河村秀明

寒害

考えかたじたい

漢学

騨2　1

HIA　1

Kl　1

盟　i

Wl　1

H2A　1

Kl　1

蹴　1

織A1
洞玉A1

醗　　王

W2　玉

Kl　1

Kl　1

SV2　l

Kl　1
日置　1

W3　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

HIA　1

HIA　1

1ilA　1

轡2　1

轡3　1

K3　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1

綴B1
轡1　1

躍　1

目引A1

盟　1

脚l　l

HIA　1

脚l　l

響2　1

Kl　1

蹉ICI
響1　藍

結1A三

響2　…

響2　玉

玉
1
1
1
1

1
1
1
1
1

脚
戸
U
脚
韻
KHIA　1

Kl　1

三
一
2
1
1
王
玉
山
1
1
1
1
1
1
2
1
2

掛歴

蔭山＝〔務上社長

蔭山藤寿

下弦

下限

加固さん

がさつ

難ね合わす

果実

下士等

頭文字

粕谷一希（人名）

二二強化

翼占

火葬する

仮想敵燭

仮想的政策パッケージ

家族国家観

覧代り

かたこと（劉詞）

ガタゴト

かたどる

かたまり

片山哲

語り

爾値体系確立

学会

カッコイイ

活掌化

合衆屡大統領

活動家

家魔生活

カナ書きする

かなぐり捨てる

佳奈子（人名）

悲し気

悲しさ

金森徳次郎

カナリア

カヌー

金集め

カパーマイン川

騨需

荷風

カフェ・フーケ（店名）

カフカ的寓憲ノ1、説

かぶさる

家宝

紙入（かみいれ）

カミソリ椎名

紙悶塵

カミュ

獲物愈躍

加山又造

からくり

河増（地名）

からむ

ガリガリ亡巻

カリュプソ

カルテル

カルロス（人名）

彼自身

苛烈さ

カレンさん

i
1
1
1
1
二
二
玉
l
1
1
1
1
1
1
韮
1
1
1
1
1
2
1
1
1
王
1
2

　
A
A
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
A
　
C
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
A

1
1
1
1
1
圭
3
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
3
3
2
1
圭
1
1
1
3

日
目
州
民
裟
膵
騨
騨
K
H
H
霧
裟
誕
縞
K
経
K
響
日
田
轡
轡
持
轡
民
試
H

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

W2　1

W2　1

鴨　1

W3　1

Slj1　1

｝｛IA　l

G1　ま

G王　1

Wl　1
｝31B　l

K玉　玉

Kl　l

G至　1

HIC　l

W2　1

K玉　I

WI　1

w玉　1

躍　1

G1　玉

Kl　1

HIA豆

Wl　1

Kl　1

W2　1

HIA　1

Gl　1

Gl　1

Gl　1

HIA　1

HIA　1

HIB　1

カレン。クインランさんHIB　1
皮切り

皮ジャンパー

ll体策雄氏

眼窩

考えつく

Wl　1

HIB　1

HIA　1

Kl　1

W2　1

1
藍
玉
王
1
1
1
1
1
1
2
二
二
1
韮
1
1
玉
1
二
重
2
二
二
1
茎
1
2
1
1
1
韮
1
藁
2
1
1
1
二
三
二
二
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1



250　　単年痩言吾琴誕表

監獄

監獄内

寒骨（人名）

漢詩

干支一遡

閑事業

監視指導する

漢時代

騰人

韓人

官人間

陥穽

1霧税

冠絶する
官尊藝…卑

感嘆する

感知する

官庁以外

頑的（がんてき）

貫徹する

闘策侯爵

感冒

感服しがたい

願望

簡朴枯淡

玩味する

官民

感銘する

関門

簡約

酒養

寛容

管理改良

官吏採用

官僚懸軍

頑牢（マ・）

偽

奇怪至極

嬉々

効能（ききめ〉

棄却する

器局

気骨

記載

岸

宜選璽慶問
言己事録

気勢

観照

木曽（地名）

義太夫

気違ども

汽笛

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
王
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
A
　
A
A
　
　
A
　
　
A
　
　
＾
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

王
1
1
1
1
茎
2
1
1
1
1
1
1
2
1
2
2
1
3
2
正
1
3
1
3
2
玉
2
1
3
玉
3
1
1
1
3
1
3
3
1
2
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
猛
K
裟
K
K
k
K
発
駁
疑
蹉
k
K
H
K
K
H
K
K
H
K
H
K
K
K
K
K
K
K
藍
区
民
K
同
氏
X
K
裟
W
裟
X
《
K
響
《
銭
裟

1906

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
正
2
1
王
1
王
王
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1

感興

官業拡彊

玩異

窟軍

姦講（かんけつ）

観月

官権

紋袴子弟

玉916

Kl　1　2
K王　1　1

K王　1　1

K玉　1　1

K1　王　玉

K王　王　1

K王　玉　1

（がんこしてい）　K1　圭

看護する

看護人

観察力

患餐自身

観樹（人名）

干渉主義

干渉する

感傷的

顔色

感心

関税団体

関税法

闘接政治

乾燥無味

観灘

簡単明瞭

巻中

勘当する

観念する

看破しいる（～層る）

韓葬（人名）

患部

貫目

頑迷家

慣駕手段

漢陽造兵廠

管理人

官吏艮選

叢叢系

貫禄

議案

菊（人名）

気宇

気受け

機運

舞下

端概

趣鑑

潮雲車

聞合ぜる

機器局

聴知る

婦京

桔梗屋

罰金選死問題

黒金法

菊戦半裁

菊判半歓型

菊代（人名）

議決する

紀行

貴公子

儀式

技術部

起生する

寄生する

貴族政治

北沢新二郎

気狂い

帰朝する
一s“ツィ　（形容言司）

縞2Al

K茎　玉

K玉　王

K玉　1

K王　王

K王　1

H2A　1

K3　王

1
1
1
1
1
3
1
3
1

k
試
裟
×
民
《
K
k
《
ii2A　1

92A　1

×2A　1

Kl　1

Kl　1

蹴Al
Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

H王A圭

1
1
1
1
1
2
玉
2
1

K
K
K
K
K
騨
K
響
K

HIA

Kl

Kl

Kl

琵1A

｝・IIA　1

鷲2AI

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　正

H2A　l

H2A　1

K正　1

H互Al

HIA　1

H2A正

昭　1

玉
1
1
豆
1
1
玉
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
茎
韮
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
正
i
1
玉
正
王
圭
3
三
2
正
互
正
三
1
1
1
1
1
1

閾係交渉

鑑識

麟憲的生活

感憎的態度

寛敬

岩石

闘接拘制手段

完全数

感染する

憲蝉亭主人

神紹一四一四番

缶誌

鉋羅

堪忍

観念形体

頑翻り逓す

甲檀

感服

慮服する

簡便

冠

緩和する

消えのこる

議会行動

機械利罵本位

機闘誌

帰諭する

効（きき）

企藁家

危極

餓曲家

富久子

菊爵位溢

泌版天金

貴兄

奇行

期し轡る
書目実

紀弼

技術家

机上

帰神（「神」は神戸）

議する

既成諸政党

欄属する

北沢（人名）

ギチ（犬名）

帰艦

喫茶店

詰問する

祈譲

Kl　l

KI　1

縦　1

綴　1

Kl　1

Kl　1

腱　l

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
丁
目
1
望
三
｛
王
三
川
三
三
韮
4
璽
1

際
漁
盟
匿
猛
獣
観
野
糞
臨
罹　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

HIA　l

H玉A茎

Ki　1

史11

Kl　l

B2A　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Ki　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

践2Al

Wl　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1
ff2A　1

Kl　1

1926

王
－
圭
王
茎
王
1
1
1
1
1
1
茎
玉
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
1
1
3
1
1
1
1
1
1
玉
茎
圭
1
王
玉
玉
1
1
1
1
1
1
三
－
三
2
1
1

勧難艮行総裁

嘗業収入

広西方漂（カンシイ～）

鑑賞する

態想文

観測所

観測する

艦隊司令窟

感嘆

関知する

間道

関東軍塗謀長

監督榴

広東〈地名）

姦婦

感冒

静養する

官僚内閣

還暦

暫露毒侍従

生糸

生糸関係業者

祇園

塵下

議会改革意晃

機会均等

機械使用

議会制

議会政治形態

気がかり

来かかる

企画

際覚え

聞き兼ねる

菊地寛氏

祇甲

聴召す（きこしめす〉

紀著する

喜作（人名）

兆

岸搏士

汽車遺中

帰顯

気色

寄食

既成勢力

奇蹟的

起草者

基礎工作

基礎団体

縁側的健康法

帰宅

北町（地名）

帰朝

Kl　1

Kl　1

HIC　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

窟11
Gl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
玉
－
ま
－
王
1
1
1
1
1
1
玉
山
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
玉

　
　
　
　
A
川
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
汽

罐
嶺
碍
陰
膳
鷺
椴
殺
欝
欝
陰
陰
幾
畿
騒
欝
匿
罐
践

王936

1
1
1
1
王
1
1
至
王
玉
1
玉
璽
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
茎
1
1
1
1
1
1
互
1
－
1
1
1
1
1
－
1
2
1
！
2
1
1
韮
1
王
1
1
1

語種：　W＝勧語　K【漢語　G＝外来語　H＝混種議（A；翻語÷漢語　B：和語÷外来語　C＝漢語や外来語　i）＝和語÷漢語＋外来語）



乾魚

頑強

歓迎会堰

漢m（地名）

甘受する

寒心

窟製鮨導

箇乗

寒中

官庁指導

感得する

広東派要人

雁根（ガンネ，地名）

観念論

カンパネラ（人名）

完膚

隣与

肝要

陥落

管理政策

官僚主義

儀

奇異

消え失せる

消え継る

議会軍

機械製作

議会中心

観餓突破

機閣銃

翻倒莞問嗣

危機的状態

寄稿家諸氏

妃

魏さん

期しがたい

技衛的熟練

技衛議政籔

キスカ島

寄生地圭化

煙管

蓬礎構築

起訴する

起訴猶予
北一一tW

北里（人名）

北村将臣

議定する

Kl　1

K3　！

Kl　l

K玉　1

臼2Al

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1
銭2A　1

織C1

1
ま
－
王
玉
王
玉
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
一
歪
1
1
1

1
1
王
1
1
3
玉
1
1
1
3
2
2
1
1
1
1
1
圭
｝
1
1

G
K
G
裟
K
K
K
K
K
K
K
脚
W
k
試
《
K
K
κ
K
K
脚

liIA　1

謎3AI

Kl　1
K正　互

Hlc垂

継A玉

G1　玉

K歪　1

臼2Al

Kl　1

鍼1Al

Wl　1

冑1　1

H2A　1

19虞6

三
1
玉
l
1
1
1
1
1
王
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
2
1
圭
茎
圭
1
i
1
1
1
1
2
三
1
1
三
1
1
1
正
1
－
2
玉
1

宮軍側

観光事業

観光的発展

刊行物

感情的基盤

好賊

神田（地名）

神主

完敗する

完備する

陥落する

簡略過ぎる

黄色

機械化

機械工藁

規格統一問題

きかす（禰を～」）

聴き入る

議きかえす

企藁転換

企業内意識

器轟

菊爽

貴見

喜劇俳優

寄稿者

帰圏命令

岸（人名）

義幽

岸派

庫本（人名）

技無関係考

技衡的

築く

犠牲春

既成道徳

既成文壇

奇蹟

競う

帰嘱問題

北千錨

基地周辺

暴地問題

狐たち

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム
B
＾
A
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
1
互
1
2
2
2
1
1
1
1
韮
1
王
1
1
1

詫
裟
K
K
K
K
響
W
畦
罐
謡
彗
騨
K
K
K
騨
刷
密
《
《
K
H
K
K
K
K
脚
K

－
圭
望
玉
1
1
1
1
事
　
蒙
孟
－
1
1
1
1
1

A
町
断
機
紹
盟
M
舷
燈
澄
㎎
附
田
殿
機
構

1ss6

1
1
玉
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
2
1
2
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
韮
1
1
1
1
王
1
1
1

闘経連

ガンサー（人名）

肝疾患

監鰹

感情謹

富途

カンニングする

カンボジア訪問

官名

管理中枢機能

管理通貨瀞渡論者

官僚たち

官僚的駈け引き

慣例

寒冷

緩和

軌

議

魏㈱名〉
機械産劇

論角（人名）

企藤庁プロパー

帰化人たち

基幹産業

機関紙

誰忌（マ、，きき）

闘き入れる

聞き込む

利き酒

企業聞競争

企業自ら

菊池（人名）

奇巧

機構

気候風土

帰国する

議事法

面者志望者

技術革新

技術器械装儲

規制する

磯節はずれ

規則的

規則どおり

基礎的

基礎的教獲

北（人名）

議題

きたえる

帰宅する

北ベトナム

北ベトナム軍

北敬駈

基地

機中

かんきゃくする一きとうし　251

1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
l
l
l
1
1
1
1
1
1
董
…
韮
互
1
1
1
1
1
1
1
1
己
ま
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
玉
韮
為
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
3
C
　
　
　
A
A
　
　
　
　
　
　
　C
A
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A
A
　
A
　
　
　
　
　
A
B
D

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
玉
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
韮
王
1
玉
2
2
1
1
1
1
1
1
三
2
1
1
1
1
2
1
3
1
3
1
1
韮
2
2
1
1
1
1
1

K
G
K
K
K
K
H
H
K
ド
K
H
H
K
K
K
K
k
民
K
K
漏
封
K
K
K
脚
脚
轡
K
舞
X
駁
鋭
K
務
K
K
K
K
巨
鮭
裟
日
日
翼
響
K
周
H
匪
雛
響
X
K

IS66

韮
長
　
1
　
1
　
1
　

1
1
　玉
1
　1
　
1
　
1
　
王
　

蓋
　

－
　

重
　

－
　
！
　

1
　
1
　
　
　
1
　
王
　亙
　
！
　

1
　
1
　
1
　
1
　1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
王
　

王
　

！
l
　l
　
亙
　

－
　
王
－
　
玉
　

－
　
烹
　

1
　
1
　
1
　

1
1
　1
1
　1　
王
1
1
　玉玉
　

－
l
　
l
l
　l　
i
　
1
　
1
　1
　
1
　
1
　
1

四
脚
組
珊
珊
沿
雄
幽
撤
四
四
階
隠
殿
昭
殿
畷
臨
組
罵
燈
畷
眠
晒
総
殿
瓢
劔
附
田
欝
欝
殿
昭
昭
M
組
組
燈
繊
応
酬
殿
殿
鴎
即
沼
田
M
臨
欝
欝
欝
欝
畷
畷
畷
目
附
町
臨
臨
繊
灘
殿
厳
畷
臨
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
颪

る
る

す
す
　
　
　
　
　
　
　
　

論
　
事
　
　
麟
前
府

却
元
光
行
光
國
圏
語
国
西
字
情
真
心
大
断
帝
邸
藁
東

灘
概
観
刊
観
韓
韓
漢
韓
関
漢
感
鑑
関
鱈
腹
漢
窟
隣
広

　
　
察

　
　
観

る
　
会
　
調

　
　
　
　
　
界

す
船
社
人
備
服
財

山鼠山
、

　
　
訳
　
　
　
代
ア
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
巻
正
る
　
　
時
ジ
睡
　
納
え
中
大
子
　
　
　
　
　
　
～
金
金
割
　
　
　
　
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
論
士
ば
　
　
畏
ボ
固
　
出
し
連
壮
囎
　
捌
的
保
え
感
手
献
年
分
　
　
葡
論
介
団
　
　
　
　
　
　
る
票
曉
棚
立
衛
立
　
　
　
旦
愚

人
瀬
野
ん
難
壁
蕩
ン
迷
有
理
連
員
商
量
餓
会
械
会
き
機
き
業
業
業
鰹
結
元
号
信
者
手
習
手
術
鯛
騙
せ
礎
耀
朝
浜
右
並
置
ツ
花
宗
繍

願
観
菅
が
完
岩
富
力
顧
蜜
管
闘
糊
気
祇
餓
議
機
翼
聖
蹟
聞
企
企
企
餌
帰
紀
詑
凹
溜
旗
紀
旗
無
規
融
着
晶
晶
北
北
吉
基
図
キ
菊
狐
祈

義主主
釈

然
鰐
障
る

公宣頼規
ち

徳
た

者飴禽
　
　
り

行
門
入

　名ひ一ヤジンシ

1
玉
1
i
1
1
2
1
3
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
2
王
玉
1
1
1
1
1
1
L
1
1
歪
1
玉
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
一
一
互
！
2
1
1
1
1
1
2
王
1

1976

1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一
1
1
互
l
1
1
1
王

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
裏
1
玉
1
1
1
1
1
匿
玉
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
2
三
1
1
1



252　単年度語彙表

ISO6 191S ISas 1936

衣（きぬ）

木下氏

機微

貴婦人紳士

費婦人紳士闘

器物

気味

看がり

客観的宗教

客観的翼理

キャッキャ

休暇

窮極目的

旧式的

窮する

休する

堰態

読響（きゅうたん）

iB套

九七、五三六人

圏容

渠（きょ）

挙

教薄幸

教育上

教育費

教開法

教育論者

恭賀する

驚策する

陣門

日系

狂言

蚊江

登高自大

（きょうこうじだい〉

強弱

供する

行政整理

行敬的能力

共同生活

京都市下京区油小賂

東都本店

強弁
極

御髪

漁船

漁村縦談

黒御酒

溝らか

居留地

許六

Wl　l

HIA　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

韮
1
1
1
｝
王
1
1
真
1
1
3

K
K
K
杖
K
W
駁
K
響
K
《
K

H2A　1

H2A　1

1
1
1
1
玉
－
王
1
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
毅

縫2Al

H2A　1

1
1
1
1

裟
《
駈
疑

1
1
玉
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
重
玉
1
1
1
1
王
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1

K3　重　夏

Kl　l　l
H2A玉　2
K1　王　1

Kl　l　l
K玉　韮　1

御前灘角搬A1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

王
王
1
1
1
1
1
3
1
1

K
翼
裟
K
翼
K
W
響
κ
K

技能

木下看

貴妃

気編

木札

キプ弓ング（人名）

極悪がる

喜美（人名）

客室欝斎

客止め

華奮

逆行する

旧展

急行する

IB国会

九十鎚

九拾五銭

吸収線

求心力

救世軍大佐

密中

田中御儀式

京（人名）

卿

驚異

教育家

教育する

教育総長

協議

教義

仰々しい

強聴

狭小

行政官

行政権

油鼠共

京都名物

狂婦

協約

清溝（人名〉

狭鷺

共穂捌度維持
共樫詣翔擁護

極言する

曲薯

旭環1中天

曲同番（人名）

挙国一致

挙国一致内1・9

巨資

去秋

去年

虚無主義

Kl　1

HIA　1

！
正
－
豆
2
－
－

K
K
脚
ρ
U
脚
W
K

註1Al

K3　王

H2A重

k重　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K王　1

K王　1

組　1
Kl　’ P

HIA董

Kl　l

Kl　l

Ki　1

Kl　1
｝12A　1

瓢　圭

Xl　1

組　1

H3A　1

Kl　1

K［　1

Kl　l

Kl　l

HIA　1

正
－
玉
－
至
－
！

1
1
王
1
3
1
1

K
K
K
W
K
K
K

鐸2A一

轍　1

Kl　1

1iIA　1

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

民
民
K
K
K
k

1
1
玉
韮
1
1
正
1
1
1
1
1
1
重
1
1
董
1
1
1
1
互
2
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
互
正
1
1
正
1
1
2
1
1
王
王
1
1
3
1

絹子（人名）

キネマ

キネマ女優

偽筆

希望者

気まりわるい

看方

義務心

客人

客引

脚本

客間

紀憂

急爾

休坑

救済する

昭式

九助（人名）

休位する

九ポイン｝縄
行

激興

饗憲

禦鋤

兇器捜査

供給する

恐嘉する

兄弟づ蓮合い

脇調条項

共煉土嘗

京都七条引地

狂熱的野次応援管

脅迫観念

京橋際

恐葡時代

郷兵

事保十一一年閏正薄

翼賊難窟

享楽

局外巻

曲差しする

極小娘

賜撫する

1
1
1
1
王
玉
－
茎
1
1
1
1
1
1
1
三
王
1
1
一

　
　
ハ
し
　
　
　
　
　
　

A
　
A
　
　
　
A
　
A
皿
A
h
り

1
1
1
玉
1
3
王
1
ま
1
1
1
1
玉
1
2
3
1
2
1

轡
6
H
K
K
騨
響
K
K
舞
k
疑
K
K
K
縄
K
註
H
区

Kl　l

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

註2Al

H2A玉

HIA玉

K玉　1

Kl　1

BIA　1

纈AI
KI　1

XIA　！

Kl　1

Kl　1
HIA　1

K3　王

K玉　玉

Kl　i
li2A　l

Kl　1

（きょくせき～）　H2A　1

極大限
旭堂（人名）

壷中

渚沢溺（人名）

虚飾

拒絶する

ぎょっ（と）

1
1
1
1
1

1
1
1
1
玉

K
K
K
脚
K

B2A　l

W3　1

1
1
1
1
1
1
玉
1
玉
1
韮
1
1
1
1
1
重
！
1
1
1
2
1
1
1
2
2
1
1
王
三
1
1
1
1
1
1
1
2
王
1
1

1
1
1
2
1
！
1
1

危籍

既徳櫨

気取る

鬼怒子（人名）

記念事業

茸叡り

本下抽（人名）

藻本資本

義務教育終了年齢

気六ケ敷い

気六ケ敷さ

木村書店

腿っ玉

脚色

客観的情勢

九十五Jif

九三年憲法
九夷遷男児

体戦状態

九千工十一万五千

急潮

旧道

牛馬羊豚

九冨数十名

旧風打破

急変する

京女

境涯
教科＝謎｝以外

強化等

兇漢

協議会

供給地

境遇

強健

強1？する

饗餐

共粥携

起用する

行政機構

狂躁

闘象

共著

協定期間

強度

協働

協力

強力的態度

共和政治

共和党

極度

虚心捨身

表心あたり

虚無感

虚無的傾向

K重　1

K玉　1

猛2汽茎

翼1　1

Kl　韮

蹴　韮

；｛IA　1

Kl　1

Kl　l

H3《正

｝｛王《玉

｝廷A1

粗　王

幽　1

Kl　1

Kl　i

K1　里

K豆　正

Kl　1

二百十株｝ilA　1

Kl　l

Kl　1

Kl　正

K王　l

Kl　1

H2A　1

HIA　1

Kl　三

K正　1

K韮　1

Kl　l

Kl　韮

Kl　1

Ki　1

K3　1
｝｛2汽正

Kl　玉

Kl　l

H2A　1

－
至
歪
玉
1
1
1
五
工
1
1
1
董

三
i
正
王
1
3
1
1
1
1
1
3
夏

K
K
K
K
《
K
K
K
K
裟
K
K
K

｝1歪A1

繊　1

Kl　1

1
1
1
1
2
i
互
互
2
1
1
1
2
！
正
韮
王
1
1

正
王
1
1
三
三
正
1
1
1
1
1
三
1
1
3
1
1
亙
1
1
1
1
2
1
1
王
1
1
正
玉
4
1
1
2
夏

言讃重：　W＝袖語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和認÷漢語　B讐和語十外来語　C罵漢語十外来語　D＝和語牽漢語÷外来譜）



畿内人

藍（きぬがさ）
言己念

厳しさ

義憤

塞本舞銀

基本的謙題

基本自的

墓本問題

キミ子

機密露課

規約

逆進的統鰯

キヤント氏

1目押領植属地

休会

1目窟姪

救国民圭聯盟

救済逮動

旧指導繕

鳩首

九八頁

救助する

急進童義

急進的勢力

旧政治勢力

1肺渡
休恩

急遮り

IE来

胡瓜もみ

教育改革

製器

協議する

挟撃する

強櫃反対

搬賛

供出

強辮する

凶兆

共岡委畏会

共同危険負担

共問綱領

共局戦線

共ff的

共同則票

脅迫する

興味ふかい

強力的

醸金（きiきん）

局長在職

居E（人名）

漁村

許容しえる

許容する

Kl　i

響1　1

Kl　三

響茎　圭

澄　王

澄　1

K茎　1

織　三

Ki　1

凱　1
K三　三

織　1

K王　1

縫c圭

経1c匪

1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
　
A
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
A
　
　
　
　
　
　
　
＾
＾

　
　
　
　
　
　
C
ム
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

茎
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
1
1
2
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
3
1
2
3
3
1
1
1
1
2
2

X
X
民
鑑
《
民
縫
暮
K
裟
k
K
K
庭
K
田
ド
K
K
H
H
K
K
K
擁
杖
K
K
駁
K
K
K
H
H
K
民
k
《
裟
弱
捕

王946

2
1
玉
l
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
玉
2
－
1
1
1
1
1
玉
1
王
玉
王
1
茎
1
1
1
ま
2
圭
玉
至
1
2
1
藍
韮
1
1
1
1
1
1
1
玉
2
1
1
1

疑念

詑念碑

本下憲介

起伏

喜兵衛

書兵衛さん

蟄本的人権

甚本的戦術

気まぐれ

気まぐれぶり

ホ村さん

木村籍太郎

逆コース

九

牛皮（ぎゅうかわ）

九四

晒政治家閣瞭

1日総督官邸

窮迫

窮迫ゆえ

教育委員会

教育県

教育二法案反封声明

教欝法集

共感

窟劇

恐慌鋼来説

共毒孫

共薩圏内

共産主義鉱大

共産主義巻

共産党時代

共麓党第二十囲大会

教示する

業番

行政協定

行政協定破棄

協岡綴合内部

共同防籍条納

郷土的意織

共犯者意識

業務停止命令

共鳴

京往き

供与期待額

強力女挫ホルモン入

協力的

共和党タ客交政策

共翻党内

漁獲制鰻

漁業交渉

漁業問題

局隈する

局畏室

薩構

演瀬（人名）

魚族資源

漁轡独特

Kl　l

Kl　1
＃IA　1

Kl　．1

Kl　1

H重A1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
王
－
韮
－
至
－
隻
－
豆
至
－
王
－
互
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1

A
A
　
A
C
　
A
A
　
　
　
汽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
　
　
　
A

3
1
1
1
1
王
1
1
江
1
韮
玉
1
韮
玉
1
1
1
1
夏
！
1
1
1
1
2
1
1
1
1
王
1
！
王
1

H
巨
轡
謎
縫
K
匪
琵
裟
K
裟
舗
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
H
k
k
K
暮
罵
K
K
K
K

H豆A！

Kl　1

HID　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

織　1

Kl　韮

Kl　1

赫2A玉

Kl　1

Kl　1

脚1　1

Kl　1

K3　1

1956

1
1
重
！
1
1
1
1
1
1
圭
韮
豆
1
！
1
1
1
2
互
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
2
1
3
1
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
）
　
　
　
　
　
　
　
想
養
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
O

　
繍
網
　
　
ど
　
　
　
則
患
素
　
　
プ
華
8
　
蕊
養
　
O

　
（
　
　
キ
　
ス
　
原
的
的
　
　
ツ
電
骨
　
・
論
生
八

内
ぬ
抜
，
盤
ビ
敏
ブ
弁
本
本
本
門
員
ヤ
行
9
三
四
州
先
、

　
　
　
局

O
　
　
　
ビ

O
　
　
レ
　
合

一
大
5
テ
的
綴

題問
　
畏

轡
　
定
力

　
盟
歴

る
同
進
　
　
る

す
春
先
　
　
え

命
義
義
営
る
終
　
働
誌
衆

革
主
主
陣
す
し
症
労
雑
礒

交外
点

　
　
　
　
授

　
　
　
　
教

　
　
　
　
学
選

　
　
　
　
大
事

議
君
独
信
購
知
部
る

会
寛
単
通
鞭
府
挙
す

　
補

義
窟

主
次

険
当
　
　
　
る
ン

慰
担
　
　
さ
す
ト

左
東
番
部
心
与

度
る

濃
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
帝
　
育
異
員
化
界
科
富
官
給
唆
産
薩
産
産
縮
述
心
鱗
葎
存
大
中
調
調
通
醐
闘
蜀
同
同
都
都
養
要
練
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
費
容
与

畿
き
奇
基
キ
機
ギ
誕
蕩
藷
基
鬼
客
キ
急
9
九
九
九
Q
九
九
氾
9
教
驚
教
強
業
教
教
教
供
教
共
共
共
共
凝
供
狼
強
共
共
泉
胸
強
協
共
共
共
共
共
共
京
京
教
強
教
局
極
極
局
局
虚
欝
キ
臣
許
許
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
！
l
i
1
1
1
1
1
1
王
1
1
裏
1
1
1
玉
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
玉
i
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
凸
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
C
　
　
　
　
C
　
A
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
＾
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
＾
A
　
　
　
A

1
1
3
1
3
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
3
1
1
王
1
1
1
1
玉
2
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
玉
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
玉
1
2
3
工
i
2

民
W
民
経
轡
X
G
誓
裟
K
裟
K
K
G
K
《
民
註
K
H
K
k
K
K
H
K
H
《
駁
K
裟
K
K
K
月
K
K
K
H
H
K
民
K
翼
ズ
K
K
K
K
K
K
K
K
K
κ
K
K
羅
X
K
K
K
K
K
H
H
膵
K
K
匿

1966

1
1
1
4
韮
重
1
1
！
正
互
至
正
玉
1
玉
1
王
1
3
1
1
1
1
1
2
生
2
2
2
互
1
正
互
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
玉
1
豆
！
1
1
1
1
1
Σ
王
玉
夏
！
至
！
2
i
1
正
1
1
1
1
三
1
1

機勤隊

機能

寄附金

婚望的観測

木村知石氏

木村光一氏

決めこむ

貴問

逆上する

客寄せ行事

キャディ

気やすさ

九軍神

休憩

給仕

吸収されやすい

吸収する

九二

九÷二票盤

九÷年

球場

九全大会

宮廷料理

九。二五

九。二六

九番

九百二十九人

究明

究明する

iB約璽轡

給与

器用

業

教育技術

狭義

Kl　l

K玉　1

Kl　1

Kl　1

レ11Al

lilA　1

W2　2

蹴　1

1i2A　1

BIA　l

G玉　王

H1A玉

K！　豆

Kl　1

Kl　1

H3A　1

H2A　1

K！　1

Kl　1

Kl　1

組　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Ki　1

Kl　l

Ki　1

H2A　I

KI　l

Kl　1

K3　l

Kl　1

繊　1

縦　1

共産党フラクション活動搬C1
行事

洪出する

行商

行政指導

強翻収容所

鏡台

教団

郷土
京都一一区

共岡作戦

共周石油

点都国立近代美徳館

共用

行力

曲学阿世

漁港

薩子

蔑大鬼蓮（～おにばす）

薫大科学撹判

許認可鋼

漁夫

距離

居留地以外

K玉　1

駐2Al

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

澄　1

綴　1

澄　1

Kl　l
K王　王

Kl　1

Kl　l
K玉　玉

Kl　1

K互　1

Kl　1

HIA　1

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

K
《
《
k
K

1976

－
玉
1
1
1
1
2
1
茎
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
玉
茎
1
ま
1
1
圭
1
1
1
2
1
1
1
玉
－
玉
王
1
韮
玉
韮
韮
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
王
玉
－



254　単年度語魏表

lgo6 1916 1sa6 1936

帰来

基督教義

研結ぶ（きりむすぶ）

妓楼等

近海鮪

金玉

近々

金さん

近世思想

勤勉力行

空想

クオーヴデス

縁画

愚考する

草野黄ぐれ

（くさぬはぐれ）

九時半

霊（くしび）

儀舎（くしゃ）

倶舎哲学

九十九里が浜

楠正成噛

砕ける

駆逐する

口々

屈強

くっ附ける

口説きよう

駆梅

くばる

異署する

首丈

（「～漏に演かって」）

凹地

熊

熊谷（人名）

組歌

苦悶陣吟ずる

クライブ評伝

食う

グリーン

クリニック

苦しがり

暮れゆく

暮れる

愚弄する

黒藩（くろかずら）

クロポトキン公
喰わす（くわす）

軍港

軍士

Kl　1

琵lcl

W2　1

裟1　1

HIA　1

Kl　1

K3　l

lilA　1

Kl　1

縦　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1
髄2A　1

盟　l

Kl　1

町　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

HIA　1

wa　1

H2A　1

W3　1

K3　1

W2　l

H韮Ai

Kl　l

W2　2
＃2A　1

一
1
1
1
玉
玉
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
A
n
　
　
　
　
A
n
し
　
　
　
　
　
　
　A
　
C

1
1
1
1
1
2
1
2
玉
1
1
2
2
2
1
1
2
1
1

川
目
響
胃
騨
H
H
騨
G
G
響
響
響
謹
轡
畦
聯
K
民

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
2
1

1
1
1
1
2
1
1
王
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1

切り（「～が無い」〉

斬り平げる

際どい

銀貨隠し

近業（きんぎょう）

禁治産

禁止処勇

緊切

金文字

寓する

偶像破壊奢

窒中楼閣説

空堺

空論

茎

区々

苦言

句作

草野（普遜名詞）

くじ

駆使する

グズグズ

頽れ行く（くずれ～）

癖

叢叢化

果物食地帯

口絵

口止め

漏する

屈伏せしめ得る

岡技下郎

邦太（人9）

久保田万太郎著

汲み上げる

口撮しがる

グラグラする

厨辮白村（人名）

繰る

苦しげ

久留米（地名）

クロース箱入

黒髪

黒目子

黒田溝輝氏

黒羅紗

鍬

くわい

加え来る

桑田（人名）

軍器

勲功

訓示

脚1　1

1Fi2　1

膵3　1

H重A夏

K1　王

K1　正

K1　互

K3　正

Kl　1
日2A　1

K玉　1

Kl　1

Kl　互

Kl　1

騒　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

w玉　玉

Wl　1

玉
重
1
1
1
正
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
夏
1
1
1
1
1
夏
王
－
王
芝
1
1
ま
王
－

A
　
　
　
　
蹴
A
　
A
＾
A
＾
A
　
　
　
＾
　
　
　
露
　
武
A
C

2
3
2
玉
1
1
1
1
2
2
1
1
1
2
2
2
1
2
3
豆
1
正
1
1
1
1
重
2
玉
1
1
1

H
騨
響
野
K
H
H
響
H
日
暮
疑
H
諦
騨
騨
H
日
蝕
脚
H
W
H
H
H
膵
W
騨
W
K
K
K

豆
1
豆
互
五
重
2
豆
1
1
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
豆
1
！
1
2
1
1
1
1
玉
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
正
重
至
1
1
3
1
王
1

吉良上野介義央　　　　Wl　1　1
奪好りかける　　　　　　W2　1　1

基督激圏　　　　　　　HIC　1　1

基督教捷　　　　　　　Hlcl　l
切り揃える　　　　　　w2　1　1

説録文轡　　　　　　　Kl　l　l

金（人名）　　　　　　Kl　1　1
金入り　　　　　　　　lilA　l　1

緊急禁止命令　　　　　Kl　1　1

銀行預金　　　　　　　Kll　l
近作　　　　　　　　　KI　l　1
銀座三丁目　　　　　　H韮A王　1

銀座七八三。ニー八八・

　　　　　　三六八穴KIl　1
勤死　　　　　　　　Kll　l
近習　　　　　　　　Kl　1　王

僅少　　　　　　　　K31　1
金面　　　　　　　　KI　1　1
近代かぶれ　　　　　　町A1　1
金高　　　　　　　　HIA　1　1

均等　　　　　　　　K31　1
筋肉　　　　　　　　Kl　1　1
銀ブラ　　　　　　　　駐1A　1　1

均分する　　　　　　　H2A　1　2

艶言（人名）　　　　　Kl　l　l
二三…lj　　　　　　　　　　　　　　　K1　　至　　1

樋鰹　　　　　　　　K1玉　1
グアヤコールブルトーゼ

　　　　　　　（薬名）

食いかけ

食い尽す

九A末
苦謙する

苦叫

日下（人名）

草双紙

草舞台

串柿

苦死する

くしゃ＼／

山楯子（くちなし）

口もと

概蝋

屈首

轡

久保田（人名）

クラブ歯磨

暗閣

苦慮する

クルツル

くるむ

黒バン

愚論

G1　圭

購　1

響2　1

K圭　1

鍔2Al

K韮　1

響1　1

B茎A1

擁1Al

Wi　1
H2A　1

W3　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

Kl　1

SVI　1

Wl　1

HIB　1

Wl　1

H2A　1

G1　玉

W2　l

HIB王

Kl　1

王
1
三
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
迄

キョロリ　　　　　　　W3　1

きらきら　　　　　　　W3　1

切り崩す　　　　　　IV2王
キリスト激排撃　　　 組C1
勤一（入名）　　　　　Kl　1
蛋艮座風景　　　　　　　　　　　　K1　1

謹承　　　　　　　　　Kl　1

均勢　　　　　　　　　Kl　1

金銭借用　　　　　　　K1　1

金属工　　　　　　　　Kl　1

金札使用指定部　　　　Kl　1

近代概評　　　　　　　Kl　l

金泥　　　　　　　　　K1互
昼今田する　　　　　　　 H2A　1

勤務中以タ＄　　　　　　　　　　K夏　正

金融難青　　　　　　　Kl　1

金融調査　　　　　　　KIl

禁裡　　　　　　　　Ki玉
ぐいぐい　　　　　　　　W3　1

寓居　　　　　　　　Kll
画譜　　　　　　　　　織　1

空中襲撃　　　　　　　Kl　1

空漢　　　　　　　　K31
区切る　　　　　　　H2A　1
く～・り合う　　　　　　　kV2　1

くくる　　　　　　　　　盟　重

くぐる　　　　　　　　　囎　正

くくれる　　　　　　盟　1
日説　　　　　　　　　Kl　1
口吟む（くちずさむ）　　｛V2　1

日走る　　　　　　　W2王
口約東　　　　　　　　HIA　1

苦衷　　　　　　　　　Kl　1

口調　　　　　　　　　Kll
畷起する（くっき～）　H2A　1
ぐっすり　　　　　　　　　　　　　　SV3　　1

屈服する　　　　　　　H2Al
［コ壁皿く　　　　　　　　　　　　　　　H2A　l

邦枝完二　　　　　　　磁A1

久原（人名）　　　　　鴨　1
斬1（くびき）　　　　　　糧　1

区別され得る　　　　　　錘2A　1

久保（人名）　　　　　Wl　1
組合会壽鐘　　　　　　　　　　　　H1《　1

与みし得る　　　　　　盟　1
組立〕二場　　　　　　　　　　　H重汽　1

グライフスヴァルド大学

　　　　　　　　教授HIC！
暗さ　　　　　　　　　IVI　1

生活する（くらし～）　IV2　1

グラフレックス撃貌型

　　　　　　　カメラ　蹴B1
久留米（人名）　　　　題　玉

乗　　　　　　　　　　Ivl　l

呉港中学校長　　　　　　財A1
グレゴリ・一・。ビンカス

　　　　　　　　博士lilC　1
黒岩淡湖署

黒木（人名）

黒田事務嘗

加え得る

軍拡

軍旗

軍紀振粛

lilA王

Iv1　王

縫1A玉

IV2　1

Kl　1

K王　1

K王　1

1
1
i
1
1
正
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
！
1
正
互
1
1
王
王
1
1
王
1
1
重
互
1
正
1
1
1
1
1
1
豆
正
1
1
韮
王
1

1
1
1－
！
2
1

1
1
2
1
1
1
1
1語種：　W躍和語　K＝漢語　G竃外来語　H：混種藷（A隅秘語＋漢語　B＝和語＋外来語　C＝＝漢誘＋外来語　D＝和語＋漢語牽外来誘）
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IS46 1956 1966 1976

気楽

切売

ギリシャ返選

禁園

キング大将

金穀薩集方（きんこく

　　　きょしゅうかた）

金穀出納所

錦彌（地名）

金石併∫灘時代

近接する

金属文明

近代家族

近代社会形戒

近代人

近代的圏家

近代的生産様式

禁転載

金納化

驚密

勤労大衆

勤労罠衆

喰い入る

喰いもの

窒鰹

偶像礼拝

空母作戦用

九月初旬

九月二十三日

くくりつける

鎖

興する

欝欝化する

臼敗

苦痛

届｛申性

欝補

組合員数

組合総数

口惜しい

鞍

クラスノダール等

クラスメート

粟毛

愚劣

愚劣難解

預れなずむ

（地名）

グm一ズヌイ（地名）

黒幕

黒豆

クWムウェル（人名）

桑

軍資

K3　1　1
Wl　l　l
HIC　I　1

Kl　1　2
HIC　1　2

町Al
組　1

Kl　1

燈　1

H2A　1

1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
．
1
1
重
1
1
1
1
1
1

1
圭
1
1
王
1
1
1
3
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1

K
杖
K
裟
X
試
K
K
K
K
K
W
W
K
K
K
K
K
脚
脚

l12A　l

H2A　1

躍　l

Kl　1

Kl　1

Wl　1

HIA　1

HIA　1

W3　1

Wl　1

HIC　1

Gl　1

Wl　1

K3　1

K3　1

W2　1

Gl　1

HIA　1

－

1
1
1

響
ρ
U
脚
K

－
1
1
1

1
1
1
1
1
玉
1
1
1
玉
圭
1
1
3
3
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1

吉良村

ギリギリ

キリスト激翻合

きりつと

切遜し

ギルティ

妓楼

極まる

勤続

金閥鉱山

近代化

近代作象

近代的ブルジョアジー

金融以荊

銀鈴会

勤労者
悔

くいこむ

空襲γ

九月十盟穣

九弓一B
苦境時代

クズネツオフ（人名）

求道的精神

クナシリ（地名）

邦子（人名）

首すじ

工撫する

口惜しさ

曲

弦む

クリッパー一〇バウ

　　　　　　　（舳先）

グル甲兵

ぐるぐる

くるり

暮ごろ

黒鑓舞男

グロテスク

黒星

軍紀

SVI　1

W3　1

HID　1

W3　1

Wl　1

61　1

Kl　1

W2　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

綴　王

厳Cl

－
1
1
1
2
1

K
k
k
轡
響
K

HIA　1

fflA　1

－
1
1
1
1
1

K
ρ
U
K
6
…
胃
脚
1｛2A　1

Wl　1

Wl　1

W2　1

Gl　1

HIC　1

W3　1

W3　1

Wl　1

Wl　1

G3　1

騨三　1

Kl　1

1
1
王
王
玉
2
王
1
1
1
2
玉
玉
1
1
2
三
1
1
1
1
1
3
1
2
1
王
1
1
王
1

きょろつく

きらめく

切替え操作

切れる（r雲が～」）

ギロティン

繁急

金蕩殿

近似的癒味内容

近代史

近年

勤評。警職法闘争

金本位制論看

空軍

空白

愚策

興象的

くずす

クタクタ

朽ち果てる

愚藏

属辱的

くつろぐ

くどい

狗奴圏（くぬ～）

久野収

愚父

区分する

久傑発機

熊谷尚夫

汲みとる

久米川園地

久米正雄

雲行き

グラウンド

グラハム。ウs一レス

　　　　　　　（人名）

繰入金

繰越金

クリスマス。ツリー

グルジア共勅国

グルジア語

狂わす

くれぐれ

グm一バル
黒沢明監督

黒百合

群音

軍旗不動

W2　玉

W2　1

H豆A互

盟　！

Gl　1

K3　1

撮A1
Kl　1
K豆　韮

Kl　1
K豆　夏

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

野2　1

脚3　1

W2　1

K3　1

K3　1

W2　1

鴨　1

HIA　l

Wl　1

Kl　1

H2A　1

Wl　1

Wl　1

V12　1

1ilA　1

SYI　1

Wl　1

Gl　1

1
1
1
1
1
2
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
－
1
1
1
1
王
王

G1　1　韮

｝雪1Al　l

lilA　I　l

Gl　l　l
i・liC　1　1

｝．llC　1　王

W2　1　i

W3　2　2
fi3　1　1

1ilAl　！

轡1　1　1

Kl　l　l
Kl　1　王

切らす

斬り込み

キリスト教会

切り鑛く

切り札投手

気力

キルト

繊礼

零墨報告

キング師

近代兵器

緊張感

緊張緩秘

近辺

金融業

勤労轡少庫ホーム

クイズ番縄

喰付く

グー（r～な」）

草野（人名）

擾彌軸

空港

空想する

クーデター

クーデタ未遂

空転する

空洞化する

九月二十B夜半
苦境

イ鬼偏師（くぐつ）

撰形文字

騰れ

くじける

クソ（嚢）

異体策

具体性

異体幕政策

くだらない

くだり（件）

ロコミ滅報

明先

漏づけ

口笛

屈折する

謄賀（地名）

クバ（「～の罰扇」）

公方

久保田万太郎氏

くぼみ加減

熊谷妃同氏

組含支配

紐合せる

酌み交す

警む

グラーヴ＝

ク1］　’rt・　Mコノミックス

繰り返し

クサスマス

苦しみ

黒1

黒3
黒ずむ

黒タビ

クmノス
桑原工務鷹経理部畏

桑原武夫氏

Q（クヮルテット）

軍医

軍功

訓辞

轡2　1

題　1

織CI
響2　1

H王A王

Kl　l

Gl　1

Kl　1

Kl　1

1ilC　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　i

Kl　1
H玉。玉

HID　i

響2　1

G3　三

K三　王

K王　三

Kl　三

H2A　1

日目　1

HIC　1

1｛2A　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

SVI　1

町Al
Wl　1

W2　1

－
1
1
互
Q
O
重

騨
K
k
K
脚
W

HID　1

目口　斜

脚1　！

Wl　l

H2A　1

1曾1　1

Wl　1

K1　互

H！A豆

HIA　1

HIA　1

HIA　l

W2　1

W2　玉

牌2　玉

玉
1
韮
玉
玉

韮
－
玉
玉
－

ρ
U
G
騨
ρ
U
轡
｝1王A王

H1A王

W2　1

躍　王

Gi　1

瀧A1
馨IA　1

1
1
1
1

1
1
1
1

G
裟
民
K

1
1
1
圭
1
1
1
1
1
三
1
2
重
1
1
1
1
1
1
2
玉
1
1
1
三
三
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
重
夏
豆
互
1
2
互
1
互
1
1
1
1
1
1



256　　単年度言琶彙表

lggs 1916 19gg 1936

軍人社会

鷲ずる

群生動物

軍装

郡長

軍刀

軍耀

兄

経営する

芸苑

慶応義塾長

計爾等

稽古する

経済学上

経済行為

掲載する

圭さん

形式教育

形式上

卿根（けいしょう）

携帯晶

縦長頃

敬重する

係蹄
碧ミ阪

軽蔑し来る（～きたる）

形容詞

兜il等（けいら）

下巻

激

激雷する

劇詩

漏水

劇壌

華厳

下女

結句

譲i詐（けっさ）

結晶体

決然

傑物

月余

結了する

見

幻影

猫介（けんかい）

幻覚

玄関

街気

研究生

堅闘

原稿料

賢饗良母童義

Kl　1

H2A　1

K圭　王

K王　三

K王　1

K王　1

Kl　1

Kl　1

H2A　i

Kl　1
K玉　王

Kl　l

B2A王

K玉　王

Kl　1

H2A玉

H玉A玉

Kl　1

Kl　王

Kl　1

Kl　1
1ilA　1

琵2Al

Kl　1

Kl　1
i12eX　1

Kl　1
｝｛IA王

K玉　1

K1　韮

K1　芝

H2A玉

K1　韮

Kl　1

Kl　1

Kl　1
K夏　豆

K3　l

Kl　1

K豆　1

K3　l

K正　夏

K豆　重

H2A　l

K互　1

K互　I

K3　互

重
　
1
－

重

－
！
正

藍
隻
1
1
3
1
藍

K
K
K
K
K
K
K

1
1
1
1
至
1
重
1
2
1
1
1
1
1
1
3
3
至
王
一
玉
1
玉
正
1
1
2
1
藍
i
豆
1
三
1
1
1
1
1
！
1
1
1
旦
1
3
1
1
1
3
1
1
1
1
1

君主

言主大権

慰主的栄誉

軍容

芸妓らしい

慶讐論

敬震

軽忽

掲載

経済欲

芸術上

芸術的価値

芸術的境地

敬神

経典

芸当

傾覆する

ゲエテ

激変

毛脛

下睦

下足場

刃下

決議

潟給

月桂冠

月光

決済する

撲子（けっし）

結晶

欠乏

月輪

蹴る

原銅する

現形勢

原稿紙

献策

Kl　l

K豆　1

K互　互

Kl　1

目3Al

Kl　l

K3　1

K3　1

組　1

Kl　1

K王　玉

K玉　I

KI　l

K1　夏

Kl　1

Kl　1

H2A　l

Gl　1

Kl　1

Wl　1

K3　1

1且A1

Kl　l

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1
｝｛2A　1

Ki　l

Kl　l

Kl　l

Kl　1

W2　1
＃2A　i

Kl　i

Kl　1

Kl　1

2　軍事的都市
旦　群像

1　軍腿憎悪

1　暦臨しつづける

1　蛋
1　慶応大学教授

1　軽快する

王　計画部畏

4　計議
1　迎合する

1　経済革命
！　経済塞礎

2　経済制痩

1　縷済的合理主義

1　経済的実在論
1　蓬垂i済的復？舌

1　経済法則
1　書矛鯨する

1　罫紙

1　芸術がかる

1　芸街小説

1　芸衝的魑性

玉　芸徳的流派

三　形勝

1　計介（人名）

韮　傾城

1　慶蔵（人名）

1　芸道

1　難物

1　軽蔑する

玉　契約関係

王　形容譜

1　毛皮
玉　激流

1　結論＝撹判

1　蹴とばす

2　下男
　　家来

　　剣

　　賢

　　源吾（人名）

　　現行制度

　　健康増進器

Kl　l

Kl　l

Kl　l

H2A　l

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1
1i2A　1

1
1
1
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
K

H2A　1

Kl　1
蹉2A　1

K至　韮

Kl　l

K玉　1

K1　玉

HIA　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

X2A　1

匿
捲
雲
匿
羅
匿
匿

玉
1
玉
1
1
1
1
1
三
2
王
1
1
1
1
1
正
1
1
三
1
1
1
1
2
1
1
1
一
玉
1
1
1
1
1
1
1
2
王
2
1
1
1
1

群集する

軍縮会議

軍縮会議決裂

軍需工業

馨主独裁

軍人的

軍鎌需腰

軍秩

軍闘

軍備科学

軍部大臣文窟鰯

軍法軍令

君残一致

軍務局

軍令部参謀
刑

計

芸妓

芸妓風

敬観する

li2A　1

王
1
1
玉
3
至
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3

翼
民
K
K
ド
K
K
K
K
K
K
K
K
k
巨
財
K
民

（けいぎょう～）　｝｛2A　1

盗薔

経済学研究

経済学界

経済的特徴

経済的放鵬

警察以前
形式的方［蕩

刑事上

形而上学的観念

形而上学的ま観主義

芸術形式

京城

経水

渓声

形成的

傾注する

慶畏判

系統

軽薄

京販神

刑務所

啓蒙的民族解放遅動

Case（ケース）
Case　　Method

（ケ・一スメソッド）

激賞する

毛猿

けしかける

気色

下宿麗

消しよう

結果する

決済

傑作長篇

月宋

ケネー（人名）

下網

F痢便
険しい

現下

厳戒

建艦競争

研究発表等

発熱

権限

原稿

言行

健康法

健在

Kl　1

繊　王

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　i

Kl　1

Kl　1

Kl　1
K玉　正

K3　1
1．12A至

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Gl　1

Gl　1

卜12Al

Wl　1

W2　1

Kl　1

HIA　1

HIA　1

H2A　1

王
玉
王
－
豆
至
重
三
富
1
1
i
1
1
1
1
1

1
1
1
韮
玉
1
3
1
重
1
1
1
1
1
1
1
1

X
裟
X
G
K
K
脚
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
芝
2
1
三
1
1
正
正
正

正
1
豆
1
豆
三
1
互
1
1
夏
夏
1
1
1
1
1
1
王
1
1
2
1
韮

1
韮
下
下
i
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
王
1
韮
2
1
1
互

語種：　W＝和語　1〈　＝＝漢語　G冨外来語　H＝混毬藷（A：和語＋漢語　B＝和語＋外来書吾　Cx漢語＋外来語　D＝麹語÷漢語÷外来語）



郡司

群衆

露憲崇拝

軍人ども

軍政部

軍隊式

軍配給店

軍纈徹廃

群馬露源市町

書民嗣治

軍驚無璽局

霜臨

慶応義塾

計画案
葺十画性

経過する

景気繧環

傾向作家

繹済再建方策

経済憎勢

経済的繁栄

形式的平等

形而上学

刑霧補償

芸衛至上主義者たち

芸術性

啓発する

系講

啓蕪的活動

経理上

蹴落す

激轟する

撃退する

激動期

激動する

劇評家

騒起

決心する

下馬樗軍

下落する

ケラムイ岬

険悪化する

原案どおり

厳乎（げんこ）

現行憲法

原材料

19填6

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H玉A1

－
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
夏
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
響
1
1

　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
汽
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　

A
　
　
　
　
へ
A
　
＾
　
　
＾
　
へ
B
A
汽

王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
2
2
1
2
1
1
2
ま
2
1
2
1
3
1
1

K
K
杖
民
経
X
裟
駁
民
K
K
H
K
K
X
K
裟
k
K
K
H
K
経
X
k
K
W
巨
H
K
H
K
K
H
K
鮭
鮭
H
H
K
K
裟

1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
2
3
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
2
ま
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1

軍事協定

軍事的安全

軍事的意義

軍事的見地

軍縮問題

軍人型警官

軍勢

軍律

経営薇積

経済学教科欝

経済関係

経済建設

経済困難

経済雑誌

経済借款

経済霞立

経済組織

経済櫨勢

経済的交渉

経済的・社会的闘争

経済復興期

警察車

形式的

芸者買い

芸徳劇院

軽寧

珪肺

痙攣する

劇映藏

激化する

激怒する

下剋上

けしからぬ

下宿

下宿遷薯らし

化駐する

けずりよい（肖q）

血縁関係

結婚生活

決定版

結宋

けばけぱしい

毛むくじゃら

下落

絃

県営競輪場設謹

見学する

喧嘩する

研究員

原句

建軍以来

竪固さ

言藷史観

原作者

i956

Kl　l

Kl　i

Kl　1

Kl　1

澄　1

BIA　S

1
　
1
　
1
　
1
　
王
　

王
　

王
ま
　

1
1
　
1
　
1
　正
　

－
　

i
　
1
　
1
　
韮
　

藍
ム
ー
　
ー
　

1
　

1
正
1
1
1
　

1
　
1
　
1
　
1
　
i
　

1
1
　1　
i
－
　
－
　王
　

重
　

－
　
ー
ホ
　
書
黒
　
1
　

1
　
1
　
1
　
1

澄
縦
機
機
機
澄
綴
綴
蹴
附
鴎
M
殿
殿
機
躍
認
臨
殿
臆
町
晒
M
晒
晒
撤
聰
澄
臨
臨
聡
ゆ
殿
即
機
鵯
昭
湿
搬
織
惣
臨
繊
M
剛
脱
殿
殿

1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
玉
三
1
1
1
藍
1
1
1
1
玉
1
王
1
1
1
1
1
2
1
1
2
玉
茎
1
1
1
1

軍事演習

軍事強化

軍禦強化措置

軍事措纒

軍事的主権

軍事的抑止政策

軍事評論家

軍事力

軍政

群馬蟻

軍門

群列観測所

経営者

経営巻側

経営的立場

敬逮する

誹難農体

計画指灘

蟹行紀

経済活動

経済計画

経済工作

経済的効果

経済的生薩

経済的負握

経済的利叢追求

経済変動

経済問題

刑事

継承する

形域過程

形跡

計測する

芸能局

刑罰論

軽便

ケインズ革命

ゲーム

劇団興

激動

激励する

潔癖さ

ケネディ

険悪

研究会

建騰己念日

建国詑念日制定
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19S6 1976

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K1　1

Kl　i

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
｝llA　1

HIA　1

H2A　1

Kl　1

K玉　韮

王
王
－
1
1
1
1
1
！
－
玉

王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉

翼
K
X
K
K
K
K
K
K
K
K

日2Al

Kl　i

K玉　1

経2Al

Kl　1

Ki　1

K3　1

HIC　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1

日2A蓋

Hl汽1

G韮　1

K3　1

組　I

HIA　1

HIA　1

l
l
l
1
1
1
1
1
－
1
玉
1
王
1
韮
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
玉
王
王
三
1
1
1
1
1
1
玉
王
1
1

軍事

軍箏強国

軍票

慰民

経営不振

警戒

計画技徳

契機

K企業
景気鍛退

軽減

経験則

警護

警護隊

経済企画庁調査局長

経済機構

経済効率

経済成長

経済展望

刑事違

刑事特割法

芸術院賞

芸衛的洗練

継承毒

計上する

芸能

競馬場

警捧

経密する

渓流

計鍛経済学

毛筋

気高さ

ケチケチ主義

結合する

結婚式

傑作

結成する

結成趣意轡

決断力

結論部

ゲリラ戦士

環役

舞役生活中

研究湧

研究費

萩教（けんきょう）

元兇

献金

現金

現在時

検察官

検察着脳

検察庁

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H王c玉

Kl　l

K玉　玉

K王　l

K1　玉

K玉　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1

A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　

A
A
　
　
　
A
　
　
　
　
C

2
王
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
王
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

H
K
裟
K
辞
K
k
W
周
H
B
K
K
擁
民
K
K
H
κ
K
K
K
K
K
K
《
X
K
K
K

l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
王
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
2



258　単年度語彙表

1906 191S 1926 1936

健児

現事

現実的傾陶

漂始仏教史

現出

減少事実

見神（けんしん）

元帥

現世

権勢

憲制

原著

雷動

原動力

堅忍不抜

剣呑

検梅（けんばい）

源平盛衰記

Ki　l

Kl　1

Kl　i

Kl　1

Kl　1

K正　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

KI　韮

Kl　1

K互　1

Kl　1

K3　1

K3　1

Kl　l

Kl　1

蟹了する（けんべつ～）H2A玉
憲法規定

権力的隣係
籠（こ）

こ（此〉

恋中

希上

（こいねがいあげる）

恋いゆく

校隈者

宏遠

狡猫　（こうかい）

更改しがたい

公開する

狡獅

光輝

興起する

考究する

好況

後験

醐離党

航行

交際

交際する

交際論

高思駅伝

膠州湾

（こうしゅうわん）

磯上

向上せしめ得る

高進

好事（こうず〉

鉱泉

幸f9露伴

曲論（マ、）

高等女学狡

弘仁（年号）

効能

Kま　王

K1　玉

騒　1

購　1

蹴　1

W2　1

1ヤ2　1

Kl　1

K3　1

K3　1

縫3A　1

経2AI

K3　1

Kl　l

H2A　l

H2汽1

Kl　1

Kl　1

K重　1

K豆　1

区1　互

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l
ff2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

HIA　1

K3　1

芳はfしい（こうζましv・）W3

正
藍
1
1
1

豆
重
1
1
3

K
K
民
翼
轡

1
1
1
2
－
1
1
1
1
1
！
夏
1
1
言
下
1
2
互
1
正
！
3
至

1
1
1
1
1
1
1
1
｝
1
1
1
1
董
1
2
2
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

1
2
！
1
正
玉
圭
1
隻
1
1
2
1

原子

晃識

源氏車

拳銃

現出する

憲政

検束

現代生活

現代精神

現代哲学

玄沢（人名）

原著者

寅1疾

憲兵

憲法論

元老｛倒度

量芝［選

恋しい

論う（こいねがう）

洪（人名）

黄（人名）

甲

侯
三光

高圧的

高位高官

慷慨家

口外する

好演家

黄河流域

公共

興行先き

公議興論

後継者

高温

胱惚

公債現在高

公債償選額

面在性一光論

鉱山原
石子　（普」垂三名言司）

公事
杭lli

濠濃人

攻守岡盟

考証

興塗専

公娼私娼問題

交渉点

鼻必読

島蔭貧

公選する

交戦二箇年

拘束

皇太子殿下

交竹院（人名）

豪宕（こうとう）

江南機器局

公論

K1　王

K王　1

HIA玉

Kl　正

H2A五

1
1
1
1
玉
1
－

K
K
《
ド
K
K
K

HIA　1

蝦　1

Kl　i

K玉　玉

K重　互

w3　正

w2　重

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　正

K1　重

K3　藍

Kl　1

K1　三

口2Al

Kl　1

民1　1

Kl　l

HiA玉

Kl　l

Kl　1

Kl　l

K3　1

淑臼玉

1
1
1
隻
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

￥2A　i

K玉　1

Kl　1

K1　重

K豆　重

K3　1

組　1

Ki　1

2
2
互
正
鼻
1
1
1
1
互
1
1
1
王
1
正
1
1
1
1
1
王
2
重
1
1
重
1
1
2
1
1
1
1
2
正
豆
1
1
－
1
2
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
豆

現時

源氏

原始法時代

現状維持

減ずる

元素

幻燈

見物する

源兵衛

元老院

言論上

小商人（こあきんど）

小石交り

此奴等

こう（人名）

功

k子一対

公議人

恒久

高級芸衛

麗去

興行する

高家（こうけ）

功業

向後

好々舘

高古雄動

公債

豪奢

公選

甲彊征伐

野虫側

高所

向上

交渉する

覇翔する

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1
｝｛2A王

K玉　王

Kl　1

Kl　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

剛　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

綴　1

K1　1

Kl　1

B2A　1

K圭　1

K玉　玉

K1　玉

Kl　l

K3　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

B玉A王

Kl　l

Ki　l

H2A玉

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
玉
王
3
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1

　　　（こうしょう～）　H2Al　1

工場閉鎖　　　　　　　Kl　l　1

構図　　　　　　　　Kll　1
厚生血糊　　　　　　　Kl　1　王

婦戦的　　　　　　　　K3　1　1
講談　　　　　　　　Kl　1　王
合議する　　　　　　　　X2A　1　1

高等政策　　　 K112
幸徳氏　　　　　　　K1王　1
河野先蟹　　　　　　　　HIA　l　l

硬派　　　　　　　　K11　1
興廃　　　　　　　　Kll　l
摩薄　　　　　　　　KIl　1
坑夫側　　　　　　　　組A1　茎

献辞

現実生活体験説

現実認識

源氏物語英訳

源氏物語等

謙譲

件数

検する

建設的

兼三（人名）

倦怠

現代言吾訳

現代人

現代政治機構

現代青隼

現代物

乾道（人名〉

県道近く

憲法義解

憲法上

兼務する
．倹約

絢頒

原料

原料品

県令

五・一五事件

恋人以外

垂黄（こう，魚名）

鯉（こう，魚名）

郷（曲名）

後援巻

効果的

鋼管

好感

黄魚

工業ニツポン

ロ径

攻撃抽象漫画

皇后陛下

公私

工場主

好色

校正

構成状態

交戦巻

交戦団体

皇太后睡下

講談本

公知

興申会

高潮

高等科

行動し得る

高等奪門学校

差徳三年版

抗日意識

抗H救國
抗Ei陣線

公認料

K玉　1

Kl　1

Kl　1
1iIA　1

目王Al

Kl　玉

K1　王

li2A王

K3　王

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1

X
駁
裟
K
K
民
l11A玉

K至　1

｝撚l

K互　I

K玉　l

H2A　l

K正　正

K3　1

！
1
1
1

K
K
K
K

1
1
1
1

HIA　i

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K3　1

1
1
1
1
1
1
正
－
噛
i
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
重
－
互
－

王
玉
1
1
1
1
1
正
1
1
1
3
1
1
1
1
1
玉
正
1
正
！

裟
κ
K
K
K
K
K
K
K
K
K
κ
試
κ
翼
K
K
K
K
K
K
K

H2A　1

1
1
1
1
！
互

－
玉
豆
－
正
三

《
裟
K
K
レ
八
K

1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
重
1
豆
豆
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
4
1
1
2
正
1
！
1
1
1
1
1
1
1
1
2
玉
1
2
1
豆
亙
1
互
重
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1

語種：　W＝和語　K漏漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語牽漢語　B＝和語＋外来語　C謹漢語＋外来語　D＝翻語＋漢議＋外来語）
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説
定

究探
配
る
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す
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留
守
齋
政
設
設
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知
日
ン
兵
法
法
幕
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理
力
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石
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る
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す

　
る
　
　
　
　
造

　
す
社
　
　
　
建
業

　
案
作
る
　
艦
艦
工
　
る
　
　
義

制
立
合
す
機
母
母
的
機
す
学
　
主

　
　
力
　
　
　
　
　
　
般

　
る
労
　
　
　
　
　
　

～

金
す
的
法
　
　
所
　
員
員

　
　
　
　
　
　
代

微
　
氏
　
　
　
　
時

特
　
伴
る
　
　
題
校

的
力
露
す
　
　
問
学

海
会
華
感
義
記
議
線
番
業
禁
空
聖
空
芸
撃
言
舞
錐
式
蝶
鮫
麗
麗
場
臣
進
儒
正
成
域
戦
争
蔑
造
束
田
潮
的
迭
迭
等

親
先
織
厳
環
建
狸
掘
原
環
藤
原
ケ
憲
憲
憲
等
等
原
権
眩
粉
故
鯉
こ
小
稿
項
王
公
嚢
好
様
後
絵
合
攻
工
拘
航
航
航
工
攻
更
考
交
公
公
公
高
恒
工
功
行
裾
濃
構
構
抗
抗
高
構
拘
幸
紅
公
更
更
高

けんじ一こうぶきょう　259

1946 IS56 1966 1976

1
1
1
1
1
1
1
旦
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
一
1
1
1
1
王
－
歪
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
韮
露
玉
1
1
1
1
1
1
玉
－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
江
1
1
1
1

C
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
　
＾
　
へ
　
　
　
　
　
　

「
A
　
　

A
　
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A

1
1
1
3
1
2
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
1
玉
1
ま
一
1
一
3
1
2
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
玉
2
王
1
王
1
1
2
1
1
1
1
韮
3
1
1
1
夏
3
韮
王
1
2
3
1
1
1

擁
K
k
K
X
擁
民
民
k
K
銃
《
蹉
k
k
K
K
K
K
K
H
脚
H
響
脚
轡
K
K
《
民
K
K
畦
K
K
K
H
K
H
K
K
K
K
K
H
K
X
K
裟
K
疑
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
捕
網
K
民
K
K

圭
2
玉
1
1
王
1
玉
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
茎
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
至
韮
1
2
1
1
1
．
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
玉
王

検箏生活

原子戦争時代

現実追及

原始的

建設討画

現代史

現地

票庁

鰻度

見当違い

原爆時代

原判示第三く一〉

原判示第薫く六〉

憲法違反

憲法解釈

憲法改正

憲法網要

憲法飼定当時

憲法草案

兼房染小紋

（けんぼうぞめ～）

書崩する

故意

恋する

恋八卦

幸

業

合意

高級アセテート服地

高級紳士既製服

後継春たち

高原

高座

交渉会議

後進國

更新率

豊後

後続

広大さ

耕地

公聴会

硬変

強盗慶太（入名）

合縁出版社

喉頭全摘出者

河野麗根

河野派

好評

幸便

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

王
－
玉
茎
－

－
玉
1
1
1

K
K
K
K
k

EIA正
li2A　1

Kl　1

脚2　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIC　l

K豆　豆

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K王　1

KI　玉

K王　1

K1　重

H夏Al

Kl　1

K三　1

K1　互

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

HIA玉

Kl　1

K1　至

1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1

韮
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

現実外交

舞状認識

環状変革

原水協

滅税

健全均衡財政堅持

環代錬金術

建築

限定

見闘

減免措躍

権利関係

書論機関

偲

考寮

広域行政

後遮症的

紅衛兵

公害

公開的

交換

興銀

航空行政

貢献する

高校生たち

広告産業

広告憲

公蟹発行

野手段

工場見学

口上する

高漸得看

交通事故

交通事故死

交通ラツシュ

歌定向（人名〉

鋼鉄

高等教育

行動方針

行動自標

高度工業化

高度消鍵時代

高度成畏

f紅白歌合戦］実施

公判

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
王
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
口
A
　

段
n
　
　
　
　
A
　
　
　C

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
3
1
王
1
2
1
王
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i

K
裟
K
民
K
K
K
K
X
K
民
民
k
K
民
K
K
K
K
K
K
K
X
翼
H
K
縄
裟
K
K
経
巽
《
K
鮭
K
K
k
K
K
K
K
K

玉
玉
王
董
玉
玉
1
玉
1
蓋
！
韮
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
2
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

萎員会HIA…　1
　　　K玉　玉　1

原始キリスト教

現実化する

研修

厳守政策

現状肯定

現状読

現状打醐

原子力科学巻

原子力研究所

原子力潜水鑑

原子力平秘利用

厳正

現代アルゼンチン

現捧剛

滅反政策

現地人藷

県庁韓部

ケソドール詣で（fケ
　　ンドール」は人名）

厳罰主義
権：力者

県蛍評

呉（人名）

恋い恋う

小磯國昭

郷以下

後遮症

後園

公害P”tw

高窟

好機

高貴

IZWt化社会

公共労働…9一

工業生産

工業施設

航空闘遡施設

航空機産藁

工芸

高坂（人名）

工作慰

公示地緬

広頻
甲ji｛

広頻軍区司令

絞菖鋼

唖笑する

工人服

香辛料

江青（人名）

功績巻

構造改革路線

構造化しはじめる

構造材

構想する

構造的欠陥

構造的変化

腐速這路

光沢

肯定

liIC　1

1・12A　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

織　1

Kl　l

Kl　1

K3　1

槻cl
Kl　1

Kl　1

維　1

Kl　1

－
l
l
l
互
互
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
夏
互
王
1
1
1
1
1
1

B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
昌
　
　
　
　
　
　
　
＾

三
1
1
1
1
2
互
1
玉
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
．
韮
1

鍵
《
K
K
K
響
脚
K
K
翼
X
託
K
K
裟
K
民
裟
K
K
民
巨
k
K
K
K
K
K
H
K
K
K
K
K

縫2Al

Kl　1

H2A三

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

口頭ニミュニケーションEllC　1

構内　　　　　　　　　Kll
工部卿　　　　　　　　Kll

1
1
1
1
1
2
1
1
王
1
1
茎
1
1
1
1
1

1
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
王
王
2
1
1
、
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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rj吻

神戸等

高妙

功名利逮

公明

膏薬

齋薬万能主義

光耀

高利貸中

港湾

誤解する

樹かげ

胡弓

漕ぎ寄せる

獄医

園学院辺（～あたり）

團書解題

国法

国民間

国民大運動

國民的生産

五項

呼号する

ココシキン（人名）

心癖好い

故由

腰折

翻疾

腰元

御酒

五菖以内

五十行限

後白河天豊

こす（漉）

鼓吹する

磨り始める（こすり～）

五銭

呉舩録

古体

古代めかす

東風（こち）

壷中

誇張

忽

ISO6

正
正
藍
1
三
至
1
！
1
王
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
王
王
韮
韮
韮
！
2
三
2
玉
ま
韮
1
4
1
1
正

1
1
1
1
正
王
1
互
1
豆
1
1
1
1
1
重
三
童
－
！
豆
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
璽
ま
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
直
　
　
　
　
　
　
A
　
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
A
　
　
A
　
　
A

1
1
3
重
3
玉
1
豆
1
1
2
重
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
玉
玉
1
1
2
1
玉
正
3

K
H
k
K
K
K
K
K
H
K
巨
罧
K
判
K
H
K
K
K
K
K
K
H
G
皆
目
轡
κ
響
K
K
H
網
目
B
膵
K
H
藍
K
掃
響
K
K
K

公法

鐡甫江
光1夢］海

項際

公友倶楽部

小売商人

合理的基礎

効力

高朗

講和条約

五曳d．i（こえいざん）

ノ三、枝（こえだ）

古緬

こき使う

小気味よい

呼吸する

躍巡

魑縫

僅i税欝身

國民慧識内容

国民主義

国民全体

［饗鍛的菅繰

焦鎚い

弧月氏

心ね

挟い

五十万穆

悟証する

鼓吹

五千万円償還

孤穣

小僧

こそばゆい

御大典後

子達

骨

1916

1
1
i
2
正
1
正
3
玉
1
2
1
1
1
1
1
3
正
三
互
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
正
！
－
1
1
玉
互
1
1
1
玉
豆
－
王
重
i
l
l
互
1
轟
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
C
汽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
n
汽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　A
日
　
　
　
＾

1
1
1
1
1
正
1
1
3
1
1
1
王
2
3
2
1
1
正
豆
互
1
1
3
1
豆
3
i
2
1
1
1
王
3
1
1
1

K
《
翼
K
H
1
1
K
K
K
K
K
W
K
膵
H
1
1
K
K
K
K
K
K
民
轡
K
田
響
K
誕
k
K
K
B
皆
K
膵
K

坑夫達

行文

衡平

公法闘係

公法上

巧妙

拷問

紅藥（人名〉

高率

合理的立場

紅涙

値例

五円五÷銭

戸外

五官

呼吸器系疾懲特効剤

故郷

こぎりこ

国掌

極彩色

騒際的調節
亥liする

麟寓

墜素引討伐

睡昆的教会

無残國轡株式会社
薩琢…博物館

後刻
’こ・掛ける

心まかせ

小作運動

小作権

小作嵩

小作地

小作人懇級

小作問題

小作料減額

呉由（人名）

五時問前

乞食共

融使春

　　（こししゃ，轡名）

五十一議会

五十億円

後生大事

田籍

古跡故（こせきゆえ〉

御多門

韮
圭
－
夏
－
韮
－
1
1
1
1
圭
1
1
圭
圭
玉
－
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
茎
聖
王
－
圭
韮
－
王
　

1
1
1
1
1
王
一

直
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
A
　
　
　
A
A
吾
直
A
森
汽
　
汽
汽

互
玉
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
！
玉
三
1
1
五
1
1
2
1
1
1
1
韮
1
2
一
審
玉
1
至
歪
粟
1
韮
1
玉

H
K
K
K
K
K
K
K
裟
精
K
K
K
K
K
K
K
脚
K
K
駁
区
民
裟
ド
鍵
K
民
響
響
H
日
H
H
月
H
H
K
H
1
1

　
　
　
　
　
＾

｛
1
1
至
り
リ
ー
韮
玉

K
K
K
K
K
目
闘
K

1926

3
1
1
1
1
1
2
1
1
茎
1
1
1
1
正
1
1
1
至
1
1
1
1
王
事
1
石
玉
玉
2
玉
1
三
1
工
1
1
1
豆
1
　
玉
1
王
1
三
三
L

伝人
集

由
全

奮
費
僕
葉
藥
機
転
路
億
一

　
　
　
　
　
ト

　
　
円
　
～

　
　
万
霧
　
ン

　
巻
千
ス
タ
デ

薦
病
九
テ
ル
ル

　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
費

日
　
　
義
　
業

六
　
　
童
伝
事

誹
離
難
聴
髄
噺

格
大
度

　
　
醒

　
　
覚

　
　
的
　
利
断

校
命
義
得
権
判
り

価
増
程
学
学
経
暗
所
的
的
ば

実充

　
葛

　
功

　
力

関
み

　
件

　
膿

　
停

　
調

　
議
　
勤
る

富
争
法
運
す

　
　
円

　
　
千

　
　
九
　
る
　
要

夏
期
謙
る
せ
貸
需

｝
数
瞬
す
ら
金
的

　
　
　
　
　
　
　
済

　
　
）
う
　
想
義
経

る
　
名
よ
　
思
曳
画

す
人
り
ち
新
会
計
一

化
　
（
わ
こ
革
社
的
統

｝
型
月
刻
本
際
際
際
際
策
策
主
輪
羅
文
寂
密
幾
民
難
民
民
民
営
諭
楽
力
　
B
ご
細
作
作
作
四
示
尺
十
十
十
守
じ
人
人
水
寸
櫨
大
代
だ
ち
家
家
家
家

興
光
公
国
紅
甲
平
行
五
コ
コ
ゴ
小
五
小
幽
翠
廻
平
飼
國
図
国
印
国
國
麟
国
国
麟
経
国
國
魍
国
告
麺
国
国
九
こ
小
小
小
小
五
誇
五
烈
五
五
圃
こ
個
個
湖
五
亜
鈴
五
こ
こ
墜
国
電
流

玉
i
1
王
玉
上
玉
正
正
i
1
1
2
1
1
1
1
1
1
蓋
1
1
三
差
－
互
I
I
正
三
2
1
三
2
－
1
1
1
2
装
玉
隻
－
茎
2
1
1
1
1
1
三
1
互
1
1
1
1
1
1
夏
1
正
一
2
一
童

玉
－
重
1
1
1
1
1
1
蓋
正
正
2
三
三
藍
互
三
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
ま
三
正
－
1
歪
歪
三
王
三
王
三
1
1
i
1
韮
三
正
玉
茎
－
正
－
玉
互
－
正
正
互
1
1
1
1
1
韮
蓋
王

　
　
　
　
　
A
A
　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
A
　
　
A
A
A
　
森
　
　
　
《
汽
　
A
　
　
　
A
　
　
＾

1
工
1
1
1
1
1
1
1
1
正
正
一
三
I
1
1
叢
1
三
1
三
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
歪
1
三
三
1
1
2
1
1
翠
玉
玉
2
玉
正
1
1
2
2
1
至
正
1
2
3
1
1
3
1
韮
韮
1

K
κ
k
K
K
碧
羅
X
κ
目
G
G
脚
K
響
K
K
K
K
K
K
K
民
K
K
県
民
K
K
K
K
K
K
K
κ
H
K
K
尉
疑
轡
W
漁
民
H
K
H
K
K
K
H
H
W
H
K
K
K
H
K
民
団
轡
K
K
K
K

語種：　W＝鵜語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝麹語＋漢語　B　：＄ll語十外来語　C＝漢語十外来語　D瓢和語÷漢語÷外来語）



党政

大正

神糟
制

的
斜

義
作

圭
小
戦

　
　
　
　

　
　
　
名

　
　
　
人

　
　
　
（

る
件
設
　

　
　
　

　
　
れ
　
構

文
　
ぎ
　
機

誓
　
こ
下
梅

御
問
（
理
平
翻
合

す
条
施
シ
ル
条
条
年
蝋
管
的
平
聯

　
　
　
　
…

　名入
る
念

（
す
観

埋
軍

軍府
側
合
徳

政
党
統
道
服

等係閃
麗

る
る

け
て

あ
が

　
　
心

後
元
野

薗
万
的

分
分

二
八

十
十
霧
　
　
　
〉

四
四
万
　
　
　
名

四
蒔
百
國
　
る
魚

五
五
隣
強
張
え
（

　
義

　
主
　
　
　
　
　
　
場

燦
渉
理
育
務
権
拝
在
雑
立

沿
干
管
教
債
圭
崇
浮
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
し
亀
十
十
十
人
前
薗
前
千
大
大
え
チ
調
海
家
家
家
家
家
家
家
家
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
箇
ケ
切
際
際
際
際
斑
・
小
汁
体
　
難
秘
説
文
民
民
民
艮
晦
日
無
作
作

蔦
蔓
法
民
明
叢
叢
率
酪
流
流
和
湾
　

降
高
合
公
公
小
合
高
攻
交
合
嫡
港
コ
ゴ
X
五
五
小
皿
岡
劉
鰯
翻
黒
告
晶
晶
極
圏
告
圏
闇
闇
團
國
九
小
小
小
禽
こ
越
五
五
五
五
偲
御
午
午
五
五
覧
答
コ
語
漏
圏
圏
昏
昏
藍
島
圏
園
罵

194ff

1
1
王
1
1
1
至
－
正
藍
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
豆
三
一
－
玉
韮
－
玉
－
一
1
1
1
1
1
i
重
重
1
一
一
管
玉
－
韮
1
1
1
1
1
1
1
！
韮
－
1
1
1
1
1
1
韮
二
重

　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
汽
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A
＾
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
A

1
1
1
1
3
互
i
二
三
韮
2
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
三
1
一
正
2
玉
韮
1
蓋
1
1
1
1
1
1
1
董
1
1
1
2
2
管
玉
韮
1
圭
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1

K
k
裟
試
k
轡
K
H
K
K
病
K
翼
G
G
k
K
K
響
K
K
K
K
K
K
日
K
K
K
K
裟
《
擁
K
裟
K
響
巨
日
H
押
脚
膵
K
K
K
K
X
k
雛
錘
ほ
K
K
W
W
K
k
k
K
《
民
裟
K
K
K

HIA　1

玉
玉
韮
1
1
1
1
1
1
1
童
歪
正
正
粟
1
ー
王
1
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
正
I
I
正
1
正
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
玉
夏
玉
蓋
1
1
2
1
1
1
1
韮
1
玉
玉
2
1
童
1
1

降伏する

幸不幸

抗弁する

傲慢

荒野

交遊

効用

綱要

合理化

合理化する

合理憲義

功麹的

合理的

五億五千万ドル

こ一りん

コーリン鉛箪

五月号

五月十五霞

五月十八日

五力年

五力年計画

股悶

故窟搏物院

圏王

圏際環境

燭際悟勢

翻際政治漫画

圏策適信社

圏鉄

国鉄蛋彗

圏鉄十五日灘籔

圏鉄十忌臼諜議

国鉄労組

團内圏外

餐泊

圏防雛

国艮革命

国民統一

国艮党反動敬膨

国運外

國連加入

復家

湖擦会

こげつき

こげつき闘題

午後五時

午後暇時

鍛妻

孤児

五十五歳

五五年

五七隼

五二年

五十万人

故障

故障する

鰯人密義的

健人雛拝

小助（人名）

午前九疇

五千篇以上

こぞる

こだわりすぎる

コチレドン（雑誌名）

小づかい

国会一年生

国会提出

国家活動中

濁家計画委員会議艮

霞嫁鯛慶
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IEms 19＄6 1e罫6

H2A　1

Kl　1

H2A豆

K3　1

Kl　1

K三　藍

Kl　l

K1　夏

K互　1

H2A　1

Kl　1

K3　1

K3　1

HIC　1

G至　1

翼王Cl

Kl　王

Kl　王

K王　王

Kl　i

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K王　1

K1　玉

K至　1

K1　夏

Kl　1

K蓋　1

K互　裏

Kl　1

Wl　1

HIA　1

Ki　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

K韮　韮

Kl　玉

燈　2

Kl　i
｝｛2A　l

K3　1

1
1
1
1
旦
l
l
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
三

k
野
k
裟
田
刷
G
騨
K
K
K
K
K

1
1
1
1
1
夏
1
韮
1
1
王
1
1
2
1
1
1
1
1
！
韮
1
三
2
韮
1
1
1
茎
3
2
4
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
玉
玉
1
2
韮
韮
1
韮
1
1
1
1
1
王
韮
董

神戸製鯛

公務員

公務員住宅

公明党

構A圭

r光明田報1五月十八餌Kl
交友

高揚

公立
好｛翼

子会社

五力跨

5．22
小金丼団地

五力年中

国灘員織

国際的視野

圏際問題

朧際遼帯

購事犯

極上品

国土

国内醒勢

国内政治

圏内世論

購民感情

麟舞生活

国茸…総生産

國属的反撃
五原貝【1

駆瓢

孟高時代

狗古智（ここち）

心丈炎

試み等

古今無類

腰かける

小島政二郎

五九。九

五九隼

五三

五二年十月

五聡年

五鷹無協定

五四年十二月

五六年

湖上

偲人梱カ

ゴ。ジンジェム政権

五選

午繭～時曝÷五分

￥5，　900
5，　928．　2

5，　52Z　O
古代九彊

小谷（人名）

ゴチック活字

孤蝶（人名〉

五兆六四七〇億円程農：

魑会期成局盟

國家機構

王
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1

K
民
K
k
K
K
K
K

HIA　1

Kl　1

Kl　1

HIA重

1
！
玉
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
三
3
玉
王

K
K
K
《
k
K
K
K
K
X
K
K
展
K
K
K
K
K
膵

構Al
lilA　1

Kl　1

W2　1

HIA　1

K至　l

Kl　l

K韮　1

Kl　1

羅1A　1

擁1Al
tllA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　正

f｛玉C玉

Kl　1

HlA王

玉

1

1

1

1

K
K
鋭
《
轡

1
1
1
1
重

Hlc三

Kl　l

HIA王

Kl　l

Kl　1

！
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
2
1
1
1
1
玉
玉
2
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
2
蓋
王
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
王
1
1
1
1
互
1
至
玉

紅毛碧眼

合理化努力

公立青年の家

後酪

号令一下

公労法一七条

護衛つぎ

故大錨中彼
コ・一ト

郡山市

蒼界

五月十日

五月七N
故宴

五キロ半

古今藥

国瞭会議

国際問

国線通貨閣題

国謙的高まり

国産牝

国麓する
［i更響的

團籍

国鉄覆建

国内幹線

團内問題

国文法

国防会議幹纂会

谷牧ら（人名）

国民性

国畏麗論

濁務院官僚

濁務省

懸立青隼の家

五項目

九つ

心纒

五十町

五◎億フラン

五十三歳

固執する

五十何年

五十二億ドノレ

五十年変

50奪排出ガス規｛剖

K韮　…

K玉　1

HIA玉
K至　王

Ki　重

Kl　1

HIA　1

HIA　1

Gl　1

HIA　1

Kl　1

illA　1

HIA　1

Kl　1

HIA　1

玉
1
1
1

韮
玉
1
1

K
K
K
K

H韮A韮

K1　玉

H2A夏

K3　玉

K玉　玉

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H1A三

Kl　互

Wl　1

Wl　豆

Kl　1

H至Cl

Kl　韮

B2A　1

縫1A　1

構Cl
Kl　1

　　　　　　　趨合車｝．llC　1

胡人　　　　　　　　Kl　1
ゴ。ジン。ジェム

　　　　　　　（人名）Gl　1
偲人票

午前八時

胡村行き

古代以来

児薫氏

児懲百団

児玉需町＃

故男爵

呉仲超（人名）

五鰐一里

歴家公務員雲去百十一条

Kl　1

Kl　豆

HIA　1

Kl　1

HIA玉

HIA　1

Wl　至

Kl　l

Kl　l

K玉　蓋

K玉　玉

！
2
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
玉
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
茎
1
1

1
1
9
山
1
1
1
1
り
6
1
互
1
1
1
1



262　単年度語漿表

leos 1916 1926 i936

国歌謡語

鼓動

小道具
故外山正一一氏等

介（こなし）

小径

小村氏

小村大使等

米屋

御免輩る

是以外

虎列牽ll（コレラ）

ゴロウイン（人名）

五六

破落芦（ごろつき）

五六腿先

恋わしい

欧求する（ごんぐ～）

根源

金闘杖

金色雲（こんじきぐも〉

困難至極

Ki　1

Kl　1

財A1
搬A1
懸　1

賜　1

HIA　1

H！A王

w1　玉

H2A　l

HIA　1

－
王
玉
1

ρ
U
ρ
U
K
脚
HIA　1

1W3　l

l・12A　l

Kl　1
HIA　1・

HIA　1

K3　1

1
1
1
1
至
玉
夏
－
重
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
玉

國交上

骨子

骨相

こっそり

骨肉

ごとごと

今年六月

小錦

此世

このわた

小林杢之助

五否余買

呉服物

小藤（人名）

子分

古文明

湖北省長

御母公附
盗；れる（こぼれる）

護護（ゴム）

古名妓

圏有

御覧なさる

顯慮する

固随（ころう）

こわごわ

懇意

根拠する

今君（ごんくん）

権現襟

今次選挙

根本思想

1
1
1
1
1
1
玉
1
1
互
夏
互
豆
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉

　
　
　
　
　
　
A
　
　
汽
C
A
　
A
　
A
　
　
　
へ
A
　
　
A
　
A

1
1
1
3
1
3
玉
1
1
重
至
！
！
1
1
1
1
1
2
1
1
3
2
2
3
3
1
2
1
1
1
玉

K
K
K
響
駁
轡
H
騨
W
脚
H
H
日
W
H
K
K
疑
珊
G
疑
K
疑
琵
《
轡
K
繰
K
拷
K
K

1
1
1
1
玉
1
1
正
重
豆
1
2
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1

團定する

五冬

言伝て

ことども

子供部麗

子供らしい

．ことわり轡き

こない

（fこんな」の意）

粉おしろい

此の節

好ましい

ノ1淋（人名）

湖畔林

媚

五養五十余頁

五七五頁

小瓶

小娘

御用済み

五両

ころがる

コロコロ

根因

婚姻適齢

コンスピラシー

混濁

今臼は

金春館（屋号）

今般

言便轡め

H2A　1

1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
0
0
1

《
轡
響
川
胃
膵
響

W3　玉

Wl　1

H3A　1

W3　1

轡l　l

Kl　1

田　2
HIC　1

臥Cl
XIA　1

響1　1

咀Al
Kl　1

響2　1

W3　1

1
1
1
1

1
1
1
1

K
K
G
K

H4A玉

H王A王

K王　1

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1

　　（ごんぴんとがめ〉　磁A1　1

根本的理由　　　　　　Kl　l　l

滑稽諏

翻犀大増収

孤独

今年二月

子供時代

五人

近衛歩兵第一旅國長

近衛歩兵第三聯隊

此方
此度：

小松原道太郎

小林氏

五百八十八篇

小半ヨ

胡風（人名）

五分（「～の一」）

こみ入る

古名松（こめいしょう）

子持

ごらん

コwナ
声高

婚姻

今期議会

金光

金光摂胤

こん＼／

金色夜叉

根絶

今年度

コンパス

今晩

根本的改革

根本的i鐘除

K1　豆

K韮　王

K3　韮

HIA　1

HIA玉

Kl　1

K王　1

K王　1

蝦　1

W3　韮

HIA　l

HlA玉

K王　王

H玉A蓋

Kl　韮

K1　王

W2　圭

1
1
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
玉
！
隻
歪
－

1
1
亙
1
3
1
1
1
1
3
裏
1
1
1
1
1

K
響
民
e
糟
K
K
K
K
騨
K
K
K
G
K
K

（～さんじょ）綴　1　王

語種：　W＝櫓語　K＝　pa語　G＝外来語　H誕混種語（A【和語＋漢語　B＝和譜÷外来書吾　C皿漢語＋外来語　1）皿翻語＋漢語一ト外来語）



1946

国境調整

国交断絶

こつこつ（擬音言吾）

ごったがえす

子供ら

この上ない

木の実

五三九戸

五百万人

五暇（～ブイート）

五分刈

古墳人

こまやか

五万

羅傭主

御用葡萄園

願慮

頃合

五六本

五割

混臨する

コンスタンチヌス

根抵的変化

近藤廉平（人名）

根本的失策

根本的調査

根本的方式

根本問題

（人名）

Kl　1

Kl　1

W3　1

SV2　1

響1　2

轡3　1

習1　王

K1　玉

K玉　1

H玉cl

H玉A玉

K玉　1

昭　韮

Kl　豆

H！汽五

K玉　玉

K玉　1

SWI　1

K重　1

HIA　1

H2A夏

1
1
1
1
1
1
互

ρ
じ
K
K
K
K
K
K

1　国家必要

1　国交罎復

1　刻々

1　五翻（人名）

2　断り出す

1　懐入する

2　近衛首桐

1　湖畔

1　こびへつらう

1　：マシャクレる

1　鍵真（人名＞

1　五、六ヵ月

1　こわす
1　壊れる

1　今圏会

1　近藤（人名）

2　rmントw一ルする
1　困難さ

1　混猷する

1　混乱ゆえ
1

1
1
1
1
1
1
2
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1956 II｝6S 1978

Kl　l　l

Kl　i　l
K3　蓋　1

Kl　l　l
W2　1　1
H2A　1　王

Kl　l　l

澄　1　1
轡2　1　1

轡2　1　1

Wl　l　l

Kl　1　1
騨2　i　l

W2　1　2
K五　i　l

Kl　l　l
H2B　1　1

HIAI　1
H2A　1　ユ

HIAl　王

国共合作

醗共内戦

燭慶節

醤董品

圃定観念

古典古代約芸徳

5．　4

5．　0

ことなかれ主義

ことわり

コネ

五％

五倍強

五喜円

五喜円～六百湾

五菖人

蕊菖軒近く

趨風問題

故禰田恭助氏

呉服麗

五分（～ふん）

古文化

こみあげる

コミュニズム

コメコン
五［醗

コルホーズ制度

衣更（ころもがえ）

今後とも

混雑

根祇的

困難牲

コンラッド。エイケン

　　　　　　　（人名）

Kl　1

縦　l

Kl　1

K粟　王

K！　隻

Kl　1

H玉Al

Kl　l

HIA　1

Wl　1

Gl　1

HIC　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Xl　1
fflA　1

HIA　1

Kl　1

Kl　l

wa　1

Gl　l

Gl　1

Kl　1

織C1
購　1
BIA　l

Ki　1

K3　l

Kl　1

1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
蓋
王
2
王
1
玉

Gl　l　l

国家レベル

國旗

御亭

書（こと）

孤島

後藤田（人名）

後藤田筋

言葉つき

子供番組

コナイン（人名）

小畏啓一氏

こなす

コニャック

近衛連隊長

號珀色

小林新一

小判

コビスター900D
五蒼メーFル
誤謬一迷妄

こびりつく

個別

五万五1　ru

五万票

コミュニケーション

コζaニフー C

ゴム長出勤

5メートル
こよない

孤立的

御歪鍵｛言触（ごりょう～）

ころっと

こわばり

混晶

根心的矛盾

｝護Cl

K1　蓋

K1　玉

躍　1

K1　互

－
1
1
1
1
1
1
玉
－
1
－
1
－
重
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
玉
－
豆
玉

A
A
A
A
　
A
A
＾
C
C
　
　
　
D
C

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
五
1
1
i
1
2
3
1
1
1
1
1
1
3
3
1
3
正
！
1

彗
擁
轡
鋪
G
掃
騨
G
K
H
H
H
H
H
K
騨
K
K
K
G
G
擁
内
周
X
K
膵
脚
K
κ

コンコンテキチン、

　　　　　コンテキチンW3
懸請する

C〈コンチェルト〉

コントロール

渾然一体

コンビ

コンプレックス

　　1

H2A　1

Gl　l

Gl　l

K3　1

6夏　豆

61　1

玉
正
互
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
！
1
1
1
1
1
正
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
王
玉
1
！
1
亙



264単年度語彙表

19ee 1916 1926 1936

サーチライト

細（「～に亘る」）

西園寺侯

西鶴（人名）

最強

西行（人名〉

瀬京雑紀

在京する

細工場（さいくば）

罪業

最高法

最終点

宰相

罪障

罪費能力

蝦大市場

細長虫義

斎藤氏

細胞病理説

財力

細論する

茶藥

冷

罵（さかさま〉

建屋

幸く（「幸かれ」〉

咲き遺る（～めぐる）

偲

索漠

作物

桜井熊太郎

佐々木億網鷺

佐々醒雪

さしも

流石

さすらい人

挫折

雑誌大圏民紀者

薩藩

雑録

佐藤牧山（代名）

差別界

姦

濫

さらさら

猿道

騒ぎ

山海遣遙

三期

Cl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1
1i2A　1

HIA　1

－
1
1
1
1
玉
玉
韮
玉
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

凋2A玉

Kl　1

響1　1

腿　1

響1　1

轡3　1

轡2　1

Kl　1

K3　1

民1　1

縫1A　1

縫1Al

HIA　1

W3　1

脚4　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
王

1
1
1
1
1
1
1
1
1
3

轡
K
K
K
K
民
K
W
W
脚

HIA　1

盟　l

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
三
玉
1
1
玉
圭
1
4
1
1
1
1
3
1
1
1
1
3
王
1
3
i
1
1
1
1
1

察（人名）

顯圏寺（人名）

薬鍔（人名）

才幹

在郷兵

罪業要想
財産ま二

才識

在職

財政難

財政部

催促する

在朝在野両党

在朝党

斎藤さん

罪人

在野党

在野政党

鰻劣等

さえ（助詞）

盃

左脚

座京の方附

策戦上

探り得る

佐々政一

笹本靱負（人名）

戴き交す

差し込む

坐視する

左司馬爺さん

昨夏

蠣然

ざっと

篤郎兵衛

しゃぼてん（サボテン）

ザラ（「～にある」）

ざれ唄

戯言

沢芽さん

傘ド

粗　1

試1　1

Kl　l

Kl　王

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K圭　1

Kl　1

Kl　1

K王　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
王
至
－
王
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

A
　
　

《
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　

A
昌
　
　
　
　
　
　
　
A
n
A

2
1
1
王
1
1
1
3
4
韮
一
玉
乏
2
1
1
2
2
2
1
1
3
3
1
1
3
ま
1
1
1

赫
K
K
消
杖
K
裟
裟
響
響
K
H
K
轡
響
W
響
響
H
H
K
冠
響
K
G
響
轡
響
響
K

1　采（‘さいころ’）

1　猜患嫉損
王　細署

王　最古

1　簸葛小作料

1　彩亀

1　祭式
玉　濃終巻

1　鰻新刊

1　最新研究轡

1　鰻新実験例

1　歳旦

1　再蛮化
王　裁覇研

韮　才分

1　酒代（さかだい）

2　逆立ち

1　魚売

1　逆らう

1　詐欺

1　作業
蓋　搾取

玉　曄駕初冬

王　佑々木茂索氏

王　指國がましい

1　さし出る

玉　さする

王　沙汰

1　索繕
玉　雑文

i　薩灘詞

1　咄々（さてさて）

1　寂し気
圭　さらば

2　三円五÷銭
i

l

1

1

1

1

Kl　1

Kl　1

Kl　2

K3　1

UIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K王　王

K玉　王

Kl　l

K王　1

Kl　1

Kl　1

王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
玉
－

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
n
A

1
1
1
2
1
1
1
1
1
3
2
2
1
1
1
1
4
3
4
1

鍔
響
響
響
K
《
民
民
霞
H
馬
W
k
K
民
職
響
W
周
K

1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
玉
王
玉
3
玉
1
1
王
1
2
1
1
1
i
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

才（人名）

再演する

髄室

再現

最高蜂

最古参

寳コロ

再婚する

財産

財産売却

彩輸する

最終汽車

税所（人名）

最上

税所侮

獄丁方式

鷹合

再造

簸大徴象

斎藤雄治さん

斎藤新内府

斎藤先生

斎藤内隠

斎藤弥平太

裁判以前

細胞内

再北伐

堺（地名）

堺県

逆さ

逆立つ

酒村（人名）

下り（さがb）

サカリ博士

砂金

索引

錯誤

搾敗する

昨年一月二十四日

昨年九月以来

昨年三月

昨年夏

桜河岸

激騰

下げ

差遣

差遣する

桟敷

差出し禮く

差し控える

沙上偶語

薩艶（さた）

サッと

作家生活

早月（人名）

作句

蠣爽

淋しさ

鮫絹（人名）

左駕政党

サラリ

百日紅（さるすべり）

サロー（人名）

騒ぎ立てる

産

三回

散会する

散開隊形

三ケ月

蕊吉さん

1
1
1
豆
夏
1
1
1
正
玉
王
芝
王
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
茎
1
1
1
1
1
1
1
1
重
－
王
1
1
1
1
1
1
豆
1
1
1
玉
1
1
1
2
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
i
1
1
1

　
A
　
　
　
　
A
《
　
　
A
　
　
　
A
　
　
　
　
践
　
　
　
A
　
　
　
　
A
　
　
　
C
　
　
　
A
A
　
　
《
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
3
1
1
1
3
1
正
2
1
王
2
1
1
1

織
㎎
畷
国
樹
殿
旧
劇
川
澄
旧
劇
四
顧
阻
四
駅
鐙
躍
田
燈
殿
麗
麗
組
粗
蹴
盟
鴫
町
欝
欝
躍
層
燈
組
ぬ
㎎
甫
繊
鴎
鍛
欝
欝
欝
欝
四
則
㎎
四
目
機
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K
轡
K
K
騨
脚
K
圃
轡
G
区
民
《
H
K
K
H

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
正
正
1
－
1
王
1
韮
1
1
1
2
夏
1
王
1
王
韮
1
1
1
1
1
1
重
1
韮
1
韮
王
1
1
1
1
1
1
正
玉
2
韮
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1

語種：　W；和語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A　＝　aj　；・　iL＋漢語　B；秘語＋外来語　C量漢語＋外来語　D＝和語＋漢誘＋外来語）
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災致（さいおう）

西園寺公等

樗刊以来

斎窟

再建

儂梱

再現する

西郷（人名）

農高闘令官

藪郷隆盛

祭羅

再出発

叢小限度

蒋生産
催足

最大鹿野

媛中

羅低綱領

再配置

財閥閨係者

在満諸港湾

酒井雅楽守

　　　（～うたのかみ）

堺さん

反乱の池くさかおり～）

砂丘

作戦

作戦試案

作戦振導上

騰遡

作品世界

サヂ・カルノー（人名）

差さわり

差支える

さだ子

殺菌消毒力

雑誌全体

雑談

殺到する

里

サボ

サボイ公

寒々

左翼社会運動

左翼薩盛時代

海錨

3i
賛意

三静粛

三月事件

三月十五日

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

澄　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
茎
1
1
1
1
王
2
玉
玉
玉
玉

W
轡
響
X
X
翼
K
X
K
G
響
響
W
K
K
K

H2A豆

田　1

Gl　1

HIC　1

W3　l

Kl　1

Kl　1

騨l　l

HIC　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

．
1
藍
1
2
1
2
1
1
1
1
王
1
1
2
1
1
1
1
1
1
蓋

韮
曝
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
6
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
1
3
1

サークル活動

サークル雑誌批評

財産犯罪

鰻低

姦藤千（人名）

在日MAAG
騨蕪畏

裁判上

才筆

財席

細部

細胞生活

再癸足

巖麟（人名）

サインする

さかのぼる

向坂逸郎

先だつ

作業する

作業方法

作戦二

二三秋

昨年策頃

昨年来

鎖国時代

挿絵

鮨し示す

さずかる

座長

殺人犯

蠣懸藩次教授

ザッツ（Satz）
サディズム

佐藤～
佐藤一一被告

里枝（人名）

実彦

作法

サミュエル。ボールズ

　　　　　　　（人名）

サラリーマン意識

ざわめき立つ

きん（人名〉

盤院講鰻

三円五〇銭

三月号

黛月二十臼

三月六H
三共

1
1
王
互
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
二
二
1
1
三
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
6
嗅
3
1
1

1
1
1
1
1
玉
玉
玉
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
玉
1
1
1
茎
1
1
玉
1
1
玉

C
C
　
　
C
　
　
　
　
　
B
A
A
　
A
A
　
A
　
　
　
A
　
＾
A

1
1
1
3
玉
玉
1
1
夏
1
1
1
1
1
2
2
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
玉
1
王
1
1
1
韮
1
1

H
践
k
耗
K
H
K
K
K
K
K
K
K
K
H
騨
H
同
日
K
K
擁
琵
K
裟
影
響
轡
K
K
H
G
G
H
H
騨
膵
K

G三　玉

HIC　1

W2　1

玉
1
1
1

玉
－
玉
－

喫
K
K
K
H韮Al

HIA　1

Kl　1

財界出身

細翻

擦鐡する

際鰻

再検討

再検討する

扇蟹会議

最高時

鰻高捲揮

簸高痩

サイゴン政櫨

簸終燈車

叢上位

財政規模

財政。金融政策

再生産費

簸大冒的睡

埼玉

歳入面

財物

細分牝する

債務償還躍

樹
在留相成る

サイロ

サイン

佑イ白喜一氏

佐伯闘平

素瞬

ききごろ

作業組織

策定

策定する

鑛国

サザエ

正嘉令一

剃し殺す

佐世保

謡扇会

搬影カバン

雑家

雑誌社

察知する

雑踏

佐藤

佑償還

往藤内閥

さます

左Gされ勝ち
左翼集団

サリドマイド

サリンジャー（人名）

サルトル
沢鐵（人名）

爽やか

三一翻謬

盤院選

盤院避挙

三億円

由膝部

三脚

三行

さあくるかつどう一さんぎょう　265

19S6 19？6

玉
！
1
1
1
1
1
1
1
1
三
二
玉
二
三
玉
1
至
玉
1
1
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
《
　
義
　
　

C
　
　
　
　
　
　
A
　
A
　
A
A
　
　
A
　
み
　
　
C
　
A

匿
署
鵠
垂
垂
磁
壁
罐
重
婚
肥
匿
瞥
欝
欝
蹴
昆
計
賂
置
隅
殿
許
駆
馳

H3A　1

Kl　1

Gl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i

1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1

ε
G
響
二
二
K
裟
《
，
民
二
二

1
i
1
1
1
1
1
1
裏
玉
i
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
叢
1
韮
一
2
1
－
1
．
1
－
1
1
王
1
1
1
2
王
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
三
二
1
1
1
1
1
1

サービス　　　　　　　　Gl

サー◎ローレンス・

　　　　　　　オリビエGl
ザイール

在外簡人

再確認する

採決

妻子持ち

燈終二

黒終巨二

丁重要視する

鰻初ずくめ

再処理

簸新

才人

簸新四丁

財政危機

財政的・法制的支援

在中國

裁定

蕎点検

濫発

再反論

再纈成期

裁量

材料自体

サウジアラビア

冴え

佐伯としお

冴え切る
涯塑頁

阪中友久

酒麗

搾取一本やり

酌P晩

作品内

作文

サグレス

サグレス岬

支えっづける

佐々木畦

佐々木小次郎

笹沼源之助氏

ささやか

匙

差上げる

さしかかる

挫折感

雑談する

さておく

砂糖

里煽りする

実山

砂漢

差別する

！罫迷う（さまよう〉

黒山（人名）

佐山完二
左：右いっぱい

騒がしい

三位

糠雨愚

三億

三角会談

三角形

残慮行為

玉
－
ρ
U
K

l　i

H2A　1

Kl　1

E｛IA　1

Kl　1

Kl　1

彗2Al
l・13A　1

K玉　1

K3　二

王
1
1
玉
－
王
王
玉
ま
1
1
1
王
1
1
1
1
王
－
王
1
三
玉
書
－
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
二
王
－
韮
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
A
　
　
　
　
B
　
　
A
A
　
　
　
　A
　
　
　
　

A
　
　
践

玉
1
玉
1
1
1
1
1
三
王
玉
1
茎
1
王
2
1
1
二
王
1
玉
1
1
1
2
1
1
1
3
1
2
2
1
2
2
1
2
1
1
2
2
玉
1
3
3
1
二
二
二
王
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
G
響
響
響
H
W
轡
潤
K
K
K
e
巨
響
W
鮭
疑
轡
民
弱
弱
《
二
二
二
二
響
K
掃
日
脚
H
K
膵
K
K
K
K
X
裟

王
1
互
1
1
1
1
一
二
二
1
1
1
i
2
韮
玉
1
重
互
1
1
1
玉
1
王
玉
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
王
二
二
1
王
1
4
茎
1
二
王
1
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三絃

散見する

三語

参考する

三舎習

さんざん

産児

猛十銭

辮八年度乗客数

三十八銭

三十余年前

三条公等

三升樽

鞍新

藷新奇抜

参する

賛する

三隻

三銭

三千匹

三大方針

三大要務

三百四十余無

三、ooo、　ooo膀
　　　　　（～ポンド）

訓言対

桑港市

散文

三論

辞

詩歌

徒移する

シーり一（人名）

子音

島風

欝欝恒太郎

詩界

市会議員

志賀重昂

四廻上旬

四月分題

厳乎らしい

　　　　（しかつべ～）

二目

二等（じかん）

辞儀

敷居

濁（しきみ）

顔繋

灘各

至愚

死刑

詩形

繁い

私語

自己一儘

支考（人名）

次号

自己敬引

自殺春

Kl　1　1

錘2Al　l

Kl　l　l
諺2A　1　1

鵬Al　l
K3　1　1

Kl　l　l

Kl　l　l
Kl　三　1

Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l

HiAl　1
K3　1　1

K3　1　1
H2A　1　1

H2A　i　1

Kl　l　l

Kl　l　l
K童　1　1

K王　1　1

Kl　至　豆

HIA　I　1

HIC　I　l
K王　王　互

HIC　I　正

K互　1　4
K重　正　！

K1　正　2

Kl　1　2
H2A　1　l

Gl　正　I

K1　1　一

階　1　三

HIA王　互

K1　王　2

K王　1　豆

SVI　1　1

Kl　l　l
Kl　1　王

1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
豆
2
1
1
1
1

3
1
1
1
1
1
1
1
3
1
正
3
1
1
1
1

判
藍
民
K
影
響
毅
K
K
K
K
W
K
K
K
K

HIA　1

Kl　1

1
1
1
1
2
1
1
1
玉
6
豆
2
1
1
1
1
1
1

三十歳

参取する

三首領

三処

参政権

三千万円以上

三大名山

「さん」附け

三党盤協定覚書

山東督軍

三派合圖

駕派合同劇

賛否

讃美する

参謀本部

三本鍬

三枚

三枚襲ね

参列する

史

栞代り

萎れる

市衝

市街

四角

四月廿七H

四月三還

色彩

私議する

敷布盛

時罵

繁松（入名）

茂る

伺候する

自業自得

四国財団

佳事片手

四五日

自己本位

1
1
豆
2
三
豆
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
夏
至
1
1
1
1
重
！
！
－
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
1
夏
至
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　

A
　
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
A
A
　
　
　
　
　
八
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
員

1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
3
1
1
1
2
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1

K
H
K
K
K
K
K
界
疑
K
K
k
κ
暮
駁
註
K
鷲
H
K
W
響
K
K
K
K
H
K
二
日
二
二
W
賢
K
K
響
K
K

産業組合主義　　　　　91A　1

産業上　　　　　　　　Kl　1

産業不振　　　　　　　Kl　1

残金　　　　　　　　K玉玉

懲劇　　　　　　　　K11
姦考　　　　　　　　K11
三十貫　　　　　　　　Kll
三尺四方　　　　　　　Kll
忌十年前　　　　　　　Kll
三樹交契　　　　　　　KI　l

三条正親町家　　　　　唄A1
三琶（さんぜ）　　　　Kl　1

賛成　　　　　　　　Kl　1
山村　　　　　　　　Ki　1
蔑地　　　　　　　　　Kll
三。八　　　　　　　　　Kl　1

三。o　　　　　　　　　　Kl　1

三宝　　　　　　　　　Kll
散歩する　　　　　　　H2Al

山腸（人名）　　　　　Kil
箕用数字　　　　　　　Kll
三四日前　　　　　　繊Aま
サンヨハン社　　　　　縫C1

散乱する　　　　　　　B2A玉

残塁　　　　　　　　Kl　1
三列　　　　　　　　Kl　1
三割三分　　　　　　　覆Al
仕合（しあわぜ）　　　蹴　1

思案　　　　　　　　Kll
ジイ・ケエ・チエスタア

　　　　　トン（人名）Gl　l

　　　　　　　　　　　W3　1

　　　　　　　　　　　H2A玉

しお＼！

詩化する

式

笑談

試験

爾後

事後

時候

仕事服

自作農同定計画

K圭　玉

K玉　玉

K1　玉

K1　韮

Kl　1

K玉　1

H納玉

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
至
王
1
1
玉
3
玉
1
1
1
圭
玉
－
玉
豆

－
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1

産業組合

産業組合中央会理事

産藁資本家顧

姦考文献

三麟会議

三歳

残津

三十五年十一B十五H
三越士

三十二軒

三十薙代

三十万

蕊÷余篇

菱除する（さんじょ～）

山人

山人残後

賛成する

三千七百二十万七千

三rc一一一

三大分野

風・一五事件

山東出兵

三人がかり

蕊年後

拝羽鳥

三三鰻

三七〇頁

三六九

番謀長

茎
－
l
1
1
1
1
1
1

ム
n
Al
I
1
1
1
玉
1
1
1

結
睡
K
K
K
K
K
K
K

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1
｝．12A玉

七百株磁A王

三万五千噸（～トン）

三万坪

蕊四年閣

思案氏

示威

飼育する

ジーヅ

シイナ（翫）

シーボルト先生

し得る

仕送り

仕掛け

士官学校幹箏

子宮発腎不全

詩境

仕切り

仕切りi薮し

仕切る

資金関係

しげ（人名）

死刑執行

死刑四度

繁樹（普逓名詞〉

自国

型置経済論

自己崩壊

地酒

承唆満帆

Kl　王

Kl　l

Kl　i

Kl　1

HIA　1

Kl　1

HIA　1

HIA　1

HIC　1

Kl　1

Kl　1

HIC　1

HIA　i

HIA　1

Kl　1

Kl　i

H2A　1

W3　1

Wl　1
HIC　1

W2　1

Wl　1

1
1
1
1
1
1
王
王
1
1
1
1
1
五
！

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
王
王

弱
目
X
《
響
響
響
K
響
K
K
轡
K
K
K

HIA　1

Kl　1

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
1
1
1
1
互
1
1

語種：　W；和語　K皿漢語　G＝外来語　H＝混種譜（A＝和語＋漢語　B＝和語÷タき来語　C＝漢語十外来藷　D濡麹語＋漢語＋外来語）



産業大学教授

産業的溜在力

産業分野

激在する

三巻

三十一歳

三十がらみ

三週聞

三十度

三六・九八％

三盤

残霧する

三代将軍

三多摩

山頂

惨忍

38i
讃契

蕊再二十五哩

（～マイル）

三着万

三百名

散文的

産別争議

三四度

残留

瞬囲

塩貌村

じか

自塩鮪限定

自覚的体系

四月一臼

自家発展

士官学校事件

志願する

搭蔵する

至被弾

しくしく

至高

事項
Sij、作

自己反省

仕込む

思索

施策

自作兼小作

自作地主

資産

K王　韮

K玉　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

K玉　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

1ilC　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

纈Al
Kl　l

K3　王

縄王。王

K韮　玉

1
1
1
正
1
1
玉
－
l
1
1
1
1
！
三
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
圭
玉
－
l
l

C
　
　

A
　
　
　
　
A
　
＾
A
　
　A
　
　
A
A

l
1
1
3
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
2
2
1
3
3
1
1
1
2
王
玉
玉
l
l

H
K
《
K
K
縄
K
K
W
轡
K
K
巨
財
K
掃
H
K
膵
K
k
鮭
民
望
K
K
H
H
K

1946

1
1
1
五
1
1
1
1
2
1
蓋
ま
2
玉
1
1
1
1
1
茎
1
玉
玉
1
1
1
3
1
3

SANKYO’　S
塗考資料

三時過ぎ

三社藁

三十五銭

三十代後期

三牽万部

三十六、七万

三十六人斬り

塗照する

三代

三反

箪定する

暫定協定

三都

蕊等郵便局畏

三渡目

惨敗

琴蕊oo
三五四

三三鶏票中

三一四頁

三四七

蟹否再論

産別本部

三毛（‘一毛作’）

三文

三役員中

GHQ
CFTC
爺さま

CGTU
ジープ

自衛戦力

自覚的

死活

時間的

字句訂正

紙型

重光外相

重光株

重光全権

露光批判

霊光リス大k
費己嫌悪

示唆する

さんぎょうくみあい一しさん　267

－
玉
1

A
　^
韮
王
－

目
U
K
ロ
目
Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

臼圭Al

H2A王

Kl　l

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

町Al
Kl　1

Kl　1

蹴Al
filA　1

撮Dl
HlA玉

王
－
！
1
1
1
1
歪
1
1
1
1
1
1
ー
ユ

1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
3
1
墨

K
K
K
K
K
G
6
留
G
6
K
k
X
登
霞
村

磁A王

翼1　1

猛1Al

HIA　1

駐IAl

Kl　1

隔2A至

1956

1
1
1
1
1
乏
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
韮
玉
1
正
1
1
1
1
1
1
1
亙
2
1
1
1
1
1
王
ま
重
1
1
1
1
至
1

産藁人

産業都市

凱五病院

三〇キ糠以上

三十分

三一兆円強

三十一年当時

三〇一三五年

三滋年ごろ

三七。一

37．9
三七隼

30出入
三十人

三〇無代後￥

三八

三十八年一月
　　し　　　　ニノ、oノ、

三六年

惨状

由積する

三千億円

塗卸する

三諏印蝿

（さんたんいんげつ）

サンチミリオン

三。九

3．　5

3．　3

蕊。八％

サントリー

三七五

三菖余

鑑六四

三分する

三万五千人

三面

山門前

毒与する

三和銀行

シーグラム社

C校
椎名外柑

ジェームズ。ジョイス

　　　　　　　（人名）

塩入れ

しおき

視鼻

良覚する

4月13H
四月二十二H
四月六、一ヒH

貸家用輩

次窟代理

遣播（じきまき）

時局宣言

輻

死刑囚

死後

思考法

しごき

自己『翅一性

仕事する

K王　玉

Kl　1

Kl　1
1ilC　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　i

Kl　1

Kl　1

Kl　1

議A茎

王
．
－
重
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
K

H2A　1

Kl　1

H2A三

Kl　l

Gl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIC　1

Gl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

H王A圭

H2A　l

Kl　1

Kl　1

田Al
H2A　1

Kl　1

Hlc圭

HIC　1

HIA　1

1
1
1
1

－
l

l
1

6
脚
弱
民H2A　1

1
1
1
1
玉

－
正
1
1
1

K
裟
K
K
K

H玉A1

玉
－
l
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
2

K
K
K
K
K
響
X
響

19S6

i
1
3
玉
1
1
1
1
1
藍
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
玉

1
1
1
1
1
1
重
王
玉
玉
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
I
r
1
1
三
王
1
1
玉
1
1
4
1
2
1
1
1
！

産業再編成

産業資本家

厳業別

サングラス

産軍慮鍛反対

産軍複合体

三献

サンゴバン。原子力

讃辞

三重

31
三十五年春

嵩瓢％

三十七歳

三牽前後

三十代

三十四力罵

山水画

酸素

三一一ヵ所
　　　よ
二＿ノ、

三四八

サンファン（地名）

サンプル逮捕

産別会議臨時大会

産別民主化同盟

産別畏同

散歩短篇

山野

三睦海摩

仕上げる

シアヌーク

CIA

－
王
3
1
1
1
王

K
K
K
ρ
じ
駁
K
K

Hlc玉

Kl　1

Kl　1

K！　1

HIA　l

H玉cl

Kl　玉

Kl　1

Kl　1

KIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

HIA　l

Gl　1
1ilC　1

Kl　1

1
1
1
1
1
歪
1
1

難
匿
段
濫

CIA外國要人確殺謎画
　　　　　上院報告轡HICI

SEEC一丁
　　　（シークティー）　61　1

C5A
椎名工作

椎名副総裁

ジーメンス社

運院化する

シェア

シェア拡大

JGS司令部
壇

壌浜（地名〉

司会

自戒

し難い

四月六日

しかめる

時間切れ

時間軸

時間待ち

子規（人名）

次期対濾鴫戒機

時空

仕組み

鵜戟的

資源外交

試行錯誤

真向しはじめる

霞贔民

自己簸虚言己録

自己自身

自己喪失

自己陶酔的

司祭

霞作する

田cl
UIA　1

HIA　1

HiC　1

H2A　1

G1　玉

HIC　1

厳IC圭

－
1
1
1
1

1
1
1
1
◎
0

脚
軒
民
k
轡HIA　1

響2　1

HIA　l

K1　蓋

鮭IAl

Kl　1

K正　1

Kl　1

罹　1

K3　1

K1　玉

Kl　1

H2A　1

－
三
三
1
3
1

起
K
K
K
K
K

E2A　1

19？6

1
圭
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
重
1
1
2
1
1

1

2
1
1
1
1
1
玉
－
l
1
1
1
1
正
1
三
1
1
1
1
1
三
－
玉
i
1
1
1
！
1
1
1
1
1
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弐鎌（じし，地名）

史実

子欝

詩趣

聴日

時習館

私心

至心
繁多けさ

｝淺漂（地名）

子声

2桑川（地名）

慈善

自然科学上

自然主義

自然暴論

慈回する

地蕨詣で

自他

岡か巻（したたか～）

香鼓

事端

七晴

七十五銭

七五四五

七三八九

七二贋〇

七二六三

自治翻体

七弐弐番

七八

七八÷銭

七八種

七糞本以上

思潮

自重自愛

鐵町村長等

実益

笑薇

実業

日月星展

実験

執行

実事（じつごと）

執達吏

疾病

実用童義

失恋

詩的才能

死的物質
災i窺青年

しとやか

品川弥二郎

盤景人的根性
凌ぐ

暫し

司馬子長名山蕨書歌
芝増．と寺

市費

死物

詩文

詞口

絵比利亜鉄道

王
1
三
互
1
1
1
王
i
1
1
至
王
王
1

K
X
K
K
K
K
K
K
W
W
K
K
K
K
K

疑1Al

弩2Al

HIA　1

Kl　至

駁　童

町　1

Kl　1

Kl　l

Kl　i

HIA　1

K重　正

日1森韮

1
1
1
1
1
亙
－
玉
1
1
1
！
一
正
－
王

民
K
K
毅
K
K
K
K
K
民
κ
K
K
K
K
K

liIA　1

Kl　1

Kl　1
K！　正

K豆　1

K1　正

K1　王

K王　1

昭　1
｝｛IA　1

Kl　1

囎　1

鴨　3

Kl　正

HIA　1

Kl　1

Ki　l

K韮　1

組　1

歪
1
1
1
1
！
正
1
1
1
1
1
重
歪
三
王
1
1
1
三
1
正
1
1
1
里
正
1
1
2
1
1
互
隻
1
蓋
1
2
2
3
互
1
1
2
1
1
1
1
2
1
王
1
1
1
1
3
1
至
2
韮
ま
一

死麗窮骨

氏自身

爺婆

銭汝

死傷

思情

國条派

私娼撲滅

自傷録

辞職

自尽前（じじんぜん）

紫震殿

死する

蚕誠

自然描写

詩題

下唇

下調べ

認める

｛±iZてる

下谷一三九番

七月三十日

自治行政

七十幾歳

七銭

自治団

実況

実質的閥係

炎脅する

室内

詩的

琵当

市内薫る斎

支郡人晟

支那政界

支那動乱

支那内乱

しなび掛る

死に得る

死支度

忍び足

芝（地名）

止兵

至便

志望者

仕舞込む

1
1
1
1
1
1
1
1
轟
－
玉
1
1

K
K
響
K
試
K
K
K
K
K
K
K

｝｛2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　王

凱　l

W2　1

W2　1

HIA　1

K王　1

組　1

HIA　1

Kl　1

Kl　夏

K三　1

K1　三

M2A　i

Ki　王

K3　1

K3　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
騨2　王

響2　1

茎
－
三
一
－
三
王

A

望
五
1
1
藍
0
0
1
2

口
洞
㎝
胃
響
《
冠
K
響

1　時事問題
2　藷諭する

i　次条

1　四条河原

1　私娼検挙

1　私娼箏犯
1　静（人名）

1　紙数

1　購子

1　しず子

1　鎮まる

1　資する

1　辞琶

1　時勢遅れ

1　時津再

1　思想混乱

1　思想分解

1　地代
1　認（したため）

1　下働らき

1　七・o粁／秒
1　七年

1　市町村

1　牽ケ月前金払

1　失業
正　実際上

1　実際的
王　質素

1　失脚
三　失当

1　失覆する

1　実務

1　自邸
1　指定する

1　支碧
1　支店畏夫人

1　露動化する

1　単動鄭

1　支那軍

2　支那くんだり

1　支那産業

玉　支那英人

1　死に絶える

玉　地主階級

1　凌ぎよい

1　支配階級側
　　支醗地

　　司馬灘

　　師父

　　繭暴利出征

（シベリア～）

私法上

私法的

凋む

しぼりとる

資本家踏級

資本家地主側

資本主義国

資本主義制下

資本蓄積

終い（しまい）

K玉　1

1i2A　l

Kl　l

H玉A王

K茎　1

K玉　1

躍　1

K1　玉

購　1

蟻　圭

W2　1

B2A　l

Kl　1

磯A1
縫A1
Kl　1

民1　1

Kl　1

暇　1

轡玉　1

玉
1
1
1
1
王
－
I
1
1
王
玉
1
1
1
玉
三
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
玉
茎
－

玉
三
1
1
1
王
3
3
、
1
3
2
玉
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
2
匪
3
1
1
1
1

H
K
K
鮭
K
K
K
裟
K
K
H
K
裟
疑
K
K
姻
K
瓢
鮭
K
K
聡
鐸
轡
鮭
K
K
駁

2
1
1
夏
1
1
3
2
2
1
1
1
1
玉
三
1
1
1
1
1
！
1
1
1
2
1
王
藍
1
1
1
圭
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
玉
王
1
1
1
1
3

HIC玉　l
K王　1　1

K3　1　i
W2　三　1

W2　1　1
繊　1　2

阻Al　l
Kl　l　l
K王　1　1

Kl　l　1
轡1　3　4

使奢

四十有七入

私娼部隊

指針

隣雄（人名）

侍する

自然哲学

思想家

思想傾向的

姿態

次第幽々

地代収得番

しだす

したsる
下谷（地名）

七月七ヨ

七月二十四日

目二％

支柱

じっくり

鋳込向う

実験倒集

執行機関

実瞭政策

実子

実質上

実羅

実生活

実践哲学

質的

草蝦する

師弟

指導下

仕止める

市内

支那測

支那経済醗究

支那経済論

支那翻家

支那マルクス学徒

支那問題

鏑（しのぎ〉

自発鵬÷画

自卑

しぶき

ジフコウィッチ将軍

渋好み

渋沢（人名）

自分臼身

自分持ち

毒竣直鍛

資本家たち

資本主義以前

資本捌的エクスプロイ

佳舞頃

島崎藤村

1
1
玉
1
1
1
重
・
重
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
＾
　
　
　

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
n
島
（
ρ
V
　
　汽

1
1
韮
1
1
2
豆
1
3
1
3
1
2
2
1
1
1
1
1
3
1

K
H
K
K
響
H
K
K
K
K
K
K
膵
騨
響
H
H
H
K
絶
目

Kl　1

K玉　l

Kl　l
K王　王

Kl　1

Kl　1

K1　互

Kl　1

K3　i
lj2A　l

Kl　1

Kl　1

W2　1

Kl　1

i撚重

K王　1

維　1

Kl　1

HIC　1

Kl　玉

響1　1

Xl　1

Kl　1

畷　1

H韮c1

響1　1

Wl　1
日差　1

H豆汽1

K玉　1

琵1Al

Kl　1

テイション纈Cl
　　　　　Wl　1

　　　　　HIA　1

1
1
1
互
1
1
1
i
1
圭
1
1
1
！
王
1
1
1
重
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
3
王
1
1
1
1
2
1
王
美
1
1
互
1
1
2
1
王
1
1
1
1
互
1

（シベijア～）　頃C　1

掌母

資墓

四方暗礁

資墓材幹

圏方三間余り

字母中

－
互
－
韮

1
1
1
1

K
K
K
K

H正A玉

K王　1

語種：　W需和語　1〈　＝漢語　G≒外来語　疑＝混種語（A＝和語÷漢語　B＝和語幸外来語　C罵灘吾十外来語　D謹租語牽漢語十外来語）



旛示

鱗々畷

指示する

死守する

辞臓する

支持力

詩人的菱想

市鰯

自然科学噺

自然的

自然法

自然法的絶対性

使嚇（しそう）

思想的藷礎

親しみやすさ

下準備

下横目

笹野（人名）

七二戸

七六戸

七千

七名

失業救済蜜一

失藁する

失寒対策

失業問題

失敬

実際三二家

実際問題

実質的不平等

実質個個

実質優秀

失地団復要求

執筆

指定衝格下

私的利益

號騰

指導原理

指導方針

しどろもどろ

支那事変

死にかかる

地盤兼自作

地主的土地所有

芝鑑街

支配会社

支配的勢力

芝公園

紙片

事変後

司法行政

思慕する

資本主義国家

資本主義社会

資本主義世界経済

資ホ総計

資本網

Kl　1

Kl　1

H2A　1

H2A　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K3　l

Kl　1

1
1
1
1
1

　
　
　
　
A

－
」
－
王
1
1

K
K
K
響
掃 1

1
1
1
三
6
主
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
至
－
三
二
韮
1
1
韮
－
粟
－
玉
韮
二
二
1
1
1
1
1
互
1
1
王

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
＾
＾
　
　
ム
π
　
　
　
　
A
U

1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
3
1
i
1
1
3
1
1
韮
1
二
二
1
3
1
2
1
玉
玉
1
ま
1
1
1
1
2
豆
！
1
二
二

時
時
X
《
K
疑
《
縫
《
旧
時
駁
民
裟
《
K
K
K
K
K
K
K
K
騨
軽
響
H
H
H
K
経
輔
X
裟
K
匪
K
K
K
K
K

1946

2
1
1
1
玉
1
1
玉
夏
玉
3
1
1
1
1
1
－
1
1
玉
二
二
2
1
1
二
二
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
！
1
1
1
1
1
韮
2
玉
2
1
王
2
1
1
1
！
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子女

施設

事前

自然的世代

思想教膏

思想の科学研究会

地代値上げ

師霞撮

七fi　9

七月三牽～日

七十周隼祝賀会祝辞

七十五匹

七、八百万鍔

実感

質疑慈答

失敬する

失需

実栂

しつづける

湿穣

執筆瞳

失望し始める

実務家

実録

幣原（人名）

i旨導重勺政治家

f旨導的ま也位

シナリオ。ライター

シナントSU・一プス。

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
韮
一
重
王
韮
1
1
王
－
韮
韮
－
韮

ム
昌
A
蝕
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
A

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
互
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
ま

H
匪
K
K
民
K
K
K
K
K
H
K
K
Ψ
K
K
暮
K
K
響
K
K
G

ペキネンシス儀
死に口

耳漂

支部委鼠長

島（人名〉

姉妹

志麻子（人名）

王
1
1
韮
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

G
樹
《
裟
樹
裟
暫

1956

1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
1
玉
！
1
2
1
1
2

支待し纒る

自主独立

地膿i観測資料交換

静かさ

沈める

賜姓

施政樒下

施設整儲

施設能力

農然現象

私大

自体

死体血

箏大主義的傾向

時代内檸在

舌打ち

下半分

自治会

七月二十六日

75．　5

75．　0

77．　5

77．　0

72．1
78．　〇

七六

七千三菖億円

7．　〇

七等級以下

七～八O％

7分3繧
自治骨抜き

質麗爾己

市長

視聴する

自署的

視聴率

実旛

失する

実態
一一一Z・九
実用的

鮨摘

捲灘工作

捲灘者たち

自動二輪毒

死人

自認する

篠原一丁

柴繊道子さん

支払い

支払利口

支払う

辞表

嘗物

死亡譲徽

死亡する

資黍論

姉嫁品

H2A　1

Kl　1

Kl　1

1
1
玉
－
豆
1
1
1
1
1
1
1
1
五
1
1
1
圭
－
王
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

豆
2
1
互
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
王
1
1
1
1
1
1
1

脚
響
K
K
K
K
民
R
K
K
K
K
脚
H
K
K
K
K
駁
K
K
k
X
裟
裟
裟
経

Kl　1

HIA　1

！
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
i
！
－
玉

汽
　
森
　
　

A
　
　
　
　
＾
　
　
A
A
　
　
A
　
　
　
A

1
1
2
3
韮
1
2
1
1
3
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
2
豆
1

H
K
H
K
K
K
暮
門
口
《
K
K
H
K
K
難
暮
響
響
琵
判
K
K
K
H
K
K

1966

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
－
互
1
藍
豆
1
王
1
3
1
1
1
1
1
2
隻
1
2
至
1
3
1
1
1
1
2
1
玉
1
王
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1

資産心隔闇

黒梼政党なし灘

自空規麟

支障

市堀闘掘努力

史上鍛短

帯場地価

支持率

地震予知

しずさん（人名）

時鯛

自説

施設管理

自然科学的法則

自然条件

騎二丁灘

思想’76
持続

時代背畏
七月

七月二十七H
七月初め

七月三日午後

7鴉
七五年九月二十三臼付

七三年八月

七〇焦

思醗鷺山二月工十八日

七÷四歳

七千七頁人

七隼闘

失業者増大

実在する

実質的妥当性

実証研究

執筆巻

実務派

執拗

実用園

実用的思考

質難ヒ

実力春

幣原馬丁郎

霞転事

自動車重酒税

捲導性

二三禰

シナ商人資本〉

シナリオ

死に方

辞任

地霧三悪農勢カ

ンヌへ（人名）

支配的

支配的ブルジョアジー

支配身分

芝生

支払い逓延

司馬遼太郎氏

自費出版

時単
二寺篇

寺宝

穣沐集中

資本虫義諸願

錨鋳折江適稿

K1　l

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

K圭　l

Kl　l

K玉　1

脚1　玉

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

組　1

織　1

綴　1

Kl　1

Kl　l

K三　王

1
1
二
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
二
二
二
王
1
1
王
－
二
二
1
1
1
1
1
1
1
玉
王
－
ま
1
1
1
1
1
1

A
A
　
A
　A
A
　
　
A
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
A
　
C
A
　
A

王
1
二
王
1
1
1
1
1
1
1
2
1
王
1
圭
3
玉
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
3
1
三
玉
1
1
1
1
1
1
1
王

経
隔
K
踊
二
二
二
二
二
二
K
暮
K
裟
K
K
K
K
K
K
駁
彗
k
に
二
股
裟
G
W
裟
H
G
裟
H
H
誌
面
K
杖
《
K
X
X
k

li1A三

1scS

！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
蓋
二
二
1
1
！
1
1
1
1
圭
玉
二
王
1
1
1
1
二
二
！
1
玉
！
1
2
1
重
1
豆
1
！
重
3
1
二
二
三
三
玉
1
3
1
1
至
1
玉
1
2
1
1



270　単年度語彙表

晟地黙雷
漂罫7歪く　（普通名言司）

市民大会

下田歌子女史

童部（しもべ）

社会改良家

社会研究

社会上

社会側面観

社会的人隅製造
相：会風尚

社会畏童的傾向

弱点

酎婦芸娼妓

社交

辱実小説

惹起する

三味

重位

衆議醗

十九世紀文瞬

十九世紀宋

醜業婦

宗教法

終局

自滋港

聚古十種

十三巻物

十三四隼前

舟揖（しゅうしゅう）

修辞論

終生

執戴立

執着する

十二月発行

住人

召韮Al

Wl　i

K1　韮

HIA夏

！Vl　l

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
！
1
王

K
レ
へ
K
K
レ
氏
K
K

｝］2A　1

茎
玉
王
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
K
裟
κ
K

ljlA　1

illA　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

組　l

H2A　1

Kl　l

Kl　1

19e6

玉
豆
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
2
1
1
韮
重
2
重
2
互
1
2
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2

属原騨

死命

耳憲

指§する（しもく～）

社会一一般

社会体

写真的

謝絶する

邪魔立てする

秋気濤爽

集金委託料

十九

農密裁燈

秀出

秀出する

柔噸

璽職

重大事件

鞭断ずる

鰹道尼

拾弐銭

十二人

重任

Wl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

－
玉
O
J

K
K
K
H2A　l

H2A　l

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　l

K3　玉

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

K1　玉

Kl　1

Kl　玉

1916

1
1
1
1
1
1
1
¢
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

市民階級自身

市罠櫨

地函

霜子（人名）

下手（しもて）

社会化

社会踏級

社会学会

社会学研究会

社会学原論

社会群

社会現象

社会雑誌

社会主義的

社会人

社会心理

社会生活関係

祉会的効果

祇会的自由

社会的条件

社会的趨廟

社会重連型

社会任務

社会民衆

しゃがる

趨

杓子

若年

翻多

日修消費

社寺潔行所

趣意

憲因

十一時頃

秀英舎

十九世紀法

自陣競争毒義

一五・七・二三

十四五歳

十七年販

十乗

就職する

終身

録する

宗制寺法

十年壱月四日夜

宗派

1
1
1
1
1
1
1
1
藍
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
茎
三
王
1
1
1
1
三
1
1

犠
畿
蓬
匿
匿
匿
艶
渇
匿
匿
M
離
礁
欝
欝
欝
欝
滑Al
Kl　1

Kl　1

1
1
1
玉
茎

1
1
1
玉
－

K
K
K
K
K

日2Al

K玉　1

H2A三

Kl　l

HIA　l

Ki　1

IS26

1
1
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
圭
王
3
王
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
玉
茎
1
1
1
1
1
1

島穣日出夫

蝿中（人名）

しみ込む

濤水（人名）

溝水町

清水次郎長

濾水宏

しみったれる

事務所

締め込み

摺（しめす）

しめつける

下田附近

指紋

社会思想

社会主義的大衆

社会情勢

社会生活

社会政策的方針

社会麟

社会秩序

社会的認識

酌婦

借用する

謝罪

シヤスボー銃

社畏さん

ジャリー（人名）

砂利場当時

シャンシャンシャン

獣医

十一園

十月九H
上層

自由競争

十五六時問

自虫主義

自由主義逆襲

自由主義的転化

集積

鰹造

璽総

量蔵

従属的地位

集大成

集団的

董恥感

終点

十二R
十二回目
十二魯

十二箱

十年聞

田　1

Wl　1

W2　1

Wl　1

HIA　1

H1汽1

躍　玉

W2　l

K王　1

躍　韮

W2　1

W2　1

HIA　1

K1　王

Ki　l

Ki　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　i

K1　至

Ki　l

K王　三

li2A　l

Kl　l
lilC　1

織Al
Gl　1
filA　1

3
1
1

m
胃
K
K 1

1
1
1
1
1
互
一
1
1
玉
茎
－
韮
ム
玉
1
1

A

1
1
1
1
1
i
1
韮
玉
王
1
三
1
3
1
王
玉

鮭
裟
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

HIA　1

K三　王

H王Al

Kl　1

1g36

1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
王
1
1
1
1
2
1
1
1
1
ま
二
三
1
1
1
1
韮
3
1
玉
2
1
2
1
3
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1

語種：　W瓢秘語　K＝漢語　G：外来語　K＝混種語（A鷹稲語＋漢語　B＝秘語＋外来語　C＝漢語＋外来語　D：和藷÷漢語＋外来語）



下許武兵衛（人名）

社会階級間

社会科学者

社会構成

社会空義者

社会的政治家

社会内部

社会不安

しゃがみ込む

癒間（しゃかん）

借家往居

遜箇（しゃこ）

車内

ジャワ

上海日日萩聞

衆

重圧

修学しえる

十月事件

十月二十二日

周期

自由競争経済

宗教的権威

重慶

襲撃

終結する

集合

集合する

十五羽前
一振隠沼煩

十七年間

自由主義的干渉主義

重王春

十全

従属国

蟹大意剛

志［彊的利益

十二月九日

十二月十六日

十二万
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HIA　1

Kl　1
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昌
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K
K
K
膚
K
H
K
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G
黙
K
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K
K
K
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H
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擁
駁
K
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K
民
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X
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1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
1
1
2
1
1
1
1
玉
玉
玉

自民党総務会

事謬握

下田（地名）

霜山徳爾訳

社員

社会主義改造

社会主義協会

社会主義国家

社会的義務

社会的指導力

社会党支持

社会理念

邪教

釈放要求

社交界

写翼集

ジャズ

二二連中

二二する

ジャン◎ドラノワ
（人名）

ジャンバー一

十一月初め頃

十一時十五労発

衆院平和条約特別委

十円

十月革命

十月末

遇刊朝H
従業員

宗教闘争

十五日諜議

十五年間

十五馬力

十五ボンド

十三B
叢叢

自由樗校団

自由諸國側

十時四牽勇頃

十数年来

餐籍する

重大警告

二大諜議

二上化

自由党四

十工，q

十二時少し過ぎ

十二年間

十二哩（～マイル）

就任

集電人

燈　i
K王　蓋

朕　1

巨lAl

Kl　1

Kl　1

燈　1

K！　韮

Kl　l

Ki　l

K1　韮

K王　王

Kl　i

Kl　i

K王　王

K圭　圭

Gl　1
Kl　韮

H2A二

王
互
－
1
1
1
1
1
1
1
王
－
韮
－
王
1
1
1
玉
－
重
！
l
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A
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A
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圭
1
1
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重
王
i
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1
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G
G
H
K
K
K
K
畦
鮭
K
民
裟
K
K
病
K
K
K
網
H
K
H
K
K
K
K
K
匪
K
鮭
民
K

1
1
1
1
1
2
1
1
互
1
1
1
1
1
2
1
2
1
2

1
4
1
1
1
王
1
1
玉
玉
玉
1
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
1
王
1

市残

亘理党総裁再選

事務化

紙面づくり

三聖発言

下村寅次郎訳
ジlj一ティン。マセソン曾アンF・

カンパニー・サミテッF

ジャーナリスト

社会開発

社会科学者一般

社会経済簿渡

社会経済的意味

社会童義経済

社会主義農業

社会進化論

社会地理

社会的課題

社会的消費

社会的自任

社会内葎在
？±会保瞳

ジャカルタ（地名）

借家

写実性

社説

社長窺

社愚闇言

シャトル産業

シャトル屋さん

ジヤバン

斜諏

砂利トラ

上海共産党

11．3 （11月3B）
11％
一一ｵ、蕊oo
十一歳

十懲

十月三日

loelo

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

HIA　1

HIA　1

Gl　1

Gl　1

Kl　1

滑　1

Ki　l

Kl　ユ

轍　1

Ki　1

Kl　l

Kl　l

Ki　1

Kl　王

K玉　1

Ki　l
K王　王

Gl　1
経1A　1

UIC

EIB　1

Gl　1

Kl　1

卜llcl

HIC　1

HIA　1

膨llC　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

＃IA　1

1
1
1
1
1

　
　
　
　
C

1
1
1
1
1

裟
一
口
裟
“

（10月10ヨ〉へ｝｛IA　1

十九世紀以前
一一縺Z、四〇〇
自虫経済

銃剣

一五・四％

十五万石程度

一一�Z、　～o◎
衆整爾院

自由自在

童視する

一一ｵ・二％
十七年

糞虫主義経済

魏状

重症身心障害児

就職

修正主義轡

鰹正目義的

従前

住宅公闘、

住宅難

住宅問題

住宅問題解決

住地

集中的

十二時過ぎ

一二・五％

十倍近く

Kl　1

橿Al
K1　韮

K1　玉

H玉C韮

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

fi2A　1

群C1
Kl　l
K韮　玉

K玉　1

Kl　l

K至　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

組　1

Kl　l
K玉　玉

K3　1

HIA　1

HIC　1

HIA　1

1
1
1
1
1
1

1
1
二
二
玉
1
二
二
1
韮
1
1
互
二
王
1
1
蓋
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
圭

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
！
l
1
1
1
1
1
2
韮
玉
上
1
1
1
1

溝水徹

帯属会館

自属党鰻大

自民党総裁選決選

自民党内

職属党雨院議員総会

市民福祉

事務的

しめくくる

示しあう

自滅する

下問空押（人名）

社会型策

社会資本

祇平字義漣動

社会叢義目命

社会霊義者党結成

祇会主義的事物

社会旧劇

社会的弱者

社会党市日

じゃがいも

釈然

謝罪する

射殺する

JAPAN　AIR
　　　　　　LINES
喋る

社名

ジャリ仲間

jAL
±海台

銃

十一

十一時半

周愚来

自由化

十月目JH
運剃臨メディア

什器

宗教的対立

宗教的・政治的隠遁春

宗激問題等

墾盤事件

十五世紀

一五万ドル

窪きん

十三陵

17
充実醸

自磁霊男体舗

銃声

十三大会

周総理

終息期

住宅団地街
≦艇冠】的トロイカ型

死点志向する

一：対三二

執念

十年前

躍　1　玉
K玉　玉　玉

K3　玉　1

K1　玉　1

Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l

K3　1　1

W2　1　1

W2　1　1
H2A　1　1

HIAI　2
Kl　l　l
Kl　l　l

Kl　l　l
Kl　l　l
Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l
Kl　l　l

Kl　l　l

HIBI　2
K3　1　1

ti2Al　1
H2A　1　1

Gl　1

W2　2

Kl　王

HIA　i

G王　l

H玉cl

K王　1

Kl　l
Kl　．l

Kl　1

Kl　1

Ki　1

磁C正

Kl　1

K玉　l

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

111C　1

経iAl

機　1

Kl　l

K玉　l

Kl　王

K1　玉

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
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1
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5
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圭
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
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王
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毒虫残権論

修養

修養する

獣欲

十里

石塁四方

修理する

鼻聾

主観毒

虫観的傾向

縮少し得る

熟睡する

宿する

株守する（マ、）

シsuスrr・一ウスキー

主想

手足承響

Kl　1

Kl　1

H2A　1

K互　！

Kl　1

K互　1

i．12汽1

K玉　重

KI　蓋

Kl　韮

H2A　1

H2A　1

H2A玉
｝｛2A　1

Gl　1

シュスローウス午イ夫婦｝｛ICl

　　　　　　　　　　　Kl　1

　　（しゅそくそうが）
術

出火する

出家歌人

出精する

出没する

頚髪（しゅはつ）

三｝三畏政治

酒類業巻

手練

瀞花秋月

純客観詩

遵守する

順々

準締させある

曲線（じゅんぼく）

春陽堂

駈銅

飼養

技葉

小亜細亜

上衣

上帯鼠鳴

条下（じょうか）

将棋

小群由

浄業

商工業

証左

少佐

生じ来たる

成実（じょうじつ）

焼失年代

乗東賃引上

野史嘘（しょうじv））

召集

成就する

朗詠（しょうじょう）

鴬食

浄尽する

常設会議

少壮詩人

昭帯

情的

唱導せられある

生得

論読

聖徳太子

上品

勝負事

少部分

上方

絶　I

KI　1
i｛2A　1

K正　1

H2汽韮

H2A　1

Kl　1

躍　1

K三　正
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K1　正
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夷
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上
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消
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障
正
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上
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糊
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小
小
唱
消
小
商
招

K3　1

Kl　1
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豆
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璽要関係

十四年度予箪

ジウル・ベルヌ（人名）

酒宴

霊客

主激長

宿願

酋肯する

偲者

出火

述斎（人名）

述斎先生

出斎

出来する

出立点

出版轡籍

1
！
夏
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1

1
1
1
寸
ま
1
1
1
王
1
1
1
1
1
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＾
　
　
　
　
　
　

A
A

玉
1
王
玉
1
1
1
．
2
玉
玉
玉
1
1
2
圭
玉

K
経
G
K
K
K
K
．
H
K
K
K
K
K
漏
漏
K

シュヴァリエー、

　　　レギュリエールGi
面出両端

趣味画肌

手占立

読（人名）

純金

春秋

愚

状

嬢

k演匿録
情誼

上級団体

商業都市

消極財政

将軍職

条項

詳細説明書

城主

招ずる

ノ1、説らしい

装束

小事

常套

常嚢的観察

少隼時代

少庫たち

紹巴（人名）

紹繊先生

消費組合

成仏する

陣壁全部

譲歩

国防隊

正味

1
1
1
1
1
玉
1
1
玉
算
1
1
1
1
1
1
1
1
1

王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
王
王
玉
1
1
1
1

G
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
翼
K
民
K

H2A　1

H3A　1

Kl　1

K1　玉

K3　王

Kl　l

Kl　l
liiA　1

Ki　1

織　1
1ilA　1

縫2Al

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
玉
玉
玉
圭
玉
藍
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
1
2
1
2
1
1
1
1
1

牽八期

璽役型

÷余篇

十割歳

十四歳未満

十六期

宿駅（しゅくあ）

宿駅

祝賀

粛軍

総冊版

宿愈

祝する

講正選挙

童霧

手抄

主張爽現する

出演

出色

出盧不良

出版麗

密要績］体

主力艦問題

樹齢

徳環

顯壷

網さん

春天腿

雛備期闘

俊敏

春葉（人名）

蒋（人名）

小異

浄化

蒋介石氏

消化醜棄

消化不良性

条規

小気孔

商業英譜検討

商業通f言墾考書

証券界

商号

小国

城砦（じょうさい）

蒋氏

称し得る

矯田

頭習性

常習犯

証書

上製

常設館

省三（人名）

招待展

冗談

招致委員会

冗畏

構劇的感覚的方面

承認国

常任理事

商売人

窒欄難防

（～ちmpっちょく）

滴費手段

消蟹的生活者

商品生産社会

承服し得る

滋獲分

簡法

Kl　1

斑A韮

K玉　玉

H韮A玉

群A1
K1　王

縦　1

Kl　1

織　i

K三　叢

K王　1

綴　王

王
1
1
1
1
1
1
1
1
王
三
王
1
1
1
1
1
1
！

A
　
　
　
　
ム
q
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
A

2
1
1
1
2
1
1
3
1
1
1
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暮
K
K
k
巨
K
K
K
H
K
民
K
裟
民
謎
K
K
K
K

Kl　1

K玉　1

Kl　l

K1　玉

Kl　l

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K夏　1

K1　玉

K1　玉

l12A玉

1
1
1
1
1
1
1
1
3
王
3
1
1
1
王

K
K
k
K
K
K
K
K
K
衰
耗
民
K
K
鋭

Kl　1

瓢　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
重
1
1
韮
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

玉
1
1
1
1
1
1
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1946

十八名

自由平等

璽要秩序

業余年前

十四名

ジュール・ミシュレー

　　　　　　　（人名）
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線
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す
　
里
下
　
す
す
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す
　
理
　
　
輸
鎌
　
す

罪
派

賄
聡
正
命
権
権
工
剤
子
叢
々
食
体
体
認
芸
所
征
張
備
要
立
間
麺
小
憩
支
三
則
盧
雲
化
官
吉
翻
級
極
財
叢
誌
地
往
集
述
緒
群
盗
躁
奏
二
二
縦
隔
渡
凶
聞
脳
農
品
目
報
亡

収
守
粛
軍
主
潮
手
ま
種
乙
種
主
峯
主
出
徳
出
出
出
守
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樹
瞬
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誌
純
準
論
議
準
浄
消
小
庄
焼
上
消
小
奉
上
小
小
小
上
篇
少
幕
軍
上
灘
焦
小
胆
譲
衝
二
棟
小
商
小
情
焼

Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l

HIAI　1

－
豆
1
1
1
1
重
l
l
1
1
1
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1
1
1
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1
韮
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王
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1
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玉
1
3
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三
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1
2
2
玉
1
！
2
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G
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
k
K
詫
k
二
二
X
裟
×
翼
K
K
H
H
K
K
K
K
K
K
区
K
K
K
k
民
二
二
鐸
判
K
K
日
K
K
K
K
H
H
K
K
K
H
K
K
K
K
K
K
緊
詳

1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
三
1
1
二
王
2
二
三
2
1
互
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
二
二
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
玉

十八

十番

十万分（「～の一一」）

就嘱する

量要火急

量要任務

終了

従盤だ

儒教的名慰気取り

祝賀会

粛溝

主張性

出願する

出身母胎

出板部

出兵する

主任

首脳部

需要期

主要任務

主要巨的

准尉

春季闘争

純理

陣害

小学

償還

上気遺

証言する

常識上

焼失する

勝者

少女

小選挙区
小選挙匪ζ鱗

小選挙区懸実現

小前本

篇壮気鋭

招待する

松竹

小中学校

焦点

焦点的

商取引

消費

筆写（マ、）

1956

Kll　l　周波数
Kll　l　周波数問題
K1　1　　1　　一ノ、％

H2A　1　1　周辺地域

K31　夏　織辺諸国
Kl　1　1　自由民櫨

K1　1　1　自由艮権運動

K王　i　3　住昆自身

磁Al　1　集約化
Kl　1　重　集約網構造

K王　1　正　集約農法

K1茎　1　収用法
＃2A　l　　　l　　一四．二

Kl　1　互　一一六％

Kl王　1　需給
K2A　1　1　儒教経典

Kl　l　l　修業する

Kl　1　2　塾生
Kl　1　1　宿命

Kll　l　熟練
Kl！　1　取樗する
K1　1　1　受罪する
K1　1　2　受益設備

Kl　l　l　受僧料
Kl　互　1　受精

k11　1　受精前
K！重　1　受注量
K1　　1　　1　　出多島歌考三

H2A　1　2　出場する

Kll　l　出身
H2A　1　1　出張

Kl　1　1　首都
K1　1　1　主導櫃
K1　　1　　1　　受動窃勺

KI　l　2　ジュネーブ協定

Kl　1　1　主婦
Kl　1　2　主役
K3　1　1　受容
H2Al　韮　需説諭起案
Kl　1　1　樹林
Kl　　　l　　　　1　　　暴言舌器

Kl　1　1　俊士
K3　　1　　　1　　豪二丁染観念

HIAl　1　づ麺難ずる

Kl　1　王　紹介

K31　王　傷害
　　　　　　小学6薙生

　　　　　　昭31

　　　　　　昭39
　　　　　　f醐二

　　　　　　症状

　　　　　　止揚する

　　　　　　上中下

　　　　　　小頭児

　　　　　　昇任する

　　　　　　消費圧力

　　　　　　小暇出

　　　　　　小封

　　　　　　欝籔的連結

しゅうはすう一しょうみする　273
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圭
圭
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
3
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
正
三
1
2
正
1
1
正
至
1
葉
1
玉
1
1
1
正
1
正
1
互
互
1
豆
豆
正

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
玉
1
ま
1
1
1
1
1

　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
C
C
　
　
A
　
　
　
A
A
　
　
　
　
　

＾
　
　
　
　

C
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　^
　
　
＾

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
三
2
1
1
1
1
3
1
1
王
至
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
韮
2
玉
1
玉
1

K
K
謎
K
K
K
K
K
K
K
K
K
鮭
H
K
K
H
κ
裟
裟
縛
H
k
K
K
K
K
K
錘
K
裟
裟
裟
裟
H
K
K
K
K
K
K
誓
K
擁
純
減
X
κ
K
民
K
H
K
K
H
K
K
K
K

下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
由
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
カ
　
　
　
　
　
　
る
　
氏
る
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
理
　
　
遺
　
　
　
類
　
ン
盤
　
　
　
る
闘
る
　
　
派
宗
員
問
　
　
　
　
　
　
理
る

年
告

蝿
嚢
六
墾
泊
語
灘
従
相
相
態
淺
髄
榔
謝
藩
籍
　

尉
外
轄
撫
久
薄
金
讐
皇
欝
欝
酒
旗
鶏
群
潔
勅
額
無
難
提
鞘
蝿
難
欝

÷
周
裸
線
十
主
授
宿
主
守
細
蟹
首
首
首
主
鱗
虫
出
潤
巡
謬
純
艦
艘
響
章
抄
少
叢
生
域
商
上
承
商
消
轡
型
上
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灘
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華
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経
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組
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殿
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M
盟
町
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殿
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殿
殿
黒
総
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Kl　1

K王　玉

K重　玉

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

HIC　1
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1iIA　1
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274　単年度語調田

上銘する

小問題

条約上

尚友する

遣遙する

雀開する

浄瑠璃

松露（人名）

衝路

所感

触世界

所見

諸航路

書斎裡（しょさいり）

諸氏

女子教膏論港

女子職業

女囚問

　　（じょしゅうかん）

処々

好情的叙事詩

所説

しょっちゅう

所天

処分能力

諸邦

諸法実相

徐歩する（じょほ～）

署名

諸問題

鋤翻（じょれい）

女郎貿

所論

白糟

至楽

臼蒼（しらくび）

調

支流

シルレル

四緑（人名）

白蛇

白都踊

　　（しろもくしφく）

代物

新

仁

進移する

弾雨

人格懸路

殿（しんがり）

新嘗批評

新奇

新気運

僧衆（しんぎょう）

深紅

仁書

人相

真偲

辮興

進行する

濟腰

瀧曇政府

振作（しんさく）

薪雑誌発生

心事

薪次（人名）

新詩外

新事象編寺騎

新思想

新思潮

19e6

1i2Al　l
K1　1　玉

燈　1　玉

H2Al　2
H2A　1　1

｝12，H　1

Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　l　l
Kl　正　1

K正　1　1

Kl　l　l
K1　1　互

Kl　1　2
K玉　1　玉

Kl　1　1

蝦　1

繊　1

Kl　1

K夏　1

Vi3　l

K玉　王

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　l

K正　1

Kl　l

HIA　1

Kl　1

Wl　1

K王　1

盟　王

族1　1

Kl　1

gl　1

K1　正

Wl　1

王
1
1
1
1
1
！
亙
－
豆
至
－
圭
－
重
1
互
豆
！
－
1
1
1
1
1
1
1
1

A
　
　
　
　
汽
n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
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王
1
1
2
1
1
1
1
3
1
夏
圭
1
1
1
1
2
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1

H
W
K
K
馨
民
K
響
K
K
K
K
K
K
K
K
K
H
K
K
K
K
K
K
裟
κ
K
民

1
1
1
1
歪
1
1
1
2
1
1
1
童
1
隻
1
1
1
2
1
1
歪
1

正面あたり

轡画一致

除外例

所管馨覇

諸共麹國

食塩注射

食堂禦

獄民

植属行政

助言

所産

女子中心説

緒内閣

諸友

所有する

助力

白井（人名）

しらが赤毛染

資力

辞令

鹸列

白羽Ilee

自味

森（「～とした」）

琴（人名）

新鋭

新大闘

真簸

神経質勝ち

神経病み嗣様

信仰し初める

信仰する

人工的政策

新作小説

新さん

人士

lilA　1

Kl　1

1
1
1
1
1
王
－
王
玉
王
1
1
茎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
1
2

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
網

澄　1

響1　1

蹴　1

燈　1

Kl　l

Kl　1

Wl　1

盟　1

脚3　1

Kl　1

K正　1

H1汽1

KI　玉

H3A　1

H3A　i

｝i2A玉

H2A　l

K玉　玉

Kl　l

H玉Al

Ki　1

19iS

1
1
豆
1
正
1
一
至
玉
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
正
夏
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

消耗する

上流社会

城楼

轡画

初期寅本主義時代

職業化

職業的弁護人

職業批響象

食鎮上

食費

食米

食慾

書騨

諸社会過程

諸種

女丈夫

諸神

叙する

紫説する

諸穣

女流画家

緒論中

ジョン。マルコム

不知火生（筆名）

MF－s感

じりじりする

汁粉

四郎

素人向き

乗人らしい

次郎兄さん

串（人名）

轟概念

地誌朝看

倦教自由

新曲

謀議

薪経済革命

人後

新刻愚

臣蒋代

寝室

新実在論

信者

神社崇拝
神社｝浮桿

（人名）

H2A　1

Kl　1

Kl　i

Kl　1

Kl　1

K玉　王

K1　玉

K1　玉

K王　玉

Kl　l

Kl　王

K玉　玉

K玉　王

Kl　l

K王　王

Kl　l

Kl　1
1i2A　1

＃2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
－
－
！
玉
1
1
－
－
王
1
1
1
1
1
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1
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玉
－
玉
！
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1
2
1
玉
1
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！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！

G
H
脚
騨
脚
K
脚
脚
H
K
K
K
二
二
k
K
民
K
K
K
K
K
K
K

19as

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1

1
1
1
1
2
1
－
1
1
王
二
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

懲懸（しょうよう）

小利

昭釦纏弄時代

昭和七隼

昭和六年三月

女給

除査

職業國

植物擦集

植物牲

食料農産物

測温る（しょげる）

女工群

諸紙

処女短篇集

諸政～新

初代局長

女中頭

女中さん

初年

処分

叙文

憲物展望社

除夜

女優

ジョンス・ホプキンス

ジョンス・ホプキンス

磐石（人名）

白石元治郎

知らす

自力

尻〔i

知りつくす

私立大学

思慮

じれったい

白蟻屋

鯉（しん，魚名）

鱒（じん，魚名）

瓢意

新弼

震遷する

新官僚

瓢吉（人名）

駈規要求

神経質

藩金銀貨

進軍ラッパ

陣形

新婚早々

審査員

轟蟄

人事局

薪師醗長中

縦　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K1　三

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K1　玉

Kl　1

盟　玉

K王　1

K1　王

Kl　1

裟1　2

組　1

1
1
1
1
1
玉
至
玉
－

A
A
1
1
1
i
1
1
圭
1
玉

高
雛
K
K
K
K
K
K
G

大学HIC　1

1
1
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
重
1
1
王
玉
圭
茎
玉
玉
茎
玉
－
！

　
ム
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
　
　
　
　
　
　
　
轟

1
1
2
1
1
2
1
1
3
1
1
重
1
藍
2
1
玉
玉
茎
玉
1
王
3
1
3
互
三

脚
H
膵
K
脚
W
裟
試
響
轡
K
K
K
K
H
X
K
K
K
K
H
K
K
K
翼
K
K

1936

1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
韮
2
1
1
1
1
2
豆
1
五
1
正

語種：　W篇麹語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語÷漢語　B讐細語÷外来藷　C＝漢語＋外来語　◎篇翻語＋漢語＋外来語）
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正闘突破攻撃

蒋毛会談

証文

懇懸する

上幽乍戦

上陸する

勝利する

昭租三年

昭梅十二年七月

昭翻十年頃

昭翻二十一年七月一日

昭麹二十一隼六薄廿蕊日Kl

昭翻二十年

轡紀以下

職域的

職費

食糧等

諸経費

書躍

諸國民

女子青年囲

女子大校畏

書僖

諸先生

職権濫用罪

処分問題

初歩

知り合い

蓉怜官

霧令部

進運

侵害

侵害する

震駿する

新教徒

新局長

神経衰弱気味

新劇

進言する

新憲法第六十七条

進行

侵攻作戦

進行中

深刻璽大

紳士諸書

Kl　韮

K三　玉

Kl　l

H2A玉

K玉　1

臼2A　1

潤2A玉

Kl　1

Kl　1

鷲IAl

田Al
　　l

Kl　1

Kl　1

K3　1

1
1
1
1
1
1
1
i
l
1
1
1
1
1
三
1
王

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
茎
1
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
疑
脚
K
K
杖
K

銘2Al

B2A　1

K1　圭

織　1

Kま　1

Kl　l
ll2A　l

Kl　i

Kl　王

Kl　1

織　l

K3　l

Kl　王

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
圭
1
玉
ま
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー
1
1
1
3
i
1
2
1
1
1
夏
豆
1
1
豆
1
1
1
1

小論文

昭和

昭穂十年代

職業性疾患

職業的

職業病

助手鷹

諸情勢

初代

諸代表

処罰する

処分する

除名

ジョルジュ・マルソー

　　　　　　　〈人名）

ジョン。ブル（人名）

シリ。アメル（人名）

じりじり

退く

知りはじめる

支離滅裂

シルク。ハット

城山附近

ジワジワ

儒

人蜜
｛　ec

薪構想

新興民族

真実性

神社

K1　1

Kl　i
K玉　韮

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K茎　1

Kl　1

li2A　i

H2A　l

Kl　1

Gl　1

Gl　1

Gl　1

鴨　1

賜　1

W2　1

K3　三

G玉　1

漏玉Al

W3　1

－
l
1
1
1
1
1

K
K
K
駁
K
K
K

1
2
1
1
玉
重
1
2
1
1
玉
1
1

1
1
1
1
1
1
玉
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1

碍・毛璽慶会談

消耗品

条約

藁用車

賞揚する

「乗畦余価値」部分

将来像

昭和縢一年

Kl　i

Kl　1

Kl　1

K正　l

H2A互

Kl　1

Kl　1

H鮎重

昭翻四十一年九月三十日HIA　1

女EEeq

女王国囎

職業教育

植民国家

食糧不足

諸県

処女性

初対彊

初年兵掛

助役さん

所要時間

所領

ジョンソン氏

ジョンソン大統領

ジョンソン米大統領

調べ出す

私立

印（しるし）

署（麟名）

薪鋭機

人格的

審議会

霧教育剃度
新慮1｛［iH

薪憲法公布

人口減少

人口増加率

心塞欠損

シンシナチ（地名）

Kl　1

Kl　1

Ki　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

組Al
Kl　1

Kl　1
1iIC　1

｝llC　1

蹴C1
響2　1

組　l

Wl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Gl　1

1
1
1
2
1
正
三
i
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
王
1
1
至
1
1
玉
1
王
正
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1

正萢

条約承認

常楽台

常緑樹

昭和五十一年四月号

昭姦三十四年

昭和十黒年湘月五日

昭稲牽七
昭和ニーy　：年

昭和四十七年末

昭和四十六年

昭秘六薙

女里

ジu．一ジ（人名）

ジ；J一ジ・アーボー

職業欄

嘱託

植物人問

女子学生たち

叙事詩人

助成金

所属する

所得保瞭

処理

じょんがら

漫ソ痩生

尻込みする

死了

罎島（地名）

fヨ番

薦ぶどう

籔だらけ

地劉れする

ジン（人名）

人興

嚢慧（人名）

新価格体系

神賂

新憲法華案

人工呼吸器

新興繊

新興地虫

新作

新左翼党派

人轟管理方針

（人名）

Kl　i

Kl　！

Kl　l

Kl　l

Kl　1
｝｛IA　1

HIA　l

K正　正

Kl　I

HIA　1

阻Al
Ki　i

Kl　1

gl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
豆
I
I
I
正
－
1
正
正
i
－
！

　
　
　
　
A
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
n
＾
　
　
ム
錫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

l
1
1
1
1
1
王
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
3
2
1
i
1
正
1
正
1
1
豆
ー
重
1

G
K
K
K
B
K
K
B
K
K
W
K
轡
K
轡
謎
B
旨
1
1
G
K
K
K
K
K
K
K
H
K
K
K

2
玉
1
1
1
正
豆
正
1
1
1
i
2
1

正
三
正
正
2
1
1
1
正
1
1
1
1
1
2
正
1
1
互
豆
1
豆
1
1
互
1
互
1
1
互
1



276　　単年度護喬彙表

1996 1916 1926 1936

轟趣　　　　　　　　　Kll
二三儒徒生命保険
　　　　　　株式会室士　HIA　玉

新春

尋常普還

神蟹

新精神

新働渡

真生命

人生問題
新1桂堺

真相

瓢太（人名）

新体

霧体詩

艇体詩家

新体詩歌集

真鍮

伸長する

滴廷

心的傾向

神統仏教

塵念

新派劇

新花町

神秘的魔力

神仏

新聞売捌店

（～うりさばきてん）

斜月記者自身

新文芸

薩平さん

新平民

新平畏研究嵩

シンボワズム

親密

新名詞

灘

推古天皇十八年

推算する

酔生夢死

推理

推理力

枢機

数句

数十匹

数帖

数量

ずかずか

透き影

杜選（マ、，ずさん）

煤

涼風

薄（すすき）

澱ぎ尽くす（すすぎ～〉

Kl　l

K3　l

K3　l

K1　王

Kl　1

Kl　l

K韮　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

K王　1

K1　圭

Kl　l

K王　1

Kl　1

R2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

組且1

Kl　1

Kl　1

1

1
1
三
二
玉
1
王
玉
王
蓋
1
玉
5
1
1
三
惑
1
1
1
1
－
1
1
1

fflA　I　1

Kl　l　l

Kl　l　l
HIA　I　1

Kl　1　2
Kl　l　l

Gl　l　i
K3　1　2
Kl　l　l
Wl　1　1

四∫蓬三十日夜半Kl　l

　　　　　　　lj2A　1

芒野

心多（すた，人名）

ステッキ

砂村（地名）

徳

滑る

璽躍

住み込む

璽

スミレ館

澄む

李（すもも）

ずり下がる

ズルズル

1
王
圭
1
王
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
王
韮

燈
殿
澄
巖
殿
町
旧
註
罷
職
昭
畷
町
田
盟
蹴
劔
議
論
謙
譲
罷
購
HIA　1

W2　1

Wl　1

1V2　1

轡3　1

1
1
1
圭
1
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
！
1
1
1
1
1
1

身上（しんしょう）

心身

新進

人臣

親族

新地

神童

心得する

億奉巻

猿密

神武天皇祭

人名

人名簿

轟面屋

親様式

辛辣

親類

粋

随意

遂行

衰弱する

水雷

数ケ建前

崇高

数行

数画

数午円

盤千万円

数百人

数着名

末頃

スカンヂナビや半髭

碧きあげる

杉浦非水先生

過ぎ去る

杉村（人名）

輔二さん

輔二郎

筋轡

頭上

ステロ

須藤口慣先生著

ストロング・マン

脛

スペクトラム
角（人名）

Kl　1

Kl　l

K韮　1

K韮　1

K玉　1

K1　豆

K1　夏

H2A　1

Kl　重

K3　1

Kl　1

Ki　l

K韮　王

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

K3　1
1

l
l
l1
1
1

K
K
k
K
K
κ
羅

阻Cl
SY2　1

巨IAl

W2　1

町　l

HIA　1

HIA　1

Wl　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1

Gl　1

Wl　1

Sl　1

Wl　1

2
玉
玉
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
3

心中（しんじゅう）

人種大戦争

親族近隣

甚大

懸譜教輝

心綴

心頭

新派

新派和歌

神仏合麗

新際本来

信望

新本麗〈しんぽんや）

新味

新訳

人類究覚

衰弱

衰退する

数学的

数十年来

数牽万

数蟹数千

数名

錨（すき〉

杉繕氏

裕清（入名）

祐親（人名）

洲崎遊廓

雀共

頭痛膏

ステーション

スビイチ

スミス（人名）

すみ渡る

スljツパー

機　1

K1　王

Kl　l

K3　l

K玉　王

Kl　玉

K正　1

K正　至

Kl　l

K正　童

K1　玉

K豆　正

H三Al

K1　正

Kl　1

組　l

K1　三

H2A　1

K3　1

K亙　正

Kl　1

K互　1

Kl　1

騒　互

日三Al

XVI　1

駁　正

HIA　1

躍　1

Kl　l

Gl　1

GI　1

Gl　1

盟　1

G三　1

1
1
1
玉
1
三
1
1
2
1
重
豆
三
豆
1
1
1
三
翌
1
1
1
1
亙
玉
互
豆
1
三
正
豆
互
－
三
王

人種学

人種魂学

紙憲畢々

駈人登竃門

人税的薩接税捌度

紙蔵掘

心底（しんそこ）

新東（社名）

浸透する

親醸

信任する

身辺

進歩思想

進歩的役劉

人民戦線

新芽

深夜業廃止後

辛辣さ

真理探求

森林

錘数

燧道用材料

水曜臼

数ケ月

数節

数千斤

枢柱（マ、）

数年闘

末ロ

スエズ運河閉鎖

末弘厳太郎

杉秘鶴太郎氏

スキャンダル

佐二（人名）

スケヂューール

スコア

須坂（地名）

すyり泣く
すっとぼける

素藍

スペイン工業

スペイン総選挙

スポーツ精神

住居（すまい）

スマドレト篇ック

炭火

無漏（人名）

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1
擁IA　1

澄　1

斑Al
澄　1

綴A1

王
事
1
1

1
1
王
－

K
《
殖
民
擁1A　1

1
1
1
1
1
1

日
面
K
民
裟
出
胃
綴C1
綴A1
鍵1Al

gl　1

擁1Al

Gl　l

Gl　1

粗　1
樹2　1

W2　1
轡3　1

雛1c　1

日ICl

HIC　1

1
1
　
1
1

騨
ρ
U
W
周

三
1
1
1
圭
1
韮
2
！
王
王
玉
1
1
2
1
豆
！
至
玉
1
1
玉
1
1
重
豆
1
1
！
！
重
1
1
玉
1
2
1
1
！
重
1
1
1
韮
1
1

語種：　W瓢和語　K篇漢語　G＝外来藷　H＝混種語（A＝和語＋漢語　B＝翻語＋外来誘　C＝漢語＋外来語　D篇和語＋漢語＋外来語）



心惜

、身上（しんじょう）

親戚

親ソ左翼政櫃

億託統治制

陣地

進験する

進捗する

仁徳（じんとく）

新日本

侵入する

心配げ

審判

人民解放

人民管理

人民共和政府

臣昆翼彊

新繍田

心理的根拠

侵略的

尽力中

針路

水位

推讃する

水影耕作

水兵

水理

数学者

数町歩

軍略

数人

数部

姿見

スカラ座

スカルノ博士

杉（人名）

藏ぐ搬

過す

鮨鷹
進めン」

畷り終る

ストヅク（‘貯え’）

スノー（人名）

諏訪鋲八
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1e46 195e 19S6 197S

K玉　1

K王　王

Kl　l

Blc王

綴　1

Kl　1

疑2Al

ff2A　1

Kl　1

Kl　1
1i2A　1

t｛3A　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
i
1
1
1
1
1
3
1
1
1

民
K
K
《
K
疑
K
K
K
K
K

H2A　1

玉
1
1
玉
1
1
1
1
玉

1
玉
1
1
1
一
葦
1
玉

K
K
K
K
K
K
K
K
W

月1cl

K圭C1
響1　三

殿　王

轡2　1

Wl　1

轡1　1

W2　1

Gl　1
G玉　玉

HIA　1

2
1
！
1
1
1
三
1
1
2
2
玉
4
2
1
1
1
王
圭
1
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
玉
圭
1
1
1
1
1

新進気鋭

新人軽蔑論

新人事

新人待塗論

新人募集

じんすけ（甚助）

新造語

穎宅

新遵

新日本窒素

シンパ

萩橋ホテル

新品

新聞人

遊歩陣営

臣畏

人民協議会

人残日報

翼裁（人名）

心理戦

心理的

心理的複雑さ以上

水害

随顯的

数霞繭

数字等

数千倉歩

数試合欝

スエズ運河

図解

杉浦（人名）

救いよう

鈴木着相

スターリン論文

スタテイスト

K3　i

K王　1

Ki　1

Kl　1

Kl　1
｝．段A1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Gl　豆

HID　1

K豆　1

K茎　玉

K圭　l

Kl　1

綴　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

K3　夏

｝1玉A韮

Kl　l

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIC　i

Kl　1

Wl　1

HIA　1

HIA　1

H韮Cl

G玉　1

スタンダーダイゼィション

　　　　　　　　　　　Gl
素逼りする　　　　　　W2
スプリングコー一一ト　　　Gl

スプリングフィールド　Gl
スプリングフィールド、

　　　　　リパブリカン駁

スマート　　　　　　　　G3

スラング　　　　　　　　Gl

すれすれ　　　　　　　W3

スローガン　　　　　　　G1

1
！
韮
王
韮
1
1
1
1
1
1
1
3
1
2
玉
1
1
1
1
1
1
互
王
1
1
1
1
1
王
王
玉
1
1
1

－
1
蓋
韮

－
王
1
1
－
重
重
－
韮

1
1
1
1
Q
u

｛言条

進水量

盤属

身畏

人的資本

心蝋魍

審判する

人文・社会科学

人文虫義春

入渓解放軍

親友

心理的強制主義

入倫

推進

推進力

蓑退産業

スイッチ

数千名

数代

スーパー纒諸先輩

（「スーパー」は字幕）

据え膳

末広重恭

スカウトする

スカルノ大統領

スクーープ

スター

スターリンま義

スターリン批判

スタジオ

スタンド

スタンドプレー

素手

ストップする

ストレス

砂

ス＝フター

スパイクマン（人名）

スハル｝少将

スピード

スピノザ

住友銀行

住友金隅

佐みにくい

すらり

ずらり

刷り入れる

すりへらす

受領階級

坐りごこち

－

1
1
1
1

1

K
民
民
民
X
K

1
1
1
1
1
1

卦｛2A　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
正
王

民
K
沢
κ
X
誓
《
K
K
G
K
K
互
互
互
1
1
1
1
1
i
1
1
1
韮
玉
至
1
1
1
1
1
1
1
至
正
王
1
1
1
1
1

D
A
　
B
C
　
　
C
C
　
　
　
　
3
　
　
　
　
C
　
　
A
A

1
互
1
2
1
1
1
1
i
！
重
1
互
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
3
3
2
2
1
1

H
H
膵
B
軽
G
G
擁
H
G
G
G
脚
H
G
腎
G
G
薩
G
6
H
H
脚
皆
響
習
響
K
響

正
隻
正
玉
2
1
王
玉
1
1
－
1
1
1
1
1
！
至
1

1
1
2
互
2
王
1
1
1
1
2
1
正
重
至
正
1
王
1
王
1
1
1
1
正
1
1
1
1
1

進出する

｝鋤i湾

轟珠湾攻離

身障巻

新政府

親載票

真紅

親ソ色

心的可能性

神秘めく

　　ヨシ／フル

緩闘詑春諸公

進歩的保守童義

しんみりする

入民公社

藩陽

親鷺

心理機能

診療代

人類学

神話

吸い上げる

水牛

水源

推薦

推測

水道汚職

雛冷する

数学教脊

数日

数十無脚

数十万円

数千年

スーパー（‘字幕，）

スウプ

据えつける

スカイ。ブノレー

香柏（すぎ）

スキー

スクープ記事

すくむ

すごい

筋書きどおリ

スター的揮在

スタイリス｝

スタッフ

スタミナ食

スタンダール

すっきり

スッポン鍋料理

Kl　1
112A　1

Kl　1

Kl　l

K正　l

Kl　1

Kl　1

K3　1

H互cl

K正　豆

｝｛2A玉

G3　三

K1　董

Kl　重

W2　1

－
1
1
1
1
1
1
i
－
重
－
1
1
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
正
正
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
C
　
　
ハ
し
　
　

A

至
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
藍
！
2
正
1
1
1
王
1
1
2
1
1
1
1
2
3
1
1
玉
1
王
1
3
1

K
K
K
K
K
K
K
W
K
K
K
K
K
H
K
K
K
K
K
G
G
響
C
轡
G
H
騨
界
W
H
G
G
H
G
胃
謎

ス卦一心ー・ブルック駅HIC　1

スト権解放

スバル

スパルタカス

住家

洲ホ事

すれちがい

すれちがう

HIC正

晦　I

G三　王

蹴　1

HlA王

Wl　1

W2　1

1
三
五
1
1
1
豆
歪
三
重
1
1
1
1
1
2
1
6
1
正
1
3
1
1
1
1
1
1
1
2
三
1
正
1
正
1
1
1
1
i
1
互
互
豆
正
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
正
1
1
1



278　　単彗三度言吾菓表

1906 1916 1926 1936

寸陰

静

漕栄

生活々

生活状態

誓願中

講求する

成効主義（マ、）

簿蹴秩序

西詩

正史以外

政治学講義

政治学者

政治社会

精神上

精神病学上

成績不良

聖代

政党綴織

精読

精読する

盛年

薄年学生

羅年子

蕎矩男女

成敗利鈍

漕白

静物

生物学

政府顛覆運動

西方

棲羅（人名）

精密

静夜

誓約書

世界館

世界主義

世界通商

世界万物

赤子天真

1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
2
1
1
1
王
1
3
1
夏
至
董
正
1
1
1

1
蓋
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
王
ま
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

1
歪
3
3
玉
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
2
1
1
1
1
1
3
1
1
1
韮
1
3
1
王
玉
1
1
玉

K
K
K
K
K
K
蘇
《
K
K
K
K
民
K
K
民
k
K
K
K
同
区
K
K
K
K
《
K
X
K
K
K
K
K
κ
K
K
K
K

　　（せきしてんしん）K玉

實任能力　　　　　　　　K1

寂難占淡　　　　　　　k3

寂蜜　　　　　　　　K3
世俗　　　　　　　　Kl
絶叫する

轟轟　　　　　　　　　K3

拙者　　　　　　　　Kl
絶する

拙速

fi2A　1

Kl　1

正
1
1
1
2
1
1
1
1
1

1
1
互
正
1
1
1
1
1
1

是

青淵先生六十年史

声緬

聖画

星気

清教軍

成功し得る

成算

政治家中

政治現象

製紙工場

政治体

政治団

政治的罪悪

魏浄

誠心

精神的事業

醗霊（人名）

牲穣

製造所

棲檎悲痛

棲葱する

井斑

政敵

政党官僚

政党政治主義

西南

説難（ぜいなん，樹名）

膏年支那憲

政府内

政府自ら

成文律

声望

声名

政友会綱民党

静養

藤洋画談

西洋諸国毘

精霊

政論

瀬（地名）

世間一般

せsらぐ
節義

積極的経営
孝責極紬勺ま也｛立

漸江雀

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　l
K韮　至

Kl　1

H2A　l

K1　夏

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

K韮　1

K1　豆

Kl　1

K3　1

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
n

2
1
1
1
1
至
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
亙
1
1
1
1
2
王
－
1
1

日
K
K
K
K
K
K
K
K
獲
K
裟
K
K
K
K
K
K
K
駁
K
騨
K
K
K
K

1
1
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
1
1
重
－
圭
－
玉
1
1
1
1
1
王
1
1
1
2
！
－
・
1
1
1
1
歪
至
－
1
互
1
1
1
1
正
1
1
1

スヌチスグウ

　
　
上

　
　
途

態
内
展

形
圏
発
力

搬
権
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
隈

　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
勺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
い
　
　
　
本
会

級
　
業
　
せ
款
説
る
事
社

階
業
事
費
（
借
罪
す
的
織

味強的

勘都罎〉

学文

地
　
　
義

見
　
　
主

　
　
燗
　
活
　
年
女
女
き
p
的
濁
法
法

上
す
絢
　
生
　
少
子
士
向
ウ
帯
掌
当
照
照

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
名

　
　
る
　
　
　
人

　
　
す
　
会
　
（

　
　
小
　
教
史
兼

流
　
縮
災
豹
歴
お
原

　
会

　
員

上
委

費
査

歩
調
山

　名人
情

（
入

　
奮

田
楽
率

思
的
銘
ん
弟

　
ア
推
選
賦
活
繕
機
翼
求
業
権
巧
根
産
産
産
産
子
療
治
止
本
本
粛
神
衰
イ
溺
蔵
出
斜
照
甲
鉄
統
奪
庫
転
バ
物
府
文
累
年
洋
理
世
羅
賑
賑
摺
ケ
然
炭
炭
の
墾
田
態
化
化
曝
露
け
者

税
塑
曜
生
生
生
生
繭
正
請
生
政
精
精
生
生
生
生
世
政
里
林
政
理
整
序
盛
セ
成
生
精
精
性
性
製
正
膏
青
青
準
線
政
成
成
性
弾
正
整
脊
世
世
軍
糧
寂
石
帯
関
寂
瀬
世
羅
赤
軍
礫
石
拙

（ぜっしゃおとうと）

説述する

折衝

簾制

－
重
1
1
三
三
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
1
1
1
豆
正
正
1
1
1
1
1
韮
1
1
董
正
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
五
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
｝
玉
夏

　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
A
　
　
　
　
亀
汽
　
　
　
　
　
　

A
C
　
　
　
　
　
　A

玉
嚢
－
韮
玉
正
正
i
l
l
i
i
3
1
1
1
董
玉
玉
1
1
2
1
1
3
1
1
3
1
1
2
3
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
玉
1
至
2
互
1
1
1
1
3
韮
互
1
3
1
1
1
1
ま
国
玉

X
習
K
K
K
K
K
K
K
k
K
K
K
毅
裟
裟
X
K
K
K
K
霞
K
k
K
H
K
W
K
K
H
K
K
K
κ
K
K
駁
雑
H
K
K
K
K
K
K
K
H
K
K
民
W
響
K
K
K
脚
K
W
K
毅
《
K
K
K

玉
茎
玉
山
！
至
1
互
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
1
1
1
1
1
1
互
1
互
1
1
1
1
1
韮
2
1
歪
互
1
1
1
1
1
1
1
1
王
玉
1
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
一
！
三
1

晦A1　l
Ei2Al　1
組　1　韮

Kl　1　2

盛

成案

生育する

成瀬

西欧理論

梧下A田法
濤脇寺事務官

生爵

精細

生産計画

生巌指数

生産手段

困弊整経

政治常識

政治的傾向

政治的自由童義

政治的プラットホーム

政治道徳

成熟

性情

精神修獲
盛衰書己

税麟改革

整然

製造元

海運

精通する

制定する

膏鋼

政党精神

政党それ自身

政党内隆§制度

制度上

西南派

置南細切り崩し

鋼箒虫｝姻姿

生物学春

梱鳳（人名）

細編両党
政暴…聯合

娃名

生命感

西洋人

西洋的

精力

1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
1
互
1
1
1
1
玉
1
1
夏
正
1
1
1
1
1
圭

　
　
A
　
　
　
　
　
＾
　
　
c
　
　
　
　
A
A
A
　
査
　
　
A
A

1
1
2
1
山
王
1
1
3
1
1
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
1
王
王
3
豆
3
2
2
1
1
1
1
玉
1
重
1
1
1
1
1
玉

K
κ
H
K
杖
K
K
K
K
k
民
K
碍
K
K
K
H
K
K
観
望
K
K
K
H
K
H
H
K
区
民
K
K
K
H
H
K
K
K
毅
K

Kl　1

Kl　1

K3　l

Kl　1
セーヌ・アンフエリユール殉チエツプ…艮トウ形ヴィ珪陰

　　ソユー彦。ア身ク町字ミPメ＝R　　暮IE）　1

背負い上｝ダる

毯界観

暗闘大戦後

鴛界文学史上

泄界文壇

せき（人名）

関口泰氏

赤十字野戦病院

赤色闘士

石油懲1裁

世辞

世情

琶塵

世田ケ谷（縫名）

赤化細胞

折花繋棚

－
王
王
1
1
1

2
1
壕
三
－
1
1

響
K
K
K
K
脚

lilA　1

Kl　l

Kl　玉

K圭・王

Kl　1

Kl　1

Kl　1

SVI　1

Kl　1

　（せっかはんりeう）K1　1
積極的原因　　　　　　Kl　l

石密　　　　　　　　KIl
石蕾取り　　　　　　　蹴ム1

語種：　W：和語　K濡漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語＋漢語　B；和語十外来語　C＝漢語十外来語　D篇翻語十漢語＋外来譜）

1
三
王
1
夏
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
正
重
！
1
3
星
1
1
2
王
1
重
董
玉
1
1

1
1
1
1
1
1
1
玉
－
1
1
i
I
1
1
1

1
1
1
2



　
　
O

　
　
よ
マ

　
　
距
芒
ン

　
　
い
レ
　
　
　
後

　
刻
せ
イ
用
繕
取
取
体

的
一
休
（
艸
ア
襯
噺
芝
悪
罵
白
日

　
　
　
　
　
肋

　
　
　
　
　
硬

理
合
　
型
る
労

管
縄
者
減
す
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為

　
　
　
情
浅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

　
　
　
ま
み

　
　
　
会
上
　
　
　
惑
動
練
殺
教
立

議
構
　
商
済
態
力
金
蝿
活
誠
自
宗
中
学
題

会
機
業
協
纈
形
雛
資
的
的
的
的
約
的
哲
問

本
　
礎
品
元

資
団
扇
料
心

的
晶
晶
食
発

　
代

凝
議
等

　
　
　
る

　
　
　
め

　
　
　
始
　
晟

る
　
的
ぜ
済
隠

る
　
業
鷺
　
せ

態下戸

　
治

　
敏

　
欝

権
専

政
的

～
て
勢
掘
詩
的
が
代
る
論
る
る
る
義
義
義

懸
盤
魏
灘
畿
灘
犠
讐
聡
羅
瑞
魏
無
難
魏
魏
離
離
離
離
離
礁
離
麗
襲
職
獺
藁
薦
雛
魏
魏
硲
謝
難
灘
慧
棚

轡
す
風
学
わ
経
諸
人
第
た
態
採
薪
ト
騒
時
す
議
す
す
す
霊
主
主

1
1
1
1
1
1
1
1
1
至
正
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
王
重
重
1
1
1
ま
玉
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
営
営
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
C
A
　
　
　
　
A
A
点
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A

1
3
3
1
1
1
1
1
三
三
1
1
1
1
1
ま
2
！
1
1
1
王
正
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
玉
1
2
1
3
2
1
1
1
三
2
1
1
1

《
X
K
K
匪
K
疑
民
K
K
K
K
K
騒
K
鍔
H
K
K
K
X
K
K
K
K
K
k
籍
K
K
k
K
《
裟
K
K
K
K
K
穫
巨
《
K
K
K
K
K
H
K
K
刷
K
疑
駁
K
W
k
裟
試

H3C　1

HIA互

Kl　1
｝涯2Al

織　i
l・2A　l

B2A　i

H2A玉

K王　l

Kl　1

Kl　1

1946

二
二
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
至
3
1
1
2
2
1
1
正
1
2
1
玉
蓋
1
1
1
1
1
1
玉
！
1
豆
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
1
i
1
三
二
1
1
1
1
二
二
！
1
1
1
1
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声援

政治家たち

政治思想雑誌

政治体簿1

政治的交渉

政治的天蜜

政治霞的

青春時代

精神的側面

精神内容

生体

生体電気

製鉄史

正統派

西独

青年行動隊

鷺年将校醐僚

製品

生物躍気

セーバー・ジェット

セーラー
世界市場

雛界戦争

石材

石獣たち

接近

接収する

1956

1
1
1
1
2
1
1
1
1
王
韮
重
1
1
1
1
1
韮
1

1
1
1
1
1
1
王
玉
－
1
1
1
1
韮
豆
互
1
1
1

　
A－

玉
－
1
1
1
王
互
1
1
1
王
王
－
豆
1
1
1
1

K
H
K
K
K
裟
K
K
K
K
K
K
翼
K
K
K
K
k
民

戦闘機橿Cl　l
　　　Gl　l　l
　　　K重　正　i

　　　Kl　1　王

　　　Kl　l　l

　　　HIAI　1
　　　K1　1　玉

　　　｝｛2Al　1

性悪説

牲悪派

薩安事件

置型列強

政界入り

生活感覚
顯舌費程震：

IE規

性急強引
｛倒御機構

税金

政権獲得

譲糊

西湖十景

製作

繍乍

敬策史上

制作中

生産活動

姓氏

精子

政治学研究室

政治活動

政治感覚

政治工作

政治参加

政治診断

政治組織

政治的圧力

政治的性格

正邪
轟争寂

脆弱

精神医学

精神的愛圏巻

精神病院

性蓄説

性善派

破長蕪業

成長派エコノミスト

精度

鋼度化する

蕉反対

整備する

製品侮格

政府攻撃

政薩支出

政府支出以外

政府出資

政府保護

生母

生命線

西洋文化

勢力均衡

政論紙時代

世界革命

世界軍縮会議

世界史

世界的地位

世界内存在

世界法廷

世界有数

世事見闘録

設計巻

せっせ

絶対主義的憲法感寛

Kl　1

K三　1

Kl　豆

Kl　1

BIA　1

K豆　l

K王　1

K3　l

K3　1

－
1
互
正
里
1
1
1
王
－
玉
1
1
正
－
互
1
1
1
1
1
1
－
1
1
豆
1
1
1
1
玉
1
1
互
－
i
l
1
1
1
1
i
玉
1
1
ー
乙
重
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　

A
　
A

1
1
互
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
3
3
1
五
1
1
1
1
1
正
2
i
2
1
1
1
1
1
1
1
i
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
3
i

K
K
K
K
K
K
民
X
K
K
K
X
K
κ
K
K
k
K
K
K
X
κ
K
K
K
K
K
K
K
K
H
K
H
K
H
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
ド
《
K
K
K
K
K
K
κ
脚
K

19S6

　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
的
楽

　
　
　
　
化
声

度
説
杯
駈
浄
、

鍔
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義

髄
界
微
蝉
総
驚
轍
鞭
譲
舷
会

　
　
　
　
　
牲
　
　
巻

　
巻
　
　
　
憲
点
果
判

鷺
力
造
勢
界
安
観
効
枇
　
常
　
棟

局
権
構
情
世
的
的
的
的
　
異
式
病

録
率

柵
塞
葬
畿
懲
糠
鞍
瀧
蕨
譲
鑛
鑛
鑛
諜
魏
離
魏
魏
謙
獣
灘
膿
麟
繭
離
翻
甥
霧
疏
離
断
讐
難
砒
騨
魏

　
　
会

　
　
究

　
　
研
　
　
　
党
　
　
側

　
争
想
家
り
動
民
原
　
局

闘
戦
思
の
入
運
臼
起
著
当

　
　
　
　
　
　
　
想

　
　
　
　
　
　
　
構
る

　
　
　
　
　
　
　
成
す

学
楽
古
体
　
　
　
編
れ

医
音
最
全
山
盤
感
再
ず
る

豆
1
1
1
1
！
！
1
正
1
3
1
1
1
2
1
1
1
玉
1
玉
重
重
1
1
1
1
1
1
韮
歪
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
至
互
至
2
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
互
亙

－
三
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
正
正
－
▲
1
1
1
1
1
正
1
1
1
互
－
正
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
互
互
正
！
1
1
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
正
－
！
歪
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
障
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
り
A
　
　
　
　
　A
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

1
3
1
1
3
正
3
1
1
3
玉
王
1
互
王
1
1
2
1
1
正
1
亙
正
1
1
正
1
！
1
芝
1
1
1
1
1
1
玉
王
！
1
ー
1
1
亙
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
1
3
1
重
王
1
1
2
2
董
1

K
k
K
経
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
巨
縫
K
K
K
κ
K
K
K
K
K
K
K
K
K
経
鋭
鼠
K
K
K
K
K
K
K
K
k
k
H
H
K
K
k
K
臼
民
駁
K
K
K
K
K
K
K
H
響
K
K

1976

互
2
1
1
1
正
1
2
1
1
正
夏
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
三
2
互
1
1
1
1
ー
ユ
ー
1
1
1
玉
1
1
玉
1
正
1
1
1
1
2
1
1
至
1
2
1
1
2
1
1
1
互
1
1
1
1
正
1
1
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1906 19t6 1926 tg36

絶対的帰命

説瞬的

背（せなか）

世評

蝉

世話する

善悪

善悪美醜

戦意

旋渦

瞭仰する

（せんぎょう～〉

選句中

戦後経営

前後四年間

千差万甥

戦時状態

一七八六琿

選港

善巻識蓋

撰集抄

潜心

全身

千卒万苦する

泉水

全盤

藁葺魍

前々号

戦争以携

センタ

センチメンタリズム

薦途激鯉

（～びょうぼう）

浅薄

選評

詮表する

千分

全米国人

専門学校学生諸子

戦略上

善隣国

Kl　1

K3　1

w王　玉

Ki　1

題　1
i・12A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

詩2Al

Kl　1

Kl　1
巨1汽正

K3　1

－
至
1
1
1
1
1

1
1
玉
1
1
1
－

K
K
K
K
K
y
へ
藍

H2A　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Gl　1

Gl　1

Kl　1

K3　互

K1　三

H2為豆

K重　正

－
王
1
1

重
－
玉
門

K
K
K
K

1
1
2
1
2
1
至
三
玉
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
2
1
豆
1
1
正
ま
玉

切断

絶須

節度

栄梛

切ない

貴め寄せる

全一冊

繊雲

千円

戦覇

先君

漸識する

線香

宣管

前霞

全盛期

専捌思想

満勢力

先祖

幣大臣

前代未闘

洗濯

前段

船中

前提条件

せんど（方書〉

前途

一一ｪ九八年
占領

先例

維　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H3A　1

W2　i

K韮　1

Kま　1

Ki　l

Kl　1

Kl　1

H2A　1

K互　！

K韮　玉

Kl　i

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　互

Kl　1

K1　王

K王　玉

Ki　l

K3　1

Kl　1

組　1

Kl　1

Kl　正

1
1
1
1
蕉
玉
1
2
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
4
玉
1
玉
1
1
1
1
2
1
1
重

設置

搬伴

設備

絶壁

説法

説明轡

節約方法

設立数

是認する

前科

前期

一九〇九年
一九一一ee年

一九一四年七月

一九一六年

一九ニー矩
一九二蕊、九、二、

一九二二庫

一九二四奪

宣教師逮

先月

傭吾（人名）

全国的｛璽一賃銀支給

全圏的政党

千載一遇

穿盤なし

全市街

一七〇六

先陣

戦争遊戯

先代将軍

選定

一八二五年

チ目黒隼

一八四三年

一八四八年

川榔子

洗礼

Kl　l

Kl　｝

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1
1．12A玉

Kl　1

Kl　l

Kl　1

日韮A1

縫1A　1

殿　1

組　1

XIA　1

K1　正

【．｛IA互

HIA豆

K重　蓋

K1　王

Kl　l

K王　1

Kl　1

H3A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K1　三

Kl　1

K1　蓋

K玉　1

N韮Al

BIA　l

Kl　1

Kl　1

王
韮
2
1
1
1
1
1
3
王
1
王
1
1
1
1
1
1
2
互
互
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
二
二
1
i
韮

絶対的勢力

絶対排除

切迫する

セツバ詰る

設儲する

攻め手

セ・ラ。ヴィ

金快する

船客

一九〇一年

一九三六年
一九三六。一一．一。八

（～ようか）

一九一九薙

一九一七年二月革命

一九一〇年

一九～霞年頃

一九二九年

一九二七年

一九二〇隼箆月

一九二八無

一一纉�Z薙
一九四〇年

全軍

前掲写夏

先決

全購聯調査課長

千石亀太郎

千五畑瀬

先妻

千三百万円余

先師

専次（人名）

先師刀筆

戦時金属株式会社

船室

選出する

縫条後装銃

全世界

全設備

全体的

繭太政大E
戦闘的

潜入する

導任外相

専売

先発

一八九四年生

一一ｪ五〇年八月五H
一八七九年生

一八七八年
全音郵的

先鞭

先鋒

専門学校

千四工数山名

善良

醤隣協会

Kl　l　l
K韮　1　1

H2A韮　3
W2　王　1

1i2Al　1
w1　王　l

Gl　l　l

fi2Al　1
Kl　1　玉

Kl　l　l
Kl　l　l

HIA　1

澄　1

Kl　1

Kl　1
EllA　1

Kl　1

K王　1

K王　玉

織　王

維　王

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　i

K王　1

Kl　1

繊　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
玉
茎
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ま
1
1
1
1
1
夏
玉
－
王
王

A
q
　
A
け
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　A
《
A
　
　
　
　
　
　
森

1
1
2
1
1
1
3
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
3
1

H
K
H
K
K
駁
民
民
k
巨
K
K
K
経
鮭
畦
K
K
K
K
K
H
K
羅

1
1
1
1
韮
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
韮
1
王
1
1
1
1
玉
王
1
1
1
1
2
1
1
1

語種：　W－翻語　1〈　＝漢語　G＝外来謳　H幕混種藷（A記私議＋漢誘　B－趣語＋外来語　C＝漢語÷外来語　D＝姦譜＋漢語＋外来語）



絶対牲

切腹

セワストwttリ（地名）

全織一致

尖鋭

前衛

尖鋭化する

前期的資本

一九五〇年

一九三一年

一九四六矩

選挙演説

避挙対策

前掲書

先験的内容

全国大会

戦災地

戦時鋸要

戦死する

前資本主義的社会

戦術

戦場

専心

先遊的

全人罠的闘争

全人類的

専制

先生自身

全盛時代

導擬憲義

奪簿1政治

専渕的

戦争霞体

戦争癒灘針癬

戦争損害補償法寮

専断的支配

宣伝煽動性

銭湯

煽動

専念する

旋盤

全ブルジョア学番

前方

窺明

全滅

艦滅的

専門的知的能力

占領下

1
1
1
1
1
玉
！
1
1
1
茎
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
王
－
玉
王
玉
－
玉
玉
1
1
1
1
玉
玉
玉
重
重
－
正
－
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　

西
し

1
1
1
1
3
三
2
1
1
1
1
玉
！
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
3
王
3
玉
1
玉
王
玉
3
．
1
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
1
1
1
3
1
1

民
駁
G
K
K
K
H
K
籔
駁
H
K
K
K
K
K
K
K
暮
民
裟
X
K
K
K
K
K
K
k
K
K
K
K
K
K
《
疑
K
紅
日
K
H
K
K
K
K
K
K

194S

1
1
2
1
1
2
1
1
王
玉
重
！
2
1
1
1
1
1
王
茎
王
玉
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
夏
l
l
l
1
1
1
2
1
1
1
玉
韮

接醤する

拙劣

ゼネ。スト

ゼ塞ラル。ストライキ

建非善悪

背広上下

せりふ

セルビア中心

セロファン
金員

前衛党

全愚程

一九蹴二鰯十二月十沼

りし五四奪

一・繻ﾜ四年七月三日弩

一九三七年

一九一九年三薄

一九一九年三月一日

一一繹黹q年
一九二三年憲法
一プも二〇年十一，瑠

　　　　　　二十八日
づL四七年
一九四二無

占拠する

選挙方法

選挙無効

選考委員

全圏一区比例代表凝

全麟人民

金麟第二｛立

金騰腿業発展綱要

全匿浸的著磁

戦後三年史

戦後派

全三巻

全産業
繊【毒

戦徳転換

全食糧機構

前線

戦肯脈

全速

先端

戦中派

せんど（先途〉

全土

先頭

戦闘消舞

選任する

一八九六年

一八菰七年十：E

1886年
全般的

全貌

千万穆

專務

千余麟

全四分飛

占頒軍

占領政策

戦力

－
1
1
裏
－
夏
1
1
至
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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孫文

HIC　l

H2A王

Kl　1

Kl　1

IS66

1
1
1
2
王
玉
玉
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
－
玉
玉
王
3
1
1
1
2
1
玉
茎
－
1
1
1
1
1
1
1

僧衣

装画

総がかり

寒lll家（そうがわけ〉

僧形

総合福祉計画

創作する

贈収賄

装飾

装飾園

軍世

総選挙前

想像的

留孫

僧遠

穏談ずる

壮途

総動員体制

増発

増幅する

送別

総理夫人

走路

ソース

訴及力

そぐ

俗言吾

籏出する

即断

『続ロンブス盛中

紐織化

組織体

組織づくり

租税回避行為

穂税特別措麗法
杣

そむける

染五郎

染める

それなり

九竜絹

Kl　l

Kl　l

H3A　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1
1i2A　1

糧　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

H玉A玉

K3　l

Kl　l

HIA　1

H2A至

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

1
1
1
1
1
2
1

k
経
K
G
K
響
K

li2A　1

Kl　l

H韮cl

K韮　l

Kl　l

H玉A玉

Kl　l

K1　王

Wl　1

W2　1

nlA　！

膵2　1

W3　王

　（ソンク●クーロン）　Gl　1
八三在しえる　　　　　　　｝｛2A　1

付度的熊度

　　　　（そんたく～〉殿　1

村畏たち　　　　　　　HIA　1

1978

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
韮
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
王
1
2

1
1
1
1



284　単年度語彙衰

鯛

第一一等

退隠する

大郷図

大家

大田革

体格

大学教授連

大拡張

大膳命

大学問

大観兵式

大書悦

大劇場

醍醐（だいご〉

対抗

第三条件

大山脈

大捷（たいしょう）

女瞳照し見る

大書する

大湾国

泰西

大成する

大勢力

大損傷

大腸活濃

太目主義

体申

逆調立

大勅祭

女轍する

第二十一年ag一一号

融雪十一駕第二号
第二十一一一・一年第八号

第二十年第十二号

大日本史

Wl　1

k玉．1

H2A　l

K互　1

K1　互

K五　夏

K豆　韮

K重　韮

K1　韮

Kl　玉

Kl　1

K玉　1

Kl　1

Ki　l

Kl　1

組　1

Kl　1

Kl　1

K1　互

H2A正

H2A　1

K至　1

K玉　1

B2A　1

Kl　1

Kま　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

組　1

組　1
ff2A　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

K！　豆

K1　玉

大日本翻轡株式会社発行HIA　1

大日本園轡出版会社

大膳動

対姥

大生定孝氏

太平立

大辞（だいへき）

大変遷期

大方（たいほう）

大枚

大命
体i唱

題自

大約

大利益

台湾統治志

多寡大小

高飛ぶ

高橋播臣

高原

籔（たかむしろ）

宝

捜鷲

沼川大吉郎

沢（‘恩沢’）

車絶する

竹川嫉畝（人名）

1
1
1
1
1
1
i
一
芸
玉
玉
玉
1
韮
1
1
重
1
玉
2
正
1
正
正
1
1

　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
　
　
A
A

玉
印
1
1
1
1
1
1
－
1
互
1
3
互
1
1
2
藁
筆
重
1
1
重
亘
2
1

K
K
駁
舞
民
裟
k
K
K
K
K
K
K
K
K
K
脚
脚
脚
騨
周
脚
日
K
日
日

1ee6

1
2
1
2
2
！
玉
玉
1
一
一
王
1
1
1
1
1
1
1
1
！
丁
丁
圭
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
玉
！
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
互
1
一
筆
裏
1
正
4
1
三
一
蓋
正
1

退位

第一一号

大学講壇

大学総長

大宙（人名）

大饗宴式場

大局

代金

大團

泰山

大滲局

第欝七議会劇

対支外交

大事業

大障碍

大正改元畢々

大嘗宮

大正三年八月十八日

大臣鍵

大臣推魏

大人物

大新聞社

大森林地帯

大戦

大戦争

大典癖備処（たいてん

　　　　ちゅうびしょ）

大熱

大急

体得する

第二次桂内閥

第二場

大評判

太平党

大木

交書露軍需品

堪え得る

違う

高野竹隠（人名）

妥協時代

妥協論

拓し集める

たくし込む

玉916

K互　1　互

Kl　l　I
Kl　1　韮

Kl　玉　至

KI　l　韮

K玉　玉　1

Kl　l　l
K王　1　1

K王　1　1

Kl　1　2
Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　1　1

組　1　1

Kl　l　l
K3　1　1

Kl　l　l
Kl　l　i
Kl　互　2

Kl　l　l
Kl　五　l

Kl　l　l
Kl　正　正

K正　正　2

K藍　正　正

K
K
K
B2A　1

BIA　1

鴇Al
Kl　1

Kl’　1

Kl　1

BIC　1

W2　1
11」2　1

＃IA　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

SV2　1

田

太沽沖（タアクウ～）

第一自賛

大概

大活劇

大飢饅

大挙

大工

退属する

薄校競技

対抗し得る

大黒柱

題辞

第十九条

第十五条

大衆作家

第十三

第十三、匪捲

第十二巻

大衆文学

大秦文芸

大衆文芸勇類法

幣十四条

大小

大正十五駕三月十五R

大正十蕊駕度設立数

大正÷六年二月

大尽遊び

泰然

大戦鋤護

大癩海

大捜査

大宗師

大底流

大典

大内紀（だいないき）

大部

大変動

大法（たいほう）

大本格小説

大名達

第四十一章

代理

大理石

タオル

高声（たかごえ）

高楊子
sagJI［（人名）

焚き付ける

伽【町

1
1
正
豆
－
重
至
重
夏
圭
至
I
I
正
－
重
I
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
駕
1
3
1
－
3
一
％
1
％
餓
1
－
1
1
1
魚
1
－
1
1
猛
1
1
1
1
納
3
1

W
日
K
K
K
K
K
K
H
K
H
H
K
K
K
K
K
H
K
K
K
K
躍
K
K
K
裟
鮭
K
k

Kl　1

K1　玉

Kl　玉

川　l

Kl　i

Xい
Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

glA　i

HIA　1

王
1
1
ー

レ
へ
裟
ε
轡
HIA　1

Wl　1

騨2　1

H玉A1

19as

婆
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
重
1
1
1
重
王
…
正
2
3
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
玉
玉
圭
1
1
1
1
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
玉

書

第一義務

第一藥団第鰻軍畏

第一轡携

策一冊

退隠

大艦隊

退部

第九号

大魚

退慰生活

体猛悪在

大震壮語する

大好評

大根

第三インタナショナル

lg36

Kl　l　l
K互　1　1

HIA　1　1

K1　玉　2

Kl　王　l

K玉　玉　l

K1　圭　1

K1　三　2

Ki　i　l
K1　1　菱

Kl　l　l
KI　l　王
臼2A　1　玉

Kl　l　l
Kl　1　1

大会Hlc　1

第三細鱗

第蕊國

第三師団司令部附

第三者らしい

第四段贈

対日侵略強化

大回在

対支費一ケ条

大資本

大島崎氏

第十九期

大衆性

第十八期以下

大衆畏藩政

大勝

大正曝年三月二十z日

頽勢

対ソ政策

対ソ戦争

大胆

大地

大統領選挙人

胎内

第二平

鮒二条

第二段階

大日本史食貨志

大の虫

代表作

代表隈

代表的文学作品

代表部隊

大仏

大買物線

対北支工作

大要

太陽上麗部

第四条

平

第六十五圃

高（「～をくくる」）

他階級

たがいちがい

覆髄軍

高師の浜

高島（人名）

高田（人名〉

灘（人名）

多書（人名）

薪拾い

抱き疎める

　　　（だきすくめる）

滝本誠一

l
1
1
1
韮
－
圭
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
－
玉
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
玉
1
1

　
　
ム
A
　
　
　
　

A
　
　
　
　

A
　
C
C
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　

A

1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
重
玉
3
玉
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
王
1
3
1
1
1
3
三
1
1
韮
至
1
1

K
K
H
H
K
裟
k
K
冠
誕
K
K
K
K
K
H
K
H
H
K
K
に
裟
裟
k
裟
K
錘
K
κ
K
K
K
K
K
K
K
弩
轡
K
響
k
轡
H
騨
脚
脚
聡
刷
周

！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
ま
1
1
1
1
1
1
2
1
2
2
重
1
1
韮
1
王
1
王
ま
1
2
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
2
1

脚2　1　1

HIAI　1

語種：　W篇和語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A漏翻語＋漢語　B需憩語＋外来語　C＝漢語＋外来語　D＝和語＋漢語牽外来語）



対｛勢休戦条約

第一案

第一次内泓
Atg一声

第一点
ktS3一砲

退鍵k
対外問題

退官する

大綴模化する

第九牽帝麟議会

大計画

体験等

大黒業

対抗力

第三日

大使館参事官

大死する

第十一電

大衆行動

大衆的

大衆的共岡研究

第十二電

大宿命

大正

大肥五年

大将鐸辞

大臣等

大水害

態勢

堆積

玄寺ソ軟弱タト交

隊長

大東亜戦争

対独条約案

大土鋤所有毒

第二次改革案

節二次度界戦争

策二次世界大戦

文畑感鱗

対日講和条件

対N条約案
対日理事会

第工点

第1M曜細
退避する

代表誌

太平洋艦隊司令長宮

太単洋戦争

大砲

第期漁

平重盛（人名）

大陸人

大搬

大鷺生産

大連港

第六十四条

穣植

高愈氏

砲き起す

た一たけだけめっほ“う　285

王
玉
玉
玉
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
至
藍
正
豆
I
I
正
1
玉
1
歪
1
正
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
A
　
A

C

ま
玉
玉
1
1
王
1
1
2
2
1
」
－
1
歪
夏
－
正
2
正
1
3
互
－
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
至
裏
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

縞
K
K
K
K
K
K
K
擁
琵
《
K
K
K
K
K
K
H
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
X
K
X
難
民
舞
K
裟
X
疑
鋭
裟
κ
鋭
民
K
K
日
9
K
K
K
K
H
響
K
K
民
翼
H
響
擁
轡

1946

－
　
ー
孟
三
1
五
童
ー
轟
正
豆
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
璽
正
1
1
藍
茎
1
1
三
－
髭
玉
I
I
正
1
1
王
－
ー
鳳
豆
藍
1
1
正
王
1
1
1
1
2
1
玉
2
1
1
1
1
正
1
1

1956

第一管区　　　　　　　K蓋　1　三

第一議題　　　　　　　K韮　韮　正

第一一一次五力年計IMY期　　K！　1　1

第一次大戦　　　　　　Kl！　互

第一年　　　　　　　　Kll　1
第一一副苗梱　　　　　　K玉　韮　1

第一一ページ　　　　　　H正C正　2

第～審第三罎公判　　　K韮　韮　1

隊員　　　　　　　　　Kl！　2
文寸タト擾助　　　　　　　　　　　　K1　1　　五

退学する　　　　　　　H2Al　l

大繊　　　　　　　　K31　1
大宮殿献上　　　　　　K1　1　1
大嫌い　　　　　　　　H3A　1　1

体験紀録　　　　　　　K！　1　1

体験し得る　　　　　　H2A玉　夏

第三勢力　　　　　　　Kl　l　l
大衆化する　　　　　　1．12Al　I

大十月社会童義革命　　Kl　1　1
大衆雑誌　　　　　　　Kl　1　正

大正末年　　　　　　　K玉　玉　1

大ストライキ　　　　H1Cl　l
大戦勃発　　　　　　　K1　1　1

大敵　　　　　　　　　Kll　1
第二縢アジア。アフijカ

第二十回党大会

第二次的

第二審

第二麟

頽廃方向

大反対

ダイムラー（人名）

太鶴族

第四署

第圏党

大陸進出

大M：弾圧方針

大量得点

対露強硬外交

第六

第六次五力隼計画

第六八回公判

堪えがたい

高木健夫

高野（人名）

高野先生

鶴村光太郎

多感

たぎる

武濁久

会議HIC重

1
1
璽
1
1
1
1
1
互
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
－
i
1
1

　
　
　
　
　
　
　
汽
A
　
　
　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
汽
ム
昌

董
3
1
1
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
三
1
1
3
2
王

K
k
K
K
K
K
G
K
H
H
K
K
K
H
K
K
K
皆
皆
響
H
H
K
糎
W

1

　
1
　
　
1

　
　
　
1

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

ダーッと

タイ（地名）

体竃覇

第一号女｛生宇憲飛行士

第一次

第一一次大戦後

第一条

第一次吉田内糊成立

第一期

退院する

大火

対外闘係

大学激欝

大学内

大観灘所

大気汚搬

第九繕世鼻大会

体系

対決

大作

体質問題

大商

　（t大阪商工会議衡’）

大正時代

対照的

大乗仏教論

大昭麹製紙

体鰯派

体操

繋大陸政策

大弾圧

頬談中

大東亜戦争肯定論

態度鰹正

第二次麟共合作

対日批判

第二部

代蓼繕酒

大曖出

対米脇力強化

太平洋

タイムズ

ダイヤル

ダイヤル市外遡謡網

ダイヤル躍時化する

第四期ゴーリズム

大陸

大隆諸圏家

対立しあう

代理店

第六十七号

高辻長嘗

高まり

高由英一一

焚く

宅地収得

企み

他家

武環家滅堂

W3　l

Gl　1

轍　1

Xl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA豆

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
K玉　圭

Kl　1

Kl　韮

Kl　l

Kl　1

綴　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K1　玉

K1　至

H玉c玉

K王　王

Kl　1

－
I
1
1
1
1
1
玉

1
1
1
1
1
互
1
1

裟
民
K
K
K
K
G
G

HIC三

H2D　l

HID韮
K玉　重

K互　！

H2A　1

K夏　1

K1　重

HIA　1

羅　1

H重A1

騨2　1

K韮　1

Wl　1

K1　玉

HIA　1

19S6

玉
1
2
1
1
i
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
玉
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
至
三
三
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1

第一次安保

第一一次桂太郎内腿

第一締國

第～締翻麻布三連隊
第・・一A回魍会施政方餅癩説Kl

第正章

大王

大学卒業

大学紛争

代官所支醗下

代官所設麗後

大企業優遇

大雛区欝令饅

体刑
女す抗馬

大祭日

第三琶界

第十圃

第十一圏

第十三園

大正八年十二月

退職餐

対処する

台尻

退陣

大好き

偉瀞1

体制闘め

体制原理

堆積する

対ソ戦略

大貸繋

大邸宅

大統領選挙

第二期

対日協力

大臼本印醗

第二党

K王　玉

HIA　l

K1　玉

HIA　1

　　1

K五　玉

1
1
正
1
1
互
正
1
－
玉
－
韮
玉
－
王
－

1
1
1
1
互
l
l
夏
1
1
王
玉
－
玉
王
－

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

擢2Al

illA　1

Kl　1
蕪3A　1

繊　1

田Al
Kl　1

H2A　1

眼Cl
Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K1　玉

Kl　1

第89議会施政方針濾鋭K1
第85議会施政方針演説K1
第88謎義会施政方金卜演舞党K1

大単

代蓑的名文

大不況

大別する

逮櫨

待望論

大本営

大丸工務店社長

ダイヤ

（diamond）
「大躍進」政策

第四回

第匪獅期

離詣する

台湾飛行区内

高木らしい

高田專僧寺派

高梨茂

高橋（人名）

高橋英夫

高橋蕉義氏ら

高見沢仲太郎

宝くじ

抱き締める

タクスペイヤー

竹内啓

竹内均氏

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉

　
　
　
　
　
ム
昌
　
　
　

A
昌

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
H
K
K
K
H

Gl　1

Ki　玉

NIA　l

HIA玉

H2A　1

K玉　1

W3　玉

H玉A1

懸　王

Vil　1

躍　1
111A　l

HIA　1

響1　1

Vl2　1

Gl　1

縫1Al

HIA　1

1su6

1
1
豆
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
玉
互
1
王
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
I
l
I
1
1
1
2
1
2
1
1
1

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
ー
玉
圭
2
1
1
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竹橋暴動

打翼する

他日

多少等

尋ね

他性（たせい）

た、き出す

立上りさま

立ち居る

立ち返る

太刀風

餓聞する（たちぎき～）

立ち並ぶ

脱漏

店立（たなだて）

頼み

旅路

玉枝（人名）

玉次第

玉突

玉野判事

試す

太夫

湛（人名）

旧殻生（だんがくせい）

短気

炭砿

誕生

男女学者先生方

男女学生

男女学生交瞭

男女学生交際論

纂女問

男女交際

談ずる

淡々（人名）

知

竹影

畜生

竹風兄（ちくふうけい）

痴雷（ちげん）

治産能力

智識技能

智術

父王

知的光耀

二
八
口

｝
薙

因
業

（ちてきこうよう）

1
1
韮
1
1
玉
1
1
1
2
1
ま
韮
韮
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
至
三
三
1

A
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
ム
n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

1
2
歪
正
1
1
2
王
2
2
1
2
2
玉
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
3
1
！
1

巨
H
K
K
脚
K
辟
W
騨
褥
…
W
騨
辟
K
騨
W
騨
口
羽
響
日
月
k
K
K
K
K
K
H

Kl　l

K正　l

K1　王

K韮　王

Kl　1

H2A重

1
1
1
1
1
互
－
重
1

1
1
1
韮
玉
－
重
1
1

K
X
裟
K
K
K
K
K
K

＃IA　1

Kl　1

購　1

Kl　1

1
1
1
！
互
1
1
1
韮
2
1
i
正
1
1
重
王
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
童
－
互
互
正
1
1
1
4
1
重
正
1
1
1
1
1

1
1
1

丈畏い

太宰府

打舞

たし

たしなみ

出し抜く

襟がけ

尋ね物

多勢

戦い得る

漂う

欄れる

太刀（人名）

立ちつくす

太刀山（人名）

税退する

たどたどしい

谷崎民

多半

価蒼

多方面

たまに

黙り返る

ためる（溜）

挟

タランタス

（ロシア語，

垂れ下る

たわける

戯れ

段（人名）

弾圧

疲火（‘啖呵’）

懸子

談合しつづける

男子中心論

短二月

端緒

嘆賞

断定する

段取り

‘馬車’）

段刷目（「段」は人名）

探梅

単複

断片的

鍛錬

チカチカチカッと

近づき得る

縮まる

地方税

昭　1　玉

K1　玉　玉

K1　玉　2

w1　1　重

凱　1　1
響2　1　1

轡1　1　1

響1　1　1

Kl　l　l
W2　1　1
W2　1　玉

W2　王　1

W玉　玉　2

W2　1　1
w1　玉　1

H2Al　1
W3　玉　1

H王A1　3
K正　1　三

畷　1　1

Kl　I　l
w3　互　1

盟　1　1

賜　1　1

Wi　l　1

1
1
1
1
1
ま
1
1
1
玉
二
三
三
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
韮

　
　
　
　
　
　
＾
汽
　
　
　
　
　

＾
A

1
2
2
1
1
1
韮
1
2
1
正
i
1
2
1
1
1
1
3
1
3
2
2
玉

G
W
W
W
K
K
K
H
H
K
K
K
K
H
疑
K
K
裟
《
K
W
脚
湯
K

1
1
1
1
5
1
1
1
1
1
二
三
2
1
1
2
1
1
1
1
正
1
韮
2

竹原（地名〉

丈る

他事

鐙島錦治氏

出し物

多数小作人階級

多数党

立ち忍ぶ

橘町

橘町薬硯堀

立ン坊

奪取する

巽（人名）

巽君

立石（人名）

縦波

他動率

田中健治

震毎

ダヴイッド（人名）

玉ノ芽（地名）

頼り過ぎる

太臨兄さん

曖

単一

単一無産政覚主義

単価

炭坑

炭坑生活

談笑する

無精する

弾性率

嘆息する

耽溺する

単刀蔵入

淡白

曖炉

ちい鮪（～ね）

近づき

近づける

力持

痴想

父上

秩父（地名）

地方的政党

地方遊説員

茶室

1
1
1
1
且
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
五
王
1
1
1
1

　
　
　
A
　
A
　
　
A
A
A
A
　
A
　
　
　
A
　
　
　
　
A

1
2
1
1
王
1
1
2
玉
1
1
2
1
1
1
1
1
1
3
1
1
2
1
玉
3

響
署
K
繕
響
H
K
轡
H
H
H
H
宵
駐
輝
轡
K
匪
野
G
脚
轡
H
K
K

Kl　l

K1　玉

Kl　l

K1　玉

H2A　l

H2A王

K1　王

H2A　1

日2A王

K3　1

K3　1

K1　玉

Wl　l

Wl　1

脚2　1

1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

周
K
脚
脚
K
K
K

1
1
1
圭
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
重
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1

武田畏兵衛商窟

タコ（勝砥）

だしぬけ

だしぬける

太政窟麟

太政大臣

田代（人名）

田代僑五郎

印きつける

畳みかける

畳敷き

立話

立向い撮る

ダツ

（かます（帆）の方誓）

多津枝（人名）

達者

達之助

上る（たてまつる）

立役者

妥当

購える

田中克己訳

璽（たなごころ）

打歩（だぶ）

たぶらかす

玉桂（人名）

玉錦岡搬

タマヨ後蒙

民（人名）

他身分

だらり

だらりの帯

樽枕

段一段

濡鼠（轡名）

短期

探求

断言する

断行し得る

短時日内

単身

坦々

探偵小説

短簾災

弾薬

チェルトコフ（人名）

地下

購う（ちかう）

近寄る

知遇

蓄財精神

千墨（地名）

下達等

（r智遠」は人名）

父親違い

縮れる

智逓（人名）

千葉蟻手賀沼

地平線

智謀

地方還元政策

地方財政調整交付金

地方税収入中

地方農村救済

織A1　1
轡1　1　1

W3　1　1
W2　1　王

Kl　1　玉

K1　1　2

撒　1　1
羅1A　1　1

轡2　王　1

響2　1　1

題　1　1
騒　1　1
響2　1　1

聡　1
響王　王

K3　l

glA　1

胃2　1

蹴Al
K3　1

響2　1

咀《1

鴨　1

Kl　1

W2　1

Wl　1

H3A　1

HIA　1

騨1　1

HIA　1

w3　互

－
l
1
1
！
－

蹴
W
轡
K
K
K
K

H2A　l

H2A　1

Kl　1

K王　蓋

K3　1

維　1

Kl　玉

Kl　l

Gl　1

Kl　1
1V2　至

W2　1

Kl　1

Kl　1

町　1

織　1

Wl　1
響2　1

Kl　1

H王A1

1
1
1
1
1
1

K
レ
ハ
K
K
k
K

1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1
玉
玉
1
玉
玉
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
1

藷極：　W＝和譜　K＝漢語　G篇外来語　H＝混種藷（A罵秘語＋漢語　B＝和語＋外来語　C遮漢語＋外来藷　D＝和語幸漢語＋外来譜）



1946

武谷慰たち

武田藥品工業株式会社

高荊盤子く人名）

妥結する

手越し（たこし）

太政官

助け

堕する

たたき

正しさ

立ち去る

立威り

癒還

達成

立直し

他党

腿所弁護士

棚

τA淫ABE　SEIYAKじ

鐸IA　1

鐵Al
Slj1　1

｝．｛2A玉

蹴　1

Kl　1
1v王　1

1i2A　l

Wl　1

盟　1

皆2　1

田　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

Kl　1

HIA　1

概　1

KABUS｝｛IKi　KAISHA　H正武　互

多難

種油

他藩

他部門

太平（人名）

田村町

嘆息

便り

俵物

弾圧以薄

弾圧する
蟻一・国

賊吉権
断食：

誕生日

断ずる

短波斜掛機

近よせる

地球戦争

逐年

知識人大衆

地質調査

千島列島屈指

地人論

治水工法

遅々

知的文化的向上

地方鰯度

煎ぽなこ

－
正
1
1
玉

3
1
王
－
王

K
脚
K
K
K

Blia王

1
1
王
－

K
W
響
裟

王
1
1
1

暮2Al

Kl　1

Kl　1

Kl　1
1．11ム1

日2A互

－
り
倫
－
り
U
1
1

K
騨
K
K
駁
裟

1・13A　1

Kl　1

K1　1

K3　1

Kl　1

Kl　l

Wl　1

2
2
正
！
1
玉
豆
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1

2
重
1
正
1
2
亙
三
！
！
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
1
1
3
王
玉
王
2
玉
1
王
玉
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闘い取る

辰平（人名〉

タナ上げ

田中熊吉氏

谷崎潤一郎

谷間工場

楽しげ

玉潤警視

ためし

ダモイ

（ロシア語，　‘帰国，）

ダレス氏

他愛ない

タングステン

団交

団体交渉

探偵する

擦当者達

断念する

男優

弾力

治安

智恵子抄

地下水

地下道

透松劇

力関係

畜産

地上雛

遅滞

縮める
チ1・　一

地方政治

巷

チャーチル

醤実

w2　1　韮

潤玉Al　2

腰　1　1
HIA　I　1

HIAI　l
filA　I　1

W3　1　玉

HIA　I　1

Vll　1　1

Gl　1
E｛IC　1

3
1
1
！

W
G
K
K

日2A夏

lllA韮

H2汽王

K韮　玉

K玉　1

Ki　1

｝穀Ai

Ki　1

K1　王

HIA　1

H三Al

K玉　夏

K叢　夏

K韮　1

W2　1

Gl　i

K王　1

慨　l

Gま　i

K3　王

1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
正
1
正
1

武田藥品

多彩

たず（鶴）

たたき落す

立翔以遠

立ちすくむ

立ち向かう

ダッカ（地名）

達し

タッソー（人名〉

脱兎

出中・桃呼訳

ダナン（地名）

霜崩氏

ダニ空軍司令富

谷崎濯ト郎賞

ダエ中将

谷闘

タブー

田油津媛

（たぶらっひめ）

多忙

たまり場

田無族國家

ダム

為時（人名）

たよ砂ない

だるい

戯れる

断塵

短期的

探究する

鰯結する

麟さん（人名）

短銃魔

単純化

単純化実行勧k
蟻純化実行局

挙純化健進

霊地

握当貴任潜

断片

冶安回復

チェコスロヴァキア

地下水汲み上げ

痴漢

畜生道

地［翼特異性

筑摩書虜刊

知識階贋

地上戦

秩序形戒
知的怪置生

千葉（地名）

地方紙

地方新闘

地方大学

地方大学特有

地方地方

地方版

地方遊説
1（ilみどう

地名

着々

瓢
旧
師
機
6
1
凱
聡
聡
酒
殿
紹H2A　1

H2A　1

磁A1
Kl　1

組　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K！　互

K正　！

G互　1

HlA三

K1　玉

K1　玉

Kl　1

HIA王

－
王
1
1
1
1
1
1
1
1
夏
1
1
王
－

茎
1
1
1
1
1
1
1
3
1
i
至
3
1
3

K
K
民
K
響
K
K
K
K
K
K
K
騨
K
K

－
I
l
l
1
1
1
1
1
玉
1
！
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
圭
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
4
1
1
1
1
1
1
1
i
1
至
1
玉
1
1
4
1
1
1
1
1
1
1
1
正

確かめ合う

出ししぶる

他春

多数決

ダスグプタ氏

たたえる

たたきつぶす

載る

たちふさがる

辰吉（人名）

辰吉霜

脱税行為

脱税事件

辰ちゃん

暫2　1

胃2　1

Kl　1

Kl　1

詫1C　1

野2　1

轡2　1

褥2　1

響2　1

HIA　i

H王Al

タッテンナム・コオナアGl
税皮

タップリ

税文革期
伊達秋雄氏

立て潮け

移｝逮判決

建前

田中＝小佐野

田中角栄氏

田中角栄的

田中さん

田中首根

田中苗着相鼠身

車中逮擁

田中派

谷臼二三郎氏父君伝来

谷嫡潤一郎氏

打破

タバコ会社二L場

ダボシャツ

たわごと

短期研鐙班

タンザユア（地名）

炭酸膿

田中

断章集

端緒的

男性的’

男性剛生愛患者

炭棄

男装

醸体宿泊訓練

単独

ダンピング

ダンピングする
地域特｛生

チェコ

墜下街

近すぎる

カずく

地球科学全体

軽量上

契り

竹馬

地質学

地点

霞なまぐさい

地方業界

地方激団

地方大軍区

痴保的

チモール馬

チャーチ萎員畏

普匿する

茶托

王
圭
1
1
1
1
1

玉
－
霊
1
1
1
Q
U
l

K
K
W
【
U
杖
W
民

HIA　1

曜1i
睡1Al

w正　1

闘　1

HIA　1

1i3A　1

騨1　1

HIA　1

HIA　l

H1A三

殿A1
”IA　1

HIA　1

Kl　1

HIC正

HIB　1

正
正
正
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
3
3
1
1
1
1
3
1

響
《
G
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
e

H2B　l

Kl　l

Gi　l
K1　三

響2　1

響3　1

1
1
1
1
－
－
I
1
1
1
1

匿
難
澄
儲
匿
昆

EIB　1

｝｛IC　1

H2A　1

Kl　1

1
1
3
1
1
1
1
玉
1
1
蜜
玉
1
玉
1
圭
1
1
1
1
一
三
正
2
2
2
1
1
3
1
1
1
1
！
三
1
三
1
1
2
重
韮
正
1
2
1
1
1
2
1
1
1
三
1
…
1
2
1
三
1
三
韮
三
1
1
1
蓋
1
1
2
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中学時代

巾学生徒

中下

中小学

抽象的理想

中心点

謙する

鋳造する

倹轍

中等待合室

中途半端

中流以上

著

調

長針

彫蝋勿等

頂k級
微象詩

超絶し贋る

朝鮮豪傑

長足

調達する

長短

微兵猶予

潮流

著鋭

鎧作

塵紙

智力

沈寂無人

（ちんせきぶじん〉

沈轡

沈溺する
毒蟹責（ついこう）

ツヴォルスキー一」氏

（人名）

通行税

通治氏
透｝論戦鷹策

灘俗武王軍談

農高し得る

使い姫

罷み合（つかみあい）

嵩み出す（つかみだす〉

月並点画

つくづく

付け込む

付焼

±井畠田著

包装（つつみがみ）

綱島路

面

釣り込む

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

組　1

Kl　1
1｛2A　1

縫2A　1

組　1

＃IA　1

K3　1

1
1
1
1
1
1
1

裟
μ
へ
K
K
K
K
裟

1｛2A　I

Kl　1

K3　1
1・｛2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

賜　1

Kl　1

玉
1
1
蓋
2
1
1
王
1
1
王
1
1
豆
豆
互
1
玉
2
1
1
！
王
王
1
1
1
1
3

Ki　l　l
K3　1　1
｝・12A　1　1

Kl　1　1

HlC三

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
｝・｛2A　1

Wl　1

盟　1

盟　1
｝｛IA　1

鴨　正

W2　1

Vll　1

HIA　l

l￥1　王

HIA　1

響王　亙

SV2　1

1
1
1
1
韮
匡
正
正
正
正
重
i
1
1
1
2
2
1

茶所

中央倶楽部

中欧大雄邦

宙返り

中華継受

注視する

注躯する

中心勢力

中正獄

中朝事爽

中等教育

中部支翔純在

忠僕

注文通砂

中立

中立森

中野宮吏

朝（ちょう）

腸

糊

張（人名〉

寵愛

超越する

調査事項

長想史

畏弼人

膚寿欲

γ二郎（人名）

弔する

朝鮮的

張総督

鍵灯持

長年月

再発する

張彪（人名）

張面

凝落する

調和者

醸接経験

盧接作稽

薦鹸的確

ちょくちょく

直隷督軍：

智利（チリ，地名）

痴話場

珍斎（人名〉

沈潜

沈没する

沈黙食言

通説

つかす（［愛措を～」）

由みしめる

交瞭くつきあい）

就ぎきり

つぐ（濾）

辻博士校閲

蔦（人名）

突ッ込む

筒ぬけ

慎ましい

包み毒す

勤め得る

綱昇（人名）

つまむ

鶴く人名）

HIA　1

H互。至

Kl　1

臼玉A韮

Kl　l

H2汽1

H2A　1

1
1
1
1
1
1

K
K
k
k
民
薮

磁A王

Kl　l

K王　玉

K玉　1

Kl　1

K玉　1

Kl　1

K1　互

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
王
1
1
王
王
－
玉
－
玉
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
互
！

＾
　
　
　
A
　

A
　
　
　
《
n
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
腿

瞼
総
懸
蹴
綴
睨
燈
織
繊
巖
殿
昭
昭
鴨
鴎
5
1
昭
昭
組
繊
燈
欝
欝
継
継
鴨
縞
織
盟
盟
冊
鴨
器
機
緊
縮
騒

1
1
1
玉
1
1
1
2
三
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
王
1
玉
1
玉
茎
玉
重
1
！
1
1
1
1
1
1
1
玉
韮
豆
玉
1
夏
1
1
1
2
1
玉
1
1
1
2
1
1

チヤホヤする

茶屋

茶麗女

中央公論所載

中原

註する

湘南する
注文す．る

中籍

ちょいちょい

長

彫刻機械

翻査委員会

人笑

趙贋（人名）

町人全体

難建

超画する

翻秘する

調和表実験圏解

臨調対酌遜鋤

選管翻身

羅衣（チョッキ）

翻身する

徴失せる（ちりうせる）

治療器

賃銀額

沈衰

珍本扱いする

追懐

追懐する

通過

癌快壮絶

遍商

逼俗小説

遜俗的

遇俗物

通訳裁判

逮い果す

使い吉す

掴み得る

疲れる

突き醸す

築地短い

ツキヂデス（人名）

続ぎ穂（つぎほ）

附け狙う

拙い

慎ましげ
角

ツヴィングリ派

坪内博士

爪先

詳か

猟み出す（つまみ～）

摘む

露之助

強まる

熟ら（つらつら〉

つり（おつり）

蔓

つるす

響2　1

HIA　l

HIA王

Kl　l

Kl　1

H2A　1

H2A　1

ti2A　1

裟3　1

響3　1

Kl　l

K王　1

K玉　l

K1　王

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
玉
五
玉
－
重
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
玉
－
玉
丁
丁
1
1
1
1
1
1
1
王
玉
1
1
箋
乙
1
1
1
1

A
A
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A
　
A
　
　
　
　A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
A

欝
欝
濫
緯
爆
雷
毘
罷
欝
欝
鷺
縦
禮
緩
盟
翫
巖
隠
謀
欝
欝
盟
麗
鴨
畷
蹉

チャンチャンチャン

　　　　　　　　チャンW3
宙外社　　　　　　　　K1

申学生　　　　　　　　Ki

中問デモクラシー
中国近代第一一流

駐在武宮

中小工業

中小商業

中小商工業餐

中小商業者

抽象論

忠心

中二階

中立義務中

中略

腸カタル

謁口中

畏姉

雛兜

長州藩

頂上

聴診器

調節

朝鮮京域

調遠部

調停法

畏八（人名）

醸簿

弔問する

凋落

勅使

藏観的印象主義

塵

地理学者

追放

追随する

通行する

通人

通謀

使い切る

使いこなす

つかまつる

獲れ

突き進む

つき出る

尽し得る

誓い

告口

つけ通し

辻占

土堀り

繋ぎ合せる

常典（人名）

つゆ（梅雨）

強すぎる

　　1

　　王

　　l

HIC　1

豆
玉
1
夏
玉
1
互
1
1
1
1

1
韮
韮
1
1
1
互
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
k

HIC　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

K
翼
ド
組
継
K
裟
《
民
駁
K
民
籍2A1

1
1
！
－
歪
互

－
玉
1
1
歪
－

K
K
K
騨
κ
K

H2A至

H2A　1

Kl　l

Kl　1
1墾2　正

W2　1
騨2　互

凱　1

轡2　1

W2　1

皆2　1

1
1
韮
－
韮
－
三
夏
重

1
玉
韮
王
1
2
1
！
2

轡
反
響
響
響
響
脚
脚
脚

王
2
2
1
1
三
2
1
1
2
1
三
1
1
1
玉
1
1
重
1
1
1
1
1
2
豆
1
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
2
1
玉
1
1
豆
至
正
1
1
1
1
1

認種：　W；稲醤　K誕漢語　G＝外来語　H＝混種語（A；和語÷漢語　B；和語÷外来語　C＝漢語十外来藷　D；秘語＋漢語÷外来語）



1946

忠

中央i参議会議長

中央部幕僚等

中共軍

中共代表

中共不信任案

中国侵酪

中佐

中支

中小国家

抽象する

中心部

中心問題

中世的封建勢力

中部太平洋

中馬（人名）

町会

張学良

張公権氏

長女

町愚慮

蝶々

朝幕

徴兵

長老閣僚

嚥接生産巻

薩峠的表現

著者自ら

著書全体

著書論文

ちょんまげ

地理的条件

邸中孚、徐瑞霧両氏
沈没船毒己磁石卑

ツァールー族

追憶

逓撫する

罵言する

逓告

愚僧越地

突き上げる

つけ方（「名称の～」）

±ee
集う

積立金

鶴陶和文（人名）

鶴見（人名）

鶴見（地名）

Kl　1

Kl　i

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1
i・12A　1

1
1
1
1
1
1
1
豆
1
1
1
1
1
夏
1
1
1
1
1
三
－
蓋
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
！
1
1
1
互
互
－
王
1
1

K
・
K
㌶
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
H
K
K
W
K
《
裟

＃IC　1

Kl　l

H2A　1

E｛2A　1

Kl　1

K互　1

W2　1

Wl　1
［｛IA　1

W2　1

トロA1

鴨　1

1VI　i

蹴　1

玉
1
1
2
1
玉
玉
1
玉
1
玉
玉
1
1
王
2
1
1
1
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
！
玉
！
1
一
重
1
1
1
1
1
王
玉
1
1
1

申尉

中央委暴会醤詑

巾央戯劇学院

中央公論五十年紀念

φ央公論社潤

中央纂権憲義

忠義だてする

中源寺（人名）

中国共麓党

仲裁裁判

中傷

中小企業

昼食時闘後

中毛泊勺考え方

中大総長

中断する

中農

中立主義

中和する

調EP

調印する

翰鮮征伐

朝鮮独立運動

朝鮮残衆

頂戴する

調檸案

翻身義務
徴兵1極

徴兵法

勅語

薩註する

チラと

ツァーーリズム。ロシア

墜落する

週化（地名）

逓撫する

細密

痛論する

使い方

盗みどころ

つくり変える

つくり詣し

つけっぱなし

都激する

土屋（人名）

樂い

円谷玖雄

連なる

ちゃっかりする一つるみ　289
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Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　l

Kl　1

H2A　1

K正　1

K正　1

K1　重

Ki　1

K豆　1

k互　1

HIA　1

Kl　i

H2A　1

Kl　1

Kl　1

日2Al

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　王

K玉　玉

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K1　1

罐2汽1

W3　l

G1　韮

li2A王

綴　茎

縄2Al

K3　韮

を】2A韮

躍　！

凱　1

轡2　1

Wl　1

W3　1

H2A　1

Wl　1

脚l　l

Wl　1

W2　1

2
1
！
至
1
1
1
1
1
王
2
5
1
1
1
1
3
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
蓋
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1

着三分　　　　　　　　Kl　1

茶欽み友だち　　　　　HIA　1

チャルマース．ロバーツ
　　　　　　　　　言己者＃IC　1

チャンネル

中央委員

中央委貫会総会

中央公論画業出版

中央公論新入創作

1
1
1
王

G
K
K
k

1
1
正
－

シリーズHIC　1

中央集権

中央集権的

中央線

ゆ央。地方政府

巾共ゆ央

中近直
中［講論命

中霞目騰政権

中海共産勢力下

中翻系

中国実力管列伝

中国陶磁

中国内

中国農村

中国復帰

中風流

中国旅行

伸裁役

抽象性

中小メーカー

中ソ

中ソ論争

蹄購

油入
チa．一一リップ

出入する
超完全∫毯用場犬態

長期固定化

調査会社

調査研究

長身

調整されえる

幽閑勧誘提雪

朝野新闘

雨脚距離

治療

鎮圧する

触寿（人名）

沈滞

通勤革命

通勤時間帯

通勤巻

通勤期交通機関

瀬勤用交通機関建設

通産営僚

通路

使いわける

つきあたる

突き留める

つくりもの

つじつま

対馬（地名）

土屡氏

つY’ ｫはじめる
突立つ

突っつく

つど

ッブ（員）

つべこべ

つり合う

五
－
正
1
1
丁
重
正
正
1
1
！
－
豆
！
三
豆
－
！

1
3
豆
－
豆
互
i
I
互
玉
1
1
1
1
三
豆
三
互
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

HIC重

HIC　l

EllC　1

Kl　1

Kl　l

Gl　1

H2A　1

1
1
11
1

民
K
《
《
k

1
1
1
1
1

｝｛2A　1

1
1
1
ー

レ
へ
翼
裟
レ
へ
｝｛2A　1

Kl　1

Kl　1

1
1
1
玉
正
－
正
豆
互
｛
正
正
豆
互

－
玉
1
1
1
1
重
2
2
2
正
1
豆

K
K
K
K
K
K
K
轡
膵
膵
脚
轡
W

HIA　1

2
2
2
1
i
3
2

W
瞬
W
K
膵
響
…
W

王
1

1
2
1
豆
11
1
1
1
1
1
1
1
三
－
正
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
王
－
i
1
1
正
正
1
1
1
2
正
1
正
1
重
罪
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1

チャッカりする

茶手薗

チャレンジする

チャンピオン

中央公論誌上

中央レベル

仲介巻

中期計画

注9
独象的作文

中世人

チュオン。チン議畏

長安（地名）

畏期使役

超技術

長期保証

畏期保証する

浅識会鰻終案

二二橋（人名）

朝鮮問題

聴聞

聴聞ig

調理する

臨通

著作樂

陳（人名）

陳さん

ツアィス社

対句

追悼集

追放する

ついやす

墜落

遍過禁止

通勤時

情婦省

使いもの

塚原卜伝

津軽三味線

月影

築地（地名）

築山

作り方

ツケ（臨藩）

付家老

告げ知らせる

つけたす

辻宥子（人名）

包み込む

粒

摘み遅れる

積み立てる

津村喬（人名）

詰め将棋

詰め腹

強める

囎　1

畷A1
巨2Bl

Gl　1

Kl　1

蹴Al
Kl　l

Kl　1

Ki　l
K玉　玉

K玉　1

Hle　1

Kl　1
K重　豆

K重　！

K1　豆

H2A　1

1
1
1
1
1

1
1
1
1
ー

レ
へ
k
K
K
K

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

HIC　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

W2　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

頃Al
glA　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

購　1

Wl　1
1ilA　1

W2　1

W2　1

鮭1Al

W2　1

Wl　1

1V2　1

響2　1

盟　1

H玉A玉

Wl　1

W2　1

1
1
i
1
1
1
玉
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ま
2
王
1
1
1
二
王
ま
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
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定期

齋困政府

逓信大藻

出稼ぎする

手ご、ろ

手応

手島精一

Ki　玉

K1　王

Kl　1

Kl　1

W2　1

Wl　1

SVI　1

　　　　　　　　　　　槻A1
デジヤルダン（人名）　Gl　1
手数料

撤退

手つs’き

でっぷり

哲理

手袋

手枕

街う（てらう）

転機

天狗

竃車鉄進

天台

天地

天智天皇九年

天幕

転倒

天王寺

顯末

天祐

巨lAl

Kl　1

Wl　2
1ij3　正

K1　豆

雁　1

躍　互

騨2　1

玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
藍
正

K
K
K
K
K
裟
5
K
K
K
K

IEffb6

三
重
1
王
1
2
1
1
1
2
1
2
1
1
1
豆
1
正
正
2
1
1
1
1
1
2
互
重

帝王学

提盤し篠る

抵抗力

帝翻的施設

帝翻党

帝政断念

丁寧

諦理

出入する

出入る

出来かねる

手頸

てつ（人名）

鉄拳禅（人名）

徹底的主張

ても（感動詞）

手元役

寺内内閣

寺内伯

照吉（人名）

照千代様

天意

絹園詩人

点崇
点肖唾（マ、）

伝襲的生活

伝説

天地自然

天皇親政

天皇親政説

天皇中心

店舗

伝来哲学

Kl　l

H2A　1

Kl　1

K1　玉

K玉　玉

Kl　王

K3　l

Ki　l

W2　i

響2　1

響2　1

盟　1

田　1

Kl　1

Kl　！

購　豆

巨IA重

HIA重

H漁1
H夏A韮

1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
亙
－
互

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

脚
K
K
K
裟
x
《
K
K
K
κ
K
K

1916

1
1
互
王
玉
1
王
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
王
王
1
1
1
1
1
1
1
墨
1

鶴堅

つれづれ草

つんけんどん

手当り

提案

低下さす

帝国

帝国的勢力

丁字形

停車壌

邸宅

貞徳（人名）

手槻

手品

手品界

出畠（人名）

出鼠きん

手刷り

出たて

撤虫する

副挟する（てっけつ～）

鉄鉱

徹底的実現

手放す

手ブラ

手前

手前共

手萌味噌

出ます

（「お出ましなさる」）

手持無沙汰

手元

手柔くてやわらか）

出羽の海（人名）

鼻潰

出嫌

天子

僻事略号

殿中

顯倒する

伝統的疲族主義

天保薙闘

丁抹（デンマーク）

天明（年号）

響1　1

轡1　1

K3A　1

響1　1

K王　1

H2A　1

－
i
1
1
1
1
韮
－

K
K
K
K
K
K
轡
轡

HiA　1

響三　1

盟　1

轡1　1

尉1　1

H2A　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

W2　1

Wl　王

w玉　玉

鴫　1
nlA　1

W2　l
H3A　1

鴨　1

W3　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
K玉　玉

H2A　l

K1　玉

K玉　王

Gl　1

Kl　1

1926

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
五
玉
玉

手洗所

提議

蝿議する

帝國社臓器薬品研究所

帝國圭義

帯國内

帝圏美術院主催

逓信当局

貞信弁海（人名）

帝纒疇代

低地

低脳振り（マ、）

剃髪する

低迷し勝ち

出入事

テーヌ（人名〉

テーブル

適応症

摘発検挙

。。◎的ファッシズム

鉄

鉄÷字岡盟

徹鷹化

徹底確立する

徹巌的検討

鉄道業

撤廃する

手荷物

手拭

街い（てらい）

寺内睦根

転向する

天津政治罵

転戦

転々する

電灯

伝避

転変

伝馬役

展覧会

電力資本家諸氏

－
重
正
互
！
－
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
－
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
｝
1
1
1
1
1
1
1
1
1

《
　

A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
A
　
　
　
　
　
C
　
　
　
A
　
　
A
A
　
　
《
A
　
　
A

1
1
2
豆
玉
玉
1
1
玉
1
1
1
2
3
1
1
1
一
玉
1
1
1
1
2
1
韮
2
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1

H
K
H
K
K
K
K
K
K
K
毅
擁
擁
H
轡
G
G
K
K
鐸
裟
裟
K
H
駁
釈
氏
疑
～
響
響
擁
暴
民
K
誕
K
K
K
裟
民
《

193G

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
玉
玉
1
王
1
三
3
1
豆
1
2
玉
1
1
1
夏
芝
一
！
重
玉
1
玉
茎
1
2
1
玉
1
韮
豆

語猿：　W＝和語　K　rr漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝秘語＋漢語　B＝憩語＋外来語　C＝漢藷＋外来語　D＝和語÷漢語＋外来語）



1946

帝位

提供

抵抗する

帝国大学

偵察隊

提示する

逓穣

抵触する

挺する

停滞状態

デイリー・スケッチ紙

手薄

テーゼ

テーマ主義

適応的干渉憲義

適正

適度

手先

テスリ（手摺）

手代

韻学論文集

撤収する

丁稚

出廻リ

デモンストレーション

寺内（人名）

藍田（人名）

転嫁する

転換期

典型

天才作家

躍車遍（～どおり）

転出する

点ずる

展ずる

伝染病研究所

俵統的神秘｛生

天どん

天幾以前

天皇家

玉
玉
玉
－
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
A
　
　
＾
　
森
A
　
C
　
　
C
　
　
　
　A
　
A

玉
1
2
玉
1
2
1
2
2
1
1
」
3
1
1
1
3
3
1
1
1
1
2

K
K
縞
K
K
H
K
日
H
K
鮭
W
e
巨
k
《
k
響
轡
臨
K
薩

Kl　1

Wl　1

徴　1

Wl　1

Wl　1
｝12A　1

組　1

組　1

K1　王

繊Al
I｛2A　1

縫2A　1

｝｛2A　1

Kl　1

組　1

HIA　1

K．1　1

Kl　1

天皇制的絶女柱義的藩閥
　　　　　官イ蓑寡頭政考縫　Kl

天錨捌論議

天皇制問題

霞報ずる

電力部門

　　1

Kl　1

K1　玉

日2A重

Kl　1

1　つれ立つ

豆　手当金

1　定額灯

2　低級
1　締結

1　帝国主義戦争

1　邸内
1　テイバー（人名）

1　テPtマ
1　出来上り次第

1　瀬宜

1　適任巻

1　敵味方

1　テキヤ
i　テキや行商

玉　テストマシン

1　デタラメ

1　鉄遵新設

1　でばかめ

1　手ひどい

1　孚本

1　でまかせ

1　デリケート

1　躍圧

1　躍球

2　転語
1　転校する

1　天道教

2　天王山
玉　天皇崇拝

三　電波監理婁員会

1　轡部
玉

I

l

i

l

1

1

2

－
重
1
1
1

つるみしゅんすls一・でんりょくぶもん　29ユ

1956 IS6S IS76

W2　1

HIA　1

1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
ー

レ
へ
K
K
K
K
∩
し
ρ
U

HIA　1

K3　1

Kl　1

組Al
lilA　1

燵1ム1

Gl　1

鴨　l

Kl　1

脚1　1

轡3　1

HIA　1

W3　玉

G3　王

Kl　l

Kl　1

Kl　1
漏2A　1

1
1
1
1
玉

－
1
1
1
1

K
K
k
裟
K

－
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
1
1
1
1
1
1

鶴見俊輔

D
TI業高校
ティーン・エーージヤー

低下する

定義

定義する

定期的

定器（人名）

帝国主義論

停止現象

低収入

瀬瀬畠（人名）

低土得者

泥酔

アイスアイフー

H豆汽玉

Gl　1

HIC　1

番組HID　1

（distiller）
定説

停滞的

低迷

定理（人名）

底流

丁玲携判

テーブル上

出稼ぎ賃金

手整さ

出方しだい

出来える

敵国

適巻

手きびしい

留口列

出環

デス・マスク

てだて

哲学体系

哲学部

鉄鋼

鉄鋼カルテル

鉄砲洲時代

出迎える

照しだす

寺田麗

寺田屡騒動

デラックス

等山はな（人名）

照りはえる

テレビ

テレビ局

テレビ俳優

天下蟹家

典型的

電撃ショック琵

転向

紙国軍

伝雷

天使

伝染病院

天台先生

伝統思想

転任

転任する

天然記念物

選波

鍛波技徳

H2A　1

Kl　l
I｛2A　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K玉　1

Kl　王

k玉　i

Kl　1

G王　l

Kl　l

K3　玉

Kl　1

Kl　王

K王　i

Kl　1
1ilC　l

lllA　1

糧　1
i13A　1

SV2　l

Kl　1

Kl　l

W3　i

Kl　1

Wl　烹

G1　王

WI　l

Kl　l
K玉　王

Kl　1

H王Cl

HIA王

W2　王

W2　i

踊　1
1jlA　l

G3　1

Wl　1

響2　1

Gl　1

HIC　1

i｛IC　1

Kl　1

K3　i

H玉C韮

1
1
1
三
王
1
豆
！

1
1
正
－
互
－
互
l

K
K
K
K
K
K
K
K

1｛2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

鍛波周波数スペクトラム撮A1
天賦　　　　　　　　　K3　1

伝罵　　　　　　　　　Kl　1

電力　　　　　　　　　K玉1

1
1
1
1
1
1
圭
1
1
－
互
豆

正
正
互
1
2
1
1
正
互
－
互
1
1
豆
1
1
隻
五
1
1
豆
2
互
1
1
1
三
王
1
1
王
6
王
1
1
2
童
歪
1
i
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
三
1
2

出遇い

出遇う

てい（体）

T署
DC
TBS系
低下

建款

鍵起

定期点検

定型

帝国酸素

定住する

掻楽物
デーータ

周重　1

W2　重

Kl　1

滑Cl
Gl　1

H玉c1

K玉　1

K玉　玉

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
1j2A　1

K王　1

G玉　1

デーリー。テレグラフ紙

　　　　　　十二日付HID玉
手がける

出方

敵弾

出くわす

出先機関

弟子めら

手作り

撤退する
出［慶し

出迎え

デモ隊

寺中

テラス

デリカシー

テレシップ

Yレビフィルム
テレる

展

天栄村（地名）

躍気業界

躍気仕掛

伝激騰師

天気予報

寵源囎発

想子ミシン

生塗鳩遡僧兵

点数

テンポ

天俗神助

脚2　1

Wl　豆

Kl　1

W2　1

町A1
鴫Al
轡1　1

巨2A　1

轡l　l

騨1　1

駐1Al

HIA　1

Gl　1

Gl　1

Gl　1

Gl　1

W2　l

Kl　1

H1汽1

K1　玉

H玉A玉

K1　王

K玉　玉

Kl　王

HIC玉

HIA　1

K1　玉

Gl　1

Kl　1

1
1
1
1
1
1
一
隻
1
1
1
1
1
王
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
3
玉
1
1
1
1
五
1
4
1
1
1
1
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外（と）

動

灯下

璽海遊子吟

頭角

導火線

冬學

菓京朝日

東京霞本橋

投吟

投吟中

東隅
統言十表

岡港

全暑

東国
全三十一t；年

動植物

ドウスル熱

桃村（人名）

当代

統治

酒々

尚ぶ（とうとぶ）

悶工十七無

ma　1十八年

岡二十六年

当否

豆腐

動物学

豆騰麗主義

菓洋館

瞬鷺圏質

陰雲

時敬（入名）

常磐（ときわ）

特殊現象

百眼

独善

独占する

特典

得々

毒々しい

粗　1

組　1

Kl　1

K重　正

Kl　1

K夏　1

Kl　l

H！A夏

H正A1

－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

玉
1
1
1
1
1
1
王
1
1

K
K
K
K
K
K
K
K
裟
舞

1
1
！
夏
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

1
1
i
3
2
1
正
重
王
玉
1
韮
圭
1
1
1
3
1
1
！

民
K
K
K
牌
K
K
K
K
K
K
月
K
翼
翼
皆
W
民
K
K

H2A豆

Kl　1

K3　玉

H3汽1

1996

1
1
1
i
夏
1
正
互
1
至
1
正
玉
叢
1
2
玉
1
1
1
1
1
1
2
正
1
夏
耳
玉
王
1
玉
1
1
2
1
1
2
至
至
1
！
互

と（格助詞）

土（トノレコ，　地名）

度

独逸語

独逸薪閣

独逸帝国瑠法

唐（人名）

陶蹴侯

籐梼子

岡憲する

統一一し簿る

銅製

置格

統轄する

唐芥子

製織

東京一七瞬二番

棄京神田醒神保町

菓甲高鎌教授

棄京策牛込区矢来町

i91e

麟　韮　玉

G1　1　玉

Kl　1　1

暮1Cl　1
錘1C　1　1

織Cl　l
Kl　l　l

Kl　1　1

継　1　1
舞2A　1　1

蕪2Al　l

Kl　1　1

組　1　1

1i2Al　1
錘1A　1　1

組　1　1

蹴A1　1
滑Al　l
Kl　1　1

　　　　　　　申の丸HIA　1　1
東京事京嬬区南紺塵町

　　　　　　十二番堀H重A　1

東京七九九五番

統計上

鋼線

動産

同氏

圏志会

隅志会内

隅種

隅宿

道場

党争

同族

統率

統率する

統治考

洞ちゃん（愛称）

綾内閣反薄

嗣伴

銅鉢画

銅版下絵

動物魑待

東北（地名）

嗣盟聯合協商関係

頭受

頭豊満（人名）

道路

溶かす

読経

読経する

督軍連

独創的

独断的

徳蜜健次郎著

至
－
互
玉
1
1
王
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
一
一
－
1
夏
互
－
重
1
1
1
1
1
ま
1
1
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
《
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
汽
　
　
　
　
＾

1
1
1
玉
算
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
亘
一
一
互
重
i
1
1
1
1
1
2
1
2
韮
3
3
1

K
K
K
K
K
K
K
K
K
郵
k
民
k
錘
K
巨
K
K
K
H
K
K
K
K
H
K
膵
K
H
K
藍
郵
H

唐

圏意見
統一一一一的

閥化

膿会社

圏イ緻策

動悸

東京羅彊町松坂歴並

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

　　　　　（～ならび）ttiA　1

菓京神田錦醗一丁目

　　　　　　　十番地HIAl
東京五ニニ九八　　　　Kl　1

東京帝牛込区市ケ谷
　加賀町一丁冒÷二番地瓦IA　1

東京霧麹町区幸町一TE纈A　1

東京七壱六姦毒番

東京市内

東京本町二丁鼠
東京四九九一一一tw

詣局

遵工氏（どうく～）

道工彦文（人名）

刀剣

K玉　1

Kl　1

犠A茎
iilA　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

周三十二年一月一H創刊磁A1
同三牽年曝月一日創習

癖子

投灘階級化する

投資する

投資難度
藤一ヒ（人名）

悶社員

隅斯

東上

登場僥優

同姓

局然

懸子期

局護轡

闘争心

動的状態

道途

図入する

逃避する

党報

当館

覆工

周遊廓

到来

統領

尚軍

議臆

蚕室隼

討論会

叢り抜ける

融（人名）

度外する

都会人

都会生濡

都会文化

時折
言莞き来る

時子

時之助

土弓田（どきゅうば）

途切れる

憲志

灘手

読轡罫

特製

独断

1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
響
玉
1
1
1
1
1
1
韮
1
1
玉
1
1
1
韮
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
王
1
1
1
1
1
1
圭
1
1
1

A
A
A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
汽
A
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
A

議
罎
難
潟
匿
隠
匿
譜
罷
岩
出
匿
犠
匿
灘
將
田
田
鰺
凝
謎
語
難
譜

IS26

1
1
1
1
2
1
1

ま

1
1
1
1
1
玉
1
圭
王
1
1
2
王
1
玉
1
三
1
1
1
｝
1
1
1
1
1
王
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
玉
山
1
1
1
1
1
1
1
2
至
1
王
玉
1
玉
1
1
！
1
王

ドイツ大学

投下する

党監察方酒

討議処理する

同級

菓京麹町区三番町一

東京窃

圏月四日

登校

当国

ff五十分

投資額

同四十分

嗣時代

投手陣

鯛将

東上する

当所株上場禁止論

答申案

唐人お吉

陶酔する

同水族館

動ずる

統鰯経済

当選作

党代表

局邸

壷貞

凝霜株

菓部国境
ト翁

渡欧する

解き放つ

ドキ　．，メント

度騰

トク（犬の名）

特異

篇攣

特殊研究

陰欝する

独右

独占資本室義

独善的満足

徳風秋声著

特定

語種：　W茸麹語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A皿麹語＋漢語　B＝和語＋外来語　C＝漢語十外来語　D罵和語手漢語÷外来語）
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玉
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王
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王
1
1
3
1
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王
1
圭
王
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月
鍔
X
錘
k
H
K
H
K
裟
《
K
H
K
K
K
B
H
民
蕪
討
k
H
K
K
駁
K
K
H
K
H
罐
轡
9
民
轡
X
民
K
H
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　　　　　　　　　　　　　豆946

途　　　　　　　　　　Kl　1　1

ドア　　　　　　　　　　Gl　l　I

if　4ツ軍1人　　　　　　　1｛lc　1　1

杜皐明罐下

　　（といつめいきか）　Kl　l

岡位　　　　　　　　　Kl正
瞬一視する　　　　　　｝1撚1

隅一性　　　　　　　　Kl　1

統一体　　　　　　　　Kl　1

嶺該会社　　　　　　　K1　1

綱級生　　　　　　　　Kl　1
岡郷　　　　　　　　　　Kl　重

東京音楽学校　　　　　KI　正

置懸者仲間　　　　　　B王A王

菓求都麹町区丸ノ内ニノ

　　　　　　　ニノー組A1
東京都品川区北品川

　　　四丁輿五三瞬番堰｝．i1A　1

東京都捌

榮京部隊

峠

1撰経済委員会孟任

禦三省行鎌取府

踏襲する
搭乗as一

瓢悪心

統制
瘍醐轟．睡

統翻舞

岡続篇

楓糖経済学部教授

統治する

i司中佐

動的

圏党

謙徳律

東部諸地鷺
間部Fε1

当方

岡法案

東ゴと行嘗主妊

当iiする

東洋（人名）

討論する

十以上

十市君瞼梯（地名）

｝一テム

トーマス◎モーア

トオン〈tone）
独裁虫義

特産

特殊化する

特殊技能

灘欄艮

徳田さん

1
1
1
正
王
ー
ユ
ー
正
1
1
1
1
1
重
互
1
1
王
i
1
1
三
重
！
1
1
1
互
1
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重
玉
王
1
1
1
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藍
1
至
1
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互
1
1
1
三
2
三
3
互
1
王
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
！
1
玉
韮
1
2
1
1
玉

K
K
脚
質
裟
擁
K
K
K
K
天
×
K
H
K
K
K
K
藍
疑
K
K
K
H
K
鉄
鎚
H
H
G
G
G
K
K
擁
K
K
H

1
夏
豆
豆
3
1
1
1
1
2
　
2
　
1
1
1
三
豆
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
1
1
1
1
2
正
1
王
1
1
1
1
1
三
豆
1
i
1
1

ドイツ強鮒収容所

ドイツ統一

ドイツ統一問題

統一選挙

菓欧諸圏

党外

党規約

東京神田神保町2

菓東九段3の1

東京336
東京・千代田。鍼田職

　　　　　　　2－14
東京都新宿区矢来

東京八。八撰

策京65422
策洒問

東西交流

洞察する

投資黛｛寸契約

康芝

搭藁員

潜乗員たち

統帥梅

統審1強化

覚大会

藤内（人名）

党内麹平

纏入

岡人

盗品

答弁

策方

黒革欝ち

党名

荷冒する

到来する

懸盤

通しつづける

逓りがかり

とかげ

解き聡かす

読書能力

特選

独ソ

独ソ隣係

独断専行

－
互
1
1
互
重
1
豆
豆
重
　
1
1
藍
豆
茎
－
王
1
1
1
1
1
1
！
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
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1
玉
1
1
1
1
王
1
互
1
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C
C
∩
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　^
A
昌

－
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－
i
－
貰
－
互
1
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巨
H
H
K
K
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A
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C
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賎
罷
爵
謁
醒
欝
欝
匿
国
富
畠
貯
鰐
謄
躍
田
畿

1956

　1
　1
　1
　1
　3
　1
　1
　1
　1
　1

1
1
1
1
1
正
正
藍
1
1
1
1
2
1
亙
豆
1
1
三
審
－
王
1
1
1
1
1
1
三
王
1
1
1
1
1
1
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電話濁

度合い

間いかえす

問いただす

塔

統一愛隣戦線

統一行動

党舞

動聯合戦

動員先

動員する

東欧策略

菓海銀行

倒閤

菓家芝浦電気

榮寒周濯

菓蓑新聞

早川〈〇三〉五〇一一

Kl　l

Hl　tH

W2　1

W2　1

Kl　1

K1　夏

K1　正

Kl　豆

K1　三

HIA　1

H2A　l

KI　l

K王　1

K王　1

｝llA　1

Kl　1

Kl　1

四；一一一代B玉汽王

東京付近
繍．卜学者

1男望究贋法第一条

同行胆管紐

倒錯

左と氏（とうじ）

薄紙

当事国

登場

統観論者

逃走

闘二

郷振◎呉瞼批判

嗣幾叢

叢調春

動転する

等々

同等

麿突

東南アジア全域

逃亡兵

賢聖

動脈硬化

固盟閣係

璽男呼機製造

東来顯（店名）

東林轡院（旧跡〉

十

戸翔（人名）

戸翔泰子

伽

遜譲選挙

特異性

特落ち

徳駕謙

徳jll封建謝下

徳川慶書

特辮収入

特殊法人

鶴岡

独身主義

王
－
1
至
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
二
王
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

王
1
1
至
1
王
1
1
1
1
1
1
1
一
王
2
1
重
3

K
k
K
K
K
響
K
K
K
K
民
裟
試
二
二
H
K
K
K

群群アジア醐発翻僚会議綴A1
YllA　1

Kl　1
1・llA　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

《
国
民
K
門
口
響
轡
響
K
K織Ai
蹴Al
HIA　1

H！A　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1g66

1
豆
1
1
1
1
1
2
1
1
2
！
！
1
1
1
1
　
互
1
1
1
1
1
亙
1
1
1
1
二
二
1
1
玉
1
1
正
1
1
玉
玉
1
王
1
1
1
1
1
玉
玉
1
1
王
三
王
1
1
1
1
2
1

遡話番号

問いかけ

問い葭す

飼意

党イメージ

動員力

嗣会議

党外毯論

投機的

東京クワルテッ｝

舞蓬京穀物取高i穆テ

東京出嫁

東東（五六一一）五九ニーKl

東京都中央区八橋二丁麹

　　　　　　　一番地HIA玉
策半道

菓京一ロスアンゼルス

島後（地名〉

統合

東西交遜

悩察（マ、）

澗察力

倒産

投資

同社

麿招縫壽

答申

動駐

照照愛

眼単離騰

党絶対化

嶺帯する

刀懸

鋼像

逃走濃後

鼻捧

東大法学部卒

策蜷

登壇する

到轡

遵中

党繭各鰍彊長

党内筑争

党内漫論

投入する

塔の沢（地名）

登製する

東洋紡績相談役

動翫

局六月五日

同六薄二十七臼

ドーシー会長

ト・…■マス。マン

時（人名）

ドキュメンタリー

独（‘ドイツ’）

独裁巻

雄鷹

徳政令

K韮　1

脚1　1

W2　支

Kl　1

漏1Cl

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

阻C1
｝旦Al

　　玉

Kl　1

Kl　1

H玉C1

1
1
至
一
－
王
王
I
1
1
1
毒
素
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1
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1
重
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1
韮
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K
K
H
K
K
K
K
K

H2A　l

HiA　1

1i2A　1

Kl　l

Kl　l

HIA　1

Kl　玉

HIC　l

Gl　1

w1　王

Gl　韮

K玉　1

K王　王

Kl　1

Kl　1

1978

1
1
！
－
韮
玉
王
1
1
1
1
1
1

玉
王
1
1
1
1
1
1
2
玉
3
1
1
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1906 1916 1926 1gss

特有

独立自尊

解け初める

永却（とことわ）

とこなつ

K3　！

組　i

Slj2　1

1V3　1

Wl　2

戸沢垂胡寸、浅野属虚共訳HIA玉

都人

｝スカナ（地名）

ドッコイ

突如

独歩氏

独歩集

隣合せる

何の道（どのみち）

徒鷺

飛ばし出す

登張竹風氏

飛乗る

土用

土痢休み

トライチケー（人名）

トラスト

度羅

徒労

汝（な）

内面

内容四

幅翁時代

畏過ぎる

仲成（人名）

眺め見る

長家

長家一亭諄

長家交際

　　（ながやづきあい）

ながれゆく

癬つ（なげうつ）

投げ放る（なげほうる）

悟

詰る

なり了せる

なり居る（～おる）

成瀬仁蔵

馴合う

縄船

汝（なんじ）

難ずる

南端

K互　互

Gl　1

購　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Vi2　1

w3　玉

Kl　1

1V2　1

HIA　1

蹴　1

W2　1

組　1
｝・tlA　1

G玉　1

G1　玉

K玉　玉

Kl　1

SVI　1

Kl　藍

K3　蓋

HIC　1

1Y2　1

1VI　1

Slj2　1

1VI　1

｝｛IA　1

盟　1

W2　韮

Vi2　韮

NV2　1

Wl　玉

W2　韮

w2　豆

、V2　豆

HIA　1

陀　1

1VI　1

SVI　2

縫2Al

Kl　1

1
三
1
1
3
重
1
1
1
1
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至
至
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玉
3
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玉

ドクトル、オブ

　　　フィロソフヒーGl

　
　
　

　
　
名

府
　
　
人

政
　
ン
（

　名人（

逸
す

　言
る

方
け
　
る

（
つ
ん
ぎ

い
り
き
過

　
　
　
　
　
紙

る
　
る
　
　
　
表
　
す

す
郎
す
競
う
う
子
ぶ
乱

　
　
臣

　
大

る
　
理
割
　
長

ず
員
難
役
ス
総

　
い

　
し
い

絆
ら
し
　
く
入

　
　
　
紛

　
　
　
ぶ

す
　
　
　
な
　
　
ぶ
　
属

出
く
　
節
（
む
す
遊
　
移

　名人（坊

立
屋
サ
志
寄
人
蔵
木
飛
々
ら
き
な
鳴
油
び
口
米
三
来
三
合
繕
の
肖
り
狂
避
閣
閣
閣
イ
務
潮
懸
た
々
日
び
閤
持
げ
つ
二
業
る
ぐ
ま
れ
　
欧
軍
光

独
床
ド
登
年
土
土
栃
突
都
塵
轟
ど
怒
殿
飛
躍
渡
友
渡
虎
薮
取
鳥
飯
取
頓
思
出
・
内
内
ナ
団
団
畏
縮
秘
中
永
仲
長
麗
な
夏
浪
曲
涙
悩
雛
難
南
南
南

董
邑
－
玉
玉
－
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
－
重
1
1
1
1
1
1
1
1
王
－
韮
－
互
1
1
1
正
正
豆
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
A
A
A
　
　
A
　
　
　

A
　
　
汽
　
　
　

B

1
王
3
玉
1
1
1
1
3
1
2
1
3
2
1
2
1
2
1
2
1
2
2
1
2
2
3
2
一
一
1
1
1
1
1
3
3
1
2
1
王
2
2
1
1
2
2
2
2
1
互
1
1

疑
響
響
騨
周
K
K
響
K
耀
轡
響
響
騨
W
脚
騨
巨
H
“
護
騨
響
疑
轡
響
K
H
K
K
H
G
K
脚
鮭
轡
野
轡
響
響
響
脚
脚
脚
興
W
脚
辟
轡
K
K
K
K

三
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
玉
1
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
玉
至
豆
i
l
1
1
1
1
1
韮
1
1
玉
！
1
1
正
1
正
豆
2
至
2
1

徳寓さん

ドクトル

渡航する

ドサと

外様

敏子さん

ドスト◎ヴヰスキイ

ドストエフスキ代表作

土地改良主義

土地家屡

途中下輩

突蟻

取ッ捕まる

徒党禁止令

届

届出

賭博

飛びあるく

飛び散る

トプシーターヴヰー

渡米

士木

乏しさ

窟田淡路守

土罷

粥う

ともすると

友松円諦著

兎や角

外由（人名）

虎吉

敢ら込み

取立て

砦

執繊す

どろどろと

どん底

寅欲

内地舗要高

薩（人名）

直木蕊十五

直木蕊十三

永弁荷風氏

轍（ながえ）

長崎羅行

長々

中庭

中程

畏煩い

投げ棄てる

馴染

馴染客

夏衣裳

浪華見量物年鑑

ナポレオン

名寄草（欝名）

奈良崎（人名）

鳴り

ナ・リーグ

成り過ぎる

成行

南郭（人名）

HIA　1

Gl　l

H2A　1

脚3　1

響1　1

蹴　1

Gl　1
捕1C　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
互
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
玉
－
1
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ム
n
A
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
ム
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
昌
　
　
　
A

雁
殿
即
即
囎
繊
題
躍
殿
盟
盟
6
3
殿
撤
晦
蹴
囎
題
聡
溝
留
躍
磁
町
賜
馴
囎
囎
田
紹
臥
凱
繊
磁
構
購
既
昭
凱
瓢
蹴
盟
凱
橿
櫃
班
㎝
町
町
題
継
町
町

1
2
1
1
1
三
2
1
玉
3
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
三
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
l
1
1
1
玉
1
1
1

徳憲猪一郎

土織

トコトン

床次渥掘

土壌

土地っ子

土地問題

突破

独歩する

渡天（「天」は天竺）

苫米塘英俊著
密（人名）

とみ（人名）

富勇（人名）

点る

豊田仁（人名）

取得（とりえ〉

取り方

取極める（～きめる〉

取消す

とりつく

泥水

璽屯化する

ドン。キホーテ式

遜走

頓智

問屡卸商

内闘御渡

内在する

内蔵する

内談する

融密

永井（人名）

仲雛連

流れ出る

泣ける

為し遂げる

ナショナリズム

撫でる

ナポレオンー世時代

なまくら四（～よつ）

なまじっか

なま由い

悩ましはじめる

悩み

ならず（‘ならず者’）

鳴り渡る

南欧

難関

軟弱外交

難戦苦闘する

1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
三
－
三
1
2
1
1
1
1
1
1
1
王
王
－
互
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A

A
　
　
《
　
A
　
　
A
　
A
　
　
A
　
＾
　
　
　
　
　
　
A
C
　
　
A
　
A
A
A
　
　
A

賜
離
寓
匿
貯
磯
器
躍
器
縷
盟
鴨
器
潟
欝
罎
器
附
緩
躍
糊
構
総
綴
購
寵
潟
罷

三
圭
1
1
1
1
1
王
玉
玉
1
豆
2
1
2
1
王
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
玉
1
4
重
歪
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
夏
1
1
1
玉

語種：　W：和語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語÷漢語　B＝和語＋外来語　C；漢語十外来語　D需秘語十漢語十外来語）



特別研究調査

独立後

独立生産者性

床次五十万元纂件

床次竹治郎氏
土坂翼葬ノ」、高塔芝季寸

ドサクサ

土地柄

栃本県×X驚
土地；醍業改革

特雛会社諸企業

旧り

欝ます

とめど

盤臣秀吉

渡来

惣扱いする

ト：ノエステ（地名）

｝リエステ帰属問題

とりかえし

取残す

破り外す

三紋引先

｝ルコ

鈍麻する

蔑ろ

内在的欠陥

内戦

内部的不統一

内聞的性質

内蒙（地名）

内容主義

中内蝶二氏

伸噴

門置型

中島知久平

中島守利

永田鉄山書

中谷（人名）

眺めやる

為し鷲る

雪崩れ込む

納偶させえる

夏痩

何分（なにぶん）

何某

鍋

並み

楽落

なりがたい

なゆすます

名和畏隼

南海

南京行き

汝ら

Kl　1

K互　1

K互　互

H！汽三

－
正
互
重
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
－
正
1
1
1
五
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
－
1
豆
王
－

汽
A
A
A
　
　
　
　
C
　
　A
　
　
　

A
　
A
A
　
　
A
A
A
　
　
　

蓼

1
正
豆
1
1
ー
ユ
ー
2
1
1
1
2
玉
歪
1
2
2
1
1
2
3
豆
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
1
尋
1
1
3
1
3
2
正
1
正
1

H
H
脚
H
H
K
K
W
響
響
W
裟
脚
G
H
膵
騨
Ψ
脚
G
H
W
K
K
K
K
K
区
疑
W
響
日
脚
琵
響
W
響
田
口
W
縫
鍵
田
皆
G
辟
響
曽
K
H
W

1946

豆
2
1
1
1
1
1
1
1
1
正
1
1
正
1
重
正
2
歪
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
聖
篭
互
1
1
夏
1
1
1

毒婦

特別列車

独立映画

溶ける

年上

都市近郊

隼始め

どすぐろい

杜絶す（とだやす）

土地改革以来

特級酒

どっしり

どっち

突入する

滞る

怒鳴り込む

隣り替

戸畑ストリップニ£場

飛びすさる

土野

友田（人名）

トラクター数

〉ラック運華云手

ドラ猫

トランク

鳥肌だつ

とりもつ

トルストイ

トロキナ（地名）

ドン栗マナコ

ドン。ジュアン

ドンピシャリ

ドン・ファン

内閣改造

内閣声明

なおざり

永井荷暴

中沢光子

流し捨てる

中鼠（人名）

永穣（人名）

永鐙さん

畏野（地名）

中野重治践

中身

中村（人名）

中門（人名）

中山氏

ナギブ（人名）

ナセル（人名）

ナツセル首棚

夏休み
何一一つ

なめらか

なりがち

なるたけ

馴れつく

南極

南薩

とくとみさん一なんてん　295

1
1
1
1
韮
－
王
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
亙
1
1
1
1
1
1
王
－
菱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
隅
　
　
　

9
　

A
腸
　
C
C

王
1
圭
2
1
1
1
3
2
1
1
3
1
2
2
2
1
王
2
1
1
1
1
1
1
2
2
蓋

X
K
K
響
響
K
脚
騨
騨
K
K
判
野
縫
野
際
轡
縞
響
雑
樹
雑
劇
響
G
響
轡
G

Gl　1
w玉　玉

G玉　王

W3　韮

α1　王

K1　夏

K1　互

W3　1

H豆A豆

州11
W2　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

HIA　1

脚1　互

用　1

閉　1

擁1Al

徴　1

Gl　1

巨1C1

1
1
1
1
1
1
玉
垂

1
王
3
3
3
2
王
1

響
押
脚
脚
響
轡
K
K

1ss6

1
1
1
重
豆
！
1
1
1
1
1
1
4
圭
1
韮
韮
玉
重
星
玉
1
王
覇
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
垂
1
1
1
1
1
！
1
3
2
1
茎
互
1
1
1
夏
1
1

独力

ドゴール体懸

ドゴール大統領

土佐（地名）

登山鐘

都市計画的視野

都市翻

年ごと

とじこめる

徒衆

都心部

Kl　1

HIC　1

HIC　1

Wl　1

Kl　1

剛　1

Kl　l

W3　l

W2　王

Kl　玉

K玉　1

ドス〉エフスキーあたりHIB玉
栃木（塊名）

都知事

土地収用法

土地入手

土地入手難

ドック

突魅する

突堤

トッピング認者

怒溜B本史
止り梱峨る

飛びかう

徒歩

とまどい

蜜岡氏

ドミノ理論

ドライブ罵

ドラマ

取り越し苦労

都立蔵前工高激諭

とり続ける

取引き感覚

叡りやめる
ド弓ノレ自勺教育

泥だらけ

泥沼状態

鈍慈

トンネル

内装機械

内紛

永井氏

永川静代ちゃん

畏野票松代町

軽躁女神

（なぎさわめのかみ）

泣きどころ

なぐりこみ

嘆く

ナサコム体麟

名高い

納得

ナップザック

名なし

奈良時代
戯島毛卿北

苗代田植

難点

－
玉
－
韮
▲
1
1
ま
－
王
－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
－
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
汽
　
C
　
　
　
　
　
A
C
C
　
A
A
　
A
　
C
　
A
　
　
　
　
A
　
A

玉
1
1
1
1
1
2
1
1
玉
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
3
1
3
1
1
1
王
1
1

脚
K
K
K
K
6
鍵
K
縞
K
日
脚
K
響
討
耗
鐸
G
潟
H
轡
H
騨
H
輿
回
目
G
K
K
鷲
W
H

町　1

田　1

Wl　1

W2　1

隅Cl
W3　t

織　1

Gl　l

W3　l

H玉A王

HIA　l

Wl　1

K1　重

1966

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
｛
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
玉
1
玉
1
豆

1
1
1
1
1
王
韮
韮
1
玉
－
1
1

読破

特派員

特別委員会

特別攻撃隊

特別講師

トゲ

溶けこむ

渡航鰯隈

屠沽下二

途西

都市俵道春

年の瀬

年増

ド素人

±愈

土俗

途端

土地改革闘争

都庁内

因禁政策

トックリシャツ

飛び回る

トマト

1
1
1
1
1
玉
二
一
－
l
1
1
1
三
－
1
1
1
！
一
晶

1
1
1
1
二
二
2
重
1
1
1
一
王
王
1
1
1
1
1
1

K
K
K
K
K
川
開
K
K
K
K
響
響
轡
K
K
K
K
κ
K

とめ方（f文末の～」）

土曜

トライスター技衛春

トランス◎ニュークリア

　　　　　　　　　　社HIC　1

とりあえず

取り合わせ

とりくむ

とりこ

取りこむ

とりしきる

取締役

敢調べる

トリヴィアリズム

トリミング

ドル買い支え

ドル箱路線

｝ロ集田追放

HIC　1

冒2　1

Gl　1

Wl　1

Kl　1

HIC　1

照　1

凱　1

響2　1

畷　正

轡2　2

轡2　正

H正A正

響2　1

Gl　1

Gi　！

lilB　1

精1D　1

　　　　　キャンペーンHIC王

トロツキスト暴力集國　田。重

問わず語り

悶屡

なあ

内部崩壊

内野

ナウ

ナオミ（人名）

中村告右衛門

中村又五郎

流れ込む

撲る

ナタリー。サロート

　　　　　　　（人名）

ナツロン讃歌

七不思議

ナボコフ（人名）

ナマ（生）

なまぐさい

那美（人名）

波間

習い憶える

鳴らす

ならわし

なり始める（成）

侮戸

南醐

何手（なんて）

Wl　1

Wl　1

鴨　1

Kl　1

組　1

G3　l

w1　玉

H1A蓋

HIA　1

W2　互

W2　1

Cl　1

詫IAl

H玉Al

G1　玉

W3　l

W3　1

Wl　1

盟　1

1V2　1

響2　1

響1　1

W2　i

斑A王

Kl　l

sw1　正

1976

1
1
呈
1
1
！
1
1
1
1
1
1
王
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
正
2
1

1
1
三
1
王
2
1
1
1
1
1
1
2

1
1
1
2
1
1
2
玉
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
2
1
1
二
王
1
1
！
1



296　単年度語彙表

lses lels 19as 19ee

何となし　　　　　　Vi3　1

新傘　　　　　　　　Wl　1
ニイチェ主義　　　　　滑C1

ニイデル、シラジッシェン，

　　　　　ツァイツングGl　l
匂う

エケ月間

二月九日

二月発行

苦虫

にこにこ

ニコ＼！轡

にこやか

ニサイア（地名）

二三円

錦町（地名）

二十貫目以上

二÷歳以上

二種

廿五銭

二十七八年戦役

二十字詰二百行限

二十二

二十庫開

二十隼三十年前

二十八寧

二十万円

二重外套（～マント）

二条（地名）

肖せる（にぜる）

工九二〇

二八三〇

二八一三

二八〇二

弐銭半

日語教授

日露両国問

ヨ溺条約
fi　s館

日本趣味

R本文芸
二途

工人工面（～えかき）

二年級

二百薄

二百艘以上

響2　1

組　1

擁1Al

Kl　i

盟　　1

昭　1

Wl　1

W3　1

Gl　i

Kl　l

H玉Al

HIA董

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

頃A1

1
1
1
1
王

l
l
l
l
－

K
K
k
K
K

HIC　1

K玉　l

W2　l

K玉　蓋

Kl　ま

K圭　1

Ki　l

Kl　l

Kl　1

HIC　1

－
1
1
1
1

k
k
K
K
K

1
1
1
1
1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
11
1
1
王
1
1
韮
l
l
l
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
重
1
ー
ー
集
王
夏
王
1
1
王
1
1
1
1
1
1
2
1

垂んとする

　　　（なんなんと～）

南米

南方

南方釜派

南方諸省

南北協定

酬ヒ妥協

南北澗代表

二Fi八十五銭

二億ルーブル

匂やか

二階屋

二月廿瀾

二期

賑かさ

二軒

二高

＝コリスキー君

二三簾月

二三本

錦（人名）

滲泌む（にじむ）

廿一世紀

二十九

二十九日

廿四万

二種類

二条離密

日常

日曜毎

日蓬宗

門璽帝国

日本清教徒

日本刀

日本派

日本婦人

二特性

二藩

二百八十九人

二百余年

W2　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K重　l

Kl　1

K豆　l

Kl　1

HIC　1

昭　1

H重Al

HIA正
K重　至

購　王

Kl　王

K玉　王

lllC　1

Kl　1

Kl　1

鴨　1

囎　1

Kl　1

Kl　1

Kl　2

HIA　1

Kl　1

K玉　1

K1　玉

H3A　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

三
1
1
1
歪
1
1
ま
1
1

K
K
K
K
K
K
K
K
裟
裟

1
2
4
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
夏
1
豆
玉
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
董
2
1
亙
正
董
1
1
1
玉
1
1

何なりと

何鑓

軟派

軟文学

爾北（人名）

握らす

肉体的

逃げよう

二作

二三歳

二三百無以繭

二十貫
西野（人名）

二十一二

二十三歳

二十何年前

廿八人

二十四日醐

贋物

二千数百万円

二八闘。基米

（キロメートル）

煮たて一いんげん

鎗常実務

二丁目

日露交渉

霞露戦争妻鋳

日下（日の光の下＞

fi勤

目光（地名）

日澗

二。五四

二。五〇

二分（～ぶ）

日本外史

響3　1

雑1Al

Kl　1

Kl　1

Kl　1

W2　1

K3　l

HIA韮

Kl　l

K王　1

Kl　l

Kl　l

w玉　1

K玉　1

縦　1
fi1A　1

Kl　1
filA　1

Wl　1

Kl　1

庭1Dl

H1A玉

Kl　l

HIA　1

捕1c　1

縫Ci

1
1
1
1

1
1
1
1

K
K
K
k

EIA　1

Kl　1

縦　2

Kl　1

王
三
2
1
1
1
1
1
1
玉
玉
王
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
王
2
2

軟便

何メーFル
薪潟地主

兄さん

兄さん達

煮え切ら無い

二円

二円五十銭

苦々しい

ニケ年延長

二行

賑わしい

憎み嫌う

逃げ遍す

西（人名〉

虹

二時ごろ

西スニLト（地名）

西村拝欽郎

二尺

二÷九件

二十五軒

口÷四五

廿数名

二十二銭

二十八ヨ午前十一時半

二千円

二千枚

二千米（～メートル）

二大不祥事

臼曜報知

回忌戦争

β忌

日支圏交調整

H支両国闘
日清戦争

日程

日本印象＃己

日本議会政治

日本銀行

日本古代壷

網本古典

日本農業内部

日本農村産業経合

日本ファッシズム

E体法翻経済史

二・二六事件

二疋

二九七

二八九

二分（「～の一」）

K玉　1

封IB王

獣A1
購　1
轡1　1

SV3　1

Kl　1

Kl　1

鴨　1

Kl　1

Kl　1

W3　1

轡2　1

轡2　1

Wl　1

Kl　2

HIA　1

HIB　1

HIA　1

K玉　1

Ki　l

Kl　l

Kl　l

Kl　1

澄　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

HIC　1

Kl　1

機　l

ttlC　1

1
1
1
！
1
1
1
1
王
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1

K
K
K
k
K
薮
K
k
民
経
紀

HIA　l

HIC　1

－
一
1
1
1
1

K
K
K
K
K
K

至
玉
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
至
王
2
1
1
1
1
1
重
王
1
1
1
王
1
1
1
1
1
王
！
1
2
1
重
1
1
玉
1
1
1
1
1
曝
1
1
1
1

語種：　W＝融語　K二漢語　G＝外来語　H＝混種語（A篇麹語十漢語　B＝憩語＋外来語　C；漢藷＋外来語　D＝和語＋漢語＋外来語）



ナンバー◎ワン

南北太単洋

晦満各地

二（fイロハ～」）

煮えかえる

ニケ劉

逃げ去る

二元的性質

二三軒

工駕日

二、三年閣

二三倍以上

洒田幾多郎

西田教授

弱田税（～みつぐ）

二十一B
二十五機

二十五年闘

二重橋一発前

二大群

雲大戦

B常消費財

B常的

E没
罠清日露

二本映画

二本海裏罫

二本楽壇

日本管理

日本軍人

ff本経済再建

N本憲法
日本最大

6本資本主義発展
饅本社会党

B本人殆んど

日本政界

H本大使館内

日本大本営

日本帝圏

B本帝圏主義

8本帝圏政府
日本国普

日本本土

B本郵船
ニー七芦

鈍りがち

二方面

二本榎（地名）

二本髪

G玉　l

K豆　1

Kl　1

SVI　1

W2　1

組　1

W2　i

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K互　1

K玉　l

HIA　1

H！A正

Wl　正

K王　1

Kl　玉

Kl　1

韮
王
玉
三
－
二
重
！
豆
1
1
豆
豆
－
正
看
玉
1
1
1
1
1
王
互
1
1
1
正
1
1
玉
－

　
　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
《

＾

1
玉
1
玉
3
1
二
二
豆
1
1
1
1
1
3
玉
1
玉
1
玉
！
1
1
豆
1
1
玉
1
3
1
玉
！

H
K
K
K
K
K
H
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
1
1
K
K
K
K
裟
K
K
《
K
K
判
裟
B
H

1946

1
1
1
1
玉
1
互
至
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
3
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
玉
1
1
韮
1
1
1
玉
1
1
韮
1
1
1

何の何左衛聡

新潟
二｛慧五千万　ト“ノレ

ニ月罵蕊月総会

苦手

にが笑いする

賑かす

二級酒

濁る

二、三十万円

二三段

二、蕊人

錦辺（「錦」は地名）

西大平洋

西ドイツ国会議事録

二社案

二十一ec－fi

二十円

二十五奪

二十畏敷

二重性格

二÷七隼二蒋二十七目

二十二N
二十年度

二十年前

二十八日午前

二十分（「～の一」）

二十六

二六。一〇・一八

二心

贋金つくり

日常行動搬式

B共批判
似つく

日ソ

Bソ漁業条約

Hソ交渉
霞ソ国交

目ソ閣交麟復

Nソ閣交交渉
猟本近代史

日本圏憲法

ff本人全体

日本二二

日本娘

二度霞

担い

二年間

二百

二九〇円

二百匪伍牽

二七六票

二八。円

二百万円

二選六十四校

H本共産党
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－
韮
王
－
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
王
王
！
韮
！
互
1
1
1
1
1
1

A
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
A
D
　
　
　
　
　
A

韮
韮
1
1
1
2
2
1
2
1
1
王
ま
1
1
1
1
1
蓋
1
1
1
1
王
玉
1
1
！
1
1
1
1
1
2

鰭
轡
H
K
騨
刷
騨
K
輯
K
裟
K
特
慧
舞
《
裟
k
翼
H
K
X
K
K
K
K
K
K
K
K
脚
K
K
騨

HIC　1

HIC　1

田Cl
鮭1Cl

HIC　1

HIC　1

Kl　！

Kl　i

K1　三

K1　至

H茎A至

HIA　i

1
1
¶
1
1
1
1
1
1

二
二
M
M
M
殿
湿
織
HiA　i

Kl　i

1956

1
1
1
1
1
王
玉
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
董
正
董
勲
2
1
1
1
玉
l
1
1
1
1
1
王
－
王
1
1
1
1

二以上

新脇（人名）

薪妻（普遡名詞）

ニカ月前後

肉声

西新井団壇

西鰯

二◎％

二番択一

二十以上

二十億

二五・九％

二七年

二重投蟹問題

二÷年

二〇年代

二八・七％

二牽八無

二四。三

二四％

二六。八

二摺（にずり＞

2，　079．　4

2，　493．　8

二大支柱

N米・E中関係
日課

臼華事変

欝韓圏会

日韓条約批准問題

日刊新聞以外

日工問

日ソ闘係

日本企業

日本建築

日本鋼鶯

二本国政膨

B本国内
日本国家

日本紳士

二。四

蜷川虎三氏

二年足らず

ニノ丸

二百回

二二百五十鯨ルーブル

ニ三二？一二九七

222．　2
二服霞

日本経営毒繍体遮盟

r日本経済凝開遺紙上

Kl　1

Wl　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1

1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

A
　
C
　
　
　
C
　
　
　
　
C
　
A
D
　
　
A
A
　
　
　
　
　
　
　

C

1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

縫
轡
H
K
K
K
睡
民
X
X
K
擁
試
縫
駐
《
弱
目
罐
k
K
K
K
裟
裟
k
試
縞
《
試

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

構A1
糠A1
誌1Al

BIA　1

Kl　1

｝廷cl

K玉　1

K1　王

Kl　王

H粟A王

K王　1

Kl　1

IS66

1
1
2
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
三
1
王
1
1
1
1
1
韮
韮
三
1
王
1
三
王
圭
1
王
王
韮
王
1
三
王
玉
玉
1
1
1
1
1

何度

南部白人
荷

二位

荷動き

二億二千万

二賠聖子

二月十三日

苦味

苦り切る

二議席獲得

295一一2950
握りしめる

肉差（にくさし）

ニクソン。ショック時

ニクソン大統領

二元構造

二三年中

二次空気灘入装鐙一式

二十ケ条

西ノ島（地名）

にじみ出る

二十九年

29年頃
二十五歳

二十蕊年間

二十四

二牽四歳

二十六年五月

西ヨーロッパ諸国

三筆

ニセ宗鼠

ニセ竃話

二千ドル

ニ千票前後
二二千万ドノレ相≧≦

日米経済会談

二丁目鵬

H二二揮
二二地下金脈

日系

日航

日航機

ニツコリ

日台空路

日台路線

日中空路

日遜

日比混慮

日本型経営

日本研究所

日本灘ロ漏一的

日本人八二

日本人研究者

日本人労三者移残

日本滞在期

B本物圏
藤本梱り

臼本初

臼本丁虜
：二等卒

担い手たち

蜷；聾府政下

二番目

二邸中
り　　　よ
＿Oノ、

二分する

日本画

監本揮発柚

HIA　1

Kl　1

糧　1

K…　韮

晦　1

Kl　1

田Al
Kl　1

Wl　1

響2　1

Kl　1

Kl　1

響2　1

縫IAl

＃IC　1

槻Cl
Kl　1

Kl　1

K！　1

Kl　1

躍　l

W2　1

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

A
　
　
A
A
　
D
　
A
A
C
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
A
　
C

三
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
3
1
1
1
i
1
1
1
3
1
1
1
鋼
玉

二
二
二
二
睦
X
誌
W
二
二
縫
K
疑
裟
X
k
K
K
K
《
響
裟
試
K
K
隅
隅
時
日
K
K
K
K
K

潤1Al

B3A　l

K茎　藍

K王　1

Wl　1
経1A　1

織Al
K玉　1

H玉Al

K王　1

猛2Al

K1　三

Kl　1

1976

1
1
1
3
豆
1
1
1
2
1
1
玉
玉
1
1
4
ま
1
王
2
二
王
1
王
玉
韮
1
1
圭
1
王
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
玉
1
1
2
王
2
1
2
二
巴
1
1
1
蓋
1
1
！
1
3
一
遇
1
！
玉
1
玉
1
互
1
1
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臼本書紀

ヨ本女子大学畏

楡

庭小草（にわおぐさ）

人情義理あい

忍耐する

認容

認容する

暖まる（ぬくまる）

瀕味くぬくみ）

ぬけ売り

抜屋

幣

願

年代記

無鎖

ノイエ、チュルヘル、

Kl　1

Kl　1

凱　1

盟　　1

HIA　l

H2A　l

Kl　l

H2A　1

W2　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

凱　1

賜　1

Kl　1

Kl　1

ツァイツングGl
濃鍵窟麗

農学者

農作

能箏

璽理（のうじつ）

脳髄

野菊

除け物

残物

則る（のっとる）

罵る

ノヴェルチー

糊

乗り居る

煙火（のろし〉

1
1
1
1
1
玉
－

玉
3
1
1
1
1
1

G
K
K
K
K
K
K

HIA　1

Wl　1

Wl　1

W2　1

W2　1

Gl　1

Wl　1

W2　1

1VI　1

1
1
1
1
1
1
重
1
1
1
1
1
1
3
1
1

1
1
1
1
2
1
1
3
1
1
1
2
1
1
1
1

工枚　　　　　　　　　K玉1

入国　　　　　　　　　K1王
新西蘭

　（二よL一ジーランド）

如去（‘如来’）

如実

如来

人聞臭い

人数

翻いとる

抜かし居る

拭う

沼津駅

塗り物

寝込む

熱望

寝みだれ髪

睡がり

年［司法事

能（‘能力’）

納受する

納税

脳病

野枝さん

ノースクリフ卿

乃木大将

のっける

登りゆく

嚥み下す

のみならず

乗吟来る

明わしい

G1　亙

K互　！

K3　1

組　1

＃3A　1

K正　1

Llj2　1

盟　1

kV2　l

HIA互

彫　1
Slj2　1

1
1
1
1
正

互
1
1
1
豆

K
騨
盟
K
K
H2A　1

Kl　互

Kl　1

Wl　1

HIC　1

HIA　l

W2　1

盟　l

W2　1

懸　1

Slj2　1

鴨　1

互
－

3
1
2
2
1
1
玉
正
重
正
1
1
互
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

B本橋（地名）

二面

入会

罎中

二割

人魚

人聞劇造

人問的完全さ

人間間士

刃儲

縫いつぶし

抜出す

ぬける

布製天金美装

濡れる

ね（感動詞）

寧静

ネップ

HiA　l　玉

Ki　l　l
Kl　1　王

lilA　I　1

1jiA　l　1

縦　1　1

Ki　l　l

議Al　l
Ki　l　l

Kl　l　l

Wl　l　l
W2　1　1
轡2　1　1

繊A1　1
響2　1　玉

轡4　1　3

K3　1　王

（新経済政策）成り金HIDl
ネロ（人名）

母躍

脳溢1盆

農業社会化

農業生産

腿村全体

農村問題

能率

能率的

納涼

のぞかす

僖綱（入名）

昇す

止みはじめる

ノルエー委員

1
1
玉
－
王
－
玉
1
1
韮
轟
王
1
1
1

1
1
1
1
玉
玉
1
1
3
1
2
1
2
2

a
K
K
K
K
K
K
K
K
K
膵
轡
響
轡

HIC　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
2
玉
1
王

二万石　　　　　　　　Kl　1

入獄　　　　　　　　Kl　1

入道浄海　　　　　　　Kll
篇ユー。ハムプシーア　Gl　1

＝ユー・ハソブシヤー弼HIC　1

入門

二」ユーヨーク慮｛1場

女房たち

煮る

認斑

認識され．はじめる

妊娠

妊娠能力

人頭税的

人夫

ヌ〆と

盗み表る

ぬらす

塗る

ヌル＼／． ｷる
値下

ねじ鉢巻
鼠

三野

熱心さ

寝つづける

熱読

ネネポマード

寝不足

寝惚先生こと

（ねぼけ～）

狢わす

隼額

年限付実施

農業恐慌

のける

の給う（豊）

ノヴァーリス著

延び上る

ノビタキ（鳥名）

幅び暢びする

窺べ伝える

飲み助

呑麗等々

乗合

乗り移る

乗気

l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
玉
1
1
重
－
轟
1
1
1
韮
－

　
C
ム
昌
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
巨
　
　
　
A
　
　
　
　A

l
1
1
2
1
2
1
1
3
1
3
2
2
2
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1

K
鮭
H
貿
K
H
K
K
K
K
脚
騨
脚
響
騨
轡
H
脚
k
H
冒
K
穿
H

鍔王Al

W2　玉

Kl　1

HIA玉

Kl　i

轡2　1

響2　韮

HIC　i

轡2　韮

轡1　1

署2　1

響2　1

轡1　1

fflA　1

Wl　1

W2　1
H3A　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
1

1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
王

語種：　W＝麹藷　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語十漢語　B＝和語÷タ湛来藷　C罵漢語十外来語　1）漏翻語十漢語十外来語〉



”ミッツ大将

にやにやする

ニュア／ス

入学する

ニュージョージア錫

入満

人閣魑人

人闘社会

人間性

忍購

任命支持

任用

額田姫王

鼠地

熱烈

年来

能（‘能楽’）

選嫁戸数

農業生産上

農村社会

農地委員会

農地改革案

腿地謝度改革案

艦眠委員会

農属上厨

農民大衆

野上（地名）

軒端

野坂さん

野坂毒三

野坂滲三氏

野鴫（人名）

述べ置く

飲ます

野良佳事

1946

唄Cl
W2　1

Gi　茎

H2A　1

HIC　1

豆
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
玉
i
l

K
K
疑
K
K
K
K
W

HIA　1

K3　1

－
1
1
1
1
1
玉
重
－
l
1
1
1
1

－
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1

K
K
K
K
敦
K
K
κ
K
K
K
W
轡
W

＃IA　1

｝崩i

鴨　1

W2　l

SV2　1

Vll　1

2
玉
1
1
1
2
重
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
1
王
1
1
正
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
互
1

二万人

二名

煮やす

入党する

睨みつける

韮山（地名）

鶏

人間喜劇シリーズ

人問形成

任免描

抜き取る

抜け出しはじめる

沼（人名）

寝入る

値うち

ネール（人名）

ネタ

握造する

億引き

寝琢

年末

農業機械

嚢業機械化

嚢業協同化運動

麗業事梼

農業政策

農藁問題

農産物過剰

農政

農地

野口

残しかねる

野坂氏

のし上る

咽喉もと（のど～）

ノボピン（薬名）

登坂

ノモンハン（地名）

のり子

乗り過ぎる

lg56

Kl　1

Kl　1

響2　1

経2A　1

響2　1

嚴　王

躍　1

瀾1Cl

Kl　1

Kl　1

輝2　1

響2　1

響1　1

響2　1

盟　王

G王　圭

畷　韮

H2A玉

鴨　王

畷　1

Kl　1

Kl　1

Ki　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

躍　三

熱2　1

HIA　1

脚2　1

1
1
1
1
1
1

1
1
玉
1
1
2

野
ρ
U
轡
G
野
響

王
1
1
三
玉
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
王
ま
一
1
1
2
1
1
1
1
1
呈
1

日本盛

日本製紙

二万五干人

“whs　Ooo
入撰する

入場幾

入場料

庭つくり

任

人闘以外

人間教奮面

人間精神

任務完了

ヌPtヴ叶eロマン
値上がリ

ネオン

熱帯性栽培法

ネットワーク

寧々（人名）

ねぼけ眼

眠り

羅り込む

年問経費

年利畷り

年齢厨別

ノイローゼ

腿業従事老

脳塞未発遠

野坂（人名）

望み得る

野田（人名）

野々村さん

のびのび

飲み麗

のりこえる

にほんげいじゅついん一のろわしい　299

IS66 1976

HIA　1

K王　三

K玉　三

Kl　1

H2A　1

Kl　1

K圭　1

響1　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K1　王

Gl　1

Wl　1

Gl　1

Kl　1

Gl　1

響1　1

賊　1

鴨　1

響2　1

Kl　1

HIA　1

1
1
1
玉
1
2
1
1
3
1
2

K
6
裟
K
響
脚
騨
脚
耀
響
響

主
王
玉
1
1
1
1
1
2
1
1
玉
1
3
1
1
1
1
1
王
2
1
1
2
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
三
玉

R本芸術院

B本原子力発蹴
臼本航空

H本分光
＝ユー〈人名）

入営する

入選

入遊雲

如円（人名）

魔木

任憲

任富する

人聞的経験

入簡文明

甥的性格（ぬえ～）

拭いさる

布地

塗りつぶす

濡足

根こそぎ的

根ざす

町営

縷そべる

ねたきり老人

熱気

熱帯海

熱烈演技

年

年金

年質代銀

粘土板

腿園

納難

縫協

膿磁

農民運動
農昼…代表

野際冨士男

野宿する

のち添え

伸夫

野良犬

のりきる

祝詞

暖簾

－
1
1
玉
1
1
1
▲
1
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
玉
叢
－
1
正
1
1
1
1
1
王
－
撃
歪
－
l
1
1
1
ま
1
1
馨
玉

　
　
　
　
　
A
　
　
　
A
　
　
　
　^
　
　
　
A
　
　
　
＾
　
　

A
　
　
　
　A

1
1
1
玉
1
2
1
1
玉
1
1
1
2
1
1
1
2
玉
1
2
1
3
2
1
2
1
1
1
王
玉
1
1
1
1
1
王
王
1
1
1

K
叉
K
K
G
畦
G
K
日
K
周
K
鮭
K
K
捕
轡
脚
H
輿
目
皿
卿
響
野
耗
杖
K
κ
K
K
K
K
κ
裟
K
K
K
K
脚

H2A二

黒　至

w1　玉

Wl　玉

W2　玉

Wl　1

Kl　1

1
1
薫
1
1
1
1
1
圭
玉
1
1
1
1
1
1
圭
玉
1
i
1
1
2
1
1
1
1
二
二
1
2
1
1
1
1
王
1
二
二
1
二
二
1
1
1
1
1
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乏s章6 ES18 1926 193e

躍下

ハイカラ

排斥

敗戦毒

拝復

売文看

遍い廻る

入珍易い

バイロン（人名）

バイロン纂

白眼観する

薄志弱行

伯爾閣下

舶来

博艶強詑

犀嵯畢（はけ）

婆娑（漢語擬態語）

婆娑哲学

愛妻（はしづま）

蕊蕉（人名）

芭蕉流
蓬

畠山庄司重能（人名）

果し能う

擁

発音

発党（はつだ）

軸組し得る

八百四五十本

八百何十万

波動

鼻水

母霜

馬匹

葉ぶき

侍る

穿める

破約

林有造等

Kl　l

G3　l

Kl　l

K1　玉

K4　王

Kl　l

W2　l

IV3　l

G王　王

綴Cl
lj2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　正

Vi1　工

K3　1

Kl　i

駿　至

K1　王

Kl　i

蹴　1

馨1A　1

｝Y2　1

Kl　1

Kl　l

Kl　正

H2汽正

K！　重

HIA　1

K玉　1

鴨　1

題　　l

K至　王

Wl　l

W2　l

W2　玉

Kl　1

　（はやしゆうぞう～）　HIA　1

遜る（はやる）　　　　　W2　1

腹掛　　　　　　　　Wl　1

腹這い　　　　　　　W11
はららか　　　　　　　W3　1
ハルビン浦塩斯徳問（～

　　ウラジオストックへう温Cl
！Slロメートノレ　　　　　　　　（；1　1

1
2
1
1
互
1
互
三
蓋
1
圭
ま
2
1
1
！
重
i
1
重
重
1
韮
1
1
2
1
1
1
！
1
夏
1
2
1
1
1
1

1
1
！
1
11
1

男女瞬捧説

（バーーマフロディズム）

俳運

梅花

拝観する

俳句会

廃止変更する

胚胎する

排独論

売品

敗滅する

生えかかる

馬鹿主人

破鍛

伯（‘伯舞’）

駁撃する

剥奪する

幕吏

箱根（地名）

馬車

弾む

バタ（b疑tter）
八円

八月一H
八十五銭

八十万禿

八畳

初（人名）

八卦

ぱっちりする

発動

×x館
××教会

初花

壌溺

鳩

華江（人名）

花暦

花子

花駒さん

話遺手

花屡

バビロン

羽二薫

浜羅新（人名）

浜松（地名）

はや（「今は～」〉

掛口

原市之骨

張り詰める

張り廻わす

春栄（人名）

巴蓑碧玉（バルカン〉

春雨

春之助

春弥

春代

照れる（はれる）

王
－
王
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
重
重
重
1
1
1
1
1
王
1
1
ま
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
正
互
1
1
1
重
－
正
1
正
正
豆
王

　
　
　
A
　
A
A
　
　
＾
　
C
　
　
《
A
　
　
　
　
　
　
　
A

藍
1
玉
2
1
2
2
1
王
2
2
1
1
1
2
2
1
玉
1
1
2
1
玉
1
1
1
！
1
1
2
1
1
1
1
3
互
1
1
重
1
1
王
i
亙
1
豆
3
1

G
K
K
羅
K
錘
鍵
K
K
錘
W
鍵
《
K
H
H
K
脚
辟
K
褥
G
K
1
1
K
K
K
脚
K
響
K
裟
民
轡
民
轡
罧
騨
脚
糊
目
牌
G
牌
脚
継
脾
膵

HIA王

W2　1

W2　1

1
1
1
1
1
1
2

－
王
1
1
1
1
2

轡
G
W
蜜
W
W
響

互
1
2
玉
1
1
2
玉
4
－
1
1
1
1
1
1
玉
藍
1
五
玉
1
1
1
1
1
重
玉
重
三
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
下
下
正
三
1
1
韮
3
2
1
4
玉
2
2

バアル神

肺

配

偉書皆小鋭

背教者

拝借

ハイスクウル

背徳

売買

排仏思想（はいぶつ～）

俳味

俳優各覇

9畷監督
入り来る

バウンド

破填し去る

袴

白日

白日夢

爆破

博覧家

事喰町自薯

梯子段

走り趨る

はずみ

罵声

長谷川雛六（人名）

ハタと

旅銀屡

八給四Fi

八人座頭

八田

擁婁小説（ばちびん～〉

八分（～ぶ）

骨日余り

発会式

八首

発生上

八反幟

養うた

鼻毛

離れ座敷

離家

花輪

老婆（ばばあ）

省く

幽晦う

ハムレット

刃物

林家（～け）

林衡（～たいら，人名）

払切る

凍田兵部

ハフハフ
ハサス（人名）

ハリファ午ス（人名）

群ci
繊　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Gl　l

K1　蓋

K茎　1

K1　王

澄　1

Kl　1

Kl　1

W2　1

Gl　1
｝｛2A　1

慣　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA至

H！A互

盟　互

鴨　1

織　重

凱Al
W3　1

鴨　1

財A1
組　1

澄　1

Kl　1

Kl　1

隅　1

組　1

Kl　1

組　1

舞1A　1

響1　1

響1　1

疑1A　1

鴨　1

粗　1

盟　1

1V2　1

響2　1

Gl　1

盟　1

組A1
響1　1

響2　1

｝｛IA　1

響3　1

Gl　1

Gl　1

1
茎
1
－
1
1
1
1
玉
玉
韮
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
王
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
王
－
王
1
玉

灰色

背景的

肺結核

敗残賜散する

買収

買収する

排除

佛人諸賢

魏する

敗戦する

敗走する

生える

漿欝週り

象ll製

爆弾

博徒

霞熱する

薄悪

騒来品

騒騒

歯車

鋏

馬耳東風

走らす

パス（メンコの方言）

畏谷JI［氏

波多野秀治

蜂

八億円

八画目あたり

八ケ月

はっと

発膏

発揮せしめ得る

践鷹（ばっこ〉

八歳

発展的

法度

発売元

発表中止

発喪する（はつも～）

花束

はねのける

はばかり

馬場氏

破匿

波紋

腹いせ

原敬霜

漂内底

波灘

激論銃

針金

ハルヲさん

春三月

謝四月

晧謎合辱藤件

　　（ハルハびょう～）

パルプ

破裂

煎物

腫れる

w玉　王

K3　1

澄　1

軽2Al

Xl　1

疑2A三

Kl　l

Kl　匪

K2A茎

疑2A｛

i・12A　1

W2　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A至

Kl　1

K玉　1

K王　玉

Wl　1

轡1　1

Kl　王

響2　1

騒　王

－
圭
韮
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
至
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
王
1
1
1

森
A
　
　
A
　
　
　
A
　
　
　
　
A
　
A
　
　
　
A
　
　
　
《
A
　
A
　
　
A
A

1
1
1
ま
1
1
3
1
2
1
1
3
1
王
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
！
1
1
王
1
1
1

彗
据
響
民
鍵
K
弱
K
H
K
K
K
K
H
K
舞
轡
轡
武
舞
轡
民
田
H
H
K
狸
響
轡
践
擁

HIC　l

Gl　1

Kl　1

盟　1

W2　1

i
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
夏
1
1
1
1
1
玉
至
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
2
1
豆
1
1
互
一

宝
玉
玉
圭
－

藷種：　W嬬禰語　K＝漢語　G＝外来藷　H＝混種語（A＝憩語＋漢語　B　：麹tX＋外来語　Cm漢語＋外来繕　D＝勧語＋漢藷÷外来語）
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拝

排英運動

媒介者

売知する

配給

陪償額

賠償完遂

賠償激立て

廃立する

馬鹿々々しい

測り難い

ノtクー（its名）

爆破炎上する

幕僚

はPまり

橋本、天野一派

走り出す

バス（bUS）
はずれ

場轄

パタ奥い

旗竿

畑中繁雄

破綻

銀鱗する

八月十三購

八月牽二購

八月二十二H
破竹

八路

八郎兵衛

発覚する

漢乎

発聴する

××号地

八百六牽四万二千人

発布する

八方

パトロン

花栂（人名）

ははあ

嚴

払込

払込金

払込資本金

パラオ島

バリ会議
ノN’ 潟^参餐建会議

馬力

巳狸留学

ハリントン（人名〉

1946

藍
茎
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
圭
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
王
玉
響
三
王
｛
ま
一
ま
1
1
1
1
玉
－
王
－
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
A
　
　
　
A
A
3
　
　
＾
　
　
A
　
　
　
A
3
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
＾
　
A
　
＾
A
　
　
　
　
　
　
A
A
C
C
C
　
C

1
1
韮
1
2
1
1
1
1
2
3
3
．
1
2
王
1
1
2
1
1
1
3
1
1
1
2
王
王
三
3
1
1
2
3
2
1
1
2
1
1
王
基
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1

G
誓
裟
《
畦
K
K
K
H
H
H
騨
G
H
K
響
琶
W
G
W
H
H
脚
結
K
H
K
K
月
経
K
乳
罐
K
睡
K
H
H
K
G
響
響
幽
幽
H
H
H
H
H
民
蹉
G

1
玉
1
1
玉
2
1
韮
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
王
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

廃棄

賠償交渉

敗戦藏後

蓬煽

波及

歯切れ

はぐくむ

博士独麹

娘手

密水社世界名作選

迫力

はごき出す

橋本忍君

走り寄る

橋渡しする

旗

働き盛り

八月以降

八月号

八月十九B
八月十三β午荊中

八時三十分

八本

初江（人名）

八九歳

八九人

発言する

八千万全額

発想する

発展傾向

発売中

初舞台

抜塞的対策

派手好き

鳩山（入名）

鳩山首相

鳩山政府

花環揚幕

鼻持

バネ返り

派醐抗争

浜口雄幸

浜谷浩写轟集

林克也

林逮炎氏

林芙契子

林頼三郎

バラす
バノレ・ザヅク

IE｝56

一
－
韮
三
1
1
1
1
1
1
1
轟
玉
玉
韮
1
1
1
互
夏
互
王
璽
王
1
1
1
1
1
1
1
玉
三
－
1
1
1
韮
1
ー
ユ
ー
－
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
点
　
　

汽
　
　
　
　
＾
汽
A
　
　
　
　
　
A
　
A
　A

1
王
1
韮
王
1
2
3
1
1
1
2
1
2
2
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
2
1
2
玉
1
1
1
3
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1

K
K
K
響
K
響
轡
X
K
K
K
鴇
H
響
尉
野
田
K
K
K
K
K
裟
轡
K
k
H
K
H
K
K
暮
k
騨
脚
H
判
羅
響
脚
K
脚
H
脚
巨
田
H
轡
e

1
1
1
1
重
！
韮
1
1
王
1
1
1
1
1
1
王
2
1
1
1
1
1
2
韮
王
1
韮
1
1
1
玉
玉
1
3
5
1
1
1
1
1
1
三
1
王
1
1
玉
王

廃櫨めぐり

配偶子

配偶者

拝見する

背後

醗締する

入りきれる

パイロット

破壌力

博多

パキスタン外務省

薄憎

薄氷

爆薬

橋本案

走りまわる

はせる

旅懸

操足

はたはた（擬音藷）

鉢

八月九臼

8“30
八A末
八月篇十五日

八共和国

八号俸

八時問以内

八七・o
八ニー一、～OO

八八。一

8．　6

八戸精練所
八鈴（「～の一一一」）

八九、ooo
波畏

八路軍

バック

バッタリ

ハネ上がる

ハノイ（地名〉

馬場（人名）

馬場源右衛門氏儒

馬場辰猪

輻広い

破片

早く（名調）

林（人名）

林さん

林知己夫民

林罵雌氏

はらみ続ける

バランス
春Ei（はるび）

は一ばうめえとる　301

1966 玉田6

縫1Al

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　1

H2A玉

W2　蓋

G1　玉

K玉　玉

躍　1

nlc　1

K3　l

Ki　i

Xl　1

田Al
W2　1

脚2　玉

1
1
0
σ
－

響
響
田
冊
K
H玉A玉

Kl　1

1ilA　1

Kl　2

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
昌
A
A
　
　
　
　
　
　A
4
n

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
、
3
2
1
1
1
1
3
王
1
1
1
1
圭
2
1
王

K
駁
民
《
K
K
護
K
K
K
K
G
脚
W
ε
縫
暮
雑
響
裟
習
轡
樹
赫
判
田
G
響

1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
王
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
2
王
王
王
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
9
1
2
1
1
玉
3
玉
1
工
玉
1
1

派

パP・ティ

バール
枚（ぱい）

バイオグラフィ

バイオリン

媒介

廃棄物処理

配給する

敗死

買収用

階審鯛度

醐属する

拝聴する

配転

入りかかる

はがす

「馬鹿律気」等々

歯ぎしりする

波及する

博学

歯ぐき

白紙遼元論争

白人優越

爆発的

暴鋸社会

暴欝的

はさみ込む

旗上げ

バターン

果し簿る

旗印

八億人

8km
八十一機

八十二歳

八十六人

八％

鉢巻き

八万六千人

ばちん

発掘する

発行巻

発行駈

発散する

発想

ハツトン（人名）

発売

発表

蝿緒

語しあい

話し欝藥

パネラー

はねる

パネル・

1
三
韮
1
1
2
韮
正
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
韮
1
1
1
1
1
1
玉
王
1
1
1
1
1
1
玉
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
2
豆
l
l

　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
A
A
　
　
　
C
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
　
C
A
　
　
《
　
　
A

組
磁
6
1
機
縫
磁
維
織
繊
繊
町
蹴
睨
麗
鴎
囎
囎
縫
囎
盟
機
凱
殿
即
瞼
雄
認
盟
凱
飢
囎
臓
殿
磁
燈
殿
澄
織
縫
機
照
睨
尉
欧
毘
機
α
紅
蹴
賜
畷
躍
倒
盟

ディスカッシuンGl
ババ様

羽ばたき

派閥

派閥政治

パブリック

破滅する

早選

嘩子方

寄ムいつづける

パラグラ．フ

腹巻き

原労相

ハルビン

晒れやか

　　1
Slj1　1

響1　1

Kl　i

K1　王

Gl　1
銭2A　1

響1　1

轡1　1

W2　1
Gま　王

盟　1
1ilA　i

G1　韮

響3　1

1
…
1
1
王
墨
1
三
王
1
1
1
正
1
1
1
1
1
1
三
1
1
…
ま
I
1
2
1
三
…
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
5
1
2
韮
1
2
2
1
1

1
王
1
2
1
！
！
1
1
1
夏
2
正
互
玉
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ISO6 1916 1926 韮936

反歌

反抗し甲斐

万国博覧会

万国博覧会以上

万国楼

半歳

万歳

狽罪表

犯罪名義

半紙大

ハンス、

蛮的

串点

半途

反動

繁密

煩閣救治策

煩悶苦悩

反問する

煩閣通過後

万有

秀でる

Kl　1

習熱歪

K王　王

Kl　l

Kl　1

K1　王

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

ブイッシャV・・氏E｛ICl

禅益する（ひえき～）

膝魍（ひかがみ）

比較殖民鋼度

秘義

引ける

籔（ひご）

肱（ひじ）

びしゃり

非常手段

引くり返し居る

筆致

美的要素

人声

人襟

一とつまみ

ひと歳

人の世

ひと日＼／

人丸（人名）

一群（ひとむら）

Hの神
火花

日槍（ひぼこ）

向日葵

美味中（びみちφう）

姫

姫糊

簸じい（ひもじい）

秘鍛（ひやく）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
蓋
置
1
1
1
1
三
1
1
韮
1
1
1
1
1
韮
－
1
1
1
玉
玉
1

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
A

3
1
1
1
3
1
1
2
1
1
2
2
1
1
1
2
1
1
3
玉
2
1
1
董
1
玉
1
1
3
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
3
1

K
K
《
K
K
K
K
H
K
k
智
疑
栂
K
K
W
W
膵
騨
K
脚
K
K
響
爪
囲
騨
細
隙
民
具
飛
脚
響
辮
K
響
輿
騨
K

2
韮
王
1
1
王
2
1
1
重
l
l
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
ー
ユ
ー
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
茎
1
1
1
1

煩

半合羽

苑源灘（人名）

反抗心

晩春

繁昌する

半世紀

番町二二二三番

半島

番頭

半時

販売部

煩悶苦心
緋

E当り
緋色

菓山（地名）

「F桔らびる

卑官

地塁（人名）

葬干渉主義

非観的

引合せ

墾面

彦左衛門

彦三齢

久（ひさ，人名）

膝頭

廟髪

膝前

ひじき

ひしひしと

微弱

飛将軍

非常時

費消する

微小妄想
勇騒翠

備前

被選権

非戦論的遅動

ひそひそ話

総勢（ひちゅう）

弓i込み思案

筆頭第一

一橋く地名）

人なつかしい

入々等

一奮発

人騒

避妊

ひs’（‘割れ巨’）

非凡

美本

一〇一番

百円

否五十万Fi

～〇三番

Kl　l

itlc王

Kl　1

K至　1

K1　正

H2A互

－

i
　
1
1

K
K
K
K

擁1A　1

Kl　i

Kl　1

Kl　1

Wl　1
111A　1

Wl　1

W2　l

K王　玉

K玉　重

Kl　1

K3　互

Wl　1

Wl　1

HIA　1

HIA　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

Wl　1

鴨　1

W3　1

K3　王

Kl　l

Kl　正

｝12A　1

1
1
王
－
玉
－
玉

－
王
1
1
1
1
1

K
k
K
K
K
W
K

H3A重

Kl　1

Wl　隻

SV3　1

Wl　1

HIA　1

1VI　1

繊　1

SVI　1

K3　1

1
1
1
1
1

1
1
王
－
玉

K
K
K
K
K

1
1
玉
正
！
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
1
玉
玉
2
1
1
1
4
3
2
1
1
1
1
1
1
1
君
王
1
韮
玉
1
玉
1
豆
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
夏
1

版

範

楽滅以下

反語的

判事席

反対者

半河分

半値

飯場

飯場丁

半業人一句（轡名）

晩飯

反乱

販路

陽（Sun）
ひいき

美化する

ひがむ

引きたおし

悲況

罷業

引寄せる

非緊急禁止命令法案

樋ロー葉論

彦文（人名）

微少

美少年

皮麺

ピタゴラス派

左側

左端近く

ひたる

美談

ひっかける

必異的要素

引込み勝ち

ひっそり閑

筆頭

美的感覚

～塊

一月外

人出

一トふり（降）

ひとり住居

避難民

否認

ひねくれ曲る

身
　
　
O
　
　
万
万
八

自
　
自
・
　
　
一
三
・

家
　
年
へ
一
五
十
十
六
九

評
増
一
〇
九
九
三
三
四
七

批
日
蒼
一
一
一
百
菖
一
一

1
1
1
り
0
1
！

レ
へ
ん
疑
K
K
K
filA　1

HIA　1

UIA　1

fflA　1

Kl　1
＃IA　1

Kl　1

組　1

Wl　1

Kl　1

1
1
1
玉
夏
－
！
－
1
1
1
1
二
二
二
二
1
1
亙
1
1
1
1
1
1

＾
　
　
　
　
　
　
　

A
　
　
　
　
　
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
為
凸

2
2
1
1
互
2
1
1
1
3
1
1
1
1
1
2
1
2
正
3
3
1
1
1
1

H
騨
膵
K
K
脚
K
巨
W
民
K
K
H
日
脚
脚
K
脚
K
騨
H
民
裟
響
縫

w玉　韮

山　王

w1　茎

K玉　1

Kl　1

（～まがる）　W2　1

　　　　　Kl　1
　　　　　W3　1
　　　　　HIA　1

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

k
《
《
《
KH王Al

Kl　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

反営利的

犯罪記事

犯罪内容

反蒋運動

反胆気醒

蕃殖

阪神璽鉄

反対勢力

番目

反動思想

反動勢力

番人

反応する

反ファッショ

半封建地主

反助士漢運動

反軍

叛猷部隊

ビオレ●ミ＊ラル
（花名）

ひがい（魚名）

醸傘

東アフリカ

目がな一巳

僻黛（ひがめ〉

爆雷劇的役割

引き倒す

ひき連れる

引き鳴らす

低さ

悲劇化

庇護

ひさ（人名）

久子（人名）

飛散する

避止

美学家

美徳学校

非常時的溺勢

秘警官
避幕｝地

ヒステリーもの

蘇蠣（びせん，魚名）

秘蔵

左上手（樹灘）

左四つ

必死

必勝

びっしょり

羅生

ピッチング・スタフ

人ごと以上

人さまざま

一粒

一粒強壮劇

人中

人の子

一N（ひとひ）

一風呂

人待ち顔

瞳

一眼（ひとめ〉

独言（ひとりごと）

捻る

檜

美文口調

蘭漫する（びまん～）

姫看

一三一枚

百七÷繭駈体

K3　1

K1　歪

Kl　1

K1　玉

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Ki　l
K玉　玉

H2A玉

H玉Cl

HIA　1

Kl　1

K1　玉

Kl　1

G1　至

聴　1

題　王

厳Bl
ttiA　1

響王　1

蹉1A　1

轡2　1

響2　1

響2　1

Wl　1

Kl　l

Kl　1

Wl　1

Wl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

轍　1

1i王Bl

Kl　l

Kl　1
響王　王

躍　l
K3　玉

K3　1

W3　1

K3　1

Gl　1

HIA　1

W3　1

響1　1

縫1A　1

蹴　1
響王　王

購　韮

HIA　1

玉
玉
i
1
2
1
1

周
W
脚
騨
周
胃
KX2A　1

Wl　｛

Kl　l

iliA　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
玉
目
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
圭
1
2
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

語種：　W瓢掬語　K篇漢語　G＝外来繕　H＝混種議（A＝和語＋漢語　B＝和語＋外来語　C＝漢語÷外来語　1）腿和藷＋漢語や外来語）
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ばん（擬音語）

繁雑

範疇

ハンチングドY（地名）

反動分子

半年あまり

＊途退学する

藩閥

藩屏（はんぺい）

半封建的勢力

飯米閥争

万民

ヒーロー

ピエモント（地名）

日陰町

ひきつける

引渡

飛行場

非合理的

非合理的認識

地璽

卑職

筆者はじめ

必需物資

ひっそりする

ヒット

ヒットラー

ヒットラー以前

比扇軍婆擾助法察

一埣

ひとむれ

否認する

批判母艦

B比谷公園
獲弊する

秘密轡類

夢眠主主義的

飛躍

一五四戸

百七十五名

W3　1

K3　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1

HIA玉

H2A玉

王
－
玉
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
玉
王
1
1
ま
－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
C
C
　
　
A
　
汽
A
　
　
　
A

1
1
1
1
玉
1
1
1
2
1
1
3
1
1
1
1
1
2
王
圭
圭
1
1
王
2
1
1
2
1
3
1
1
1

K
K
K
K
K
G
6
謎
W
W
K
K
K
K
K
H
K
響
G
G
網
縄
轡
轡
特
k
鮭
鮭
K
K
k
H
K

1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
2
2
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
王
2
1
1
2
1
1

ハンガリー・

万機
反：共

判決文

半減する

犯行

反抗運動

万歳事件

反対運動

反対尋問

ソヴェト政府Hicl
　　　　　　K1　重

　　　　　　Kl　l

　　　　　　Kl　1

　　　　　　92A韮

反動的支配春

反動派

万能薬

半白

反ファシズム

反ファシズム騰亀

反倫理性

ピーク

B霞体
B’

悲逗

ひきずりあげる

引離す

否決する

墨刺十体

ピストル堤

秘蔵する

縫げる（ひっさげる）

必然性

ひっぱたく

必要性

否定的撹判

ひと圃転ずる

一壷ごと

～幕

非難罵倒

ひばり（人名）

携判的

秘密的

百五十万標準台

一三〇円

王
－
一
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
－
玉
王
玉
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
C
C
　
　
C
　
　
　
　
A
　
3
A
　
　
　
　
　
疏
　
A

1
王
王
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
1
1
2
2
1
2
1
i
2
3
1
1
圭
3
3
1
1

K
翼
K
K
K
K
K
K
試
鮭
縫
k
G
鮭
6
K
W
轡
H
K
H
H
騨
K
騨
K
K
H
騨
H
K
轡
民
k
X
k

1
1
重
2
1
至
！
1
1
玉
1
玉
1
王
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
三

繁栄する

半官半残

半狂人

蠕鋸する（ばんきょ～）

番組

半径

番号

犯罪増加傾向

ハンサム

反射的

半数

反政府運動

反政府分子

反対側

半年

販売

反駁する

藩閥政府

BOAC機
ピーク時葛

控え匿

非核保有日

東パキスタン

東ブロック

悲観する

引き下げる

引きぬく

葬近代性

ビクとも

非現実性

葬現実的

卑狗（ひご）

飛行士

ビジネス

美徳

夢隙勤講螺

罪スターサン化政策

馬立製作所

常盤介

左寄り

引っかかる

日付

単

車迫化

ビデオ・リサーチ

秀次（ひでつぐ）

葬党員

一皮

人ごと（人事）

ひところ

一太刀

一つ、二つ

人妻

日取り等

一人ぶん

一人よがり

被爆巻

秘密警察

秘密めかしい

ひもとく

一五四

一三七

132．4
134．9
一一一 @●　一

113．7
　　　ムゐ一、一nハ、OOO
100。0
首七十億

177．4

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
茎
主
思
王
1
1

＾
　
　
A
A
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
A
　
C
C
　
　
B
B
A

2
1
1
2
1
1
1
1
3
3
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
玉
3
玉
3
1
王
1
1
1

H
K
K
H
巨
X
k
駁
G
K
K
K
K
経
燵
k
H
K
H
鍵
W
疑
彗
琵
畦
響
刷
K
騨
K
K
脚
K
G
ド
疑

HIC　1

filA　1

阻　l

Wl　1

W2　1

－
1
1
王
王
－
王
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
王
1
1
3
1
1
1

目
論
K
G
響
K
響
眠
目
響
轡
W

巨IA夏

巨IA互

盟　1

Kl　1

Kl　1

H3A　1

W2　1

HIA玉

K茎　1

潟1Al

BIA　l

Xl　1

1
i
夏
－

l
l
互
－

《
K
K
レ
臥HIA　1

1
1
1
1
2
1
2
玉
1
！
王
1
1
玉
2
1
1
1
王
王
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
－
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
1
1
1
玉
1
1
8
1
1

ハワイ
’■N’

刀Dアメリカン航空
反基地

反共運動

及共産主義革命

反響する

反公害＝反開発

犯罪行為

反差別

晩秋

阪神璽鉄社長

反対概念

反弾圧

ヴァン●デル。ポスト

　　　　　　　（人名）

半天（衣服）

倉庫以上

楽隼旨

パンナム

万人

反人悶挫

反暴力

反三木勢

反三木ムード

飛島内

反論

ピアノタッチ

PXL
PXL輸入
P3Cオライオン
美意識

ピーマン（人名）

彼我

被害者

日陰

東久避稔彦

東本顯寺

日財

久しさ

ビザンチン時代

ビザンチン正教

ビジネスクーぷン

ビジネスマン

秘事法門

非宗教的風土

非重役

微笑し合う

聖

ひそみ

ひっこめる

必要以上

否定しがたい

否定的

日照り

人岡士

独身港（ひとりもの）

雛祭り

臼の丸青年隊長

微々

百五十人あまり

一五〇人前後

一蔵八頁

　へぬ一聯ノ、

Gl　1
日王cl

K1　茎

K玉　…

Kl　玉

H2A玉

K至　1

Kl　1
K玉　夏

K1　玉

K玉　l

K1　王

澄　1

Gl　1

Kl　1

HIA　1

HIA　1

1
1
！
－

己
U
K
K
K

HIA　1

磁91
BIA王

Kl　1

Gl　1

Gl　1

HIC　1

Gl　l

Kl　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1

Wl　1

Wl　1

HIA　1

Wl　1

Wl　1

HIC　1

HIC　1

Gl　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A王

w1　王

目玉　1

轡2　1

K三　三

N3A王

K3　王

躍　茎

H1A王

躍　1

躍　王

HIA王

K3　1

撮A1
組　1

滑Cl
Kl　1

4
1
1
2
1
1
1
互
豆
1
1
至
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
2
1
1
2
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
至
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
玉
王
1
1
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1906 1916 1926 1936

百二都城

百薬五十年

百物

百戸

冷か

病院行

鶴起する（ひょうき～）

鎚骨
言当面

平等～如界

漂寒し去る

　　　（ひょうとう～）

標融（ひょうびょう）

標本

病恋愛
評論言己巻

平仮名

平子震（ひらごくん）

非倫

広翼（ひろつばさ）

琵琶

貧

敏活（びんかつ）

貧少（マ、）

ヒンヅー。クシュ山

品性

ヴィンチ（人名）

頻々

幽冥大黒

敏妙（びんみょう）

棊乱（びんらん）

譜

ファンタスチック

不案内

嵐爾

風格

風輪

風光

封鎖攻撃

風瀬

風流瀟酒

不可解

不可思議

不可患議千万

賦課する

吹き込める

不吉

不朽

腐朽船

福（人名〉

福さあ（～さん）

服従する

服従的徳義

複線

li艮f9する

不幸薄命

欝豪連

黙坐する

扶殖する

賦する

撫する

蕪雫（ぶだ，人名）

ふた毛する（ふたげ～〉

ニタ月

不妥耳

目撮巻

淵

ふち（縁）

豊逓人

Kl　1

K玉　1

Kl　1

Kl　1

SV3　1

HIA　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

織　1

凱　1

HIA　1

1
1
1
1
0
Q
3

《
野
K
K
K
疑
HIC　1

Kl　1

Gl　1

K3　1

Kl　1

K3　1

組　1

Kl　1

G3　三

K重　至

Kl　l

K1　正

K豆　豆

K1　藍

K豆　1

Kl　l

K3　1

K3　l

K3　1

K3　1

1
1
1
正
正
互
2
互
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
歪
夏

A
　
　
　
　
　
A
禽
　
　
A
　
　
A
ム
A
為

2
2
3
3
1
豆
三
2
互
1
2
1
1
2
2
2
2
1
2
1
3
1
1
1
1

錘
魯
K
K
K
K
H
H
K
K
暴
K
K
H
H
H
H
K
響
W
K
K
脚
響
K

－
三
1
1
1
王
圭
－
玉
1
韮
ま
1
1
三
三
1
1
1
1
董
1
1
1
6
1
1
1
1
王
1
1
1
董
互
三
1
1
1
1
3
1
1
一
斗
正
1
1
2
2
3
1
1
1
正
正
三
1
1
1
1
王
1
正
重
1
正
里

翼数十名

菖徳

一〇二番

百人

一〇四番

療鬼

瓢軽（ひょうきん）

購苦

病身

俵装する

購瞠

病人

表瞬する

平たい

平田子（‘子爾’）

平塚さん

平麗

ピリッと

昼席

浩（人名）

卑狸

頻発する

貧乏人ども

貧乏鍔

吹聴する

勢蘭土（フィンランド）

風月賞（人名）

風俗藤

風致
igejll（地名）

不可抗

不罵抗的渇求

附3E

奉行

吹きよろめく

撒紗

副総裁

不倶戴天

福太郎

福本Ei南（人名〉

不敬罪

藤（入名）

不実不人情

不始末

藤崖（麗号）

婦人公論

婦人達

婦人連

舞金面

粍附

無調法餐
丁丁つ　（ぶつ）

普通選挙制

Kl　1
κ王　歪

Kl　王

Kl　1

1
1
1
1
玉
正
1
1
1
1
1
1
下
下
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
重
－
《
藍
重
1
1
互

A
　
　
　
A
　
　
A
　
A
　
　^

　
　
A
A
A
汽

1
王
3
1
玉
2
1
1
2
3
1
1
1
3
玉
1
3
2
1
王
2
玉
1
1
1
1
3
互
1
1
2

擁
X
K
翼
K
H
K
K
H
響
錘
W
響
腎
紐
響
K
B
縦
H
H
G
K
K
K
轡
K
K
K
K
膠

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
｝｛IA　1

組　1

盟　1

K3　1

Kl　1
、？玉　1

K王　玉

｝1玉Al

KI　I

K玉　1

賊　1

H互Al

W2　l

Kl　1

1　酉年目

1　一八七

1　一八囲

1　百万

1　酉余区

2　白虎縁
1　評語
玉　表札

豆　描写する

王　病人老幼

1　評凝娘
1　表i菊上

1　ひょっと

1　開き盧る

1　平山（人名）

1　置強盗

1　ひるむ
1　披灘する

1　拾得手（ひろいて＞

1　痩労

4　広霊（人名）

1　博文（人名＞

1　備後人

1　附

1　夫

1　風雲

1　風光明蝿

2　風姿
1　ブウラアル（人名）

1　普填両国

1　不穏

2　煽かす（タバコを～）

8　復讐祈願
1　藤…坤真澄

1　不自由

1　婦女

1　不祥事

1　婦女子

1　夫親

1　符節

3　二つ三つ

2　二韓物

1　ふたりつれ

1　不通

1　吹っかける
1

1

1

2

1

1

1

1

－
茎
－

＾
　
鳶

－
圭
－
H
K
猛
K1　玉

K玉　玉

K1　玉

K1　玉

K1　粟

H2A　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

W3　1

W2　l

Vil　1

磁Al
W2　l

H2A　1

SVI　1

Kl　玉

躍　玉

1￥玉　1

H豆Al
K互　玉

K1　正

Kl　1

K3　1

K1　豆

Gl　1

庭1cl

K3　1

盟　1

Kl　1

轡1　1

K3　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

組　1

組　1

Wl　1
｝｛IA　1

Wi　1

Kl　1

W2　1

1　～：：件

1　－oo頁
1　百余

1　冷奴

1　票

1　土色一切

1　氷塊

1　評議畏
！　評議会

1　表現技法

1　表現形態

1　標高

i　病的

1　病的軽挑巻

1　表面化する

1　表彌的

1　病理学

1　病理学春

1　日除
！　開き見る

1　平沢耀務局畏
夏　平沼（人名＞

1　平野氏
1　翻る（ひるがえる〉

！　広田（人名）

1　広田兼摂外梱

！　広田着相

1　広田内閣

1　敏感さ

1　品行方正

1　便乗

1　部

1　ファッシスト敢権

王　ファッショ

1　ファッショ運勤

1　ファッショ政櫃

1　不安定

王　フィンランド国境

玉　窟幾色調

1　思索畦

2　夫婦もの

1　笛竹
玉　賦活する

王　武漢派

i　武器的援助

　腹案
　福井（人名）

　福岡市
　福田翻署
　腹部切醗後

　服用
　墨型する
　　フケ（頭垢）

　不景気
　蜜源
　不賛成
　藤子さん

　憲士山麓
　不純物
　婦人公論連戴
　不尽想望
　附する
　双葉（力士名）

K1　重

HIC　1

Kl　i

脚1　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K玉　！

K互　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

K3　l

K茎　i

1
1
玉
一
－
玉
1
1
！
重
－
1
1
1
1
1
王
ま
－
三
王
－
玉
1
1
玉
－
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

A
　
　
　
　
　
森
　
汽
　
　
A
A
A
A
　
　
　
C
　
C
C
　
C
　
　
森
　
A
　
　
　
A
A
A
　
　
A

2
3
！
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
玉
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2

H
K
K
K
糎
響
H
騨
H
膵
牌
H
巨
躍
鮭
K
翼
K
鷲
G
辞
H
K
H
K
K
H
騨
H
K
K
K
霞
駐
銭
駁
《
罐

SVI　1

Kl　l

Kl　1

織　l

Wl　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l
ii2A　1

Wl　i

1
工
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
五
三
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
6
1
王
5
1
1
2
隻
1
2
歪
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
玉
2
1
1
1
1
2
1
1
王
1
1
1
1
3

語種：　W＝和語　K篇漢語　G＝外来語　Hx混種語（A＝和語÷漢語　B躍魯語＋外来語　C＝漢語＋外来語　D＝・it語÷漢語＋外来語〉
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冷酒　　　　　　　　Wll
ビ”一リタン革命　　　頃C！

表現枝衛　　　　　　　K1　1

病源翻　　　　　　　　Kl　1

潔姻最低給料額　　　　Kl　l

表面的論争　　　　　　KI　l

被抑圧者　　　　　　Kll
広岡（人名）　　　　　Wl　1

広小路（地名）　　　　Wl　1
上ヒ歪弓志氏　　　　　　　　　　　　　｝｛IA　1

広瀬縛助中将　　　　　HIA　1

ヒント　　　　　　　　　Gl　1

貧乏暮し　　　　　　　田A1

騰　　　　　　　　　Kll
ブーゲンヴィル島　　　H茎Cl

封鎖的・自足的経営　　澄　1

風評　　　　　　　　　K11
フーリエ（人名）　　　Gl　1

フェリックス．クライン

　　　　　　　（人名）

部下

深々

吹き上げる

不起訴

腐朽する

復員

福沢譲審

復讐

副食物

伏兵

府累鰹1

火線

如露等

不充分

不消化

負勝闘

不儒卸

不信不義

附帯決議

二人がかり

ぶちこわし

不調秘

Gl　1

Kl　IN

W3　1

盟　1

K韮　1

｝．12A王

Ki　1

羅1A王

i
1
1
1
1
1
！
玉
玉
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
3
－
1
1
1
1
1
1
1

試
民
K
k
K
K
K
K
K
K
K
K
轡
轡
K

五
玉
三
王
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
玉

1
1
1
1
1
1
！
2
1
1
王
1
3
1
1
1
1
1
1
至
1
圭
1

百二十万

百年あと

百分（「～の一」）

顯客（ひiうかく）

評論家

肥料

ビルマ賠償

疲労する

広闇

敏感

貧艘

分厚い

V字型
フィリピン側

封切する

不穏当

武gerlf

ブキ（ブギウギ）

吹きこむ

ぶきよう（無器用）

副院畏

福沢先生

福島（地名）

福N氏
冨弓知瑛

服務する

ふくよか

武家」鑑敷らしい

塞ぐ

父子

フ氏演説

藤用中佐

不自然

武白線腸悶

不成功

部族懸

濁存立

縁取る

普遜一般平凡市残
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19ss 1ss6 1976

－
韮
轟
ゴ
韮
圭
－
一
ρ
ξ
王
I
1
1
1
1
1
玉
王
｛
二
三
1
1
1
1
1
1
韮
ρ
－
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
＾
ε
A
　
　
　
　
　
　
A
A
A
　
A
　
八
　
　
C
A

　
　
　
　
　
　
C
A

　
A
A

1
韮
1
王
1
1
1
2
1
3
1
3
1
1
2
3
1
1
2
3
1
1
！
Σ
韮
2
3
3
2
1
1
1
3
1
1
1
1
2
1

K
H
H
K
K
K
縫
鮭
轡
民
K
H
H
H
経
試
民
ε
騨
K
K
H
H
H
K
銭
轡
特
野
K
鮭
巨
K
K
k
K
K
轡
K

1
1
1
1
1
玉
1
三
2
1
3
1
1
1
1
1
！
王
1
1
1
1
1
1
3
1
1
…
1
1
1
1
王
事
1
一
圭
1
1

107．3
一二八。一

128．9
一八五

187．5
188，6
140．0
一隊五・八

　ゐゐ一ノ、ノ、

106．4
百家争鳴

標識

標灯

病人自身

表裏一体

録翼

ビル

広さ

ビン（と）

品格

ファーム新闘

ファッション

不安定地域

VA．11615
V．O．
風車

フーバー（人名）

フェノロサ（人名）

フォイエノレバッハ

不可避的

深まる

不況時

複合する

複雑怪奇

油鼠社長

福穣蔵根

福≡ヨ恒禅総指揮

橿田徳三

復命する

ふくれ囎く

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　王

Kl　1

BIA　l

MA　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　i

Cl　1

盟　1

W3　1

Kl　1

H玉cl

Gl　l

Kl　1

阻Al
Gl　1

K互　1

Gl　l

Gl　玉

（人名）G1　1　1

　　　K3　1　1
　　　W2　1　1
　　　Kl　i　l
　　　H2Al　l
　　　K3　1　1
　　　i．｛IA　1　韮

　　　　HIAI　i

　　　HIAI　1
　　　HIAI　1
　　　H2Al　1

（～うそぶく）

袋小路

芳番（プケ）

府県

藤枝（地名〉

寓士製鉄

フジテレビ創設

寓士聡機製造

藤山氏

無糟ひげ

不承不承

婦女暴行

藤原為僧

伏す

布石

武装ゲリラ

ふだん

ブチまくる

付貸する

－
l
I
王
－

2
1
豆
玉
－

轡
響
G
K
日田Al
HID玉

HIA　1

HIA　1

HIA　1

K3　1

Kl　1

Wl　1
脚2　玉

Kl　l

HIC　i

K3　l

W2　1
｝｛2A　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1

偲種

百牽五機生産

物トン

～七五

一二八

否万円

100M道路
　　よ一く竃）！、

葭焼けする

ビューティ

四竃

標鵬語

肥沃

比薬

舗撮

概：林批孔運動

ビJy　・if　imマン（入名）

ビル夫人

ヒロイック

源泉

びろうど

博蔵役（ひろぞうやく）

便

瓶

品位

貧困

ピンチ

敏腕

分（ぶ）

不安感

ファンド

フィールド

フィXスタ

V。ブコフスキー
夫婦和合

プールつき

不運

フェ＝キア人

フェルゼン（人名）

プエルFリコ
フオード政梶

フォード大統領

部下たち

部認長会

深める

吹き荒れる

噴き出る

吹きぬける

不況克服

橿岡（地名）

副議畏

復死する

禰祉社会

福島布

副商戦

福柱（麗号）

福照自身

福穣心夫氏

復辟

脹ます

福利祈願

父震

不幸一幸橿

ふし（節）

藤沢（人名）

藤柑佑子

不鱈任

二雷囲

物悩

復活幹部

K！　豆

Kl　1

随lcl

Kl　玉

K1　玉

Kl　1

H玉。王

K王　l

W2　l

G1　王

Kl　1

縦　1

K3　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

Gi　1
1｛IC　1

G3　1

Kl　1

Gl　1

HIA　1

夏
正
！
－
王
1
1
1
1
1
1
1
！
圭
圭
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盆
　
C
　
　
C
C
A
　
　
　
　
　
　
A
　
A
　
A
　
A
A
A

1
1
1
豆
1
3
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
下
下
1
1
1
2
2
2
2
1
王
1
2
1
1
1
1
1
1
1
2
玉
玉
1
1
1

K
K
K
K
G
K
K
K
G
G
G
G
K
H
K
H
G
G
鍔
洞
縄
隠
匿
響
騨
膵
K
翼
K
鮭
k
陛
K
鮭
謎
謎
K
轡
K
K
K
響
野

HIA　1

K王　王

響1　1

Kl　藍

Kl　1

1
1
1
豆
1
2
！
韮
茎
ま
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
玉
三
王
－
I
1
1
1
夏
1
2
1
1
一
王
1
3
1
1
玉
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
玉
1
王
－
I
l
玉
1
圭
玉



306　単年度語彙表

物価表

イム教哲学

仏国（‘フランス’）

仏際革命史

物質的文明

打魂消る

　　　（ぶったまげる）

仏典

物欲

武帯

武道

舟橋水哉著

腐敗する

普仏戦争後

侮蔑する

冬枯

不配

プラウza・7グ（人名）

フリード弓ヒホープ

　　　　　　　（地名）

彼得墾（ペテルブルク）

振抜く

不鑓見

プリンス

ふる（古）

震う

ふる郷

古手

附録

フム（醸動詞）

文遜

文学博士
文su一一辺

文芸界

文芸協会

文芸雑考

文章家

f文章世界」第五号

文壇諸大家

文致

文鎮

踏ん張る

文法上

文明的商業

文明裳蔵版

文明流

文話

弊

誌学上

兵気

平家物語

平衡

閉鎖する

米独

平々凡々

平穐回復以来

べたり

別異

別天地

別問題

紅中（へやじゆう）

　　豆go6

K互　！　正

K重　！　互

Kl　1　2
Kl　l　l
K1　玉　重

盟　1　1
K1　1　玉

K1　玉　互

Kl　l　l

Kl　l　l
EIA　1　玉

H2A　1　1

K重　1　1

H2tl　1　1

Wl　l　l
Gi　1　2
Kl　l　1

－
至
正
1
1
1
1
1
王
一
－
重
1
1
1
1
1
一
豆
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
丁
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
n
　
　
八

五
2
1
1
2
2
1
1
1
4
1
重
1
1
1
1
1
！
1
1
1
2
1
1
！
互
1
1
1
1
1
1
2
1
3
正
3
1
1
1
1

G
轡
K
q
脚
W
騨
W
K
脚
K
κ
K
民
K
K
K
K
K
K
K
W
K
K
K
K
K
K
K
K
擁
K
拷
K
K
K
響
K
K
K
G

HIA互

正
1
1
1
1
1
1
1
豆
1
重
i
1
1
1
玉
1
！
1
亙
1
1
1
韮
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
正
写
1

ぶつける

物資

物質

物質闘

物質慾

仏陀

無難

不文律

不平党

父母

部門＼／
冬木（地名）

不琢

振り捨てる

分業的

文章会話

文人画

分水嶺

分派

分配されえる

文博

墳墓

紛乱する

勇類する

平易

平易通俗

兵器弾薬

兵器売部問題

嫡乎（へいこ）

水閣史観

米国人

米西戦争

米大陸

平淡

平々坦々

兵法

平昆的

平秘主義

北京國務院中

北京電報

ヘッケル（人名）

別府（地名）

別々

紅入夕染

伯刺西醗（ブラジル）

ヴェラクルス（ま也名）

1916

1
玉
2
i
1
2
正
1
1
1
豆
1
1
1
玉
互
1
1
2
1
玉
1
1
1
1
玉
互
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
王
1

1
1
正
－
l
i
－
正
1
1
互
1
1
1
1
1
正
1
1
1
玉
！
重
－
芝
至
正
1
1
1
王
互
1
1
1
圭
夏
－
晶
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
A
目
A
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
C

盟
綴
腱
撤
組
燈
認
町
漁
厳
睡
町
劔
阻
盟
認
搬
躍
組
組
飽
機
縦
組
罷
昭
聡
町
蹴
沿
路
睡
績
組
聡
時
時
沼
田
溝
隠
鑓
鴇
紹
蹴
儀

仏教御信仰

仏教渡来当初

不都合

仏繹］王（‘フランス，）

仏氏（‘釈遊’）

仏僧（デ仏3は仏教）

船橋附近

不懲（ふびん）

不服

部分駄々

踏み荒す

履み込む
踏躍る（ふみにじる）

踏みはずす

不面羅至極

武勇

ブラウン（人名）

ふら＼／

ブラ＼／する

振り

不利益

振替環座

ふり導く

無綴

本

ふるさとびと

ブルジョア社会

ブルジョア諸国

ブルジョア組織

プレヴェールする

触れ勤かす
か　　　　　　し

プログラム

風呂場

不秘

義駒瘤要

文化云々

文学談

文芸論

文政

文政÷年

文政六年十月

文籍

分析法学

扮装する

文壇小説

分配上

文暁濁

分有

分裂政策

米庵（人名）

平易文章

米使（アメリカ使簾）

平蔵

兵卒

弊蟹（へいとう）

ヘイドラー（人名）

平八郎

北京政府

兵児（へこ）

ペチカ

別燗

紅

室全体

－
1
1
1
1
亜
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
圭
互
1
1
1
王
－
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
茎

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
　
　
　
　
　
C
（
し
C
8
　
　
A

1
1
3
王
1
里
王
3
1
1
2
2
2
2
3
1
1
3
2
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
夏
1
1
1
1
1
1

経
K
疑
K
K
K
縫
翼
K
K
W
W
響
響
K
K
G
轡
縄
響
K
H
糎
K
風
致
試
訳
H
H
留
6
疑
X
ド
K
K
K
鑑
民
X
K
K

H2A玉

！
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
玉
玉
l
l
玉
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

1
1
1
1
1
1
1
玉
五
－
玉
1
1
1
1
1
王
l

K
K
K
K
裟
K
K
K
K
K
K
G
K
耗
轡
G
K
轡

HIA　1

1926

1
1
1
王
1
Σ
王
玉
茎
1
1
1
1
1
玉
1
3
1
1
1
2
玉
1
1
1
2
3
1
1
互
正
1
2
1
王
1
1
1
1
1
1
三
層
1
1
1
1
1
王
玉
1
互
1
2
1
1
4
1
1
2
1
1
1

物象

物税空義的傾向

沸騰する

ふてぶてしい

船賃

負任する

不眠

賦与する

プラウダ編輯局轡記

プラス

ぶらり

フランス人

不良

武力醐争

古さ

ブルヂョア化する

ブルジョア政党

ブルヂョア残主々義的

古E
　（ふるしょう，人名）

震わせる

フレヅシュ

プレハーノフ（人名）

ブロー一＝ング遜銃発射

Procedure
　　　（プロセジュア）

文学詳論

文久二璋以後

分藁制度

文芸曙弔

文芸春秋

文豪

豊後守

分散性

分散的

文轡

文壇生活

ぶん黙る

分派機騨

分泌

分量

分裂増殖する

分裂繁殖する

平穏

米国議員囲

米葬式農作器械

米穀法

平静

平生

兵隊ごっこ

併発する

平凡政治

併用

平駒】教練

懸む

別…鼻翼

ヘットナア（人名）

ベラ。クン（人名）

ベルギー大使

1936

Kl　l　l
K王　1　1

H2A　1　1

W3　1　1

HIAI　1
躊2AI　圭

Kl　1　2
1i2Al　1

Hlc玉　1

Gl　l　l
W3　1　1

阻Cl　l
K3　1　圭

縦　1　！

響1　1　2

H2D玉　l

HIC藍　2

勢力HICl

　　撮Al
　　W2　l

　　G3　l
　　Gl　玉

　　HIC　1

－
l
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
歪
－
玉
1
1
1
1
1
1
1
玉
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
豆

　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
A
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
　
　
　
　
　C

躍
署
匿
路
昆
匿
湯
田
羅
鷺
M
綴
鷺
毘
臨
罷
議
躍

王

1
1
1
1
1
1
1
玉
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
玉
－
三
1
1
1
1
1

語種：　W＝和語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝麹語＋漢語　B二和語÷外来語　C＝漢語÷外来語　D＝称語＋漢語＋外来語）



ふっかつろせん一べるしゃ　307

1946 1956 1966 1376

埠頭

鷹敗堕落

不必要

轡藏薬（ふみのあたい

　　　　くすり，人名）

不名轡

武勇列伝編纂所

扶獲する

フラ貨（franc）
ブラF一（人名）

俘虜

蜜力

武力干渉

ブルガリア

古著屋

ブルジョア的秩序

ブレーキ

ブレーク（人名）

不破（地名）

分溢小作劇農

憤慨する

文学史的事情

文学的生命

文学的創造

文学的民衆

文化國家

建起する

文久二年卿窪

憤激する

粉飾する

分析する

平易さ

米糠ソ仏四醐問

平鎌入沿線

米作早業

兵士

平時需要

米ソ

兵曹長

兵端

米賠償委員団

米比闘係

平和条約継起草

平麹β本大演説会

ベーコン（人名）

ペスト

1
1
り
O

k
K
XWl　l

Kl　玉

K1　玉

H2A　1

HIC　1

G！　玉

K1　玉

Kl　1
澄　王

Gl　1

響1　1

HIC　1

Gl　1

Gl　1

Wl　1

HIA　1

H2A　1

－
1
玉
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
豆
－
重
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
ユ

　
　
　
　
　
A
　
A
＾
A
践
⑪
　
　
　
　
C
　
　
　
C

1
1
1
1
1
2
1
2
2
2
1
．
1
夏
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1

K
K
K
K
K
H
K
H
H
H
H
H
K
K
K
K
H
K
K
K
H
K
K
G
G

ペテルブルグ的俗物根性HIC　I

ベリンスキイ（人名）　Gl　1

玉
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
王
2
1
1
1
1
3
1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

復刊　　　　　　　　　Kll　2
物情騒然　　　　　　　K3　1　1

物理的実力　　　　　　Kl　1　三

物理躍気　　　　　　　Kl　l　2

不動心　　　　　　　　Kl　1　玉

不道徳的　　　　　　　K3　1　韮

太っちょ　　　　　　賜　1　1
船会社　　　　　　　　lilA　l　i

舟橋先生　　　　　　　XiA　l　l

部分品　　　　　　　　Kl　l　3

不明確　　　　　　　　K3　1　玉

武勇談　　　　　　　　Kl　1　一
緒年苔中蓬鍵　　　　　　　　　　　Kl　　l　　茎

不獲生　　　　　　　　Kll　1

ぶら下る　　　　　　W21　1
フランクル（人名）　　Gll　l
振袖　　　　　　　　svl　l　王

振袖姿　　　　　　　　凱　1　王

武力　　　　　　　　Kl　1　1
ブルガー＝ン　　　　　Gl　l　l

フルシチョフ。ミコヤン

演説Hlcl
ブルジョア学校

古ぼける

プロレタリアート独裁

プvレタリア世界革命

ふわふわ

分科会

文化協定

文学論

文化隅

文化施設

文化人候補者

文化人代表

文化全野

文化的

文化的盤代

文人墨客

紛争

分捕り

分籍

勇目する

：文明艇堺

分裂しかかる

米國市場

兵軸部（へいたんぷ）

米麦

平和愛野

平和愛好国家

べ一チン（人名）

ベートーヴェン

北京人民劇院

舳先

ベストセラー

別段

ヘッドライト

Sll府軍曹

減らす

減りだす

HIC　1

W2　1

HIC　1

HIC　1

wa　1

1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1

K
K
K
K
K
K
k
K
《
k
K
試

HIA　l

Kl　1
1i2A　1

Kl　1
H2A　1

1
1
1
1
1
1
1

k
K
レ
へ
K
レ
へ
G
ρ
U

HIC　1

SVI　1

Gl　1

K3　1

Gl　1

Kl　l

W2　1

W2　1

1
1
2
叢
叢
1
2
王
業
1
玉
1
1
玉
1
玉
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1

仏教徒

福建雀

物件費

物財

物質的関心

普選

普霞網在

不偏不党

踏み入れる

プラス・アルファ

プラFノ少将
ブラン

フランス装

ブリーフィング

（‘説明会’）

フルシチョフ路線

ぶるぶる
フレームワi・一・ク

“プレーヤー”型

プロ野球

文学作品

文学者一般

分割点

文化的俵統

文芸作品

文雄

紛失後

楽出する

分身

文政年間

勇析

ブント活動家

ブント誕生当時

分謝する

文民開化期

分離

米英等

米国勢力

米作

兵隊綴代

米中（‘米国，中国’）

平定する

平舘感覚

平和共禅

辱殉交渉

平和密義的

平和条約

平和的移行

平秘努カ

ヘソ曲り

下手

ベトコン

ベFナムあたり
ベトナム国境地帯

ベトナム人

ベトナム戦局展望

ベトナム戦争

ベトナム報道

ベトナム問題

ベビー

ヴェルサイユ

ベルサイユ体鮒

玉
重
－
王
－
1
1
1
1
1

1
玉
1
1
1
3
王
1
2
1

K
K
K
K
K
K
K
K
W
G

HIC　1

Gl　1

HIC　1

Gl　1

H玉cl

W3　1

Gl　1
HIB　l

H玉。王

1
1
1
1
1
1
1

k
K
レ
狂
K
κ
試
《
H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIC　1

HIC　1

H2A　1

玉
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
C
C
C
C
C
C
　
　
C

殿
譜
潟
誰
貯
匿
幕
議
田
欝
田
田
田
隅
欝
欝

1
2
1
1
1
1
互
1
1
1
1
2
1

1
1
1
1
1
2
1
一
一
耳
玉
1
王
王
1
1
2
1
1
1
1
1
夏
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
玉
1
1
韮

復活路線

復櫃

物資販売所

払拭する

ぶっつづけ

物理的

不動産

肥り肉
舟橋wa一一

米仏戦蟻

部分的

不法活動

不用意

ブラウン大学

ブラジル人

ブラック

ブラック・

K王　1　1

K王　韮　1

K韮　王　l

H2Al　1
Vil　1　1

K3　1　1

Kl　l　l

Wl　l　l

HIAI　l
K1　1　王

K3　1　1

Kl　l　l
K3　1　三

HIC　I　1

HIC　1　2

Gl　1　1

ジャーナリスト61

フランス原子力庁

フランス式

腐乱する

プランナー一一

フリーーランス

振り切る

振り子

古井由吉

ブルー。ブラック

古註

ブルジョア残主主義的

普遮土学園

プログラム作成

プロダクション

ブ獄ポーショ、ン

フロリダ

ブurレタリア独裁

文科

文革

文学観

文学’76
文学ノート

文革本

文心構況

分合社会主義

文章読本

文末

文油

平均値

米國経済

米瀾防総省

米人専門家

米N韓新体鰯

　　1

HIC　1

HIC　1

H2A　1

Gl　1

Gl　1

W2　1

Wl　1

HIA　1

Gl　l

HIA　1

要求Hlc　l

　　縫cl
　　i・llC　1

　　Gl　i
　　Gl　1

　　Gl　1
　　臼ICl
　　K玉　玉

　　K1　三

　　Ki　l
　　K玉　1

　　HIC　！

K王　I

K三　三

Kl　I

KI　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

米漏ユージャージー辮．

　　　　　　　最高裁lilc　1

1韻1価

平贋

平押郷家建設

ベール

流心

北京拷鴨店
（～カオヤー～）

北京滞在中

別蜜

別人

ベトナム

ベトナム人残

ベトナム平和協定

ベト＼！

ヘリコプター

ペルシヤ

滑c1
組　1

Kl　1

Gl　l

K1　玉

H至。！

H豆Cl

Kl　1

K五　正

Gl　1

HIC　1

咀C1
鴨　1

Gl　1

Cl　1

1
1
1
1
王
1
1
2
虞
2
1
1
3
1
1
三
三
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
2
1
正
1
1



308単年度語魏表

1906 1916 192g 1936

篇

便

ペンキ塗

片需隻語

変死

弁じ得る

編者

弁者

変ずる

弁ずる

変遷する

弁谷某（べんたにぼう）

偏頗（へんぱ）

辺僻

弁明

母音

方外（マ、，法外）

葬車

方角

忘腐する

捧給

防禦

宝剣

保元

保元二年

奉公

彷聴する

房州

房州あま翫｛

ガ寸

某石鹸会社

宝丹

報知

法的権能

放任する

髪凝する

子々（ほこうふら）

葬り尽くす・

法律学春

法隆寺

法隆寿全焼

法令

ポxトリー
類冠り

希望　（ホープ〉

灯影

麗朗声（ほがらこえ）

北斎（人名）

北史

牧場

穆天子伝

（ぼくてんしでん）

保守的

保証金

細かわ（‘細い廻’）

細野二郎氏

牡丹

没却する

法相

ほてり

ほほえむ

蕎萄牙国

Kl　1

K1　王

HIB　1

K王　1

Kl　1

B2A　1

Kl　i

Kl　1

H2A一

日2Al

H2A正

H藍Al

K重　至

K3　1

K重　玉

K1　正

K3　三

K重　正

k豆　1

日2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
i｛2A　1

鐸2Al

liIA　1

W2　1

Kl　1

組　1

Kl　1

Kl　1

Gl　1

響1　1

Gl　1

罵　1
目玉　韮

Kl　i

Kl　l

Kl　i

Kl　l

K3　1

Kl　1

Wl　1

1ilA　1

組　1

92A　1

Ki　1

Wl　1

W2　1

1ilC　1

1
1
1
1
1
善
玉
正
2
1
1
1
重
1
1
1
i
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
2
1
王
三
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
互
1

1
1
夏
1
1
1
1
1
…
1
1

片言隻句

返僧料

ヘンダーソン（人名）

変遜密由

ヘンレ（人名）

ボア（地名）

法科大学々生
箒

彰悪

渥縛

放射する

鳳瑞雲（人名）

某探偵

放逐する

綴知新闘評

法燈

法博

訪問する

豊沃

雛込む（ほうりこむ）

法律制度
法得≧的制度

波蘭土撤退

Kl　1

κ1　工

G1　藍

K1　至

劔　1

G正　1

Kl　1

盟　1

Kl　1

K1　藍

H2A　1

Kl　l

Kl　1
｝｛2A　1

組　1

Kl　l

Kl　1
￥2A　1

K3　1

W2　1

Kl　1

組　1

1
1
1
1
1
1
正
！
三
互
1
1
1
1
1
1
王
2
1
1
1
1

（ポーランド～）　組Cl　1

ボウル。ベルレエン

北k
牧織紐

母麟人

補充する

舗捉する

細め

勃（ブルガリア）

北方

ぽつりぽつり

塞標

ほら（感動詞）

掘り出す

滅び行く

本意

（人名）Gll
　　　　Kl　l

　　　　Kl　1

　　　　Kl　1
討2A　1

嚢2A　1

蹴　1

Ki　1

Kl　1
響3　羽

織　1

盟　1

轡2　1

繊　1

組　1

1
2
1
1
1
1
1
1
2
ま
1
1
1
1
1

ベルヌ（人名）

ヘロダタス（人名）

便器

弁謎士相互問

弁護人

返愛

鷹証法的唯物論

変遜

変装する

変懸政摘

ベンタドア（人名〉

返礼

軽薄手段

宝永正徳年代以前

放下（ほうか）

法学博士

砲艦

防寒靴

放隼歌

暴署

封建主義

冒険小業

封建的勢力

封建的畏案観

冒険露

草行

騰羅以来

砲嘱する（ほうこう～〉

邦字碧糊

茅舎

報酬

坊主

法財

呆kける
難球1する（ほうてき～）

某郵書舘

難ぱなあたり

方法論

盤曝

葬巴去る

亡友

法篠学

法律観

法律原則

法律哲学的分野

法律発展史観

法律扶助

法律理論

墾塁

宝暦八年

ぼかん

保護政策

墓誌銘

乾す

穂積重滋（人名〉

没収する

ホット。ヴヰスキイー

施し

ポプリン装函入

賞めたたえる

ぼろ罵

ポンカン

gl　1

縫　1

澄　1

Kl　1

K1　玉

Kl　1

K1　艮

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1

瓢　I

KI　1

Kl　1

Kl　1

滑A1
Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

機　i

Kl　1

淑Al
Kl　l

Kl　l

li2A　1

Kl　l

Kl　玉

K1　玉

Kl　1

Kl　1

H2A　1

H2《重

Kl　i

HIA　1

KI　韮

K3　1
脚2　三

王
1
1
1
玉
1
1
1
4
1
1
1
1
玉
1
1

玉
王
互
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
2
1

K
K
K
K
K
K
K
k
k
K
W
K
K
鉄
脚

H2A　1

Gl　1

Wl　1
＃ID　1

W2　l

w1　玉

HIC　1

玉
王
2
1
1
1
3
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
1
1
1
王
1
1
1
1
2
1
1
1
1
互
1
互
1
正
互
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1

変改

弁海（入名）

勉学

勉学中

ペンクラブ

変化（へんげ）

変質徴候

編鐘

便性

弁舌

砲

奉安祭

封建思想

放言する

放縦驕溢

法政（大学名〉

法足局長官

包摂する

膨綴財政

奉納する

某々

放漫

抱擁力

放り出す

法律梱談

法律第E－i：十～ig

包歴吏的体系全体性

宝暦版

紡聯カルテル

朴歯

ボガウ（人名〉

補強する

北颪問題

牧草

牧草各種

北伐

埃（ほこり）

星づき夜

母性愛

蛍

癸起する

没落

鋪進

ホトカ

（モンゴル語，　‘泉，）

歩兵第一聯隊

歩兵第三聯隊

歩兵耳翼八旅団畏

歩兵第四十旅団長

堀伝える

　　　（ほりつたえる）

ボルガ沿岸地

ホルモン

惚れる

翻意

澄　王

K歪　l

K玉　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

Ki　l

Ki　l

K玉　玉

K三　l

Kl　1

H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

Kl　l

li2A三

Ki　韮

K玉　1

澄　圭

響2　1

玉
玉
夏
圭

K
K
K
K

HIC　1

躍　1

Gl　1

H2A　1

蓋
－
亙
1
1
王
王
－

K
K
《
裟
川
口
K
糎
H2A　1

Kl　1

Kl　1

Gl　1

胃1　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

彗1Al

W2　1
日目C重

Gl　1

SW2　1

Kl　1

1
亙
1
1
2
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
2
1
玉
1
至
1
1
2
2
1
1
1
1
2
1
1
王
1
1
蓋
玉
1
1
1
1
1
1
1

2
1
至
－
重
重

1
1
1
1
1

語種：　W諾和藷　K霜漢語　G＝外来藷　Hm混種語（A＝和語＋漢語　B二秘語＋外来語　C＝漢語＋外来語　｛）＝翻語＋漢語＋外来語）



lg46

便宜

偏狭さ

偏見

返済する

編纂所

編輯人

偏する

密議

歩

歩一（歩兵第一遮隊）

戊寅（ぼいん）

包閉する

包括的

撚簗

砲撃辮程外

封建社会

塑関する

封建性

封建的家族主義

封建的残＃

封建的鯨酌

封建武士的＝儒教的’

Kl　1

HIA　1

Kl　l

H2A夏

Kl　1
K韮　玉

H2A　1

Kl　1

Kl　1

K至　l

Kl　l

K蓋　1

｝｛2M

K3　1

K豆　l

Kl　1

KI　重

l12A蓋

K韮　韮

Kl　1

組　l

Kl　1

瞭族論Kl
方今

方策

防止する

傍若無人

放出

方針づける

坊主争い

欝欝。織布踊係

防弾装纈

法治国

逢普する

膨脹する

奉天

塞天穫

方途

防壁

方法手段

泡沫

泡沫会社条例

泡沫諸企業

暴落する

法穣的技術的魚彩

ヴt一ドア人
波wr　1（ポーランド）

ボーレー大使自身

北支環件拡大

北東灘

北東方

僕舞

北洋

ポケット

母国

嗣

保持育成

保守主義

保守勢力

補償

歩調

発起人

発足

残年

ぽつぽつ

歩兵学校補備教薄中

輔翼

　　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

K3　l

K1　蓋

H2汽l

l｛3A　l

Xl　重

K茎　1

Kl　1
1i2A　1

疑2A　1

1
1
1
1
1
1
玉
－

1
1
1
1
1
1
1
王

k
k
K
K
K
K
K
K

H2A　1

K王　王

制。王

G1　乏

議C1

－
ま
1
1
1
1
王
王
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王

匿
M
匿
賠
羅
匿
匿
匿
罷
罎

1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
芝
ま
1
2
1
三
1
1
1

1
1
1
1
1
2
1
1
1
玉
至
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
1
玉
五
一
1
玉
1
1
2
2
1
1
1
3
1
！
1
1
茎
1
1
1
1

変化しはじめる

便跳上

辺境

変形作用

変身する

編狂騒

編集部

編集部員

変身

ボイコットする

ほう（感動詞）

法案提出獺

防衛隊

防衛庁鮒

貿易簡

蟹易政策

妨害

坊聞

傍観嵩

謙議

菓議員

放＄

簸作

盤作以後

放送局

樫立ち

報道形式

報遭的

法律拒否樵

諜略

暴力巻

放濃記

ボールズ家

ほがらかさん

僕以外

北支

僕自身

北部

載辺

北洋漁業

保持

ホシノさん

保守革新繭方

保守系

保守政党

保矧党支持

ヴabズネセンスキー

ボスる

北極戦略論

堀環夫人

ポツダム霊言反対

堀田善衛

没頭する

頬っぺた

ほてる

ほど

程近い

ほのめかし合う

ポフコフ（人名）

捕吏

堀江氏

ボリシxヴィキ党
堀真奪

捕麗

ボノレト（volt）

ホワイト○ハウス

ホワイト・ハウス婦人

本委員会

本会議

本格的養鶉料
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lg56 lg86 19？6

｝」2A　1

Kl　1

Kl　1

KI　1

H2A夏

K五　1

Kl　1

K1　玉

Kl　1

H2B玉

髄　王

K1　王

Kl　1

トほA1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

K1　重

Kl　1

Kl　正

Kl　l

Kl　1

K玉　1

K王　1

！llA　1

Kl　1

K3　1

1
1
1
1

翼
裟
K
民
阻A1
Wl　豆

K粟　重

Kl　1

K至　1

K韮　圭

Kl　1
K玉　重

Kl　1

躍　1

Kl　1

組　l

Kl　l

Kl　1

Gl　1

巨2Bl

Kl　1

H正A豆

HIC　1

鴨　1

巨2Al

SVI　1

輝2　1

Wl　1

se3　1

騨2　玉

G玉　玉

K1　王

｝｛1Aま

経1C　1

－
！
豆
ー

1
1
1
1

騨
K
ρ
U
戸
U搬Cl
Ki　1

Kl　1

Xl　1

虞
1
1
1
至
1
3
2
互
重
i
夏
1
裏
王
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
王
1
王
1
1
1
1
1
1
豆
重
王
2
重
1
1
1
1
互
正
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
至
玉
圭
1
2
2
！
1
1
互
1

ヘルメット

ベルリン閉鎖

変革

勉強家

変形する

変死する

変動過程

便秘

変貌する

ヘンリー一・

G玉　玉

HIC玉

K1　王

K玉　三

H2A玉

H2A　l

K1　韮

K玉　1

H2A韮

キッシンジャー薄士瓢Cl

便利麗

ポイント

防衛

防衛委鑓会

忘恩

防禦的反作穰

留険好き

防止

放射線

法麟局

紡績業界

放送櫃利金

放送する

放置する

法秩痒

傍聴人

傍点

封土

習頭

暴騰する
暴i鏡

亡夫

暴風爾

砲兵基地

朋友～周

法律改正案

法雛的

繋力革命

暴力行為

鬼虹（ほおずき）

ホー・チ。ミン自身

補給施設

補給兵立占能：力

補強作用

ぽくたち

歩行者

ボゴール宮殿

欲しがる

保守

保守政権

保守党政府

補整財政

碧ヒ瞬新聞社社長

北醒本社

発足以来

ボツリ

ぽつん

歩道

ほど遠い

檬瀦港

骨ぬき

ボフォーmスノーベル

｝llA　1

－
l
1
1
玉

l
1
1
1
i

n
し
K
K
K
K

H3A玉

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1

K
裟
裟
K
K
B2A　l

li2A　1

1
1
1
1
玉

1
1
1
1
1

駁
k
K
K
K

li2A　1

1
1
1
1
1
1
1
！
豆
！

－
王
1
1
1
1
3
！
！
玉

K
民
鑑
k
K
疑
K
K
K
脚

Hlc王

Kl　i

Kl　1

Kl　1

瑚Al
組　1

阻cl
W2　1

－
夏
1
1
王
玉
1
1
1
1
1

1
1
！
1
玉
玉
1
3
3
1
3

K
K
K
K
K
K
K
響
響
藍
響

｝｛IA　1

Wl　1

クノレート社鍔1C　1

輔翼する

ほりさげる

ボロ

ホワイトホース

塞格派

li2A　1

W2　1

1VI　1

Gl　1

Kl　1

1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
2
王
1
1
1
1
豆
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
三
1
王
1
1
1
1
1
1
夏
至
三
正
1
玉
王
2
1
1
1

ペルシャ人

ヘルシンキ宣言

ペルミ政治犯収容所

ペルリンゲル（人名）

べua・一ズ・ビーチ

編集員

編集委員

編成する

ペンタゴン

ベンド。シニスター

月鱗

遼歴

保育殴

儀翻し易い

防衛政策

防衛庁

某月某日

報告言己看

芳酢

放送作家

報道

報道機隣

法然
法夏巨

法務省

亡命

亡命中

法話

ボーイ

ボールペン

ホールマン（人名）

保革連合

保革達合時代

牧草地

北部シリア

保険会社

穂先

盛謬撲智子
保筍二周辺

保守派

ポスター

ポスト

ポスト◎ベトナム

保全

保全経済会事件

ほたて

ほたて畏

北海（人名）

北海道産十勝ワイン

北極海

発足する

北方領土問題

仏たち

ボトル

微笑みかける

ホメロス

保有する

ポリ（‘警宮’）

ポリティシヤン

ボルヘス（人多）

ホルへ。ルイス◎

ボルヘス（人名）

ホワイトカラー

本格的

本格的取引

本願毒

HIC　1

｝llC　l

IllC　1

Gl　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1
ll2A　1

劔　1

Gl　1

Ka　1

Kl　l

K三　1

1・i3A　1

1
1
1
正
－
王
－
里
重
－
夏
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
互
互
i
3
1
1
1
玉
正
1
正
1
1
1
王
1
1
1
1
1

K
K
K
K
k
K
K
K
K
K
K
K
K
駁
K
G
G
G
K
K
毅

｝llC　1

Kl　1

鴨　1

鴨　1

Kl　1

Kl　1

Gl　1

Gl　1

Gl　1

Kl　l

Kl　1

鴨　1

盟　1

Kl　重

H三D三

K1　互

H2A至

K正　三

鴨　豆

G1　正

Vi2　1

Gl　1

H2A　1

Gl　l

Gl　l

G1　重

G玉　1

Gl　1

×3　1

iilA王

Kl　1

正
豆
正
1
玉
1
玉
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
正
2
1
2
1
重
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
i

互
1
1
1
2



310　単年度語彙表

本郷湯晶

本誌離号

本所一の橋

本性（ほんせい）

本船

凡俗

本地（ほんち，

‘この土地，）

ボン文／（菓子名）

本末

翻訳轡

本領

翻弄する

lgog

HIAI　1
Kl　l　l

HiAl　1
Kl　l　l

Kl　l　l

Kl　1　1

Kl　1　韮

Gl　l　l
K圭　1　重

K玉　玉　！

K1　玉　2

H2A玉　1

本局五囲二〇番

本郷罪隈

本庄進三氏

本土

本舞台

1916

HIAI　1
Kl　l　l

HIAI　1
Kl　l　l

Kl　l　l

翻刻轡

本地垂跡説

（ほんじすいじゃく～）

ポンス

本線

ポンと

本邦

本問題

ぼんやりする

1926

K玉　玉　1

Kl　1

Gl　1

K玉　1

響3　玉

Kl　1

Kl　1

W2　玉

1
1
1
1
1
1
1

本稿

本郷座

本州

本章

本籍地

本多（人名）

本年度

本能

奔流する

Kl　葦

Kl　l

Kl　1

Kl　l

Kl　1

則Al
Kl　1

Kl　1
H2A　1

1936

1
1
1
1
1
1
2
茎
1

語種：　W＝和語　至く篇漢語　G篇外来藷　H　・＝混種語（A皿椥語＋漢語　B＝和語÷外来語　C皿漢藷十外来語　D篇翻語＋漢語＋外来藷）
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1946 i956 1966 1976

本家

本腰

ホ誌八A号
本社工場

ホンスレー（人名〉

凡百

本文

Ki　l

HlA玉

－
玉
1
1
玉

－
玉
1
1
1

民
K
α
《
K

－
1
王
－
1
王
－

本気

本件犯行

本環（人名）

本多顕彰氏

本多利秋

本部

ほんま

本麗

K3　玉

Kl　1

織Al
H互Al

HIA　1

Kl　1
1i3A　l

H玉A玉

1
1
！
1
1
1
1
1

本音

本年五月十八田

ポンプ小屋

本命

BIA　1

K韮　王

HIB　1

K豆　玉

玉
1
1
1

本件

香港線

本誌掲載記事・辱真等

奔走する

本多勝一

本殿建築

ポンピドー大統領

翻訳鷺行

Kl　1

HIC　l

Kl　l
I｛2A　i

H琵1
Kl　1

日lcl

Kl　1

1
i
1
1
1
互
1
1



312　　単年度露琶彙表

1906 i916 乏928 IS3S

魔

舞納める

毎事

埋没し去る

舞う

轟片仮名

狼（まがみ〉

マキヤベリス（人名〉

枕元

マコオレイ卿

正男芸隣

政子

真砂町

増井（偽名）

ますら雄

跨ぐ

亦復た

松王（人名〉

睡毛

末世

松原（普通名詞）

マテリアリズム

眼

愛娘

眉

迷う

麻理頷き散す

丸出し

満濃侯爵

慢性

漫評

万法一如

満面

身動き

見送り人

灘標

見聞する

右婁

未熟

微塵

看過す

三条（みすじ）

水鳥

溝灘正気氏

三たび

遵つれ

認め得る

薫る

見開く

耳掛眼鏡
宮

富云

誤綺夢御（人名）

晃易い

密森麻太郎

見やる

見様

妙見（みょうけん）

妙文

名利

美代子
栄来言己

民意

1
1
豆
－
豆
－
王
玉
1
1
1
1
1
1
正
1
1
1
1
i
1
1
1
i
－
豆
正
忌
－
l
1
1
重
－
重
王
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
正
1
1
1
1
玉
響
一
義
1
1
1
1
1

　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
C
A
　A
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
A
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　A
　A

1
2
1
2
2
！
1
玉
1
1
1
1
1
1
三
2
3
肝
玉
王
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
至
玉
2
1
3
1
2
1
1
玉
1
1
2
2
2
1
1
至
正
3
重
2
三
王
1
1
1
1
1

K
轡
K
H
響
界
脚
G
膵
二
三
響
纏
響
判
界
響
H
騨
K
W
G
W
W
周
W
田
W
K
K
疑
K
K
脚
H
轡
響
擁
K
K
三
脚
脚
H
二
二
二
野
響
W
田
脚
H
岡
H
脚
H
K
K
裟
W
裟
K

1
1
1
1
！
1
1
一
至
1
韮
2
1
1
1
2
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
互
－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
1
1
王
1
1
1
1

舞

毎夜

前帯

前金

前々どおり

紛れる

枕

間代

又瞬郎

町（入名）

問違える

松（入国）

松趨木公氏著

抹殺

真っ白

松平家

真謬伝資料

継母

真夜中

マリー。ルイズ（人）

満（「～を持して3）

万需

満州人

満朝

万分（「～の頁十六」，

　　　　　　　比率）

冤あやまる

ミイラ

三浦子（‘子爵’）

未開地

未確定

三上博士序

未教二者

水臭い

不見転（みずてん）

見立て

醗れ勝ち

道々

密売

密閉する

満谷看

水戸入

三品火の鳥（人名）

簑

稔（人名）

稔さん

晃舞

耳館

栄明

士産物

宮路（人名）

無二

魅了し得る

民権論

民族

民族発展

民尊高卑

民度

艮党

N法違反

臓　玉

HIA　l

Wl　l

HIA　1

盟　王

盟　王

￥ほ　1

HIA　l

HIA　1

粗　1

W2　l

Wl　王

HIA　l

Kl　1

W3　圭

H玉A玉

H王A王

Wl　1

懸　1

G玉　I

KI　l

K韮　l

Xl　1

Kl　1

Kl　1

W2　1

劔　1

巨IAl

Kl　1

K1　隻

HIA　1

K重　玉

昭　玉

H1A王

躍　玉

W3　1

響3　1

Kl　l
B2A　1

｝｛IA　1

BIA　1

響1　1

Wl　1

；Vl　1

Wl　1

SVI　l

Wl　l

Kl　1

LVI　1

騨1　蓋

K至　王

H2A　1

Kl　l

K王　1

繊　l

K3　1

Kl　1

Kl　1

K三　1

1
1
1
2
1
1
1
至
玉
玉
1
1
1
1
1
2
1
1
1
3
1
互
二
重
1
2
1
1
1
3
1
1
1
1
1

毎巻

毎時

毎＄晶々

前島（人名）

賄う

負け惜み穣性

正木（人名）

マ氏

増し

まじまじと

貧しい

瞬く問に

マダム

斑（まだら）

町愚者

町塞行所付き同心
松永（人名）

松山（人名）

惑い

纒る（まとまる〉

まどろむ

免かれ難い

間抜け

招き寄ぜる

真昼

瞼

真備景樹ら

万里ちゃん

マルクス派

マルタ社

マルツラバース（人名）

丸ノ内三〇二

満腔

万朝社員

万葉調

見誤まりよう

御影（地名）

見兼る

汀

見極め

ミケーール、

1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
重
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
玉
王
王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
玉
王
1
韮

　
　
　
　
　
A
　
C
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
C
　
A
　
　
　
A

1
1
1
1
2
1
1
1
1
3
3
3
1
1
1
1
1
1
1
2
2
3
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
互
2
1
1

《
裟
κ
財
田
註
脚
践
口
熱
馴
顔
G
脚
H
H
轡
栂
轡
響
響
響
轡
響
轡
轡
W
響
匪
H
G
賢
K
K
K
H
口
口
鼠
紙

　　　　　ストロゴツフ

　　　　　　　（人名）G11
見消化す（みこなす）　W2　i

水色　　　　　　　　Wl　1
水木京太　　　　　　　＃IAl

水原（人名〉　　　　　盟　1

撫すぼらしい　　　　　 W3　1

ミセス◎モtJアン

　　　　　　　（人名）

晦日

密画

三日

貢物

密度

見積る

見てくれ

水俣（地名）

宮沢工作湧銀座店

妙齢

蕊輪（塊名〉

見分ける

民衆芸術雑言

民衆的去々

民衆的國家

民法施行葡

1
1
1
1
1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
2
1
1

G
轡
K
日
蝕
民
謎
謎
響RIA　1

Kl　1

Wl　1

1V2　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1

まアさん

毎週

苗巨紙

蔚紹米蔵氏

蔚庭

薗向き文学論

紬げる

馬三宿

増翔（人名）

待合郵w引

松井看

松雄

松方老公

榔【1（人名）

轟向

坐杉

間宮（人名）

マミや海躾

丸い

満洲鰯現勢

溝洲置逓儒社編簗

満洲事変等

漫性癒

慢性的過剰

満ソ国境線

マンチェスター学派

溝鉄心

満点

満隔心境

満蒙国境紛争

万蘂仮名

万藥集

見出だし得る

見え聞える

晃得る

右上手

右下手

右四つ

見下す

三下り楽

水っぽい

水野広徳

水役（みずやく）

見せびらかす

未然

味噌

光（人名）

見つかる

光秀

水戸藩彰考館

男女の川（人名）

南（人名）

壬生（人名）

壬生さん

宮口さん

宮家

妙味

妙薬

ミリタリズム

民族抗亀

民有地

1
1
茎
菰
幽
－
玉
1
1
1
1
王
1
1
1
王
1
1
1
i
－

　
　
ム
O
A
　
A
　
ム
n
　
　
　
A
　
A
　
　
　
　
　
A
n

践
継
罎
罷
議
欝
欝
川
副
㍑
罷
Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

－
霊
1
1
王
1
1
1
1
1
1
王
玉
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
奪
三
－
茎
一

∩
し
ハ
し
　
　
　
　
　

A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
ム
n
　
　
　
　
　
　
　
　
A

玉
1
玉
3
1
1
1
1
2
2
2
玉
1
1
2
1
3
1
1
2
1
王
1
2
1
1

H
H
民
X
K
継
承
K
脚
脚
騨
響
W
影
野
陛
病
目
H
脚
K
K
野
飼
響
細

川　i

Wl　1
轡1　1

胃1　1

脚l　l

HIA　1

1
1
1
1
玉

－
1
1
1
玉

K
K
登
U
K
K

1
1
1
1
1
1
1
1
1
夏
1
1
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
圭
算
1
1
1
！
玉
－
王
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1
玉
1
1
1
匪
1
1
1
1
1
1

語種：　W濡湘語　K＝漢語　G＝外来語　H瓢混種藷（A課秘語十漢言吾　B窯麹語十外来語　C＝漢語÷外来語　D；翻語十漢語十外来語）



ま一みんゆうち　313

1946 1956 1966 1976

マーシャル群島　　　　HICl　2
マーセタート（薬名）　　Gl　1　1

舞い戻る　　　　　　　賜　1　韮

前かがみ　　　　　　　Wl　1　1

罷る　　　　　　　　W21　1
孫右衛門漉　　　　　　BiA　1　1

マサカー蚊谷　　　　　搬C王　1

真塗（人名）　　　　　Wl　重　3

轟密教荷総監　　　　　HIA　1　1

まざる　　　　　　　　　W2　1　1

待合　　　　　　　　Wll　l
最近か　　　　　　　　SVI　l　l
まぢカ》k、　　　　　　　　　　　　　轡3　　1　　　！

松浦島畏時代　　　　　撮A王　互

轟赤　　　　　　　　W3玉　1
マッカーサー濁令部　　HIC　1　1

ヲ莚期（まっき）　　　　　K1　1　2
まっすぐ　　　　　　　　　　　　　　騨3　　1　　　1

媛只中　　　　　　　igl　l　i
綱る　　　　　　　　W2　1　1
真イ獄る　　　　　　　　　Sif2　1　1

麻輝状懸　　　　　　　　Kl　1　1

塗れる（まみれる）　　寵　1’　1

マルキシズム　　　　　Gl　1　4
丸拐俵八

　（まるひろ～，人名）

まんまる

見返り品

見くらべる

身毛霧広（みけの

　　きみひろし，人名）

皇子（みこ）

紹する（みことのり～）

見さだめる

みじめさ

みすてる

導き出す

三井王國

三菱財閥

驚菱資本

三菱創業

南千住一二〇五

醜い

嶺

美濃（地名）

身の程

身元

謡本（人名〉

幸する（みゆき～）

民衆化

昆衆教育家

民主化途上

属主腰家

残主主義化

民生主義概念

民滋走義革命

民主主義纒験

民童憲義的

民主主義的要素

民主主義的倫理

民主主義文学運動

昆密人罠戦線

舞註戦線

残主的経験

残主的魚彩

民主的新興勢力

民主的平秘国家

民生

民族国家

民党的勢力

縄IA王　1

w1　圭　l

H納1　1
W2　玉　2

田　1

脚1、1

W2　1

W2　2
蹴　二

二2　乙

川2　王

HiA　l

HIA　1

H重A玉

HIA　1

HIA　1

W3　1

1
韮
－
玉
1
1
1
1
王
王
玉
－
！
！
1
1
1
1
1
1
玉
玉
玉
－
！
－
l

1
1
1
1
互
2
1
1
叢
王
玉
玉
1
1
3
1
1
1
1
1
玉
二
二
1
1
1
1

轡
響
柱
脚
脚
脚
K
k
X
K
K
K
K
K
k
K
K
K
K
誓
K
K
K
K
κ
K
K

1
3
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
i
1
1
2
1
1
1
玉
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
2
1
1

マーク　　　　　　　　　Gl　1

マーシャル。プラン　　G玉　韮

真新しい　　　　　　　　W3　1

マイク（マイクロホン）　G1　1

毎日毎H　　　　　　　KI　2

前向き　　　　　　　WlI
牧田（人名）　　　　　Wl　l

マキノきん　　　　　盟　1
正木さん　　　　　　　Wil
マシュミ党政椹　　　　磁C1

マゾヒズム　　　　　　G1　1
又一（人名）　　　　　HIA　1

またがる　　　　　　　lif2　1

マックガイア（人名＞　GIl
松本株　　　　　　　　Wll
松本全権　　　　　　　HIAl

まとまりかける　　　　W2　1

マニラ（地名）　　　　Gl　1

ママ（蒲amma）　　　Gi　1

守り方　　　　　　　Wll
まやかしもの　　　　　Wl　1

マルクス主義科学巻たち滑D1
マルクス主義文学理論

　　　　　　　　・餐ヒ孕lHIC　1

丸テーブル

円み

夷山きん

まわりくどい

漫画

万年野党

万引き

満蒙

万余

三浦豊彦

身がまえ

三木さん

ミシン

見せかけ

三田（地名）

鼻熊

美知子

道しるべ

三井テレビ

三川目
へ　　　ゆ

ミアイアム

南樺太

南千島

南朝鮮

ミナロンアセテート

栄四二

みやげ品

窟本百合子

御幸町錦小路

三輪（人名）

見わたし

民主

民主主義科学春協会

民主主義体測

民生主義的自由

民空党

昆族主義

HIB　1

Sij1　1

Wl　1

W3　1

Kl　1

織　1

畷　王

K玉　韮

K玉　1

蹴　l

Wl　1

Wl　1

Gl　1

Wl　1

SVI　1

野1　1

盟　1

盟　1
縞1B茎

購　1

Gl　1

H1慧1

鴇　l

HIA　1

Gl　1

K3　1

融A1
瓢　1

撮A1

圭
1
二
二
－
三
夏
1

二
二
－
二
二
二
二
－

響
響
K
K
K
K
K
K

1
1
1
1
2
王
王
1
1
1
1
1
1
1
二
王
二
王
1
三
王
韮

1
王
1
1
王
1
1
1
1
1
1
i
1
1
1
王
5
2
1
1
1
1
1
1
1
重
王
王
一
l
1
1
1
1
1
1
2
1

マーケット　　　　　　　Gl

マージン　　　　　　　　Gl

毎日放透　　　　　　　Kl

マイネッケ（人名）　　Gl
幕　　　　　　　　　　K玉

マクロ的

孫嶺郎

マコノギー（人名）

マコノギー氏

マス（織aSS）
満蒋水（麗号）

マダム・タッソー

町子

マックス・ウェーバー

松田道雄

末路

マネ（轟似）

守り難い

まもりやすい

万年警戒論者

満人

マンモスNHK
見あたる

見失う

見栄

見掛け

見込む

見知る

ミス（mistake）
ミスター・プレジデント

水たまり

見せ合う

未組織

味喰汁

美津江（人名）

三日媛
E一：tw

みっともない

三成（人名）

三菱電機

水上温泉

南支那

醗ベトナム派遺

醗ベトナム領外

身の上二

二のがされやすい

未分化

留城（地名）

密一ド与吉氏

宮脇（人名）

ミュンヘン会談

民間経演

民櫨家

民族教膏

民放

互
1
1
1
玉

H3C　1

HIA　1

Gl　1

HIC　1

1
1
1
1
1
1
！
1
1
重
二
二
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
二
王
王
－
奪
ま
二
二
…
王
－
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
A
　
　
　
A
A
A
D
O
　
　
　
　
A
　
C

1
1
玉
互
1
1
1
1
3
3
夏
1
1
2
2
1
1
2
2
1
1
玉
2
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
王
至
3
3
王
玉
1
二
王
1
1
1

G
響
G
脚
G
脚
K
脚
騨
膵
K
K
G
轡
轡
轡
響
二
二
G
G
二
二
K
H
轡
匪
轡
二
二
鮭
誌
拷
二
日
轡
脚
K
響
H
騨
H
K
K
K
K

2
1
王
1
豆
1
1
1
1
至
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
玉
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
玉
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1

マーケティング

マイナス要騰

毎B新聞養銀記念論文

　　　　　　コンテスト

マウンド

前錘

まき起こす

巻き付ける

まぎれ

紛れ込む

まじきり

魔女

真斑面

魔女蓉守り防止薬

ます（助動詞）

蕪鐙（人名）

まずまず

又五郎

待合塞

待ち受ける

待ちかまえる

町づくり

松之助

無菌禦海大学総畏

松本幸四郎

祭り

まとめ上げる

まとめる

まとも

マネージャー

まのあたり

守り

丸谷（人名）

ヌ硲才一

マレーシア

マロン派キリスト教徒

漫才界

満州隣峯営

マンズワイン

母堂（マ、，満裳）

御稜威（みいつ）

身売りする

見えすく

、身勝手

三木首相

三木退陣工作

三木内閣

発きわめる

晃越訴

乱れ

三井物産

al　l　l
illc　1　玉

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
ま
｛
1
1
1
1
玉
韮
2
玉
－
玉
1
2
1
管
玉
玉
1

C
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
A
A
　
　
　
　
＾
A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
C

1
1
1
2
2
1
2
1
1
1
玉
4
韮
4
王
韮
2
2
玉
1
1
！
1
2
2
3
玉
3
1
互
1
1
1

縫
G
騨
騨
輝
W
W
響
鋭
擁
H
響
轡
騨
H
握
響
糎
日
脚
H
H
騨
響
轡
響
G
響
脚
騨
H
G
H

Kl　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1

VJI　1

1V2　1

W2　1

1VI　1

HIA　1

HIA　1

HIA　1

W2　1

Wl　1

Wl　1
iilA　1

三矢驚松先生歌碑除幕式

　　　　　　　　祝詞HIA　1
ミドリ（人名）

水上勉氏

南辮（人名）

見響う
ミニ・コミ憲麺と霊毛三＿1二

竃建築

富崎氏

窩沢賢治

宮頒雅之

宮漂昭署

ミュージカル

二三

名代

明裳管長

見わたす

民問航空機

民政ガイド

Wl　1

｝樋A1

賜　1

W2　1

1ilC　1

羅1Al
i・llA　1

RIA　1

盟　1
疑IA　1

倣　1

Kl　王

K茎　韮

K玉　1

響2　韮

K1　三

｝縫c1

王
1
豆
互
1
1
1
1
1
玉
子
1
！
重
2
1
三
2
i
1
1
1
3
互
2
1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
蓋
2
1
1
1
1
王
1



314　単年度語彙表

1996 1916 1926 19S6

無目有（むかう）

剥捨てる

無経験

無差別

蝕む

蒸焼味噌漬

無上

むずかる

無勢力

無雑作

夢中

夢蝶庵主
棟

無能

宜（むべ）

無瞬

無慾

翼翼響精氏

むらさき

村中

無落款

村松権一郎

村山鳥径氏

むろ

延

命

謎語

明治三十四年

明示する

明治二十五年

ヂ明治僥句」中

名所以外
迷鱈的習｛貫

瞬断

名馬

名物男

名器裳

秤量（めかた）

牝猿

自つかる

滅減する

鶏出たい

めでる

女娘盛り

（めらしざかり）

設（もうけ）

盲史（もうし）

奮従する

猛進する

猛然

黙笑子（人名）

黙読する

樫｝ずる（もたげる）

持ち来る

もなか（「海の～」）

物尽し

揉み方

木綿売

もり蕎麦

二三（もりょう，地名）

門左（人名）

家

や（助詞）

焼払（やきはらい）

焼餅
訳

夜異

訳載する

やくざ者

訳詩

1
1
一
濫
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
A
臼
　

A
A

3
2
3
3
2
重
3
2
3
3
1
1
1
3
3
3
3
1
1
1
1
1
1

K
膵
K
K
脚
H
K
田
K
K
駁
藍
田
K
響
K
k
鮭
W
H
K
H
H

Wl　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

HIA　l

H2A　1

K1　圭

K玉　1

Kl　l

K王　1

K3　1

Kl　1

HIA　l

Kl　l

Wl　1

蹴　1

響2　1

琵2A　1

胃3　1

響2　2

鴨　1

Wl　1

Kl　1
擁2A　1

経2Al

K3　1

民1　1

雑2Al

判2　1

轡2　1

響1　1

響1　1

畷　1

繹1A　1

1
1
1
1
4
1
1
1
1

W
民
k
響
響
響
W
K
K

H2A　1

Wl　1

Kl　1

1
1
玉
！
豆
1
1
1
1
1
2
1
二
王
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
王
1
玉
ま
玉
2
2
1
1
王
1
1
1
1
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
韮
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1

畏論

無韻

昔気質

無経輪

無象

無心

無敬府曳義

無断

睦じい

無頓漕

胸一杯

無期有害

村購四郎左衛門清風

村役場

無料教育

名花

名薩

名義

明月

明治天皇祭

盟主

名駈

明治四十三五年三三E

名声

名分

メーテノレリンク

続らす（めぐらす）

目白椿山荘

メス（mes）
滅絶

蒙庵（人名〉

儲け

申合せ

摩込

申し出

猛襲

盲従

叢礁

叢石翁する

木材

黙々

もし（よびかけ）

文字以外

悶える

持ちあげる

持ち合せ

持ち堪える

（～こたえる）

勿態らしい

待遇し振り

（もてなし～）

基

物音

物騒がしい

物種

模傲

貰い

モリソン（人名）

森田さん

紋付

焼立てる

Kl　1

Kl　1

皆3　1

K3　1

Kl　1

K3　l

Ki　1

K3　1

昭　王

K3　l

H3A　1

K3　1

HIA　1

HIA　1

1
1
1
1
互
1
1
王

k
k
K
K
K
K
K
K

HIA　1

Kl　1

Kl　1

Gl　重

W2　1

HIA互

Gl　1

組　1

Kl　1

凱　1

糧　1

踊　1

Wi　1
K1　玉

Kl　1

Kl　1

H2A互

Kl　1

K3　王

国　玉

Kl　1
Xlj2　1

W2　正

蹴　1

SV2　1

H3A　1

1
1
1
3
1
1
1
1
1

判
響
響
W
W
裟
群
G
響

｝・｛IA　1

W2　1

2
王
1
1
玉
1
1
玉
1
1
1
至
正
重
1
1
i
1
1
1
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
8
玉
互
1
1
1
豆
1
1
正
豆
歪
1

1
1
1
1
1
1
1
3
王
1
1

無意識的

酬いる

無産階級

無産者

無趣味

無条件

結び匿

娘達

娘らしい

無体

無担保

むっちりする

騰もと

無二

村井（人名）

無料進呈

明快

明細

明治九年

忌治轡自

明治大正両期

明治美文史

名人

名人気質

翼土

明滅する

型置六年

目上

目覚時計

召奉る

メダル

鍍金（めっき）

滅亡する

乳母（めのと）

雇寝藁垂（めまい）

綿毛布

申上居る

申し聞ける

申込金

申訳

黙薄し得る

木造椅子

目賭（もくと）

文字久

（もじきゅう，人名）

モ少し

元入（もといれ）

モーつ

臆い

師直どの

焼芋

焼夫（やきこ）

約蕊頁頁

玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
玉
王
玉
1
1
玉
王
玉
－
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
＾
　
　
　
ム
昌
　
　
　
　

ム
n
　
　
　
　
　
　
　
ム
n
　
　
ム
n

3
2
1
1
3
3
1
1
3
3
3
2
王
3
玉
玉
3
3
王
王
1
韮
玉
1
1
2
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
2
2
1
王
2
1
玉

K
轡
K
K
K
裟
響
響
響
K
K
響
響
K
響
K
K
K
K
K
K
K
K
H
K
H
高
目
擁
W
G
響
鮭
轡
響
《
血
目
耗
轡
籍
K
K

3
1
1
2
1
1
玉
1
王
玉
1
玉
韮
玉
1
1
1
1
1
1
玉
1
玉
1
1
1
宝
玉
1
1
圭
1
1
2
1
三
玉
1
1
玉
1
1
1

K玉　王　l

W3　王　1

躍　1　1
W韮　3　3

W3　1　1
騒　1　1
醗　圭　2

畷　1　1
illC　I　1

無為　　　　　　　　K3
麦　　　　　　　　　SVl

無希望　　　　　　　　K3

無窮　　　　　　　　　K3

夢幻的　　　　　　　K3
向う端　　　　　　　　Wl

無産政党候補港　　　　　K1

無始　　　　　　　　　K1

虫の音　　　　　　　　Wl

武者（人名）　　　　　Kl

無条件的　　　　　　　K3

無声映画　　　　　　　Kl

無任駈大臣論　　　　　Kl

無蓑情　　　　　　　　K3
群がり来たる　　　　　　W2

名詩　　　　　　　　　Kl

明治維新以後　　　　　K1

明治前期　　　　　　　K1

明治二年　　　　　　　Kl

名所i日蹟　　　　　　　Kl

名トリオ配事
明朗

メーン（main）
雌亀

睡附

メリー。ビヅグフt一ド

　　　　　　　（人名）

メンコ（おもちゃ）

申出す

網羅する

実る

二二む

もじもじする

モスクワ本部

本居宣長論

もの識りらしい

もみ抜く

桃色

貰い受ける

盛り上げる

森田たま

文珠

問題処理

門番

文部雀唐身

文部欝主催

八上城

二上城主

野球部長

やくざ

役者衆

1
1
1
王
王
至
－
豆
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

HIC　1

K3　1

G3　1

Wl　1

畷　1

G玉　1

Wl　1
盟　互

H2A　1

賜　1

H2A　1

W2　l

H玉cl

H玉A1

脚3　1

W2　1

脚1　1

W2　l

W2　1

Wl　1

K玉　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

HIA　1

Kl　1

Vll　1

Kl　1

1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1

語種：　W＝和語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語幸漢語　B＝：和語＋外来語　C＝漢語＋外来語　1）＝和語＋漢語＋外来語）



1946

星力

無血革命

無隈

陶うさま

向う三軒両隣

魏饗子

無鰯隈

無秩序

ムッスルマン風

ムツソリーユ政府

むっつり

村国連男依（むらくにの

　　　　むらじおより）

無力化する

無力さ

ムンダ（地名）

銘記する

明治五六隼

明治三十年代

明治二十七年

明治照十醗年
迷イ書

命中弾

名舅上

脇覚しい

囲まぐるしい

メンバー

面貌

藻群馬

蒙古人種

饗し入れる

もぎとる

模糊

摸する

もたらし来る

モチーフ

もち帰る

持株会社

持株会社整理委綴会

持永（人名）

持運ぶ

黙許する

元奉天総領事

単調（モノトナス）

森戸辰男

森本元彰

モンジュ（人名）

野球場

約五億弗

約五万

約三十分

約三十八万円

約七億九千五百万円

約十二億蕊千二百万円

Kl　1

Kl　1

K3　1

響玉　王

HIA　l

H玉A玉

K3　1

K3　1

H3C　1

HIC　1

ws　1

轡1　1　1

1i2Al　l
H韮A茎　重

G圭　王　1

日2A王　1

K1　玉　1

Kl　l　l
K1　玉　2

HIA　I　1

Kl　l　l
K｛　1’　1

Kl　1　1

－
玉
1
1
1
1
1
玉
！
1
1
1
三
王
1
1
1
1
1
玉
－
葺
1
1

　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
ム
n
A
　
　
　ム
n
ム
目

3
3
玉
1
1
1
2
2
3
2
2
1
2
1
！
i
2
2
1
3
一
夏
1
1

轡
W
G
K
H
K
響
騨
K
H
智
G
響
H
H
脚
脚
睡
雛
G
輿
図
G
《

縫Cl

玉
1
1
1
1

王
－
1
1
1

K
K
K
K
k

玉
1
1
1
1
玉
茎
1
1
1
圭
韮
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
藍
1
1
1
1
1
1
1

無意味

無益

向い風

向う村

むしる

無神仏論春

無数

結ばる

結びつき

無耀器

胸板

宗頼（人名〉

無鰯

村i（人名）

村上轡

自（「多い～」）

名士

明治以後

明治大正

命駆

梅蘭芳

メーデー

霞立っ

メド

メルヴ；tル肉身

牝鶏たち

モーツァルト（人名〉

黙纏

モクひろい氏

モスクワ放送

模造

持ちあう

木管

元政治局員

元ロシア共椥國着相

モネー。ブラシ

茂兵衛

槙議する

森氏

モロトフ氏

門構え

門灯、往来灯以外

八木（人名）

八木岡准尉

焼鈍す（やきなます）

八木秀次

冷嘲管理課長

みんりょく一やくじゅうにおくさんぜんにひゃくまんえん　315
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3
3
1
1
2
1
3
2
1
1
1
1

K
K
響
轡
轡
裟
K
轡
轡
K
響
理

H3A　1

罹　1

HIA　1

1
1
王
1
1
1
1
ま
1
1
1
1
1
1
ぜ
蓋
－
1
1
ま
玉
1
1
1
1
三
玉
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
C
　
　
　
A
C
　
　
　
A
ゆ
　
　
A
A
C
A
　
　
《

1
1
王
玉
1
1
1
2
1
1
1
1
1
王
1
歪
2
1
1
蓋
王
1
2
i
王
1
1
1
1
2
一
玉

騨
裟
K
K
K
e
6
響
周
H
胃
6
日
目
洞
κ
騨
K
耗
H
G
K
H
鮭
H
H
K
弱
註
轡
師
K

2
1
玉
2
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
韮
2
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
韮
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
王
1
1
1
2
玉
1
1
1

無言己名

むく（劉）

無思慮

無名

紫式部

名案

名言

明示

明治三十年刊

聡治十五年

K3　1

W2　1

K3　1

K3　1
｝．穀Al

明治十三年五月十九ヨ刊K1

明治十鴎年

明治天皇

明治二十三隼

明治二十七奪八月

名人隅士

蝿動

メーリケ（人名〉

めげる

めずらしがる

眼玉

匿粘き通り

メ1］ット

女童（めわらべ）

免許証取得

妄想

毛沢東禰人

絵馬

モース（人名）

モジャイスク（地名）

モスクワ仕込み

モスクワ西方

浸りはじめる

百子（人名）

桃山城

盛り上がり

森繭実祉長

モントリオール市

文部省番組

紋概生

夜醐部

焼き縦し

野球

野球選手

約一万

薬二面喬遭難

－
圭
互
－
l
l

王
－
五
1
1
1

K
K
K
K
K
裟

HIA　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Gl　1

響2　1

囎　1

盟　1

w玉　1

G！　重

響1　1

Kl　1

Kl　1

織　1

燈　1

G玉　1

G1　王

HIB歪

HIC玉

W2　1

Wl　1

HIA　1

響1　1

BIA　i

HIC　1

H玉A玉

1
1
1
1
1
ー

レ
恥
K
輿
K
K
K

lilA　1

2
1
2
1
2
玉
！
1
1
1
韮
1
！
1
1
1
1
玉
1
玉
2
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1

向いあう

無ヰズ

莚

無税

ムダ

無断転職

無農薬野菜

無法

ムラ（斑）

口々

むりやり

室生麗星

窒谷高弘

銘柄

名贈

名コンビ

明治以降

明治後半以降

瞬治三÷五年纂月

嫉心短篇傑作選

瞬治二十三年代

明治二十四黛

明治八年

明治四年

名人芸

名論鋭

匙カ

メカニズム

メキシコ

メコン。デルタ

メモ

薩従腹背

メンドリ

毛（人名）

猛煙書

串し出る

毛・周以後

毛沢菓思想

猛烈

燃え尽きる

モーF
譲盤巻

掻次カット

モスクヴァ駅

持ち味

持氏（人名）

持ち方

持ち役

もてはやす

元閣僚

光秘欝官

もみあげ

桃の節句

守誠（人名）

岡ヌ］（もろは）

問題的

門徒

門標

約一万人

約一兆八千七頁億円

W2　豆

H3A　1

蹴　1

K3　王

昭　1

Kl　1

Kl　互

K3　1

響1　1

Wl　玉

H3A重

HIA　1

1VI　1

fflA　1

Kl　1

1ilC　1

K1　王

Kl　1
K豆　豆

Kl　1

Kl　1

HIA　1

KI　1
｝llA　1

K蓋　1

Kl　1

Gl　l

Gま　1

Gl　i

G夏　1

G正　歪

Kl　重

Wl　豆

組　1

K王　1

1雫2　正

Kl　l

Kl　1

K3　1

W2　1

Gl　1

Kl　王

HIC　1

H！c三

Wl　五

胃1　1

盟　1

YllA　1

W2　1

HIA　1

HIA　1

w1　互

HIA　1

盟　1

響1　1

K3　1

－
　
！
　
1
1

K
K
K
レ
へ

1
1
1
1

1
1
韮
玉
2
1
1
1
1
1
正
1
1
1
1
1
！
l
l
1
1
1
1
玉
1
1
正
1
1
1
三
1
1
2
五
3
1
1
更
1
1
歪
正
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
嘆
1
1
1
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躍如　　　　　　　　　K3　i

榔子　　　　　　　　Kl　1

易々　　　　　　　　W31
安んずる　　　　　　W21
野生　　　　　　　　　Kl　1
耶蚕蒙教徒　　　　　　　　　　　K1　圭

奴等　　　　　　　　騨11
梛厩（地名）　　　　　Wl　1

矢の根石　　　　　　　Wll
破れ詣れ　　　　　　　W31
面出　　　　　　　　　W3　1

山屋　　　　　　　　11111
山票系統　　　　　　　蝦Al
Llj祭｛莫　　　　　　　　　　　　 ｝｛1A　l

山県氏　　　　　　　　HIAl

油　　　　　　　　　　Kll
唯触的哲学

　　　（ゆいしょく～）　Kl　蓋

有益

游泳する

游泳歎美

幽遼

郵券代用

幽玄微妙

ユーゴー（人名）

夕木原

有史以来

雄視する

郵税共

悠然

悠長主義

雄鎮
夕月

優美

有名無実

鍮越する（ゆえつ～）

故ない

行届く

行止る

余裕（ゆとり）

弓

由良之助

百合館

揺る（ゆる）

余（r研究の～に」）

夜明問這

宵

酔

酔いしれ

洋鎗

要求し得る

要撃

要塞堀帯

出生がてら

用法

用明天皇

預金者

能くする

抽糊弛張

　（よくようしちょう）

予言轡めく

還し得る（よこし～〉

横手

四字

霧隠集める

王
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
豆
－
韮
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
晶
－

　
A
　
　
　
　
　
　
　
　

A
ム
n
　
　
　
　
　
　
　
ム
ほ
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
　
　
八
口

罐
隠
昆
講
紅
霞
匿
擁
壁
諺
盟
重
臣
強
訴
躍
欝
欝
晶
帯
鵜

1
1
1
1
1
玉

　
ム
蹟
　
　
　
A
ロ

ー
9
臼
2
1
1
2

《
鮭
轡
轡
無
口

2
1
1
1
1
夏
1
王
王
1
1
1
1
2
1
1
　
1
2
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
圭
1
1
1
王
韮
1
1
1
1
1
玉
玉
1
1

1
1
1
1
1
1

る
る

　
　
作

　
　
門
車

行
　
衡
螺

　
歌

　
作

　
生

　
先

平
月
る
義

る
得
め
慢
る
渓
素
公
右
手
座
軍
半
え
空

　
　

　
名

　
人

体
（

　
の

　
す

　
，
つ

　
ゆ
　
学
る
　
る

論
（
　
文
す
　
す

　
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　
名

名
上
け
　
　
　
人

人
り
が
　
り
じ
（

る

妃

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
名

金
　
　
　
　
三
旧

年
る
幽
す
　
良
（

す
い
す
我
せ
馬
麓
梁
田
の
村
塞
残
か
物
為
隈
機
霧
国
志
歌
女
職
神
蓮
蕩
蕩
遊
鳥
癒
衣
（
掛
き
方
ず
も
良
合
む
れ
閣
評
家
啄
貴
護
塞
捨
体
達
老
張
二
こ
心
用
野
黙

約
獲
や
癬
痩
照
由
山
山
山
由
山
溝
結
権
脊
悠
有
夕
憂
有
瀬
遊
園
有
漏
遊
田
面
誉
憂
浴
幸
行
行
行
ゆ
渤
由
百
弛
揺
宵
余
餐
容
揚
鉄
損
罵
農
隙
養
欲
翌
よ
横
議
吉
岡

1
1
1
1
－
1
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
互
正
1
1
王
1
1
1
1
王
1
歪
1
1
玉
韮
1
1
1
1
1
1
1
1
正
1
正
三

A
　
　
A
　
　
＾
＾
禽
A
A
舟
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
A
　
　
轟
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

A
　
A
A
　
　
＾

2
2
2
重
2
1
1
1
1
三
1
1
玉
2
1
3
3
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
2
3
2
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
2
2
豆
1
1
互
1
韮
ま
韮
1
1
1
2
1
2
1
豆
豆
1

壽
W
騨
鎚
粋
K
H
H
H
H
H
H
H
響
K
K
鑑
藍
胃
瓢
裟
裟
裟
裟
抵
触
総
踊
巨
K
H
跡
目
1
4
触
目
響
錘
響
轡
皆
鞠
響
K
K
K
K
K
K
K
裟
舞
駁
口
口
日
田
H
害
K

IS16

1
1
1
2
1
三
1
2
互
正
1
1
正
1
韮
1
1
2
1
1
2
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
至
1
1
1
1
1
1
1
互
2
互

役罎

約六十璋前

野菜亮り

野獣

騒州赤薙山

泰子（人名）

安っぽい

痩

痩ぜ土

矢田部（人名）

奴さん

やつす

寄生木（やどりぎ）

榔

野蛮

筋文（やぶみ）

山麓先生

山路（人名〉

鶴沼貞敬

大正魂

由中（合名）

山鳩

山盛り

羅拝ない

野郎歌舞伎

誘引する

遊興中

有産踏級

皿眼

夕食

銀色人種

游動口髭駈

雄弁

猶予

ユーロピアン．ガール
誘惑する

ゆき（人名）

行諮る

行手

談史（ゆし）

輸出重要品

譲り薫

忽せ（ゆるがせ）

陽

洋傘

容由なし

用立てる

幼稚産業

翌月

予見し縁る

予言する

夜驚（よごえ）

横川（人名）

四時頃

吉太郎

四畳半らしい

吉原（地名）

1
1
1
1
1
1
1
玉
圭
1
1
1
1
1
1
王
圭
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
玉
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
二
王
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1

A
　

A
　
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　

A
A
　
　
　
A
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
　
　A
A
A
　
　
A
A
　
　
A
ム
為

頃
M
町
紅
町
融
躍
躍
賂
町
制
羅
轟
盟
闇
闇
瓢
聡
聡
副
署
磯
澄
践
欝
欝
署
薪
M
即
田
昭
巖
総
囎
尉
畠
署
蹴
路
購

tgas

藍
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
玉
1
4
3
1
1
1
1
1
1
1
至
1
1
1
1
1
王
玉
1
2
1
1
1
1
1
1
王
1
韮
1
1
1
1
1
1
1
2
1
三

語種：　W－穣語　K＝漢語　G＝外来語　｝1＝iE種語（A＝翻語十漢語　B　：＄U語十外来語　C＝漢語十外来語

薬猟的欝用

約鰯否四十万弗

夜叉ケ岳

安井藤治

安田（人名）

ヤスヤナ（地名）

ヤスヤナポリアナ

　　　　　　　（地名）

醸せ蒼ざめる

野戦重砲兵第七聯隊

やつれはてる

谷中（地名）

梛川春葉

梛薦

（ヤナギラン，植物名〉

矢野機（人名）

病（やまい）

山家泊り

山鏑（人名）

疾しさ

山下奉文

山田氏

山本政喜訳

病み量る

病む

やむなく

やらす

やりなおす

やれやれ（感動詞）

密密（人名）

夕餉

郵書

勇将

ユージン。オニイル作
友人達

勇蔵（人名）

有余

悠揚

優良貨

床下

行嶺る

行畏（人名）

輸送

ユナイテッド，

　　　　　アーチスツ
夢うつつ

ゆsしい
ユリ（人名）

由利（人名）

揺り為す

夜明け前

餐育院

獲子縁組

饗滅

頬白
右心｛生

絹量

匪珊五十銭

沃慶含有羅

余畷

抑圧する

横紙破り

横切る

横穣（人名）

横鐵永之助

ヨシガモ（葦鴨）

吉住（人名）

吉田（人名）

ヨシフ。スタ篇スラウit

　　　　ウィチ（人名）

Dユ和言吾＋漢毒吾＋タ郵ラ托言琶）

1
1
1
1
1
1
　
1
1
1
玉
1
1
　
1
1
1
1
1
重
五
罪
－
一
至
王
1
1
1
1
夏
1
1
1
1
1
王
－
i
1
1
1
1
　
玉
韮
匪
1
1
1
韮
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
豆
1
　
1

　
n
U
燕
A

1
1
一
三
王
－

k
目
皿
H
叫
U
n
騨
ρ
U
　
　
　
　
　
A

1
2
1
2
王
－

G
切
K
響
轡
臣
民

A
　
　
　
　
　
　
　
A
A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
し
A

欝
欝
器
離
罷
鴬
餅
欝
欝
罷
欝
欝
皆
墨
践

　
　
　
　
　
　
　
A
　
　
　
　
　
ム
餌
C
　
ム
U
　
　
　
　
《

1
…
3
1
1
2
1
三
1
1
1
1
i
1
1
王
2
3
2
1
1
1
1
1
　
三

G
鍵
盤
細
頚
騨
轡
K
詫
k
K
K
K
瑳
羅
翼
縫
響
日
脚
H
轡
膵
騨
　
G

1936

－
王
1
1
1
1
　
1
1
1
1
1
1

1
1
王
玉
2
1
1
1
1
1
1
一
葦
玉
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
王
王
1
1
1
　
1
韮
1
王
1
1
2
1
王
2
三
1
1
1
豆
1
i
1
1
3
1
1
1
1

1



約八億五万円

約六百億円

火蠣

夜鰹する

野姓

弥太郎

ヤップ島

山科（人名）

大穐（地名）

閣市

野郎

喉物弁謹正法

唯物論

優

憂灘

憂総症

誘蛾灯

優遇

ユーゴスラヴィア領

友誌

熊式輝（人名）

裕福

遊離する

田力潜

行きつくす

譲り合う

輸送船

翰送船団

代

夜遊び

洋行がえり

擁護一

塁了する

預金保証

擁留

苧欝的象徴

横文字

流網の池（よさみ～）

嘉子

吉田善相

吉［1四三博士

吉村罵騎（人名）

1946

Kl　1

Kl　1

Wl　1
H2A　l

Kl　1

蹴Al
HIC　1

盟　1

鴨　1
轡圭　王

Kl　1

K1　王

Kl’　l

K3　1

K3　韮

Xl　1

織　1

Kl　1

阻cl
Kl　1

K王　1

K3　重

H2A　1

Kl　1

響2　1

響2　互

玉
－
豆
互

K
K
脚
膵

！
豆
1
－

阻Al
Kl　1

H2A　1

Ki　1

Ki　1

Kl　1

蹴Al
Wl　i

鴨　l

lllM

組Al
w三　1

玉
1
玉
玉
至
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
豆
韮
玉
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
夏
1
1
玉
1
正
正
三
正
1
i

やくじょ一よせあつめる　317

1ss6 1966 1976

約半駕後

約六千枚

野菜作り

八坂寮

安来簸

康子

やつし羅る

ヤッツケル

傭われ兵

山際（人名）

山田霜

山内義雄訳

山ホ家

d体少尉
八幡（地名）

優雅

勇敢

脊機的

遊翼贅沢品

ユーゴスラヴィア王国

雄渾社

有二（人名）

遊湧

有能卓抜

有名人

ユーモラス

遊里

歪み

歪む

行き方

雪醗

行き渡る

輸出悪難

輸出産掛

軸出題限措躍

油断する

湯水

弓麻畠

弓麻器どの

由来する

熔鉱炉

洋裁

幼稚禽

妖婦

洋風二階建

藥緑棄配合

ヨゥモトエック（YO
　　FI　ivo　roN　1　c）

ヨーnツパ文学
除村吉太郎・井上満・

｝ilAl　l

Kl　l　l

HIAI　1
｝llAl　i

職　1　玉

Wl　1　3
W2　1　1
SV2　1　l

HIAI　1
Wl　l　l

H王Al　l

HIAI　1
H互A！　1

蘇王Al　l

sv1　王　夏

K3　王

K3　王

K3　l

Kl　王

撮Cl
Kl　i

澄　韮

K玉　王

K3　i

Kl　王

G3　i

Kl　1

響1　韮

W2　1

玉
1
2
至
王
1
2
1
1
1

轡
轡
膵
K
K
K
騨
脚
継
脚
H2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

1
｝
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
3
1
1
1

Gl　2　2
HIC　I　1

東螂正延監鰹HIAl
横顔

横光利一

余郷農産物処理案

頭隅

Wl　1

HIA　1

Kl　1

盟　1

王
1
1
王
2

躍進

約二倍

約二百人

約百キロ

約四カ月媛

焼けだされる

野次

安川躍気

安永楢郎（人名）

屡台

屋台欝

野党勢

宿す

ヤフェティ・一・ト群系

（言語系統〉

山一問題

沸馬台国

邪馬食腿論争史

山の上ホテル

やりにくい

八丁製鉄

優位する

優越意識

「夕B］日99」編集部

融合

育効需要

優勝候補

優先する

夕泊

有名さ

ユエ（地名）

行き過ぎ

輸漁

癒蟹

ゆるい

酔いごこち

洋

用心深い

用地

羊肉料理

洋風化

露文光評

醗明学者

要約

揺始期

翌十六年

翌隼二月

横須賀（地名）

横ばい

よごれきる

予算編成

ヨシ（葦）

吉田式

吉寓製藁

Kl　1

Kl　1

Kl　1

詫1Cl

HIA　1

W2　1

蹴　1
縫1A　1

詫IA　1

鎚王A王

B玉A王

K王　l

W2　玉

髄玉cl

H玉A重

H王A王

磁Al
HiB　1

響3　1

織A王

B2A　1

K｛　1

結IAl
K王　圭

K王　1

織　三

li2A　1

轡1　1

構A韮

1
1
1
1
三
玉
－

王
－
王
三
り
り
1
1

G
響
K
K
轡
轡
K

H3A玉

王
1
1
1
1
1
1
王
一
菰
耀
1
王
玉
玉
韮
鳳

王
1
1
1
圭
1
王
1
1
玉
璽
2
1
丁

目
瓢
X
K
ド
親
K
X
駐
日
日
脚
K
樹

H玉A玉

ll王A　1

1
1
1
1
王
1
玉
1
1
2
1
！
1

1
1
1
1
1
1
1
互
1
1
1
夏
笈
互
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
4
1
1
1
1
1

役駈闘

約曝十億円

約隊。人

約六〇万聾

約六劃増

櫓

夜行列車

やさしさ

厘敷

梛田昌子

山浦（人名）

山九運輸機工

山下（人名〉

山の手
漉」伏

田部九段

由本条太鄭断羅

病み上り

寡婦（やもめ）

ややこしい

郷興する

やりかえす

夕刊

夕刊立亮り

悠久

Uターンする
ユーートピア

奮力候補

ユーmケミック（社名）

ユーロコミュニスト

ユーロコミュニズム

歪める

輪出関連産業．

ユニーク

輸入関孫業務

輸入論薔

湯本（地名）

ゆらぐ

ゆり動かす

揺るがす

揺れ

用意周倒

葉剣英（人名）

陽光

用語集

要鷺

楊子

幼少

洋上

要人たち

用箱

銚文元（人名）

銚文元たち

養老院

よぎる

揮止する

鱗罫切

翌殴十～年二月

吉田健一（人名）

吉田茂

吉野（地名）

四次防

余秋墨（人名〉

四畳半

Kl　1
｝tlA　1

｝llA　1

Kl　1
｝liA　1

K玉　1

K三　I

WI　1
1iil　互

盟　1

Vll　1

131A　1

w玉　正

蹴　1

畷　I
Ii正A正

HIA正

則　1

盟　1

鴨　l

H2A里

W2　1

縫1A　1

組Al
K3　1
｝i2B　1

1
1
1
1
1
1
1
正
正
1
1
1
豆
－
正
！
夏
1
1
1
1
1
五
－

1
1
1
1
1
2
王
3
王
1
正
2
2
2
豆
3
互
互
重
1
1
3
1

G
K
G
G
G
響
K
G
K
K
段
段
騨
膵
響
K
K
k
K
K
K
K
K

1・llA　1

擁1Al

Kl　1
｝・llA　1

轍　1

響2　1

鍵2Al

K1　王

鍵1A　1

蕪1A　1

粗　1

粗　1
｝獣王

Kl　王

｝llA　1

1
1
1
1
互
歪
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
正
正
1
1
1
玉
1
！
2
1
1
1
互
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
江
！
三
正
2
！
豆
1
豆
2
互
1
夏
1
1



318　単年度語奨表

19e6 191g 19as 1936

匹たび

余輩

呼び騒ぐ

堕罪（よびだか）

よびます（呼び座す）

与茂（人名〉

蓬

より（助詞）

頼朝

よりも（助詞）

余力

歓び遊ぶ

齢

弱る

四十歳

四～

期十前後

四十年度計画

四十余艘

膠五八七

四四一〇

四四醗九

1
1
1
1
1
1
至
量
齢
1
1
1
1
1
1
¶
正
王
｛
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
A
A
A
A
A
ム
A

1
1
2
1
2
1
1
4
1
4
1
2
1
2
－
1
1
1
茎
1
1
1

響
K
騨
脚
膵
脚
轡
響
響
響
目
尻
W
刷
H
H
H
縄
H
経
謎
駐

四六、一八八、九三一人HIAI
四六二五

来彼する

来轡

ライフ

蕩落洒脱

老板（ラオバン）

ラスキン（人名）

ラスキン集

うファエル前派

ラベイカ（楽器名）

ラムスドルフ伯
欄

ランケ（人名）

濫作

乱脈

リウオフ（人名）

理義

睦海軍

蟻塚軍備

理窟嫌い

李広利（人名）

利己的精神

吏士

吏呉

利潤

理想主義

理知

理智一濃

立志社

立法家

リビエー史論

利便

略叙する

経盛
了

諒閤（りょうあん〉

了知する

良畏

遼隣伯欝

両立する

料理屋

旅顯口

旅顯夜襲

臨機応変

禦告（りんこく）

購済（人名）

倫理排斥

HlA王

H2A　l

K圭　1

Gl　1

K3　1

倒　1

Gl　1

HIC　1

BIC　1

Gl　1

綴C1

－
韮
重
一
至
1
1
1

－
l
l
重
1
1
1
1

月
目
K
K
G
K
K
K

li3A　1

1
1
1
1
1
1
1
毒
筆
王

K
日
計
K
K
K
K
K
K
K

HlC王

K王　1

B2A　i

K3　1

Kl　1

轍　1

雑2Al

Kl　1

Kl　1
1」2A　1

経王Al

Kl　1

Kl　1

K3　1

1
1
玉

K
K
K

1
1
1
1
1
韮
！
垂
垂
1
1
1
1
2
1
1
1
圭
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
2
1
1
｝
2
1
1
1
1
1
蓬
蓬
1
玉
1
王
1
2
2
1
1
2
1
1
2
！
玉
1
蓋
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

米野鹿之助先生作曲

よろける

醤ばしい

魯び勇む

暇億七千万傍

瞬箇年間

四二

殴否里

来住する

落花流水

藍天聴（人名）

利

力量

陸軍士官

陸放翁（人名）

睡軍少将

利己一点張り

栗鼠

離脱する

立脚する

立脚地

立脚点

立憲

立憲政体

立身出慰

律則

立法手続

理不尽

理法

竜廷（人名）

両手

燈漂

両個

利潤者

領置拡張

領土保全

領±保金主義

両人

両派

爾方面

蝶々（りょうりょう）

旅客

旅客富吏学生等

旅行

旅費

理論上

隣家

恪気尊爵

養子形

日1A　1

脚2　1

響3　1

轡2　1

暮1D　1

鍛A1
滑A1
纈A1
巨2A　1

HIA

畷

H2A　1

B2A蓋

1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
A

1
1
1
1
1
i
1
1
1

K
駁
裟
民
k
K
K
H
脚Kl　l

Kl　1

Kl　1

K1　至

Kl　1
K重　豆

HIA　l

K3　1

1
1
1
玉
1
豆
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
玉
1
重

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
鋭
K
裟
K
K
K

HIA　1

玉　夜の匿

王　呼び方

1　詠み出でる

1　遜りどころ

1　輿論政治

1　齢・する

1　四総（～さし）

1　四氏

1　四十九億九千万円

1　圏拾盤円

1　匹十両

1　四。九

1　鰺菅円

1　瞬百余頁

1　四割二分四厘

1　頼氏一家

1　来住属
互　来年麦秋

1　ライン引き

1　楽芙家

1　らしらん（助動詞）

1　困睡する

2　利益調節
重　理解し得る

1　陸風蒙（人名》

！　利子

1　立憲主義

1　立茶政友会

王　立憲治下

1　立論

玉　リボン

1　鯉之助
玉　流弊

重　製油

1　濁君

1　萄軍

1　量見
1　両国（地名）

1　両支魏者

1　利用鷺しめ得る

1　両花道

1　涼風

1　領分

1　両翌日前

3　両面

玉慮外
1　緑茶

1緑泥片岩
互　隣人

　隣標する

－
噌
1
1
唖
孟
1
1
正
－
1
1
1
1
1
重
王
－
三
王
－
1
1
1
歪
玉
玉
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
A
A
＾
A
A
A
D
＾
　
B
森
A

概
緩
澄
緩
蹴
蹴
田
器
鴇
匿
置
腿
霞
匿
路
竃
畿

liIA　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K玉　l

K王　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

HIA　1

K王　1

Kl　1

滑Al
Kl　1

K3　1

澄　1

Kl　1

Kl　1

H2A　1

1
1
1
2
王
－
三
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
匪
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

寄せ手

よそよそしい

依鐙翁

酔っぱらう

世なれる

呼返す

読み了える

読みきかせる

よみの国

寄り集まる

よろめく

四國会議

四三五

四百三十六万五千余名

早着数十名

四八二

四四一買

四万七千五百Fi

鱒（ラク，魚名）

楽斎（人名）

落第する

楽観

辣腕x
ラヴァル（人名）

灘奮（人名）

卵巣機能不全

乱舞

利益金

力作

陸海軍省

－
王
1
1
1
1
1
1
1
重
1
1
1
二
王
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1

　
　
A
　
　
　
　
　
　
　
　
A
＾
A
A
A
D
A
　
　
A

玉
3
1
2
2
2
2
2
1
2
2
1
1
1
1
1
王
1
1
1
2
1
1
1
1
3

脚
響
諸
氏
響
W
響
刷
脚
冑
轡
H
H
H
日
時
詫
駐
K
K
月
K
民
G
K
K

Kl　1

Kl　1

K1　玉

Ki　1

睦海軍大臣現役武官

　　　　　　　　専任ss｝　Kl

陵軍士宮学校

陸軍省兵務局

睦相

離婚する

離籍する

立憲的行動

リトヴィノブ（人名）

リビド（libido）
流汗淋漉

琉球人

流行歌

粒子

隆法寺

荷縄

良寛（人名）

良貯

両氏

良質

両事変以後

良心さ

利呈し得る

両精神

両杖

量的

両力士

料理店等

両輪

旅行中

りリカル

隣国

臨時興行回数

臨時公使

臨時財政経済調査会

臨床医家

吝醗

語種：　W鶏翻語　K＝漢藷　G竃外来語　H＝混種藷（A＝麹語＋漢語　B　＝in語＋外来語　C凱漢語＋外来語　D篇和藷＋漢語÷外来語）

1
1
1
1

1
1
1
1

敏
裟
K
K月2Al

H2A玉

Kl　l

G1　互

Gl　l

K3　1

K王　王

Kl　1

Kl　i
K玉　玉

Kま　l

Kl　l

K3　乏

Kl　l

K3　l

Kl　1

XIA　1

H2A　1

Kl　1

HIA　1

K3　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

G3　1

－
l
1
1
1
り
Q

K
K
K
K
K
K

1
1
1
2
1
王
ま
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
韮
1
1
1
1
2
1

－
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
艮
1
玉
1
二
二
韮
王
韮
1
1
王
1
1
王
1
1



余談

よッ（感動詞）

四日

囲ツ辻

予定外

44
簸大国条約案

四大将軍

ラーードブルツフ（人名）

来客

来週鍔曜霞

落下しはじめる

楽観する

ラプラース（人名〉

ランゲ（人名）

乱暴

Vア1）ストたち

陸士事件

履行問題

理性的

理想童義巻たち

理想的状態

理想論

立案

律する

立党精神

律法

立法する

1946

K夏　豆　1

購　1　1

Wl　1　1
盟　1　1
Kl　1　玉

HIAI　2
糧A1　玉

織Al　l
G三　1　1

K玉　玉　l

HIA　I　1

H2Al　1
H2A豆　1

Gl　l　l
G1　互　l

K重　1　3

HIBI　1
Kl　l　l

Kl　l　l

K3　1　1

頃A1　玉
Kl　1　玉

Kl　l　2
Kl　｝　重

B2Al　1
Kl　l　l

Kl　l　1
｝．i2A王　1

リベラーレン・インター

　　ヴェンチョニスムスGl　l

リヤカー・一　　　　　　　倒　1

掠藤する　　　　　　　li2A　1

劉さん　　　　　　　　　　｝．ほAl

留用　　　　　　　　Kl　1
爾大山

　　（「大山」は人名）HIA　1

了解する

膠さん

両誌

漁師達

漁師部落

両者側

領土
領：t：aee

霜融

爾肱

糧秣係畏

療養院

両立し得る

理論づけ

理論物理学

リンクする

H2A　1

HIA正

Kl　1

咀Al
Kl　1

EllA　1

Kl　1

Kl　l

liIA玉

HIA正

H1汽1

Kl　l

H2A　l

H互A互

Kl　1
琵2B　1

1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
玉
－
三
重
正
1
1
1
1
1
玉

装う

よそもの

予断

米内海相

よびかけ

予防線

読み取る

代々木（地名）

より頼む

よれよれ

弱める

弱々しい

四切問

45
47才
四四

四〇三頁

来会巻

来歴

落選

剛体

ラッサール〈人名）

ラティモア氏

乱闘國会

濫用

リアリズム

リアリズム喪失

リアリズム文学

藩論関係

離間

利器

僅諺

睦地

リコール調

理事

理事長

利する

立憲政治体鰯

理づめ
酪

流行する

園生絵日紀

竜星闘

留任する

硫勇連会館内

リュヅク

両統帥部畏

濁ブロック

雨メカニズム

利用率

屡魯言（人名）

旅行案内轡

旅愁

りん（人名）

林問学校

隣人たち

倫理

W2　1

Wl　1

Kl　1

HIA　1

粗　1

Kl　1

W2　1

Wl　1

W2　1

鴨　1

W2　l

W3　茎

HlA韮

HIA　l

HIA　i

HIA　l

HID　1

Kl　l

Kl　i

Kl　1

Kl　1

Gl　1

日1Cl

Kl　1

Kl　粟

Kl　1

Gl　l

HIC　1

HIC　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIC　1

織　1

Kl　l

H2A　1

Kl　1

撮Al
Kl　1

H2A　l

Kl　l

Ki　1

縄2A圭

K乏　王

Gi　i

Kl　1

HIC　1

HIC互

－

互

1

1

1

1

日
目
K
K
W
K

1
1
1
1
1
1

tilA　1

Kl　1

1S56

1
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
5
1
1
1
三
1
韮
王
1
2
至
王
蓋
1
玉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
2

罎葭薗

欲求不満

予定する

淀殿

瞬年

予約奨学金

与野党内

waww一％

四÷億

49．　e

45．　2
四五隼

四十三年三月完成予定

四牽三年操業開始

下学％

四十二無三月普工

四十二無口工

曖二％

四十万

選十万二千

四〇～割出％

四六％

四条件

4．　3

醒・八
4．　〇

四倍

四分（「～の一」）

四劉

来訪

ラオス（地名）

ラオス人了解放出

洛急

落了する

ラジオ。インドネシア

ラスク長官

乱杭歯

ランクする

卵子

乱入する

利益代蓑

利益追求

陸海

理事会

「李四翻思想
李承晩政権打倒

利殖

リスク

李素意1北籏入り

二丁吾（人名）

率

リッキー

立憲二毛

利点

リモートコントロール

流麗

寮

利用権

良識

療二巴日中

旅行先

理論経済学

よせて一りんりはいせき　319

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
二
二
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
王
霊
1
1
1
玉
1
1
二
王
－

　
　
幽
　
A
　
　
D
A
A
A
A
A
A
5
A
A
D
A
A
D
D
A
A
A
A
A
A
　
　
　
C
　
A
　
C
A
a
　
A

1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
王
1
1
王
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
2
玉
二
二
玉
1
1
二
王

轡
試
経
響
辞
裟
K
縫
蕪
H
縄
摺
H
H
二
日
縄
縄
二
二
二
二
疑
二
二
二
二
二
二
k
G
匪
K
H
G
H
H
H
K
H
K
K
K
K
K
K
K
G

撮Dl
K王　1

Kl　l

lllA　1

K玉　1

Kl　l

G玉　1

K3　玉

Kl　1

Kl　1

K1　重

Kl　1

HIA　1

Kl　1

1966

1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
玉
1
1
1
1
1
二
重
1
1
1
韮
2
玉
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
王
1
2
1
二
二
玉
1
－
1
1
2
1
1
1

装い

閑人姉妹

呼びもどす

読み

読売

読み手

与野党

鎧

4151205
4翻
囲牽一ホimマー一

四十九庫度

498，200円
四十七年二fi

四十七ホーマー

四十六年宋

四三〇〇年前

四百マイル

四万五千人

四五〇〇万樗

癩

来航する

来春

来Bする
来年

癩病

ライフサイクル

落着

洛陽

落藁樹

らしい（助動詞）

ラスパイレス（人名）

楽観主義

ラテン．アメリカ諸1翻

羅南師［i藝

ラルボー（人名）

乱

ランプ部厘

リアクション

リーダーシップ

理科

離婚

李先念（人名）

理想像

リッカー

略称する

流会

流行作家

流出する

竜太（人名）

出勤する

流入する

東京街（リュ・ド・

　　　　　トーキョー）

∫麺郷街（リュ。ド。

　　　　　　トーゴー）

醐グループ裏催

三州（地名）

領する

両棲類的側面

爾膝

両頬

両颪作戦

旅薩

リラックスする

理論化

臨聴騒会

1
1
正
1
1
1
玉
－
正
正
夏
－
1
1
王
王
玉
1
1
1
1
1
互
互
1
正
－
豆
1
1
豆
1
1

　
＾
　
　
　
　
　

A
A
D
A
A
A
D
森
A
a
＾
A
　
ム
　
A

1
1
2
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
玉
1
1
夏
1
互
2
1
2
豆
互
1
1
互
藍
4
1
1

W
H
騨
W
轡
響
K
脚
H
H
H
匪
擁
碍
H
漏
H
H
H
H
K
H
K
H
K
K
G
K
K
K
脚
G
K

HIC　1

Kl　1

Gl　l

Kl　1

BIB　l

Gl　1

G王　2

Kl　1

Kl　1

Kl　l

K1　王

G1　蓋

li2A王

K王　1

Kl　i

B2A王

K玉　1

H2A王

H2A玉

IS76

1
豆
1
3
2
1
正
豆
1
五
1
玉
1
1
1
1
1
豆
互
l
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
王
王
1
2
2
王
三
夏
3
王
1
1
1
正
1
重

HIC玉　1

H豆。玉

HIC　1

Kl　1

H2A王

Kl　1

HIA　i

｝llA　1

Kl　1

組　l

H2B　1

Kl　1

Kl　1

リンドベック・ストック

　　　　ホルム大学教授HIC　1

林彪（人名）　　　　　Kl　l

重
1
1
正
！
互
1
1
i
1
1
1

1
9
山



320　単年度語彙表

1906 1916 i926 1936

類似

類似する

路易十六世（ルイ～）

令器

冷酷

幌証論断する

例する

礼服

例類

冷々

歴史的関係

列強

劣椿

聯合会

蟹鞭（れんこく）

連銭藤毛

連戦連勝する

聯想

連名陳催醤

魯庵践訳（ろあんし～）

労

楼

鷺子

老師

老子講義

老実周到（ろうじつ

　　　　　しゅうとう）

老将軍等

老衰

老生徒

労点出

心霊

老夫婦

m一マ字
六号四

六醗前金

砥さん

六十九歳

六諭

鍾掴委員

欝濁外交

二丁最良

路傍観

論語

論じ詰める

論じ残す

論定する

ウrt　一一ズウオース

　（‘ワーズワース，）

我激職様

分け来る

麹撫する

画面垣顧三

楽春

Kl　l

H2A　i

H王Cl

K王　1

K3　l

H2A玉

罐2Al

Kl　1

Kl　l

K3　1

Kl　l

K互　1

K夏　正

K重　1

Kl　1

H茎A茎

H2A韮

Kl　i

K1　圭

K玉　王

Kl　1

綴　王

組　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Kl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

HIC　l

Kl　1

HIA　l

HIA　1

燈　2

HIA　1

HIC　1

HIC　1

H3C　l

Kl　i

Kl　1

疑2Al

H2A　1

H2A　1

Gl　2
H3A　1

SV2　1

H2A　1

fflA　1

Wl　1

1
1
i
1
2
1
1
1
1
！
1
1
1
重
1
1
互
重
互
－
互
玉
1
1
王

1
1
2
1
韮
豆
1
1
！
1
玉
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2

2
1
1
1
1
1

類する

類例

黎（人名）

£　1’tテ（れいこう）

礼子さん

零落

歴然

劣等鏡する

連結する

聯合郷

聯合軍側

遮鎖

レントゲン線

聯立内翻

紹

老独変説

老事務員

老中

老中達

蝋燭

璽断ずる

労働する

労働党出身

廓磁

石慰（ろうもう）

轟轟（人名）

六月上旬

六七

六銭

禄高

鋸羅

六ケ月

六圏借款鑓

六百石

論

論断

fpンドン」市
竜華（地名）

Yきん
心心政党

血忌論壇

隠密卿之助

感溺

翻三郎

早稲田大学教援

わたえ（私）

H2A互

K1　王

K玉　王

K重　！

｝llA玉

K王　玉

K3　玉

w2A王

H2A　1

日1A王

HIA玉

K玉　1

H玉c1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

H玉A玉

Kl　玉

B2A　l

li2A　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

阻Cl
Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1
111C　1

Gl　1

HIB　1

HIA　1

HIA　1

Wl　1

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Wl　1

互
韮
2
1
1
歪
1
1
！
1
1
1
互
正
三
！
1
2
童
藍
王
玉
王
王
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1

累積する

留矧

LudwigXW
令嬢

例証する

冷然

月2A玉

機　1

磁Dl
Kl　1
1i2A　l

K3　1

霊地保護盤拝奢鍍待保誕Kl

歴史的社会

歴史法学

歴代首相

列挙する

レヰウ（revue）
連戴する

逮坐する

憐慾

連盟国

龍羅する

労蕾

老骨

老拙

労働階級

労働組合運動抑圧

労働収益

労働認識

労働賃銀

労農政府治下

浪費港化する

浪費する

ロードス社

六十五版

ム　ノ、＿〇一

六十余黛

六助（人名）

ろく・＼／

ロシア式

ロス（人名）

薩大人（人名）

六七八米

論策

論理的

ワイシャツ

我国小作問題

わが國製鉄事業

若衆歌舞伎

着松（麗号）

弁え

分箭

煩しい

－
1
1
1

1
1
1
1

X
《
討
民li2A　1

Gl　1

H2A　1

1i2A　1

Kl　1

Kl　1
1」2A　1

綴　1

Kl　1

sc1　1

Kl　1
1ilA　1

1
1
1
1
玉
寸
1
1
玉
－
王
箋
▲
1
1
1
1
1
至
王
1
1
1
1
1
三
望
三
－

　
　
　
　
A
＾
C
　
　
　
A
　
C
　
　
C
　
　
　
A
A
A

1
1
1
1
2
2
1
1
！
1
王
3
玉
1
1
1
1
3
王
王
1
1
1
1
1
3

k
疑
K
K
H
日
H
K
K
K
H
K
H
G
K
巨
K
K
G
弱
擁
白
日
脚
脚
脚

1
至
王
王
2
1
…
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
圭
王
1
1
1
1
1
1

ルメートル（人名）

礼儀作法

隷厨する

冷胆さ

隷農

怜挿i

レーニン研究所研究員

レコード
列言己する

レッセ。フx一ル
　　（‘無干渉主義’）

レドマン博士

恋愛戴華版

恋愛薪避

練習ペース

聯隊

連帯

Gl　1

Kl　l

H2A　l

HIA　1

Kl　1

K3　1
｝llC　l

Gl　1
112A　1

Gl　I　三

HIC　1　2

Kl　l　l
Kl　l　王

鮭1C　1　三

Kl　l　玉

Kl　l　玉

聯邦中央執行委員会次鷹

　　　　　　　　翻己Kl
巡絡係り

連絡強化

wイズ簿士
老懸

朗吟する

浪人生活

老婆

ローラ●カナリア

漣過

六阿弥陀詣

六十五銭

六十万

六条はん

六四二二三

ロシア革命

vシア社会民主党

ロチェスター大学等

ロックフェラー研究所

ロマン

ロマンティック

ロマン流

論客

mング。ヒット

わ一い（感動詞）

若返り法

湧き上る

振い

母稲田（大学名）

渡し

　　1

HIA　1

Kl　1

縫Cl
Kl　1

H2A　1

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

　
　
　
　
D
　
　
A
A
C
C
C
C
　
　
C
　
　
　
轟

1
1
1
互
1
1
1
一
王
1
玉
山
1
1
3
1
1
1
4
1
2
1
1
1

K
K
G
K
H
K
K
H
H
H
洞
H
彗
＆
e
詫
K
G
騨
H
親
試
騨
響

1
1
1
1
1
1
王
韮
1
1
王
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
王
韮
玉
王
1
1
2
1

語種：　W＝相語　K漏漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝椥語÷漢語　B茸和語＋外来語　C＝漢認＋外来語　D＝翻語＋漢語牽外来語）
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ルジャンドル（人名）

流布する

霊感

霧細象内工業

令患

礼鐸

tr　一ルモン｝フ（人名〉

歴史研究

歴史的進行

烈火

列島

レエングラード（地名）

蟹下（れんか）

聯合軍統合盤諜本部

聯合腱

聯合圏狽1

聯合疑揮

聯合醐簸罵司令窟

廉藏

ロ（「イ、～、ハ、」）

ロイド眼鏡

龍城する

労資爾階級

労調法

労働藍玉法

労働問懸

労働：力供源

難曲

老婆心

蛍力捷供

六β十八B午前一時半
六fi十四日

六月二十：1w

六通以北

路上

六ケ翻中

六百戸

論旨

論争

論文樂

論理学

ワイドリンク大将

わが国用済

わが国産業

和難（わざみ，地名）

わしども（代名詞）

Gl　1

H2A　1

1
1
1
1
1
1
1
圭
1
1
1
1
1

K
K
裟
粁
G
K
K
K
K
α
K
K
K

HIA　1

Kl　1

Kl　1

K3　1

Wl　1

HIB　1

H2A　1

1
1
1
1
1
玉
1
1
玉

K
K
K
K
K
K
K
K
K

H玉A玉

Kl　1

H重A！

1

1
　
11

1

1

1

K
K
k
K
K
K
K

1
1
1
1
1
1
1

｝ilC　1

￥IA　1

｝｛IA　1

粗　1

題　i

1946

1
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
王
1
玉
1
1
1
1
1
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
一
韮
1
2
韮
1
1
1
夏

ルウゴン．マカール。

　　　　　　シリーズGl
ルカーチ（人名）

ルポルタージュ

例外的

冷笑する

冷蔵諏

礼拝する

レー二・ン主義的観点

歴史家固有

歴史博物館

列機

列稽する

煉瓦

練達

老眼鏡

老松

老人総

労組

蛍組出身巻

労働組合鰐策

労働春大衆

f労鍾動日立」　19号

労働保護

ローラ（人名）

ローラさん

六月発行

ロクマク（肋膜）

Vシア軍
ロヂオーノフ（人名〉

電力年計画

六力黛経済醗諏

六応益票

ロボット

ロマンスグレイ族

論艶

論証

論誕点

ロンドン婁羅会

論法

若い衆たち

若手扱い

わが覚

証歌森氏

脇役

私なり

1

1
1
1

1
1
1
0
0

【
ロ
6
ρ
U
K
洞2A王

Kl　1

洞2Al

HIC　i

K3　1

Kl　i

Kl　1

H2A　i

K王　1

K1　王

織　王

Kl　i
tilA　l

Kl　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

HIA　1

Kl　1

Gl　l

HIB　l

Kl　1

Kl　1
1ilC　1

Gl　1

Kl　1

Kl　l

Kl　1

Gl　i

畦1Cl

Kl　1

澄　1

織　王

lilC　1

Kl　1
｝．護A1

盟　玉

詫1A韮

暮1A　1

縫1A　1

響3　圭

1so6

一
1
1
1
1
1
1
1
三
1
1
1
1
2
1
1
1
玉
1
1
！
1
1
1
1
1
1
1
1
1
三
！
1
1
4
1
1
2
1
1
1
1
1
1
2

類轡

ル＊サンス以来
。．

震隠寺

冷戦

。。六％

歴史的現在

歴史的本能

レストン（人名）

列車箏故

錬金衛

遮勝

遮続発生する

連ソ容共政策

連立体捌

労働生産性

労働力帝場

労働力需給

老練

m一ガンデラックス

六Aごろ
六月二十四日

六こ入以内

六一年あたり

六五・三

六五年春

六三年六月十六霞

六十2］ヨメートノレ

￥6，　200
6．　5

6分2厘余
六甲塔

路線

六八oR
論学

論陣

論争的声明

論題

論理実証的

心理的騨漣

Y書
若造

分かちがたい

わかりあう

わき

話術

倭人伝

『ワシントン。ポスト」

わずらわしさ

和田（人名）

私農人

K1　粟

H玉Cl

K1　玉

K1　韮

Kl　l

HIC韮

K玉　王

K1　玉

Gl　1

Kl　夏

K夏　1

Kl　1

ti2A　1

HIC　1

－
1
1
1
3
1

K
K
K
民
K
ρ
U

HIA　1

HIA　l

Kl　l

HlA王

K1　王

H玉A王

K王　王

H王D王

1
1
三
1
1
1
1
1
1
1
王
－

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
3
1

K
K
民
κ
《
裟
K
K
K
K
K
K

H玉Cl

HIA　1

W3　2
V12　1

騨1　1

Kl　1

Kl　1

紙駐1c　1

　盟　1
　轡l　l

　HIA　1

IS66

1
1
2
1
1
重
1
正
2
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
玉
1
玉
王
1
1
1
1
1
！
一
望
1
1
1
2
1
1
1
1

1
1
1
1

ルース（人名）

ルネッサンス庭i園

ルネ⑦デュボス（人名）

礼繊

礼儀知らず

冷却する

励行する

麗人

歴史的条件

歴代首相φ

レストラン

列島改造

レディト（人名）

レFリック
レ＝ングラード行き

レバノン（地名）

レバノン右翼

レレ（ハワイ語）

連休あけ

連携

逮載

練習する

遮如（人名）

練兵

連邦総督

連絡事項

達絡場所

廊下トンビ

老朽化しすぎる

老狐

慧後

原人本人

老若男女

労務問題

老齢化

ローーノレスロイス

六、七年

六十歳

六九黛

六九隼三月

六九叢話月

六〇妬

六八駕

六燈

六千五頁人

六代羅

六人

ロシア人自慢

ロッキード

urッキード隠し

ロッキード救済

ロッキード事件

vaッキード社

ロッキード衝撃波

ロッキード問題

六発

ロバーート。ケネディ

　　　　　　　（人名）

mベルト議長
ロレンス文学

mング。アイランド線
論じあう

論理的感受性

賄賂問題

ワイン

翻解

わけ知り顔

翻子たち

わずらう

皐稲田大学

G正　I

HIC　1

Gl　1

Kl　互

lllA　1

￥2A　1

｝｛2A　1

K韮　1

Kl　l

Kl　l

Gl　1

Kl　i

Gl　l

Gl　1
111B　1

Gl　1

￥IC　1

Gl　1
i－llA　l

Kl　1

Kl　l

i12A　1

Kl　l

Kl　1

Kl　1

K1　互

Kl　1

HIA　1

｝｛2A　1

組　1

Kl　1

Kl　l

Kl　l

Kl　1

Kl　1

Gl　1

Kl　1

Kl　1

Kl　1

澄　1

織　1

澄　1

Kl　1

維　1

綴　1

擁1Al

Kl　l
i｛IC　1

Gl　1

購B1
織C1
擁1C　1

｝．蟻C1

縫ICl

filC　1

Kl　1

Gl　1

1ilC　1

HIC　1

HIC　1

ti2A　1

1
1
1
1
1
1
9
駈

k
K
ε
K
轡
田
π
霧
HIA　1

IS76

1
1
1
1
1
1
王
玉
1
互
1
1
2
1
1
2
1
互
才
望
2
1
5
王
1
1
1
1
1
王
1
1
1
1
王
1
1
1
1
1
玉
1
玉
1
玉
玉
ま
王
2
1
王
3
3
1
玉
1

王
王
王
1
茎
1
2
1
1
1
王
王
1



322単年度語藥表

lse3 ！916 1926 1936

釦文

笑い顔

われ勝に
1
1
3

民
W
騨

1
1
1

渡す

わびしい

草鮭

吾れ知らず

我等慮身

W2　1

尉3　1

Wl　1

総　1

犠A王

1
1
2
1
1

鰐目

詑びる

わりない

悪さ

悪智慧

樹1　匪

栂2　1

轡3　三

轡1　藍

H玉A玉

1
2
2
1
1

翻睦

割当て
Kl　1　1
鴇　1　1

語種：　W＝私語　K皿漢語　G＝外来語　H＝混櫨語（A皿称藷＋漢藷　B＝翻語十外来語　C＝漢語＋外来語　D＝駒】語十漢語十外来語）
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和璃部臣慰手（わにべの

　　おみきみて，人名）Wl

笑い出す　　　　　　　盟

割れ目　　　　　　　Wl
－
l
1

1946

わて（代名詞）

われ先に

1956

畷　1　1　渡瀬煩　　　　　　　　　Wl　l

W3　1　2　ワナ（罠）　　　　　　盟　1
　　　　　　翻平交渉　　　　　　　Kl　1

　　　　　　ワリコー　　　　　　 H王A1

　　　　　　劉りだす　　　　　　　W2　1

　　　　　　ワレンチナ．テレシコワ

　　　　　　　　　　　　　（人名）Gl　1

　　　　　　王府井（地名）　　　　Gl　l

IS66

韮
至
0
4
2
11
1

わたしたち

渡りかける

渡こう二（人名）

和文脈

笑いかける
害1合

わりに

ワu一ジャ（人名）

ワンピース

Wl　1

W2　1

撮A1

1
1
1
1
王
玉

玉
2
1
3
圭
－

K
W
W
轡
ρ
U
G

1976

1
1
韮
覧
1
1
3
1
1
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語彙表注記
凡 例

1。　この注記は，複年度語彙表に聴するものと，単年度語彙表に婦するものとの，ふたつに，おおきくわ

　かれる。

1．1．　複年度語彙表に蝉する注記は，複年度語彙表のみだしの五十膏順におこなう。

1．2，　単年度語彙表に対する注記は，年度の順に，各年度のなかでは単年度語彙表のみだしの五十音順

　　　に，おこなう。

1．3．　なお，簡単な液記ですむものについては，語彙表のうちに，（　）でくくってコメントした。

2．　注記をくわえる語彙表のみだしを，はじめに，ゴシック体でかかげる。

2．1．　つぎのようである。

　　　　各

2．2．　みだしをふたつ以上ならべ，まとめて注記をほどこすことがある。

3．　注記は，簡略におこなうことをむねとし，原文をしめすのみのものもおおい。

3．1．　注記をくわえたものは，つぎの辞典にみだしとしてかかげられていないものを主とする。

　　　　　『朧月鷹語口辞典3（1976年，小学館〉

　　　　『大辞典』（1936年，平凡社）

　　　　『大漢和辞典温（ユ959年，大修館書店）

3．2．　ただし，複合語については，諸辞典にかかげられていなくとも，おおく，注記をほどこさなかっ

　　　た。

3．3．　源文をしめすのみでコメントをくわえていないものは，単に，諸辞典にみだしとしてかかげられ

　　　　ていないために，ここにあがったのである。

3．4．　ほかのみだしとあわせて注記をほどこしてあるものは，しかるべきみだしを，→でしめす。

3．5．　ほかのみだしなどの参照をもとめているもので，参照さきの語彙表の別あるいは年度をしめして

　　　　いないものは，瞬じ語彙表・年度である。

4．　原文を引粥するにあたっては，つぎのような形式でおこなう。

　　　○南方各派の問に於ては察、琴、黄、遜等各五十万円乃至欝五十万円の資金を用意して運動に着手

　　　　せし如くなれば　（1916－6　公論i6）

1
2
3
4

4
4
4
4
4．　5．

4．　6．

4・．　7．

　原文の引用は，○ではじまる。

　注記の問題の部分を，ゴシック体でしめす。

　i莫字は，原文のいかんにかかわらず，新字体により，かなづかいは原文のままとする。

　標文のふりがなは，原則としてしめす。ただし，注記の趣旨に直接には関係しないばあい，省略

することがある。

　原文は，おおむね，注記の悶題の野分をふくむ一文を弓開する。ばあいにより，その一部しか引

用しないこともあるが，それ以上の範囲を引用することもある。

　語彙表にしめされた頻度以上に開一語が轟現することがしばしばあるのは，調査標本の部分をこ

えて引用しているためである。

　なお，原文を～部省略して引用するするばあいには，　（略）　とする。

　引用のおわりに，原文がある年月号およびページを　（　）　にいれてしめす。

　ただし，単年度語彙表に対する注記では，年度はしめさなかった。

うえの例は，「各」が問題であり，それをふくむ原文が19ユ6年6月号の公論の部の16ページにある，
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　　　ということをしめしている。

4．8．　調査標本でないものからの引用も，以上に準ずる。

複年度語彙表

　いだく　→（単年度語彙表玉906｛1り…撰万金的

　各　数をしめす謡句に先有したもの。そのばあいには，一単語とみとめた。20ページ参照。

　○南方各派の悶に於ては察、琴、黄、遜等各五十万円乃至百置十万円の資金を用意して運動に着手せし揃

　　くなれば　　（1916一　6　公論　16）

　杞憂する　動詞の例は，しられていないようである。

　○ダ弓圏掛矧たるもの此の蜘き不平に対し…顧を払ふべき理由なく邦人動もすれば外人の片欝隻語に耳を貸

　　し徒らに杞憂するが如きは、深く此を鎮まざるべからず、（1906’一8　15）

　○私はすでにその時分、どうなるのかと杞憂してるた留用が解除されて、自分の体になされ、（1946－6

　　84＞

この第2の例については，単年度語藥表1946年「留粥（りゅうよう）」を参照。

　高等　つぎの例は，ふりがなのついた「高尚」の表記であり，あるいは「高尚（こうしょう乃のひとつ

としてとるべきであったかもしれないが，しばらくここにおくこととした。

　　　　　　　　　　　　　かうとう　○源氏箪に青柳を繍ひとった高尚な無綾子の前帯を胸一一一il；に大きく結んで、（1916－4　倉麟三159）

調査標本とはならなかったが，この嶽後にも隅様のものがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かうとう　○『まあ、まあ、綺麗なわ。葛城さんには臨尚のんがようよう似合ひますえなあ。』（1唄）

なお，この文章は，近松秋江の小説購城太夫諏の一部である。

　際する　普通には「…に際してJのかたちであるが，つぎは，「……に際して（どうするか）のuが「…

…に際する」のかたちである。「三浦氏」は子爵。

　○覚書の字句には、可なり非難すべき点はあるが、其の精神は飽までも、非常時に際する申合で、三浦子

　　及び三唾罵が警防や外交の事を私議すると云ふのでは無い。（1916一　7　説苑　58）

　心（しん）　つぎがその例である。

　○それ夜となく昼となく、其物質慾、経済慾を満足せしめんとして心を労し体を労す、（1916－4　公論

　　84）

　　　　　　　　　　　　　　　みこしのまつ
　○心の字にかたどる池と築山・兇越松に石灯籠という、それまでの旺1本鷹園の定型が問い疸：された。

　　（1976－3　　357）

　です（助動詞）　つぎの1例のほかは，「『ですL、？は助動詞である」のように，これ幽体に需及したもので

　　ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　○郵警察に煽げて行ったつて、中々分るもんか。二鷺ε1うちには帰ってくるのに定まってる。君が脅かさ

　　れたのだ壽

　　甕でせうか。でも余りだわ」　（1916一　4　説苑27）

　と（格助詞）　引用の「と」が，文頭にあらわれたもの。たとえば，つぎのもの。

　○白分は孝子であらうか。と其の時さう思ふと、立っても屠てもみられぬと思はれた。（1916－9　飼作

　　210）

また，接続詞のような，「とはいえ，といって（も），というのは，ということは，となると」などのものを

ふくむ。つぎも，ここに，2例としてふくめた。

　○いってみれば、新聞の報道形式は皆これなのだが、寺入の意見なのか、それとも世論を代表しているの

　　か不明な文章でかかれている。「……といわれている」「……とみられている」「……に対してようやく

　　葬難の声がおころうとしている」などという表現が、実に不用意に使われる。（1956－10　247）
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異同の「と」は，別あつかいにしてある。単年度語糞表1916年「と（格助詞）」をみよ。

　に（格助詞）　1例は，文頭の「にもかかわらず」（1926－7　公論　49）のもの，他の1例は，うえの「と

（格助詞＞」注記に引用した原文中の「……に対して」（1956－IO　247＞のものである。

単年度語勲表

1906年
　青葉かげ

　　○　小川真清

　　　　　　　　　　　　　　　すぜかぜ
　　清水わくいでゆの道の青葉かげ涼風めつるをんなつれかな（浴泉雑詠十五首の中〉（11　97＞

　あら
　洗いザラシ　あらいざらい。

　　　　　　　　　　　　　　　あら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　う
　○直ちに清国の兵力から財力から洗ひザラシ並べ立て・。サア斯の通りで統治が出来るか如何ぢやと論じ

　　詰める。（2　88）

　家する

　○とこなつに風は夢かの静けさや小野の丘辺に家して住まむ（12　89）

　意麓界　輔唯触的哲学

　一概する　動詞の例は，しられていないようである。

　○去れども春花秋月、人の好みに任す、説くべきなり、強ゆべからざるなり、此に就くと彼に赴くと、人

　　には心的傾向の異なるあり、一概して言ふべからざるを如何せん。（3　100）

　一二万金的　いだく（複年度語彙表〉　「一握万金的」の他の例はしられないようであるが，連体詞「所謂」

　　の修飾をうけている。「いだく」は，つぎの1例をふくむ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いだ　○藤謂一擢万金的の空想を夢みながら、遠大の野心を抱えて出かけたのだが、（8　110）

　一切客観界　「一切客観」について，つぎにおける「一切主観」との対語性を参照。「一切主観」の部分

は調査標本ではない。

　○こ・に主観的傾向といへるは、一一には一切主観を標準として物を律するの傾と、又一には客観の物質世

　　界よりは主観の心霊界を重んずるの傾とを指す。（略）斯かる主観的傾向は眼を広く外界又は世間には

　　くばらず、むしろ、一切客観界には眼をつぶりて、ひとへに主観の壺中の天地に来往し、（10付録　87）

ゼー切」は翻詞と解することもできようが，むしろ連体的なところもある。ここの「一切主観」のほかにも，

つぎの「一切宗教」，またつぎの項羅「一切事業」をも参照。

　○一切宗教は神の客観的審理を教ふるものにあらずして、単に主観の要求其のものに過ぎずと喝破された。

　　（！0　　イ寸霊景　　97＞

　一切華業

　○而して其所謂売文者の論議が、文字ある入々、即ち一切畢業の真の原動力となる入々の多数を常に動か

　　しつ・あるにより、（3　20）

　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　うすら明ける　新傘（にいがさ）　油　タ木原（ゆうこばら）

　○歌尾上柴舟選

　　○　渡辺狐帆

　　（略）森の夜はわがねぎごとのほのかにもかなへるさまにうすら明けにけり

　　○　大村流外

　　　　　　　ゆ　　あさあめや油の香薫ずる新傘のふちを掠めてとぶ燕かな　（略）
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　　0　小用真溝

　　　　　　　　　　えり
　　（略〉　恋ひゆけば診をすべりてはららかに楡の花ふる夕木原かな（IO　80）

　激い縮める　歌い傭ばす　子声（しせい）　著鋭　揮揚弛張

　○外圏の語は我が国のと違ひて比較的子声に終るもの多かると問時に、発音の抑揚弛張の一段著鋭なる傾

　　きあるが為の故に迎も我が国の語の如くに臨機応変に歌ひ挿し、歌ひ縮むるの幽由なければ、（1　100）

　宇窟人生

　○イ言仰無くしては片時たりとも安んずる能はざるほどに此宇宙人生の秘義に悩まされんことが僕の願であ

　　ります、（5　97）

　○彼の宇宙人盆の真趣と神の本性とに、さながら明確に通達し得たりと夢想せる浅薄な客観的宗教は、

　　（10’　イ寸霊景　　97）

　うましる

　甘汁　つぎの「汲ふやうな」は「吸ふやうな」のあやまりであろう。

　　　　　　　　　　ずる　　　　　　　　　　　　　 うましる　す

　○一体女といふ奴は狡鈍いものだ、弱味に付け込んで甘汁を汲ふやうな事に懸けては、中々抜臼があらう

　　か，（IO　66）

　乙巳文壇　igO5明治38乙巳年の文壇。

　○而してヂ良人の自畠」中下の二篇は実に乙巴文壇の塵児なり。（1　105）

つぎは，調査標本ではないが，調査標本の部分の文章の標題である。「丙午」は当年。

　○乙巴文壇を送て　丙午文壌を迎ふ　樗陰生（1　104）

　開回する

　○陸海軍改革の計画は俄然として着手せられ、滑稽笑ふべき齋風の武器は瀬次近継の進歩したるそれに代

　　へられ、大演鷲及び訓練は醐初せられ、fi本が大利益を博したる薪lil目度は次第に彼等に採用せられんと

　　すなり。（3　30＞

　各人生活　「各人」は「個人」，つぎにみられるように「共岡」と対語的である。

　○こは実に各人生活の為めに存せしにあらずして共同生活の為めに存せしなり。（4　71）

　頑的

　○下宿廃の名は大抵其家相当のものを附けて其名を聞くと直に其家はどんな所か位の想像が附く様でなけ

　　ればならぬ、然るに途方もない名を附けて済ましてるのがある、大きいのでは（略）、ハイカラなのは（略）、

　　頑的なのは臥竜館、時響館など尋ねなば猶多くの奇なるものもあるべし。（4　241）

　　　　　　　　　ま　り　は　　　ち
　鐙（くしび）　→麻理吐き散らす

　激

　○語を激にしていへば、中学校に徴兵猶予の特典を有せしむるは、偶々以て不成績なる学盈を庇保するに

　　過ぎざるのみ、（／0　11）

　現羅　あるいは薪現時」であろうか。

　○去れば其の陸海軍の如き現畢尚ほ幾分か戦時状態にあるものを除くの外は、自然心を籠めたる設計に非

　　ざると之を推測するに難からず、（3　1）

　後験にうけん）進移する　ギ進移する」はあるいは「推移する」であろうか。

　○惟ふに斯くの妬きの事相は、今碧に在りては来だ甚しきに至らざる可きも、歳月の進移するに従ひ、革

　　政の失敗するに伴ひて、大反動の醐起するに会す可し。我見謬れる鰍。将た謬らざる鍬。弦に記して以

　　て災日の後験に備ふ。（！i　3）

　国歌謡語　田本の歌謡の欝語。
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　○更に又一歩を進めて、国激謡語の変遷に就いて論ずるも、上来美文全体に関し論述せるところと趣を嗣

　　うす、我醐歌は、無論幾多特殊の例あるべきも、概抵して言へば、（8　付録　12）

　細長主義（さいちょう～）　太短主義（たいたん～）　あるいはヂほそなが～」ドふとみじか～」とよむ

べきか。つぎの第1例のなかのヂ細長主義」は，調査標本ではない。

　○此の薄く太平主義の最も適用されべき戦争に於てさへも、罪しもそれが始終原則となすべきものでなく

　　して、寧ろ細長主義を採用すべき場合が多くあると云ふことを一言申して置く、（1162）

　○又支那人は、賢女を間はず髪を細く長くして居る、而して譲国の入民は、其道の聴く総長主義と善ひた

　　いが寧ろ悠畏主義だ、（11　67）

このふたつの調査標本は，おなじひとつの文章に属するものであって，その標題は，つぎである。

　○細長密義と太短主義　　（略）　法学博士　和田垣謙三（1157）

　猿遜（さるどう）　猿の集戴のなかにおこなわれる遵義・道徳。あるいは「さるみち」であるかもしれな

い。他に，「団体動物道，象道，海狸道，蟻道，蜂遡といった表現もあらわれている。つぎのうちの「発

輝する」は原文のまま。

　○斯かる動物には必ず各個体に幾分かの利他、周情の心が備はつて居り、闘体内には必ず幾分かの利他的、

　　嗣情的の行為が行はれて居る、之は懸体動物に共通の性質である故、団体動物道と名くべきもので、更

　　に略して単に「道」と称しても窟しいが、此「遡なる者が行はれるに籔って翻体が纒まり、懸体とし

　　ての利己心を外に向ふて母堂するとが出来るのである、一二の例を挙げて見るに（略〉、蓬等は猿の蹴

　　体に行はれる遵であるから、猿道とも名くべき者である、（1　15）

　四月分題　→投吟

　識略

　○多年重鉢にあり、識酪群を抜くがために、官入間の資望極めて高きに拘らず、（5　2）

　子声（しせい）　蝉歌い縮める

　慈乾する
　　おくがふ　　めいまう　　　　　　じきう　　　　　こんじきぐも　　で　　　　　　ひ

　○億劫の迷妄やぶる慈賦して　金色雲を出るあさ日かな（3　90）

　死的物質　生活々

　○特に大直すべきは、余は宇宙が死的物質より成立せずして、生活々たる実在より成立することを単に信

　　ずるにあらずして、現に之を見たること是なり。（4　36＞

　置文　つぎは，罫桜雲遷という雑誌の広告である。

　○『沓冠』は賞を懸けて実力ある秀才の詞文を募り公平なる選評を加へて尤も車絶したるものを掲載すべ

　　し（3　広告）

　社会的人皇製造　煩糊救治策　煩悶通過後

　○真影目なる入生は煩悶寒菊後の生涯なり、故に社会的人間製造は嬢悶救治策に葬ず。（8　95）

　主想　や　　「や」は俳句の切れ字。

　○唯僅かに十七字串には、主想となるべき語を、何時も文法上の重要な位観に動くことは困難至極なこと

　　で、その為に「や」の字などに特異な矯法が起こったのみのことである。（7　41）

　悪闘政治　調査標本は標題である。

　○主民政治の第一歩　（略）　樗陰生（12　目次）

　純客観詩　ひとつの文のなかで、「叙事詩」とは別にあらわれている。つぎのうちのr仔」は原文のまま。

　○好情的叙事詩から進むて、殆んど劇詩を大成した門左は、純客観詩の緬値は認め得なかった。よし認め
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　　たとしても、それは、その季予情的叙事詩には必要でなかったのだ。（5　52＞

　浄尽する

　○風流灘酒塵念を浄尽せん事は入蜀記、呉船録、漫遊紀行、先暫叢談或は剣帯、菜根談杯最も適切にして、

　　面白かるべし（8　60）

　上銘する　「上に銘する」の一語化であるが，つぎの例のうちの漢文訓読の部分も，諸橋轍次・米山寅太

郎『広漢和辞典』のr万歳」の項は「上に銘して」と訓読している。

　○幽暗代の作たる「蒲京雑記」には、昭；1青の聴、茂陵の人宝剣を献ぜり、上銘して臼はく、直千金、舟万

　　｝寂：とQ　（2　49）

　触愛界　→唯ll虫的哲学

　進移する　→後験（こうけん）

　神統仏教

　○定家卿は再び岡じ社頭に夢想の告を得たり。此の時代に在って、人生の意義を解決すべき唯一の標準は、

　　神仏の教なり、而して今や神仏は歌道を認容せり、鎌倉室町を通じて、歌道の権威を維持せしものは、

　　実にかく如き評価なり、神統仏教の認容なり（8　50）

　鑛置（すみおき）　あるいは「筆置」のあやまりであろうか。

　○△筆罎

　　是は象牙彫、作り懸の霊芝。謂を聞けば、都にも然る人ありと聞えたる、近世象響彫の名人　　今は亡

　　き人一某氏の作で、矢張恩師絃葉氏から贈られたるもの・・由。

　　　△文鎮

　　頃合な水最の兎、何も作者が酉の歳であるから、其の七つ目（卯）をと云ふ訳ではないが、是にも深き

　　子細こそあるなれ。

　　奥床しきは其の口置、可懐しきは北の文鎮で。（1　65）

もし「筆概」のあやまりであるとすると，直後の「北の文鎮で」もヂ此の～」のあやまりであることになろ

う。

　生活々　→死的物質

　赤子天轟（せきし～）

　○一切の智を去り、徳を棄て、衿高惣大の思ひを葬り尽くしたる赤子天華の南郷的帰命の一念、（10付

　　録　1！7）

　詮表する

　○自然科学上の真理といふとも、亦復た入絡の趣味と粗結びて詮褒せらるるに及びて、そは始めて特殊の

　　光彩を発するを見るなり。（3　15）

　財源畏敬する

　○愛読書を得るのは友人を得ると隅じで、私に取っては一の機会ですよ。勿論大家の書物は懸服畏敬しま

　　して読みますが、愛読するといふ段に成ると、鍔の凝らぬ窪分に恋はしい本を読みたいのですよ。（3

　　40）

　太短主義（たいたん～〉　→細長主義（さいちょう～〉

　他性

　○恋愛の要は他性を独「駐するに在り、努は女に愛する丈け又女の愛は己れにのみ淀がしめんとし、女も亦

　　劣をして我が欲する屠のま・ならしめんと欲す、（9　5）
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　男学生　ドウスル熱　湧学生」は「女学生」の対語。fドウスル熱」はどうする連としての熱中めさま。

つぎは調査標本でない部分をふくむ。

　○然るに、今や又ドウスル連の勢大に衰ひ、女義太夫の流行漸く其度を減ぜんとするものあり。是れ蓋し

　　男女学生の交際梢々盛んなるに至れる為めなり。（略）是に於てか男学生の濫々として女学生交際に熱

　　死し、或は登楼し或は女義太夫の尻を遍い廻すものなきに至れる、誠に所鶴なしとせず。

　　されば、今の男女学生交際は、男学生の女郎買が、変じてドウスル熱となり、更に又一変せるものにし

　　て、之により、男学生の女子に接する形式は、進化の佳良なる位遣に達せしといふを夕べし。（3　1e＞

　調

　○　寄進年子

　　韻もあらず調もあらざる款体詩　書くひまあらばせんずりをかけ（8　付録　18）

　徴象詩

　○前にも申上候ひしが如く、小生は薪体詩と申すものを嗜み申さず、従って又我文壌に於ける徴象詩の其

　　の如侮なるものかを知り申さず候へば、（11付録　12）

　著：銭　→歌い縮める

　槌室貢（つし｝こう〉

　○一び召集の命下るや、槌積を捨て鋤翠を拗ち、（5　7）

　投吟　四月分題　　「投影」は俳句の投稿。つぎの冒頭「投確者」およびつぎの項琶「投陣中」をも参照。

　○投吟者の多き割合に佳句少し、今後とても捨つべきは遠慮なく捨つれど数あれば自然佳句も増加する道

　　理なればドシv御世吟を願ふと選者早るv申す

　　四華分題　自殺、日月星辰、花（何でも）（3　95）

　投樽詰　まえの項屋「投吟」をも参照。

　○前者は多数の投吟中余りに好日と認むるもの無き為め標準を低くせし結果採録せしまでにて（6　103＞

　ドウスル熱→男学生（だんがくせい〉

　豆腐屋主義　豆腐屋であるはなしあいての性格をからかって表現したもの。

　○ギ（略）僕の意志の薄弱なのにも困るかも知れないが、鑑の意志の強嗣なのにも辞易するよ。（略）豆腐

　　屋盆義はきびしいもんだね」

　　「なに此位強硬にしないと増長していけない」（10付録　22＞

　遠雲（とおぐも）

　　　　　　　　　　　　　　　　いは
　○ふる郷の遠雲見るとさびしきB巌にし立ちぬさすらひ人は（6　102＞

　新傘（にいがさ）　→うすら明ける

　　わんきふ
　二年級

　　　　　　　　　　　　ねんきふ
　〇十三四年醜に中学の二年綴で習ったマコオレイ卿のクライブ評伝の一節を思ひ浮べて弱る中に、（4

　　176＞

　は　藥ぶき　薪体詩の一軸としてあらわれたもの。

　○友よ、旅路は椰子の樹かげ、

　　　　は　　暑き藥ぶきのむろを出でて、（2　78）

　煩悶救治策　煩悶還過熱　→社会的人間製造

　葬倫

　○即ち大阪、神声等の監獄内には女囚聞に言ふべからざる奔倫の行為が演ぜられて居るのです、（7　11）
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　ひろつばさ

　広翼　新体詩の一節としてあらわれたもの。

　　　　ニだま　　　　　　　ふる
　○谷に反響し、樹を震ひ、

　　たかと　　　　　　ひろつばさ

　　高飛ぶ鳥の広翼、

　　山を藪ひて攻めにける。（9　90）

　貧乏大黒

　○又其の間より生々しき無落款のi画幅貧乏大黒の彫刻物等、一枚ヨ銭、一個五銭のやくざ物を見出だすに

　　相違なし、（9　111）

　封鎖攻撃　　「封鎖」と「攻撃」。つぎの留頭「第七」は，列挙したものの第七条。

　○第七堅忍不抜の意志極めて盛んなると也、旅順口の封鎖攻毛玉つながら之を讃して余りあり、（3　5）

　吹き込める

　○雨を捲いて颯とおろす一陣の風が、緑さんの麦藁帽を遠慮なく、吹き込めて、五六開先迄飛ばして行く。

　　（10　付録　42）

　不妥当

　O然れども之が為めに綱島氏の所謂見神の実験なとをは同く疾病的なりと速断することは此に反復して述

　　ぶる如く恐らくは不妥当なるべし（1122＞

　文芸一辺　　「理智一辺」をも参照。

　○故に学術なき文芸は、猶理知を欠ける情のごとし、人生は到底文芸一辺のものにはあらざるなり、（5

　　12）

　法閣

　○班鳩轡は推古天皇十八年麗月王十日夜半出火して魏々たる法閣鳥有に帰す故に（7　50＞

　ほがらニゑ
　麗甥声　新体詩の一簾である。

　○葺の心にふれ鳴るや
　　きんれい　　ね

　　金鈴の音におどろけば、

　　うつく
　　美し夢のまぼろしの

　　霊のきらひに現れて、

　　高天原の姫神の

　　　　　　　ほがらこゑ
　　よびます如き麗鵡声、

　　　　　　　　ひぼこ
　　「霞醒めよ、日槍。（9　85）

　翼片仮名　つぎの冒頭の「一」はひとつがき。

　○一通俗武士軍談（翻訳に翼片仮名と∫ド仮名との二種あり）（7　付録　4＞
　ま　り　は　　　ちら

　麻理吐き散す　鍵（くしび）　「霊」は，原文で「しくび」のふりがなをもっているが，「くしび」として

処理した。

　　おほんべどの　　けが

　○大嘗殿を汚しては、

　　しくび　　なさけ

　　霊の卜うしなひつ、
　　ま　り　は　　ちら　　ゑ

　　麻理吐き散す酔ひしれに、

　　やはらざ　　　　　　しニ

　　羅利のろふ醜のわざ。（4　216）

　みみかけめがね

　耳掛眼鏡

　　　　　　　　　　みみかけめがね
　○妻の婆さんが真鍮の耳掛眼鏡を掛けて、糊の刷子を片手に提灯を貼って居る。（8　70）
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名響町

　　　　　　　　　　　　　　　ホ　プ
○ソウシー嘗て1ヨへらく、（略）希望の外何等の用意もなく「名螢堂」に廻国の杖を曳かんとするは。少

　壮詩人の為めに殊に悲むべしと。（1　70）

滅減する　つぎは文章の標題である。

○海内思潮　官尊民卑の滅滅すべき徴候（2　63）

や　→主想

　ゆ

油帥うすら明ける

唾触的誓学　触世界　憲雛界

○著しアメーバにして其経験せる触琶界と慧撞界とを宇宙の全体となし、之によりて一種の哲学を立て、

　人間の所謂色、声、香、味、情、意の経験が此の唯触的哲学に合はざるの故を以て、人購の経験を幻覚

　なりとして、其哲学を妄想なりとして之を一瞥、否一触の下に拒絶する事ありとせば、（4　31）

夕木原（ゆうこばら）　→うすら明ける

抑揚弛張　→歌い縮める

呼高（よびだか）

○何となればトラストの多分は其資本の呼葛を大きくして暦るから、其に対するだけの利益を得ることは

　六ヶ争いからである。（4　21）

吏5き（りしゅう）

○乃ち彼等は、多くの場合に嘗て、知事又は郡長に操らる・活入形たり、斯の如き者いかでか民意を代表

　するを得へき、宜なり、今珊の市巨可村長等に、卜辞あるもの・多き8や。（2　108）

○其吏員が宮吏の古手にして、田臭多き時は、（2　109）

　理智一辺　　「文芸一辺」をも参照。

　○全然…種の詩的才能を欠きて、単に概念的なる理智一辺のみにては、書人は之れを正当に批評家と呼ぶ

　　を得ず。（7　26）

例類

○全軍悉く敵の仁恵を依頼して降伏するといふ如きは我が祖国の歴史に絶えて例類なき事柄なり（5　36＞

1916年
雲姻穫糊　→小点（しょうてん）

横使　調査標本でない部分であるが，「横使する」という動詞もあらわれている。

○彼の防疫の属行と云ふが如き、要は衛生の取締を厳にし、病毒の伝染を防遇するにあるも、其の属行を

　横使するに於ては、周醗の反感を惹起し、到底属行の薮的を達すること能はざるなり。何となれば、彼

　等属行を横糊するの極、腸煽誉児を以て赤痢なりと強ひ、横疲を以て黒死病なりと誤診し、感鷺を以て

　腸窒扶期なりと盲察し、重きに嶽って処断するが故に、両三Bにして治癒するが如き軽症者を、死に到

　　らしむる等のことすらあり。（略）

　　吾人は、近時の出版物取締を以て、斯の如き属行の横使なりとは云はず。（4　説苑　63）

思い窮めく

　　　　　　　　　　と○日時に彼は「挙銃を奪らうとするのだ」と思ひ閃めくと、忽ち絶大な恐怖に撲たれた。（3　説苑　21）

四郷　つぎのうちの「食量」は原文のまま。

○これ響けの食最を以て、あれ丈けの魁鑛を維持するといふ事は、吾輩には殆んど想像が鵡来かねる位で
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　あった。（6　説苑　51）

開口三時（～しょうじ）

○然るに彼れは、狭き舞台灘をなほ広く見するの力景を有す。開ロ1鍵時、興湧き、油乗り来れば、快弁縦

　横、論断明確、晦に皮肉を織り交ぜ、時に経管の色彩を施し、飽くまで聴著を魅了せずんば止まずと難

　も、　（1　説苑　57）

関税導体

○聯合側に於て愈関税団体が成立するときは…般に中立圏は損害を蒙むるのであるが、（6　公論　70）

起生する

○或は国家の視線の達せざる辺より、或は国力の及ばざる処より意外の変動が其内部的及び外部的環境の

　上に趨生し、（8　公論　22）

空黎（くうれい）

○出版物禁止の如きは、読者をして其期待を空ふせしめ、出版者をして多大の費用を空零ならしむると共

　に、併せて信用を失墜せしむるものなるが故に、（5　公論　78）

墨物食地帯（くだものしょく～）

○尚珊本より南に下る蒔には多くは果物食地帯であるので、即ち春夏秋冬美しき果物のみで生活すること

　の出来る野晒がある。（7　公論　52）

経済慾

○それ夜となく昼となく、其物質慾、経済慾を満足せしめんとして心を労し体を労す、（4　公論　84＞

光明海（こうみょうかい）

○限り無き郊野は黒ずみて拡がり、月は漸く高く登りゆく。薄金色の繊雲、月光を溶かしつ・挑として、

　月下に、光明海あるを想ふ。（10　説苑　44）

悟嫁する　諦理

○ウパニシャッドの極致は「汝はそれなり」（tat　tvam　asi）の諦理を悟讃する処にあったが、仏陀の本意

　は、知実の法に応じて来り且つ去るの、所謂、如去、如来となる所にあった。（6　公論88）

孤相性相

○彼が耳、臥鼻、口の姓相、秀出して、全体が却って縮まって孤稲に近きは、太だ感興あり。（8　　　63）

今田　　「先君」の舛語。

○先聡の遺書の前には、今霜も敬属せざるを得ず。（7　説苑　67）

死屍窮轡　あるいは「～鋤骨」か。

○従来歴史上に印蹟し来れるものに就て観れば其今嚴の隆々たる潔勢は多くは他の民族の死麗戦闘を以て

　築上げられると云ふも妨げず、（8　公論　4）

姦治団　つぎは，調査標本でない部分を含む。「男」は男爵。

○要するに後藤男の提案たる自治団は、其組織に於て自治の本義に違い、其為さんとする所の事業に於て

　全然政党と其趣を隅じうす。鮭れ自治行政を救ふものにあらずして、寧ろ更に自治体の紛翫を促すもの

　に罪ずして何ぞ。（略）是に於て吾人は男の自治醐を断定して、寧ろ無韻有害の提案なりと論ぜざらん

　とするを得ず。（12　公論　11）

止口

〇二藩の当局者に於ても一戦して直ちに撲夷の背はれ難きを知り、早速止兵に及びたればこの大事に至ら

　ず、（9　説苑　24）
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　主材

　○さういふ作家は好んで過去時代の生活をその倉ll作の主赫とする。（4　説苑　99）

　正直任侠

　○利益の為めに主義をニヨにするのは決して陶工任侠を生命とする貝本照民の名誉であるまいと思ふ。

　　（4　公論　147）

　小点　雲姻穫糊

　O其大輻ものには、往々ばさけて、纏りのつかぬものもあるが、小点の優秀なるものになると、殆ど東出

　　の名画を見るやうな心地がある。狩野の長厨ばかりでなく、四粂派の妙所をも参取して、雲姻襖糊たる

　　ところを揃くなどは、又なく上手であった。（10公論47）

　政治翻

　○如何なる国にても其始めて統一されんとするや必ずや之が中心勢力と称すべき政治覇あり（5　公論

　　15）

　性相→孤糊

　せんど　「たびたび」または「わざわざ」の意味の方言。文章は近松秋江の小説晒条河劇の一節。

　○昨Bからも、せんど電話をかけさしてしまひになって大阪へいきましたいふておいてその通りや。（8

　　愈1作　7）

　大平静

　○今や同族残害し骨肉相喰み干古の大惨周を現出しつ・果して何の顔色ありてか異教民族と報兇んや、

　　（8　公論　13）

　諦理　→悟深する

　てもとやく
　手元役

　○さりながら当役当職となるものも、園より膏梁の子弟たるは他の奉行と殊なることなければ、後には鮭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てもとやく　　　　　ひくわん
　　も多くは床の問の置物になり、実権は其下に働く手元役と云ふ卑官の手に移れり。（9　説苑　6）

　と（格助詞）　異悶の「と」で，文頭にあらわれたもの。

　○（略）ときいて少しは安心した。と同時に彼女は（略）（12倉【1作　60）

引用の「と」は，別あつかいにしてある。複年度語彙表をみよ。

　内閣員

　○故に内閣員の顔触を見ても賛否相半ばして居り、其E｛liに一致点を見出すことは極めて困難である。（2

　　平田　89）

　内閣役割

　○斯くて内閣役割の問題は今日尚行悩んで屠る。（8　公論　76）

　俳運

　○俳詣の研究と俳句革薪の運動とに就て或は其上に出づ。曽て二高の講師たるや、奥羽百文会を創立せる

　　が細き、東北の俳運に影響する所紗からず。（12　説苑　46＞

　××館　X×教会　　「ばつばつ～」とよんでおいた。

　○今夜から活動に1：liて唄を唄ふんですとさ、　X×館でね（7　創作　21）

　○私は此の間からX×教会へ通って腿る。（9　説苑　33）

　百徳　　「百行」が普通であろう。

　○しかし昔の諺にも緯は百徳の編と云ふ事がある。（1　創作　71）
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　不可抗的渇求　「渇求」という語がしられないが，文章中にはくりかえしあらわれる。

　○料れ彼等の生の慾求（Lebens　wglle）より発し、自己主張の本能より発する不可抗的渇求である。然り、

　　それは利害の打算を超越せる不可抗的渇求である。我国異の政治意識に覚醒せる範囲は、縦し1贋洋諸幽

　　民に比して狭小なりとするも、萄くも其覚醒せる範囲内に於ては、此不可抗的渇求が潜勢力として、欝

　　勃として横溢しているとは理論及び事実の共に謹明して鷹る所である。（4　公論　30）

　文輩会話

　○殊に氏が得意の「浅草物語」は一読平々坦々たる文章会謡の中に一味の哀愁晩霞の如くに流る・其淡き

　　淋しき惜趣は、そも何の言葉を以て説明すべきにや。（3　広告）

　民纏官卑

　○米園の如きは又他の極端に趨り、宮吏鋭選の余霧強くして民尊窟卑の風を生じ、有為の材は有消となる

　　を妊まずして簡二1：二業に身を投ずるを常として来たが、（4　公論39＞

　無象（むしょう）　→有象（ゆうしょう）

　結かえる（ゆい～）

　　　　　　　うち
　○髪は前夜の問に、備髪に結かへて有りましたので、（5　説苑　37）

　有象　無象　　「ゆうしょう」「むしょう」とよんでおいた。

　○泥を含む笑に充てる物語、有象より無象に通ふ神秘の暗示、平淡の中戦懐すべき恐ろしき説話巻申に充

　　満す。（4　広告）

　ゆずり　ヂおゆずり」で，経帷子の方雷であるらしい。

　○それでも母親は、可哀梱だと霧って、一晩とめて逓夜をしてやることにして、おゆづりを縫ったり、臼

　　い団子を買って来て上げたりした。（6　創作　ユ8）

甜本國語大辞典”i「おゆずり」の項目には，青森県三芦郡五戸および長崎県五島で，「死者に着せる衣」を

意味してつかわれるとある。ここの調査標本は，醗由花袋の小説旧いノ」・さい花還の地の文である。

　正則

　○我等自身の意志も、社会が我等に課せやうとするあらゆる律貝彗も、凡てが無効であります。（4　説苑

　　117＞

1926年
　家猫（いえねこ〉

　○一一生の中に恐らく二度とはlli来ないと思ふほど夜の目も睡ないで苦労して長い病気を．丹糖してやった二．一1

　　十何年前の家猫を徐うに追懐した。（6　説苑　22＞

　違憲法審査権　　「違憲立法審査権」のあやまりであろうが，とりあえず原文のままかかげた。つぎの引用

で，あとのギ違権立法審査権」も原文のままであり，その稚度0）誤権が多分にありうることがしられる。

　○成文憲法主義を採用したる翻家に於て、成文憲法の条項に違反する法律は有効であるかどうか？裁半弓所

　　は憲法に違反するの理由に依て法律の適用を矩語チするとが出来るか？換潜すれば裁判所は違憲法審査権

　　を右するのであるかと云ふ聞題がある。此の問題に就て従来欧洲講照の成文憲法註三義の下に在りては、

　　大体に於て、憲法に違反する法律や亦法律たるの効力を撫するものである、裁判所には違権立法蕃査権

　　はないのであるとせられて腸つた。然るにアメリカに当ては一八○王年マーベリー対甲マヂソン事件に於

　　る聯邦裁判所半ll事マーシャルの凋決以来、違憲立法審査権は米国1蕊政の根本下野として確立せらる・に

　　至った。（11　公論　6）
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営養資料

○弓田薄会社の供給する鉄鉱が、わが国製鉄事業の主要なる営養資斜であり、従て問会社の盛衰が我醐の

　生存上黙視し得ぬ重要関係にあることは、禦説するまでもない。（IO公論　97）

休抗

○価格変化のために各種の生産業が生田制限を行ひ工場閉鎖、四望を行ふことは止むを得ぬことで、（7

　公論　114）

京都七条引地　「～ひきじ」とよんでおいた。

○されば享保十一年閣正月に、三条正親町家の家来原田兵部が、京都七条引地で曲馬を興行したのが最賓

　　と思はれる。（12説苑48）

興味鞍馬

○又当時の芸人は往年のそれのやうに、芸道を磨く名人気質の者が稀なからで、其結果は興味豊蜜の芸術

　　であった手品も、無趣味の機械利用本位に堕落したのは実に遺憾である。（8　禁苑　21）

極小限　→極大限

　極大限　極小限

○機械が進歩することは、それがいよv自動化することだ。自動率に於て極大限へ進み、他動率に於て

　極小限へ進むことがその機械が進歩することだ。（9　公論　145＞

　勤死（きんし〉　つぎの精絹は人名。

　○五運是程之爾亜聖拙も勤死静も脳死可仕事時節、若今般他の儒者交代之轟に及候は“戸々不面霞至極な

　　るべきに（4　説苑27）

　草舞台（くさぶたい）

　○又延宝から寛延に至る大坂の芸人を集めた『半百人一旬』に、八人座頭との題で、「いろvの音を鳴

　　く鍛や草舞台」とあるから、寛延以蔚に大坂で興行した事も亦明かである。（12　説苑　61）

　原始法時代

○療始法時代に於ては、法雛と道徳とは渾然たる一一体をなして社会統制の手段として用ひられて屠ったの

　　であるが、（11公論　32）

　坑単側　　「坑主」は「坑夫」の対語。

　○折角任命された石炭調査委員会が、今少しく人心を新たにし坑夫側及び坑主側に希望を懐かしむるが如

　　き提案を為し得なかった乎と（6　公論　72＞

　高等政策

　○（乙）は国家の高等政策に関して支出せらる・ものを…切包含する。之はなかv大きい。大戦参加よ

　　り引続き盟智利撫征に関連して二千数百万円を使ったといふのも、主としてこの高等政策に関するもの

　　である。（4　公論　167）

　御多門（ごたもん）

　○二十篠日、陰、懲江戸御多門へ今度の変、返書来りし由。（4　説苑　40）

　胴亀（ごとう〉　あるいは「ごふゆ」「いつふゆ」かもしれない。調査標本の部分ではないが，直後に「四

冬」もあらわれている。

　○もと、傾斜地の山林を開墾した畑であるから小石交りの癖せ土で、現在に見積って四百円位の値段のも

　　のであるが、五冬に葺る辛苦に婿する報醗としての四百円は倒日な今の入閻を動かすには余りに薄酬で

　　ある、私共は先づ四冬の辛い労働を考へ、「ヒビ」や「アカギレ」に痛む手足を考へる、三百坪の病せ
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　　土を考へ、耕作交逓の不便を考へ、獲るところの耕地の時価を考へる。（4　公論　128＞

三樹交野　ゼ三樹」は松竹梅。調査標本でない部分であるが，つぎのように，「三点樹」という表現もあ

らわれている。

　　　　　　　　　　しやうちくばい
　○わたくしはこのごろ松竹梅といふ三点樹を昔の人がさう需ひならしてるる繋葉に感心している。松竹

　　梅といふと古い喬草であるが、松といひ竹と轡ひ又梅といふは樹の巾の珊兄妹であって、三樹交契のい

　　みじさ美しさは聯々としてわたくしの心に何かを囁いてくるのだ。木の世：界の王さまでなければならぬ。

　　実際この三樹交契を以って庭を作るとしたら最早何ものも要らない。（6　説苑　1！3）

　葭作農創定謙画　デンマークの政策である。

　○その農業様式が共問経営を本意とした麹偉農を主として居る。換聾すれば自作農創定計画に成功して贋

　　る（略）　（2　公論　49）

　社会的趨異　「趨異」という語がしられない。

　○俳聖が脚本を演目するに裁って、何ういふ形態を取るかといふことが、丁度芸術的個性が社会的下鞘を

　　何ういふ風に感情形態に輿体化するかといふことと岡じになる。（3　公論　29＞

調査標本の部分0）すこしまえには，つぎのようにある。「趨異をおこす」という表現もみられる。

　○観客は脚本を蕎動ずる集闇である。前に述べたところに拠れば、この栽たな行動の形態が即ち社会的趨

　　異である。見物は劇を見ることによって劇を行動し、そこに社会的趨異を起すのである。この趨異に於

　　て行動の典型を先駆的に具体化するものが、即ち芸術的個牲である。それはこの比喩に於ては、舞台上

　　の俳優である。（3　公論　28）

　象芽製頭｛象

　○是よりして半世紀以上の歳月は流れて一千八百〇九年に至り、拾もワットが八十三歳を迎へた　時、此

　　の「若き技術家」が新たに発明せる彫刻機械を取って先づ造り上げたるもの・一つは追懐深き亡友スミ

　　スの象牙製頭像であった。（4　公論　63）

　第一自蟹

　○此の書籍は、実にi｛．陽の外史著作、及び外史其物に対する、満腔の熱型主を披灘したるものとして、日本

　　外史に対する、当人第一自賛の文学と云はねばならぬ。（4　丁丁　92）

　調和表実験則解

　○調和表実験図解は瑠何なる素人と難も一見して理解し得る他に比類なき我出版界唯一・・のfl乏新研究書従来

　　彩色に関する著書が乏しいのは実に遺憾である。（4　公論　154）

　沈衰

　○人口の増加や産業の進歩の芋酒増加すべきであるのが、石炭消費上の簾田方1去の発達と製鉄及造船事業

　　の沈衰とのため絹殺せられたのである。（6　公論　98＞

　つんけんどん　　「つっけんどん」0）変異とみられる。

　○念のために声をかけたが、返事がないので今度はドンv叩いて見ると、ひっそり閑とした暗闇の奥か

　　ら、つんけんどんな細君の声が、いきなり手裏罫のやうに飛んで来たのでオヤと思った。やつばりみる

　　のだ。（6　説苑　61）

　劉片する

　○かくて田一一日と深く圏挙の精」liiiに到帯すると隅時に、時代の現状に対する彼の不満もRを追うて高まつ

　　て行った。（10　説苑　12）

　度外する
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○故に代表者が藩の利害を度外したとて、二目に於て相しも其忠誠を疑ふことをせぬ。（8　公論　131）

　縫いつぶし

　○帯のあひだから、融が使ひ古して、くしやvになった縫ひつぶしの鰐口が、凋んだま・に出たことが、

　　殊に遣瀬ない感じであった。（4　創作　229）

　八反幟　調査標本とはならなかったが，すぐあとに「五端幟」という語もあらわれている。

　○郵街談録違宝暦八年爾国で麿鳥兇世物の条に

　　此時岡所に八反幟を持ち、聡にて止め薦にて止める、年の頃十懸五歳にて、殊に美蹴なり、

　　とあるが、『続談海雲宝磨八年冬の頃両国橋前後にて見世物の条には、五端織を十六七の男いろvに

　　さして見せ候由とあって、年齢と反数を異にしてみる。（ll三二　50）

　必二日要素

　○しからば階級はなにか、それの本質的構成要素はなにか、それの代表的特徴はなにか、それに於けるそ

　　れ自身的、内在的、必異的要素または性質はなにか。（4　公論　24）

　央（ふ）

　○郷兵団結百心肺、帯レ箭人交荷レ鍾夷、茅舎模簸差整簾、家家多種淡婆姑。（4　説苑　118）

　触れ鋤かす

　○空間的に汽車といふ物体を、身体の全部あるひは或部分によって泊：接に触れ鋤かす位置にある人々のみ

　　を（9　公論　145）

　文壇ノ舞説

　〇三幸年前の「撲｛鐘小説」と、そう大してちがひもしない「大衆文芸」を文壌小窯に飽いて求めたとは！

　　（　7　　　　言憂、多琶　　　196）

　平易文章

　○讃して十二年のi日訳本は漢文体で婦女児童に解しがたいから此平易文輩の新訳を嵩ずてふことはり書き

　　を十七年版の親刻書に叙してあるのだが、（7　説苑　ユ4）

　呆たける　（ほう～）

　（）……日増に私の欝屈は強まり、叢官は凡て呆たけ、混濁を極めて蕎ざめ、窓の外には真昼の陽がカンカ

　　ンと当ってみるのも知らずにどろどろとまどろんでるた。（i　創作　228）

　法律原則

　○されば教会の立法乃至宗派の規矩する宗制寺法の如きも、國家の立法に反することは鵬来ぬといふのが、

　　近世の法律観であり、また我が邦に於ける法律原則でなければならぬ（（略））。（9　公論　132）

　焼鳥（やきこ）　火葬場で火葬する職のひとであるe一応このようによんでおいた。

　○無病で亡くなられたのでせう？」

　　焼夫は何もかも知ってみるやうに二つた。（11　創作　70）

　課史（ゆし〉

　○関ケ原0）役や大阪陣について徳川時代の歴史家の書いたものは、徳周を揮った談吏となるのを免れなか

　　つたが、労農政府治下の文人は、小説に於てさへ筆の自由を許されてみないのであるか。（6　説苑　126）

　らしらん　助動調fらし」と「らん」。あいだに句読点がないので，1蟻位となった。18ページ参照。

　○これ正理なり向後らしらんにきらはぬといふ説は信用せらるへからす（9　説苑　239）

　浪費者化する

　○最後に、資本家階級が投資階級化するや、その欄嘉すべき資本蓄積の社会任務に反して、無意識的に、
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容易に資本の浪費考化する事情は、投資網度そのもの・損益計算の欠陥に淵源する。（3　公論　81）

ユ936年

　藻方（えらがた）　接頭辞「お」をともなっていない。

　○尤も京都では、その頃、坊さんの藻方は皆祇園でさかんに折花暴柳をやったものである。大谷法窯と富

　　勇の齢なぞはもう耳にタコができてみて、廓では六条はんといへば、大したお大尽であった。（6　372）

　黒石（かわいし）　　→背負い上げる

　饗餐

　○これがやかましかった地方財致調整交付金の現下の姿であり、これが、今や農民にささげられるべく命

　　期議会のテーブルにのせられる唯一の饗餐である。（1　124）

　強力的態度

　○又我が軍部が外鷹に於て隅様の場合に採られるであらう強力的態度と異った『人目三遍態度をとり、且

　　つその態度によって窺態を収拾し得る1聾揺を表明したことなども（4　111）

　くらし
　生活する　あるいは，ふりがながおおく，「くらす」か。

　　　　　　　　く　らし
　○彼女が何をして生活してみたか。どうして猛計を立ててみたか、私ははっきりしたことはしらなかった。

　　（ll　劒作　111）

　経済的放麹　敗残四散する　「放i側は勘紐の意味。

　○だが審源があってもなくてもとにかくイタり一はトコトンまでエチオピアを搾取して、遠征による経済

　　的瓶華の償ひをしなくてはやまぬだらう。敗残四敵したエチオピア軍は、其期に及んでも得意のゲリラ

　　戦を忘れ果てて、理不尽な征服者に無念の一太刀をも浴びせず、飼犬のやうに羅を振るであらうか。

　　（6　246＞

　Case（ケース）　Case　Method（一メソッド）　Procedure（プロセデュア＞　1ヨ本語ではないので，

本来，調査の対象とならないが，ここでは日本文のなかにくみこまれてあらわれているので，調査蝉象とし

た。

　OCase　Methodの最新方式に鍵り、活きたるProcedureを内容とせる本書こそ、國際貿易の総ゆる

　　Caseの絢出たる集大成、蒲業通儒参考書の最高峰である。（7　169）

　毛猿（けざる）　“Tl｝e　Hairy　Ape”のN本語訳。訳としては定着しているようである。

　○「地平線の彼方」「毛猿」（ユージン・オニイル作）を読み了へた。（3　114）

　三隅陣線　「陣線」という語がしられないが、弓コ国語である。

　○希くば本稿及び下記略年表を索引として、抗日瞳線の徹底的検討を進め、対策の基礎：．1二作を完成されん

　　ことを望んで止まぬ。〈le　！86）

　小作官

　○之に反して今臼のやうに土地返還争議が深劾化するに連れて調停法が漸次に争議解決の力を失ふに至る

　　事は当然であって、此際小作宮其他が熱心に小作法の網野を要求するのは極めて自然である。（1　54）

　叢大弐象　「徴象」という語がしられない。

　○例へば國民政府は対支汁…ケ条、lj．1東出兵、満州事変等を、所謂国恥の簸大徴象として取り．．1，r．げてるる

　　ばかりでなく、之を学童の教科書にまで、織り込んでみることは、明瞭なる事実なのであって、（11　149）

　沙上偶語

　○左様さね尻口の合はぬ話だね沙上偶語といふ奴だらう。（5　創作　41）
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　承唆満帆　　「示唆」とギ満帆」とのむすびつきが意外である。

　○支那を臣ざして全羅界の資本主義が爪牙を尖がらしてるる今田支那マルクス学徒のものせる自国経済論

　　こそ承唆満帆！（ユ　166）

　叙文

　○依田翁の叙文は金色夜叉のなり。翁と山人とは心友にて、紅葉全集の終に翁が執筆せられし細1葉山入

　　伝」の中に（略）　　（9　409）

　錘数　増錘する　「錘」は紡錘。

　○すでに述べたやうに、購本では勤労大衆の貧嗣のゆゑに国内帯場が狭く、依存する海外市場の実需が不

　　安定である。だから、増則せる錘数をふくめての全設備は絶えず生産制眼すなはち「操煽によって、

　　市場との調節をはからねばならない。紡聯カルテルが成立して以来（（略））紡聯カルテルが操短しない時

　　は一度たりともなかった。（4　97）

　盛　一応fせい」とよんだが，あるいは「じょう」かもしれない。つぎの蟹頭は，ff本鋼管株式会社の白

石元鷺郎をさしている。

　○鋼管の白蕎のことに触れたが、彼れまた盛衰記の「盛」に該当する百パーセントの立役者である。（1

　　306）

　背負い上げる　ダツ　河石（かわいし）

　○私たちは燧道用材料などを、県道近くまで引き上げた。引き上げるうちにも、水はどんv増して来た。

　　野冊畢々の酒村は、末窺二尺のダツを三人が・りで、背負ひ上げたが、足下の河石が蓄でヌルvして

　　みたので、滑って天竜へ嵌った。（7　創作　57）

　旋条後装銃　針打銃

　○旋条後装銃（フランス人にはシャスポー銃、ドイツ人には錯打銃）と1コ径の大なる大砲の完成とは、…

　　層下下の広い散開隊形を必要ならしめ、（6　218＞

　増解する　→回数

　退屈生活

　○百間、百鬼幽先生の芸術は万代を逓じてそのユニークさに於て独歩するものである。我らは氏によりて

　　退屈生活に新しき一つの面を賦与せられたと欝ふも過欝でない。（8　広告）

　体系存在

　○さうしてこの歴史の流の永遠なる岸は、それを流と共に包越する所の宇窟的な体系葎在のうちに成立す

　　るものである。故に吾々は歴史の分散性なる概念は包歴史的体系全体姓の概念と矛盾せぬばかりではな

　　く、却ってそれによって要求せられるものなることを知らねばならぬ。（3　30）

　大実在

　○ぎ大実在の1暴流は永遠に、無始の実在より、無窮の実在へ向って奔流す……」と彼が網造した哲学は、

　　刻々流転の実在の宇宙観を展開する。（9　227）

　だしぬける　これの「だしぬけて」とともに，「だしぬけに」もみられる。

　○大由師の博徒が其処へ、だしぬけに、ヌイと立つた。やくざ、ならずの礁入が多い、日説いて靡かぬ腹

　　　　　　　　　　　　　　そねみ
　　いせと、見せびらかされる猜とで、告げ口、蔭目が思遣られる。それな、だしぬけてヌイと立つたわ。

　　（　1　　　　倉Uイな三　　　16）

　ダツ　ゆ背負い．ヒげる

　……的ファッシズム　「…一．」の部分は伏せ字で，よまなかった。ここでの伏せ字は実は7字分ある。
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　0彼等の社会的認識は、薫・…五事件を幣後して…………・……・・的プアツシズムの勢力を、腫物にさはる

　　やうに、そっとして押し流すことを、最上の策とした。（2　89）

伏せ字を，よまずに処理することとした結果，たとえば，つぎの伏せ字をふくむ部分3箇所は，伏せ掌でな

かったならば語としてかぞえたが，いずれも無視することとなった。

　○女子では男子に対応する……は経水であり、このために女子は三tllに不足し男予はjfllに有余ありとする。

　　ところが気においてどうかといふと、男子は気に不足し、女子は気に有余ありとしてみる。そこで……

　　……によって女子は………………けて、その」飢不足を補ひ、男子は女子から気を採ってその気不足を嫡

　　つて、そこにltllと気が早衡する。（2　257）

　敗残四下する　蝉経済的放」飢

　鉛打銃　→旋条後装銃

　避止

　○交戦圃体の承認を行ふに依りて承認團たる第三閣の負ふに至る中立義務串には晦から飼れの交戦者を援

　　下することをも避くるの避止の義務の外に、嶽己の領域が交戦者の一方の戦争行為を行ふの地域となり

　　又は交戦者の一方の作戦の基地となることを防止するの禁遍義務を存し、（30　32）

　蜜古色食

　○窟澱三食に飽きて魂の鰻ゑてるる彼も、晒巷に姑淡な生活を送ってみる藤村を眺めて何か精進する坊三1三

　　にでも眺めたやうな気もちで、喜捨の一念を発起したのかも知れない。（2　27ユ）

　Procedure（プロセデュア）　砂Case（ケース）

　便性　つぎの陽カタルでは」は，腸カタルに対するその薬の服用ではの意昧。

　○消化不良性の腸カタルでは、溝化酵素の分泌が豊富となり、その作網が賦活されるので便姓が良好にな

　　る。長い間色々の薬を用ひても効果のなかった常醤性の下痢便が、この薬の数日間の服摺で正常の軟便

　　となり、驚かれる方がよくある。（7　337）

　奉安祭

　O南兼に於る孫中出先生の奉安祭の数日闘であるから、（H　IO7）

　三宝的舶用

　○本剤の注射は某重臣の老衰恢復に試1…Bせられて著明の効果を児たる以来、為政家、実業家、学者、文入

　　の賦活剤として近時掛床医家より薬宝的賞用を賜はりつ・あり（1　320）

　癖せ蒼ざめる

　○だが、彼の神経質に欝せ蒼ざめた顔にも兼三の名を聞いたとき、サッと通り過ぎた暗い影があった。

　　（9　 倉ljイノ葬　19）

　病み璽る　「～かさなる」よりは「一おもる」であろう。

　○しかし蛋涯病み重って行くばかりで癒えることのない病を背負ったこ・の入門には、秋が来ればまた秋

　　の悩みが始まり、所詮死に到るまでは解き放たれるといふことはなかった。（10　欄作　40）

　良心さ　　「良心」を形容動詞あつかいしたことになろうか。

　○あれだけ糖細な背娯的な観察を加へ得た氏の学者的といってよい熱心さや良心さに敬意を払ふべきであ

　　らう○（4　55）

　ロマン流

　○青い花（ノヴアーリス著、旺i中克己訳）　著名な隣マン流の代表作。夢幻的、象徴的な詩境に愛と家教

　　を追求せる神秘なロマンス（3　226）
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1946年
一国　つぎは，園後島南都を泊湾からみた犠写であるが，地理関係は伴然としない。

○その不吉な木の揺れる砂丘のあたりから、ケラムイ岬の雁根にかけて、一思にひろがる六百戸近い漁師

　部落、それが目ざす千島列島屈指の植内である。（12　56）

　うけがい従う　直前および直後に，ヂ服従」「信従」といいかえられている。

○この神の審判に対しては服従あるのみです。

　　「もし汝らうけがひ従へば、

　　　地の美産を食ふをえよう。

　　もし汝ら孕みそむけば、

　　　柳田らを呑むだらうQj

　　すなはち神の審判に対する信従によって、国民の興亡は定まるのであります。（ll　84＞

打畳む

○もとのやうに打畳んで封筒に入れ、他の一通を取ってまた読んで見ると前のものとは全然ちがって、こ

　　れはどうやら文学青年か何’かの筆らしい。（1　90）

　えぼち

　役する
　　つ　　　　　　　　　　いしむら

　○鍾ぎ登れる　石群を

　　た　ユ
　　手越しに越さば

　　越しがてむかも

　　　　　　　　　　　　　　　　　えだち
　　といふあの歌は、この御代に民が役した時のだといはれてみる、（5　90）

更言する

○更に同中佐は喬ふ。『此の顛きを以て軍部に政権の来るべき、更婁すれば軍部が中心となり政権奪取の

　　ための計画案を九月初旬までに構成せられたし、政綱、政策は政権奪取後に於て攻究立案する云々選と

　　（3　62）

　高荘　あるいはr宏藏」であろうか。

　○いまは療養院になったり、「休息の家」になってみるもとのツァールー族や貴族、畜豪の離営や宕翻1の

　　豪華な、高蓑な建物が高く低く濃い緑の木立の中や鋭い岩山を背景として点々として建ってるる。（4

　　68）

　古墳人　古墳時代のひとびと。

　○古墳出土の入骨はさきの石器時代の原日本人とはかなりちがっていて、現代の畿内人に近い特微をもつ

　　ている。現代の畿内人は朝鮮人や中国入とゆう蒙古人種と近い体質をもつているので、この古墳人は原

　　N本人と大陸人との下墨卜した入種であり、現代畿内人はこれにもっとも近い人種なのである。（IO　60）

　昨電　→数電

　支持力

　○しかし彼らの不幸の根本は、軍隊を唯一一の支持力とする、これら皇帝の専制政治にあったのである。

　　（1012）

　数電　昨鍛　「電」は電報，「数」は数通。「昨」は昨日の意味であり，つぎの引用で，あるいは「電見た」

　　全体にかかるかもしれず，そうであるならば，ヂ昨」「電」それぞれが一語でなければならない。

　○便船あり、改正暗号及び昨夜認めた犬養健嬬あての書状を托し、また数躍を犬養首相に送る。

　　笛十一電、第十二電。
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　　「圧電見た。豪方順調に進行。（略）暗号改蕉送る。（略）」（8　88）

政榴芝居漢乎

　○ジャーナリズムの希望的な煽動と、政治的訓練のない勤労大衆の切実であっても漠乎とした要求に動か

　　されつ・、膚己の政治的思惑と個人的野心とを織りまぜて、このi日政治勢力の佳組んだ政権芝居の渦中

　　に得意になって飛び込んでしまった。（6　4）

　大死する

　○新生といひ更亜といふのは、…たび大死して得られる境地を指すものでなくてはならない。（2　24）

　消幕　朝廷と幕府。

　○方今の形勢より察するに、朝幕の問何時兵端を欝1くべきやも測り難く、（9　60）

　漠乎　→政権芝居

　爆破炎上する　由動詞「炎上」が，複合の結果，他動詞としてあらわれている。あるいは，つぎの引用で，

直前は絡助詞「が」であるべきであって，やはり自動詞であるか。

　○匹1月…frlの第三日の攻撃はパラオ島の北東方鷺撒二十五Illilの精算軍の重要な通信基地ヤップ島に向けら

　　れ、建設中の飛行場ならびに軍用無電局および海蕨電信所を爆破炎上した。（1284）

　友誌　つぎは編集後記の・一．一節である。「改造」は雑誌名。

　○友誌改造のことは暫くおく。（4　112）

　留用（りゅうよう）　中國語’liuyon9’である。

　○私はすでにその時分、どうなるのかと杞憂してるた留用が解除されて、自分の体になされ、他の法入並

　　みに帰國の準備を急きたてられる身の上となってゐました。（6　84）

1956年
　一貫連続する

　○もし国鉄十三日謀議が存在せず、それと一貫蓮続している圃鉄十五［ヨ謀議の成立つ動機がないことにな

　　れば、被告全員はそれだけでただちに無罪釈放されなければならない。（8　117）

　以内　「以上」「以下」あるいは「以外」とことなり，普通は独立したり遮体修飾をうけたりせず，した

がって独立もしないが，つぎでは，直前の語句との関係により，独立した。　20ページ参照。

　○私たちは畜産に関する第六次五ヵ年計澗が、五ヵ年の蘭曲でなく、二年乃箆黛年以内に遂行される条件

　　が備っていると、多くの代表が述べていることを嬉しく思う。（8　369）

　インチ　→列機

　エス
　Sプレイ　　→旨趣

　町人

　○この歌の中で「たのしいことの好きな入」というのは、「正しいことの好きな入」という原句から鉱じて、

　　幼稚園の子供たちに普及してしまったのだろうけれど、この転化の中に、懐人の秘密がふくまれている。

　　　画人とは、蕉義の問題を、たのしげに解くことのできる入だ。（6　346）

　下部気道　→上気道

　変り移る

　○首相は憲法の解釈は変り移って来たというが、憲法制定当時はあらゆる戦力がいけないと思われていた

　　のに、いまは自衛戦力はもってよいという解釈になって来たというのか。（5　92＞

　企業転換
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○もっと企業転換や施設の近代化に積極的に協力しながら同時に勤労考の生活水準をも高める、（3　70）

撰毘

○私は、（略）編田氏が、文を結んだ「君語は果して手段であるか考えよう」と書うことについて、なぜ

　私が難語を手段と需つたかという好掴の問題を提げて、費見を問うたのでした。（5　186）

財塵犯罪　つぎは，調査標本でない部分をふくむ。

OS字型は、本来、財産犯罪が戦時および戦後にたどる経過であるから、このことは、少年の王入は実は

　財産犯罪つまり窃盗や強盗とおなじメカニズムのもとに犯されていることを物語るといえる。（2　202）

浅然的湖心　文化的世代

○明治大正の文学はヨーロッパ文学の影響によって形成されながら、このような自然的貴代と文化的世代

　の一致という幸福な事態には一度もめぐまれなかったので、いわゆる「世代」の交替は、父子の争いよ

　　り兄弟の喧嘩に近かったのですb（6　273）

上気道下部気道

○これらの人々に「皆さんは上気道を使わずに就眠されるわけですが、砦さんの中で斯を多少でもかいて

　眠る方はありませんか」と奪ねたところ、金貴軒は縁なきものとなったとの箒であった。今後下部気道

　より睡眠中だけに起り得る特殊1呼吸音が発表されない隈り、軒は上気道に関するものであるといえるの

　ではないかと思う。（2　187）

　生体躍気　生物灘気　物理電気　ヂ生体電気」と「生物電気」とはおなじもののようである。

　○まるでナポレオンの進軍ラッパに激励されたように、生体電気と物理難気とが誕生したが、物理電気は

　　急速に発展したのに、盤物躍気がクローズ・アップされたのはつい最近のことである。それもそのはず、

　　生体を流れる電気の幽霊は百分の一ボルトから十万分の一ボルトといった弱い電気であるため、簡単な

　　電流計の針はビクとも振れなかったからだ。（6　258）

　生物電気　帥生体電気

　テストマシン

○技術関係者にいわせると、テストマシンも十分与えず、いわゆるスペック（仕様書）も十分廻してくれ

　　ずに、米軍域外買付のため、及び自衛隊自体のための生産活動をやれといっても無理だという。（9　182）

独立映画

○独立険画に、松竹なんか今日までずいぶん協力的だったが、（10202＞

　担い（にない）　痘前に動詞「担う」があり，それを名詞化してうけたものである。

　○勿論戦闘消費は敵味方同：ξ霞こ要るのであるからそれを下げることはできないが、他の消費を縮める事に

　　　　　　　　にな　　紙ってこの量を報うことができる。由来歴史を変えた新興民族は、その担いに耐えて能く既成数字を突

　　銘したのである。（7　i74）

　百五牽万’標準台　　「標準台」は咤】岡の単位Q

Oゆ園の完全な農業機械化に必要なトラクター数は贋二瀬追撃翌百五十万標準台（十五馬力〉というが

　　（（略）〉、　（11　　343）

　物理羨望気　→生体電気

　不鋤心

○もう一需つけ頒えるなら、人1韻まど不安なものはないのですから、われわれは不動心をもたねばならな

　　い、ということです。（2　261）

　文化的世代　→自然的世代
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法案捉出権　法律担否権

○大統領は行政府の長であるとと．もに、麟船軍の統帥権をも持ち、すべての官吏の任免権を握り、屡民議

　会に対する法翼提出権と法律拒威権を持っている。（5　157）

法律姫否権　→法案提鵡権

ボスる　ゆ心機

より頼む

○だから党は大衆と密接に結びつき、大衆により頼まねばならず大衆から離れたり大衆の上に繊たりする

　ことはできない。（ll　313）

　　　　　　エス列機　インチ　Sプレイ　ボスる

　　　　　　　　　　　　　　　エス○しかし、列機の若い搭乗員たちはSプレイ（海軍隠語で芸者買いの意）もしなければ、ボスる（岡じく

　交接の意）ことも鋪らないで死んで行く。インチ（隅じく恋人）もいることだろうに……（ll　l33）

1966年
　稼得春

　○もともと日輪の賃金は、独身主義とでもいうべき性格をもつている。初任給はいうに及ばず、結婚年齢

　　期になっても三十歳代になっても、支払われる労賃は、稼得as一．一人ぶんの生活費程度でしかないばあい

　　が多い。（略）欧米ではそういうことはないQ労働力の再生産費の中には、薦こ偶者の召三活費も含まれて

　　いるからだ。（3　164）

　群蓋（ぐんおん）　詩の解説の一節にあらわれる。

　○ここで、詩人の眠りをやぶる「裸足の心心」とは何なのか。（6　442）

詩が崩用されているわけで，その詩はつぎのようにはじまる。

　○夜半の

　　後頭の辺りから

　　流れる裸足の群音にめざめた（6　442）

　群婚観測所　→等々（とうとう）

　口上する　動詞の例はしられていないようである。

　○孝蔵主は豪惑した。淀殿に婿しどう計らっていいかわからない。どう日上し、どの程度に淀殿の世話を

　　やくべきか　　さてわかりませぬ、どのように致せばよろしうございましょう、と寧々に問いかえすと、

　　（12　277）

　簸大目的国

　○はじめに書いたように、インドネシアは今度の旅の叢大目的国であり、滞在期開もIWilのおわりから六

　　月巾旬までともっとも長かった。（1269）

　撮影カバン

　○彼は背にナップザックを背負い、革の撮影カバンと㌶脚をもっていた。（11386）

　死体血　死体から採取した鏑蔽。

　○死体血による輪i餌ま、一tttt一九三三年にソ連ではじめて行なわれ、アメリカで一九三五年に始められ、欧米

　　霜露の一部ではかなり使用され、（4　34）

　時代内存在　→世界内存在

　社会内＃在　→世界内存在
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旧地

○奈良時代には賜姓といって朝廷から姓氏を賜わることが頻繁に費なわれたが、帰化入たちは慣例に従い、

　その旧地によって姓を賜わらんことを請うている。（9　247）

純粋観念　専門職者　つぎのうちのにつの職業」は，医師と教員。

○読み終って私は主役として登場した二つの職業は純粋観念の上で共通なのであって現実、更に爾者の組

　合に及ぶ時全く劉じものでないと感じた。専門職者は正しい権威を願うとすれば医師会の考えが麹然で

　あろう。教員維合の場合残念ながら臨らの專門職意識は薄いように思えてならない。（3　44）

消費圧力

○このような“消費者”は毛沢東の基本的思想（（略〉）に反するものです。しかし、現実には、毛沢東の

　革命、毛沢東の申鷹の将来像に反するような非常に危険な消艶圧力が働いている。（11　152）

f消費者」については，この部分の直麟に，つぎのようにある。

○［コ紅をつけたいと思う上海の若い女性、腕時計が欲しい労働看、トラクターが欲しい農民などは消費物

　資が欲しい、もっと余暇が欲しいという、一方、岡じように技術者はもっと良い科学設備が欲しい、解

　丁目の士官は現代兵器や核爆弾が欲しいということになるのです。（！1　152＞

小封　　f大封」と三下になっている。

○目下・大兵を持つ以上人はかつぐであろうが、小封ならば入はかれをかつぐまい、と秀吉は兇た。（10

　378）

植民国家

○そして、多民族国家という場合は、これを植畏国家をごまかすための講弁である場合が、弊常に多いで

　　しょう。（玉　242）

　翻印（しるし）　　「幽」はよまなかった。「印」はあるいは「じるし」であるかもしれない。

　○則寸の上に騒印のある日は日曜日であることを示している。（6　468＞

　政治診噺

　○この騰民の賢明な政治診断、健康な平和感覚にそむいて、佐藤内閣が安保体制の長期瞬定化や舛米協力

　　強化に走ったりすると、聞きびしい国民的反撃を生むにちがいない。（5　30）

　世界内存在　購三内存在　社会内存在　普遍存在　つぎは，調査標本でない部分をふくむ。

　○しかし、もし人間がその三界内存在によって、独自な普遍存在の集約的構造である、その時代内霧在、

　　社会内存在によって定義されるとするならば、文学の本質的な役目は、選界内存在を歴史的に特殊化す

　　ること、つまりそれを永遠の構造としてではなく、旧慣1的弓会内存在、つまり歴史的全体化としての社

　　会内存在として示すことによって歴史的に独自化することであろう。（1161）

　世界法廷

　○いずれにしても、世界史がそのまま三界法廷をなし、正義は歴史のうちに実現されるのだとすると、こ

　　のような歴史の現実をはなれて、これの正邪を審判する法秩序を考えたりする必要はないわけである。

　　（1　151＞

　設｛蒲循環

　○以上の昭和四一年から出発するであろう設備循環の姓格、そこでの財政・金融政策の在り方を十分考え

　　に入れた上で（2　2Q9）

　専門職者　→純粋観念

　タイムズ→ファーム新聞
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　等々（とうとう）　骨髄観測所　「等々」は，「などなど」かもしれないが，いずれにせよ，その饅：前の

部分との関係で，単位として独立した。　20ページ参照。つぎは，調査標本でない部分をふくみ，「探知」

は地下核実験の探知。

　○最近類三等で探知隠的のために発達した群列観測所の構想は、純粋地震学の立場から遠地、近地をふく

　　め小地震の観測のためにも大変有効で、わたくし麹身その計画をもち、ようやく一都が堂平微小地展観

　　測所としてできあがった。今回のスウェーデンの提子で高度の資料といっているのは従来の観測資料以

　　外にこのような群列観測所の資料のことで、現在これらの適当な交換は未組織である。ただ引三等保塚圏

　　にはあまり存在しないので、その建設を推進することも議題となり、また米平等の大観測所の公開的な

　　地震観測資料交換にどのような参加をもとめるか。米英仏に鑓分している環在のセンターとの関係は、

　　等々かなりデリケートな問題も話題となるだろう。（6　39＞

　特落ち　「特」は特ダネの意味。つぎは，ある事件を報道しないことを，新聞社開で協定したが，そσ）協

定にくわわらなかった聖職社が事件を報道したことを，いっている。

　○スクープの栄光をすて、自らつくられた「特落ち」は、一夜にしてむなしくなったのである。（6　182）

　苗代田植

　○直播は熱帯牲栽塘法だから寒害にはもっとも弱い。それにくらべると、苗代田植はかなり寒膚から救え

　　るのである。（12　394）

　鶏軽国会　H本韓1翼1間の外交問題を焦点とする驚会。（3　47）

　○日韓蜀会で露呈した醜状も、けっきょく、外交と国防という最も基本的な争点についてのコンセンサス

　　の欠嫁という問題に帰暗するのであって、（3　47）

　ファーム新聞　タイムズ　「タイムズ」は新聞名，ニューヨーク・タイムズ紙。

　○レストンはAP通信のスポーツ詑者からシンシナチの“ファーム新聞”にいたとき、§タイムズ醒にス

　　カウトされた。（6　208）

　　　　うそぶ
　ふくれ響く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おがみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おも
　○問時に、鎌継を踏みしめて立つ女のすがたは、男神のように異様に築きく黒ぐうと彼の面さきに追って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うそぶ
　　兇えた。長い髪がみだれて荒あらしく渦を巻き、丹摺の衣が風をはらんではたはたとふくれ癩き、た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほおずき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かがや
　　だ暗い顔に光るふたつの隈だけが、夕陽を宿した鬼灯よりも赤く妖しい絃きを放っていた。（7　338）

　ブチまくる　「ぶちあげる」または「ぶちあげることをしまくる」の意味。

　○閉さきの道や橋にしか興味と関心を示さない選挙民に蝉して「あの道はおれの力でできた」とブチまく

　　る田中に、湿気が集中したのは当然かもしれぬ。（ll　282）

　物財

　○現にガルブレイスが指摘しているような高度工業化、高度消費時代における人間の欲求不満の問題が、

　　この日本においても、数年ほど離から重要な社会的課題の一つになりつつある。しかし、さらに経済が

　　進化し、これら野馳への欲求から人類が解放されたとき、次なる欲求に対して、経済学はなにをなしう

　　るかという問題である。（12　147）

　普遍存在　峠世界内存在

　補整財政

　○わが岡の政策史上においてはじめて補整財政の考え方を導入し、f経済活動が活発な際には財政は縮小

　　し、逆に民闘経済が不況のときには手数規模を拡大することが必要である」（（略））という立場から、

　　不況の克服を第一の目標として編成された「大雪蛙積極」予算であるということができる。（3　99＞



348　語彙表注記

民権家　自由民権運動の活動家。つぎの「馬場」は馬場辰猪。

○それは、あくまで、民権家としての馬場の個人的な運動、あるいは、馬場が末広重恭、大石正配、｛左狛

　鰯平などとともに組織した屡友会としての活動であったように思われる。（10　391）

優位する　動詞の例はしられていないようである。

○医療と教育はいわゆる「社会開発」の二大支柱である。この灘での政治の空白はおおうべくもない。ビ

　　ジネスの優位する社会において、直接の経済的生産に痕結しない（略）これらの分野は、放撒しておけ

　　ば悪化の道をたどる公算がきわめて高いのである。（2　105）

優越意識　「優越劇とはいささかことなるようである。つぎのC当時」は，魏志倭人伝のかかれた紀元

3世紀ころQ

　Oその思い違いや錯覚のほか、墨時の中園入の優越慰識からくる主観的な解釈も加わっていよう。（6

　　364）

落回する

　○武田家滅亡の後、馬場の一一族は、諸国を落演し、やがて土佐の国に移り住んだ。（6　4！6）

　歴史的本能

　○しかも、指導者たちはいかに左寄りでも、歴史的本能が強い場合もあり得る。ベトナム人は片時といえ

　　ども、慮分たちを中国の版図の南端の都護蔚になり下がらせるような運命に甘んじないのではあるまい

　　か。（10　196）

1976年
　イエ世尊貝彗イエ型組織原則　イ工的結合　「イエ」は，日本史について提出された概念。「ウジ」に対

立し，それにかわって形成された社会的主体であるという。つぎは，調査標本ではないが，その財工」を，

文章中に呈示したところである。

　○前［n］も説明したように、われわれのいう「イエ」とは、この時期に原型をもつ一種の経営体をさすので

　　あって、それは家父長制、家産制、家族などの類似の集団とははっきり区別されなければならない。

　　（3　57）

　家・選社会

　○しかし、じつは、わが国の高蜜度社会は、欧米のそれとはちがって、きわめて特殊な構造をもったもの

　　である。あえていえば、それはE本的な「家」と「道」の二元構造の社会、といっていいだろう。

　　　では、そういう「蜜・道絶会」とはいったい何か、（略）（8　75）

　一律徳政　一律徳政全　ゼー律徳政」は，対象である階層を限建しない徳政。「一律徳政令」は，そのた

めの法令。

　○「（略）農民への徳政令は、地侍にも自然とその効果がおよぶのですから、なにもしつこく一律徳政を

　　要求する理由はないのです」

　　「（略）しかし一律徳政令で得をするのは、たれだろう」（3　395）

　一室住居　宮建築

　○それまでのH本四稽は、だいたい「小型一室住居」を原劉としていた。たとえば、伊勢紳宮でも鐵雲大

　　社でもいい。その本殿建築はきわめて小さなものである。（略）だいたい一室住居とみてさしつかえない。

　　おそらく、これらの富建築は、当時のもっとも立派な貴族の家を模したのであろう、とおもわれるが、

　　それにしてこうである。他はおしてしるべきだ。（1069）
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隠蔽社会　仲暴露社会

歌いはやす

○幕府の事後処理の拙劣さについて、ものみ高い京童は、

　　i’いなかにも京にも御所の絶えはてて、公方にことを嘉吉元年」

　　と落酋をかかげて、歌いはやした。（2　345）

追い求める

○にもかかわらず、大多数の読者は、ディスクールが安定していた時代の文章をノスタルジーをこめて遷

　　い求める。・（2　56）

　思いあぐねる　一一般には「かんがえあぐねる」であろう。

　○そして、難儀を苧想して不安にかられている聴衆をどう扱っていいか思いあぐねて、彼は都合のいい演

　　説を考えついたが、これはわが政治家が羨望するていのものだった。（6　138）

　カイ貸ス　→クロノス

　費間

　○そしてその「挟々」の漢語目合と調和を取るには、どうしてもあらかじめ「費問」といふ古風な轡葉を

　　使っておくしかないのだ。（2　277）

ここは，ひとの文章を批評していて，その批評されているものはつぎのようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あう　○私の交友は誰々かとお尋ねになるのですか。費問は私を惚々とさせます。私には友達といふものがない

　　からです。（2　274）

　クUノス　カイmス

　○生と死の連続牲と、生と死の対立、　　生と死の関係を窯題とするときのこの両面作戦は、劣綜教的風

　　土において死を小説内に取りこみ、小説のなかに死をめぐる《ク環ノス》と《カイ隣ス》の二重の時間

　　を流動させるための、おそらく唯一一の方法である。（8　347）

つぎは，調査標本ではない。

　○フランク・カーモードによれば文学作品における時間はホメロス的な継起的時購薫ク日ノス》と、聖書

　　的な危機的時間《カイqス》とに分けられるという。始めもなく終りもなく、すべてが現譲三時の連続的

　　継起として展開してゆく時間《ク隣ノス》。（略）それに対して《カイ醸ス》とは、始めと終りをもち、

　　そこにおける各瞬隅1がそれぞれ意味をもちつつ連続して終末へ向けて殺鋼する時間、（略）時闘をい

　　うQ　　（8　344）

　現在時

　○カミュの現在時の幸編の哲学は、（7　328＞

　現地人語

　○そのウクレレは、十九煽記にポルトガル入がハワイに伝えた楽器といわれるが、その名はハワイの現地

　　人語。（7　317）

　公共労働春　スト権解放

　○そして右にみたような欧米各日における公共労働春のスト権解放の歴史と現実から考えてみれば、（2

　　107＞

　構造材

　○この小説の最終稿では削除されたもσ）の、卸j作行為を支えつづけた構造桝として『文学ノー隠に収録

　　された十五の断章のなかに置転換邊と題された断章があり、（12　341＞
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御事　常楽台

〇二十四歳の応玄が、御亭に坐っていた。そばに母親如円が坐っていた。一段の下の、段に近いところに

　常楽台の空覚がひかえていた。空覚のそばに、下悶玄英の顔があった。（！0392）

サンプル逮捕

Oとにかく、デモが対決の段階に入ると、機動隊の指揮官がまずデモ隊の弱そうな部分にねらいをつけて、

　　「かかれ！」と命全する。すると、暑令～下、機動隊がデモ隊を包冒し易くするため、デモ隊および付

　　近のヤジ馬に警棒をふりかざして一斉に襲いかかる。

　　　いわゆるサンプル逮捕というやつで、その部分に居合せた人は老若男女、国籍の別なく捕えて取調べ

　　るからたまったものではない。（7　274）

　案用園　装飾園

　○平闘の単調を破るためにプロポーションを利幣した彼は、ルネッサンス庭園が部分的にとどめていた翼

　　用翻の三助；を払拭して完全な装飾園を作り出した。（3　374）

言華辞

　○などと醤つたあとで、彼の駐矢重松先生歌碑除幕式祝言禰（全文〉に讃辞を呈するのはをかしいかも

　　しれない。しかしこれは文句のつけやうのない傑作である。わたしは諄辞に詳しい者ではないし、まし

　　て明治維新以後の作などさほど読んだことがないけれど、それでもこれはおそらく江戸時代以来の最上

　　のものだらうと推定できる。（5　374）

　常楽台　→御亭

　死了

　○隅六月二十七日死了也。しかるをその夜半はかりに、大用庵の後幽にて火葬す。（9　341）

　スト権解放　→公共労働者

　政策公準　政策手法　政策手続　政策昌標

　○この意味で、市民編祉の政策構想にあたっては、第王章でみた政策霞標の転換にくわえて、政策公準、

　　政策手続、政策手法をめぐる新しいフロンティアを開拓しなければならない。ことに地域レベルにおけ

　　る、いきいきとした生活ビジョンの構築と断台体の戦略定位を不可欠としている。（6　70＞

　政策手法　→政策公準

　政策手続　政策爲標　→政策公準

　装飾園　→実用翻

　訴出力

　○この人達を相手にしても仕方がないと思ったぼくは、正気のビル言入に紙とボールペンを要求して、ワ

　　グナーのポスターを作ってもっと広く、しかも多くの人々に宣伝することに考えを切り変えた。『ワグ

　　ナー避という文字だけを書いたポスターが、最も訴加力のあるものだという考えに落ちつき、このボス

　　ターを部屋の入口のところに貼ろうとした。（2　243）

　茶手前　古軸

　○相国寺の寺宝に狐宗旦が茶手前をしている古職がある。（10324）

　鋤性

　○というか、現実の散歩がそうであるように、側欄の「散歩」短篇（略）にあたえられた動性の自然な展

　　開として、ひとつの大きな「散歩の散歩」という軌跡を描きあげるのだ。（io　307）

　と　ニ
　屠沽下類
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0親鷲の教えの対象は、農民だけでなく、殺生を業とする漁夫、猟師、商行為を業とする旅商などの、い

　　　　　と　ニ
　　わゆる屠沽下類であった。（8　4鋤

　ナツ凋ン讃歌

　○桑原武夫氏のような入は、雑誌の執筆考がオピニオン・リーダーであった時代についての幻想を振り切

　　ることが出来ない。つまらないナツロン（懐しの名論文）護歌はやめて、林逮夫氏のように、絶えず純

　　粋客観として戯らを鍛えなおす訓練を怠らないいさぎよい生きざまを見醤うべきであろう。（2　56＞

　熱帯海　調査標本は、標題である。

　　　　　　　　　　　　　にばす
　○熱帯海に栽培される臣大鬼蓮（6　87）

調査標本ではないが、その文章中に、つぎのようにある。それによれば、熱帯の海域一般をいうよりも、マ

ルケサス諸島近辺の特定海域をいうようである。

　○西経一三八度、南緯八度の地点を巾心として、日本列島のほぼ二倍の面積をもつ熱帯海は、年問平均雲

　　量が異常に少ない区域であることが、アメリカ海軍気象部の調査で知られている。（6　87）

　暴露社会　隠蔽社会　調査標本は，年問の総匿次の部分である。

　○暴露社会と隠蔽社会　岡野加穂留（12409）

本文中には，つぎのような部分がある。

　O「隠蔽社会」は、それを支えている人々の中にある需挙げせぬ論理の強固さ、「暴露社会」は、告発を

　　背景とした弁明の論理によって支えられている。（5　94）

　ピアノタッチ

　○いつでも、どこでも

　　誰にでもピアノタッチで

　　すぐ縫える（／0　a）

調査標本ではないが，つぎの部分がある。

　○リッカーが開発Q

　　指先で押すだけの、〈ピアノタッチ〉。

　　お好みの縫い速度を指先でボン。ピアノの鍵盤を明｝くあの感じです。あとは電子コントロールまかせ。

　　（10　1）

　三軸→茶手前

　分権社会主義

　○あれだけ議会制度が伝統となっているイギリスでも自治制度を参加民主主義拡火の方向で改革してい

　　る。すなわち中央政府は、どのように財政的、法制的支援を自治体に組むか、という発想に変ってきて

　　いる。それが社会主義にも反映して分権社会霊義の提起となっているわけです。（8　109）

　報告記者　調査標本は標題であり，そのなかに，つぎのように職種をあらわすものとしてあらわれている。

　　きたおかかずよし
　○北周和義　　（報告黙考）　　（9　188）

　法腰　法務省・外務省に対しての表現。

　○“ネコに小判”といわれた防衛庁は、今度は“法匿”とやりかえした。（11　222）

　宮建纂　輔一室住屠

　名冠

　○それを演じたのは貴族の山冠をつけるサー・or　一レンス・オリビエであった。（8　323）

　持ち役
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○でもそれから誠忠録が上演されるたびに博蔵役は私の持ち役になりました。（II　358）

問題的

○よく言われることだが、市斑社会の成熟していない現代日本では、ギ閥題的となった個入の自己幽身を

　めざす遍歴」が、まぎれもない遍歴として実現されてゆくための社会的な場を設定することがきわめて

　むつかしい（（略））Q（4　327）



353

複　数表記　の　表

　以下にあげるのは，1語につき2とおり以上の表記があったものを，50音順にならべた度数表

である。語藁表に〈複年度語彙表〉〈単年度語彙表＞2表があるのに並行して，2表になっている。

　見畠しは，字体・かなづかいを現行のものに統一したほかは，できるだけ原文の表鵠をのこす

ことにした。具体的な基準は，つぎのとおりである。

／変化形／　活用によっておなじ単語の語形がかわったために表記がちがうものは，あっかわな

　いQ

　　例：読む，読んだ，読もう

　これ以外の語形のちがいは，別表記とする。

　　例：ちょっと，ちょいと；ピアノ，ピヤノ，モスクワ，モスコー

／かなづかい／　これは，単語についてよりも文章について論じるべきものだから，ここでは，

　あっかわない。すべて，現代かなつかいに書きかえてかんがえる。促音・擾音の表記につかわ

　れた「っ，や，ゆ，よ」が，おおきく書いてあるかどうかも，無視する。ただし，外来語につ

　いて，「ジ～ヂ」，「ズ～ヅ」の区別はのこす。（「ヴァ～ヴ」は区別しない。）

／おくりがな／　とりあげる。

／字体／　とりあげない。

　表記にゆれのないものは，語彙表の見出しとしたものが原文の表記である。したがって，〈語

彙表〉で／表記／の欄が！とあるものはく語彙表〉を，2以上のものはこのく複数表記の表〉を

みていただけば，すべての語の出現表記形式がわかるはずである。
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2Wl　一

り
6
1
1
O
U
5
1

4

0
0
1

1

9
島
1
1

5
躍
鰯
－
　
畠

7
1
4
2OQ
Ω
U
1

1

Q
U
7
王
1

1　l　l

2
1
1

1
4
4

2　4　3
2　4　3

語種：　W竃和語　K＝漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語十漢語　B　：tc語十外来語　C＝漢語十外来語　D篇和語十漢語十外来語）
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い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］

　
　
　
　
　
　
　
い
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
も
　
　
）
　
　
し

量
家
難
飾
罫
る
る
る
　
道
道
る
懸
る
る
る
　
醐
　
鋤
　
　
櫛
　
ざ
彗
㈹
　
ら
等
か
　
し
“
厩
ち
麗
も
幅
し
し
枇

が
が
家
が
家
り
り
り
り
か
り
る
か
か
る
か
る
る
集
れ
れ
れ
か
か
れ
れ
れ
　
ク
　
（
く
く
く
（
け
ケ
け
　
（
　
　
わ
ざ
ざ
（
し
シ
ら
し
し
か
ず
か
　
く
た
　
く
た
達
だ
く
ど
湿
し
た
た
［

わ
我
が
わ
我
か
品
分
か
品
分
か
わ
分
分
解
解
判
れ
別
皿
か
わ
分
分
別
破
　
ワ
枠
く
わ
湧
沸
け
わ
ワ
訳
訳
ざ
技
伎
ざ
わ
わ
し
わ
ワ
し
わ
わ
ず
わ
僅
僅
た
わ
私
た
私
私
記
た
私
私
た
わ
あ
私
妾

　
　
我
わ
わ
わ
　
　
分
わ
　

枠
わ
　
わ
　
わ
わ
わ
わ
わ
　
わ
わ
　
わ
わ

2Wl　一

2W2　1

　　　1

2W3　1

　　　玉

8W2　6
　　　1

　　　4

1

2盟　　1

　　　1
5盟　　一

2　W1

3W2　1
　　　1

4畷　　2

　　　2
2Wl　一

2W3　一

2Wl　一

2Wl　一

3W3　4

　　　2
　　　2

2Wl　3

　　　3
3鴇　　一

2Wl　一

4Wl　2

工
1

王　　　1

　　1　一

王
2
騨
7
一

三

2
U
－
闇
4
1

三
　
凹
　
1
1
1

　　2
　　1

　　1
14　6　i5　13

5　3　il　11
1

6　－　2　2

1　l　l　l
1　1　2　1

1　2　2

1

1

1

io

4

1
［
J
l
1

0
0
「
3

2　2

王
i
「
2
▼
1
鱒
蓋
一
1
玉

曽
一
一
5
1
一
2
2
一
1
一

一

厚
　
　
　
　
”
　

用
　
　
　
　
一
　
－
　
曽

一　一　1

1　玉　1

1　1　1

s　s　le

2　8　8

7
11

7
7
一
－

1
り
0
2
1

2

茎
帰
に
り
0
0
1
曽
1

　
　
1
1

噸
圏
帰
4
4
騨
！
！

n
O
g
U
需
1
1
瞬
　
一

喩

韮
　

F
　
韮
　
謄
　
騨
　
用
　
　
　
喩

に
」
4

1

f　l
26　IO

25　韮0

1

2　3　3
1　2　2
藍　1　1

9
1
9
ワ
臼
1
1
囲

【
り
　

4

”
　

幽

回
O
U
3
ρ
0

8
鱒
O
Q
9
山
王
－
一

9
島
　
9
』

曽

彌
4
4
曽

0
0
卿
ρ
O
n
U
Q
U
l
謄

4
　

4
1

F
　

”
　
三
　

”
　
韮

0
2
8
4
3
1
一
2
2
彌
2
2
髄

4
讐
　
リ
リ

n
O
l
π
」
2
9
』
需

3
　
3

曹
　
l
　
F
　
裏
王
－
　
一

1
7
4
2
曜
茎
王
1
彌
豆
7
6
1

亡
U
　
4

7
1
ρ
0
騨

3
　
り
0

扁
　
一
　
唱
　
l
　
P
　
－
　
胃
　
　
”

わたる

　わたる

　渡る

　亘る

　渉る

わらい

　笑い

　笑

わらう

　わらう

　笑う

　駿う

わりあてる

　割り嶺てる

　割当てる

わりきる

　割りきる

　割切る

わるい

　わるい

　悪い

われ（我）

　われ

　我れ

　我

　吾

われら

　われら

　我ら

　我等

　吾等

われわれ

　われわれ

　われv
　我々

　吾々

4
「
2
2

4

2Wl　一

3W2　7

　　　5
　　　2
2W2　一

3
「
1
1
1
一
鴨
1
1
曜
圭

凋
嫌
4
恐
凹
　
幽

4
2
9
自
一

2
甲
1
1 ，

　
騨

2
9
勧

”
　

胴

曜
4
胴
4

需
2
需
2

”
　
韮
－
　
，

2W2　m　ff　一

2W3　2

　　　2
4　Wl　15

　　　2
　　　5
　　　6
　　　2

4Wl　8
　　　三

　　　6
　　　1
4Wl　一

1　一

1

4
「
」
昏
2
玉

8
3
ご
り
1
1

3
”
n
O
－
一

一
圭
帰
2
「
2
2

1　－　1

　　　　　2
7　3　2　1
　　3　1　1
　　　　1

Ω
U
1
3
3

n
O
2
曽
2
2

1
　
1

1
五
一
7
3

1

9
偏
曽
∩
0
7
2

1

4
3
1

2
2
凹

2
9
臼
嘗

1
1
　
”
　
1
1

1
1

3
謄
り
0
2
曹
2

曽
　
曽
4
需
4
染
韮
蒙

1
一
王
7
1
6
1
1

1
1
「
4
彌
4
2
2

18　玉5　14

18　至4　13

一　1　1

語種：　W＝和語　K＝漢語　G箕外来語　R冨混種語（A＝和語＋漢語　B＝和語＋外来語　C＝漢語＋外来語　D＝和語＋漢謡＋外来語）
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か

ん
謝

　
一
イ

ー
キ
キ

キ
ス
ス

ス
ン
ソ

ン
リ
リ

濯
ノ
　
ト
　
ト

ト
ス
ス

　
す

す
わ

　
　
　
　
　
い
い

　
て
　
る
　
い
好
よ

て
ね
る
ば
る
織
地
地

し

コしばし［

　
　
　

　
　
う

　
　
し

　
　
む

る
　
か

べ
る
た

　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
溶

ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
と

し
　

る
　
　
　
き
　
・
つ

む
る
返
る
き
零
　
と

　
つ

つ
な

　
　

）
ん

ん
さ

さ
～～

（

（
あ

　
　
　
　
　
ス
ス
ズ

　
　
　
　
　
一
一
｝

　
　
　
　
　
オ
オ
オ
　
ル

　
　
　
歳
才
ウ
ズ
ズ
ル
｝

る
る
歳
九
九
ズ
一
一
［
コ

　
ん
火
ん
ど
銃
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
い
　
ば
し
時
　
　
　
　
　
か
返
ち
選
冥
つ
続
（
ぶ
ぶ
な
ご
夏
　
　
　
あ
さ
様
る
で
で
九
十
十
一
オ
オ
コ
ル
精

火
あ
行
ど
う
艦
（
え
得
ス
オ
オ
す
在
お
て
予
か
ば
く
配
地
心
心
居
敷
悶
い
繁
解
し
し
暫
暫
る
す
滑
（
射
た
ち
立
立
つ
手
手
ぶ
尚
聯
こ
と
床
　
汝
彌
さ
福
福
で
め
愛
十
六
六
オ
ウ
ウ
ル
ア
酒

行
う
得
オ
在
附
く
心
激
辛
暫
　
溺
戦
跡
手
写
と
汝
、
革
め
六
ウ
ア

2
1
1
3
2
！
2
一
玉
2
韮
1
2
1
1
3
1
2
2
隻
！
2
王
1
2
1
1
2
1
1
3
1
1
1
2
王
1
4
3
1
2
1
互
2
玉
1
2
1
1
3
！
2
7
5
2
2
1
1
2
1
1
2
1
1
2
1
1
髄

1
　1

k
　
K3W2

G
日
脚
轡
W
W
隠
州
　
羅
田
田
響
W
W

　響2

茎
　
9
島
　
－
　
圭

H
　
響
　
K
　
O

9
』
2
2
2

1G2

9
自
1
1

　　

@
鋤
　
　
　
禰
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
切
い

ん
齢
欝
　
　
撫
㌦
る
る
こ
こ
聞
し
　
　
　
い
　
　
幻
濠
ム
　
つ
つ
ッ
ら
轟
鱈
　
叢
潔
壌
凱
　
る
　
辞
い
紮

鶏
駅
魏
葉
蜂
驚
畿
霧
畿
灘
獅
雲
霧
い
繍
終
伴
藍
鼠
渉
巻
V
↓
↑
紅
熱
鋸
羅
型
耀
鍵
灘
灘
ブ
壽
る
醜
虹
蛾
錨
難

お
貯
留
二
四
あ
後
媚
細
口
於
　
挫
ぼ
ニ
マ
モ
　
か
　
小
差
諸
テ
点
虹
㈲
騨
消

2題　　一

2Wl　一

2Wl　一

2Kl　一

2W2　一

2Wl　一

2Wl　一

2Wl　一

2Kl　一

3題　　一

2Wl　一

2　K1

2Gl　一

3　W1

3Gl　一

2　W1

2W2　一

2Kl　一

2G1

2W2　一

2Kl　一

2W3　一

2W2　r

2
1
1
2
1
互
2
1
1
2
1
玉
2
韮
1

2
1
玉
2
1
1
2
1
1
3
2
1
4
互
2
韮
2
1
1
2
1
1
2
1
1
3
1
互
1

3
1
1
1
2
1
1
2
王
1
2
1
1
3
1
2
2
1
1
2
1
1

2
1
1
2

語種：　W＝和語　K篇漢語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語＋漢譜　B＝和藷十外来語　C＝漢語＋外来語　1）＝和藷＋漢語＋外来語〉



単年度397
e6　16　2S　36　46　56　6S　76 e6　16　26　36　46　56　S6　76

　消え失せる

　消失せる

子供ら

　子供ら

　子供等

見さだめる

　晃さだめる

　毘定める

粟

　粟

　あわ

羨ましい

　羨ましい

　羨しい

傍閤

　傍目

　匿泪

おれたち

　おれたち

　オレたち

　俺たち

合切

　合切

　合財

慕（ガマ）

　ガマ

毎日毎臼

　毎環毎日

　毎軽々々

ヨゥモトニッタ

　ヨゥモトsuック

　YOFIMOTONIC
落ちこむ　　　　　・
　落ちこむ

　落ち込む

くれぐれ

　くれぐれ

　呉々

八月二十五E
　八角二十五日

　8．25
分かちがたい

　わかちがたい

　分かちがたい

かたどる

　かたどる

　象る

カッコイイ

　カッコイイ

　カッ：いい

決めこむ

　決めこむ

　決め込む

コミュXケーション

　コミュuaケーション

　コミュニケイション

差上げる

　差し上げる

　差上げる

喋る

　しゃべる

　喋る

取りこむ

　敗りこむ

　取込む

バイオリン

　バイオリン

　v
話しあい

2畷　一　一　一

2W2　一　一　一　一

1
1
2
巴
鴨
2
1
韮

2Wl　”　”　一　一　”

2　W3　一　　　一　　　一　　　一　　　一

2Wl　一

3Wl　一　一　一　一　一

2Kl　一　一　一　一　一

2盟　　一　一　一　一　一

2Kl　一　一　一

2Gl　一

2盟　　一　一　一

6
三
5
2
1
1
2
豆
！
5
1
1
3
3
2
王
3
玉
2
2
1
！
2
1
1

2113　一　一　一　一　T　f

2Kl　r　一　”　一

2W3　一　一　一　一　一　一

2　W2

21｛3　一　一　一

2W2　nt　一　一　”　一　”　．

2G1

2　W2

2　W2

2　W2

2G1

2　W1

2
1
1
2
蓋
1
2
1
1
2
1
1
2
1
重
2
1
1
2
1
！
4
1
3
2

いあ
い

し
合

り

　
　
　
　
ブ

　
　
　
ブ
ツ

　
　
　
プ
ツ
シ

　
り
り
ツ
シ
．

り
た
た
シ
一
｝

た
あ
あ
一
ダ
ダ

あ
の
の
ダ
」
｝

話
話
り
祭
祭
の
ま
囲
一
リ
リ

　
　
祭
　
　
ま
　
　
リ

2Wl　一　一　一　一　一　一　一

2総　　一

2Gl　一　一　一　一　一　一　一

語種：　W＝和語　K竃重莫語　G＝外来語　H＝混種語（A＝和語＋漢語　B＝和語＋外来語　C＝漢語＋外来語　｛）罵和語十漢語＋外来語）



398漢　字　表

漢 字 表

　原文にあらわれた漢字を，集計した。〈語彙表〉〈複数表記の表〉に単語の見出しとしてあらわ

れた漢字ばかりでなく，助詞・助動詞につかわれたものも，集計の対象としている。

　字体は，現行のものに統一してあつかった。

　年度ごとに集計して，8年度分の頻度をならべてしめしてある。

　漢字の配列は，おおきくは，」王S第1水準，JIS第2水準，その他の順，ちいさくは，　J王S第1・

第2水準のなかでは，そのコードの順，その他は，出現した年度の順である。
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2
幣
3
唱
需
辱
酔
■
彌
帰
7
藺
4
胴
2
早
8
5
3
5
4
1
4
”
0
1
一
一
胃
幽
4
幽
鴨
8
5
1
F
彌
1
豆
三
2
6
1
p
5
9
6
5
⑪
僻
6
2
3
1
1
4
玉
1
3
2
1
5
1
7
2
3
瞬
餉
1

　
　
玉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
2
　
4
　
1
　
1
1
　
　
　
5
　
1
　
1

1
顧
6
幽
辱
「
刷
欄
辱
辱
2
曽
1
1
4
一
6
6
”
5
9
9
4
刷
5
”
騨
彌
2
2
2
2
騨
0
⑪
2
一
胃
”
営
一
1
1
1
3
6
8
1
”
2
1
9
甲
6
8
1
4
1
0
一
3
1
2
幽
9
3
4
髄
2
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
王
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
　
2
　
　
　
1
　
　
　
　
5
　
1
　
玉

3
曽
8
謄
辱
2
一
↓
「
一
5
1
F
1
一
F
O
4
6
3
7
5
8
卿
4
卿
1
帰
卿
2
6
藺
F
4
0
1
一
p
騨
望
3
一
p
3
1
5
6
⑪
藍
3
胃
6
騨
7
3
一
1
一
7
1
G
桶
8
2
3
6
3
一
F
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
3
4
3
　韮
　
　
4
1
1

1
4
5
夏
■
3
一
2
「
一
3
檜
2
4
王
一
3
三
正
6
2
4
3
闇
6
p
門
p
p
麿
3
魯
騨
5
7
正
■
「
帰
一
3
一
1
「
1
4
9
1
3
7
騨
8
p
9
1
1
1
玉
9
三
7
2
2
1
2
2
4
曹
F
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4
2
　
　
1
　9
1
三

7
4
7
謄
F
1
2
1
一
一
〇
騨
2
6
一
1
5
2
2
0
4
7
8
1
正
7
”
彌
卿
正
4
一
「
4
7
6
1
R
需
嘗
1
1
「
■
1
7
1
9
2
9
需
7
欄
5
2
2
1
需
5
”
2
1
2
1
6
6
4
2
「
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
2
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
2
　
5
　
　
　
互
1
　
　
　
4
　
1
　
1

3
一
7
一
1
3
F
2
一
一
8
「
髄
2
3
曽
5
4
2
9
3
5
4
F
3
3
1
需
需
1
4
2
1
2
9
騨
2
彌
門
1
7
1
p
1
2
7
王
8
蓋
2
隔
5
需
1
3
幽
2
「
3
｝
6
1
1
一
7
8
8
幽
p
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
4
2
8
　
1
2
　
6
　

1
1

1
1
4
1
一
4
互
3
曽
曹
－
一
1
4
一
凹
2
4
4
4
3
6
4
騨
4
6
騨
用
騨
4
5
一
「
3
3
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2

格
核
獲
確
敵
本
角
屋
郭
閣
編
革
学
岳
楽
額
顎
掛
笠
暴
論
潟
鶴
囑
恰
括
活
渇
滑
薯
褐
轄
日
露
骨
無
株
嘉
穂
釜
滑
石
鴨
茅
刈
薄
瓦
乾
侃
羅
摺
餌
勘
勧
捲
喚
堪
姦
曲
官
寛
干
幹
患
感
慣
憾
換
敢
款

400漢　字　表
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12

2

2

3

2

15

2

3

3

4S

3

1e

2

2

玉

4

41

20

4

6

4

5

2

3

2

正3

2

玉8

24

13

正

1

13

2

39

B

1

1

1

7

4

5　6
一　豆

3　2
3　1
2　3
1　2
1　－

2　4
22　8

一　互

2　－

20　19

1　3
三〇20

　　　三

　　　5

5

1

4

2

1

2

1

6

3

1

6

4

2

4

3

6

王

1

16

1

1

6

王4

1

玉

2

1

6

72　le4

2e

le

2

3

1

3

2

　1

2

8

3

17

1

19

4

1

1

9

12

31

2

1

2

2

2

2

1

1

1

1

王3

2

4

3

16

1

1

12

26

正

10

9

29

7

3

3

2

3

3

圭

1

1

9

4

1

2　1
－　1

1　－

l　l

5　6
3　正

一　1

11　16

1　一

2　2

23　l1

1

1

2

13

3

3

5

76

12

16

4

2

亙

3

　正

7

　韮

王

3

1
1
1

41

1

21

5

1

47

6

1

玉

2

1

2

1

8

s

2

2

4

6

3

12

1

3

1

16

1

2

1

1

9

94

19

19

2

2

3

3

4

5

1

20

23

1

2

22

5

2

26

7

3

3

4

玉

1
1

4

花
苛
荷
藻
菓
課
嘩
貨
過
霞
蚊
俄
我
牙
璽
臥
芽
蛾
賀
雅
餓
駕
介
会
解
團
塊
壊
廻
快
怪
悔
恢
懐
戒
故
魁
晦
械
海
灰
界
皆
絵
芥
灘
階
貝
凱
外
害
灘
概
概
涯
碍
蓋
街
該
鎧
骸
蛙
堰
柿
鑓
嚇
各
灘
拡
撹
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5
8
1
7
8
1
2
一
，
2
，
1
．
．
3
一
一
．
7
．
．
．
8
玉
3
6
．
一
3
5
2
1
5
．
．
．
3
2
4
1
1
3
一
7
．
4
｝
G
4
㊧
．
6
3
1
7
，
．
5
1
0
一
3
．
4
重
！
4
9
3
1
6
8
．
1
5
1
2

2
1
5
2
2
．
1
0
1
1
．
．
3
．
一
．
．
．
正
8
．
．
一
4
一
3
0
曹
一
1
4
1
9
．
．
一
一
．
5
2
一
5
．
5
，
曽
B
1
5
一
9
1
－
1
1
2
3
5
9
．
2
．
6
1
1
6
7
3
．
1
8
．
2
7
1
．

2
7
2
3
1
1
5
．
，
．
．
．
，
．
1
1
4
1
2
．
．
1
4
一
4
6
一
一
3
9
2
4
1
．
一
．
．
7
．
一
豆
．
4
．
2
1
0
．
4
2
1
3
3
．
9
，
．
一
4
3
焉
一
夏
2
－
2
琵
1
2
H
欝
．
1
1
，
6

1
1
4
8
1
1
7
．
4
1
．
．
．
一
3
一
一
．
7
1
．
一
6
一
8
4
一
，
3
6
．
1
1
1
一
．
2
2
2
．
．
3
1
6
，
5
8
1
6
一
9
8
1
1
1
．
．
2
1
2
1
8
1
6
9
一
1
0
1
5
2
1
4
6
一
．
9
．
3

3
2
2
2
2
1
7
．
重
．
．
2
4
．
1
2
．
1
1
一
一
．
4
2
4
1
1
一
3
5
1
6
一
．
．
王
H
7
5
．
4
－
7
．
2
1
5
2
6
一
9
2
．
1
1
，
4
2
1
3
3
9
－
5
4
－
8
3
6
4
！
2
B
一
5
4
．
．

5
5
7
3
憩
．
，
1
．
．
ー
ー
3
．
一
3
4
正
2
1
4
一
3
1
一
一
爲
3
7
3
．
2
5
4
9
4
．
2
1
6
．
4
1
9
2
1
1
7
6
．
8
，
2
．
4
一
2
1
1
6
3
3
1
0
5
3
．
2
6
7
，
4
．
4
．
一

4
3
1
6
1
1
2
1
．
2
，
1
3
1
1
5
2
3
填
3
2
一
．
4
，
2
8
．
．
1
6
6
8
一
1
．
2
4
9
6
1
1
一
7
1
1
2
4
3
7
．
6
5
．
沁
2
．
．
4
2
王
一
2
3
玉
絡
9
6
2
．
4
5
，
3
8
．
．

組
6
2
3
7
2
0
．
1
．
，
一
．
3
－
2
7
一
2
．
2
3
1
0
．
3
9
．
．
絡
4
6
一
．
一
5
8
7
．
．
．
正
7
．
4
2
6
1
5
2
3
1
2
2
2
．
4
1
9
3
2
，
1
6
．
6
6
5
2
．
1
5
4
3
5
．
2

紀
規
紀
貴
嬢
軌
輝
飢
壷
網
細
細
儀
妓
宜
戯
無
慾
欺
犠
疑
羅
臼
蟻
誼
議
菊
吉
喫
桔
堀
詰
短
客
郷
艦
逆
撫
久
仇
休
及
野
宮
緊
急
救
朽
求
汲
泣
球
究
窮
級
糾
給
泪
紐
虫
居
臨
摂
拠
挙
鎖
鋸
許
距
漁
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．
3
．
一
3
2
5
．
1
1
1
5
一
5
1
4
1
1
，
1
7
．
4
．
．
3
0
7
1
1
．
1
1
一
8
．
3
1
垂
一
1
2
．
1
4
0
1
1
3
7
4
一
一
5
3
．
一
．
．
5
3
7
．
2
．
1
9
2
1
．
5
3
5
．
6
9
．
一
一
1
3

1
1
．
一
2
0
7
．
．
3
騒
一
8
．
．
．
6
一
4
0
．
3
3
．
4
4
3
9
↓
7
2
1
6
．
一
．
9
一
↓
2
－
1
弱
1
7
2
8
4
．
豆
7
5
．
．
曽
一
．
．
3
1
．
，
2
1
緯
．
6
麟
．
．
3
5
一
一
3

一
1
．
1
1
6
8
．
．
4
3
3
．
2
2
一
1
，
3
．
娼
．
9
一
一
2
5
6
一
一
2
3
1
6
．
3
2
5
一
1
．
．
．
3
9
1
4
1
6
1
．
1
3
2
2
一
．
2
．
2
．
．
．
顧
2
6
1
4
．
3
3
1
．
4
8
．
一
一
5

．
王
．
．
1
2
幻
．
，
3
2
6
4
H
．
2
一
4
玉
2
2
1
8
一
2
2
7
3
王
2
－
2
1
7
．
4
4
3
．
1
9
．
一
3
6
嫉
．
憩
．
．
1
5
一
重
．
曽
一
9
－
3
3
正
．
2
6
2
5
，
3
1
4
，
．
9
，
一
．
1
0

一
5
．
．
1
3
1
0
．
1
4
1
4
．
8
豆
．
一
8
－
2
6
1
1
3
．
．
1
8
5
2
2
3
3
2
1
1
，
2
1
2
1
3
6
．
．
4
1
2
1
3
1
4
5
．
．
4
2
2
ま
．
．
2
4
2
1
．
1
3
3
2
6
3
7
3
7
一
4
3
．
一
一
7

・
3
1
3
2
0
1
2
・
一
6
1
4
・
6
1
3
・
5
一
9
1
9
＝
2
7
5
2
1
1
3
1
1
0
・
2
一
4
－
1
8
1
一
3
3
5
9
総
2
－
2
2
4
3
一
一
7
6
3
・
－
一
1
7
3
4
1
1
0
3
5
・
3
3
：
一
1
0

．
．
曽
．
2
3
8
1
．
．
1
3
．
班
2
一
．
5
．
8
．
1
1
．
．
3
2
5
3
4
6
4
．
1
1
．
4
1
5
1
9
7
2
一
1
1
嫉
6
お
．
．
4
1
．
2
一
．
．
4
1
2
．
3
一
1
8
2
5
．
3
1
1
3
7
3
．
曽
．
1
0

1
王
．
．
1
7
5
．
．
2
1
2
．
1
3
1
，
5
2
1
5
1
1
0
1
．
3
5
5
7
2
2
2
．
8
1
2
2
4
1
1
2
6
1
．
2
4
4
2
1
9
⑳
．
6
1
－
1
．
玉
．
．
．
，
．
一
，
1
8
1
5
4
4
絡
2
7
3
一
．
一
鷲

細
魚
事
事
京
供
侠
奪
取
共
凶
協
議
瞬
需
境
峡
強
怯
恐
恭
挟
親
署
況
狂
鶴
瀬
脅
興
蕎
郷
鏡
総
説
驚
仰
凝
縮
業
藤
江
極
玉
粁
鎌
継
均
錦
斤
欣
琴
禁
筋
緊
菌
襟
謹
近
高
吟
銀
九
書
画
区
狗
玖
矩
苦

第1水準　か一けい　401
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．
．
．
．
5
．
，
1
1
7
．
玉
3
一
．
，
2
1
．
．
曽
．
一
1
．
1
3
．
。
6
．
3
1
1
9
1
，
　
6
4
5
．
3
一
．
6
3
1
0
．
1
．
1
1
1
3
1
6
1
1
1
6
3
5
1
，
一
．
．
一
1
1
1
7
4
．

，
，
2
．
3
4
一
．
9
2
，
1
．
一
．
2
一
．
．
．
．
2
．
，
3
．
．
．
4
．
2
6
3
3
．
．
　
1
7
5
3
2
亙
一
一
5
．
1
0
1
．
嘆
．
一
．
2
2
8
．
．
．
9
5
1
2
．
．
，
．
1
4
．
4
4
．

・
，
豆
・
3
・
．
．
7
3
一
．
4
．
．
．
．
，
．
．
．
1
1
1
2
1
．
．
6
，
2
2
3
2
．
1
　
1
6
3
．
一
正
．
1
7
1
1
1
．
3
2
曹
一
．
．
1
1
．
．
．
3
2
8
1
．
．
．
2
1
3
1
7
2
．

．
2
1
．
8
2
．
2
9
藁
．
3
1
．
．
3
3
．
一
．
．
一
2
1
一
一
1
1
1
4
，
3
7
弱
3
．
　
絡
5
3
3
2
一
一
7
一
1
5
1
．
3
曽
一
二
ー
3
3
．
．
．
4
腸
1
i
，
．
．
1
7
．
一
．
．

，
1
一
．
3
1
．
．
8
3
正
2
1
，
一
3
4
．
一
1
．
．
一
，
2
．
．
2
1
4
．
3
6
5
5
．
．
　
1
3
9
6
6
1
一
．
5
2
6
豆
．
3
一
一
2
2
4
紛
．
五
2
4
3
0
．
1
，
，
1
欝
1
2
6
．

・
・
1
・
6
1
重
2
嘆
一
．
3
4
－
2
3
．
．
一
2
1
一
「
互
一
．
，
1
1
9
，
曽
4
1
0
．
，
　
1
6
3
1
H
豆
一
．
2
4
1
5
．
i
2
2
一
．
1
4
7
．
一
．
1
2
0
幽
一
1
．
一
捻
一
一
5
2

1
5
．
1
2
2
1
1
嫉
3
1
2
1
．
一
4
一
一
一
．
．
1
1
0
1
3
3
2
3
丁
目
2
．
3
1
．
互
　
1
0
5
－
4
．
一
曹
1
．
1
0
．
3
一
．
．
5
．
5
3
4
正
1
1
2
1
6
．
．
1
．
3
1
4
8
王

．
2
2
，
6
5
．
1
6
6
．
．
1
．
．
1
．
5
2
．
．
3
3
．
1
1
．
1
1
1
1
2
4
1
7
3
．
2
9
1
3
1
1
2
．
3
一
一
至
1
2
2
．
3
曹
一
5
3
3
3
2
．
3
2
2
2
．
．
．
一
．
9
1
1
4
．

艦
駆
駈
駒
異
議
糠
蝦
空
爆
寓
遇
隅
串
屑
屈
掘
窟
蒼
驚
悸
心
隈
栗
繰
桑
鍬
勲
鷺
鷲
訓
群
軍
郡
重
継
係
叢
叢
兄
啓
圭
瑳
型
契
形
径
葱
慶
鶴
瀬
掲
携
敬
景
桂
渓
稽
轟
轟
厳
秘
罫
詞
藻
討
詣
警
軽
頸
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16

T
2
．
5
．
1
5
玉
3
2
1
．
曹
2
9
2
．
．
．
1
2
3
6
8
1
2
3
芝
．
．
．
．
2
2
7
2
6
．
6
5
3
，
．
一
曽
．
1
2
1
0
1
5
1
．
8
．
1
．
．
一
綿
玉
4
3
0
3
．
6
．
1
．
．
9
曝
2
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

14

S
．
．
3
，
．
1
2
．
2
．
．
，
4
0
2
．
．
．
1
1
6
4
6
2
2
．
．
．
1
8
填
一
3
前
王
8
4
5
一
．
一
．
一
．
3
1
0
6
9
．
．
3
．
3
．
．
8
1
9
2
．
2
9
鑑
．
2
1
．
．
．
6
1
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

6
5
，
1
2
．
．
5
3
一
．
，
5
1
2
9
1
．
．
．
．
5
7
6
．
1
1
一
1
一
3
一
4
．
．
2
0
．
1
2
4
9
．
一
．
．
曹
！
1
1
7
2
8
．
1
3
3
4
一
．
．
一
2
8
4
8
1
0
．
2
．
．
．
．
8
4
．
一
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

無
2
．
．
4
1
．
餌
2
2
1
．
9
2
2
8
2
一
一
一
3
3
6
1
1
5
．
．
1
．
．
．
3
2
1
2
0
，
5
6
7
．
一
5
一
2
一
2
8
6
4
2
玉
7
1
5
，
．
3
1
0
3
7
2
8
9
一
1
．
一
｝
．
2
0
2
1
一
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

8
2
．
1
1
．
2
4
一
3
4
1
1
一
3
2
2
．
曽
3
1
3
6
2
，
6
．
1
一
1
，
1
一
．
一
1
6
一
8
雛
．
．
3
．
著
聞
3
7
1
3
1
．
5
2
2
1
2
1
8
1
8
1
4
3
7
8
．
6
．
一
，
2
1
1
．
．
．
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

5
8
．
．
一
．
2
2
一
．
3
一
3
1
2
1
2
．
－
一
1
3
7
5
2
2
2
．
一
．
一
，
2
3
．
2
4
一
2
3
8
2
，
1
．
1
，
7
8
6
2
．
．
4
1
5
3
・
！
1
6
4
6
8
6
3
3
1
5
．
．
．
1
6
5
，
一
4

4
紛
2
1
2
．
2
8
！
2
一
3
i
給
－
：
：
1
7
2
．
嘆
1
1
：
3
…
3
1
1
7
．
4
2
6
一
一
4
1
：
3
1
7
膿
。
1
8
：
3
1
6
1
7
6
7
慧
5
7
2
：
1
1
：
鴛
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一
　
鴨
　
玉
　
帰
　
脚
　
謄
　
1
1
　
一
　
”
　
需
　
曹
　
需
　
刈
？
　
謄
　
－
　
曽
　
騨
　
隔
　
餉
　
曽
　
需
　
胃
　
曹
　
嘗
　
需
　
一
　
曹
　
一
　
幽
　
－
　
糟
　
需
　
彌
　
冒
　
玉
　
幽
　
ワ
魯
　
扁
　
一
　
”
　
幽
　
｝
　
一
　
隔
　
讐

曹
1
需
冊
1
2
2
辱
一
1
曹
2
帰
胃
髄
騨
王
騨
－
需
幽
謄
1
冑
騨
幽
一
髄
一
騨
一
騨
騨
1
3
1
曹
彌
2
三
圃
曽
曹
胃
「
l
l
玉
”
1
1
”
謄
需
翻
一
幽
一
1
「
欄
一
噸
騨
馴
1
謄
甲
1
騨

洌
議
漸
渾
欝
欝
游
溺
津
酒
漱
澱
溜
堅
磐
澹
溺
溜
難
聴
灘
濾
瀧
譲
澱
灸
晒
焉
煕
燵
燈
燭
抵
翠
狡
猜
猜
狼
猜
猫
瑚
珀
珂
貌
珠
蝦
環
瑳
壁
藪
甦
疇
痔
疾
疵
窺
痙
綱
艦
疾
痺
郷
癩
癩
籔
壷
眩
睨
薩
瞼
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曽
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曹
　
　
営
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「
　
　
需
　
　
一
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王
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騨
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騨
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一
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翻
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－
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「
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一
　
　
一
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檜
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扁
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一
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需
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幽
　
　
騨
　
　
需
　
　
一
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瞬
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檜
　
　
髄
　
　
凹
　
　
騨
　
　
「
　
1
　
　

「
　
　
凹
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「
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一
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幽
需
1
P
需
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一
需
騨
「
辱
凹
曹
需
幽
幽
”
曽
一
1
一
「
幽
一
辱
讐
魑
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謄
5
1
一
重
用
胃
幽
一
刷
扁
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一
一
幽
需
一
一
一
需
辱
曽
2
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2
1
1
正
韮
嘗
一
騨
「
需

騨
　
－
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辱
　
曹
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「
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謄
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「
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”
　
幽
　
　
　
幽
　
一
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1
3
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嘗
　
1
　
一

2
髄
曹
髄
2
1
幽
－
薗
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1
”
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2
一
1
謄
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「
幽
－
曽
一
”
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曽
夏
幽
嘗
隔
日
「
辱
一
腰
騨
幽
2
1
幽
曽
1
胴
一
讐
1
髄
幽
凹
曹
一
1
曽
1
王
1
　
曽
2
騨
隔
曽
一
一
一
曽
i
彌
一
帰

雪
欄
2
1
F
彌
需
辱
一
一
3
王
1
一
曽
甲
｝
辱
幽
冊
曽
「
髄
曹
一
扁
王
2
需
1
一
幽
幽
需
需
望
「
一
需
需
雪
辱
2
1
1
「
需
1
彌
刷
需
鍾
欄
3
「
曽
曹
需
1
幽
｝
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一
至
瞬
辱
欄
髄
1
幽

－
一
幽
「
1
藺
王
一
需
1
｝
需
一
1
「
隔
2
騨
刷
藺
1
餉
1
玉
王
騨
「
富
一
2
1
2
「
2
幽
”
1
9
1
曽
辱
喩
讐
騨
幽
曽
－
曽
王
王
1
冒
1
2
曹
隔
1
一
「
暦
日
幽
胃
1
曽
一
口
騨
騨
2

臓
箋
戴
拝
摺
快
仔
瓠
拗
柑
拠
格
鯉
栴
捏
摺
揉
椰
楡
留
袖
嬉
欄
擾
撮
馨
擦
半
蟻
撰
研
婁
腿
晰
鍛
聯
盟
臼
杞
柚
木
…
棚
抵
栞
擁
施
揖
撰
橡
椰
楡
椀
橿
榜
穫
榿
撲
珊
珊
壁
際
残
磯
竃
罐
旺
沽
涜
淘
洒



灘
舳
艀
襲
撃
芒
黙
黙
筍
苑
菖
蕪
落
莚
蔓
墾
葬
葭
樹
林
麗
薫
薔
薇
難
貌
籏
虞
風
謝
謝
蜀
蜷
蜻
蝸
蠕
蝿
雛
慕
蠕
簸
街
糞
挟
診
抑
襟
衛
神
橘
襟
観
誰
終
日
絢
諌
講
諄
講
誇
誰
講
颯
諌
謳
謹
謳
潭
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2　1　一　一　一　一　一　一

五
2
互
－

圭
響
胴
4

玉　一　一　一　一　一
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1
2
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玉
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1
1
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1

正
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1

王
2
「
－
！
1

1

り
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－

4
1
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－
夏
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1

1

1

1

1

2

玉　1

1

1

1

1

i
－

1

1

1

1

貧
賂
饗
難
聴
趙
鉄
鞍
駿
脆
眼
輪
廓
蹟
懸
隔
跡
懸
顯
蹴
躁
鎌
躍
翻
騨
鞠
鷲
韓
鍛
辟
錬
連
遡
遺
遥
遽
叢
遽
庵
醗
鉋
衝
鋏
鍮
鏑
鍮
鍛
難
戦
懸
濁
闇
晒
防
陵
轡
暴
躍
罧
震
野
鶏
餓
鮭
誰
卑
寛
頷
頽
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三
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0
0
「
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1
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一
工
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1
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2
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1

1

2

1

－
i

1
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1

王
－

1
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1
1

2

1

2

王

－
1

1
1

韮

1

1

1

1

額
錘
瀕
蝦
総
理
鰹
鰹
鰻
慰
薦
骸
騙
驕
儲
難
髭
驚
曝
露
鑓
碗
魏
鮨
鯉
藤
縄
鷺
縢
黎
難
緻
購
翻
蘭
≧
纐
属
噸
嘱
縣
晦
姥
紋
叢
麩
醸
覇
錨
鱗
麗
麗
鯨
鰻
驚
鰭
麺
窪
溜
郵
稔
妖
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ああ（指）

　
　
　
｝

　
　
バ

　
　
　
一

　
　
オ

愛
合

あいつ

筆墨

あう

あえて

赤い

あがる

あかるい

秋

あきらか

あく（開）

あげる

浅い

浅草

漢野（人名）

足

味

アジア

亜細亜館

汗

一あそばす

遊ぶ

傭

あたう（能）

与える

あたかも

頭

あたらしい

あたり（辺）

扱う

圧迫

あつまる

一弓

1
5
3
0
8
0
3
7
0
2
2
！
3
7
0
8
三
歪
↓
7
7
6
1
5
9
5
1
3
7
4
正
5
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8
8
5
2
2
8
9
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⑪
7
4
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8
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4
↓
正
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3
5
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0
0
0
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7
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3
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2
7
8
S
2
9
7
7
8
8
6
7
7
2
8
8
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7
7
4
2
7
4
0
7
9
7
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1
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1
至
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重
1
1
　
　
　
　
　
豆
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　

正
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1
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玉
1
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1
1
　
　
王
－
　
　
　
　
　

1

あつめる

圧力

あと（後）

あなた

　
　
の

兄
姉
あ

アフリカ

甘い

あまり（に〉

雨

アメリカ

アメリカ合衆羅

アメリカ人

玉葉（人名）

あやまり（誤）

あやまる（誤）

争う

あらた

あらためる

あらゆる

あらわす

あらわれる

ありかた

ありさま

ある（有）

ある（或）

あるいは

語彙索引

5
9
3
6
8
正
2
↓
4
1
6
3
7
3
9
9
9
1
1
凄
3
1
3
6
9
7
9
5
7
8
2
6
4
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8
1
8
7
9
8
3
7
8
7
2
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4
8
↓
8
0
0
2
6
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6
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1
1
　
　
　
　
　
1

あるいは

歩く

あるじ

あれ

あれこれ

粟

安全

あんな

意

委員会

いう

家

以下

いか（に，なる）

いかが

遺憾

‘いかん（如何）

意義

イギリス

英吉利人

いきる

幾多

いくつ

いくばく

いくら

意見

以後

いささか

石

意志

医春

椅第

いずこ

6
3
7
6
4
8
4
0
0
8
3
3
1
0
4
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0
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2
6
9
4
6
1
2
6
7
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1
1
　
　
1
1
1
1
＆
－

いずこ

いずれ

以前

依然

いだく

一いたす

いたずら

いただく

イタリア

炉太利移幾

いたる

位置

いちじるしい

一次郎

一飼

一番

一頁

一（いつ）

いつ（何時）

一挙

一偲

一切

いっしょ

一生

いっそう

一旦

一致する

～定

一般

一変する

いと（副）

いとま

いな

いなか

古（いにしえ）

犬

井上（人名）

↓
9
1
2
6
7
3
8
7
2
6
0
9
1
2
9
7
9
8
8
1
8
2
1
0
5
9
8
1
8
4
0
9
9
1
2
6
6
2
7
↓
9
虞
5
7
0
7
6
9
5
3
7
1
4
9
0
1
0
6
8
4
8
8
墨
3

8
9
7
8
8
4
8
9
4
8
8
9
7
5
4
8
8
8
4
6
7
7
3
7
0
7
7
9
5
6
7
5
8
7
7
8
8
9
7
7
7
4
4
7
9
5
9
2
7
9
8
8
⑪
7
7
3
5
1
7
5
⑪
9
2
7

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　1
玉
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
1
　
　
　
　
藍
　
　－
　
　
　
　
　
　
　
互
　
　
　
　
－
互
1
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1

井上（人名）

いのち

いま

いまだ

意味

意味する

妹

いや（嫌）

いよいよ

以来

いる（入）

いる（居）

いれる

色

いろいろ

いわゆる

，いわんや

員
象｝

印

インド

インド人

インドネシア

引用する

　
ン

　
一

・
つ
イ｝

ウ
上
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植内（ウエノナイ）

うける

うごき

うしろ

渦

ウスリー線

歌

疑う

うち（内）

うち（家〉

宇窟

うつ

宇目木（人名）

うつくしい

うながす

馬

うまい

うまれる

海

うみだす

浦塩

ウラジオストック

浦塩秘＝欝処満州部

うる（売）

噂

運動

運命

絵

永遠

映團

永久

影響

影響力

英語

英團

英人

英領力瞭陀

えがく

駅

エジプト
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三
三
1
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江島（入名）

滋：戸

エトロフ

N　1－1　1〈

得る

婁（人名）
演慮【1

演説

お（ん）一

おい（感）

翁（おう）

壌（オーストリア）

負う

往々

欧51・i

欧米

多い

大い（に，なる）

おおう

大きい，な

多く

大隈内閥

大阪

大勢

太田被告

おかげ

おかす

お客さん

於く（於て，覧る）

おく（置）

興さん

おくる

おこなう

8
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9
7
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1
0
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5
凄
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9
9
1
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歪
至
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－

おこる（趨）

刑しい

教える

おしつける

おそい

おそらく

おそろしい

おちつく

落ちる

おっしゃる

夫

音（おと）

おとうさん
弟

おとこ

おとずれる

驚く

おなじ

おのおの

おのずから

おのれ

おぼえる

おまえ

おも（な，に）

思い

璽い

おもう

おもしろい

おもむき

重んずる

親

おやじ

分
そ

親
凡

および
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豆
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正
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
－
i
　
　
　
　
－

およぶ

おりる

おる（羅）

おれ

おれたち

おわる

音楽

温突

女

可

一化

一か

カーデガン

ー会

害

海外

海軍

外交

外交窟

外交政策

外国

外国入

概して

会社

解する

造
発

改
開

外務省

貿う

かえす

替ズボン

かえって

かえる（帰）

顔

かおり

画家

餌格

科学
鏡

かかる（掛）

索 引　415

0
0
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⑪
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呈
8
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9
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互
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カ》カ》る　（斯）

かかわり

かかわる

鍵

かく（書）

かく（斯）

各五百頁

学巻

かくす

学生

学問

確立する

かくれる

かける（掛〉

過去

鹿町さん

貸す

カステラ

嘉する

風（かぜ）

家族

家族制度

型

罵

かたち

かたむき

かたる（言吾〉

二値

かつ（接）

かっこう（格好）

学校

かつて

活動

活動奪真

家庭

過程

一かな

カナダ

かならず

かなり

金

6
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屡
5
7
0
9
9
⑪
1
8
3
9
6
8
6
2
6
8
6
5
8
8
1
2
6
⑪
8
8
9
9
1
2
3
3
0
4
0
崔
9
1
5
7
9
0
8
5
8
2
7
0
8
7
5
6
7
3
6
5
0
9
9
1
4
0
8

7
3
7
4
7
8
8
2
7
7
3
4
5
7
7
4
8
0
2
0
1
7
2
6
7
7
2
7
8
8
3
9
6
7
8
4
2
0
1
0
2
0
7
7
8
8
7
3
5
6
7
至
5
7
0
0
4
9
互
0
7
7
9
9
8
4
？
5
5
1

　
1
　
　正
　
　
　
　
　

三
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　

l
i
1
1
1
1
　
　

1
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　

1
1
1
三
1
1
豆
互
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
互
1
　
　
1
1
正
　
　1
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　

1
1
i



416索

かの（彼）

可能｛生

彼女

壁

神（神様は別）

髪

守（かみ）

神様

｝斯様（かよう）

一から

ガラス

からだ

樺太利権問題

樺太

借りる

駆る

い軽
彼

かれら

川

側（がわ）

交わす

かわり

かわる

問

観

かんがえ

かんがえかた

かんがえる

関係

富惣

韓国

春護婦

感じ

感情

感鋳的

閣心

瀕する

一弓

4
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↓
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1
三
重
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I

感ずる

完成する

全
単

曇
日

観点

港頭

感動

監督

雁根（ガンネ）

看板

幹部

光来

吏
僚

官
宮
木
気

会
重

機
機

会議

治政会議

機危

企業

きく（聞）

きこえる

帰羅

菓
嵩

汽
詑

術
準

技
藻

瘍つける

期する

學節
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1

管
礎
族

煙
壁
貴

田浦錠

期待

期待する

きたす

きたる

きっと

きのう（昨日）

気の毒

盤
分
望

温
気
希

希聴する

基本的

きまる

君

署たち

義務

きめる

きもち

蓋物

逆

飛

昭｛勇頷植民地

九州

九八頁

急速

きょう（今B）

京

教育

悪慌

共産覚

教師

教授

行政

競争

兄弟

強調する

遇
周

縁
京
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興
業

教養

度
菓

極
極
霧

一きり

ギリシャ

キリスト教

蕊督教麟

聯繋教義

墓蟹教徒

きる（慧）

きれい

紀録

議論

きわめて

金

行
世
銭
代

銀
近
金
冠
句

空気

偶然
草

薬

一くださる

くだる

口

苦難

国

首

組合

雲

一くらい

くらべる

くる（来）

グループ

くれる（呉）
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正

黒

黒羅紗

くわしい

軍

軍国主義

勲輩

軍人

軍隊

軍備

軍部

計画

警富

傾向

掲職

経済

経済政策

経済的

芸者

芸術

芸術家

形勢

形成する

芸入

景魚

けだし

決意

結果

結局

結婚

けっして

決する

決定

決定する

気配

煙

けれども

一けれども

言（げん）

権威

原因

研究暫

研究する
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0
8
6
2
0

1
6
7
8
1
1
1
9
9
7
7
1
0
9
1
2
7
7
1
0
1
7
0
0
2
三
〇
7
7
8
2
9
7
7
8
8
0
1
1
0
7
7
0
9
7
1
3
1
6
曝
4
6
7
8
8
1
1
8
7
6
7
7
9
8
8
9
6
0
7
8

1
　
　
　
　
　

1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
1
1
　
　
　
　
1
義
霊
三
－
　
　
」
1
三
豆
i
正
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
1
三
　
　

1
1
1
　
　
　
　
　11
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

先祖

全然

戦争

金休

選択

戦中派

荊提

伝
人

宣
善

全岳ぢ

そ（其）

そいつ（其奴）

そう（副）

一そう

絹違

総合的

そうして

想像

想像する

増大する

談
料

相
遂
候

一そうろう

属する

そこ（其処）

組織

そして

率直
袖

外

そなた

その（其）

そのうえ

そのまま

ソビエト

糧父

そもそも

空

それ

それぞれ

5
8
4
1
7
3
1
3
8
7
2
4
4
1
4
6
1
4
9
0
2
0
7
3
0
3
2
2
4
9
1
5
1
5
7
5
4
5
7
0
5
0
2
6
9
↓
⑪
6
2
7
5
⑪
2
8
0
2
6
3
2
3
9
4
専
3
8
0
2
6
0
6

8
6
4
7
1
8
0
7
6
8
9
1
7
8
8
0
0
7
7
9
0
7
7
4
9
9
7
5
7
7
三
8
8
8
1
8
7
8
2
S
2
7
8
8
9
9
7
7
5
6
7
0
0
4
7
8
8
尋
5
尋
8
0
5
2
廷
7
8
8
9
7

　
　
1
　
　
1
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　－
　
　
　
　
　

正
－
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
i
　
　
　
　
　
　
　
畏
三
茎
　
　
1
ー
ム
壼

それゆえ

それら

ソ連

’ごりつ

存在

葎在する

損失

移する

存ずる

そんな

田
他

一だ

一たい

大

対倭休戦条約

大学

大企業

大規模

大婁

対支政策

大衆

対象

大臣

対する

大勢
大．切

大体

態度

大策亜戦争

大渠亜戦争肯定論

大統領

舛比する

代表

代表…養

大分

3
2
0
9
7
3
3
7
7
9
5
8
7
6
1
3
8
9
0
2
6
2
8
0
0
茎
5
8
8
9
3
8
9
3
0
4
豆
3
8
5
3
6
正
6
9
0
7
3
6
5
4
1
0
e
9
9
2
7
1
5
5
7
7
2
7
2
2
7
5
9

4
5
9
8
8
7
9
7
2
1
7
7
2
3
7
4
6
鑑
7
8
8
9
6
9
5
6
7
7
↓
8
7
0
1
7
8
8
9
1
6
0
7
7
9
0
4
7
7
8
8
2
9
5
5
至
8
8
？
7
8
8
0
3
6
7
7
9
9
6
7
7

正
互
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　

重
垂
素
　
　
　
　
1
1
属
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
二
三
　
　
　
　
　
　
　

隻
－
　
　

正
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　

正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　

1
ー
算
1
皇
至
1
　
　
　
　
　
　
　

1
1

大変

逮捕する

大問題

太賜

対立

薄立する

ヌ睦露彊ミ硬タ郵交

対露軍需品

台湾

たえる（耐）

絶える

だが

たかい

たがい

高さ

たかむしろ

尚める

だから

たくさん

一だけ

たしか

多少

だす

多数

たずねる

ただ

たたかい

たたかう

たたく

ただし

更しい

ただちに

立場

たつ（立）

達する

一たてまつる

たてる

たとい（仮令）

0
0
2
0
4
4
9
2
3
3
0
5
1
9
9
9
6
5
1
S
6
2
8
7
2
7
8
3
5
6
2
9
6
0
3
1
9
茎
1
9
9
9
0
8
2
7
9
3
6
7
1
0
4
3
7
↓
8
7
7
6
監
9
2
6
2
1
2
6
8
垂

5
5
7
8
8
7
7
ユ
2
9
8
8
4
3
8
8
3
7
8
8
7
5
4
8
7
7
6
7
8
7
5
4
5
9
8
5
4
3
0
7
3
4
7
？
8
8
4
7
7
1
4
8
8
5
7
凄
7
↓
7
9
7
7
8
8
3
9
8
8
7
5

1
風
董
孟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　

1
1
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
董
孟
三
　
　

！
重
互
互
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
　
　
　
　
玉
1
　
　
　
　
1
　
　
三
　
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顎
轟
三
　
　
　
　
　

－

索 引　419

たとえば

たどる

他人

タバコ

多分

他方

一たまう

たまたま

ため（為）

だめ

たりる

だれ

一だろう

単（に，なる）

段（人名）

段階

団結

男子

純
女
性
体

単
男
男
団

だんだん

団地

探偵小説
1血

地（ち）

知

地位

ちいさい

近い

ちがい

ちがう

近づく

力

知識階級

知識人

人
　
親

知
父
父

6
3
7
2
3
⑪
7
垂
〇
三
5
8
0
G
2
6
3
3
7
6
9
3
7
2
↓
9
8
3
6
6
1
↓
4
5
3
5
3
3
8
4
0
↓
9
7
9
8
5
8
3
8
6
8
2
7
8
6
3
6
3
6
5
5
3
0
↓
6
4
↓
3
尋

7
5
7
3
⑪
2
8
5
9
9
7
4
5
7
8
8
9
7
7
4
7
8
8
0
6
4
6
7
7
9
8
8
7
8
0
4
0
0
6
7
8
8
0
4
8
6
2
7
2
6
9
尋
8
8
↓
？
9
2
8
8
9
0
7
8
8
0
0
0
7
0

　
｛
玉
　
　
1
1
1
1
至
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
　
　
　
　
　

l
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
監
歪
互
　
　
　
　
　
　
　
i
l
　
　
　
　
i
　
　－　
　
　
　
ー
　
　
　
　
誓
三
　
　
　
　
三
　
　
　
　
　

I
　
　
　
　
　

1
1
1
　
　
至



420索

地申海

ちっとも

地方紙

茶

一中

中央倶楽部

中央公論

ゆ央敬府

中爽

ゆ国（羅名）

巾麟人

φ蟹人最

中小企業
中．世

注聴する

調査する

朝鮮

朝鮮人

長男

著考

ちょっと

智利（チリ）

ちる

ついに

瀬ずる

つかう

一つかまつる

つぎ（次）

つく（｛す）

つく（就，ついて）

机

つくる

物
合

漬
都

つたえる

一つつ
つつく

っづける

つながる

つね

i弓

9
↓
9
0
↓
9
8
5
9
乏
5
9
7
9
i
2
7
9
5
5
8
7
3
8
7
9
5
婁
8
7
9
9
1
4
2
6
7
3
7
2
2
1
8
1
2
6
0
6
5
0
⑪
1
3
⑪
7
3
7
5
7
9
2
2
3
6
0
0
2
1
4
9

8
4
6
2
6
8
6
圭
0
8
8
0
6
6
7
7
7
8
0
0
6
9
7
3
3
8
0
0
7
0
4
8
8
8
8
8
4
8
8
3
4
9
9
7
8
8
7
？
3
5
2
7
4
2
6
7
7
9
7
3
2
6
7
7
3
3
7
8
8
4

　
1
　
　
一
　
　

正
　
　

至
重
　
　
　
　

圭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Σ
望
1
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　1
1
　
　1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
一
煮
一
1
　
　
　
　
一
玉
望
三

　
り

　
↓
訊

妻
つ
罪

つめたい

つもり

つよい

手

一である

定侮

抵抗

帝雛義会

亭孟

提出する

でかける

手紙

一的

趨癒する

できる

一できる

哲学

徹底する

鉄遷

寺

でる（「いでる」も）

テレビ

遠

点

天下

展開する

転換

天国

電子ミシン

転ずる

伝統

天寒

天豊剃

8
9
7
4
3
8
1
7
1
7
1
5
8
↓
9
3
6
9
4
5
2
些
4
7
3
7
6
9
0
6
2
6
9
1
2
7
7
2
5
1
↓
8
0
2
6
↓
0
9
3
1
2
6
8
6
3
6
5
8
9
8
2
3
6
6
8
0
4
5
3
5

6
7
4
0
5
7
1
8
正
4
7
2
6
7
1
7
9
0
0
8
3
圭
6
6
7
7
2
4
7
7
8
8
2
9
1
6
7
3
7
2
7
4
7
8
8
3
6
6
2
7
8
8
0
3
7
7
9
0
6
？
3
7
7
1
6
8
8
0
7
8

　
　
1
1
1
　
　
1
　
　
1
1
　
　
1
1
　
　
1
　
　
　

1
正
　
　
－
正
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
I
I
1
　
　
　1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
1
　
　
　
　
　
1
互
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
正

天皇陛下

店舗

躍話

土（F」Yコ）

ドイツ

独逸語

ドイツ人

独逸籍聞

独逸ee圏Jfli法

党

悶う

岡

どう

亜
一

東
伺

，東東

当局嵩

動向

当時

氏
時

翼
蜀

どうして

登場する

然当

争
底

闘
到

々
人

堂
楽

当面

どうも

東洋

飼様

遠い

とおす

遍る

都会

とがめる

3
5
8
4
9
9
7
9
5
8
9
9
9
9
9
8
4
0
鑑
0
6
3
3
9
1
5
3
7
8
5
0
4
7
2
6
5
三
3
7
8
2
3
7
8
3
4
2
6
8
3
7
4
7
8
4
3
7
2
9
4
8
4
3
7
8
6
2
2
8
3

1
0
6
1
8
8
8
8
0
8
8
8
0
3
婆
6
7
8
8
7
7
8
4
8
8
8
8
8
8
7
8
8
6
7
7
9
7
8
8
9
0
8
8
9
8
↓
7
7
2
8
8
4
1
7
4
7
6
0
9
5
8
虞
8
8
4
7
3
3
0
7

正
－
　
　

！
1
　
　
1
－
－
互
ー
ー
云
至
ー
竃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
五
　
　
　
　
　
　
　
　
豆
　
　
　
　
正
　
　
　
　

1
1
　
　1
　
　
　
　
互
　
　

互
　
　

互
　
　
　
　

1
　
　

1
1
1

とき（時）

蒔々

特（に）

とく（説）

読巻

特殊

特色

特微

特別

独立

どこ

ところ

ところが，で

一ところで

都r悸

土地

どちら

突然

どっち

とても

ととのえる

とにかく

どの

とびこむ

友

一とも

一ども

ともかく

友達

ともなう

ともに

とりあげる

とる

どれ

泥坊

どんな

名

ない

8
⑪
2
6
6
7
6
9
7
6
5
7
2
7
5
6
3
豆
9
8
8
0
8
3
7
9
3
7
2
i
3
6
8
3
2
ー
↓
0
2
6
8
4
5
4
2
6
3
5
4
豆
1
4
4
9
5
！
3
墨
6
7
9
G
2
6
2
0
7
3
3
8

4
7
8
8
9
4
4
3
0
4
9
6
7
7
9
4
9
7
9
4
6
7
7
8
8
9
8
8
5
9
8
8
0
2
7
8
8
9
8
8
6
↓
7
5
7
7
4
8
0
9
9
5
0
7
3
7
8
曝
7
3
垂
7
8
8
4
9
0
4
1
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1
正
正
豆
－
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
ー
　
　
　
　
三
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
ー
あ
　
　
　
　
－
　
　

三
1
1
1
1
　
　

隻
　
　
　
　
－
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　

1
1
1

一ない

内翻

ないし

容
お

内
な

奈翁時代

なおす

なか（中）

永井（人名）

ながい

畏崎（地名）

畏繍絆

永田

眺める

一ながら

就中（なかんずく）

なく

なしえる

なす（域）

なぜ

夏

一など

なに

なにごと

何人（なにびと）

なにもの

何故（なにゆえ）

なまえ

涙

ならびに

一なり

なる（域）

なるほど

難｛簸

0
2
6
4
6
3
1
9
3
7
専
9
1
8
3
9
5
9
0
7
2
6
0
8
8
8
9
8
8
2
1
7
5
9
8
5
0
8
8
1
8
0
6
4
7
1
8
0
2
6
0
0
5
2
0
4
3
9
5
2
！
8
⑪
6
2
6
8
8
4
6

7
8
8
4
8
6
9
0
8
8
9
婆
？
7
5
8
8
4
7
7
8
8
G
6
4
8
8
6
3
6
9
6
7
7
3
7
4
4
6
7
7
4
7
4
9
9
4
7
8
8
9
9
7
e
9
4
1
7
2
5
9
4
7
7
8
8
2
7
5
1

　
　
　
1
1
1
玉
－
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　

1
　
　
1
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
1
1
　
　1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　1
　
　

1
1



南京

汝

なんとなく

何となれば

何人（なんにん）

南方

なんら

におい

二階

肉

ニクソン大統領

肉体

二十世紀

西ドイツ

ニ重

二八囲。蕩米

日銀

日露交渉

日露戦役

日欝戦争

臼露戦争当蒔

日露両腰問

騰己

属渚日露

日比混MI

日本

日本軍

H本経済
日本語

日本国艮

日本人

日本人民

日本敬府

二・二六事件

荷物

＝ユージーランド

ニユース

xユーヨーク
女房

似る

庭

にわか

一人

人気

9
8
7
4
9
窪
2
7
⑪
5
8
8
0
8
⑪
2
！
4
3
0
9
↓
5
0
5
7
9
2
1
5
9
8
9
8
9
9
9
0
4
9
9
8
0
7
3
7
8
8
0
4
9
8
3
5
5
5
9
8
正
4
9
4
0
↓
6
1
9
4
5
7

8
6
4
7
7
5
7
7
8
8
6
7
9
6
0
2
8
8
7
2
6
2
7
8
8
9
8
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
4
7
7
8
8
8
6
8
8
0
1
1
0
0
0
0
6
8
8
8
1
9
0
2
2
4
6
8
1

　
　
1
　
　
　
　
雀
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
1
　
　
　
　
　

1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
－
三
玉
豆
正
互
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
玉
　
　
　
　
　

三
－
　
　

！
藍
至
互
　
　
　
　
－

人聞

認識

認識する

人摺

任務

一ぬ

音（ね）

ねえさん

ねがう

ねこ

純段

ねらい

ねる（寝）

犀間

駕齢

野

一の

麗業

麗村

藤民

のぞみ

のぞむ（墓）

後

述べる

のぼる

一のみ

のりだす

のる

のんき

藥

一ば

ばあい

バイオ1ノン

俳句

背景

陪償

排除する

敗戦

売品

俳優

隻
3
7
3
2
1
5
1
2
7
7
0
6
3
↓
9
2
4
6
↓
8
2
7
3
5
8
6
2
1
4
3
3
1
9
8
6
4
9
⑪
6
0
8
9
9
↓
6
2
0
4
5
↓
9
1
7
3
1
0
6
6
9
5
2
？
9
2
蓋
5
8
8
5

7
8
8
0
7
8
8
1
7
7
3
1
1
6
7
7
2
⑪
3
2
1
7
？
三
7
7
3
7
8
8
7
2
9
1
0
0
7
7
1
3
5
9
3
7
3
5
7
8
8
．
3
7
7
5
6
2
9
7
7
9
6
1
7
7
1
7
8
8
正
6
7

　
　
　
藍
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
1
1
正
1
　
　
　
　
1
1
1
1
1
　
　
　
　
豆
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
亙
1
1
1
－
1
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
1
　
　

1
1
　
　
　
　
　1
　
　
　

1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　

1

はいる

馬鹿

一ばかり

パキスタン

白人

博する

はげしい

はじまる

はじめ

はじめて

はじめる

場瞬

贋

はたして

はたす

はたらく

はっきり

はっきりする

発する

発生する

八銭

発想

発達

発達する

発展

発展する

発表する

はで（派手〉

鳩由菖根

花

嫁
話

はなす（話）

はなはだ

はなはだしい

母

はは（感）

馬場（人名）

！N’ノNt

母親

一一 ﾍべる
はやい

腹

パリ

巴里留学

G
1
↓
〇
三
9
5
4
9
1
7
⑪
3
8
3
6
7
G
9
5
9
藍
0
2
6
－
3
7
8
9
2
8
4
0
4
9
6
2
6
2
7
9
2
7
8
8
4
3
↓
正
8
2
6
4
9
9
0
9
⑪
↓
↓
9
↓
4
1
9
墨
9
8
9

G
7
3
1
9
8
0
7
7
4
4
3
8
9
8
8
↓
3
9
2
4
5
3
8
8
5
7
7
2
7
3
2
7
8
8
6
9
3
9
3
7
3
7
7
6
6
7
2
2
7
？
8
8
1
3
7
5
7
5
0
7
6
⑪
0
9
4
2
8
8
8

1
　
　
1
1
圭
　
　
響
藍
　
　
　1
1
1
　
　
　
　
　
　1
1
　
　
1
　
　
1
1
　
　
　
1
　
　
　
歪
　
　
至
i
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
正
1
　
　
　
　
　
　1
1
　
　
1
　
　
1
1
　
　
　1
1
1
1
1
　
　
1
1

春

配爾幹（バルカン）

春之助
恰爾【｝令廟事件

ハルビン浦塩斯徳問

ハワイ

反一

繁栄

半合羽

ハンガリア

犯罪

万事

反する

及省

反対

反対する

火

だ

葬一

ピアノ

ビール

比較する

ひく

ひくい

被告

彦左衛胃

ひさしい

葬常

比する

紫斑

るすり
　
　
　

り

く
　
　
　
た

っ
者
然
つ

び
筆
必
び

必要

秀害

人

ひどい

比島軍事援助法案

ひとしい

ひとたび

ひとつ

人々

7
9
8
9
9
9
↓
9
9
1
↓
9
7
三
6
0
3
茎
3
5
‡
9
2
0
↓
0
8
7
8
6
7
8
7
8
5
1
5
8
G
4
7
5
5
6
7
5
7
2
6
1
5
2
0
4
8
0
2
6
3
7
9
4
4
8
7
0
2
7
i
6

9
8
6
8
8
6
6
1
8
8
8
8
1
9
2
1
9
4
2
7
6
6
7
8
8
2
8
3
7
3
7
凄
0
6
7
8
8
4
5
7
3
7
8
3
0
4
6
7
7
7
¢
7
8
8
墨
7
8
8
⑪
↓
8
4
7
7
9
7
8
8
7
7

　
一
二
　
　
圭
玉
　
　
　

－
1
　
　
　
　
　
－
　
　
－
1
　
　
一
ゑ
藍
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
　
　
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　

1
1
　
　
正
　
　
　－
1
三
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1
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ひとり

重藤

批判
E］　！（

批評

llt評家

ひま

秘密

一三八頁

蒼姓

100．　0

－oo頁
病気

猫写

標準

評する

評判

標榜する

ひらく

ひらける（盛動詞）

ひろい（広）

広島（地名）

広田

広田内減

卑狸

品性

不一

ファシズム

不安

フィリピン

フィンランド
風（ふう）

風蟻

一ふうだ

夫婦

普填爾濁

不可

ふかい（深）

イ謡己

武器

不溌

付近

複雑

ふくむ

不幸

不思議

藤木（人名）

3
⑪
3
7
9
4
4
2
4
8
6
互
9
6
9
9
5
5
1
5
2
5
9
↓
↓
9
9
5
5
8
8
8
8
8
8
屡
1
5
3
⑪
9
9
↓
9
↓
3
1
3
9
6
9
1
8
3
7
8
8
三
2
0
4
9
0
5
6
6
8
正
8
⑪

⑪
7
8
8
尋
1
1
7
1
0
1
9
8
0
6
8
2
7
8
8
9
7
7
1
7
7
3
3
3
↓
8
6
6
6
6
6
8
8
1
1
8
8
7
7
9
2
9
0
8
垂
4
7
7
8
8
尋
6
2
7
8
8
1
0
凄
2
1
7
5
6
8

1
　
　
　
　
　

i
1
1
　
　1
1
1
　
　
1
1
　
　1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
正
　
　
1
　
　
　
　
　

1
一
五
－
三
i
　
　
　
　
　
　
　
　
至
　
　
歪
　
　
　
　
　

－
至
韮
鳳
1
1
　
　1
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婦人

夫人

舞台

負担する

筆

舟

部分

不満

踏む

冬

プラグマティズム

伯麟顔爾（ブラジル）

フフンス

振る

降る

ふるい（古）

ふるえる

普達土学園

文

文化

文革

文学

文学巻

文芸

士
章
人
明
器
軍

文
文
文
文
兵
米

米羅

平壌

平八郎

米比閾係

平和

平和政策

北京

一べし

別

ペテルブルク

へや

ベルリン

ペン

変化しはじめる

勉強する

法

方

某

封建捌度

方向

4
3
4
0
↓
0
↓
⑪
工
1
⑪
S
7
2
9
9
8
5
9
0
4
9
8
0
9
5
6
9
5
6
4
0
↓
5
6
5
6
6
1
7
3
7
9
8
9
9
8
9
7
3
9
1
2
6
3
9
0
0
↓
9
0
8
6
↓
9
2
0
2
3
6

8
⑪
0
2
7
8
8
2
2
0
1
8
9
1
8
8
8
7
7
3
7
7
4
3
8
1
1
6
1
0
7
8
8
1
0
1
0
1
2
6
7
7
⑪
6
8
8
6
8
1
1
8
9
8
8
4
8
2
8
8
8
2
6
3
7
7
1
7
⑪
1
7

　
1
1
1
　
　
　
　
　1
1
1
1
　
　
　
　
1
三
　
　

－
　
　
　
　
三
　
　
　
　
－
ー
正
I
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
　
　
正
I
L
　
　－
　
　
　
　
正
－
1
　
　
　
　
　
－
　
　

1
　
　
　
　
1
　
　

1
1

報管

報魯する

放送

報道する

方法

方面

友
律

携
虫

～
　
，
γ

波蘭二t（ポーランざ）

ポーランド撤退

ほか

僕

僕ら

星

ボタン

北海道

欲する

ホテル

ーほど

ほとんど

ほぼ
4£ノレトプゴノレ

雀鋤牙国

ポルトガル人

本（book）
香港

本質的

本当

本入

翻訳

本来

毎月

毎日

毎薙

まいる

まえ

まさに

まさる

一まじ

まず

マスコミ

ますます

また

まだ

9
嘆
9
尋
9
3
9
9
墨
2
9
9
0
2
6
2
0
1
1
3
8
8
4
9
6
8
1
3
7
0
0
9
8
9
5
5
9
↓
4
2
⑪
↓
8
7
7
7
3
1
3
7
0
4
5
0
4
1
9
8
1
7
5
e
8
8
0
8
3
7
3
1

9
1
3
三
3
ー
？
9
0
1
8
8
7
8
8
9
7
0
0
2
8
8
7
7
3
0
9
8
8
5
5
8
8
8
G
1
8
4
4
⑪
8
8
9
9
9
9
3
7
8
8
⑪
4
7
8
8
9
4
6
7
4
1
5
4
6
7
7
8
8
5
7

　
1
互
正
－
至
　
　
　
　
重
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
1
1
1
　
　
　
　
　
　
1
1
1
　
　
　
　星
…
　
　

圭
－
1
1
　
　1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
　
　
1
1
茎
£
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

または

まだまだ

町

まちがい

問逸う

松（人名）

まったく

一まで

窓

学ぶ

まぬがれる

まねく

まもる

マルキシズム

マルクス

マルクス主義

7
3
0
4
8
2
8
8
1
2
6
0
1
e
6
5
8
1
2
6
0
6
豆
8
0
4
2
7
2

4
5
8
8
⑪
1
3
6
7
8
8
5
9
2
3
7
7
婆
7
7
4
7
4
6
8
8
7
7
1

正
1
　
　
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　雪
1
！
5
五
重
　
　
　
　
互
　
　
　
　
正
　
　正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

マルクスレーニン主義112

まるで

まわす

まわり

まわる

万一

満洲

満洲畢変

満足

満足する

　
　
る

　
一
え

身
未
み

三木（人名）

みじかい

水

みずから

店

みせる

道

道雄

導く

みちる

三井（人名）

みつける

光子

4
3
0
2
0
3
0
3
7
9
7
0
9
6
↓
↓
1
3
7
8
3
8
2
9
8
正
3
8
1
8
1
7
8
0
4
3
6
7
8
0

4
7
3
7
0
7
3
？
7
8
正
正
7
3
2
6
7
8
8
3
7
4
2
4
7
5
7
3
2
6
4
7
6
8
8
7
7
3
6
8

1
　
　
三
　
　
正
　
　
三
　
　
　
　
　
－
1
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　1
　
　
正
1
　
　
　1
　
　
1
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
爪

三菱

みとおし

みとめる

みどり

皆

みなさん

みなす

南樺太

南ベトナム

来亡人

来
力

未
魅

みる

罠衆

罠主化

民盆主義

民本主義

無一

むかう

昔

むける（陶）

無産政党

矛盾

むしろ（副）

むずかしい

息子

むすびつく

むすめ

旨

胸

村

騰
§

4
0
曝
3
7
2
9
1
3
7
9
2
隻
5
9
9
3
4
3
7
4
8
7
7
8
0
2
6
8
6
5
8
0
↓
8
0
↓
2
2
↓
3
7
8
7
3
7
9
3
⑪
0
4
3
7
5
↓
6
4
8
5
0
4
3
7
凄
2
8
4
9
0
2

8
8
8
1
3
2
嘆
7
8
8
4
0
8
8
8
8
7
0
8
8
2
9
6
1
嘆
7
8
8
3
8
0
6
8
8
6
8
8
1
1
S
8
8
9
7
8
8
⑪
9
5
5
5
7
7
4
0
7
0
6
7
8
8
8
8
2
7
0
窪
4
7
8

　
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
重
豆
　
　
　
　
重
　
　
　
　
互
　
　
　
　
王
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
五
重
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
歪
　
　
　
　
1
1
　
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　

1
1

明白

名蛍

めぐる

めざす

飯

面（めん〉

面倒

面§

もう（既〉

もうしあげる

一もうしあげる

申込

もうす

一もうす

毛沢東

的
標
し

［
日
門
日
も

文字

もしくは

モスクワ

用いる

もちろん

もつ（持）

もって（以）

もっと

もっとも（竣）

もっとも（尤）

もと（元）

もとつく

もとめる

もとより

もどる

もの

物語

6
4
1
0
3
0
3
0
3
7
2
6
0
1
3
7
7
5
1
8
9
9
1
2
1
5
3
3
⑪
0
1
2
7
↓
3
7
4
3
0
2
4
⑪
6
1
8
0
5
8
2
G
O
1
2
6
0
3
8
5
6
7
2
3
8
8
⑪
8
2
6
0
5

8
2
5
1
7
3
7
2
7
7
7
7
1
7
8
8
4
7
9
6
7
3
9
7
8
8
9
9
5
5
7
8
8
5
8
8
1
5
9
4
5
7
7
4
4
7
7
7
5
5
5
7
8
8
5
S
9
2
3
4
7
3
4
6
7
7
8
8
9
互

　
1
1
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
1
　
　互
夏
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
互
互
　
　
三
1
1
　
　1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
三



もらう

悶題

門徒

一や

役

約五億弗

約三買頁

役嵩

役人

約四葎墜十万弗

役劉

やすい

やたら

やつ

介駐
宿

野党

宿屡

やはり

由

大翻魂

闇

やむ

やめる

やや

ややもすれば

やりかた

やる

湯

唯一

友人

有する

郵税

ゆえ

ゆえん（所以）

愉快

雪

ゆく　（いく）

2
0
6
2
9
2
6
9
9
6
6
9
3
6
6
5
5
9
5
8
3
8
7
5
9
8
9
8
3
7
尋
3
8
8
⑪
⑪
0
5
3
8
⑪
2
5
0
5
2
3
7
↓
9
0
5
8
2
凄
1
5
9
⑪
1
8
3
5
3
5
1
5
1
3
8

4
7
7
1
6
9
1
8
8
0
G
8
7
？
正
7
7
7
7
7
0
1
6
7
7
0
0
0
8
8
5
2
6
7
3
3
5
7
1
6
7
↓
7
8
8
2
8
8
0
4
5
7
7
4
7
8
8
4
5
7
7
9
？
9
7
8
8
5
2
4

1
　
　
　

隻
　
　
1
1
1
1
1
1
1
　
　
　

正
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
1
正
－
　
　
　
1
1
　
　
　1
三
1
　
　
1
　
　
　1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
1

ゆたか

世

余（代名）

よい（いい）

意
易

用
容

要因

要求

ようす

要する

要請

一ようだ

幼稚園

洋服

要望

沃度禽窃量

ヨーロツ！く

早馬

横ばい
三夏浜

よし（＝もし）

予定

世の中

よぶ

よほど

よむ

余等（代）

より（副）

一より

よる（依）

よろこぶ

よろしい

輿論

8
0
3
7
3
5
7
7
9
8
墨
9
0
5
1
9
⑪
2
6
6
5
6
3
7
5
2
8
凄
9
8
9
8
7
2
7
9
8
9
2
9
8
6
9
8
7
5
8
楽
7
1
8
8
0
9
1
0
1
6
0
5
2
8
⑪
2
6
5
6
6
5
2

6
7
8
8
3
8
7
9
4
6
7
7
8
8
0
4
7
8
8
4
8
8
正
8
4
9
至
9
4
6
2
1
6
9
6
1
1
8
7
8
8
9
6
8
6
7
7
5
6
三
〇
3
5
婆
7
4
0
7
5
5
9
4
7
8
8
2
3
4
7
1

　
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
正
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　

1
1
1
1
　
　

1
1
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
三
1
1
正
　
　
　
　
1
1
　
　
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
1
1
蓋
　
　

－

弱い

鰻億七千万研

雛〇三貰

四薫余頁

四四一頁

一らしい

一られる

理

りアリズム

利害

理解する

陸軍

理想

一嵩

立法

理由

川州

両親

両方

料理

旅館

一力

旅9SkK

軽易÷六世（ルイ～）

ルーーマニア

歴史

一れる

恋愛

連想する

連中

蓮如

廊下

老人

弄する

労働

労働組合

労働春

労働者階級

労働巻農畏

労働力

ローーマ

露軍

露圏

三二委員

露國外交

露蟹簸良

ロシア

7
0
9
9
9
9
↓
2
5
9
2
8
9
6
7
1
5
9
里
↓
0
凄
3
三
八
i
2
8
4
9
9
9
8
6
6
2
5
0
5
3
9
0
3
4
e
尋
6
9
6
6
B
3
－
5
5
9
8
9
0
8
↓
0
↓
9
8
9
9
9
9
8

4
0
8
8
8
8
2
9
？
7
…
6
1
7
3
8
8
G
1
6
8
8
9
0
0
0
7
0
6
8
8
8
8
7
1
9
8
1
7
0
6
2
0
7
8
8
畏
O
O
O
O
7
8
8
9
8
8
8
5
6
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8

豆
三
1
1
1
1
　
　
1
　
　
　

三
　
　
1
　
　
1
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　皇
－
垂
▲
　
　
1
　
　
　

1
　
　
1
　
　
1
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
正
　
　
　
　
　
－
歪
乙
一
9
圭
－
　
　
　
　
　
　
　
　
至
韮
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
正
－
圭
　
　
－

頁八
　
　
る

七
拠
ず

六
論
論

ロンドン

論理

歌
が

翻
わ

若い

わがくに

わかつ（分）

我輩

わかる

わかれる

枠

わく（湧）

わけ（訳）

分ける

わし（代）

わしら

ワシントン（地名）

わずか

忘れる

話題

わたくし

私自身

わたくしども

わたし（私）

わたる

わらい

わらう

わるい

われ（我）

9
8
5
9
9
9
8
3
2
5
9
正
8
3
3
7
8
9
1
8
8
4
9
5
↓
1
5
1
0
3
7
7
0
7
3
6
9
0
7
2
5
1
1
2
7
0
9
3
7
6
2
6
0
3
7
1
1
1
1
2
6
2
7
6
6
9
7
8
5
1

8
6
7
7
3
8
8
7
1
1
4
7
7
4
8
8
凄
4
7
7
0
7
7
3
7
8
8
⑪
7
8
8
3
4
6
8
8
6
7
7
Σ
3
0
0
7
7
9
4
8
8
3
7
7
7
8
8
0
0
0
0
8
8
3
7
3
4
4
6
6
7
⑪

1
　
　
　
　
　

1
　
　
玉
　
　

1
1
　
　
　
　
　1
　
　
　
　
圭
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛋
三
三
睾
云
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　

1
1
1
1
　
　
　
　
1
　
　

互
正
　
　
　
　
　
　
　
1
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われら

われわれ

74

78

101

70

76

sos
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あたらしさ　　　　　　　　　　　　66

あて字　　　　　　　　　　　　　55
α単獄　　　　　　　　　　　　　　　　11

安定度→語彙の安定度
「イエスシ読．ZS．s　　　　　　　　　　48

fいくつかの文法的類義表現について」

　　　　　　　　　　　　　　　　168
1：ゴ’点語

1段活用

意味分野

英語

オランダ語

音（おん）

外来語ぎ量

かけ声

梶鴎晃太郷

カタカナ

かなつかい

可能動詞

上2段活絹

漢字の読み
擬声擬態言喬

　　　　　　　　61
　　　　　　　　159
　　　　　　　　88
　　　　　　　　65
　　　　　　　　65
　　　　　　　　55
　　　8．38，54，61，182

　　　　　　　　20
　　　　　　　　　6
　　　　　　　　182
　　　　　　　　1ア8

　　　　　　　25，160

　　　　　　　　1［9
8，17，22，38，54．61，182

　　　　　　　　182

　　　　　　　　26
　　　　　　　17，20

共逓度→語彙の共通度
「譜代f／1本読と宇：音接辞の造語力」

句読点
訓

傾向

形態素

形容言意

形容詞の達体形

形容動詞

原語

現代かなつかい
『現代議の助詞・助動詞』

現代雑誌九十種の語彙調資

「現代雑誌九十種の照語購字

　第一’分罹｝

Ol現代雑誌九十種の用語用宇

　第黛分節　分析2
需文一’致

見坊豪紀

　　　　64
　　　　173

　　　　Jr5

　　　　66
12．14，16．61

　　　　58
　　　　157

　　　　157

　　　　65
　　　　178

　　18．190

　　　7，8

総記および誘彙表諺

語彙講嚢研究会蟻位小委員会

語彙の安定痩

語彙の共通痩

語彙の類似度
「語いの類似渡lj

口語化

口語形

口語文

構成要素数

後羅詞
国語改llぎミ

『国定読本用語総覧s

語．形のゆれ

語源単紘

語構成

58

　66
7，155

　37
　11
　15
51，53

　52
50，52

　．no

　35
　48

7．35，155

　　　6王

　　126
　　9，53

　　　48

　　　26

　　　12

　三5，61

事項索引一

図｝萎重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．38．54

ことなり語数　　　　　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　17
コピュラ　　　　　　　　　　　　　164

編有勃詞　　　　　　　　　　　　　26，55
重昆葵婁言吾　　　　　　　　　　　　　　　　8，38，54，三86

最ノ」、身宅f立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

作品の再録　　　　　　　　　172、180
「雑誌「太1鰯の用宇の変遷」　　　　183

3等：漢語　　　　　　　　　　　　　　62

サンスクリット　　　　　　　　　65
字種　　　　　　　　　　　　　182
下2段活用　　　　　　　　　　　　　　　　159

集中度　　　　　　　　　　　　　66．67

助詞・助動詞
助動瀞1

書名

自立語

自立的用法

掌奪常小学読本＄

『新潮国語辞典」

辮琴3紙

新聞の語彙講査

人名

推蟻形

「薪聞の漢掌含有率の変電」

接辞

接頭辞

接尾辞

接毘的要素

戦後

戦前

相

6，15．17，18，48，190

　　　24．157，159

　　　　　　　2ユ

　　　　　　15．17

　　　　　　　185

　　　　　　　48

　　　　　22，54

　　　　　　　6
　　　　　　　6
　　　　　　5，14

　　　　18．26，55

　　　　　　　164

「総含雑誌の用語　後編』

操作主義

組篠巨体名

護

大正短編傑作選

題名

代名詞

多義語

単位語

単謡

地名

「中央公論総目次s

「中央公論社の八十年」

抽出瞬

結登単位：の長さ

調糞単位のはば

土屋落一

　（羅）s

　（“r）2

ドイツ語

同義語

同藷別語の判別

動罰

動植物名

17．19．20，22．62

　　　　　61
　　　　24，61

　　　　　14
　　　　53，66

　　　　53．66

　　　　　38
　　　　12
　　　1i，15

　　　　21

　　　　38
172，18g，184

　　　　21
　　　　102

　　　　24

　　　　11
　1亙，16，62

　18，55．90

　　　　7
　　　　7
　　　8，le

　　　　11

　　　　23
　　　　183

「電子計算機による新聞の語彙調査

　　　　　　　　　　　　　　　　14
『電子計算機による新聞の語魏調査

　　　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　　　65

　　　　　　　　　　　　　　　　27
　　　　　　　　　　　　　　　　22

　　　　　　　　　　　　　　　　58

　　　　　　　　　　　　　　　　21

ながい蟻位　　　　　　　　　11．18、56

2宇漢語　　　　　　　　　　　　　　61

2段言舌月9　　　　　　　　　　　　　　　　159

のべ語数　　　　　　　　　　　　8
野村雅昭　　　　　　　　　　　　　　64

野元菊雄　　　　　　　　　　　　　　172

派生語　　　　　　　　　　　　　62
「話しことばに近づく線窮文章」　　172

バラつき　　　　　　　　　　　　67
「反省会雑誌s　　　　　　　　　　　9

『反省雑誌2　　　　　　　　　　　　　9

飛田良文　　　　　　　　　　　　　48

否定形　　　　　　　　　　　　　162

褒意文華　　　　　　　　　　　184
表記のゆれ　　　　　　　　　　　　　183

表記泌の安定　　　　　　　　　　184
表…言峯垂文字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　184

標本抽出比→抽撮比

ひらがな　　　　　　　　　　　182
品霧再　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38，57

複合語　　　　　　　　　　　　　62

　　　　　　　　　　　　　　　　58
罫婦人雑誌の珊語2　　　　　　　　　12

曾属語　　　　　　　　　　　　　　18
普i艶名謡扇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56

フランス誘　　　　　　　　　　　　65

ブロック　　　　　　　　　　　　　　10

文　　　　　　　　　　　　　13，172

文語形　　　　　　　　　　　　　48
文語文

文節

文体的効果
「分類語黎表」

平均使用度数
β単位

別愚

智畏係数

変動

補助的用法

ポルトガル語

みじかい単位

見出し語

宮島達識

名詞

「明治時代の文語文1

『聡治初期の薪聞の用語s

明治短編傑作選

郵便報知新聞

　7，35．155

　　　三1，18

　　　　157

　57，58，88

　　　　38

　　　　11
　　　　26

　　　　66
　　　66，67

　　　　三85

　　　　65
　11．三6，55

　　　　23
　　50，168

　　　38，58

　　　　37

　　　　5
172，18e，184

　　　　5
ゆれ畔語形のゆれ，表記のゆれ

4字漢語
略称

類似野洲語彙の頻似度

累積度数表

歴史的かなつかい

落体詞

ローレンツ縢線

ロシア語

和語

8
2
7

3
£
）
－

　　　　　39
　　　　26，178

　　　　　158

　　　　　66
　　　　　　65
8，22，38，54，182
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Changes　in　the　LaRguage　of　a　Magazine

Chapter　1　Puypose　and　Methed

　　The　purpose　of　our　iRvestigation　is　to　understand　the　changes　in　the　modern　Japanese　｝an－

guage　through　statistica｝　research　of　data　taken　from　a　magazine．

　　“Chfi6－K6ron”　（The　CeRtral　Review），　feunded　iR　1899，　is　the　o｝dest　and　one　of　the　most　erninent

cu｝tural　reviews　in　JapaR．　We　random｝y　chose　woyds　from　issues　of　eight　years　1906，　1916．．．．．

1966，　1976．　Tal〈ing　IO，OOO　words　from　each　year，　we　had　80，000　sample　words　in　all．

Chapter　ll　Style

　　Japanese　texts　in　the　early　Meiji　era　were　written　in　llgt1コ口gngo　or　classical　style　which　is　based

on　the　grammar　of　the　Heian　period　（c．　A．D．1000）．　Chiefly　through　a　movement　in　｝iterature，

this　style　gradtially　gave　way　to　．k．Q．．gQ．　or　the　col｝oquial　style　of　today．　Apart　from　the　samp｝ing

research　mentioned　above，　we　examined　the　style　of　each　text　since　the　birth　of　the　magaziRe．

Be｝ow　are　given　percentages　of　k6go　in　some　years．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1899　1904　1909　1914　1919

　　percentages　of．IL｛｝／g1　1．O　28．4　64．5　78．4　93．5

This　rapid　and　dramatic　change　is　perhaps　the　most　remarkab｝e　in　the　history　of　the　Japanese

laRguage，　and　our　research　has　shown　it　to　occur　in　a　very　shoyt　time　period．

Chapter　lll　Vocabulary

　　3．　1　Similarity　of　Vecabularies　betweeB　Yeays

　　The　simi｝arity　between　vocabularies　of　different　years　was　ealeulated　through　the　following

formula　：

　　　　　　C　＝＝　X　min　［pi（A），　pi（B）］

C　standing　for　the　s；mi｝arity　and　pi（A），　pi（B）　for　the　rates　of　word　i　in　the　years　A　and　B．

1906

　O．　4868

　0．4492

　0．　4357

　0．4192

　0．　3910

　0．　3857

　0．　3770

（average）

　O．4207

　　1916

0．　4868

e，　5095

0．　4864

e．4614

0．　4483

0．　4379

e．4311

　　1926

0．　4492

0．　5095

o，　seo2

0．　4670

e．4718

e．4595

0．　4589

　　1936

0，　4357

0．　4・864

0，　5002

O，　4723

0，4742

0．　4612

0．　4543

　　1946

0．　4192

0．　4614

0．　4670

0．　4723

O．　4695

0．4616

0．　4439

　　1956

0．　3910

0．　4483

0．4718

0．　4742

0．　4695

O．　504．Y

O．　484・5

　　玉966

0．　3857

0．　4379

0．　4595

0．46玉2

0．4616

0．　5043

O．　4843

　　1976

0．　3770

0．　4311

0．　4589

0．　4543

0．　4439

0a　4845

0．　4843

1906

1916

1926

1936

1946

1956

1966

1977

　　　　　　　　O．4659　O，4737　O．4692　O．4564　O．4634　O．4564　O，4477

1t　is　natural　that　over　a　｝onger　period　of　time　the　vocabulary　becomes　less　similar．　But　what

interests　us　is　that　the　vocabulary　in　1946　lies　nearer　to　that　of　the　preceding　years　than　to　that

of　the　following　years．　This　means　that　the　biggest　change　occurred　not　directly　after　the　war

but　after　1946　when　maRy　reforms　（inc｝uding　｝inguistic　ones）　were　havSng　their　biggest　impact．

　　3．2　Loan　Words

　　Werds　were　c｝assified　into　four　groups　according　to　their　origin　：　wago　（pure　Japanese），　kango

（Chinese　loans），　gairaig．　o　（loans　from　other　languages），　｝gt2gglijgggnshugo　（hybrids）．
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　　　　　　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

　　wago　5799　6049　6069　5773　5353　5751　5390　5482

　　kange　326e　3012　2906　3135　3448　3090　3409　3087

　　gairaigo　87　87　112　148　154　243　238　371

　　kenshugo　854　852　913　94．4　1045　916　963　1060

Gairaigo　iRcreased　steadi｝y　in　the　years　from　1906－1976，　but　wago　aRd　kango　stayed　relative｝y　the

sa狙e．

　　The　fellowing　table　shows　t｝）e　rapid　increase　of　English　words　among　gairaigo．　（Personal　and

place　names　are　excluded　from　the　table．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

　　English　21　18　39　56　46　119　136　180
　　0ther　languages　20　16　20　24　17　15　22　40
　　3．3　Parts　of　Speech

　　Parts　of　speech　were　classified　accoyding　to　Hayashi’s　thesaurus　（“．B．unru．i．　goihyo”）　：　1．　Nouns，

2．　Veybs，　3．　Adjectives　aRd　adverbs，　4．　CenjunctieBs，　iBterjections　and　modal　words．

　　　　　　　　　　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　’1956　1966　1976

　　1．nouns　51e2　5185　5232　5271　5348　5310r　s483　Jr62e

　　2．verbs　2913　3046　3065　3000　2982　3078　2904　2908

　　3．adj．＆ad．　1606　1481　1420　1433　1422　1360　1389　1252

　　4．con．＆int．　379　288　283　296　248　247　224　220

The　third　group　一一　adjectives　and　adverbs　ww　decreased　year　by　year．　The　yeason　remains　un－

clear　so　far．

　　3．4　Word　FormatioR

　　KaBgo　（Chinese　｝oans）　played　an　iTnpoytant　role　iB　the　£ormation　of　modern　Japanese

vocabulary．　The　majority　of　Chinese　syllables　are　morphemes　and　are　represeBted　by

characteys．　These　morphemes　are　combined　into　new　words　and　so　the　eore　D｛　Chinese　loans

are　two－character　words．　But　this　type　is　gradual｝y　｝osing　its　strength　and　giving　way　to　three一一

charaeter　words，　among　which　the　most　comrnon　type　is　2十1，　tha£　is，　stem－1－suffix．

characters

　　　　　1

　　　　　2

　　　　　3

　　　　　4

　　　＞4

1906

147

1385

276

260

121

1916

140

1296

328

228

　98

1926

128

1246

258

267

148

1936

　99

1269

321

326

227

1946

　79

1168

356

334

309

1956

　78

1076

3Jro

316

22e

1966

　8Jr

1165

396

408

287

1976

　97

1152

397

352

243

Chapter　lV　Description　of　lndlvidual　Words

　　In　th量s　chapter　we　picked礒p　some　important　words£o　see　how　their　frequency　changed　in　the

70years　from　l906－1976．

　　Some　p茎ace　names　changed£ro鵜絵ngo毛。　gairaigo．

　　　　Eikoku　　→　　19三risu（£ngland）

　　　　Rokoku　→　　Ros量a　→　　Sobieto（Russia，　Sovie乞）

　　　　Seiyδ　　→　　Y6ropPa（Europe）

　　The　most　conspicuous　change　occureδ圭n£he　name　of　China．　“Shina”was　avoided　because　of

　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

lts茎）ejoratlve　connota£ion．

　　　　　　　　　　　　　　　　1906　　！916　　1926　　1936　　1946　　1956　　玉966　　｝976

　　　　　　Shlna　　　　　3　　　9　　　5　　　5　　　一　　　一　　　一　　　一

　　　　　　ChOgoku　　　　一　　　　一　　　　一　　　　一　　　10　　　　9　　　24　　　　4
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　　1n　the　following　cases　certain　expressions　were　preferred　in　the　more　receBt　years．

　　　　　　warera　mmv　wareware（we）

　　　　　　yue→r量頸（reason）

　　　　　　hattatsu　ffy　hatten　（development）

　　　　　　onna，　joshi　一，’　josei　（women）

　　Through　these　years　some　most　fundamental　verbs　and　ac13ectives　are　used　chiefly　as

auxi｝iayies．　There　are　235　examples　of　“iru”，　meaning　“to　be”　in　the　stative　or　progressive　form

（“一te　iru”　form）　iR　1976，　while　it　is　used　only　14・　times　as　a　full　verb．

Chapter　V　Gra黒斑ar

　　Though　the　change　from　b．yLRgo　to　1Qtgggo　occuryed　in　rather　a　short　period，　the　newiy　estab－

lished　sty｝e　at　first　had　many　older　grammatical　features，　and　it　took　some　time　until　these　ex－

pressions　gradually　gave　way　to　colloquia｝　ones．

　　Verbs　and　adjeetives　kept　their　bup．．g．g．　forms　when　they　were　used　as　modifiers　of　nouns　（ren－

taikei　form）　even　though　they　took　kag．t．　forms　in　their　predicative　uses　at　the　end　of　sentences

（shashikei　ferm）．　The　table　shows　the　peyeentage　of　kogo　form　of　verbs　and　adjectives　u3，　ed　as

modifiers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1906　1916　1926　1936　1946　1956　1966　1976

　　　　’eru　verb＄　67，9　55．3　78．3　85．7　81．9　98．0　88．6　95．2

　　　　－iadjectives　78．2　87．5　85．2　88．5　91．3　98．8　98，9　93．9

　　　　ffna　adjectives　59．6　63．3　72．2　90，1　92．5　IOO，O　99．4　97，5

　　Similar　shifts　took　place　between　older　and　newer　forms　such　as　“一yori”　and　“一kara”，　“一nomi”

and　““dake”，　“mzaru”　and　“一nai”，　“一gotoki”　and　“wwyona”．

　　It　has　been　suggested　t13at　sentences　in　newspapers　became　shorter　in　these　several　decades，

but　among　our　data　we　did　not　find　any　evidence　of　a　change　ln　sentence　lengths．

indgces　indicate　a　general　decrease　in　kan3；　with　a　s｝ight　reversal　in　the　most　recent　years，．

玉ast玉ine圭n　the　tab茎e　shows　the．　rat量。　of　j6y6－kanj宝（肇くanj呈for　da銭y　use）to　all　kanji．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1906　1916　1926　19．36　1946　1956　1966　1976

　　percentage　of　1〈aRji　46．9　44．8　42．0　42．2　tH．3　36．0　37．3　3Z　8

　　number　of　kanji　199．3　1896　1850　1864　1677　1552　1527　1664

　　ratio　of　j6yo“kanji　．745　．763　，786　．811　．843　，876　，896　．856

Chapter　VI　WritiBg

　　6．1　Kana　Orthography

　　A　new　kana　orthography　based　on　centemporary　pronunciation　xvas　promulgated　in　November

IgttC5．　Schoo｝s　and　｝arge　newspapers　adopted　the　new　orthography　immediate｝y　but　magazine

writers，　especialiy　men　of　letters，　followed　the　trend　only　after　hesitation．　The　table　shows　tke

percentages　of　use　of　the　new　orthography．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1947　1952　1957　1962　1967　1972　1977

　　general　artic｝es　94．6　86．1　9Z　4　99．6　99．8　99．3　99．4

　　1iterature　8Z　5　22．2　18．6　73．8　70．0　10e．　e　IOO．0

　　6．　2　1〈anji　and　KaRa

　　Japanese　texts　are　written　both　in　kaBji　aRd　kaBa．　The　fol｝owing　table　shows　the　percentage

of　kanji　in　texts　and　the　number　of　different　kailji　that　appeared　in　the　samples．　Note　that　beth

　　　　　　　indicate　a　ffeneral　decrease　in　kani；　with　a　sliffht　reversal　in　the　most　recent　vears，．　The
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　11
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国　語　年　鑑秀英出版刊

　　日南示目29年版　　「琵切才し

　　日霞孝撰30年間　　　　 ク

　　i］弼考…目31年版　　　　〃

　　昭和32年版　　ク

　　昭和33年版　　ク

　　昭和34年版　品切れ

　　昭和35年版　　〃

　　　昭和36年版　　　〃

　　　H召零037年目反　　　　〃

　　　昭和38年版　　t”

　　昭和39年版　贔切れ

14　H召fF日37年度

15昭和38年度

16昭和39年度

17昭和40年度

18　庭召著…目41年度

19　曝蓬零042年度

20昭和43年度

21昭＄U44年度

22　BB考…目45年度

23　H召孝目46年度

24　E巨費昌47年度

25　9日嗣目48年度

26　B召孝149年度

昭和40年版

昭和41＃i版

B召辱…目42年荒反

H召羅…043年版

昭和44年版

昭和45年版

品切れ

250円

品切れ

　ク

300円

300円

晶切れ

　ク

　1！

450円

品切れ

　11

　ク

　ll

　ク

　ク

　1！

品切れ

　！！

日蝕羅…日46年販　2，000円

H召零聾47年版　2，200円

H召瀦工48年版　　晶切才し

昭和49年版3，800円

昭和50年版　品切れ

27昭和50年度　700円

28昭和51年度　非売品

29　B召示鐸52年度　　　　　〃

30昭和53年度　800円

31昭和54年度1，200円

32昭和55年度1，300円

33昭和56年度1，300円

34　日召孝臼57年∫斐　2，000pa

35　臼召孝目58年壌：　2，200円

36昭和59年度2，700円

37平和60年度2，700円

日旧著…目51年版4，000円

目皿定日52年版

昭和53年版

昭和54年版

昭和55年版

昭和56年眠

れ
切
〃
〃
ク
”

品

目召電日57年版　5，500円

昭和58年版5，500円

昭和59年版5，800円

昭和60年版5，800円

日召jFfi61年版　7，800円

高校生・新曙鯉鼎纒嬬秀英出版干lj　28・円

青年・マ・・…ニケー・・褐鎌犠需蜘金沢一品駄
国立国語研究所三十年のあゆみ一研究楽績の紹介一一　　秀英出版刊　1，500円



日本語教育教材

田輔・躰語応当立国1琶研鱒≠繍大庭鰯嗣…円

2

3

4B本語の文法（下）一一

5日本語教育の評簡法一一

6中・上級の教授法一

7日本語の指示詞一
8　Ei本語教育基本語彙七種　比較婦照表一一

91LI本新教育文献索引一一

10談話の研究と教育1－H

11語彙の研究と教育（上）一．

12語彙の研究と教育（下〉一・t．一

　一発音・表現編一

H本語と　臼本語教育一一文字・表現絹一

日本語の文法（上）一　pm語教育指導参考書4一

ク
ク
〃
〃
〃
ク
〃
〃
ク

　　　l一

　　　ク

　　　11

5－　　　11

6　一一
　　　ク

7一一　　　！一

8一　　　／！

9一一　　　11

10－　　　t！

ll一一　i．

12　…一・　x．

13　・一一一　，．

　850円

　450円

　550円

　700円

　500円

　500円

1，000円

し400円

　550円

600円

600rrJ

日本語教育映画基礎編一糞（各巻16ミリカラー，5分，H本シネセル社販売）

〈巻〉　　　　　　　〈題　　　　　名〉　　　　　　　　　　〈制作年度（昭和）〉

（ユニット　1）

　1＊　これは　かえるです一「こそあど」十「は～です」　　　　　　　49

　2事　さいふは　どこにありますか　　「こそあど」十「～がある」一一　　49

　3“　やすくないです，たかいです一形　容　詞一　　　　　　　　　49

　4＊　きりんは　どこにいますか　一「いる」「ある」　　　　　　　　51

　5＊　なにを　しましたか　一動　　　選一　　　　　　　　　　　　　50

（ユニット　2）

　6＊　しずかな　こうえんで　一形容動詞一　　　　　　　　　　50

　7＊　さあ，かぞえましょう　一助　数　詞一　　　　　　　　　　50

　8＊　どちらが　すきですか　一比較・程度の表現一　　　　　　　　52

　9＊　かまくらを　あるきます　　　移動の表現一　　　　　　　　　　51

10　’　もみじが　とても　きれいでした　　です，でした，でしょう一一　52

（ユニット　3）

ll　＊　きょうは　あめが　ふっています一して，している，していた一52

12’　そうじは　してありますか一してある，しておく，してしまう一　53

13　“　おみまいに　いきませんか　一一依頼・勧誘の表現一一一　　　　　53

14　“　なみのおとが　きこえてきます一「いく」「くる」　　　　　　　　53

15＊　うつくしい　さらに　なりました　一「なる∫する」　　　　　　50

（ユニット　4）

16“　みずうみのえを　かいたことが　ありますか一経験・予定の表現一一54

17　＊　あのいわまで　およげますか　一可能の表現一　　　　　　　　54

18’　よみせを　みに　いきたいです　一意志・希望の表現　　　　　　54



19　＊　てんきが　いいから　さんぽを　しましよう一原因・理由の表現一

20　“　さくらが　きれいだそうです　一伝聞・様態の表現

（ユニット　5）

21　’　おけいこを　みに　いっても　いいですか一許可・禁止の表現一

22　“　あそこに　のぼれば　うみがみえます　一条件の表現1－

23　　いえが　たくさんあるのに　とてもしずかです一条件の表lfi　2　一

24　　おかねを　とられました　一受身の表現1－

25　　あめに　ふられて　こまりました　一受身の表現2一

（ユニット　6）

26　このきっぷを　あげます一やり，もらいの表現1－

27　　にもつを　もって　もらいました一やり・もらいの表現2

28　　てつだいを　させました　一イ吏役の表現一

29’　よく　いらっしゃいました　一待遇表現1－

30＊　せんせいを　おたずねします一待遇表lft　2　一～

（販　売価　格）

　　　　　16alilカラー　VTRカラー（3／4インチ）

全巻セット　￥720，QOO　　　￥480，000

各ユニット　￥112，000　　　 ￥75，000

各　巻￥30，000　 ￥20，000

　第1巻～第3巻は文化庁との共同企画

　＊についてはH本語教育映画解説の研子がある。
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VTRカラー（1／2インチ）

　　￥　384，　OOO

　　￥　60，000

　　￥　16，0eo

ヨ本語教蕎映画　関連教材・資糾〈㈱ビスコ販売＞

　　H本語教育映画　基礎編　教師用マニュアル（全6分柵）

　　日本語教育映画　基礎編　練習帳　　　　　　（全6分栂）

　　日本語教育映画　基礎編　シナリオ集　　　　（全1冊）

　　日本語教育映画　基礎編　総合語彙表　　　　（全1冊）

各分冊1，000円

　〃　　500円

　　　1，000円

　　　2，500円



ページ 誤 正

単年度語彙表　見出し

252 1916年　曲三豊 H亙A K1
261 1976年　五キロ半 HlA HlC
267 1976年　産業別 K3 K1
285 1956年　武田久 （位置） 287ページ「闘い取る」の上

294 1936年　徳富猪一郎 （位観〉 292ページ「特定」の下

3玉7 玉976年　櫓 Kユ Wユ

以上の誤りは語彙表印刷中に発見したもので、報告書本文中の統計は

すべてく誤〉とした分類にもとづいてなされている。


